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例言・凡例

1. 本書は、国道353号（鯉沢バイパス）補助公共道路改築事業（国道 ・円滑）に伴って行われた中郷田尻遺跡

埋蔵文化財発掘調査報告書（第 2分冊）である。

2. 第 1分冊は I章～皿章（遺構・遺物）を所収しており、本書第2分冊は、皿章（計測表・観察表）、 W章（ま

とめ）、付篇（吹屋三角遺跡出土木製品）、写真図版を所収している。

3. 遺構計測表における遺構規模は推定規模の場合は（）で記載している。尚単位は表中に示している。

4. 遺物観察表における量目推定値は（）で記載している。尚単位はすべてcmとgである。

5. 写真図版における遺物写真はすべて縮尺不同である。

目 次

（第2分冊）

3 遺構計測表及び遺物観察表・・・ ・・・・・.......................................................1 

l

l

4

8

5

8

 

2

2

2

2

3

3

 

l

l

l

l

l

1

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．
 

．

．

．

．

．

．
 

．

．

．

．

．

．

 

．
．

．
．

．

．
 

.

.

.

.

.

.

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．
．
 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．
 

.

.

.

.

.

.
 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

．
．

．
 

．
．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

.

.

.

.

.

.

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

 

.

.

.

.

.

.
 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．
 

．

．

．

．

．

．

 

．
．
 

.

.

.

.

.

.

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．
 

．

．

．

．

．

．

 

．
．

．

．

．

．
 

．
．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

 

iiii~

~ 

．

．

．

．

．

．

 

．
．

．
．

．
．
 

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

 

．
．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．
 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

．

．

．

．

．

．

 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.
 

．

．

．

．

．

．

 

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

 

．

．

．

．

．

．

 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

 

．

．

．
．
 

~

て
て

．

．

．

 

~

い
い
て
て
品

~

つ
つ
い
い
製

~
に
に
つ
つ
木

i

銭

落

に

に

土

i

世

集

骨

骨

出

i

中

の

人

獣

跡

i

土

代

土

土

遺

．

出

時

出

出

角

め

坑

墳

坑

坑

三

と

土

古

土

土

屋

ま

吹

章

篇
w

付

写真図版

抄録

奥付



写真図版目次

PL 1 I区1面FP上調査区全景西から

I区1面FP上 1号住居全景西から

I区1面FP上 2号住居遺物出土状況全景 西から

I区1面FP上 2号住居カマド遺物出土状況全景西から

I区1面FP上 3号住居全景西から

I区1面FP上 4号住居全景西から

I区1面FP上 5号住居全景西から

I区1面FP上 1 • 2号掘立柱建物跡全景北から

PL 2 I区1面FP上 1号土坑人骨出土状況南から

I区1面FP上 2号土坑人骨出土状況南西から

I区1面FP上 3号土坑人骨出土状況南西から

I区1面FP上 4号土坑人骨出土状況南西から

l区1面FP上 5号土坑人骨出土状況北東から

I区1面FP上 6号土坑セクション 東から

I区1面FP上 7号土坑セクション 南東から

I区1面FP上 8号土坑セクション 南から

PL 3 I 区 FA下 •FP下水田対比北東から

I 区 FA下 •FP下水田対比北束から

I区2面FP下水田北西から

I区2面FP下水田B-B'セクション 南東から

I区2面FP下水田西から

I区2面FP下水田北から

I区4面FA下水田No21区画足跡検出状況南西から

I区4面FA下水田No.39区画足跡検出状況 西から

PL 4 I区5面FA下黒全景北西から

I区5面FA下黒 214号土坑全景西から

I区5面FA下黒 215号土坑全景西から

I区5面FA下黒 217号土坑全景西から

I区6面縄文草創期 遺物出土状況南から

I区6面縄文草創期 LJ-18グリソドセクション 4土器出

土状況北から

I区6面縄文草創期尖頭器出土状況南から

I区6面縄文草創期 4土器出土状況 南から

PL 5 I区6面縄文草創期 1土器出土状況 南から

I区6面縄文草創期 7土器出土状況 南から

I区6面縄文草創期 17土器出土状況 南から

I区6面縄文草創期 11土器出土状況 南から

I区6面縄文草創期 3土器出土状況 南から

I区6面縄文草創期 8土器出土状況 南から

I区6面縄文草創期 14土器出土状況南から

I区6面縄文草創期 13土器出士状況南から

PL 6 II区 1面FP上調査区全景西から

II区1面FP上 1号住居遺物出土状況全景 西から

II区1面FP上 1号住居カマド全景 西から

II区l面FP上 2号住居全景西から

II区1面FP上 3号住居堀り方全景 西から

II区1面FP上 1号掘立柱建物跡全景西から

II区1面FP上 2・3号土坑セクション 南西から

II区1面FP上 2号土坑全景南西から

PL 7 II区2面FP下調査区全景北西から

II区2面FP下水田・ 2号溝南東から

II区2面FP下水田部分南東から

II区2面FP下畠南から

II区2面FP下 1 • 2号道跡南東から

II区3面FA上畠検出状況北から

II区4面FA下調査区全景北西から

II区4面FA下水田全景北西から

PL 8 II区4面FA下道路状遺構全景南から

II区4面FA下道路状遺構全景南から

II区5面FA下黒遺物出土状況北西から

II区5面FA下黒 3号遺物集中 南西から

ll区5面FA下黒 LS-18グリッド付近南西から

ll区5面FA下黒 LS-18グリッド付近南から

ll区5面FA下黒しU-20グリッド南から

ll区5面FA下黒 LU-20グリッド北から

PL 9 ll区5面FA下黒 4号住居全景南西から

ll区5面FA下黒 4号住居柱穴全景南から

ll区5面FA下黒 5号住居遺物出土状況南から

ll区5面FA下黒 5号住居炉跡獣骨片出土状況 北西か

ら

ll区5面FA下黒 5号住居遺物出土状況南東から

ll区5面FA下黒 5号住居柱穴2・4掘り方全景 北東

から

ll区5面FA下黒 6号住居全最南から

ll区5面FA下黒 7・8号住居全景 南西から

PL 10 ll区5面FA下黒 9号住居全景西から

ll区5面FA下黒 10号住居（手前6号住居）全景 西から

ll区5面FA下黒 11 • 14号住居全景南から

ll区5面FA下黒 12号住居全景北から

ll区5面FA下黒 12号住居全景南から

ll区5面FA下黒 13号住居全景南から

ll区5面FA下黒 15号住居全景北東から

ll区5面FA下黒 16号住居全景北東から

PL 11 ll区6面縄文草創期 東側(LR-18グリソド杭北 lm)深堀

西から

ll区6面縄文草創期 遺物出土状況東から

ll区6面縄文草創期 遺物出土状況部分東から

ll区6面縄文草創期 土器出土状況東から

ll区6面縄文草創期土器 l出土状況アップ東から

ll区6面縄文草創期礫出土状況南から

ll区6面縄文草創期 LU-21グリッド8号遺物梨中南西か

ら

ll区6面縄文草創期 LU-21グリッド8号遺物集中 礫出

土状況北から

PL 12 Ill区1面FP上調査区全景東から

皿区 1面FP上 1号住居遺物出土状況 西から

皿区 1面FP上 1号住居カマド遣物出土状況 西から

Ill区 1面FP上 1号住居獣骨出土状況西から

皿区 1面FP上 2号住居遺物出土状況 西から

皿区 1面FP上 2号住居刀子出土状況 西から

Ill区 1面FP上 3号住居遺物出土状況西から

皿区 1面FP上 3号住居遺物出土状況 西から

PL 13 皿区 1面FP上 3号住居全景西から

Ill区 1面FP上 4号住居全景西から

皿区 1面FP上 5号住居遺物出土状況全景 西から

皿区 1面FP上 5号住居カマド遺物出土状況全景 西か

ら

皿区 1面FP上 5号住居小形台付甕出土状況 西から

Ill区1面FP上 5号住居羽口出土状況西から

Ill区1面FP上 6号住居全景西から

Ill区l面FP上 7号住居全景西から

PL 14 Ill区1面FP上 8号住居遺物出土状況全景 西から

皿区 1面FP上 8号住居カマド遺物出土状況全景 西か

ら

皿区 1面FP上 8号住居床下土坑検出状況 西から

皿区 1面FP上 8号住居馬歯出土状況西から

Ill区l面FP上 9号住居遺物出土状況西から

皿区 1面FP上 10号住居全景西から

皿区 1面FP上 11号住居全景西から

Ill区1面FP上 11号住居カマド遺物出土状況 西から

PL 15 皿区 1面FP上 12号住居遺物出土状況西から

皿区 1面FP上 12号住居カマド遺物出土状況 西から



m区1面FP上 13号住居遺物出土状況全景 西から

皿区 1面FP上 13号住居カマド全景西から

皿区 1面FP上 14号住居全景北西から

m区1面FP上 15号住居全景西から

m区l面FP上 15号住居カマド全景西から

皿区 1面FP上 15号住居掘り方全景西から

PL 16 ill区 1面FP上掘立柱建物跡， 土坑群全殿西から

m区1面FP上掘立柱建物跡，土坑群全景東から

皿区 1面FP上掘立柱建物跡・土坑群全娯北から

m区1面FP上掘立柱建物跡・ 土坑群西部分 北東から

m区1面FP上掘立柱建物跡，土坑群中央部分北西か

ら

m区1面FP上 1~4号掘立柱建物跡全景東から

m区1面FP上 1~4号掘立柱建物跡中央部分北から

皿区 1面FP上 7号掘立柱建物跡全景 南東から

PL 17 ill区2面FP下畠全景東から

m区2面FP下東側 1号畠全景北から

皿区 2面FP下西側 2号畠全景北から

皿区2面FP下東側 1号畠調査状況南から

m区2面FP下西側 2号畠部分北から

皿区 2面FP下東側 1号畠セクション南から

m区3面FA上調査区全景北西から

m区3面FA上調査区全景東から

PL 18 皿区 3面FA上調査区中央部分北東から

皿区 3面FA上調査区西部分北から

m区3面FA上調査区中央部分北から

皿区 3面FA上 1号平地式建物跡， 8・9号掘立柱建物

跡南から

皿区 3面FA上調査区東部分北西から

皿区 3面FA上 4・3・2号平地式建物跡全景 北から

m区3面FA上巨大周溝北から

m区3面FA上 4・3・2号平地式建物跡， 10号掘立柱

建物跡全景北から

PL 19 皿区3面FA上 1号平地式建物跡南から

m区3面FA上 3・2号平地式建物跡北から

皿区 3面FA上 2号平地式建物跡全景 南から

皿区 3面FA上 3号平地式建物跡全景南から

m区3面FA上 4号平地式建物跡全景南から

皿区 3面FA上 5号平地式建物跡南から

皿区 3面FA上 6号平地式建物跡全景南から

m区3面FA上 7号平地式建物跡， 2 • 3号サイロ状遺

構南から

PL 20 皿区3面FA上 8号平地式建物跡， 4号サイロ状遺構南

から

皿区3面FA上 1号サイロ状遺構東から

皿区3面FA上 2号サイロ状遺構北から

m区3面FA上巨大周溝全景北から

m区3面FA上 巨大周溝A-A'セクション 南から

皿区3面FA上 巨大周溝遺構内部炭化米出土状況南から

m区3面FA上 8号掘立柱建物跡全景西から

皿区3面FA上 10号堀立柱建物跡全景 北から

PL 21 ill区4面FA下 16号住居全景北から

皿区 4面FA下 16号住居カマド全景 東から

m区4面FA下 16号住居遺物出土状況南から

m区4面FA下 16号住居貯蔵穴全景東から

皿区4面FA下 17号住居全景（周堤帯含む） 南東から

m区4面FA下 17号住居全景（竪穴部分） 南東から

m区4面FA下 17号住居遺物出土状況全景 南東から

皿区 4面FA下 17号住居A-A'セクション 南から

PL 22 皿区4面FA下 17号住居B-B'セクション 西から

m区4面FA下 17号住居遺物出土状況南から

皿区 4面FA下 17号住居南西コーナー遺物出土状況 東

から

l11区4面FA下 17号住居南西コーナー遺物出土状況南

から

皿区 4面FA下 17号住居カマド全景南から

l11区4面FA下 17号住居カマドc-c'セクション 西か

ら

皿区4面FA下 17号住居カマドB-B'セクション 南か

ら

l11区4面FA下 17号住居貯蔵穴全景南から

PL 23 皿区4面FA下 18号住居遺物出土状況全景 東から

l11区4面FA下 18号住居遺物出土状況全景 南から

l11区4面FA下 18号住居全景北から

皿区 4面FA下 18号住居全景南から

l11区4面FA下 18号住居柱穴 2セクション 南から

l11区4面FA下 18号住居掘り方全景南から

皿区 4面FA下 18号住居北東部石器出土状況 北から

l11区4面FA下 18号住居石器出土状況南壁付近 南から

PL 24 lII区4面FA下 19号垣南東から

皿区4面FA下 18号垣， 12号掘立柱建物跡全景 南から

l11区4面FA下 12号掘立柱建物跡全景 北から

l11区4面FA下 12号掘立柱建物跡全景 北から

皿区 4面FA下 1号遺物集中 西から

l11区4面FA下 2号遺物集中南から

l11区4面FA下 3号遺物集中南から

皿区 4面FA下 4号遺物集中 南から

PL 25 lII区4~5面FA下～FA下黒 16~28号住居 北西から

皿区 5面FA下黒住居群全景東から

皿区 5面FA下黒住居群中央～東西から

l11区5面FA下黒 19 • 17号住居全景北西から

皿区 5面FA下黒住居群東側北西から

l11区5面FA下黒住居群中央部分南から

l11区5面FA下黒住居群全景西から

l11区5面FA下黒住居群全景東から

PL 26 lII区5面FA下黒 19号住居遺物出土状況全景 南東から

l11区5面FA下黒 19号住居カマド遺物出土状況全景 南

東から

皿区 5面FA下黒 19号住居掘り方全景 北東から

l11区5面FA下黒 19号住居貯蔵穴全景 南から

皿区 5面FA下黒 20号住居遺物出土状況全景 南から

皿区 5面FA下黒 20号住居カマド遺物出土状況全景 南

から

l11区5面FA下黒 21号住居全景南から

皿区 5面FA下黒 21号住居カマド遺物出土状況 南から

PL 27 lII区5面FA下黒 22号住居全景（エ具痕有り ） 南東から

皿区 5面FA下黒 23号住居遺物出土状況全景 西から

皿区 5面FA下黒 23号住居カマド遺物出土状況全景 西

から

皿区 5面FA下黒 23号住居遺物出土状況 西から

皿区 5面FA下黒 24号住居遺物出土状況全景 北西から

l11区5面FA下黒 25号住居遺物出土状況全景 北西から

皿区 5面FA下黒 26号住居遺物出土状況全景 東から

皿区 5面FA下黒 26号住居遺物出土状況部分東から

PL 28 皿区5面FA下黒 26号住居貯蔵穴遺物出土状況全景 東

から

皿区 5面FA下黒 26号住居遺物出土状況 南から

皿区 5面FA下黒 27号住居遺物出土状況全景 北西から

l11区5面FA下黒 28号住居全景（右側26号住居） 東から

皿区5面FA下黒 28号住居遺物出土状況（手前26号住居）

東から

l11区5面FA下黒 28号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から

皿区 5面FA下黒 29号住居掘り方全景南から

皿区 5面FA下黒 30号住居全景北西から

PL 29 lII区5面FA下黒 30号住居遺物出土状況全景 北西から

皿区 5面FA下黒 30号住居遺物出土状況炭化物部分アッ



プ北西から

III区5面FA下黒 30号住居遺物出土状況部分北から

皿区 5面FA下黒 30号住居南側入口部分遺物出土状況

北西から

III区5面FA下黒 30号住居炉跡全景北から

皿区 5面FA下黒 31号住居遺物出土状況 東から

III区5面FA下黒 32号住居炭化物出土状況全景 東から

III区5面FA下黒 32号住居遺物・炭化物出土状況アップ

東から

PL 30 皿区 5面FA下黒 33号住居遺物出土状況全景 西から

III区5面FA下黒 34号住居遺物出土状況全景（手前16号

住居） 南から

III区5面FA下黒 34号住居炭化物 ・焼土出土状況部分

東から

皿区 5面FA下黒 34号住居貯蔵穴遺物出土状況 北から

III区5面FA下黒 35号住居遺物出土状況全景 南東から

III区5面FA下黒 35号住居 S-1出土状況北から

皿区 5面FA下黒 35号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から

III区5面FA下黒 35号住居炉遺物出土状況 北から

PL 31 III区5面FA下黒 37号住居遺物出土状況南から

皿区 5面FA下黒 37号住居遺物出土状況全景 南から

III区5面FA下黒 38号住居逍物出土状況 西から

III区5面FA下黒 38号住居カマド遺物出土状況 西から

皿区 5面FA下黒 39号住居全景南東から

III区5面FA下黒 39号住居遺物出土状況全景 南東から

皿区 5面FA下黒 39号住居Nol3土器出土状況 東から

III区5面FA下黒 40号住居全景北から

PL 32 III区5面FA下黒 41号住居全景南東から

皿区 5面FA下黒 42号住居遺物出土状況 東から

皿区 5面FA下黒 42号住居西壁寄り遺物出土状況 東か

ら

III区5面FA下黒 42号住居甑出土状況東から

III区5面FA下黒 42号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から

皿区 5面FA下黒 42号住居炉跡全景東から

III区5面FA下黒 43号住居遺物出土状況 南西から

皿区 5面FA下黒 43号住居炉跡全景 南西から

PL 33 皿区 5面FA下黒 44号住居遺物出土状況全餓（右23号住

居） 北から

皿区 5面FA下黒 44号住居カマド遺物出土状況全景 北

から

III区5面FA下黒 44号住居貯蔵穴全景北から

皿区 5面FA下黒 45号住居遺物出土状況全景 南から

皿区 5面FA下黒 45号住居カマド遺物出土状況 南から

III区5面FA下黒 45号住居遺物出土状況部分南から

皿区 5面FA下黒 46号住居遺物出土状況 南東から

皿区 5面FA下黒 46号住居炉跡全景北から

PL 34 III区5面FA下黒 47号住居遺物出土状況西から

皿区 5面FA下黒 47号住居西壁中央入口付近 東から

皿区 5面FA下黒 48号住居遺物出土状況 北から

III区5面FA下黒 48号住居遺物出土状況部分 北から

皿区 5面FA下黒 48号住居掘り方全景 南から

皿区 5面FA下黒 49号住居全景 南西から

皿区 5面FA下黒 50号住居掘り方全景 南から

III区5面FA下黒 51号住居全景南から

PL 35 皿区 5面FA下黒 51号住居遺物出土状況全景 南から

皿区 5面FA下黒 51号住居No.l土器出土状況 南から

III区5面FA下黒 51号住居炉跡全景北から

皿区 5面FA下黒 51号住居柱穴 2全景南から

III区5面FA下黒 52号住居全景南から

III区5面FA下黒 53号住居遺物出土状況南から

皿区 5面FA下黒 53号住居全景 南から

III区5面FA下黒 53号住居遺物出土状況部分 南から

PL 36 皿区 5面FA下黒 1号炉跡遺物出土状況 西から

皿区 5面FA下黒 1号炉跡主要部分全景 東から

I11区5面FA下黒 564号土坑遺物出土状況 西から

皿区 5面FA下黒 5号遺物集中遺物出土状況 南から

皿区 5面FA下黒 6号遺物集中南から

I11区5面FA下黒 565号土坑遺物出土状況 北西から

皿区 5面FA下黒 565号土坑遺物出土状況 北から

皿区 5面FA下黒 566号土坑逍物出土状況 西から

PL 37 III区 5-2面FA下黒土坑群北東から

皿区 5-2面FA下黒 618号土坑全景南西から

皿区 5-2面FA下黒 620号土坑全娯南西から

I11区 5-2面FA下黒 621号土坑南西から

I11区 5-2面FA下黒 623号土坑全景南から

皿区 5-2面FA下黒 624号土坑全景北から

I11区 5-2面FA下黒 625号土坑遺物出土状況南から

皿区 6面試掘確認状況南から

PL 38 IV区1面FP上調査区全景北から

IV区 1面FP上調査区北村道部分南西から

IV区1面FP上 1号住居遺物出土状況西から

IV区1面FP上 1号住居遺物出土状況東から

IV区1面FP上 2号住居遺物出土状況西から

IV区1面FP上 2号住居カマド両脇遺物出土状況 西か

ら

IV区1面FP上 2号住居掘り方全最 北から

IV区 1面FP上 3号住居全憬南東から

PL 39 IV区1面FP上 1号掘立柱建物跡全景 西から

IV区1面FP上 2号掘立柱建物跡全景西から

IV区1面FP上 4号土坑セクション 南から

IV区 1面FP上 41号土坑墨書土器出土状況 西から

IV区2面FP下調査区全景南東から

IV区2面FP下調査区全景南東から

IV区2面FP下 2号落ち込み南西から

IV区2面FP下 1号道南西から

PL 40 IV区2面FP下 2号畦（奥2号落ち込み） 南から

IV区2面FP下 2号畦炭化物出土状況北から

IV区2面FP下 5号畦盛土状況北東から

IV区2面FP下 5号畦盛土セクション 北から

IV区2面FP下 9号溝FP堆積状況南から

IV区2面FP下 10号溝FP堆積状況北東から

IV区2面FP下村道部分水田検出状況北東から

IV区2面FP下水田足跡検出状況北東から

PL 41 IV区2面FP下水田 7号畦北西から

IV区2面FP下 7号畦南東から

IV区2面FP下 7号畦水口部分北東から

IV区2面FP下 13号畦脇足跡南から

IV区2面FP下 1号高まり（祭祀跡？） 南から

IV区2面FP下 9号畦北脇馬歯出土状況 北西から

IV区2面FP下 2号馬歯出土状況東から

IV区2面FP下 1号馬歯 ・馬頭骨出土状況 北西から

PL 42 IV区3面FA上調査区全最東から

IV区3面FA上調査区全景北東から

IV区3面FA上調査区全景東から

IV区3面FA上 1 • 3号平地式建物跡東から

IV区3面FA上 畠．垣・サイロ状遺構確詔状況南から

IV区3面FA上 1号平地式建物跡確認状況 南から

IV区3面FA上 1号平地式建物跡 ・畠完掘状況南東か

ら

IV区3面FA上 1号平地式建物跡全景南から

PL 43 IV区3面FA上 2号平地式建物跡全景南東から

IV区3面FA上 2号平地式建物跡内79• 80 • 81号土坑全

景南東から

IV区3面FA上 3号平地式建物跡全景 東から

IV区3面FA上西半畠南から

IV区3面FA上 1号垣内小柱穴列 南西から



w区3面FA上 2号落ち込み（下 4号住居）上畠 北から IV区4面FA下 85号土坑遺物出土状況南から

w区3面FA上 1号平地式建物跡周溝内小ピソトセクシ w区4面FA下 98号土坑セクション 南西から

ョン N区4面FA下 98号土坑遺物出土状況南西から

w区3面FA上 1号平地式建物跡周辺小ピットセクショ PL 50 N区4面FA下 ND-10グリッド逍物出土状況

ン IV区4面FA下 ND-10グリソドセクション 西から

PL 44 IV区3面FA上 3号平地式建物跡内柱穴セクション 南 N区4面FA下 2号落ち込み（下 4号住居）検出状況 南

から から

w区3面FA_t 3号平地式建物跡内柱痕確認状況東か w区4面FA中 2号落ち込み炭化材と植物 北から

ら IV区4面FA下 4号サイロ状遺構検出状況 南から

w区3面FA上 1号サイロ状遺構南西から w区4面FA下 5号サイロ状遺構検出状況 東から

N区3面FA上 2号サイロ状遺構全景南から IV区4面FA下 ND-10グリソド長方形畠跡検出状況 南

IV区3面FA上 7号サイロ状遺構全景南から から

w区3面FA上 7号サイロ状遺構セクション 南から w区4面FA下 ND-10グリソド長方形畠跡セクション南

w区3面FA上 82号土坑全景南から から

w区3面FA上 83• 84号土坑全景南から PL 51 N区5面FA下黒調査区全景北東から

PL 45 IV区2面FP下 4号掘立柱建物跡柱痕状況 東から w区5面FA下黒調査区全景北から

w区3面FA上 4号掘立柱建物跡全景東から w区5面FA下黒調査区中央部分南西から

IV区2面FP下 5号掘立柱建物跡柱痕状況 東から w区5面FA下黒 12• 4 • 5号住居西から

w区3面FA上 5号掘立柱建物跡全景東から w区5面FA下黒 4号住居全漿（周堤帯含む） 西から

IV区3面FA上 5号掘立柱建物跡柱穴セクション 南か w区5面FA下黒 4号住居遺物出土状況西から

ら w区5面FA下黒 4号住居A-A'セクション 南から

IV区3面FA上 6号掘立柱建物跡全景東から w区5面FA下黒 4号住居掘り方全景西から

w区2面FP下 6号掘立柱建物跡柱痕状況 西から PL 52 N区5面FA下黒 4号住居A-A'セクション 南から

w区3面FA上 10号掘立柱建物跡全景 南東から w区5面FA下黒 4号住居焼土出土状況南から

PL 46 N区 3・4面FA上 ・下調査区全景南東から w区5面FA下黒 4号住居遺物出土状況西から

w区 3・4面FA上・下 調査区東半（中央に 2号落ち w区5面FA下黒 4号住居南壁工其痕北から

込み） 西から w区5面FA下黒 4号住居礫下植物繊維西から

w区 3・4面FA上・下 8号垣周辺南西から w区5面FA下黒 4号住居焼土及び遺物出土状況東か

w区 3・4面FA上 ・下 8号垣周辺アップ南西から ら

w区4面FA下 7・8・9号掘立柱建物跡南東から IV区5面FA下黒 4号住居カマド全景西から

N区4面FA下 7・8号掘立柱建物跡柱痕確認状況 東 w区5面FA下黒 4号住居貯蔵穴東から

から PL 53 IV区5面FA下黒 5号住居遺物出土状況西から

w区4面FA下 7号掘立柱建物跡全景 南東から w区5面FA下黒 5号住居全景西から

w区4面FA下 7号掘立柱建物跡柱痕傾き 北西から w区5面FA下黒 5号住居カマド全景西から

PL 47 IV区4面FA下 8・9号掘立柱建物跡柱痕確認状況 南 w区5面FA下黒 5号住居カマド遺物出上状況 西から

西から w区5面FA下黒 5号住居カマド壁構築材

IV区4面FA下 8号掘立柱建物跡全景南西から w区5面FA下黒 5号住居逍物出土状況南から

IV区4面FA下 9号掘立柱建物跡全景南西から w区5面FA下黒 5号住居遺物出土状況北西から

IV区4面FA下 7号掘立柱建物跡柱穴 2セクション 東 w区5面FA下黒 5号住居遺物出土状況北から

から PL 54 N区5面FA下黒 5号住居貯蔵穴遺物出土状況 南から

IV区4面FA下 7号揺立柱建物跡柱穴 1セクション 東 N区5面FA下黒 5号住居B-B'セクション 北から

から IV区5面FA下黒 5号住居炉跡 2セクション 東から

w区4面FA下 8号掘立柱建物跡柱穴 8セクション 南 IV区5面FA下黒 5号住居炉跡 3セクション 東から

から w区5面FA下黒 5号住居柱穴 1セクション 南から

w区4面FA下 9号掘立柱建物跡柱穴 8セクション 南 w区5面FA下黒 5号住居柱穴 2セクション 南から

から w区5面FA下黒 6号住居掘り方全景南から

w区4面FA下 9号掘立柱建物跡柱穴 7セクション 南 N区5面FA下黒 6号住居セクション 南西から

から PL 55 N区5面FA下黒 7号住居全景南から

PL 48 N区4面FA下 2号遺物集中南から IV区5面FA下黒 7号住居遺物出土状況北から

w区4面FA下 2号遺物集中全景 南西から w区5面FA下黒 7号住居全景北東から

N区4面FA下 2号遺物集中全景北東から w区5面FA下黒 7号住居遺物出土状況北から

w区4面FA下 2号遺物梨中部分南東から w区5面FA下黒 7号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から

w区4面FA下 2号遺物集中部分北から w区5面FA下黒 7号住居貯蔵穴全景 北から

IV区4面FA下 2号遺物集中部分西から w区5面FA下黒 7号住居西壁焼土出土状況東から

w区4面FA下 2号遺物集中部分南から w区5面FA下黒 7号住居焼土・炭化物検出状況 東か

w区4面FA下 2号遺物集中部分南東から ら

PL 49 N区4面FA下 2号遺物集中部分北東から PL 56 N区5面FA下黒 8号住居遺物出土状況南西から

w区4面FA下 2号遺物梨中部分西から w区5面FA下黒 8号住居全景西から

w区4面FA下 2号遺物集中土器取り上げ後下位面 南 w区5面FA下黒 8号住居遺物出土状況西から

から w区5面FA下黒 8号住居柱穴1セクション 東から

w区4面FA下 2号遺物集中下位面剣形出土状況 南か w区5面FA下黒 9号住居炭化材出土状況 西から

ら IV区5面FA下黒 9号住居全景西から

w区4面FA中 MW-6グリッド土器 1出土状況 西から w区5面FA下黒 9号住居貯蔵穴全景東から



w区5面FA下黒 9号住居貯蔵穴セクション 東から N区5面FA下黒 26号住居遺物出土状況 南から

PL 57 IV区5面FA下黒 10号住居遺物出土状況北西から IV区5面FA下黒 27号住居掘り方全景西から

w区5面FA下黒 10号住居遺物出土状況西から w区5面FA下黒 27号住居炉跡セクション 北から

w区5面FA下黒 10号住居カマド全尿 西から PL 65 N区5面FA下黒 27号住居遺物出土状況西から

w区5面FA下黒 10号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から w区5面FA下黒 27号住居遺物出土状況部分西から

IV区5面FA下黒 11号住居遺物出土状況南から w区5面FA下黒 27号住居貯蔵穴全景南から

w区5面FA下黒 11号住居全景西から IV区5面FA下黒 27号住居貯蔵穴遺物出土状況南から

IV区5面FA下黒 11号住居カマド全景西北から IV区5面FA下黒 27号住居貯蔵穴遺物出土状況西から

w区5面FA下黒 11号住居南西部壁炭化材出土状況 東 w区5面FA下黒 27号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から

から w区5面FA下黒 27号住居貯蔵穴造物出土状況南から

PL 58 IV区5面FA下黒 12号住居遺物出土状況南東から IV区5面FA下黒 28号住居全景・セクション 南西から

w区5面FA下黒 12号住居全景南東から PL 66 IV区5面FA下黒 29号住居全景西から

w区5面FA下黒 12号住居掘り方全景 北西から w区5面FA下黒 29号住居掘り方全娯 北東から

IV区5面FA下黒 12号住居貯蔵穴遺物出土状況 北から IV区5面FA下黒 29号住居貯蔵穴遺物出土状況北東から

w区5面FA下黒 12号仕居炉跡1セクション 南から w区5面FA下黒 30号住居全景東から

w区5面FA下黒 12号住居炉跡2セクション 南から IV区5面FA下黒 30号住居掘り方全景東から

w区5面FA下黒 12号住居炉跡3セクション 南から IV区5面FA下黒 31号住居カマド全景北から

IV区5面FA下黒 12号住居炉跡4セクシ ョン 南から w区5面FA下黒 32号住居全景東から

PL 59 N区5面FA下黒 13• 14号住居全景西から w区5面FA下黒 32号住居掘り方全景東から

IV区5面FA下黒 14号住居遣物出土状況西から PL 67 IV区5面FA下黒 33号住居掘り方全景南から

w区5面FA下黒 15号住居全景東から w区5面FA下黒 11号掘立柱建物跡全景西から

w区5面FA下黒 15号住居焼土セクション 南から IV区5面FA下黒 1号遺物集中炉跡 1 西から

w区5面FA下黒 16号住居全景東から w区5面FA下黒 1号遺物集中遺物出土状況 西から

w区5面FA下黒 16号住居遺物出土状況 東から IV区5面FA下黒 1号遺物集中遺物出土状況南から

w区5面FA下黒 17号住居遺物出上状況南から IV区5面FA下黒 1号遺物集中遺物出土状況部分西か

w区5面FA下黒 17号住居A-A'セクシ ョン 南から ら

PL 60 N区5面FA下黒 18号住居全景 ・セクション 西から w区5面FA下黒 3号遺物集中遺物出土状況 南から

w区5面FA下黒 20号住居全景南西から PL 68 N区5面FA下黒 3号遺物集中遺物出土状況南から

w区5面FA下黒 20号住居カマド全景南西から w区5面FA下黒 4号遺物槃中全景南西から

w区5面FA下黒 20号住居遺物出土状況南西から IV区5面FA下黒 4号遺物集中B-B'セクション 南から

w区5面FA下黒 20号住居遺物出土状況南西から IV区5面FA下黒 4号遺物集中掘り方全娯 南から

w区5面FA下黒 20号住居貯蔵穴全景南東から N区5面FA下黒 5号遺物集中遺物出土状況 南東から

w区5面FA下黒 21号住居遺物出土状況南から IV区5面FA下黒 109号土坑全景北から

w区5面FA下黒 21号住居炉跡西から IV区5面FA下黒 100号土坑全景西から

PL 61 N区5面FA下黒 22号住居全娯南西から w区5面FA下里 104~108号土坑全景南から

w区5面FA下黒 22号住居掘り方全景南東から PL 69 IV区5面FA下黒 110号土坑全景南から

w区5面FA下黒 22号住居柱穴1セクション 北から IV区5面FA下黒 lll号土坑セクション 東から

w区5面FA下黒 22号住居柱穴3セクション 北から w区5面FA下黒 lll号土坑遺物出土状況 南から

w区5面FA下黒 23号住居礫出土状況南から IV区5面FA下黒 115号土坑セクション 北から

w区5面FA下黒 23号住居遺物出土状況西から w区5面FA下黒 329号土坑遺物出土状況 南西から

w区5面FA下黒 23号住居遺物出土状況南から w区5面FA下黒 329号土坑遺物出土状況部分南東から

w区5面FA下黒 23号住居全景東から w区5面FA下黒 532号士坑遺物出土状況西から

PL 62 N区5面FA下黒 23号住居遺物出土状況部分北から w区5面FA下黒 532号土坑遺物出土状況部分西から

w区5面FA下黒 23号住居遺物出土状況部分 南から PL 70 IV区5面FA下黒 土坑群東部分（右手11号住居） 東から

w区5面FA下黒 23号住居遺物出土状況部分 東から w区5面FA下黒 土坑群中央部分（右手4号住居） 南から

w区5面FA下黒 23号住居焼土部分南から w区5面FA下黒 土坑群中央部分（奥23号住居） 南西か

w区5面FA下黒 24号住居遺物出土状況南西から ら

w区5面FA下黒 24号住居遺物出土状況 北東から w区5面FA下黒下位土坑群中央部分南西から

w区5面FA下黒 24号住居遺物出土状況部分南西から w区5面FA下黒下位土坑群中央部分北西から

N区5面FA下黒 24号住居遺物出土状況部分 北東から N区5面FA下黒 下位土坑群中央よりやや西部分北西

PL 63 N区5面FA下黒 24号住居遺物出土状況部分北から から

IV区5面FA下黒 24号住居炭化物出土状況南東から w区5面FA下黒 6号住居脇深堀セクション南から

IV区5面FA下黒 24号住居掘り方全景北東から IV区5面FA下黒 HU-2~MU-2深堀セクション 南か

N区5面FA下黒 24号住居炉跡セクション 南から ら

w区5面FA下黒 24号住居柱穴 2全景西から PL 71 第6面草創期出土土器(1~17はI区出土）

]V区 5面FA下黒 24号住居柱穴 5全景南西から PL 72 I区出土土器

w区5面FA下黒 25号住居全景西から II区出土土器

w区5面FA下黒 25号住居遺物出土状況東から PL 73 Ill区FP上出土土器

PL 64 N区5面FA下黒 26号住居遺物出土状況 南東から 皿区FP下出上土器

w区5面FA下黒 26号住居遺物出土状況 南西から I11区FA上出土土器

w区5面FA下黒 26号住居柱穴 2遺物出土状況 南から Ill区FA下出土土器

N区5面FA下黒 26号住居遺物出土状況部分南から PL 74 皿区FA下黒色土中出土土器

w区5面FA下黒 26号住居土器 1出土状況南から PL 75 III区FA下黒色土中出土土器



PL 76 N区FP上出土土器

w区FP下出土土器

w区FA上出土土器

w区FA下土坑出土土器

w区FA下2号集中出土土器

w区グリッド出土土器

PL 77 N区FA下黒色土中出土土器

PL 78 N区FA下黒色土中出土土器

PL 79 I区6面（縄文草創期）出土石器

ll区8号遺物集中出土石器(6面 縄文草創期）

I区出土石器

PL 80 ll区FP上面出土石器

ll区FA上黒色土中出土石器

PL 81 ll区FA下患色土中出土石器

l11区FP上出土石器

l11区FP下出土石器

皿区FA上出土石器

l11区FA下出土石器

PL 82 lII区FA下出土石器

皿区FA下黒色土中出土石器

PL 83 lII区FA下黒色土中出土石器

w区FP上出土土器

w区FA下出土石器

w区FA下黒色土中出土土器

PL 84 N区FA下黒色土中出土石器

PL 85 II区出土予類

I11区出土玉類

w区出土玉類

PL 86 N区2号遺物集中出土玉類

w区出土玉類

PL 87 I区FP上出土鉄器

II区FP上出土鉄器

I11区FP上出土鉄器

PL 88 III区FP上出土鉄器

皿区FA上

付篇図版 l

付篇図版2

I11区FA下黒色土中出土鉄器

w区FA上

w区FA下黒色土中出土鉄器

w区FP上出土鉄器

I区FP上3号土坑出土青銅鏡（薬覆状態とソフテックス

写真）

I区FP上出土古銭

吹屋三角遺跡m区出土木製品（1)

吹屋三角遺跡m区出土木製品（2)





3 遺物計測表及び遺物観察表

3 遺構計測表及び遺物観察表

第2表土坑計測表

I区 FP上

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

1 LM19.20 N-22"-E 102 80 24 隅丸長方形

2 LL19 N-43° -E 110 80 25 隅丸長方形

3 LKl8 N -57'-E 175 120 23 隅丸長方形

4 LJ • LK17 N -35・ -E 165 115 21 隅丸長方形

5 LM • LL19 N -37° -E 120 100 20 隅丸長方形

6 LN19 N-64° -W 152 146 25 楕円形

7 LL16 N-53"-W 162 73 48 楕円形

8 
LF17, 

N-33°-E (220) 80 隅丸長方形51 
LG16 • 17 ， LL19 N-32"-E 54 44 6 楕円形

11 LL17 N-25° -W 70 65 28 楕円形

12 LL17 N -24'-E 158 85 57 楕円形

13 LO・ LP17 (140) (38) 14 楕円形

14 LO・ LP17 N -61° -E 34 30 10 楕円形

15 L017 N-62'-W 62 30 9 楕円形

16 LO・ LP17 N-39° -W 90 80 11 楕円形

17 L017 N-45° -W 44 42 9 楕円形

18 L017 N-58'-W 35 32 15 楕円形

19 L017 N -38・ -E 37 33 11 楕円形

20 L017 N -58° -E 86 60 15 楕円形

21 
LN • L017. 

N-53"-E 8 楕円形56 40 
L016 

22 LN17 N -20・ -E (48) (20) 12 隅丸長方形

23 LN17 N-55° -W 46 36 22 楕円形

24 LM17 N -57° -W 28 25 14 楕円形

25 LM17 N-40.-E 38 36 20 楕円形

26 LM17 N-38° -W 53 47 10 楕円形

27 LM17 N -20・ -E 42 32 10 楕円形

28 LM17 N-15° -E 28 27 12 楕円形

29 LM16 17 N -75° -E 62 62 37 楕円形

30 LM16 • 17 N -67° -E 42 (16) 7 

31 LL16 N-45° -W 28 28 11 円形

32 LM16 N-58'-W 36 30 19 円形

33 L018 N-69° -W 92 64 26 隅丸長方形

34 L018 N -47° -E 32 30 11 楕円形

35 L018 N -4T -E 49 34 31 楕円形

36 L018 N -lT -E 58 56 30 楕円形

37 L018 N-20"-E 74 (38) 32 楕円形

38 L017 18 N -31・ -E (60) 40 23 楕円形

39 L017 • 18 N -38° -E (60) 40 22 楕円形

40 L018 N-69° -W (133) 44 6 隅丸長方形？

LL LM LN • 
(290) 

6~ 
41 N-65° -W 48 隅丸長方形

L017 • 18 23 

42 LN • LOIS N-65. -W (302) 36 8 隅丸長方形

43 LN18 N-56° -W 40 38 8 楕円形

44 LM18 N-56° -W (36) 36 15 楕円形

45 LM17 N -34・ -E (53) (32) 8 一部欠損

46 LM17 N-30° -E 40 32 19 楕円形

47 LL17 N-30"-W 38 32 20 楕円形

LL・ LM16. 
N -18° -E (315) 8 隅丸長方形48 42 

LM17 

49 LL LM16 N -20・ -E (187) 42 3 隅丸長方形

50 LL17 N-18° -W 40 (23) 19 一部欠損

51 LL17 N -71'-W 177 97 33 楕円形

52 LL17 N-55° -W 110 82 41 楕円形

53 LK • LL16 N-60° -W 30 27 7 楕円形

54 LK16 N-23'-W 30 23 19 楕円形

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

55 LN17 N-66"-E 43 39 16 楕円形

56 LN17 N-73°-E 36 31 23 楕円形

57 LN17 N-5・-E (34) 42 18 楕円形

58 LN17 N -23° -W 34 31 12 楕円形

59 LM18 N-34'-E (51) (36) 16 一部欠損

60 LM18 N -34° -E (41) (20) 12 一部欠損

61 LM18 N-64°-W 55 (49) 24 楕円形

62 LM18 N-56'-W 54 (46) 18 楕円形

63 LM18 N-72・-w 75 65 21 楕円形

64 LM17 N-23° -W 34 32 13 楕円形

65 LN19 N-29° -E 213 108 49 隅丸長方形

LM18 • 19. 
N -2T -E 隅丸長方形66 237 100 36 

LN18 • 19 

67 LN19 (154) (54) 45 一部欠損

68 LM • LN19 N -37° -E llO 89 19 楕円形

69 LM19 N -7 ° -E 35 30 11 楕円形

70 LM19 N-50'-W 118 (84) 16 楕円形

71 LM19 N -60・ -E (76) (66) 19 長方形

72 LM19 N -4° -W 107 63 33 楕円形

73 LM19 N-9・-w 62 46 26 隅丸長方形

74 LM19 N-12・ -E 44 36 6 楕円形

75 LM19 N-53°-W 158 (112) 17 楕円形

76 LM19 N-o・ 46 46 8 円形

77 LM19 N -23° -E 46 31 11 楕円形

78 LM19 N-65'-W 30 30 10 円形

79 LM19 N-lT-E 87 52 38 楕円形

80 LM18 N -36° -E 34 30 14 楕円形

81 LM18 N -10° -E 73 48 16 楕円形

82 LL19 N -40'-E 80 79 14 方形

83 LL19 N -50'-E 43 43 14 楕円形

84 LL19 N-37"-W 81 (24) 7 楕円形

85 LL19 N-44'-W 67 49 21 楕円形

86 LL・ LM19 • 20 N-22"-E 51 47 14 楕円形

87 LL19 N-59° -W (62) 83 9 楕円形

88 LL19 N-30° -W 133 91 14 楕円形

89 LL19 N-40° -W 57 38 18 楕円形

90 LL19 N-15° -W 220 150 45 楕円形

91 LK • LL19 N-18'-W (218) 146 39 楕円形

92 LL19 N-4"-E 51 38 18 隅丸三角形

93 LL19 N-23'-W 40 32 9 楕円形

94 LK • LL18 N-43"-E (53) 38 8 楕円形

95 LK18 • 19 N -12° -E 80 62 26 隅丸長方形

96 LK18 N -20'-W 63 (44) 11 楕円形

97 LK18 • 19 N -28° -E 58 54 33 楕円形

98 LK18 N -41° -W 70 52 21 楕円形

99 LK19 N -23・ -E (300) 40 11 隅丸長方形

100 
LK18 19. 

N -28'-E 390 40 27.4 隅丸長方形
LT19 

101 LK19 N -31・ -E 46 44 23 楕円形

102 LK19 N-71° -W 47 40 20 隅丸長方形

103 LK18 N-21° -W 53 43 17 隅丸三角形

104 LJ • LK18 N -51° -W 50 38 19 隅丸三角形

105 LJ18 N -41° -W 39 30 10 楕円形

106 LK18 N-40'-E 36 33 9 楕円形

107 LK18 N-15° -W 46 36 16 楕円形

108 LK17 N -64'-W 41 36 19 楕円形

109 LK17 N-49° -W 57 36 55 楕円形

ー



皿 検出された遺構と遺物

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

110 LJ16,LK16 • 17 N-38"-E 563 78 71 隅丸長方形

lll LK17 N-o・ (46) (25) 13 

112 LK17 N-54° -W  200 116 33 隅丸長方形

113 LK16 • 17 N-41'-W 113 (93) 33 隅丸長方形

114 LK16 N-33'-W  81 35 35 楕円形

115 LK16,LL17 N-52" -W 382 (43) 15 隅丸長方形

116 LJ16 N-23° -W 130 103 6 楕円形

117 LJ16 N-8'-W  41 27 9 隅丸長方形

118 LJ16 N -30° -W 72 41 25 隅丸長方形

119 LJ16 N-42° -W 94 42 27 隅丸長方形

120 LJ16 N -19° -E 57 48 21 楕円形

121 LI LJ16 N -12・ -E 133 120 26 楕円形

122 LI16 N-12° -W  93 50 16 隅丸長方形

123 LI16 N-18° -W  110 101 22 隅丸長方形

124 LJ16 N-13・ -W  46 22 17 楕円形

125 LJ17 N-62° -W  58 48 37 楕円形

126 LJ17 N -20・ -E 123 80 24 隅丸長方形

127 LJ17 N-27"-E 191 90 9 隅丸長方形

128 LJ17 N -16° -E 38 29 12 楕円形

129 LJ17 N-47'-W  (25) 38 14 楕円形

130 LK17 N-35° -W 34 34 16 楕円形

131 LK17 N-34° -E 39 31 13 隅丸三角形

132 LK17 N-16'-W 40 31 19 楕円形

133 LJ18 N-40"-E 52 38 16 楕円形

134 LJ18 N-50"-W  39 34 11 楕円形

135 LJJ7 18 N-4r-w 130 126 29 楕円形

136 LJ18 N-64°-E 85 30 83 楕円形

137 LJ17 N-35° -W  47 47 25 円形

138 LJ17 N-30° -W  45 42 19 楕円形

139 LJ18 N-56°-E 61 56 10 楕円形

140 LJ18 N -70'-E 54 38 50 楕円形

141 LJ18 N-58° -W  39 34 9 楕円形

142 LJ18 N-70'-W  94 39 23 瓢形

143 LJ18 N -32° -W  82 68 22 楕円形

144 LJ18 N-43° -W 44 40 21 楕円形

145 LJ18 N -20° -W 66 48 17 隅丸長方形

LI18 • 19. 
N-s・-w 隅丸長方形146 225 90 12 

LJ18 • 19 

147 LH19 N-72°-W  35 32 6 方形

148 LH18 N-12・ -W  50 41 52 楕円形

149 LH18 N -28° -W  (35) 35 16 楕円形

150 LH18 N -6T -E 76 44 35 隅丸長方形

151 LH19 N-63°-E 44 39 37 楕円形

152 LH18 N-49° -W  47 43 10 方形

153 LH18 N-33'-E (22) 55 11 長方形？

154 LH18 N -39'-E 74 50 29 楕円形

155 LH18 N -46° -E 37 26 25 隅丸長方形

156 LH18 N -25° -W  50 40 24 隅丸長方形

157 LH18 N-30° -W  40 35 34 円形

158 LH18 N-40° -W  42 40 18 方形

159 LG・ LH18 N-48° -E (67) 70 72 

160 LH18 N-40° -W  46 42 31 方形

161 LH18 N-17'-E 68 42 33 楕円形

162 LG・ LH18 N -38° -E (130) ll8 34 

163 Lll7 N-45'-E 152 123 19 隅丸長方形

164 LH • LI17 N -40° -E 45 40 24 楕円形

165 LI17 N-40・ -W  45 40 33 円形

166 LH • LI17 N-32°-E 62 43 44 楕円形

167 LI17 N -38'-E 55 52 17 円形

168 LI17 N-35° -W  (33) 40 8 

土坑
長軸方位 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

169 LJ17 N -14・ -E 68 42 21 楕円形

170 LI16 • 17 N-26.-E 144 101 24 楕円形

171 LI16 N-11"-E 28 25 10 方形

172 LI16 N -41° -W  30 23 8 楕円形

173 LI16 N-31° -E 38 32 11 楕円形

174 LI16 N -30° -W  36 27 12 方形

175 LI16 N -23・ -W  45 (17) 19 一部欠損

176 Lll6 N-64° -W  47 40 21 円形

177 LI16 N-60'-W  76 59 8 一部欠損

178 LI16 N -17° -E 60 58 30 円形

179 LI16 N -30'-W  35 33 10 円形

180 LI16 N -30° -W  43 40 20 方形

181 LI16 N -8 ° -E 62 44 52 楕円形

182 LH • Lll6 N-15'-W  70 48 43 楕円形

183 LH • LI16 N -70° -E 45 40 29 円形

184 LH • LI16 N-12・ -W 67 40 14 楕円形

185 LH16 N -60・ -W 48 33 19 隅丸長方形

186 LH16 N-49° -W  60 15 36 楕円形

187 LH16 N -31° -W  173 100 14 長方形？

188 LHl6 • 17 N-31'-E (84) 112 21 隅丸長方形

189 LH16 17 N -38'-E 40 (26) 16 楕円形

190 LH16 N -16° -W  36 29 26 楕円形

191 LG17 • 18 N-4'-E (90) (60) 23 隅丸長方形

192 LG17 N-9'-E 96 (76) 35 隅丸長方形

193 LG17 N -55° -E 125 60 30 隅丸長方形

194 LG17 N-70'-W  50 (25) 13 楕円形

195 LG17 N-61'-W  34 30 17 楕円形

196 LG17 N-90° 54 48 15 楕円形

197 LG17 N-58'-W  52 44 13 楕円形

198 LG17 N-48°-E 41 30 10 楕円形

199 LG16 N-60'-E 35 30 11 隅丸長方形

200 LG16 • 17 N -18° -E 118 72 12 隅丸長方形

201 LG16 • 17 N-22"-E 47 (34) 3 一部欠損

202 LG16 N-34°-E 34 31 25 円形

203 LG16 N-60° -W  91 62 12 楕円形

204 LG16 N-43°-W  48 38 16 方形

205 LG LH16 N-43° -W 248 70 22 隅丸長方形

206 LH16 N-12・ -W  53 41 25 楕円形

207 LH16 N-38°-E 60 56 23 楕円形

208 
LG15 • 16, 

N -3T -E 285 76 68 隅丸長方形
LH15 • 16 

209 LG16 N -30° -E 354 (57) 38 隅丸長方形

210 
LF16,LG15 • 

N-31" -E 86 隅丸長方形587 41 
16 17 

211 LG15 • 16 N -30° -E 354 57 46 方形

212 LF16 N -10'-W  114 114 16 方形

213 LG15 N -40° -E 174 (26) 10 隅丸長方形

1区FA下黒

10 LM18 N -70'-E 88 70 16 円形

1区縄文

214 LJ • LK19 N-77'-W  96 (70) 20 一部欠損

215 LF16 N-40° -E 130 119 60 楕円形

217 LH17 N-56° -W  97 94 45 円形

1区草創期

216 欠

II区FP上

< ]:]]□II (1：亨I(さら1笠I笠：：
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3 遺物計測表及び遺物観察表

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

4 欠

5 LT・ LU20 N -6° -W 100 85 39 円形

6 LT20 N-92° -W  109 (87) 44 楕円形

7 LT20 N-80° -E 155 (95) 63 楕円形

8 LT21 • 22 N-63"-E (138) (113) 71 楕円形， LS21 N-6"-E (73) 72 32 円形

10 LU22 N -55° -E 97 49 37 長方形

11 LR20 N-21・ -W  143 114 44 楕円形

12 LR19 • 20 N-20"-E 142 (70) 28 楕円形

13 LR19 20 N-32.-E 130 52 49 楕円形

14 欠

15 LQ20 N -51'-E (48) (76) 21 ？ 

16 LP20,LQ19 • 20 N-36'-E (250) (65) 72 隅丸長方形

17 LP・ LQ20 N-36"-E (204) (66) 65 限丸長方形

18 LP19 • 20.LQ19 N-33'-E 308 103 67 隅丸長方形

19 LQ18 • 19 N -38° -E 194 83 71 隅丸長方形

20 LR・ LQ18 N-34'-E 104 88 30 円形

21 LR LQ17 N -22° -E 149 71 52 長方形

22 LR17 • 18 N -21° -E 422 80 76 長方形

23 LR・ LQJS N -36'-E 197 92 57 長方形

24 LR17 N -42° -E 278 88 63 長方形

25 LR17 N -42° -E (115) 104 48 長方形

26 LR16 • 17 N -25'-E 138 92 61 楕円形

27 LR17 N -65° -E 104 58 20 桁円形

28 LR17 • 18 N -10° -E 53 43 18 楕円形

29 LRl7 N -87° -W  105 98 38 円形

30 LS17 N -28" -W  76 55 25 円形

31 LS17 N-23° -W  72 55 28 円形

32 LS17 N -20・ -W  92 82 37 楕円形

33 LS17 • 18 N -68° -E 104 (70) 28 楕円形

34 LT19 N-82'-E 101 58 42 楕円形

35 LS20 N-50"-E (57) 56 25 楕円形

36 LS20 N-47"-E (105) 64 23 隅丸長方形

37 LW21 N -42° -E (32) 35 28 楕円形

38 LS20 N-22・-w  49 (30) 48 楕円形

39 LS20 N -56'-E 48 47 20 隅丸方形

40 LS21 N -67'-W  37 34 17 楕円形

41 LS21 N -65° -W  74 67 35 隅丸方形

42 LS21 N -86° -E 49 40 13 円形

43 LS21 N -56° -W  45 37 14 楕円形

44 LS20 N -40° -E 47 37 21 楕円形

45 LS19 N-42'-W  43 42 17 円形

46 LT20 N -57'-E 46 40 27 円形

47 LU19 N-2T-W 75 58 32 楕円形

48 LT21 N-3'-W  43 36 17 楕円形

49 LT・ LU21 N-22°-E 38 35 16 円形

50 LU21 N-40° -W  50 42 24 楕円形

51 LU22 N-34° -W  46 28 20 楕円形

52 LU22 N-68°-E 53 26 15 楕円形

53 LV22 N-45. -E 56 42 52 隅丸三角形

54 LX22 N-47"-W  59 45 13 楕円形

55 LY22 N-10'-W  42 40 23 円形

56 LQ19 N -25・ -E (78) 97 42 円形

57 LQ19 N-35° -E 120 66 32 楕円形

58 LP・ LQ19 N -34・ -E (245) 22 21 長方形

59 LQ19 N-42° -E 274 103 110 隅丸長方形

60 LS18 N-22・-w  47 47 22 円形

61 LS18 N-66° -W  38 35 20 隅丸長方形

士坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

62 LSl7 • 18 N-17'-E 44 39 21 楕円形

63 LS17 N-47'-W  39 38 16 円形

ll区FA下黒

64 LW21 N-48"-E 60 52 34 円形

65 LW21 N -72° -E 63 45 21 楕円形

66 LW22 N -69° -E 62 36 20 楕円形

67 LV22 N-18'-E 47 41 24 円形

68 LV21 N-32'-E 43 42 20 円形

69 LV21 N -63" -W  59 58 25 円形

70 LU21 N-32°-W  51 44 15 円形

71 LU21 N-45° -W  62 52 21 楕円形

72 LU21 N -20・ -E 64 57 22 円形

73 LU20 N -17° -E 64 53 17 円形

74 LU20 N-7・-w  51 50 20 円形

75 LT20 N-41"-E 53 44 25 円形

76 LT19・20 N-15・ -E 42 32 21 楕円形

77 LT19 N-60° -W  43 40 15 円形

78 LS18 N-47" -W  46 36 23 円形

79 LT19 N-16° -E 47 45 21 円形

80 LR18 N-52°-E 43 40 19 円形

81 LT20 N -25・ -E 47 49 21 円形

82 LT20 N -32° -E 37 35 25 円形

83 LS20 N -34・ -E 92 80 30 円形

84 LS19 N-43° -W  46 37 22 円形

85 LS18 N-o・ 45 46 10 円形

86 LT21 N -8・ -W  54 39 27 楕円形

87 LT21 N-37"-E 42 36 22 楕円形

88 LS21 N-44・-w  48 46 23 円形

m区FP上

1 M017 N-77'-W  50 46 48 隅丸方形

2 M018 N-40° -W  248 (60) 97 楕円形

3 M019 N-32'-E 44 42 17 円形

4 MP19 N -90° 333 55 6 隅丸長方形

5 MP19 N-17"-W  60 60 15 円形

6 MQ20 N-55'-W  (130) (38) 22 楕円形

7 MP20 N -41° -W  40 30 26 楕円形

8 MQ20 N -33° -E 42 (38) 20 楕円形， MP・ MQ20 N-49'-W  (650) 60 19 隅丸長方形

10 MQ20 N-49° -W  45 40 29 円形

11 MP・ MQ20 • 21 N -48° -W  844 44 19 隅丸長方形

12 M019 N-47° -W  225 58 15 隅丸長方形

13 M019 N-14° -W  50 40 19 楕円形

14 MQ21 N -g・ -W  40 38 31 楕円形

15 MP20 N -62" -W  47 37 38 楕円形

16 MP20 N -65° -E 40 36 12 楕円形

17 MP・ MQ21 N -75° -E 72 50 18 楕円形

18 MP20 N-32°-E 40 38 31 円形

19 
MO・ MP20. 

N-48'-E 950 34 隅丸長方形11 
MP・ MQ21 

20 MP20 N -55・ -E 45 42 29 円形

21 MQ21 N-17° -W  42 40 31 円形

22 MP MQ21 N -30° -W  36 30 30 円形

23 MP21 N -51" -W  (395) 50 10 隅丸長方形

24 MP21 N-30'-W  36 30 30 円形

25 欠 3掘立p-2 

26 MP21 N -26° -W  45 34 25 円形

27 MQ21 N -27° -E 42 34 33 円形

28 MQ22 N -29・ -W  50 40 29 円形

29 MP21 N -so・ -w  (35) 34 48 楕円形
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III 検出された遺構と遺物

士坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

30 MP21 N-53"-W  40 40 50 円形

31 MP21 N-20・ -W  37 35 66 円形

32 欠 3掘立p-1 

33 MP21 N-90° 55 45 30 円形

34 MP21 N-48° -W  70 55 35 楕円形

35 MP21 • 22 N -30° -E 72 35 38 隅丸方形

36 MP22 N-4・-w  40 36 29 円形

37 MP21 N -35'-E 30 25 15 円形

38 M021 N -71・ -E 110 85 24 楕円形

39 M021 N-41'-W 56 40 40 楕円形

40 M021 N-40'-W  llO 78 18 楕円形

41 MP22 N-5・-w  118 (100) 50 楕円形

42 MP22 N -2・ -E 140 84 23 楕円形

43 MP21 N-50° -E 40 34 22 円形

44 欠 3掘立p-3 

45 MP22 N-10・ -W  60 60 25 円形

46 MP22 N -10° -W  68 75 128 円形

47 欠 3掘立p-4

48 欠 4掘立p-1 

49 MP22 N -g・ -W  35 32 26 円形

50 欠 4掘立p-2 

51 MP22 • 23 N-12° -W  90 85 35 円形

52 MP・ MQ22 N-15・ -W  (382) 60 35 隅丸長方形

53 欠 3掘立p-5 

54 MP23 N-21・ -W  45 42 28 円形

55 MP23 N-15° -E 114 94 50 楕円形

56 欠 4掘立p-3 

57 欠 3掘立p-5 

58 M022 N-o・ 55 50 36 円形

59 MO・ MP22 • 23 N -70° -W  40 38 40 円形

60 M022 • 23 N-37'-W  llO (90) 57 楕円形

61 欠 1掘立p-7 

62 M023 N-40° -W  40 28 59 円形

63 M022 N-55° -W  70 46 58 隅丸方形

64 M023 N -37° -W  (75) 80 39 楕円形

65 欠 4掘立p-4 

66 MP23 N-2s・-w  30 28 32 楕円形

67 MP23 N-28° -W  35 30 15 円形

68 MP23 N -30° -E 42 30 34 円形

69 欠 4掘立p-5 

70 MO・ MP23 N-14° -E 60 56 43 円形

71 欠 2掘立p-5 

72 M023 N-40° -W  50 36 35 楕円形

73 欠 4掘立p-6 

74 MP24 N -64・ -E 40 30 24 円形

75 MO・ MP24 N-32"-E (35) 30 33 円形

76 欠 1掘立p-6 

77 M024 N -25'-E 40 36 25 円形

78 欠 1掘立p-5 

79 欠 1掘立p-4 

80 欠 2掘立p-4 

81 M023 N-68° -W  36 32 41 円形

82 M023 N -60" -W  68 54 42 楕円形

83 M023 N-59° -W  50 44 46 円形

84 欠 2据立p-7 

85 M023 N-56" -W  44 30 18 楕円形

86 欠 2掘立p-9 

87 MN・ M023 N-8・-E 84 60 27 楕円形

88 M023 N-20・ -E 55 44 28 楕円形

89 M023 N-62. -W  34 30 19 楕円形

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
態

番号 長軸 短軸 深さ
形

90 M023 N-7'-E 40 30 24 桁円形

91 M023 N -67° -W 35 30 22 楕円形

92 M023 N-36° -W  62 60 29 楕円形

93 欠 2掘立p-8 

94 MN23 N-59° -W  62 50 23 楕円形

95 MN23 N-88'-W  30 25 16 円形

96 M021 N -15° -E (54) 48 34 楕円形

97 M021 N -70° -E 150 105 33 楕円形

98 M021 N-9'-W  86 75 26 楕円形

99 MN21 N -60° -E 60 40 54 楕円形

100 MN21 N -49° -E 47 40 29 楕円形

101 MN21 N-70'-E 54 45 41 隅丸長方形

102 MNZl N-5"-W  84 54 30 楕円形

103 MN21 N-7・-w  100 70 44 楕円形

104 MN21 • 22 N-14• -w 125 86 37 隅丸方形

105 MN22 N-32"-W  55 50 48 円形

106 MN22 N-so・ -E 170 (120) 35 隅丸方形

107 欠

108 欠 1掘立p-8 

109 MN22 N-40"-W  52 (35) 28 円形

110 MN22 N-40'-W  54 40 19 楕円形

ll1 MN22 23 N-84・-w  58 50 16 楕円形

112 MN22 23 N-76. -W  55 50 16 円形

113 MN23 N-37" -W 40 40 26 円形

114 MN23 N-43° -W  42 35 21 円形

115 欠 1掘立p-1 

116 MN23 N-11"-E 100 94 31 円形

117 MN23 N-35° -W  33 25 28 楕円形

118 MN23 N -75・ -E 134 llO 32 隅丸方形

119 MN23 N-50° -W  60 60 24 円形

120 欠 2掘立p-1 

121 MN23 N -85° -E 42 34 17 楕円形

122 欠 2掘立p-2 

123 欠 1掘立p-2 

124 MN23 N-24°-E 54 50 15 円形

125 MN24 N -18° -W (94) 45 30 楕円形

126 MN24 N-18'-W 45 38 66 楕円形

127 欠 2掘立p-3 

128 MN24 N-15° -W 42 40 24 円形

129 欠 1掘立p-3 

130 MNO N-41'-W  54 45 29 円形

131 MNO N-45° -W  (260) 100 117 隅丸長方形

132 MNO N-45'-W  180 80 44 隅丸長方形

133 MNO N -57" -E 40 (35) 19 円形

134 MNO N-7'-W 36 32 13 円形

135 MMO N-22'-W  30 26 14 楕円形

136 MM24 • O,MNO N-49° -W  450 40 11 隅丸長方形

137 MMO N-42"-E 128 98 45 楕円形

138 MM24 N-42" -W  52 32 10 楕円形

139 MM24 • 0.MNO N-43. -W  (150) 46 8 隅丸長方形

140 MMO N-22°-W  40 37 18 円形

141 MLO N-12・ -W  42 40 59 円形

142 MM24 N-23°-W  54 50 37 円形

143 MM24 N -23° -E 44 36 19 円形

144 MM23 • 24 N-75° -W  54 44 34 楕円形

145 MM・ MN23 N-67° -W  130 108 25 楕円形

146 MM23 N-78° -E 90 54 54 楕円形

147 MM23 N-8T-W 34 30 22 円形

148 MM23 N-56° -W  40 34 26 円形

149 MM23 N -57° -W  54 32 26 楕円形

4
 



3 遺物計測表及び遺物観察表

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

150 欠 5掘立p-4 

151 MM22 N -40° -E (40) 42 35 楕円形

152 MM22 N-40'-E (38) 35 36 楕円形

153 MM22 N-4'-E 46 46 32 円形

154 5掘立p-5 

155 MM・ MN22 N -67'-W 90 80 35 楕円形

156 MN22 N-20° -W 50 50 18 円形

157 MN22 N -67° -W 130 130 78 円形

158 MM  MN22 N-70° -W 50 40 25 楕円形

159 MM・ MN21 N -3・ -E 38 38 24 円形

160 MN21 N-78° -W 64 40 24 楕円形

161 MM21 • 22 N-17'-E (80) 80 43 楕円形

162 MM22 N-19° -W (90) 115 47 楕円形

163 MM22 N -10° -W 47 45 37 円形

164 MM22 N-61'-W 54 46 32 円形

165 MM21 • 22 N -18'-E 182 170 32 円形

166 欠 5掘立p-6 

167 欠 5掘立p-1 

168 欠 5掘立p-2 

169 ML22 N-2・-w 32 30 21 円形

170 MLO N -30° -E 43 (30) 33 円形

171 MIO N -20・ -E (160) 140 30 隅丸長方形

172 MIO N -37° -E 30 28 24 円形

173 MIO N-37'-E 30 28 15 円形

174 MI24 N-26° -W 52 40 28 楕円形

175 MI24 N-7・-w 34 30 21 円形

176 MI24 N-o・ 85 80 54 円形

177 MI24 N-53° -E 37 32 26 円形

178 MI24 N-77・-E (120) 110 50 楕円形

179 MI24 N-77° -E (40) 90 29 楕円形

180 MJ23 N-2'-W 40 37 25 円形

181 MK23 • 24 N-7"-W 102 94 57 楕円形

182 MK24 N-54° -E 36 36 24 円形

183 MK23 24 N-16'-E 54 49 33 円形

184 MK23 N -15° -E 28 28 16 円形

185 MJ • MK23 N -19° -E 38 30 19 楕円形

186 MK23 N-7'-W 100 100 36 円形

187 ML23 N-10° -W 38 35 23 円形

188 MK23 N-12° -W 65 28 22 楕円形

189 MK22 • 23 N-22° -W 68 67 28 円形

190 MK22 • 23 N-16° -W 70 66 26 楕円形

MK22 • 23. 
N-16° -W 楕円形191 146 116 28 

ML23 

192 MK22 N-6"-E (76) (11) 23 ：：：：日月形

193 ML22 N-37° -W 130 116 26 楕円形

194 MK ML22 N-26. -E 140 127 15 楕円形

195 MK22 N-44° -W 132 120 18 円形

196 MK22 N -26° -E 80 68 22 楕円形

197 MK22 N-40°-E 42 40 24 円形

198 MK22 N-5'-W 32 30 14 円形

199 MK22 N-8"-E 35 34 46 隅丸方形

200 MK22 N-6"-E 40 34 15 隅丸方形

201 MK・ ML21 N-36° -E 170 80 62 隅丸長方形

202 MK21 N-5・-w 44 42 31 円形

203 MK21 N-38°-E 38 32 32 楕円形

204 MK21 N-1・-w 34 34 21 円形

205 MK21 N -27° -W 35 34 37 円形

206 MK21 N-3'-W 44 42 40 円形

207 MKZl N-2・-w 25 34 28 楕円形

208 MK21 N-1'-W 30 28 17 円形

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 ょ,"【-ヒヒ• ヽ

番号 長軸 短軸 深さ

209 MJ22 N -ll° -W 92 80 34 円形

210 MJ21 • 22 N-40° -W 120 104 25 隅丸長方形？

211 MJ21 N-15° -E 120 92 20 楕円形

212 MJ21 N -28° -E (63) 72 13 円形

213 MJ21 N -28° -E (32) (38) 12 円形

214 MJ21 N -7T -W 42 30 21 円形

215 MJ21 N -6° -E 40 28 21 楕円形

216 MJ21 N -6° -E 40 28 21 楕円形

217 MI21 N -54° -E 47 42 8 円形

218 MJ21 N -17° -E 32 30 20 円形

219 Ml21 N -5 ° -E 45 40 14 円形

220 
MI21 22, 

N-35° -W (350) 74 33 隅丸長方形
MJ21 • 22 

221 
MI23MJ • 

N -42'-E 1020 64 80 隅丸長方形
MK21 22 23 

222 Ml22 • 23 N-11° -W 140 107 54 隅丸長方形

223 MI・ MK23 N -44'-E (457) 47 10 隅丸長方形

224 MI24 N -42" -E 206 88 64 隅丸長方形

225 MI24 N -46° -W llO (70) 30 隅丸長方形

226 MI24 ・O N-48° -W (114) 155 29 隅丸長方形

227 MH • MI24 N -3T -E 200 138 52 隅丸長方形

228 MH・MI24・0 N-10・ -W (90) 106 25 隔丸長方形

229 MH24 N -39° -E (62) 92 20 隅丸長方形

230 MH • MI24 N -2° -E 150 140 31 楕円形

231 MG・MH24 N-8"-E 120 110 46 円形

232 MH24 • 00 N-18° -W 50 44 32 楕円形

233 MH24 N-9"-E 100 40 13 楕円形

234 MH24 N -19° -E 35 32 21 円形

235 MH23 • 24 N-12'-W 32 30 18 円形

236 MG24 N-16° -W 40 36 16 円形

237 MG24 N -20° -W 48 36 38 楕円形

238 MG24 N -42° -E 34 32 18 円形

239 MG24 N-43° -W 40 35 19 円形

240 MG24 N -60'-E (122) 40 24 隅丸長方形

241 MG24 • 0 N-26° -W 54 50 32 円形

242 MG24 N-90° 36 30 7 円形

243 MG24 • 0 N-35"-E 68 60 20 楕円形

244 MGOO N -10° -E 38 36 29 円形

245 MGOO N-8'-W 38 36 34 円形

246 MF25 N-50° -W 62 (42) 29 円形

247 MF25 N -82° -W 45 32 24 円形

248 MF25 N-89° -W 105 (62) 37 楕円形

249 MF25 N-sr -E (50) 45 36 楕円形

250 MF25 N-81° -E 54 40 23 楕円形

251 MI23 N-27'-W 90 (72) 42 楕円形？

252 MI23 N -60° -E 30 30 20 円形

253 Ml23 N -5 ° -E 35 33 29 円形

254 MH • MI23 N-73'-E 94 70 20 楕円形

255 MH MI23 N-1'-W 102 94 54 楕円形

256 MH MI22 N -28° -E (100) 152 23 長方形？

257 Ml22 N -60° -E 125 94 54 隅丸長方形？

258 MI22 N -30° -E (72) (30) 10 楕円形？

259 MI21 • 22 N-68"-E (134) 132 51 隅丸長方形

260 MI22 N -62° -E 25 16 16 楕円形

261 MI22 N-90° 35 20 8 楕円形

262 MI21 • 22 N -29° -E 28 28 15 円形

263 MI22 N-41° -E (28) 25 15 楕円形

264 MI21 • 22 N-45°-W 45 28 14 隅丸方形

265 Ml21 N-35° -W 30 25 19 楕円形

266 MI21 N-90' 27 18 14 楕円形

5
 



皿 検出された遺構と遺物

士坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 よ慇・ビ

番号 長軸 短軸 深さ

267 MH・ Ml21 N-0° 110 66 17 楕円形

268 MH21 N-8'-W  45 32 12 三角形

269 MH21 N-o・ 30 25 12 円形

270 MH20 N-40° -E 54 45 19 楕円形

271 MH20 N -24° -E (74) 90 38 楕円形？

272 MH20 N-20・ -W  104 80 29 楕円形

273 MH20 N -36° -E 40 35 48 楕円形

274 MH21 N-46°-E 34 30 14 円形

275 MH21 N-34"-W 115 110 35 円形

276 MH21 N -17° -W  30 28 28 円形

277 MH20 • 21 N -28° -E 36 35 46 円形

278 MG・ MH20 N-56° -W  40 40 20 円形

279 MG20 N -2l° -E 46 40 15 長方形

280 MG20 N-17° -E 36 30 29 円形

281 MG20 N-55° -W  54 42 54 楕円形

282 MG20 N-52° -W  40 28 23 楕円形

283 MF20 N -22° -W  77 74 15 円形

284 MF20 • 21 N-30° -W  126 108 41 楕円形

285 MF21 N-8'-E 94 84 29 楕円形

286 MF21 N-64° -W  30 26 22 円形

287 MG21 N-78° -W  40 38 26 円形

288 MG21 N -65'-E 32 34 22 円形

289 MG21 N-13° -W  42 36 21 楕円形

290 MG・ MH21 N-53° -E 42 36 28 方形

291 MG21 N-62・-E 32 30 17 円形

292 MG21 N -30° -E 32 30 27 円形

293 MG21 N-23° -W  45 40 25 円形

294 MG21 N-0° 35 30 23 楕円形

295 MG21 N-17° -E 30 26 23 円形

296 MG21 N -41° -E 37 32 20 円形

297 MH21 N-75" -W  57 40 22 楕円形

298 MH21 N-22・-w  58 40 28 楕円形

299 MH21 N -30° -E 106 108 79 円形

300 MG21 N-15°-W  34 35 18 円形

301 MG21 N-21" -E 39 26 18 円形

302 MG22 N -38° -E 22 23 17 円形

303 MH21 22 N -3° -W  54 44 25 長方形

304 MH22 N-60°-E 32 30 19 円形

305 MH22 N-50° -W  28 28 28 円形

306 MH21 22 N-11'-E 60 42 18 方形

307 MH21 N-36° -W  30 28 20 円形

308 MH21 N-62° -W  (41) 41 20 円形？

309 MH21 N-62'-W (54) 41 20 楕円形？

310 MH22 N-30° -W  36 32 33 円形

311 MH22 N-36° -W  34 32 31 円形

312 MH22 N-29° -W  33 30 20 円形

313 MH21 N-11° -W  30 30 25 円形

314 MH21 N-12° -W 30 36 20 楕円形

315 MH22 N -37° -E 40 38 30 方形

316 MH22 N-7・-w  120 84 23 楕円形

317 MH22 N-52"-E 42 38 21 円形

318 MH22 N -35° -E 109 94 37 楕円形

319 MH22 N-33°-E 40 30 19 楕円形

320 MH22 • 23 N-4°-W 178 114 24 隅丸長方形

321 MH23 N -l7° -W  28 25 12 円形

322 MH23 N-90' 30 20 26 方形

323 MH23 N -3° -W  58 50 13 楕円形

324 MH23 N-55° -W  35 32 16 円形

325 MH23 N-3r-w 44 31 17 楕円形

326 MD23 N-68"-E 102 98 13 楕円形

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

327 MH23 N-88° -W  30 20 14 楕円形

328 MH23 N -19'-E 32 27 30 方形

329 MG23 N-35'-W 40 32 28 円形

330 MG23 N-9"-W  40 38 27 円形

331 MG23 N-o・ 32 32 18 円形

332 MF23 N -49° -E 35 34 20 円形

333 MG23 N-90° 33 32 19 円形

334 欠

335 MH23 N-63°-E 30 24 20 楕円形

336 MG23 N -0° 30 28 21 円形

337 MG23 N-12° -W  (34) 30 26 円形

338 MG23 N -21・ -E 28 26 25 円形

339 MG・ MH23 N -42° -E 30 30 22 円形

340 MG23 N -58° -E 30 30 30 円形

341 MF23 N -90° 62 42 22 楕円形

342 MF23 N -67" -W  40 38 26 円形

343 MG23 N-8'-E 30 25 22 円形

344 MG23 N-42°-W 30 27 15 円形

345 MG23 N -23° -W  (22) 24 17 円形

346 MG23 N -27° -W  (24) 22 15 円形

347 MG23 N -90° 32 28 20 円形

348 MH23 N -38° -E 26 28 17 円形

349 MH22 23 N-0° 34 29 18 円形

350 MH22 N-40°-E 36 32 35 円形

351 MH22 N-27'-W  28 22 16 楕円形

352 MH22 N -85° -W  30 22 18 楕円形

353 MH22 N -27° -W  28 22 16 楕円形

354 MH22 N-o・ 32 30 24 円形

355 MH22 N-30"-E 34 32 25 円形

356 MH22 N -25° -E 25 20 20 楕円形

357 MG22 N-42° -E 38 38 2S 円形

358 MG22 N-37° -W  22 26 20 楕円形？

359 MG22 N -31・ -E 38 26 14 楕円形

360 MG22 N-39° -W  112 112 48 円形

361 MG22 N-38° -W  32 33 25 円形

362 MF22 N-36° -W  38 30 25 円形

363 MG22 N-54°-E (50) 40 40 楕円形？

364 MG22 N -50° -E 36 26 18 楕円形

365 MG22 N-o・ 50 56 84 円形

366 MG22 N -68・ -E 66 28 29 瓢形

367 MG22 N-o・ 36 36 31 円形

368 MG22 N-16° -W  115 95 41 楕円形

369 MF22 N-24° -W  28 30 37 円形

370 MF22 N -29° -W  65 52 37 隅丸方形

371 MF22 N-46° -W 70 44 19 三角形

372 MF22 N-62'-E 30 22 20 楕円形

373 MF22 N-49° -W  42 38 21 円形

374 MF22 N-37° -W 56 44 26 楕円形

375 MJ22 N -27° -W  57 40 21 隅丸長方形

376 ME24 N-78'-W  40 28 19 楕円形

377 MH • MI22 N -58'-E (162) 108 

378 MD・ ME23 N -8° -W  40 50 32 楕円形

379 ME24 N -20・ -E 45 40 24 楕円形

380 ME23 • 24 N-49° -W  40 48 26 楕円形

381 MF20 N-39° -W  45 42 47 円形

382 ME20 N -36'-E 74 35 41 楕円形

383 ME20 N -47° -E 38 38 27 円形

384 ME20 N -15° -E 36 30 16 楕円形

385 ME20 N-17'-E 25 34 19 楕円形

386 ME20 N -12・ -E 44 40 16 方形
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3 遺物計測表及び遺物観察表

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

387 ME20 N-19° -E 28 28 22 円形

388 MD ME20 N-13° -E 48 45 23 円形

389 MD20 N-14° -E 35 34 20 円形

390 MD21 • 22 N-14° -E 42 40 20 円形

391 MD21 N-3・-w 44 35 40 楕円形

392 MD21 N-90・ 58 50 17 楕円形

393 MD21 N -12° -E 40 36 31 楕円形

394 欠

395 欠

396 MD22 N -35° -E 54 37 20 楕円形

397 MD22 N -41'-E 50 47 23 円形

398 MB19 • 20 N-23°-E 108 104 23 円形

399 MD23 N -15° -E 40 38 27 円形

400 MC・ MD23 N -38° -E (240) 40 22 隅丸長方形

401 MC23 N-39° -W 48 36 44 円形

402 MC23 N -26° -W 42 36 34 方形

403 MC23 N -72° -E 48 38 30 楕円形

404 MC22 N -56'-W 50 52 38 円形

405 MD21 N-78° -W 52 35 20 瓢形

406 MC21 N-58° -E 30 27 24 円形

407 MD21 N-65° -W 23 32 19 楕円形

408 MC22 N -40° -E 60 60 44 円形

409 MC21 N-73°-E 62 46 36 楕円形

410 MC21 N-79"-W 45 33 23 楕円形

411 MC MD21 N -24° -E 72 (56) 17 円形？

412 MC21 N-20° -E 50 48 20 円形

413 MC21 N-88° -W 40 32 25 円形

414 MD21 N-28° -E 32 30 28 円形

415 MD21 N-23° -W 44 44 19 円形

416 MD21 N -23'-W 47 44 42 円形

417 MC21 N -63° -E 40 26 27 楕円形

418 MC MD20 N -68° -E 28 20 21 楕円形

419 MC・ MD20 N-15° -E 50 40 21 楕円形

420 MC20 N-o・ 40 38 27 楕円形

421 MC20 N -30° -E 70 62 25 楕円形

422 MC20 N-3°-E 45 38 22 隅丸方形

423 MC20 N-34"-E 42 27 16 楕円形

424 MC19 • 20 N -20・ -E 48 32 13 楕円形

425 MC19 N -37° -W 45 36 13 楕円形？

426 MB19 • 20 N-44・-w 45 40 21 円形

427 MA20 N -so・ -E 32 24 22 楕円形

428 MA19 N -8° -W 26 24 18 円形

429 LY19 N-o・ 40 30 30 楕円形

430 
LY19 20, 

N -35° -E (625) 90 107 長方形
MA19 

431 LY19 N-o・ 40 40 15 円形

432 LY19 N -45'-E 70 48 17 楕円形

433 LX18 N -60° -W 44 36 16 楕円形

434 LX18 N-12° -W 52 40 23 楕円形

435 LW18 N -50° -W 30 25 26 円形

436 MK MLO N-64'-W 96 46 89 隅丸方形

437 MP22 • 23 N-44° -W 35 (28) (8) 円形

438 MP21 N-45° -W 30 30 22 円形

439 欠

440 MK24 N -14° -W 104 (48) 48 楕円形

441 ML23 • 24 N -10° -W (100) 150 37 楕円形？

442 欠 5掘立p-3 

443 MB22 N-48° -W (34) 52 ー円形？

444 MC22 N -1 ° -W 42 44 一円形

445 MD22 N -28° -E 50 45 一方形

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 』見→ヒそ

番号 長軸 短軸 深さ

446 MD22 N -33° -E 46 45 一円形

I11区FA上

447 MN22 N -35° -E 50 (28) 27 楕円形

448 MN22 N -35・ -E 60 58 24 円形

449 MN22 N-70'-W 58 53 34 楕円形

450 MN23 N -38° -E 40 39 8 円形

451 MN23 N -67° -E 35 32 66 円形

452 MN23 N-50'-W 54 44 7 楕円形

453 MN23 N -29° -E 60 54 19 隅丸方形

454 M023 N -2T -E 52 46 20 楕円形

455 MN23 N-72・-w 70 55 20 瓢形

456 MM・ MN23 N -53° -E 80 65 24 楕円形

457 MM23 N -67° -W 70 60 20 隅丸方形

458 MM23 N-62'-W 68 64 29 楕円形

459 MM・ MN23 N-73° -W 68 64 29 隅丸方形

460 MN23 N -31° -E 92 60 23 楕円形

461 MN23 N -50'-W 40 38 25 円形

462 MN24 N-51"-E 50 44 20 楕円形

463 MN24 N-78° -W 72 (20) 6 隅丸方形

464 MN24 N-74° -W  42 32 16 円形

465 MM24 N -70° -E 44 34 19 楕円形

466 MM24 N-40"-E 48 44 13 楕円形

467 MM25 N-63°-E 105 85 29 楕円形

468 MM24 N -90° 38 35 61 円形

469 MJ22 N -37° -W 52 45 23 隅丸方形

470 MJ22 N -30° -E 51 33 20 楕円形

471 MJ22 N -61° -W 55 46 12 楕円形

472 MI22 23 N-40'-W 85 68 9 隅丸方形

473 MI23 N-41"-W 72 72 20 円形

474 MJ22 N-47° -W  64 34 ］ 瓢形

475 MH22 N-14° -E 57 50 19 楕円形

476 MH24 N-30° -W 54 50 8 円形

477 MI24 N-33° -W 40 37 35 楕円形

478 MH23 N-40° -W 97 91 4 楕円形

479 MH23 N-61'-E 87 62 10 楕円形

480 MG・ MH24 N -61° -E 65 55 12 楕円形

481 MG23 N-19° -E 38 35 10 円形

482 MG23 N -19° -E 52 35 7 楕円形

483 MG・ MH23 N-61"-E 80 70 10 楕円形

484 MH21 N -67" -W 46 36 55 楕円形

485 MG21 N -30'-E 64 46 7 楕円形

486 MF23 N -7° -E 97 54 23 瓢形

487 MN・ MF23 N -20'-E 50 37 10 楕円形

488 MN23 N -90' 40 36 13 円形

489 MF23 N -8° -W 57 45 12 楕円形

490 MN22 N -20'-E 70 60 35 楕円形

491 MN22 N -13° -W 40 38 22 円形

492 MN21 22 N -38° -E 67 60 31 楕円形

493 MN21 22 N-74"-E 84 80 11 円形

494 MD21 N-9'-W 64 37 4 半円形

495 MI21 N -66° -E lll 97 7 隅丸長方形

496 MH22 N -49・ -E 80 50 9 楕円形

497 MM24 N -17° -E 32 30 18 円形

498 MK・ ML23 N-77° -E 26 24 23 円形

499 MKOO N -30° -W 32 30 7 隣丸方形

500 MK24 N -33° -E (35) 37 20 楕円形

501 MK24 N-33'-E (22) 28 20 楕円形

502 MK24 N-42°-E 27 22 13 楕円形

503 MJ24 N -67'-E 34 24 14 楕円形

504 MJ24 N-38° -W 20 20 12 円形
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皿 検出された遺構と遺物

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

505 MJ24 N-16° -W 40 15 10 楕円形

506 MJ24 N -70° -W 50 30 24 楕円形？

507 MI24 N-60'-W 87 70 18 隅丸長方形

508 MJ22 N -38'-E 48 45 13 楕円形

509 MJ22 N-34° -E 62 52 11 隅丸長方形

510 MJ21 N-O' 40 30 21 楕円形

511 MC20 N-70"-W 67 55 8 隅丸長方形

512 M022 N -44'-E 50 48 31 楕円形

513 M022 • 23 N -60'-E 60 52 24 楕円形

514 MN22 N -11'-E 44 36 39 楕円形

515 MN22 N-70" -E 62 52 23 楕円形

516 MF24 • 0 N-9'-W 167 (108) 6 楕円形

517 MF24 • 0 N -15・ -E 63 (50) 6 楕円形

518 MF24 • 0 N-15'-E 45 (44) 6 円形

519 MK・ ML24 N -86° -E 56 40 56 楕円形

520 ML24 N -79・ -E 26 26 67 円形

521 ML24 N-50'-W 55 48 20 楕円形

522 MK22 N -59'-E 25 24 18 円形

523 MK22 N-30° -W 33 32 20 円形

524 MJ21 N-50'-W 48 47 10 円形

525 MJ22 N -49'-E 48 40 12 楕円形

526 MJ22 N-12'-W 50 40 34 楕円形

527 MJ21 22 N-33'-W 43 24 19 瓢形

528 MJ21 N-66° -W 34 28 46 楕円形

529 MJ22 N-13'-W 35 27 11 楕円形

530 MN22 N -24'-E 44 48 48 楕円形

531 MN21 N -22・ -W (42) 42 42 楕円形

532 ML23 N-36" -W 30 30 35 円形

533 MK23 N -67'-E 30 30 90 隅丸方形

534 MI・ MJ23 N-15° -W 47 32 32 楕円形

535 ML24 • 25 N-44° -W 50 45 19 円形

536 ML24 N -68" -E 38 38 89 円形

537 ML24 N -90° 30 30 11 隅丸方形

538 MK24 N-62"-E 26 24 22 円形

539 ML24 N-60'-W 32 24 28 楕円形

540 MI24 N-32'-E 60 40 34 楕円形

541 MI21 N -60" -E 46 42 71 円形

542 MJ21 N-o・ 45 42 63 円形

543 MJ23 N -75'-E 39 33 12 楕円形

544 MJ24 N-35° -W 25 22 14 円形

545 MJ24 N -57'-W 27 25 12 円形

546 ML24 N-46° -W 35 35 15 円形

547 MJ22 • 23 N-48° -W 60 47 21 瓢形

548 MI22 N -20'-E 32 27 17 楕円形

549 MI22 N-42'-E 43 40 20 楕円形

550 
MI21 • 22. 

N -17° -W 86 70 20 楕円形
MJ21 • 22 

551 MJ22 N-34'-W 33 28 19 楕円形

552 MJ22 N -48'-E 80 60 28 楕円形

553 MJ22 N -17" -E 65 53 35 楕円形

554 ML・ MM24 N-39'-W 98 80 51 楕円形

555 MH24 N-67'-E 208 175 8 隅丸長方形

m区FA下

556 MK22 N-15'-W 108 102 21 楕円形

557 MH22 N-79'-W 48 34 一楕円形

558 MH22 • 23 N -1s・ -E 54 48 13 楕円形

559 MK22 N-49. -W 54 50 108 楕円形

560 ME20 N -38° -E 35 26 56 楕円形

561 MD・ MEZO N-35. -W 50 43 35 楕円形

562 MG24 N-40° -E 50 (15) 53 瓢形

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態しaヽ

番号 長軸 短軸 深さ

563 欠

皿区FA下黒

MK22 • 23. 
N -75" -E 隅丸方形564 424 350 13 

ML22 • 23 

565 ML・ MM22 N -50'-E 74 62 6 楕円形

566 MJ24 N-28'-W 115 74 17 楕円形

567 36 30 20 

568 ML23 N-65'-E (26) 32 11 楕円形

569 MH24 N -12'-W 32 30 14 隅丸方形

570 MH24 N-47"-W 60 58 38 円形

571 欠

572 欠

573 MN24 N -28° -W 77 68 31 隅丸方形

574 MN24 

575 MN24 

576 MK21 • 22 N -78° -E 75 58 35 楕円形

577 MK22 N-76'-W 75 73 4 隅丸方形

578 MNO N -29° -W 48 34 36 楕円形

579 MMO N-65° -W 38 36 48 隅丸方形

580 ML23 N-60'-W 25 22 23 隅丸方形

581 MK24 N-26° -W 40 38 28 楕円形

582 MI22 N-45'-W 50 39 34 楕円形

583 MI22 N -60'-W 35 32 38 隅丸方形

584 MH • MI22 N-45"-E 34 32 27 楕円形

585 MH23 N -33° -W 40 35 49 隅丸方形

586 MH24 N -13'-E 38 28 50 楕円形

587 MH23 N-63° -W 38 30 43 楕円形

588 MG23 N -38'-E 38 38 19 隅丸方形

589 MG24 N -21'-E 41 40 25 円形

590 MF MG24 N -80'-E 44 34 27 楕円形

591 MF20 N -55° -E 38 34 30 隅丸方形

592 MF20 N-45° -W 30 25 36 楕円形

593 MH23 N-12'-W 70 50 26 楕円形

594 MH23 N -65'-W (62) 50 25 楕円形

595 MF22 N -37° -E (44) 65 20 隅丸長方形

596 MG22 N -38'-E 40 20 20 楕円形？

597 MF22 N-58° -W 52 44 33 楕円形

598 MF22 N-71" -W 30 24 38 楕円形

599 MD23 N-56° -W 78 48 16 楕円形

600 MD20 N-30° -W 34 32 14 円形

601 MD20 N -38° -E 44 40 15 楕円形

602 MN22 N -40・ -W 31 28 13 楕円形

603 ML22 N-33° -E 52 50 14 円形

604 ML23 N-60・ -W 32 25 28 楕円形

605 MK22 N-12・ -E (44) 40 22 隅丸方形

606 MN23 N -23° -W 30 28 23 楕円形

607 ML22 • 23 N -50° -E llO 109 14 円形

608 MK22 N-71° -E 54 40 20 楕円形

609 MK23 N-20・ -W l()() 70 16 瓢形

610 MJ22 N -34° -E 35 34 15 楕円形

611 MJ23 N -25・ -E 60 44 47 楕円形

612 MI23 N-65° -W 34 32 16 楕円形

613 MH23 N-55° -E 42 30 25 楕円形

614 MG22 N-50° -W 44 28 29 楕円形

615 MG22 N-49° -W 54 48 15 楕円形

616 MD20 N -75° -E 48 30 32 楕円形

617 MN22 N-lr -E 71 56 33 楕円形

618 MD・ ME23 N-22°-E 114 104 27 楕円形

619 MC22 N -26° -E 78 74 11 隅丸方形

620 MG・ MH23 N-79° -W 95 82 21 楕円形

8
 



3 遺物計測表及び遺物観察表

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

621 MF22 N-72°-E 92 88 19 円形

622 MF21 N-66・ -E 94 90 29 円形

623 MG24 N-8"-E 134 132 48 円形

624 MC・ MD20 N-83"-E 220 112 66 楕円形

625 MF22 N -40° -E 13 12 58 円形

626 MJ23 N-52'-W 34 20 27 楕円形

627 MH23 N-70'-W 58 56 12 隅丸方形

628 MH23 N-88'-W 46 42 11 隅丸方形

629 MH23 N-68"-E 68 64 16 楕円形

630 MG・ MH23 N -54" -E 66 52 15 楕円形

631 MG23 N-o・ 62 60 12 隅丸方形

632 MH24 N-42"-E 38 35 24 楕円形

633 MG23 N -10° -W 45 38 10 円形

634 MG23 N-11'-W 44 40 13 楕円形

635 MG23 N-50'-W 48 42 19 楕円形

636 MG23 N-82'-E 52 40 22 楕円形

637 MG23 N-43'-E 60 44 14 楕円形

638 MG23 N-43'-E 64 52 19 楕円形

639 MG・ MF23 N -75・ -E 42 38 14 楕円形

640 MF23 N-40° -W 64 (50) 15 隅丸方形

641 MG・ MF23 N -49° -E 40 38 14 円形

642 MF22 N -9・ -E 58 50 13 隅丸方形

643 MF22 N-50・ -W 54 50 12 円形

644 MF21 N-12" -E 62 60 17 円形

645 ME20 • 21 N-52'-W 35 28 25 楕円形

646 MD20 N-45° -W 50 40 10 楕円形

647 MD21 N -lT -W 40 38 17 楕円形

648 MD20 • 21 N-37'-E 54 52 13 円形

649 MD20 N-14° -E 50 44 13 楕円形

650 MC20 • 21 N -45'-E 70 60 16 楕円形

651 MB21 N-33"-E 50 48 14 楕円形

652 MB21 N-34・ -W 44 38 17 楕円形

653 MB20 N -16° -E 88 56 11 楕円形

654 ME24 N -40・ -E (48) 62 19 楕円形

655 ME24 N -20・ -E 80 68 21 楕円形

656 MEZO・ 21 N-63° -W 115 (60) 17 隅丸方形

657 MB20 N-lT-W 62 56 15 隅丸方形

N区FP上

1 NC13 N-4'-W 94 94 62 円形

2 MX16 N-40'-W (65) (19()) 48 円形？

3 MW17 N-18° -W (120) 142 46 楕円形

4 NA8 • 9 N -44・ -E 250 83 56 隅丸長方形

5 MY9 • 10 N-44"-E (143) 85 68 隅丸長方形

6 MA9 N-45° -E (170) 72 63 隅丸長方形

7 MX18 • 19 N-51° -W (85) 150 39 楕円形

8 MX17 N-55° -W 92 84 37 隅丸方形， MX17 N-7・-E 110 90 29 楕円形

10 
MX16 • 17. 

N -45° -E 132 64 39 隅丸長方形
MY16 

11 MY16 • 17 N-14°-W 55 36 44 楕円形

12 MX • MY16 N-39°-E 145 65 14 隅丸長方形

13 MY15 • 16 N-40"-E 130 85 35 楕円形

14 MY15. NA15 N-40"-E 235 72 41 隅丸長方形

15 MY15 N-39"-E 50 35 ー楕円形

16 NA・ NY15 N-65° -W 100 100 57 円形

17 NA14 N-51"-W (120) 65 65 隅丸長方形

18 NA14 N -51° -W (95) 65 68 隅丸長方形

19 NB13 N-45'-W 64 46 29 楕円形

20 NB13 N-80'-E 45 34 43 楕円形

21 NB13 N -78'-E 50 42 46 楕円形

22 NB12 N -67'-E 43 38 47 楕円形

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

23 NCll N-37° -W 45 42 46 隅丸方形

24 ND12 N-14° -E 74 65 20 楕円形

25 NC12 N-40° -W 40 35 25 楕円形

26 NCll N -74" -E 51 44 32 隅丸長方形

27 NClO N -37° -E 32 29 15 隅丸長方形

28 NClO N -77° -W 62 36 39 隅丸長方形

29 NClO N -84・ -W 45 40 42 隅丸方形

30 NBlO N -22・ -W 46 38 36 隅丸長方形

31 NBlO N -5° -W 48 48 45 限丸方形

32 NBlO N-24° -W 47 47 42 隅丸方形

33 NBlO N -13・ -E 53 45 48 隅丸長方形

34 MV • MW7 N -47° -E 335 110 77 隅丸長方形

35 MV7 ・8 N -16° -E 138 80 81 楕円形

36 NA6 N-41'-W 200 (50) 56 楕円形

37 MY5 N -50'-E 146 125 56 隅丸長方形

38 
MX3 ・4. 

N-47"-W 185 78 46 隅丸長方形
MY3 • 4 

39 MX3 N -47° -W 310 85 49 隅丸長方形

40 MW2 N -38° -W 455 llO 106 楕円形

41 MW2 N-5"-W (110) 72 48 楕円形

42 MU5 N -20・ -W 112 65 29 楕円形

43 MU3 N -30° -W 105 64 38 楕円形

44 MVl N-52'-E 252 120 84 隅丸長方形

45 MUO • l.MVO N-45"-E 315 110 45 隅丸長方形

46 MS・ MT23 N-40° -W (102) 98 44 隅丸長方形

47 MT23 N-46° -W (80) 80 22 楕円形

48 MR~MT23 N-42"-E 255 94 55 楕円形

49 MRO N-38°-E 45 40 42 隅丸方形

50 MRO N -60° -E 45 42 41 楕円形

51 MRO N -35・ -E 47 40 49 円形

52 MRO N -35° -E 52 50 49 円形

53 MRO N-54'-E 43 42 48 円形

54 MRl N-83'-E 51 49 47 円形

55 MRl N -21° -E 56 47 48 楕円形

56 MQl N -54'-E 74 60 46 楕円形

57 MQl N -7° -W 108 78 50 楕円形

58 MQl N-12・ -E 55 56 37 隅丸方形

59 MQ • MRO N-34"-E 47 43 35 円形

60 MPl N-22"-E 54 50 45 円形

61 NB・ NC8 N -49° -E 160 112 ー楕円形

62 MG・ MH13 N-46° -W (55) (48) 142 楕円形？

63 NB14 N-23° -W 33 27 29 楕円形

64 MW6 N-42"-E 240 75 64 隅丸長方形

65 ND12 N-23"-E 45 38 47 楕円形

66 ND12 N-25・ -W 38 34 16 楕円形

67 NB12 N -64・ -E 50 45 33 円形

68 NB14 N -74" -E 48 47 44 円形

69 MY16 N-47'-E 50 35 16 楕円形

70 MWl N-40'-W 97 38 37 楕円形

71 MQO N-50° -W 72 65 46 楕円形

72 MRO N -50" -E 42 35 18 楕円形

73 MQO N-50° -W 45 40 23 楕円形

74 MX16 N-13° -W 34 30 32 楕円形

75 MX17 N-17"-E 54 44 45 楕円形

76 MWl N-so・ -W 95 65 116 楕円形

77 MR2 N-55"-E 42 35 22 楕円形

w区FA上

78 MV2 N-40° -W 106 94 24 楕円形

79 MV2 N-38'-W 100 ％ . 15 楕円形

80 MV • MW2 N-76'-W 124 108 30 楕円形

81 MV2 N -40° -E 136 130 23 円形

82 MV2 N -75・ -E 58 (38) 12 楕円形

，
 



皿 検出された遺構と遺物

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

83 MV2 N -38'-W  68 64 26 円形 141 MW8 N -20・ -E 27 27 42 隅丸方形

w区FA下 142 MW  MX7 8 N-22° -W 35 (20) 61 楕円形

84 MV2 N-25'-W  60 56 20 円形 143 MW7 N-66'-W  30 25 16 楕円形

85 MR2 N-84° -E 62 40 16 楕円形 144 MW7 N -3!'-E 26 25 29 円形

86 MR24 N-43'-E (125) 115 51 楕円形 145 MW7 N -58° -E 73 64 35 円形

87 MR24 • 0 N-36°-E 60 50 11 楕円形 146 MX7 N-83° -W 62 60 17 円形

88 MS24 N-55"-W 116 82 34 楕円形 147 MW7 N-o・ 32 32 29 円形

89 MT24 • 0 N-46"-E (134) 95 36 隅丸方形 148 MW・ MX7 N -30° -E 54 53 28 円形

90 MUO N-40° -W  104 (58) 22 楕円形 149 MX7 N-15° -W 77 60 23 楕円形

91 MRO N-60° -E 106 70 28 楕円形 150 MW  MX6 • 7 N-57° -E 75 69 29 楕円形

92 MQO N-16° -E llO 52 41 楕円形 151 MX6 N-57° -E 60 62 24 円形

93 MTO・ l N-16° -W  52 40 一楕円形 152 MX6 N-70"-E 39 32 23 円形

94 MQl N -50° -W 84 (32) 8 楕円形 153 MW6 N -37° -E 37 30 9 円形

95 MX7 N-74°-E (72) 76 44 楕円形 154 MW5 • 6 N-46"-E 50 48 18 円形

w区FA上 155 MW6 N-12・ -W  (72) 135 20 楕円形

96 MU2 N-50° -E 112 74 ー楕円形 156 MW4 N-20・ -W  (130) 113 14 楕円形

w区FA下 157 MW4 N -65° -E 84 (64) 16 楕円形

97 欠 158 MW5 N-50° -W  35 32 19 円形

98 欠 159 MV5 N-75° -W  45 35 21 楕円形

99 欠 160 MV5 N-44'-W  38 22 25 楕円形

w区FA下黒 1面 161 MV5 N-42° -W  50 45 22 楕円形

100 MSl N-s・-w 190 150 38 隅丸長方形 162 MV6 N-43° -W  35 34 15 円形

101 MRO N -20・ -E 60 48 35 楕円形 163 MV5 N -69° -E 42 25 3 楕円形

102 MRO N -70° -E 36 30 18 円形 164 MV5 N -55° -E 43 36 23 楕円形

103 MSO N -20・ -W 32 24 28 楕円形 165 MU6 N-7'-E 65 42 22 楕円形

104 NEll N-9'-W  52 48 14 円形 166 MU6 N -27° -E 64 47 27 楕円形

105 NEU N-12・ -W  30 28 35 円形 167 Mu5 N-3'-E 88 60 21 楕円形

106 NEIi N -44° -E (28) 65 16 （円形） 168 MU6 N-17'-W 37 32 19 楕円形

107 NFll N-61'-W  47 47 17 円形 169 MU6 N-63° -W  48 40 24 楕円形

108 NFll N-61° -W (51) 58 16 円形 170 MU6 N-20・ -W 34 30 22 円形

109 MX3 N -72'-E (llO) (104) 一楕円形 171 MU5 N-16'-W  48 47 22 円形

110 NC12 N-48'-E 152 106 55 楕円形 172 Mu5 N-45° -W  75 62 23 楕円形

111 MW3 N-12・ -E 205 197 20 楕円形 173 MU5 N-37'-E (57) 50 26 楕円形

112 NA・ NB9 N-78"-W  95 85 11 楕円形 174 MU5 N-55° -W (50) 40 17 楕円形

113 NDll N -l7° -W  (40) 70 16 （楕円形） 175 MU5 N-32° -W (33) (52) 19 楕円形？

114 MY6 N -20・ -E 51 49 65 隅丸方形 176 Mu5 N -40° -E 23 22 29 円形

115 MT24 N-40° -W  (136) (18) 12 隅丸長方形？ 177 MU5 N -27° -E 24 23 25 円形

116 MA6 N-53・ -E (95) 78 29 楕円形 178 MU5 N -25° -E 62 (40) 21 楕円形

117 MA6 N-53°-E 68 46 26 瓢形 179 MU5 N -29'-E 57 (38) 23 楕円形

118 MA6 N -34° -E 55 50 43 楕円形 180 MV4 • 5 N-45. -E 28 25 17 円形

119 MA6 N -75" -E 61 44 31 楕円形 181 MU4 N-68° -W 35 32 ？ 楕円形

120 MA6 N -20° -E 33 33 37 隅丸方形 182 MV4 N -g・ -E 24 22 23 円形

121 MA6 N -6° -E 24 22 42 隅丸方形 183 MU4 N -60° -E 72 43 32 楕円形

122 MA6 N-73"-W  29 26 41 隅丸方形 184 MU4 N -40° -E 22 19 29 楕円形

123 MY6 N-46° -W  50 47 16 隅丸方形 185 MU4 N -20° -E (45) (88) 18 （楕円形）

124 MY6 N-so・ -w  22 15 45 隅丸三角形 186 MV4 N-81'-E 37 28 27 楕円形

125 MY6 N -24'-E 55 63 35 隅丸長方形 187 MV4 N-sr -E 31 24 26 楕円形

126 MY6 N -22° -E 27 27 27 円形 188 MU4 N-78.-E (32) 30 37 楕円形

127 MY6 N -77° -W  22 18 30 楕円形 189 MU4 N-78°-E (33) 34 14 楕円形

128 MY6 N -26'-E 28 27 38 円形 190 MV4 N-43° -E 45 42 36 方形

129 MX9 N-64°-W  20 19 39 円形 191 MV4 N -15° -E 27 25 26 円形

130 MX9 N -13・ -E 38 23 21 楕円形 192 MV4 N -58・ -W  39 37 27 楕円形

131 MX9 N-s・-w  25 22 19 円形 193 MV3 • 4 N-67° -E (25) 26 30 円形

132 MX9 N -47° -E 38 35 19 楕円形 194 MV3 • 4 N -67° -E (27) 33 29 円形

133 MW・ MX9 N -55° -W 29 27 15 円形 195 MV3 N -25・ -E 65 60 30 桁円形

134 MX9 N-42° -W  34 32 17 円形 196 MV3 N -24° -E 26 26 37 円形

135 MX8 N-42° -W  36 35 29 円形 197 MV3 N -60° -E 39 32 27 楕円形

136 MX8 N-73° -W  30 25 18 楕円形 198 MV3 N -30° -W  50 44 32 楕円形

137 MW8 N-54° -W  24 23 19 円形 199 MW2 3 N -55° -E (43) 42 13 円形

138 MW8 N-16'-E (22) 21 25 楕円形 200 MW3 N -50'-E 46 41 25 楕円形

139 MW8 N-16'-E (20) 18 24 楕円形 201 MW3 N -zo・ -E 55 40 20 楕円形

140 MW8 N -39° -E 26 20 22 楕円形 202 MW3 N-72"-E 50 45 8 楕円形

JO 



3 遺物計測表及び遺物観察表

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

士坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 4 見そ

番号 長軸 短軸 深さ

203 MV2 N-48° -W 51 48 17 円形 265 MTO N-48'-W 28 24 16 隅丸方形

204 MV2 N-77'-W 46 (45) 23 円形 266 MTO N -40° -W 48 45 19 楕円形

205 MV2 N-77° -W 45 (37) 24 楕円形 267 MTO N-14° -E 42 27 23 楕円形

206 MV2 N-70° -E 36 27 9 楕円形 268 MTO N -52° -W 28 23 19 楕円形

207 MV2 N-30° -W 47 40 22 楕円形 269 MTO N -15° -E 37 30 28 楕円形

208 MV2 N -83° -E 40 39 28 円形 270 MT24 N -70° -W 54 28 20 楕円形

209 MV2 N-10° -E 34 30 17 楕円形 271 MT24 N-34'-E 32 29 21 隅丸方形

210 MV2 N-73° -W 73 70 46 円形 272 MT24 N-26° -W 60 57 27 楕円形

211 MV2 N-76. -W 215 97 53 楕円形 273 MT24 N-6"-E (42) 34 18 楕円形

212 MV2 N-32° -W 55 54 29 円形 274 MT24 N-6"-E (59) 43 23 楕円形

213 MV2 N-57° -E 45 35 27 円形 275 MT24 N -30° -E (27) 45 13 楕円形

214 MV2 N -32° -E 73 50 61 楕円形 276 MT24 N -27° -E 45 43 16 楕円形

215 MV2 N-4T -E 64 52 39 楕円形 277 MT24 N-74"-W 35 (29) 16 楕円形

216 MV2 N-4T -E 29 27 43 円形 278 MT24 N -32° -E 36 26 12 楕円形

217 MU・ MV2 N -50° -E 80 60 42 楕円形 279 MT24 N-62°-W 33 30 13 円形

218 MU2 N-48°-E llO 66 45 楕円形 280 MT24 N -75° -E 45 44 11 円形

219 MU・ MV2 N -56° -E 46 45 27 円形 281 MT24 N-17° -E 43 42 12 円形

220 MV2 N -13・ -E 34 34 47 円形 282 MT24 N -20・ -E 43 38 20 隅丸方形

221 MX9 N -58° -E 26 20 16 楕円形 283 MTO N-40° -W 46 44 24 楕円形

222 MX9 N-40° -E 15 12 22 楕円形 284 MTO N -10° -E 24 23 16 円形

223 MW・ MX7 • 8 N-22"-E 36 25 64 楕円形 285 MTO N-60° -W 30 25 16 楕円形

224 MW6 N -13° -E 38 35 15 円形 286 MSO N-40°-E 40 38 20 円形

225 MY7 N-72'-E 32 24 18 隅丸長方形 287 MS24 • 0 N-70'-W (95) (45) 14 円形

226 MU5 N -82° -E 45 38 13 楕円形 288 MSO N -33'-E 35 27 28 楕円形

227 MU4 N-48° -E (20) 30 14 楕円形 289 MSO N -29° -W 40 38 20 隅丸方形

228 MW3 N-30° -W 33 31 17 楕円形 290 MSO N-76° -W 52 42 20 楕円形

229 MW3 N -g・ -E 35 34 18 円形 291 MSO N -17° -E 43 42 20 円形

230 MW3 N-60° -W 32 31 13 円形 292 MSO N -50° -E 56 48 24 隅丸方形

231 MW3 N -5l° -E 35 32 20 円形 293 MS・ MTO N -23° -E 51 32 24 楕円形

232 MU2 N-78° -W 95 70 40 楕円形 294 MS・ MTO N-50° -W 37 35 16 楕円形

233 MT・ MU2 N-49° -E 107 101 47 隅丸方形 295 MTO N-63° -W 48 42 19 楕円形

234 MT2 N-32°-E 68 63 45 円形 296 MTO N -18° -E 30 28 18 楕円形

235 MT2 N-58° -W 125 112 32 円形 297 MTO N -42° -E 35 26 38 楕円形

236 MU2 N-22°-E 49 45 42 楕円形 298 MTO N -58° -W 55 53 28 円形

237 MT・ MU2 N-33° -W 43 35 27 楕円形 299 MT2 N -45° -W 42 37 55 楕円形

238 MT2 N -23'-E 40 32 30 楕円形 300 MT2 N-30'-W 48 47 72 円形

239 MT2 N-30° -W 37 35 27 楕円形 301 MT2 N-40° -W 23 21 17 楕円形

240 MT2 N-32° -W 31 28 33 円形 302 MT! 2 N -30° -E 53 52 32 円形

241 MT2 N-0° 26 25 30 円形 303 MTl N -41° -E 59 38 17 桁円形

242 MT2 N-38° -W 56 53 34 楕円形 304 MSl N -44° -E 52 48 17 楕円形

243 MT2 N-33° -W 40 30 31 楕円形 305 MS ・MT! N-10・ -E 50 47 35 隅丸方形

244 MT2 N-3T -W 35 28 31 楕円形 306 MS・ MTl N-33° -W 68 52 27 楕円形

245 MT2 N-43° -W 80 54 30 楕円形 307 MSl N-33° -W 40 29 39 楕円形

246 MTl N-72° -W 65 60 25 柘円形 308 MSl N-4°-W 65 49 19 楕円形

247 MTl N-60° -E 38 29 25 粕円形 309 MR ・MS! N-38'-E 42 36 25 楕円形

248 MTl N-39° -E 110 87 22 楕円形 310 MR・ MSO N -51° -E 30 25 19 楕円形

249 MTl N-44° -W 43 36 33 楕円形 311 MSO N -47° -E 67 51 22 楕円形

250 MTl N -28° -E 34 28 27 楕円形 312 MSO N-50°-E 66 51 36 楕円形

251 MTl N -80C -W 44 35 28 楕円形 313 MSO N -45° -E 40 (32) 34 楕円形

252 MTl N-74° -W 28 24 15 楕円形 314 MSO N-63"-E 80 42 35 楕円形

253 MTl N -70° -W 58 56 30 円形 315 MSO N-s・-w 30 24 35 楕円形

254 MTO・ l N-60° -W 42 34 33 楕円形 316 MSO N-53° -W  94 72 32 楕円形

255 MTO N-20° -W 50 40 30 楕円形 317 MSO N -60° -E 55 40 21 楕円形

256 MTO N-13° -W 75 53 35 楕円形 318 MSO N -47° -E 53 44 22 楕円形

257 MTO N-0° 42 42 31 円形 319 MSO N -49° -E 60 48 15 楕円形

258 MTO N -30° -E 22 18 25 楕円形 320 MRO N -45° -E 37 18 15 楕円形

259 MTO N-83°-E 35 27 16 楕円形 321 MRO N-47'-E 45 42 19 楕円形

260 MT・ MUO N-70° -E 52 50 27 円形 322 MR24 N -47° -W 58 35 34 楕円形一部欠

261 MTO N-6T -E 45 35 37 楕円形 323 MR24 N -37° -E (35) 68 30 楕円形

262 MTO N -30° -E 28 27 23 円形 324 MSl N -28° -W 86 65 41 楕円形

263 MTO N -20° -E 49 46 29 楕円形 325 MV5 N-5°-E 16 16 23 円形

264 MTO N-22'-W 83 (40) 25 楕円形 326 MT24 N-46° -W 57 32 22 楕円形

11 



m 検出された遺構と遺物

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

327 MTO N-82° -W  45 35 25 楕円形 388 MY6 N -40° -W  160 114 40 楕円形

328 MTO N -82° -W  52 50 10 円形 389 MY5 N -65" -E 総 66 19 楕円形

329 MW7 N -25・ -E 128 120 22 楕円形 390 MY5 N -58° -E 64 50 20 楕円形

330 MW7 N-4T-W 100 85 13 楕円形 391 MY5 (65) (50) 21 一部欠損

331 MW6 • 7 N-28° -W  44 39 10 楕円形 392 MY5 N-24'-W 109 79 27 楕円形

332 MW6 • 7 N-38° -E 43 39 28 楕円形？ 393 MY5. 6 N-39° -W  57 57 16 円形

333 MW6 N-60° -W  58 52 39 楕円形 394 MX • MY5 N-69° -W  115 100 16 楕円形

w区FA下黒 2面 395 MX5 N -55° -W  28 26 15 円形

334 NF12 N-45° -W  23 22 9 円形 396 MX5 N -so・ -E 60 42 23 楕円形

335 NF12 N -58° -E (48) 44 10 楕円形 397 MX MY5 N -37'-W  66 60 15 楕円形

336 NE NFll N-5T -E (31) 40 14 楕円形？ 398 MX5 N -50'-E 50 46 47 楕円形

337 NEU N-20'-W 40 31 25 隅丸方形 399 MX5 N -42° -E 31 27 12 楕円形

338 NEll N -o • 31 28 15 隅丸方形 400 MX5 N -25° -W 40 40 10 円形

339 ND・ NE!O • 11 N-31'-E 88 49 18 楕円形 401 MX6 N -56° -E 134 84 15 楕円形

340 NE!O N-22°-E 32 27 13 円形 402 MX7 N -37° -E 42 40 11 方形

341 NDlO N -33° -W  26 25 16 円形 403 MX7 N-55° -W  90 86 8 方形

342 NDlO • 11 N -8 ° -E 76 35 15 楕円形 404 MX7 N -25・ -E 41 31 16 楕円形

343 NDlO N-20・ -W  48 34 13 長方形 405 MX9 N-24• -W  66 47 25 楕円形

344 NDlO N-24・ -W  20 14 14 楕円形 406 MX9 N-61'-W  (54) 45 9 長方形？

345 NDlO N-23°-W 33 28 14 楕円形 407 MX9 N-55'-W 46 33 8 半円形

346 NClO N-24° -W  28 27 26 円形 408 MX9 N-61'-W  50 47 21 円形

347 ND9 • 10 N-42° -W  (40) 37 10 楕円形 409 MX9 N -42° -E 50 45 ll 隅丸方形

348 ND9 N-32° -W 42 (20) 12 三角形？ 410 MX9 N-42°-E 152 88 17 楕円形

349 NBlO N-63"-W 38 27 31 楕円形 411 MW・ MX9 N-64"-E 47 39 23 楕円形

350 NB9 N -53° -E 24 22 12 方形 412 欠

351 NA9 • 10 N-2"-W 62 37 20 長方形 413 MX9 N -30° -E 58 56 10 円形

352 NA9 10 N-20° -W (84) 84 12 隅丸長方形？ 414 MX8 N-40'-W 42 40 18 三角形

353 NAlO N-O' 64 (32) 16 長方形？ 415 MX8 N-16° -W  50 48 19 円形

354 NB9 N-5'-W 40 26 4 楕円形 416 MW・ MXS N-68° -E 96 82 13 楕円形

355 NB9 N -79° -E 36 32 17 円形 417 MW8 • 9 N-66"-E 132 94 19 ？ 

356 NB8 N -75'-E 42 34 18 楕円形 418 MX8 N-25° -W  70 62 11 円形

357 NA・ NBS N-38'-E 48 38 22 楕円形 419 MW8・9 N-35° -E 70 (28) 15 一部欠損

358 NAS N -7r -E 45 45 13 方形 420 MWS • 9 N -41° -E 72 62 13 楕円形

359 NA8 N -78° -E 40 36 24 円形 421 MW8 N -17° -W  71 66 10 楕円形

360 NA8 N -15° -E 105 86 15 楕円形 422 MW8 N-72・ -W  46 (36) 14 円形？

361 NA8 N-39° -E 64 54 21 楕円形 423 MW8 N-n・-w (48) 50 13 楕円形？

362 NA8 N-23"-E 61 54 15 楕円形 424 MW8 N -70" -E 110 70 10 楕円形一部欠

363 NA7 N-60° -E 44 36 11 楕円形 425 MW8 N-37° -E (98) 98 10 楕円形一部欠

364 NA NB7 N-10"-W  94 81 12 長方形 426 MW8 N -38° -E 60 56 10 楕円形

365 NA7 N -7° -E 74 72 19 円形 427 MW8 N-60" -W  42 38 16 楕円形

366 NA6 N -29'-E (91) 74 21 楕円形一部欠 428 MW8 N-50° -W 118 108 19 円形

367 NA6 N-48° -W  70 (30) 16 ？ 429 MV8 N-30° -W  57 43 12 楕円形

368 NA6 N-65° -W  29 27 16 円形 430 MV • MW8 N-5T -W  66 60 15 円形

369 NA6 N -28° -E 50 44 11 長方形 431 MV8 N-43° -W  72 63 16 楕円形

370 NA6 N -67° -E 40 37 11 方形 432 MW・ MXS N -44'-E 70 63 10 円形

371 NA6 N -68° -E 43 30 12 方形 433 MW7 N-32° -W  21 22 15 円形

372 NA6 N-40° -W  80 (50) 13 楕円形？ 434 MW・ MX6 N -50° -W  37 32 20 楕円形

373 NA6 N-24° -W  84 (56) 12 楕円形？ 435 MX6 N-79° -W  65 36 16 楕円形

374 NA6 N-47° -E 50 (30) 11 楕円形 436 MW6 N -37° -W  25 25 8 円形

375 NA6 N -57・ -W  78 62 16 楕円形 437 MW6 N-30° -W  30 25 9 長方形

376 NA5 • 6 N-40. -W  130 (52) 28 半円形一部欠 438 MW6 N-64"-W 38 38 10 円形

377 MA6 N-56'-W 45 44 21 方形 439 MW6 N-25° -W  48 30 7 楕円形

378 MY・ NA6 N-75° -W  83 55 16 長方形 440 MW・ MX5 N-44°-E 142 44 11 楕円形

379 MY・ NA6 N-68° -W  90 62 11 楕円形 441 MW5 N -46° -E 110 50 14 瓢形

380 NA6 N-64° -W  47 30 14 楕円形 442 MW5 N -38° -E 34 32 18 楕円形

381 MY6 N -62° -W 40 38 13 方形 443 MW5 N-9・-w  39 35 18 長方形

382 MY6 N-66° -W  28 22 12 楕円形 444 MW5 N-60° -W  106 74 33 楕円形

383 MY6 N -52. -W  51 48 19 円形 445 MW5 N-28'-W 50 47 26 楕円形

384 MY6 • 7 N-55・ -E 46 46 9 円形 446 MV • MW5 N-84'-W 200 175 8 方形

385 MY6 N-43° -W  32 30 11 方形 447 MW4 N-13° -W  50 40 14 楕円形

386 MY6 N -40° -E (100) 98 11 楕円形一部欠 448 MW4 N-30° -W  40 35 4 楕円形

387 MY6 N -38'-E (80) 80 19 楕円形一部欠 449 MW4 N -77° -W  140 70 7 楕円形
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3 遺物計測表及び遺物観察表

士坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

土坑
位 置 長軸方位

規模 (cm) 
形 態

番号 長軸 短軸 深さ

450 MW4 N -50° -W 166 (68) 11 楕円形？ 512 MV4 N-12° -W 37 34 12 方形

451 MW3・4 N -60° -E 207 133 11 楕円形 513 MU・ MV4 N-40° -W 198 182 9 方形

452 MW3 N-75" -W 44 30 9 楕円形 514 MU4 N-3T-W (32) 39 15 ? 

453 MW3 N -24. -W 53 40 35 楕円形 515 MV5 N-40° -W 50 40 12 楕円形

454 MW3 N -71'-E 272 144 7 楕円形 516 MV5 N-4"-W 70 44 11 楕円形

455 MV • MW3 N-22° -W 48 40 14 楕円形 517 MV5 N-59'-W 40 34 7 楕円形

456 MV3 N -8・ -W 190 116 11 楕円形 518 MV5 N-58'-W 40 32 9 楕円形

457 MV3 N-53° -W (47) 37 17 楕円形？ 519 MW5 N-35'-W 50 39 7 楕円形

458 MV • MW3 N-50" -W 47 30 7 楕円形 520 MW5 N -43° -E 37 (35) 10 楕円形一部欠

459 MW2 N-72° -W 40 30 14 楕円形 521 MW5 N -53" -W 45 35 12 楕円形

460 MV2 • 3 N -74'-E 97 82 13 楕円形 522 MV ・MW6 N-64"-E 96 62 21 楕円形

461 MV2 N -74° -E 85 54 17 楕円形 523 MV6 N -56° -W 82 70 21 楕円形

462 MV3 N-30° -W 50 32 13 楕円形 524 MV6 N -53° -W 56 34 6 楕円形

463 MV3 N-sr-w 54 34 11 楕円形 525 MV5 N-37'-W 40 36 13 楕円形

464 MV2 N-30° -W 54 (46) 8 楕円形 526 MV5 N-46° -W 30 25 11 楕円形

465 MV2 N -17° -W 32 28 12 楕円形 527 MV5 N-45'-W 31 26 11 楕円形

466 MV2 N-62° -W 50 34 12 楕円形 528 MV5 N-54・ -W 38 30 16 楕円形

467 MV2 N-36. -E 20 20 15 円形 529 MU・ MV6 N -20・ -E 60 50 19 楕円形

468 欠 530 MU5 N-79° -W 60 38 10 楕円形

469 MV2 N -28'-E 38 30 14 楕円形 531 MU6 N -24'-E 23 22 15 楕円形

470 MV2 N-8'-E 50 34 12 楕円形 532 MU7 N -10・ -E 130 (80) 21 楕円形一部欠

471 MU・ MV2 • 3 N-32° -W 160 136 17 楕円形 533 MU7 N-33°-W 38 30 16 楕円形

472 MU2 N-64° -E 118 (90) 12 楕円形 534 MU7 N-63°-W 30 23 10 三角形

473 MU2 N-60'-W 34 27 14 円形 535 MU7 N-48°-W 95 80 10 楕円形

474 MV2 N -45° -W 35 32 12 円形 536 MU7 N -69° -E 32 30 12 三角形

475 MT2 N-23'-E 28 28 9 円形 537 MU6 • 7 N -5° -W 162 107 10 楕円形

476 MT2 N -37° -E 113 102 27 隅丸三角形 538 MU6 N -20・ -E 50 45 10 楕円形

477 MT2 N-42° -W 37 35 15 円形 539 MU6 N -13・ -E 46 40 31 楕円形

478 MT2 • 3 N-44・ -W 80 57 15 楕円形 540 MU6 N-65'-E 40 32 9 楕円形

479 MT2 N-8"-E 55 46 34 楕円形 541 MS3 • 4 N -31° -W 282 82 28 長楕円形

480 MU2 N-28° -W 86 66 16 楕円形 542 MV4 N-53° -W 78 64 19 楕円形

481 MU2 N-64・-E 114 57 21 楕円形 543 MS3 N -55'-E (100) (70) 14 楕円形

482 MU3 N-50° -W 190 120 25 楕円形 544 MS3 N -70° -E 95 66 8 楕円形

483 MU3 N-60・ -W (102) 93 11 楕円形 545 MS3 N -16" -E 120 54 23 楕円形

484 MU・ MV3 N-53° -W 62 58 15 楕円形 546 MS2 3 N -37° -E 107 54 10 楕円形

485 MU3 N -70・ -E 90 61 20 楕円形 547 MS2 N-48° -E 37 37 8 円形

486 MT・ MU3 N -49・ -E 55 54 13 円形 548 MT3 N -62・ -W 75 48 11 楕円形

487 MT3 N -44° -E 78 72 12 隅丸長方形 549 MT3 N-60° -W (130) 143 13 一部欠損

488 MT3 N -42° -W 120 92 13 楕円形 550 MT3 N-44"-E (153) 72 12 楕円形

489 MT3 N-42'-E 52 42 34 楕円形 551 MT2 • 3 N -47° -W 110 76 10 楕円形

490 MT3 N-30'-W 100 65 13 楕円形 552 MS・ MT2 N -74• -E 124 76 25 楕円形

491 MT4 N -46'-E 46 32 19 楕円形 553 MS・ MT2 N-48'-W 100 10 15 楕円形

492 MU3 N-52"-W 49 42 16 方形 554 MS2 N-53.-E 90 80 14 楕円形

493 MU3 • 4 N-61"-W 117 71 12 瓢形 555 MS2 N -54• -E 64 56 9 楕円形

494 MU4 N-52"-E 60 50 4 三角形 556 MS2 N-38'-E 28 28 10 円形

495 MU4 N-65° -W 50 50 16 円形 557 MS・ MT2 N -71° -E 50 35 11 楕円形

496 MU4 N-35. -E 61 51 6 楕円形 558 MS・ MT2 N-51"-E 45 35 14 楕円形

497 MV4 N-25• -W 46 44 7 楕円形 559 MT2 N -4T -W 68 58 12 楕円形

498 MU・ MV3 N-72・ -W 147 60 7 楕円形 560 MU2 N -60° -E 48 42 11 楕円形

499 MU・ MV3 N -64° -E 49 40 14 方形 561 MU2 N -9・ -E 62 50 11 楕円形

500 MV3 N -70・ -E 54 48 13 方形 562 MU2 N -22・ -W 64 60 12 楕円形

501 MV3 N-50° -W 55 45 17 楕円形 563 MU2 N -25・ -E 74 50 9 楕円形

502 MV3 N-43°-E 68 66 12 楕円形 564 MU3 N-39° -W 42 38 13 楕円形

503 MV3 • 4 N-48"-E l()() 94 11 楕円形 565 MV3 N -49• -E 50 49 12 円形

504 MV3 • 4 N -70° -E 147 97 11 楕円形 566 MV3 N -70° -E 42 35 16 三角形

505 MV4 N -43'-E 56 53 15 楕円形 567 MU4 N-65'-E 32 30 10 楕円形

506 MV4 N-50'-W 102 (64) 16 楕円形？ 568 MU4 N-47"-W (80) 90 11 長方形一部欠

507 MV4 N -11'-E (139) 92 17 楕円形？

508 MV • MW4 N-17'-E 72 60 11 楕円形

509 MV4 N-36'-W 27 24 19 円形

510 MV5 N-53" -W 49 39 20 楕円形

511 MV5 N-48" -W 36 35 13 円形
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皿 検出された遺構と遺物

第3表水田跡計測表

1区2面

番号 縦軸(m) 横軸(m)

1 

2 

3 

4 

5 4 185 

6 

7 

8 39 125 ， 425 18 

10 

11 

12 4 15 

13 47 12 

14 

15 

16 39 15 

17 5 17 

18 42 15 

19 

20 22 1 

21 

22 1.8 1 

23 25 18 

24 4.2 135 

25 

26 

27 18 08 

28 26 11 

29 44 14 

30 15 13 

31 

32 

33 27 1 

34 43 1 

35 14 095 

36 

37 

38 36 1.4 

39 43 145 

40 18 15 

41 295 16 

42 

43 

44 44 1 

45 

46 45 09 

47 2 1 75 

48 26 155 

49 

50 

51 32 12 

52 3 135 

53 

54 

55 32 13 

56 32 135 

57 3 1 

58 

59 

14 

面積(rrl) 備考

(226) 

(550) 

(1 75) 

(059) 

775 

(51) 

(146) 

497 

8.1 

(114) 

(189) 

547 

6.27 

(361) 

(153) 

572 

836 

616 

(4.60) 

236 

(276) 

233 

443 

587 

(166) 

(127) 

227 

298 

624 

204 

(122) 

(310) 

279 

431 

1.44 

(253) 

(066) 

52 

652 

274 

483 

(097) 

(283) 

4.5 

(096) 

412 

347 

4.01 

(373) 

(481) 

382 

387 

(338) 

(353) 

427 

413 

337 

(057) 

(251) 

番号 縦軸(m) 横軸(m) 面積（出） 備考

60 32 13 4.04 

61 31 13 4.25 

62 3 14 4.45 

63 (277) 

64 (087) 

65 29 12 364 

66 31 1 371 

67 32 1 316 

68 (249) 

69 (456) 

70 29 17 527 

71 36 165 602 

72 (191) 

73 (058) 

74 (156) 

75 (153) 

I区3面

番号 縦軸（m) 横軸(m) 面積(rr/) 備考

1 (08) 

2 (55) 255 (1182) 

3 (155) 

4 (49) 448 (2106) 

5 4 75 23 938 

6 49 3 (1539) 

7 4 (268) (885) 

8 (314) ， 363 342 (1032) 

10 332 288 755 

11 354 295 85 

12 232 19 338 

13 36 32 (1131) 

14 228 (180) (354) 

15 (168) 292 (408) 

16 (140) 

17 392 (260) (832) 

18 43 208 (717) 

19 5.06 41 1618 

20 482 378 1603 

21 465 335 1458 

22 3 204 494 

23 3.45 187 57 

24 4 299 (930) 

25 2.36 (12) (296) 

26 (024) 

27 445 

28 32 258 762 

29 31 284 794 

30 311 265 723 

31 29 27 595 

32 219 168 314 

33 345 21 (7 47) 

34 33 (192) (628) 

35 (210) 

36 (203) 207 37 

37 3.4 318 (915) 

38 343 1.4 (4 73) 

39 (32) 31 (786) 

40 (083) 



3 遺物計測表及び遺物観察表

II区2面 II区4面

番号 縦軸(m) 横軸(m) 面積(rrl) 備考 番号 縦軸(m) 横軸(m) 面積(rrl) 備考

1 07 0.4 0112 1 (5296) 

2 256 1.4 3728 2 (28) 

3 (2016) 3 (1024) 

4 1365 4 344 25 (8576) 

5 06 1.4 042 5 262 0 9 (2368) 

6 292 15 4554 6 (1056) 

7 264 I 3 3584 7 138 2 (11648) 

8 10896 8 (6672) ， 19 17 1536 ， (1456) 

10 1152 10 (0304) 

11 51 17 8992 11 (3328) 

12 14608 12 (0928) 

13 45 174 783 

14 3408 

w区2面

番号 縦軸(m) 横軸（m) 面積（rrl) 備考

1 (1.92) 

2 (3984) 

3 (14 896) 

4 344 25 (3456) 

5 262 09 (2304) 

6 (6704) 

7 138 2 (14 608) 

8 (3808) ， (23728) 

10 (59712) 
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皿 検出された遺構と遺物

第4表 出土土器観察表

1区出土土器

番号 器種 贅 目

I区FP上 灰釉坑 残存 口縁部破片

1住ー 1 ロー

第259図 底 ー

PL -- 高 一

1区FP上 須恵坪 残存 1/3 

1住ー 2 口(125)

第259図 底 (50)

PL― 高 47

1区FP上 須恵塊 残存 1/2 

1住ー 3 口(143)

第259図 底 (7.6)

PL― 商 53

1区FP上 須恵椀 残存口縁～体部破片

1住ー 4 口 (12.8)

第259図 底ー

PL― ~ (37) 

I区FP上 土師甕 残存体下～底部1/2

1住ー5 ロ ー

第259図 底 (8.0)

PL― 高 (6.4)

1区FP上 須恵羽 残存口縁部1/4

1住ー6 釜 口 (192)

第259図 底ー

PL― 高 （10.0)

I区FP上 須恵羽 残存口縁部破片

1住ー 7 釜 ロー

第259図 底ー

PL― 高一

I区FP上 土師羽 残存体部破片

1住ー 8 釜？ 口一

第259図 底ー

PL- 高(12.0)

］区FP上 土師羽 残存体部破片

1住ー 9 釜？ ロー

第259図 底一

PL― 裔 (6.8)

］区FP上 須恵椀 残存口縁～底部1/2

2住ー 1 口 (141)

第259図 底 (70)

PL- 高 (47)

I区FP上 須恵坑 残存 2/3 

2住ー 2 口 (135) 

第259図 底 6.5

PL― 蘭 5.2

1区FP上 須恵椀 残存 1/4 

2住ー3 口 (140)

第259図 底 (65)

PL― 高 55

I区FP上 灰釉椀 残存底部

2住ー 4 ロ―

第260図 底 73

PL― 高 (17) 
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出土位置

埋没土

カマド

カマド

埋没土

カマド埋没土

カマド

カマド

カマド

カマド

貯蔵穴

床直上

埋没土

カマド

埋没土

①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

①細砂。石英・白色粒子 黒褐 口唇部一部歪む。全体に薄手。 釉調やや白濁す

色粒子少屈。 る灰色。

②灰白75Y7/l

③還元焔

謬 砂。石英 ・輝石 赤褐色粒・ 口唇部外反。右回転ロクロ。ロク

白色粒少最。 ロ痕明瞭。底部糸切痕僅か残。内

②にぶい黄橙10YR6/3 面中心凹む。

③酸化焔 外 ロクロ痕明瞭。

内 ロクロ痕弱。接合痕有。

①中砂。</!l cm礫、輝石・石英・ 体部の立ち上がり直線的。右回転 外 ・内被熱赤

白色粒 ・赤褐色粒少罷。 ロクロ。付け高台。底部糸切痕明 変

②にぶい橙75YR6/4③酸化焔 瞭。高台低い。

①中砂。黒褐色粒石英・輝石 口唇部外反。右回転ロクロ整形。 外スス付着黒

赤褐色粒子少最。 ロクロ痕明瞭外面凹凸が特に良く 変

②にぶい黄25Y6/3 表れている。

③酸化焔

①細砂。白色粒子多最、石英・ 外体部下→上箆削。底部一部撫。 外スス付着黒

輝石 ・赤褐色粒少品。 内 横位指撫。接合痕明瞭。 変

②にぶい黄橙10YR6/3

③酸化焔

①中砂。白色粒・輝石・石英 外口縁部右→左横撫。鍔貼付、

赤褐色粒少益。 頂部に指頭痕及び粘土接合痕有。

②にぶい黄橙10YR6/4 体部下→上箆削。

③酸化焔軟質 内 口縁部左→右横撫。体部横撫

後下→上縦指撫。

①中砂。白色粒子・石英 輝石 外口縁部横撫。鍔貼付。 外内口縁一部

少最。 体部下→上箆削。 黒斑

②にぶい黄橙10YR6/4 内横撫、接合痕残。

③遠元焔

①中砂。石英 ・輝石 ・白色粒 ． 比較的薄手。 外内 一部黒変

赤褐色粒少醤。 外体部下→上縦箆削。 全体被熱赤変

②にぶい橙75YR6/4 内 体部指撫、指頭圧痕多数。

③酸化焔

①中砂。石英輝石 ・白色粒 ． 薄手。 被熱赤変。

赤褐色粒少量。 外体部下→上縦箆削。

②にぶい黄橙10YR6/4 内 体部指焦、指頭圧痕多数。

③酸化焔

①中砂。q,3mm礫、石英白色 口唇部僅か外反。右回転ロクロ。 内黒斑

粒多益。輝石・赤褐色粒少益。 高台剥がれ。底部糸切。中心薄く、

②灰黄褐10YR6/2 1,27cmの孔有。

③還元焔 外 内ともロクロ痕弱。

①細砂。輝石 ・石英・微細雲母 ・ 口唇部外反。右回転ロクロ整形。 外スス付着黒

白色粒子少巌。 厚い高台貼付、箆撫付け、接合痕 変

②にぶい黄褐10YR4/5 有。底部糸切。

③酸化焔 外 ロクロ痕明瞭。

内底部中心突出。

①中砂。石英・微細雲母多最、 薄手。口唇部外反。右回転ロクロ 被熱赤変。

輝石 ・白色粒子少最。 整形。外面凹凸明瞭。高台貼付。

②橙7.5YR6/6 底部糸切。

③酸化焔

①細砂。白色粒子・輝石少最。 周辺打欠き 。右回転ロクロ。三 日 釉漬け掛け、釉

②灰白5Y7/2 月高台貼付。接合痕残。底部箆削。 調透明感ある灰

③還元焔 切離し技法不明。 色

内 底部重ね焼き痕有。硯転用？

極滑らか光沢有。



出土土器観察表

番号 器種 紐 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

1区FP上 須恵坑 残存完形 カマド ①粗砂。</,5mm礫、石英多黛、 口縁一部歪む。口縁～体部ほぽ直 内底部黒斑、

2住ー 5 口 141 白色粒子・輝石 ・赤褐色粒少最。 線的に開く 。右回転ロクロ整形。 一部黒変

第260図 底 6.2 ②にぶい黄橙10YR6/3 高台貼付、高台かなり丸く磨滅。 外黒変 （油脂

PL72 高 5.2 ③還元焔 底部糸切。 状光沢を持つ。）

内 ロクロ痕弱く不明瞭。

I区FP上 須恵椀 残存完形 床直 ①中砂。q,5mmチャート礫、輝 口唇部外反、全体に歪む。右回転 内黒

2住ー 6 口 14.9 石・石英 ・白色粒子 赤褐色粒 ロクロ。高台貼付、接合痕明瞭。 外黒変 （油脂

第260図 底 7.0 子少醤。 底部糸切。 状光沢を持つ。）

PL72 嵩 61 ②にぶい黄褐IOYR5/3 内黒 内面 ロクロ後極細横箆磨き 。底

黒5Y2/l 部も一定方向箆磨き。

③還元焔

I区FP上 士師甕 残存口縁1/4 床直上 ①粗砂。</>8mm礫、白色粒輝 「コ」字口縁。比較的薄手。 内一部黒変

2住ー 7 口(190) 石多量、石英 ・赤褐色粒少且。 外 口縁部左→右横撫。屑部左→

第260図 底ー ②橙5YR6/6 右横箆削。

PL- 底 (45) ③酸化焔 内 口縁右→左横撫。肩部横箆撫。

指頭圧痕残。

］区FP上 須恵甕 残存口縁～頸部 カマド埋没土 ①中砂。 黒褐色粒•石英・赤褐 右回転ロクロ。 内 一部黒斑

2住ー 8 口 (15.0) 色粒・白色粒少蓋。 ロ唇部断面薄く尖る。口縁部外反、 内面やや風化

第260図 底ー ②灰黄25Y6/2 折返口縁。肩丸く外側に張る。

PL- 高 (5.9) ③還元焔

I区FP上 士師甕 残存体下～底部1/4 床直上 ①中砂。赤褐色粒多量。白色粒 外体部箆削後箆撫。底部箆削後 内底部風化顕

2住ー 9 ロー 子 ・石英・輝石少益。 箆撫。 著

第260図 底 (8.4) 麟 7.5YR4/4 内体部横撫。指頭圧痕残。底部

PL- 高 (7.8) ③酸化焔 指撫。指頭圧痕残。

］区FP上 須恵羽 残存口縁～鍔部 カマド ①中砂。石英・白色粒子・赤褐 右回転ロクロ。やや歪む。体部開 外一部黒変

2住ー ］0 釜 口(168) 色粒子 ・輝石少羞。 ＜器形。

第260図 底一 ②にぶい橙7.5YR6/4 外 口唇部厚手、平坦。鍔やや下

PL- 高 (6.4) ③酸化焔 垂ぎみ貼付、接合痕明瞭。体部ロ

クロ痕明瞭。

内 ロクロ痕．接合痕有。

I区FP上 土師羽 残存口縁～鍔部 カマド ①粗砂。qi15cm礫、石英・白色 外 口縁左→右横撫。鍔貼付。接 外内一部黒変

2住ー 11 釜 口 (20.0) 粒子・輝石 ・チャート ・赤褐色 合痕明瞭。体部下→上箆削。

第261図 底ー 粒子少羞。 内横撫。

PL- 高（77) ②橙5YR6/6

③酸化焔

I区FP上 土師羽 残存口縁～体部 カマド ①中砂。石英 ・白色粒子 ・輝石 ・ 口唇部平坦。 外内黒斑

2住ー 12 釜 口 21.0 埋没土 赤褐色粒少紐。 外 口縁左→右横撫。鍔貼付、頂

第261図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 部尖る。体部下→上箆削。

PL- 商 （123) ③還元焔 内 口縁部右→左横撫。体部横撫

後下→上縦指撫。

1区FP上 須恵羽 残存口縁～体部 カマド ①中砂。r/J1 cm礫、赤褐色粒． 口縁やや歪む。右回転ロクロ整形。 被熱体部赤変

2住ー 13 釜 口 (18.0) 輝石・石英・白色粒子少最。 鍔貼付、接合痕明瞭。

第261図 底ー ②灰黄褐10YR6/2 外 ロクロ痕極明瞭、段差有。

PL- 高(13.8) ③酸化焔 内 口縁下接合痕、ロクロ痕やや

弱。

I区FP上 須恵羽 残存口縁～体部 カマド ①粗砂。</>l cmチャート、石英・ 薄手。 外極一部黒変

2住ー 14 釜 口 (192) 白色粒子 ・輝石 ・赤褐色粒子少 外 口縁部左→右横撫。鍔貼付、

第261図 底ー 械。 体部縦箆削。

PL- 高 (164) ②にぶい黄橙7.5YR6/4③酸化 内 口縁部右→左横撫。体部横又

焔 は斜箆撫。

1区FP上 須恵羽 残存口縁～底部 床直上 ①細砂。白色粒子多蓋、輝石 やや幅広の分厚い鍔貼付後、右回 外スス付着黒

2住ー 15 釜 口 (212) 石英少鼠。 転ロクロ。 変

第261図 底 (96) ②にぶい黄褐10YR5/3 外 口縁～体部上半ロクロ整形痕

PL72 高 27.0 ③酸化焔 明瞭。体部下半指撫後右→左上斜

縦箆削。底部箆撫。 内口縁～

体部上半ロクロ整形痕明瞭。体部

下半～底部横撫。指頭圧痕残。

I区FP上 須恵甕 残存体部破片 カマド ①細砂。 </>3mm礫、石英 ・赤褐 右回転ロクロ。 2住ー 8に類似、

2住ー16 ロー 色粒子 ・白色粒子少羹。 外叩き痕跡 同一個体？

第261図 底一 ②暗青灰5PB4/l 内 押え目痕跡、指頭圧痕多数。

PL― 古向 — ③還元焔 かなり硬質
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

I区FP上 須恵甕 残存体部破片 貯蔵穴 ①細砂。</J3mm礫、石英・赤褐 右回転ロクロ。 2住ー 7に類似、

2住ー 17 ロ― 色粒子 ・白色粒子少批。 外叩き痕跡。 同一個体？

第261図 底一 ②暗青灰5PB4/l 内 押え目、指頭圧痕多数。下半

PL - 高一 ③還元焔 部横指撫。接合痕有。

I区FP上 須恵 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。白色粒子・石英 頼石 口唇部外反。右回転ロクロ整形。

3住ー 1 椀？ 口ー 少最。 外 ロクロ痕明瞭、段差有。

第261図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 内 ロクロ痕弱。

PL- 高一 ③酸化焔

1区FP上 須恵羽 残存口縁部破片 埋没土 ①中砂。白色粒子 ・輝石・赤褐 右回転ロクロ。口唇部平坦。高 く

3住ー 2 釜 ロ ー 色粒子少量。 厚い鍔貼付、下指頭圧痕残。

第261図 底一 ②灰黄25Y6/2 外体部下→上箆削。

PL- 高 一 ③還元焔 内体部横憮。

I区FP上 須恵坪 残存 ほぽ完形 ピット 1 ①細砂。白色粒子・赤褐色粒子・ 小形。口唇部外反。底部分厚い。 口縁部黒斑

5住ー 1 口 9.0 石英少贔。 右回転ロクロ成形。ロクロ痕明瞭。

第261図 底 47 ②にぶい橙5YR6/4 底部糸切。底部内面ヒビ割れ。ロ

PL72 高 29 ③酸化焔 縁部一部欠損。

I区FP上 カワラケ 残存 2/3 埋没土 ①中砂。白色粒・赤褐色粒・輝 口唇部薄く、底部厚い。 内底部黒斑

3士坑ー 1 口 125 石少最。 外 口縁～体部指撫。指頭圧痕多 （重ね焼きの痕

第261図 底 6.0 ②にぶい赤褐25YR4/3 数残。底部静止糸切。 跡）

PL72 高 51 ③酸化焔 内 口縁～体部横箆撫。底部指撫。

1区FA下黒 弥生 残存頸部破片 LJ-17 FA下黒上 ①細砂。輝石 ・石英白色粒子 ・ 外頸部簾状文9本、下波状文

第262図 甕？ ロー 層 赤褐色粒子少量。 8本。10本歯工具？

PL- 底一 ②橙75YR6/6 内横細刷毛目状施文。後撫。

古向 ＿ ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存口縁～体部1/3 1溝 ①粗砂。赤褐色粒極多最、白色 厚手。 中期加曽利E

縄文ー 1 鉢 口 (26.2) LH-17、FA下黒 粒子 ・石英 ・輝石少羞。 外 口縁下横隆帯貼付。口縁～隆 外内黒斑

第262図 底ー 上層 ②にぶい黄橙IOYR7/4 帯横箆磨。体部0段多条 LR単節

PL72 高 (222) ③酸化焔 縄文縦施文。深く施文。

内 箆削後横箆磨。

］区FA下黒 縄文深 残存頸部破片 LI-18 ①細砂。</>3mm礫、白色粒子極 外頸部幅4mm横沈線。斜横磨。 中期加曽利E

縄文ー 2 鉢 口ー 多益、石英・輝石・赤褐色粒少菰。 内横磨。

第262図 底 ー ②明褐7.5YR5/6

PL- 古向 ― ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LJ-17 FA下黒 ①中砂。4>3mm礫、赤褐色粒 外幅5mm縦沈線区画内懸垂文、 中期加曽利E

縄文ー 3 鉢 ロー FA下黒北トレ 輝石・石英 白色粒子少最。 RL縄文充填。

第262図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 内風化顕著、磨。

PL- 高一 ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 L0-18 FA ①中砂。白色粒多泣、赤褐色粒・ 外横微隆線上刺突刻、途中「8」 後期堀之内

縄文ー 4 鉢 口ー 石英・輝石少籠。 字状貼付文。横磨。

I区FA下黒 縄文深 残存 口縁突起破片 FA下黒南トレ ①中砂。¢3mm礫、石英チャ 波状口縁。横llcmx06cm孔。 後期堀之内

縄文ー 5 鉢 ロー ート 輝石白色粒子少最。 外斜に刻付隆線貼付。

第262図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/4 内 </> 2mm工具沈線区画。右端下

PL- 高一 ③酸化焔 端に ¢0.5cm凹み有。

I区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LH-17 FA下黒 ①細砂。白色粒子・石英赤褐 波状口縁。 後期堀之内

縄文ー 6 鉢 口 色粒 ・輝石少量。 外幅3mm工具縦、渦巻状沈線。

第262図 底 ②浅黄橙lOYRS/3 透し孔有。

PL- 古回 ③酸化焔 内横磨。

I区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 L0-18 FA下黒 ①中砂。 白色粒多最、輝石•石 口唇部内傾。 後期堀之内

縄文ー 7 鉢 口一 英 ・赤褐色粒少泣。 外 口縁下刻付隆線 2条貼付、間

第262図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/3 幅2mm工具横撫付。

PL- 古向 ＿ ③酸化焔 内横磨。

1区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 FA下黒南トレ ①中砂。 輝石 ・ 白色粒•石英・ 口唇部内傾。 後期堀之内

縄文ー 8 鉢 口一 赤褐色粒少鼠。 外 口縁下無文部、下幅 2mm工具

第262図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 横 2条沈線区画内LR縄文充填。

PL- 高一 ③酸化焔 内 口縁下幅0.7cm横沈線有。横磨。

I区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 FA下黒南トレ ①中砂。 白色粒多鑓、輝石•石 口唇部内傾。平縁。 後期堀之内

縄文ー 9 鉢 ロ ー 英 ・赤褐色粒少羞。 外 口縁無文部下刻付横細隆線貼

第262図 底ー ②浅黄25Y8/3 付、途中「8」字状刺突付隆線貼

PL- 裔一 ③酸化焔やや硬質 付。幅2mm工具弧状沈線区画内 L

R縄文充填。

内 口縁下横幅05cm沈線有。横磨。

18 



出土土器観察表

番号 器種 最 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

I区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 L0-18 FA下果 ①細砂。白色粒 ・赤褐色粒 輝 外平縁突起付く？口縁下刻付隆 後期堀之内

縄文ー 10 鉢 口一 石 ・石英・雲母 ・チャート少鼠。 帯、下無文部、幅25mm工具 2条沈

第262図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 線区画、 LR縄文横充填。下弧状

PL- 古向 ＿ ③酸化焔硬質 沈線有。

内 折返口縁状、口唇部内傾。横

磨。

1区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LG-18 ①中砂。赤褐色粒 白色粒子少 外刺突付「8」字状貼付文。幅 後期堀之内

縄文ー 11 鉢 口ー LH~l7 鼠、輝石・石英微試。 2mm横沈線下RL縄文充填施文。

第262図 底一 ②橙5YR6/8 内磨。風化顕著。

PL -- 高一 ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LN-19 FA下黒 ①細砂。輝石・白色粒 ・赤褐色 外幅3mm工具弧状沈線区画、 2 後期堀之内

縄文ー 12 鉢 口一 粒子・石英少羹。 条単位と 5条単位有。極細 LR縄

第262図 底ー ②浅黄橙lOYRS/3 文充填。

PL- 古向 ― ③酸化焔 内横又は斜磨。

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 FA下黒北トレ ①中砂。</>5mm礫、赤褐色粒・ 外幅2.5mm工具 「L」字及び弧 後期堀之内

縄文ー13 鉢 ロー 輝石・石英・白色粒子・雲母少量。 線状沈線。縄文無。磨。

第262図 底ー ②浅黄橙 10YR8/3 内磨。

PL― 裔一 ③酸化焔

1区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LH-17 FA下黒 ①細砂。赤褐色粒輝石・石英 厚手。 後期堀之内

縄文ー 14 鉢 ロー 上層 白色粒子少最。 外幅2mm沈線 2条弧状施文。

第262図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/4 上部無節縄文R施文。

PL-― 古向 ＿ ③酸化焔 内横磨。

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 FA下黒南トレ ①中砂。石英 ・白色粒輝石 ・ 外幅2.5mm工具 「L」字状沈線区 後期堀之内

縄文ー 15 鉢 ロー 赤褐色粒少批。 画。 LR縄文充填。

第262図 底ー ②浅黄25Y7/3 内磨。

PL― 古向 ― ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LN-19 FA下黒 ①中砂。石英 ・白色粒子多塁、 外 幅2mm沈線放射状に 3条施文。 後期堀之内

縄文 ー16 鉢 ロー 輝石・赤褐色粒子少旦、雲母微 内磨？風化顕著。

第262図 底ー 罷。

PL- 高一 ②にぶい黄橙10YR6/3

③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LN-19 FA下黒 ①細砂。石英粒子多品、輝石 ・ 外 幅15mm工具直線と三角形先端 後期堀之内

縄文ー17 鉢 ロー 赤褐色粒少最。 区画。器面やや風化。

第262図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3 内 磨。

PL- 古向 ＿ ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存頸部破片 FA下黒 南トレ ①中砂。白色粒子多最、輝石 ・ 外 「8」字状隆線貼付。幅25mmエ 後期堀之内

縄文ー 18 鉢 口ー 石英少鼠。 具横斜沈線区画。一部LR縄文充

第262図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/3 填。縦磨。

PL― 高 一 ③酸化焔 内横又は斜磨。

1区FA下黒 縄文深 残存体部破片 2溝 ①中砂。¢ 5mm礫、白色粒多籠、 幅2mm沈線区画内にLR縄文充填。 後期堀之内

縄文ー 19 鉢 口一 輝石石英少益。 無文部有。

第263図 底ー ②灰黄25Y7/2

PL― 高一 ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 3溝 ①中砂。赤褐色粒多益。輝石・ 外幅10cm、厚05cm隆帯貼付後 後期堀之内

縄文ー20 鉢 ロー 石英 ・白色粒子・チャート少量。 押え、両側に撚糸文R施文。 縄文ー21と同一

第263図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 内横又は斜磨。 個体？

PL- 高一 ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 4溝 ①中砂。赤褐色粒多最。輝石 ・ 外撚糸文R施文。 後期堀之内

縄文ー21 鉢 ロー 石英 ・白色粒子・チャ ート少最。 内横又は斜磨。 縄文ー20と同一

第263図 底ー ②にぶい黄橙IOYR7/4 個体？

PL- 高一 ③酸化焔

]区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LG-18 ①細砂。 輝石•石英・白色粒子・ 外 LR縄文横施文。 後期堀之内

縄文ー22 鉢 口ー 赤褐色粒子少屈。 内横磨。

第263図 底一 ②橙75YR6/6 

PL― 古回 一 ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 FA下黒北トレ ①中砂。白色粒子多醤、輝石・ 外 幅25mm工具直線及び弧状沈線 後期堀之内

縄文ー23 鉢 口一 石英赤褐色粒子少最。 右下媒約。LR縄文充填。磨。

第263図 底 ー ②黄灰25Y4/l 内斜磨。

PL- 高一 ③酸化焔やや硬質
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 拭 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

1区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LN-19 FA下黒 ①細砂。石英・白色粒子・頼石・ 外横磨。幅2mm工具沈線区画内 後期堀之内

縄文ー24 鉢 ロー 赤褐色粒子少量。 LR縄文充填。

第263図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/3 内縦磨。

PL- 古向 ＿ ③酸化焔

I区F'A下黒 縄文深 残存体部破片 FA下黒北トレ ①中砂。白色粒多最、輝石石 外幅3mm工具渦巻又は弧線、 三 後期堀之内

縄文ー25 鉢 口ー 英・赤褐色粒少最。 角形先端区画。縄文充填無。

第263図 底 ー ②明赤褐5YR5/6 内磨。

PL - 高一 ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LG-18 ①中砂。チャート角礫、輝石 •石 外幅2~3mm沈線、横斜区画、 後期堀之内

縄文ー26 鉢 ロー 英赤褐色粒子白色粒子少量。 細LR縄文充填。

第263図 底ー ②橙5YR6/6 内横磨。

PL- 百向 ＿ ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 FA下黒北トレ ①中砂。赤褐色粒、白色粒多量、 外幅25mm工具横沈線3条、間 後期堀之内

縄文ー 27 鉢 口ー 輝石・石英少量。 にLR縄文横充填。横磨。

第263図 底一 ②橙5YR7 /6 内横又は斜磨。

PL- 高一 ③酸化焔

］区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 LO -18 FA下 ①細砂。白色粒子 ・石英・赤褐 弱い波状口縁。片口状、口縁外へ 後期堀之内

縄文ー 28 鉢 ロー 黒 色粒・輝石少量。 曲がる。

第263区 底ー ②にぶい黄橙 10YR7/4 外 口縁部メガネ状貼付文？横磨。

PL- 高一 ③酸化焔 内 右→左箆削後横磨。

I区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 LH-17 ①細砂。石英・白色粒子 ・輝石・ 外口縁部に ¢3.3cm「の」字状渦 後期堀之内

縄文ー29 鉢 ロー 赤褐色粒少最。 巻文、右下逆「の」字状小渦巻文。

第263図 底ー ②橙25YR6/6 逆側にねじりとメガネ状刺突文。

PL- 高一 ③酸化焔 口縁下横刻付細隆線と下伸びるメ

ガネ状刺突付細隆線貼付。

内横磨。

I区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 LH-18 FA下黒 ①細砂。石英・輝石・白色粒子 外 口唇部「8」字状小突起2組 後期堀之内

縄文ー30 鉢 口ー 少量。 貼付。口縁下幅25mm横沈線、そこ

第263図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 から幅 1mm沈線「く」字状区画、

PL- 高一 ③酸化焔 内部にRL縄文充填。

内 口縁下幅2mm横沈線。横磨。

］区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 3溝 ①細砂。揮石多最、白色粒子 ・ 外 口唇下沈線及び細隆線2条貼 後期堀之内

縄文ー31 鉢 ロー 石英・赤褐色粒少量。 付。口縁小突起、その下竹管刺突

第263図 底一 ②橙7.5YR6/8 文有。

PL- 古向 ＿ ③酸化焔

］区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LL-17 ①細砂。白色粒子多最、石英・ 外 口縁15cm下刻付横細隆線貼付。 後期堀之内

縄文ー32 鉢 口一 雄石少羞。 1 cm下幅2mm横沈線、下横LR縄

第263図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 文充填。研磨光沢有。

PL- 裔一 ③酸化焔 内 口縁下幅3mm横沈線、横又は

斜磨。

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 L0-18 FA下黒 ①中砂。白色粒・輝石・石英少 外 刻付横隆線から斜め右下同様 後期堀之内

縄文ー33 鉢 口一 蘊。 の隆線貼付。

第263図 底ー ②黒褐10YR3/2 横斜研磨。

PL- 古回 ― ③酸化焔 内横研磨。

I区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LI-17 ①細砂。石英 ・白色粒子やや多 外幅2mm工具「コ」字状区画、 後期堀之内

縄文ー34 鉢 ロー く、輝石 赤褐色粒少量。雲母 細RL縄文充填。 縄文ー35に胎土

第263図 底ー 微最。 内横磨。 類似

PL - 高一 ②にぶい黄褐lOYRS/3

③酸化焔

1区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LG-16 FA下黒 ①細砂。 石英・白色粒子 輝石 外幅1.0~15mm沈線区画内微細 後期堀之内

縄文ー35 鉢 ロー 少量、雲母微量。 RL縄文充填。無文部有。 縄文ー34に胎土

第263図 底ー ②にぶい黄25Y6/3 内磨。 類似

PL- 古向 ＿ ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存頸部破片 FA下黒南トレ ①中砂。石英 ・チャート・赤褐 外 無文部下刻付横隆線貼付、斜 後期堀之内

縄文ー36 鉢 口一 色粒少量。 に幅2mm工具沈線施文、中に細L

第263図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 R縄文充填。

PL- 高一 ③酸化焔 内横又は斜磨。

I区FA下黒 縄文深 残存底部破片 FA下黒北トレ ①細砂。赤褐色粒・白色粒輝 外 LR縄文横施文。 後期堀之内

縄文ー37 鉢 口ー 石石英少量。 内横磨。

第263図 底 (102) ②橙75YR6/6

PL- 高 (42) ③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

I区FA下黒 縄文浅 残存体～底部破片 LI-18 ①細砂。輝石多量、石英 ・白色 外体部横磨。黒斑、光沢有。底 後期堀之内

縄文ー38 鉢 ロ ー 粒子少温、赤褐色粒子微量。 部網代痕。

第263図 底 (70) ②にぶい黄橙10YR6/4 内横又は斜磨。

PL― 高 (32) ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存底部破片 FA下黒南トレ ①細砂。石英 白色粒子多益、 外 体部箆削後撫。底部やや上底。 後期堀之内

縄文ー39 鉢 ロー 赤褐色粒子・輝石少羞。 中心は薄い。

第263図 底(11.0) ②明赤褐25YR5/6 内 磨

PL- 古向 一 ③酸化焔やや硬質

I区FA下黒 縄文深 残存底部 LH-17 FA下黒 ①細砂。白色粒子 ・輝石多量。 外網代痕明瞭。 後期堀之内

縄文ー40 鉢 口ー 上層 ②にぶい黄橙10YR6/4 内 撫、一部磨。指頭圧痕明瞭。

第263図 底ー ③酸化焔

PL- 高一

1区FA下黒 縄文深 残存底部破片 2溝 ①粗砂。白色粒・赤褐色粒多羹、 外体部主に横箆磨。底部網代痕。 後期堀之内

縄文ー41 鉢 ロー 輝石 ・石英少量。 内横磨。

第263図 底ー ②明赤褐5YR5/6

PL- 高一 ③酸化焔

］区FA下黒 縄文浅 残存体～底部破片 LL-17 FA下黒 ①細砂。石英粒子多益、輝石・ 外体部磨。幅2mm横沈線施文。 後期堀之内

縄文ー42 鉢？ 口一 白色粒子・赤褐色粒子少最。 底部網代痕明瞭。

第263図 底(112) ②黒褐10YR3/2 内横又は斜横磨。

PL- 高(I8) ③酸化焔

I区FA下黒 縄文深 残存底部破片 FA下黒南トレ ①細砂。石英 ・白色粒子 ・輝石・ 外体部横磨。底部細網代痕。 後期堀之内

縄文ー43 鉢 ロー 赤褐色粒少量、雲母微量。 内指撫後磨。

第263図 底 (13.0) ②橙7.5YR6/6

PL- 高一 ③酸化焔

1区草創期

番号 器種 揖 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

1区礫居上 縄文深 残存 口縁部破片 6面 ①細砂。石英・輝石・赤褐色粒 口唇部上欠損。 草創期

草一 l 鉢 ロー 子少量。 外 口縁下5mm間隔横4条以上微

第264図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/4 隆起線文貼付。

PL71 古向 ＿ ③酸化焔 内撫？風化顕著。

I区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石 ・石英 ・白色粒． 外徴隆起線文で横 ・弧状区画、 草創期

草ー 2 鉢 口一 赤褐色粒少益。 内側に波状隆線貼付。

第264図 底ー ②にぶい赤褐5YR4/3 内横撫。

PL71 高 （32) ③酸化焔硬質

1区礫層上 縄文深 残存頸部破片 6面 ①細砂。輝石・石英・白色粒子・ 外幅7mm間隔で横2条の微隆起 草創期

草ー 3 鉢 ロー 赤褐色粒子少最。 線文、上下欠口部分痕跡有。

第264図 底一 麟 7.5YR4/6 内撫後磨。

PL71 高 (21) ③酸化焔

1区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒． 薄手。口縁欠損。 草創期

草ー 4 鉢 ロ― 赤褐色粒少量。 外幅8mm間隔斜2条微隆起線文

第264図 底ー ②褐7.5YR4/6 貼付。頸部境横微隆起線文貼付。

PL71 高 (49) ③酸化焔 他指撫。

内横撫。指頭痕有。

1区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石石英・白色粒子 ・ 外幅 1cm間隔斜微隆起線文2条 草創期

草ー 5 鉢 口一 赤褐色粒少量。 貼付。

第264図 底一 ②にぶい赤褐2.5YR4/4 内主に横撫。

PL71 高 （37) ③酸化焔硬質

I区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 ・外幅5mm間隔で斜微隆起線2条、 草創期

草ー 6 鉢 口一 赤褐色粒少量。 うち 1条剥離痕。

第264図 底一 ②にぶい赤褐2.5YR4/3 内多方向指撫。

PL71 高 (23) ③酸化焔硬質

1区礫層上 縄文深 残存口～体部破片 6而 ①細砂。輝石 ・石英 ・白色粒・ 平縁。口唇部角張る。やや厚手。 草創期

草ー 7 鉢 口 (13.0) 赤褐色粒少羞。 外指撫。器面ややザラつく 。

第264図 底ー 諷 7.5YR4/3 内横撫。器面は滑らか。

PL71 高(105) ③酸化焔硬質

1区礫層上 縄文深 残存 口縁部破片 6面 ①細砂。輝石 ・石英 白色粒少 波状口縁。口唇部やや肥厚。刻み 草創期

草ー 8 鉢 ロー 旦。 隆線無。

第264図 底ー ②にぶい赤褐5YR4/4 外撫。

PL71 高一 ③酸化焔 内横撫後縦磨。
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III 検出された遺構と遺物

番号 器種 益 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

I区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①中砂。q,3mm礫、輝石石英 平坦。薄手。 草創期

草ー 9 鉢 ロー 白色粒子・赤褐色粒少巌。 外縦撫後磨。右端¢ 3mm貼付文

第264図 底ー ②にぶい赤褐25YR4/4 有。

PL71 古四 一 ③酸化焔 内横斜指撫。

I区礫展上 縄文深 残存体下部破片 6面 ①中砂。</>5mm礫、輝石 • 石英・ 外撫。指頭圧痕有。 草創期

草ー 10 鉢 口一 白色粒・赤褐色粒少泣。 内器面風化。不明。

第264図 底ー ②にぶい赤褐25YR4/4

PL71 高 (49) ③酸化焔

I区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒・ 平坦。薄手。 草創期

草一 11 鉢 ロー 赤褐色粒少温。 外横削後横磨。

第264図 底ー ②にぶい赤褐5YR4/4 内縦撫後横磨。

PL71 高 (43) ③酸化焔

］区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石石英・白色粒子・ 極薄手。平坦。 草創期

草ー 12 鉢 口ー 赤褐色粒子少最。 外撫。 外スス付着黒

第264図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/2 内 器面剥落部分多い。撫。 変

PL71 高 （31) ③酸化焔

1区礫居上 縄文深 残存体部破片 ①細砂。輝石 •石英・白色粒． 外縦削後横撫。 草創期

草ー 13 鉢 ロー 赤褐色粒少址。 内横憮。

第264図 底 ー ②黒褐75YR3/2

PL71 高 (48) ③酸化焔硬質

I区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石 石英 ・白色粒 ． 外縦削後撫。 草創期

草ー 14 鉢 口ー 赤褐色粒少鼠。 内横撫。

第264図 底一 認 7.5YR4/3

PL71 高 (38) ③酸化焔硬質

I区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石・白色粒子 ・石英 外剥離。調整不明。 草創期

草ー 15 鉢 ロ― 少益。 内横磨。

第264図 底ー ②明赤褐5YR5/6

PL71 高 (16) ③酸化焔

I区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石・石英 ・白色粒 外指撫。 草創期

草ー16 鉢 ロー 赤褐色粒少最。 内横撫。

第264図 底ー ②明褐7.5Y5/6

PL71 高 (3.6) ③酸化焔

1区礫層上 縄文深 残存体部破片 6面 ①細砂。輝石 ・白色粒子石英 ・ 体下半部。 草創期

草ー 17 鉢 ロ ー 赤褐色粒子少凪。 外横撫。風化剥落部分多い。

第264図 底ー ②にぶい赤褐25YR5/4 内縦撫。滑らか。

PL71 高 (23) ③酸化焔

II区出土土器

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

11区FP上 灰釉皿 残存底部1/4 埋没土 ①細砂。白色粒子 石英 ・黒褐 右回転ロクロ。高台貼付、 三日月 硯転用

l住一 l ロー 色粒子少最。 高台。切離技法不明。 釉調は透明感の

第265図 底 （35) ②灰黄25Y6/2 外 高台まで釉がかかる。 ある灰色

PL- 商 (18) ③還元焔 内 重ね焼きの痕跡有。

底面極滑らか。硯転用。

11区FP上 須恵杯 残存底部破片 埋没土 ①細砂。白色粒子・石 薄手。右回転ロクロ。 外黒斑

l住ー 2 ロー 英輝石少益。 外 体部ロクロ痕明瞭。指頭痕残。

第265図 底 (5.3) ②黄灰2.5Y5/l 底部糸切り痕明瞭。

PL- 高 (20) ③還元焔 内 風化顕著。ロクロ痕弱。

11区FP上 須恵椀 残存 1/4、高台欠損 埋没土 ①細砂。黒褐色粒 ・輝 口唇部外反。右回転ロクロ 外口縁黒斑有

1住ー 3 口 122 カマド埋没土 石 ・石英少最。 整形後高台貼付。

第265図 底 (6.0) ②にぶい黄25Y6/3 外体部ロクロ痕明瞭、一部指痕

PL- 高 （4.7) ③還元焔 残。底部糸切り 。

内 ロクロ痕弱。

II区FP上 須恵甕 残存口縁部 埋没土 ①中砂。石英チャート ・輝石 ・ 右回転ロクロ。折返口縁。内面接 外煤付培黒変

l住ー 4 口(15.0) カマド埋没土 白色粒子少品。 合痕有。

第265図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3

PL- 高 (60) ③還元焔やや軟質

ll区FP上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①中砂。黒褐色粒多汲、白色粒 右回転ロクロ。肩部ロクロ痕明瞭。 内下部被熱黒

1住ー5 ロー カマド埋没土 子 ・石英 輝石少最。②灰黄褐 屑部～体部上半が薄い。 変

第265図 底ー 10YR5/2 

PL- 高 (162) ③還元焔やや軟質
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出土土器観察表

番号 器種 絨 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

JI区FP上 須恵甕 残存体部破片 カマド埋没土 ①中砂。黒褐色粒・白色粒子・ 右回転ロクロ。 厚さむら有

1住ー 6 口一 石英少益。 外接合痕有。ロクロ痕弱。 内被熱赤変

第265図 底ー ②灰5Y6/l 内 ロクロ痕は強い。

PL― 高一 ③還元焔

11区FP上 須恵売 残存体部破片 埋没土 ①中砂。黒色粒子極多益、石英・ 外叩き目

1住ー 7 口ー 白色粒子・チャート少址。②灰 内 押え目、横撫。一部指頭痕有。

第265図 底ー 白2.5Y7/l

PL― 高一 ③還元焔硬質

ll区FP上 須恵甕 残存体部破片 カマド埋没土 ①粗砂。</>1 cm石英礫、石英 ・ 薄手。

1住ー 8 ロー 赤褐色粒多械。 外叩き目。

第265図 底ー ②灰75Y5/l 内押え後撫。

PL― 高一 ③還元焔やや軟質

II区FP上 須恵甕 残存体部破片 カマド ①中砂。¢1 cm石英礫、石英多 薄手。

1住ー 9 ロー 益。 外叩き後撫。

第265図 底一 ②灰N5/ 内押え目。

PL― 高一 ③還元焔硬質

11区FP上 須恵甕 残存体部破片 カマド埋没土 ①中砂。¢3mm石英、赤褐色粒・ 外叩き後撫。 内 1/3風化剥

l住ー 10 ロー 石英多最。黒褐色粒少罷。②灰 内押え後横撫。 離

第265図 底ー 5Y5/1 

PL― 高一 ③遠元焔軟質

11区FP上 須恵羽 残存体部破片 埋没土 ①中砂。<I>l cm礫、赤褐 右回転ロクロ。 外一部赤斑

1住ー 11 釜 ロー カマド埋没土 色粒・白色粒•石英・ 外 ロクロ痕極明瞭、下q,8mm孔 内 一部黒変

第265図 底ー 輝石少最。 有。

PL― 高(142) ②にぶい黄橙10YR6/4 内 下部左→右箆削後ロクロ。

JI区FP上 須恵羽 残存口縁～体部 1/2 埋没土 ①細砂。輝石・石英・白色粒少 薄手。歪み有。

1住ー 12 釜 口(176) 最。 外 口唇部平坦。口縁部横撫。鍔

第265図 底ー ②灰黄25Y6/2 貼付、接合痕明瞭。指頭圧痕多数。

PL― 高(105) ③酸化焔 体部下→上箆削。内 口縁部横撫、

指頭圧痕多数。体部横撫後縦指撫。

1]区FP上 須恵羽 残存 口縁部破片 床直上 ①細砂。師石・石英・白色粒子 口唇部平坦。

2住ー 1 釜？ ロー 少屈。 ロクロ。内外とも接合痕有。

第266図 底ー ②灰10Y4/l

PL― 高一 ③酸化焔

11区FP上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①細砂。石英多址。頼石・白色 右回転ロクロ。

2住ー 2 ロー 粒子少址。 外幅0.9cm、4本工具波状文施文。

第266図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/4 内指頭痕有。

PL -- 高一 ③酸化焔硬質

11区FP上 須恵杯 残存体下～底部破片 掘り方 ①中砂。石英・輝石・微細雲母・ 右回転ロクロ。 内黒斑

3住一 l 口一 赤褐色粒子・白色粒子少最。 外体部指頭圧痕多数。

第266図 底 5.0 ②明黄褐 10YR6/4 底部糸切り後箆調整。

PL― 高一 ③酸化焔 内 底部指頭圧痕多数。

ll区FP上 土師甕 残存底部破片 掘り方 ①細砂。輝石・石英・白色粒子・ 薄手。

3住ー 2 ロー 赤褐色粒子少益。 外体部斜縦箆削。

第266図 底 4.0 ②明赤褐 5YR5/6 底部一方向箆削。

PL― 高 27 ③酸化焔 内指撫。

ll区FP上 灰釉 ？ 残存底部破片 埋没土 ①細砂。q,5mm礫、石英 ・白色 右回転ロクロ。高台貼付、三日月 釉調はやや白濁

3土ー 1 口ー 粒子少最。 高台。底部切離技法不明。 する灰色。

第266図 底（72) ②にぶい黄 2.5Y6/3 内 重ね焼きの痕跡有。

PL― 高一 ③還元焔

11区FP上 須恵 残存体部破片 埋没土 ①細砂。石英・白色粒子・黒褐 右回転ロクロ。

15土ー 1 斐？ 口ー 色粒子少最。 外横箆削調整。

第266図 底ー ②褐灰 10YR6/l 内 ロクロ痕明瞭。

PL― 高一 ③還元焔硬質

II区FP上 須恵蓋 残存体部破片 2溝 B埋没土 ①細砂。石英・白色粒子・微細 右回転ロクロ。体部ロクロ整形後

2溝一 l 口一 雲母・赤褐色粒子少鉱。 箆削調整。

第266図 底ー 麟灰 10YR6/l 内接合痕有。

PL― 低（27) ③還元焔

ll区FP上 土師杯 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。 輝石•石英・赤褐色粒 比較的薄手。

3溝ー 1 口(127) 子・白色粒子少磁。 口唇部外反。

第266図 底一 ②明褐 体部彎曲して立上がる。

PL― 高（33) ③酸化焔 外・内横撫。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 益 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

II区FP上 須恵甕 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。石英多量、輝石・赤褐 右回転ロクロ。

3溝ー 2 ロー 色粒子少証。 外幅3mm工具横沈線 2条上下に

第266図 底一 ②オリープ黒 75Y3/2 幅8mm、6本工具波状文 2段ずつ

PL- 高一 ③還元焔硬質 施文。

内 ロクロ痕明瞭。

ll区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 ①中砂。白色粒子・輝石 ・石英 外 口縁部横撫。体部下→上箆削 被熱器面風化。

1集ー 1 口 (22.4) 多量、赤褐色粒子少量。 後一部箆撫。 外煤付着、黒

第266図 底ー ②灰黄褐 10YR6/2 内 口縁部横撫。体部横箆撫後横 変

PL- 高(151) ③酸化焔 撫。 内 口縁部黒変

II区FA下黒 士師甕 残存口縁～体部1/2 LX -21 ①中砂。石英 ・白色粒多蓋、輝 外 口縁部横撫。肩部縦刷毛目状 外内 ほぼ全面

1集ー 2 口 (23.0) 石少蓋、赤褐色粒微最。 調整後縦箆撫。体部中央縦箆撫後 黒変

第266図 底ー ②にぶい橙 75YR7/3 横箆磨。中央下半横箆磨。下半下

PL- 高 (284) ③酸化焔 →上箆削。

内 口縁部横撫。肩部横箆撫。体

部風化顕著不明。

II区FA下黒 土師甕 残存底部破片1/2 ①中砂。白色粒多最、石英輝 風化顕著。 内煤付着黒変

1遺梨ー 3 ロー 石少最。 外体部縦箆削？底部撫？

第266図 底 (7.0) ②にぶい橙 75YR6/4 内指撫。

PL- 高 (2.4) ③酸化焔

JI区FA下黒 土師甕 残存体部～底部 サプトレ ①中砂。輝石 ・石英・赤褐色粒・ 外体部箆削後箆撫。底部上底。 外黒斑

1遺染ー 4 口一 白色粒少菰。 撫。

第267図 底 7.9 ②にぶい橙 7.5YR6/4 内箆削後箆撫。

PL- 高 (61) ③酸化焔

11区FA下黒 士師甕 残存底部1/2 サプトレ ①中砂。白色粒・輝石・石英 外体部接合部右→左箆削後縦箆 外黒変

1遺梨ー 5 ロー 赤褐色粒少量。 撫、後縦箆磨。底部やや上底。箆

第267図 底 4.9 ②にぶい黄橙 10YR6/4 削後箆撫。 内体部接合部

PL- 商(135) ③酸化焔 右→左箆削後箆撫。底部箆撫。

11区FA下黒 土師高 残存坪部1/4 床直 ①細砂。輝石 ・石英白色粒子・ 外 口縁部横撫。体部横撫後下→ 外・内黒斑 ．

5住ー 1 坪 口(18.0) 雲母・赤褐色粒子少量。 上縦箆磨。底部横箆削後箆磨。 赤斑有。

第267図 底一 ②明赤褐 25YR5/6 内 口縁部横撫。体～底部横箆撫

PL - 高 (60) ③酸化焔 後横撫。

II区FA下黒 土師高 残存坪部 床直 ①中砂。rt,5mm礫、白色粒子 外 杯部口縁部横撫。 1本部横撫後 外・内黒斑

5住ー 2 均： 口 17.8 輝石・石英・赤褐色粒少量。 箆磨。底部縦箆撫。 内風化剥落

第267図 底ー ②明赤褐 5YR5/6 内拓部口縁部横撫。体～底部風

PL- 高 (6.2) ③酸化焔 化剥落。

II区FA下黒 土師高 残存坪部1/3 床直上 ①細砂。赤褐色粒 ・白色粒•石 薄手。口縁部内傾。 外口縁一部黒

5住ー 3 杯 口(188) 英 ・輝石・雲母少益。 外 口縁部横撫。体～底部箆撫。 斑

第267図 底一 ②橙5YR6/6 内 口縁～体部横撫。底部横箆撫、

PL- 高 (70) ③酸化焔 箆当て痕残。

II区FA下黒 土師高 残存脚部1/2強 床直上 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子・ 外上部縦箆磨。裾部横撫。 外黒斑・赤斑

5住ー 4 坪 ロー 赤褐色粒子少星。 内 上部縦指撫。裾部横撫。

第267図 底 145 ②にぶい橙75YR6/4

PL- 尚 (89) ③酸化焔

II区FA下黒 土師高 残存完形 埋没土 ①細砂。輝石・白色粒子赤褐 比較的薄手。 外一部黒斑

5住-5 坪 口 182 床直 色粒・石英少最。 外坪部横撫後斜縦箆撫。脚部横 有。

第267図 底 150 ②明赤褐5YR5/8 撫後縦箆磨。裾部横撫。内 杯部

PL72 高 15.2 ③酸化焔 箆横撫後横撫。脚部上半縦指撫。

接合痕有。裾部横撫。

11区FA下黒 土師高 残存ほぽ完形 床直 ①中砂。赤褐色粒多量、輝石 外坪部横撫。脚との接合部指撫。

5住ー 6 坪 口 15.4 白色粒子 ・石英少星。 脚部上半縦箆撫。裾部横撫。

第267図 底 18.2 ②橙75YR6/6 内坪部横箆撫後横撫。

PL72 高 14.2 ③酸化焔

II区FA下黒 土師尚 残存ほぽ完形 埋没土 ①中砂。 </,3mm礫、赤褐色粒子 薄手。 外内黒斑

5住ー 7 均 口 217 床直 多蘊、輝石•石英白色粒子少量。 外杯口縁～体部横撫。底部指撫

第268図 底一 ②赤褐5YR4/6 後横箆撫。脚部指撫後縦箆磨。

PL72 裔 165 ③酸化焔 内 坪部横撫後箆磨。脚部指撫。

裾部箆撫後横撫。

JI区FA下黒 士師尚 残存杯部 床直 ①中砂。赤褐色粒多益、白色粒・ 脚との接合部に突出部有。 外内黒斑有。

5住ー 8 坪 口 20.7 輝石石英少溢。 外杯口縁～体部右→左横撫。底

第268図 底ー ②橙5YR6/6 部指撫後左→右箆撫。

PL - 高 (72) ③酸化焔 内 杯部横撫後暗文箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

n区FA下黒 土師尚 残存脚部 床直 ①中砂。白色粒・輝石多量、石 外刷毛目状調整後箆磨。 外赤斑

5住ー 9 坪 口一 英・赤褐色粒少益。 内 上部指撫、接合痕明瞭。裾部

第268図 底ー ②にぶい褐75YR6/3 横撫。

PL― 高 (63) ③酸化焔

]1区FA下黒 土師裔 残存脚部 埋没士 ①中砂。白色粒子・樺石・石英・ 上半厚手。 外炭化物付着

5住ー 10 坪 ロー 赤褐色粒少最。 外指撫後箆撫、一部箆磨。内 黒変

第268図 底ー ②明赤褐5YR5/6 縦指撫。指頭痕有。

PL- 高 (97) ③酸化焔

II区FA下黒 土師高 残存脚部 床直上 ①細砂。輝石 ・石英 白色粒子 薄手。

5住ー 11 杯 ロ― 雲母少最。 外杯接合部箆憮。下端裾部箆撫。

第268図 底一 ②にぶい橙75YR6/4 他撫。

PL― 高 (101) ③酸化焔 内 上半部縦指撫。裾部横撫。

ll区FA下黒 土師高 残存脚上半 床直 ①中砂。白色粒・輝石石英 分厚く重いつくり 。 外黒斑

5住ー 12 坪 ロー 赤褐色粒少益。 外刷毛目状調整後上半撫。内

第268図 底ー ②橙25YR6/6 縦指撫。指頭痕残。接合痕有。

PL- 高 (8.4) ③酸化焔

11区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 床直 ①細砂。赤褐色粒子・白色粒子・ 外口縁～肩部左→右横撫。体 外内 一部黒変

5住ー 13 口(103) 石英・輝石少最。 部右下→左上箆削後一部箆撫。

第268図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/3 内 口縁部箆横撫後横撫。眉～体

PL― 高 (53) ③酸化焔 部指横撫、指頭圧痕残。

ll区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 床直 ①細砂。白色粒子多量、赤褐色 外 口縁部横撫。体部下→上箆削 外油脂光沢付

5住ー 14 口(12.0) 粒子・石英・頼石少最。 後一部箆撫。下端左→右箆削。 着物、黒変

第268図 底ー 麟灰75YR5/l 内 口縁部横箆撫後横撫。体部横 内黒変

PL― 高 (89) ③酸化焔 箆撫後横撫。肩部指頭圧痕残。

11区FA下黒 土師柑 残存口縁一部欠 貯蔵穴 l ①中砂。白色粒 ・輝石・石英・ 外 口縁部横撫。頸部縦指撫。肩 外体～底部黒

5住ー 15 □9.0 赤褐色粒少品。 部箆撫。体部箆削後箆撫。 斑

第269図 底 8.4 ②にぶい赤褐 5YR5/4 内 口縁部横撫。頸部斜縦箆撫。

PL72 高 3.3 ③酸化焔 体部横指撫、指頭圧痕残。底部箆

撫、箆当たり残。

JI区FA下黒 土師甕 残存 ほぼ完形 床直 ①中砂。白色粒 ・輝石・石英・ 外 口縁部横撫。刷毛目状線状痕 外口縁～体部

5住ー 16 口 156 赤褐色粒少最。 有。体部上半箆撫。下半箆削後一部 煤付着黒変

第269図 底 6.2 ②にぶい橙 75YR5/4 箆撫。底部中心上底。一方向箆削。 内口縁～体部

PL72 高 210 ③酸化焔 内 口縁部横撫。肩～体部上半 黒変

横箆撫、一部指撫。体部下半～底

部縦箆撫。

11区FA下黒 土師均 残存 ほぼ完形。口唇 床直 ①細砂。輝石・石英・白色粒子~ 外 口縁部横撫。頸～肩部縦刷毛 外黒斑、赤斑

5住ー 17 部一部欠損。 少凪。 目状調整。体部下半箆削後箆撫。 有

第269図 口 115 ②明赤褐5YR5/6 底部箆削。

PL72 底ー ③酸化焔 内 口縁部横箆撫後横撫。肩部指

高 13.4 撫、指頭圧痕多。体～底部箆撫後

横撫、箆当たり多。

II区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 2/3 床直 ①中砂。</,5mm礫、白色粒•石 外 口縁部縦刷毛目状調整後横撫。 外黒斑・黒変

5住ー 18 口 177 英 ・輝石・赤褐色粒少量。 屑部縦刷毛目状調整後横撫。体部 有

第269図 底一 ②明褐7.5YR5/6 縦刷毛目状調整、指頭圧痕残。

PL72 高 27.0 ③酸化焔 内口縁部横撫。頸～体部横縦

刷毛目状調整、接合痕・指頭圧痕

有。

ll区FA下黒 土師甕 残存体部破片 埋没土 ①中砂。長さ 1cmの木葉痕、石 外体部左上→右下箆削。下端右 外被熱赤変部

12住ー 1 ロ ー 英・チャート・白色粒・赤褐色 →左箆削。 分有。

第269図 底ー 粒子少最。 内横箆磨。

PL― 高一 ②にぶい黄橙10YR6/4

③酸化焔

JI区FA下黒 弥生壺 残存頸部～体部 ①細砂。 輝石•石英 ・ 白色粒 ． やや薄手。

3梨ー 1 ロ― 赤褐色粒少渥。 外 口縁部指撫後縦箆磨き。頸部

第269図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/3 幅16cm、16本刷毛目状工具一連止

PL72 高(153) ③酸化焔硬質 簾状文。肩部同工具波状文 2段施

文。下に波状文鋸歯状文。後一部

縦箆磨。

内 横箆撫。口縁部一部斜縦箆磨。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 址 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

II区FA下黒 弥生壺 残存体部～底部1/2 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 外 体部縦刷毛目状調整後縦箆磨。 外底部黒斑

3集ー 2 ロ― 少益。 底部撫。1/2剥離。

第270図 底 10.3 ②にぶい黄橙10YR7/4 内 体部横又は斜横箆撫。底部指

PL72 高 (101) ③酸化焔やや硬質 撫、指頭圧痕多数。

11区FA下黒 弥生壺 残存 1/2口縁欠損 ①中砂。1>5mm礫、輝石 ・白色 外屑部幅8mm、6本以上波状 外赤色塗彩痕

3巣ー 3 ロ― 粒•石英 ・赤褐色粒少量。 文。体部縦箆磨。下端箆撫。底部 跡有。黒斑有。

第270図 底 (8.8) ②にぶい橙5YR6/4 撫。

PL72 高 （355) ③酸化焔 内 肩部指撫。体部刷毛目状調整

後箆撫、後箆磨。底部周辺指撫。

他箆撫。

II区FA下黒 士師均 残存口縁～底部1/3 LR-18 FA下黒 ①中砂。赤褐色粒多品、石英 ・ 外 口縁部横撫。体部横指撫、指

LR-18-1 口 (128) 輝石 ・白色粒少品。 頭圧痕残。底部左→右箆削。中心

第271図 底ー ②橙7.5YR6/6 は上底。

PL― 高 55 ③酸化焔 内 口縁部横撫。

体～底部横箆撫後箆磨き 。

11区FA下黒 土師高 残存脚部裾部欠 ①中砂。白色粒子・石英・輝石・ 原手。重い。

LR-18-2 杯 口ー 赤褐色粒少最。 外縦箆磨。

第271図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/3 内 上部横箆撫、接合痕有。裾部

PL― 商 (8.4) ③酸化焔 横撫。

JI区FA下黒 弥生壺 残存体部破片 ①中砂。石英 ・蝉石赤褐色粒 外縦位箆磨。 外 一部黒斑

LR-19-1 ロ ー 白色粒子少試。 内 横位刷毛目状箆撫。

第271図 底ー ②橙5YR6/6

PL― 高 （10.4) ③酸化焔

rr区FA下黒 弥生壺 残存口縁部 3/4 LS-18 ①細砂。輝石 ・石英 ・白色粒子・ 外 口縁部横撫後縦箆撫で。頸部 内黒斑

LS-18-1 口(198) LS-19 赤褐色粒子少最。 幅1.4cm、12本以上工具一連止簾状

第271図 底 ー ②橙75YR6/6 文。

PL- 高 (85) ③酸化焔 内 口縁部横箆磨、下部に刷毛目

状調整残。頸部横箆削。

11区FA下黒 弥生壺 残存口縁～体部1/2 ①細砂。白色粒子・石英・輝石・ 外 口縁部縦位刷毛目状調整後横 外内赤色塗彩

LS-18-2 口 (208) 赤褐色粒少益。 撫。頸部幅1.4cm、10本一連止簾状

第271図 底ー ②橙75YR6/6 文。波状文 2段施文。下に三角区

PL72 高 (260) ③酸化焔 画文各角に</>7mmボタン状貼付文、

区画内沈線充填。体部箆磨。最大

幅部分横、上下縦方向。

内 口縁部横箆磨。体部横刷毛目

状調整、 一部縦。後一部箆撫。

II区FA下黒 弥生壺 残存口縁部破片 LS-18 FA下黒 ①細砂。</,5mm礫、白色粒子 口縁部内傾。 内黒斑

LS-18-3 口(198) LT-19 石英・維石少最。 外 口縁部横撫後幅15cm、12本波

第271図 底ー ②にぶい橙5YR6/3 状文2段施文。下に指頭圧痕多数。

PL― 高(104) ③酸化焔 頸部波状文 1段、下に二連止簾状

文施文。

内横撫後横箆磨。

II区FA下黒 弥生甕 残存口縁部 LS-18 FA下黒 ①細砂。</,5mm石英、白色粒 外 口縁部横撫後幅14cm、10本波 内黒斑

LS-18-4 口 245 LS-17 FA下黒 輝石・石英 ・赤褐色粒少最。 状文 2段施文。下横撫後縦箆磨。

第271図 底ー LT-19 FA下黒 ②にぶい橙7.5YR6/4 頸部波状文2段、二連止簾状文施

PL― 高（130) LW-21 FA下黒 ③酸化焔 文。

内 口縁部横刷毛目状調整後横箆

磨。頸部横撫。

11区FA下黒 弥生壺 残存体～底部1/2 LR-18 ①中砂。石英白色粒子輝石 ・ 外体部縦刷毛目状調整後縦位磨。 内黒斑

LS-18-5 口一 LS-19 赤褐色粒少品。 下端一部刷毛目残。底部箆削。分

第271図 底 92 ②にぶい橙75YR6/6 厚いつくり 。

PL― 高(196) ③酸化焔 内 体部横位箆撫。底部指撫、指

頭圧痕多数。

II区FA下黒 弥生壺 残存体部1/2 LS-18 FA下黒 ①中砂。白色粒・輝石・石英 ・ 外幅1.4cm、10本工具波状文、 2 内黒斑

LS-18-6 口ー LR-18 赤褐色粒少益。 段施文。体部縦箆磨、光沢無。

第271図 底一 LS-19 ②にぶい橙5YR7/4 内 横刷毛目状調整。体部横箆撫、

PL― 裔（232) ③酸化焔 接合痕残。

II区FA下黒 弥生甕 残存体～底部 LS-18 FA下黒 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 ・ 外体部刷毛目状調整後縦箆磨。 外黒変

LS-18-7 口一 赤褐色粒少益。 底部やや上底ぎみ。細砂付着。

第272図 底 11.0 ②橙5YR6/6 内 体部刷毛目状調整後斜縦箆磨。

PL- 扁(138) ③酸化焔 底部体部境箆撫当たり有。指撫。
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出土土器観察表

番号 器種 品 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

rr区FA下黒 弥生壺 残存体部下半 LS-18 FA下黒 ①中砂。輝石石英白色粒子 外体部縦箆磨、一部横箆磨、下

LS-18-8 ロー LR-18 赤褐色粒子少屈。 端刷毛目状調整残。底部箆撫。

第272図 底 (9.4) LS-19 ②にぶい褐7.5YR5/4 内 体部刷毛目状調整。底部箆撫。

PL72 高(143) ③酸化焔

JI区FA下黒 土師甕 残存体部～底部1/2 LS-20 FA下黒 ①中砂。¢5mm礫、石英・輝石・ 外体部箆削後箆撫及び箆磨。底 外黒斑

LS-20-1 ロー 白色粒 ・赤褐色粒少祉。 部中心やや上底ぎみ。撫。

第272図 底 93 ②橙75YR6/6 内横撫後縦箆撫、 一部指撫。

PL― 高 (8.9) ③酸化焔

JI区FA下黒 弥生壺 残存体部破片 LT-19 FA下黒 ①中砂。1>5mm礫、石英・雄石・ 外 4本以上波状文施文。 外一部黒斑

LT-19-1 ロー LR-19 白色粒子 赤褐色粒子少抵。 体部縦位箆磨。

第272図 底ー LS-19 FA下黒 ②橙75YR6/6 内横撫後刷毛目状調整。

PL― 高一 LT-20 FA下黒 ③酸化焔

11区FA下黒 土師壺 残存口縁部欠損 LT-19 FA下黒 ①中砂。輝石石英白色粒子 外 口縁部刷毛目状調整後横撫。 外体部黒斑

LT-19-2 ロー 少最。 体部刷毛目状調整後箆磨、下端撫。

第273図 底 9.0 ②明褐灰75YR7/2 底部箆削。

PL72 高 (390) ③酸化焔 内 口縁部横刷毛目状調整後横撫。

肩部横指撫。体部～底部箆撫後一

部箆磨。

II区FA下黒 土師高 残存脚部 LT-20 FA下黒 ①細砂。白色粒子 ・輝石 ・石英 中心部は深く凹む。

LT-20← l 坪 ロー LS-19 FA上 赤褐色粒少屎。 外撫後縦箆磨。下半箆撫後一部

第273図 底ー ②にぶい橙7.5YR6/4 箆磨。

PL― 高 (97) ③酸化焔 内縦指撫、接合痕明瞭。

II区FA下黒 土師高 残存脚部 ①細砂。<I>5mm礫、白色粒子・ 外上部縦箆撫。 外 一部黒斑

LT-20-2 均 口ー 輝石・石英少最。 裾部横撫後箆磨。

第273図 底一 ②にぶい橙75YR6/4 内 縦指撫。接合痕明瞭。指頭圧

PL- 高 (93) ③酸化焔 痕多数。

II区FA下黒 土師柑 残存口縁～底部1/2 ①細砂。白色粒 ・輝石 石英 ・ 外 口唇部横撫。頸部斜縦指撫。 外体部一部黒

LU-20-1 □8.7 赤褐色粒少温。 箆撫。体部横指撫、指頭圧痕残。 斑

第273図 底 40 ②明赤褐SYRS/6 底部撫、中心上底。

PL72 高 83 ③酸化焔 内 口唇部横撫。口縁部斜横箆撫。

体部指撫、指頭圧痕残。底部横箆

撫後指撫。

JI区FA下黒 土師均 残存 ほぽ完形。口縁 ①中砂。</>5mm角礫、白色粒． 輪積痕明瞭。 外一部黒斑

LU-20-2 部一部欠損。 輝石石英少最。 外 口唇部横撫。口縁部斜縦指撫。

第273図 口 102 ②赤褐5YR4/6 頸～縦箆撫。体部指撫。底部右→

PL72 底 33 ③酸化焔 左箆削。中心上底。内 口唇部横

高 95 撫。口縁部斜縦箆撫。体部指撫、

指頭圧痕明瞭。底部箆撫。

lI区FA下黒 土師壺 残存口縁～頸部 ①中砂。rt,5mm角礫 ・チャート、 外 口縁部横撫。頸部縦箆磨。 内一部黒斑

LU-20-3 口 (228) 赤褐色粒多最、石英・白色粒 内横撫。風化顕著、器面剥落。

第273図 底一 雄石少最。

PL- 高 (71) ②橙5YR7/6

③酸化焔

11区FA下黒 土師高 残存脚部 ①細砂。白色粒子多羞、雄石・ 外 上部撫後光沢のない縦箆磨。 外裾部一部黒

LV-20-1 坪 ロー 石英赤褐色粒少最。 裾部右→左横撫。 斑

第274図 底 128 ②にぶい褐7.5YR5/4 内 上部縦指撫、一部箆当たり痕

PL― 高 9.2 ③酸化焔硬質 有。指頭圧痕、接合痕明瞭。裾部

左→右横撫。

II区FA下黒 土師小 残存口縁～底部1/3 ①中砂。白色粒・輝石・石英・ 外 口縁部横撫。頸部指撫、指頭 外口縁及び体

LV-20-2 形甕 口 118 赤褐色粒少最。 圧痕残。細刷毛目状調整残。体部 ～底部対峙位置

第274図 底 3.9 ②赤褐5YR4/6 指撫、指頭圧痕残。下部上→下箆 に黒斑

PL72 高 83 ③酸化焔 削。底部撫、中心上底。

内 口縁部横撫。体～底部指撫、

指頭圧痕残。

JI区FA下黒 土師坪 残存口～体部1/4 ①細砂。微細雲母多量、石英 薄手。

LV-21-1 口 11.6 白色粒子・赤褐色粒子少旦。 外 口縁部横撫。体～底部指撫後

第274図 底一 ②橙5YR6/6 箆削、 一部後箆磨。

PL- 高 (3.4) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部指撫、

弱指頭痕残。
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 益 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

II区FA下黒 土師高 残存杯部下～脚部 ①中砂。白色粒・輝石 ・石英少 外縦位箆磨。

LV-21-2 坪 ロ― 磁。 内 杯部箆磨。脚上部指撫。裾部

第274図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 箆撫。

PL- 高（53) ③酸化焔

II区FA下黒 土師高 残存脚部 ①中砂。rt,5mm礫、白色粒雄 外坪との接合部箆撫。 外・内極一部

LV-21-3 坪 口一 石 ・石英・赤褐色粒少凪。 指撫。指頭圧痕多数。 黒斑

第274図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/4 内 縦指撫、輪積痕明瞭。指頭圧

PL- 喬（93) ③酸化焔 痕多数。

JI区FA下黒 土師甕 残存体部～底部片 ①中砂。白色粒・石英 ・輝石 ・ 外体部指撫後箆撫。下端右→左 体部一部黒変

LV-21-4 ロー 赤褐色粒少渥。 箆削。底部1/2箆削。1/2撫。

第274図 底 36 ②にぶい橙7.5YR7/4 内 縦刷毛目状調整後箆撫。箆当

PL- 高 (46) ③酸化焔 たり痕有。

II区FA下黒 土師甕 残存頸部～底部 ①中砂。q,5mm礫、白色粒多益、 外 一部刷毛目状調整。体部指撫、 内 ・外淡く黒

LV-22-1 口一 輝石 ・石英少旦。 指頭圧痕多数。下端右→左箆削。 変

第274図 底 31 ②にぶい褐7.5YR6/3 底部上底

PL- 高 (78) ③酸化焔 内 体部指撫、指頭圧痕多数。底

部箆撫。

11区FA下黒 土師ミ 残存 口縁部欠損 ①中砂。</,3mm角礫、輝石 • 石 外体部指撫。指頭圧痕多数。底 外内黒斑

LW-21-1 ニチュア 口一 英・白色粒子少呈。 部中心僅か上底。無調整。 黒変

第274図 甕 底 29 ②にぶい黄褐10YR5/3 内指撫。

PL― 高 (34) ③酸化焔

11区FA下黒 士師高 残存杯部1/2 ①中砂。</>5mm礫、白色粒多益、 口縁部直線的に開く 。 外・内黒斑

LW-21-2 坪 口(175) 石英 ・輝石・赤褐色粒少量。 外 口縁～体部左→右横撫。 黒変有

第274図 底ー ②灰褐75YR4/2 底部上→下指撫。

PL― 高 (55) ③酸化焔 内 口縁～体部横撫。磨痕無。

Il区FA下黒 土師高 残存坪部 2/3 ①中砂。<I>5mm礫、白色粒多最、 口縁部やや外反。脚との接合部突 外黒斑

LW-21-3 杯 口(18.6) 耀石 ・石英・赤褐色粒少蓋。 出。

第274図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/4 外 口縁～体部横撫後箆磨。底部

PL- 裔 (69) ③酸化焔 指撫後一部箆撫。

内 口縁～体部横撫後箆磨。底部

箆撫。

11区FA下黒 士師高 残存 1/2 LW-21 FA下 ①中砂。</>5mm礫、白色粒 ・輝 外杯口縁部横撫。体部縦箆撫後 外・内黒斑

LW-21-4 坪 口 (18.0) 石・石英 ・赤褐色粒少最。 縦箆磨。底部指撫後箆撫。脚部上

第274図 底 134 ②にぷい褐75YR5/4 半縦箆磨。裾部横撫。

PL72 高(162) ③酸化焔 内 杯部口縁～体部横撫後箆磨。

底部箆撫。風化蹂著。脚部上半指

撫。接合痕明瞭。裾部横撫。

11区FA下黒 士師小 残存体～底部3/4 ①中砂。</>5mm礫、輝石・石英 外 体部指撫後箆撫。指頭圧痕残。 外黒斑

LW-2じ 5 形甕 ロー 白色粒・赤褐色粒少最。 底部上底、周辺部撫。

第275図 底 (58) ②にぶい赤褐5YR5/4 内 体部指撫、指頭圧痕残。底部

PL- 高 6.2 ③酸化焔 指頭圧痕多数。

rr区FA下黒 土師甕 残存 口縁部欠損 LW-21 FA下黒 ①中砂。</>3mm礫、白色粒多量、 外頸部横撫。体部上半指撫、指 外 一部黒斑

LW-21-6 ロー 耀石 ・石英少菰。 頭圧痕有。下半箆撫。底部指撫。

第275図 底 36 ②にぶい褐75YR5/4 内指撫、指頭圧痕有。

PL- 裔 （70) ③酸化焔

11区FA下黒 土師甕 残存 口縁部欠損 LW-21 FA下黒 ①細砂。白色粒 ・石英・輝石 ・ 外 口縁部横撫。体部箆削後箆撫。 外黒斑・黒変

LW-21-7 口ー 赤褐色粒少量。 下部箆削残。底部箆削。

第275図 底 47 謬 75YR4/4 内 口縁部横撫。体～底部箆撫。

PL72 高 （10.8) ③酸化焔

II区FA下黒 土師甕 残存体部破片 ①中砂。<I>5mm礫、白色粒子多 外 口縁部横撫。横刷毛目状調整 外・内黒斑．

LW-21-8 口 07.4) 量、石英 ・輝石・赤褐色粒少董。 後箆撫。体部縦位箆撫指頭圧痕多 黒変

第275図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 数。下部一部横位撫。縦位箆削後

PL72 高 (238) ③酸化焔 箆撫。

内 口縁部横撫。横撫後箆磨。体

部風化顕著調整不明。

11区FA下黒 土師高 残存杯部 LW-22 FA下 ①中砂。輝石・石英・赤褐色粒・ 外 口縁部横撫後箆磨。底部指撫 外 一部黒斑

LW-22-1 杯 口 (170) 白色粒少量。 後一部箆撫。

第275図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内横撫後箆磨。

PL― 高 (50) ③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 盪 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

JI区FA下黒 土師高 残存脚部裾欠損 LW-22 FA下黒 ①中砂。¢3mm礫、白色粒・輝 外杯部口縁～体部横撫で後縦箆 外脚部一部黒

LW-22-2 均 口 16.2 LW-21 石多益、石英・赤褐色粒少量。 磨。底部縦指撫後横指撫。脚部縦 斑

第275図 底一 ②橙5YR6/6 箆磨。

PL- 高 125 ③酸化焔 内 坪口縁部横撫。体～底部横撫

後縦箆磨。脚部縦指憮、接合痕明

瞭。

II区FA下黒 土師高 残存坪～脚上部 1/3 ①中砂。1>3mm礫、輝石石英・ 外 坪部口縁部横撫後縦位箆磨。 口縁部一部黒斑

LW-22-3 坪 口 (202) 白色粒子少最。 底部箆撫。脚部縦箆撫。

第275図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 内 坪部横撫後箆磨。脚部指撫。

PL― 高 (10.8) ③酸化焔

11区FA下黒 土師高 残存底部1/2 LV-22 ①中砂。赤褐色粒、石英・白色 外上部指撫後縦箆磨。裾部横

LW-22-4 坪 ロー 粒・輝石少最。 撫後箆磨。

第275図 底 13.2 ②明赤褐5YR5/6 内 上部縦指撫後箆撫。裾部横撫。

PL― 高 (8.6) ③酸化焔

II区FA下黒 土師小 残存体～底部1/3強 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 外体部上半縦位箆撫。下半指撫 外煤付着、黒

LW-22-5 形甕 口ー 少益。 後右→左箆削。上底。 変

第275図 底 32 ②にぶい赤褐5YR4/4 内 体部指撫、指頭痕多数。接合

PL -- 商 (62) ③酸化焔 痕残。底部指撫後一部箆撫。

ll区FA下黒 土師杯 残存 2/3 LW-22 FA下 ①細砂。赤褐色粒多量。 白色粒・ 外 口縁部横撫。体部指撫後箆撫。 外煤付着黒変。

LW-22-6 口(129) 輝石•石英少最。 底部箆撫。

第276図 底 26 認 75YR4/4 内 口縁部横撫。体～底部斜縦位

PL72 高 8.8 ③酸化焔 箆撫で。

II区FA下黒 士師甕 残存 口縁部欠損 LW-22 FA下 ①中砂。白色粒子・輝石・石英 比較的薄手。 外被熟赤変・

LW-22-7 ロー 少最。 外体部横刷毛目状調整。底部左 黒変有り

第276図 底 80 ②にぶい褐75YR5/3 →右横箆削。 内体部淡く黒

PL- 高 (101) ③酸化焔 内 体部横箆削後横撫。接合痕有。 変

底部横箆削。

11区FA下黒 士師甕 残存体部～底部1/2 ①中砂。白色粒子 ・輝石多最、 外体部指撫後箆削、後箆撫。指 外体部煤付着

LW-22-8 ロー 石英 ・赤褐色粒少最。 頭圧痕多数残。底部箆削。やや丸 黒変

第276図 底 7.4 ②にぶい黄褐10YR5/4 底ぎみ。

PL― 高 (7.8) ③酸化焔 内横撫後横箆撫、後光沢無縦箆

磨。

11区FA下黒 土師甕 残存 口縁部 LW-22 FA下 ①中砂。q,5mm礫、白色粒子・ 外 口縁部粗い縦刷毛目状調整後 外一部黒斑 ・

LW-22-9 口 (165) LV-21 FA下 石英 ・輝石 ・赤褐色粒少量。 横撫。横刷毛目状調整後横撫。 赤斑

第276図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 内 口縁部横刷毛目状調整後横

PL― 高 (62) ③酸化焔 撫。横箆削後横箆撫。

11区FA下黒 土師甕 残存体部一部欠損 ①粗砂。¢5mm礫多量、赤褐色 外 口縁部刷毛目状工具横撫。指 外口縁～体部

LW-22-10 口(168) 粒 ・白色粒 ・石英 ・輝石少量。 頭圧痕多数。体部箆削後箆撫、後 黒変、黒斑

第276図 底 6.7 ②暗赤褐5YR3/6 縦箆磨。底部中心僅か上底。撫。 内頸～肩部風

PL72 高 268 ③酸化焔 内 口縁部刷毛目状工具横撫。体 化剥落

～底部横箆削後箆撫、後縦箆磨。

rr区FA下黒 弥生甕 残存頚部破片 1遺集 FA下黒 ①細砂。耀石 ・白色粒 ・石英 ・ 外頸部幅l0cm、10本工具2連止 外黒斑

弥生ー 1 ロー 赤褐色粒少盪。 簾状文。屑部下同工具波状文2段

第277図 底一 ②浅黄橙lOYRS/3 施文。

PL- 商 （43) ③酸化焔 内横刷毛目状調整。

11区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 LR-17 FA下黒 ①細砂。輝石・白色粒 •石英少最。 外頸部幅15cm、9本工具2連止 外黒斑

弥生ー 2 口一 ②にぶい黄橙10YR6/3 簾状文。肩部同工具波状文3段施

第277図 底ー ③酸化焔 文。

PL- 高一 内横撫後磨。

II区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 LR-18 ①細砂。白色粒子・輝石 ・石英 ・ 外 口緑部横撫。頸部簾状文痕跡 内赤色塗彩

弥生ー 3 口一 赤褐色粒子少最。 有。

第277図 底ー ②にぶい橙7.5YR6/4 内横磨。器面剥落。

PL- 高 （65) ③酸化焔

11区FA下黒 弥生壺 残存肩部破片 LR-18 FA下黒 ①細砂。 輝石 • 石英・白色粒子 ・ 外横磨後三角形文及び4つ刺突 外黒斑

弥生ー 4 口一 赤褐色粒子少温。 付rt,8mmボタン状貼付文。

第277図 底ー ②にぶい黄褐10YR4/3 内横撫。

PL- 高一 ③酸化焔

11区FA下黒 弥生壺 残存頸部～体部破片 LS-17 ①中砂。</>5mm礫、籍石 ・白色 外頸部簾状文。肩部幅11cm、10 外黒斑、煤付

弥生ー 5 ロー LS-18 粒多羹。石英 ・赤褐色粒少輩。 本工具波状文3段施文。体部斜箆 着黒変

第277図 底一 ②灰黄25Y6/2 磨。

PL― 古四 ＿ ③酸化焔 内横箆削。接合痕明瞭。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 羅 目 出土位四 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

11区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 LS-17 FA下黒 ①細砂。白色粒子 輝石・石英 薄手。 外 一部煤付着

弥生ー 6 口ー 少祉。 外 口縁部幅広縦刷毛目状調整。

第277図 底一 ②灰黄褐10YR2/4 頸部幅］0cm、8本以上工具 2連止

PL- 高一 ③酸化焔硬質 簾状文。

内 斜横刷毛目状調整後横磨。

]1区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 LS-18 ①中砂。白色粒輝石石英 ・ 口唇部薄い。 外煤付滸黒変

弥生ー 7 口ー 赤褐色粒少屎。 外 口縁部細刷毛目状調整後横撫。

第277図 底一 ②赤灰25YR4/l 頸部幅10cm、6本2連止簾状文

PL - 高 (38) ③酸化焔 内左→右箆削後横撫。

11区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 LS-18 ①中砂。白色粒 ・輝石石英 ・ 折返口縁。 外煤付着黒変

弥生ー 8 口ー 赤褐色粒少最。 外 口縁部幅10cm、6本波状文施

第277図 底ー ②黒褐10YR3/2 文。頸部粗刷毛目状調整縦位施文

PL- 高一 ③酸化焔 後横撫。

内 口縁部横撫。頚部斜横粗刷毛

目状調整後横箆磨。

11区FA下黒 弥生甕 残存口縁部破片 LS-18 FA下黒 ①細砂。赤褐色粒 ・輝石・石英 ・ 薄手。

弥生ー 9 口ー LS-19 FA下黒 白色粒少益。 外横撫後幅17cm、8本波状文6

第277図 底 ー ②にぶい橙75YR7/4 段施文。

PL- 高 （62) ③酸化焔硬質 内横撫後斜横磨。

II区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 LS-18 FA下 ①中砂。q,5mm礫、輝石 ・白色 薄手。

弥生ー 10 ロー LS-19 FA下 粒子 ・石英 ・赤褐色粒子少最。 外 口縁部縦刷毛目状調整後指撫、

第277図 底ー LT-18 ②にぶい橙75YR7/4 後横撫。頸部幅1.4cm、12本波状文、

PL- 高 (66) ③酸化焔硬質 下2連止簾状文。肩部同波状文施

文。

内横箆磨。

II区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 LS-18 FA下黒 ①細砂。輝石 ・石英 白色粒少 薄手。

弥生一 11 ロ ー 最。 外頸部2連止簾状文。肩部幅1.3

第277図 底一 ②にぶい橙75YR6/4 cm、10本工具波状文2段以上施文。

PL- 商一 ③酸化焔やや硬質 内横撫後縦又は斜磨。

II区FA下黒 弥生壺 残存頸部～体部破片 LS-18 FA下黒 ①細砂。白色粒子・赤褐色粒子 薄手。

弥生 ー12 ロー LS-19 FA下黒 輝石 ・石英少星。 外頸部幅13cm、9本以上工具区

第278図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 切り短い簾状文。肩部幅12cm、6

PL- 粛一 ③酸化焔硬質 本工具波状文。体部斜撫後縦箆磨。

内 頸～肩部縦位 ・横撫。体部横

刷毛目状調整。接合痕明瞭。

II区FA下黒 弥生甕 残存頸下～体部破片 LS-18 FA下黒 ①中砂。白色粒 ・輝石 ・石英・ 外頚部幅14cm、8本工具簾状文。 外黒変

弥生ー 13 ロー LS-19 赤褐色粒少最。 肩部同工具波状文 2段施文。体部

第278図 底ー ②黄灰25Y4/l 細斜刷毛目状調整後縦箆磨。

PL- 裔一 ③酸化焔

II区FA下黒 弥生壺 残存体部破片 LS-18 ①細砂。輝石 ・石英 ・白色粒子 外頸部簾状文。肩部幅14cm、10

弥生ー 14 口一 /ノ)ヽn亘Lo 本工具波状文 3段施文。体部斜刷

第278図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 毛H状調整後縦箆磨。

PL -- 古向 ― ③酸化焔硬質 内 横又は斜横刷毛目状調整後横

箆磨。

II区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 LS-19 FA上 ①細砂。 輝石•石英・白色粒． 薄手。口唇部角張る。

弥生ー15 ロー 赤褐色粒 ・チ ャート少最。 外 口縁部幅1.4cm、10本工具波状

第278図 底ー ②浅黄橙lOYRS/4 文2段施文。縦刷毛目状調整後横

PL― 高一 ③酸化焔やや硬質 撫。

内横撫後横箆磨。

11区FA下黒 弥生高 残存 口縁部破片 LS-19 FA下黒 ①細砂。</J3mm礫、 輝石 • 石英 ・ 口唇部外反。 内赤色塗彩

弥生ー 16 杯 ロー LS-18 FA下黒 白色粒子少最。 外刷毛目状調整後撫。

第278図 底一 LT-20 FA下黒 ②にぶい黄橙10YR6/3 内 左下→右上斜削後横撫。

PL― 古回 ー ③酸化焔

11区FA下黒 弥生壺 残存体部破片 LS-19 FA上 ①細砂。輝石・石英・白色粒子・ 薄手。

弥生ー 17 口一 赤褐色粒子少饉。 外頸部簾状文。肩部最大幅17cm、

第278図 底ー ②橙75YR6/6 12本工具波状文 2段以上施文。

PL- 高 (41) ③酸化焔硬質 内 横刷毛目状調整後横箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

I[区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 LS-19 ①細砂。白色粒輝石・石英少 非常に薄手。

弥生ー 18 口一 最。 外 口縁部幅1.0cm、8本工具波状

第278図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/3 文、間を置き 2段施文。頸部同エ

PL― 古向 一 ③酸化焔硬質 具簾状文。

内 口縁部横箆磨。頸部横刷毛目

状調整後箆磨。

ll区FA下黒 弥生壺 残存体部破片 LS-19 FA下黒 ①細砂。 輝石•石英・白色粒子・ 薄手。

弥生ー19 口一 LS-18 赤褐色粒少最。 外肩部幅1.2cm、10本工具波状文

第278図 底ー ②橙7.5YR6/6 3段施文。体部縦刷毛目状調整後

PL- 高一 ③酸化焔やや硬質 斜縦箆磨。

内斜箆削後横撫。

II区FA下黒 弥生壺 残存体部破片 LS-20 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子・ 外磨？幅13cm、8本工具逆三角 外赤色婆彩

弥生ー20 ロー 赤褐色粒子少涎。 形文頂部に</,12cm刺突8個付ボタ

第278図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 ン状貼付文。

PL- 高一 ③酸化焔硬質 内横撫。下半に横指撫。

11区FA下黒 弥生壺 残存頸部破片 LS-21 FA下黒 ①細砂。 輝石 • 石英・白色粒子 ・ 外頸部幅16cm、16本簾状文2連

弥生ー21 口ー 赤褐色粒子少最。 止。肩部同工具波状文。

第278図 底一 ②灰黄褐10YR6/2 内頸部横撫。

PL- 高 (35) ③酸化焔 肩部斜横刷毛目状調整後撫。

11区FA下黒 弥生壺 残存口縁部破片 LT-18 ①細砂。白色粒子石英 ・輝石 ・ 口唇部薄手。 外煤付着黒変

弥生ー22 口ー 赤褐色粒少最。 外斜横刷毛目状調整後口縁下幅

第278図 底ー ②黒褐10YR3/l 14cm、6本工具波状文施文。

PL- 古向 ― ③酸化焔硬質 内横撫。

11区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 LT-18 FA下黒 ①細砂。白色粒子 ・石英・輝石・ 薄手。口唇部内傾。横撫。

弥生ー23 ロー 赤褐色粒少最。 外 口縁部斜縦刷毛目状調整後横

第278図 底ー ②褐灰10YR4/l 撫。頸部幅1.2cm、8本以上工具2

PL- 高一 ③酸化焔 連止簾状文施文。

内左→右箆削後横撫。

11区FA下黒 弥生高 残存 口縁部破片 LT-19 FA下黒 ①細砂。 白色粒 • 石英多凪、輝 口唇部外反、内側の角は明瞭。磨、 内外赤色塗彩

弥生ー24 杯 口一 石少拭。 光沢有。

第278図 底ー ②赤褐25YR4/6 外 口唇部縦刻み。口縁部横撫後

PL- 高一 ③酸化焔 磨。

内横撫後磨。光沢有。

TI区FA下黒 弥生高 残存 口縁部破片 LT-19FA下黒 ①細砂。白色粒子・輝石・石英 ・ 口縁部内傾。 外内赤色塗彩

弥生ー25 坪 口一 LS-19FA下黒 赤褐色粒少筵。 外口縁部横箆磨。

第278図 底ー ②にぶい橙7.5YR7/3 内 口縁部横又は斜磨。

PL- 高一 ③酸化焔

11区FA下黒 弥生壺 残存頸部破片 LT-19 ①細砂。白色粒子・赤褐色粒子・ やや薄手。

弥生ー26 ロ ー FA下黒 輝石石英少量。 外頸部幅13cm、8本工具2連止

第278図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 簾状文。屑部同工具波状文2段施

PL- 高一 ③酸化焔硬質 文。

内 頸部横撫。肩部横細刷毛目状

調整。

ll区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 LT-20 FA下黒 ①中砂。¢3mm礫、白色粒・赤 薄手。

弥生ー27 ロー 褐色粒輝石•石英少量。 外横撫後幅13cm、6本工具波状

第278図 底ー ②橙5YR6/6 文4段以上施文。乱れ有。

PL- 高 (50) ③酸化焔硬質 内 斜横刷毛目状調整後横撫。ロ

唇部一部横箆磨き。

11区FA下黒 弥生壺 残存頸部破片 LT-20 ①細砂。白色粒子 ・石英 ・師石 ・ 薄手。

弥生ー28 ロー LT-18 FA下黒 赤褐色粒少蓋。 外頸部幅15cm、10本工具簾状文。

第279図 底一 LT-21 FA下黒 ②にぷい橙7.5YR7/4 肩部幅12cm、6本の波の細波状文

PL- 高 (5.3) ③酸化焔硬質 1段施文。体部斜横細刷毛目状調

整。

内横撫。

11区FA下黒 弥生壺 残存頸部破片 LT-20 FA下黒 ①細砂。輝石石英 ・白色粒子 ・ 外頸部幅1.6cm、12本工具簾状文。 内赤色塗彩

弥生ー29 口一 赤褐色粒少最。 肩部同工具波状文2段施文。

第279図 底ー ②明黄褐10YR6/6 内 頸部横撫後磨。肩部斜横刷毛

PL- 古向 ― ③酸化焔 目状調整。
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

II区FA下黒 弥生甕 残存 口縁～頸部破片 LT-21 FA下黒 ①中砂。白色粒輝石石英・ 外幅13cm、8本工具波状文、そ 外炭化物付培

弥生ー30 ロー 赤褐色粒少最。 の下同工具による横簾状文風施文 黒変、一部赤変

第279図 底ー ②黒褐10YR3/2 及び波状文。

PL- 古四 ― ③酸化焔 内 口縁部横箆磨。光沢有。頸部

横刷毛目状調整後横箆磨。光沢有。

11区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 LU-20 ①細砂。輝石・石英・白色粒子・ 口唇部薄手。

弥生ー31 ロ ー 赤褐色粒子少量。 外 口縁部細縦刷毛目状調整後横

第279図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 撫。幅12cm、8本工具波状文3段

PL- 高一 ③酸化焔硬質 施文。3X35cm長方形に無文部有。

頸部同工具2連止簾状文。

内横刷毛目状調整後横箆磨。

11区FA下黒 弥生壺 残存頸～体部破片 LU-20 ①細砂。白色粒・赤褐色粒・輝 外頸部簾状文。屑部幅1.6cm、12

弥生ー32 ロー LS-17 FA下黒 石・石英少械。 本工具波状文 2段施文。体部縦箆

第279図 底一 LS-19 FA下黒 ②橙75YR6/6 磨。一部波状文上まで施文。

PL- 古向 ＿ LT-19 FA下黒 ③酸化焔やや硬質 内 幅2cm細刷毛目状調整横施文。

11区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 LU-21 FA下黒 ①中砂。</,5mm礫、白色粒・輝 折返口縁。 内黒斑

弥生ー33 口一 石・石英・赤褐色粒少最。 外横撫後縦磨。

第279図 底ー ②灰黄褐10YR5/2 内横撫。

PL- 古向 ― ③酸化焔

II区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 LU-21 FA下黒 ①細砂。¢3mm礫、白色粒子・ 口縁部外反。 外煤付着黒変

弥生ー34 口一 輝石•石英・赤褐色粒子少最。 外幅13cm、8本波状文2段施文。

第279図 底ー ②にぶい赤褐25YR4/4 内横箆磨。

PL- 高 (30) ③酸化焔

II区FA下黒 弥生甕 残存口縁部破片 LU-21 FA下黒 ①細砂。輝石・石英白色粒子・ 薄手。 外煤付着黒変

弥生ー35 口ー 赤褐色粒子少最。 外斜縦細刷毛目状調整後幅1.4cm、

第279図 底ー ②にぶい黄橙IOYR7/3 10本工具波状文。

PL- 古向 ― ③酸化焔硬質 内 横細刷毛目状調整。

II区FA下黒 弥生高 残存口縁部破片 LU-21 ①細砂。輝石・石英 ・白色粒子・ 外横磨。 外・内赤色塗

弥生ー36 坪 口ー 赤褐色粒子少泣。 内横磨。 彩

第279図 底ー ②にぶい橙75YR6/4

PL- 古回 ― ③酸化焔

11区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 LU-21 FA下黒 ①細砂。¢5mm礫、白色粒子・ 外口縁横磨。頸部幅12cm、8本

弥生ー37 口一 石英・輝石少蓋。 工具2連止簾状文。肩部細縦刷毛

第279図 底ー ②にぶい褐75YR5/3 目状調整後同工具波状文2段以上

PL- 高 (63) ③酸化焔 施文。

11区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 LU-22 FA下黒 ①細砂。¢5mm礫、白色粒子・ 口唇部やや内傾。

弥生ー38 ロー 石英・輝石・赤褐色粒子少温。 外横撫後幅12cm、6本4段以上

第279図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/3 波状文施文。乱れる。

PL- 古向 ― ③酸化焔硬質 内横又は斜横磨。

lI区FA下黒 弥生壺 残存口縁部破片 LV-21 FA下黒 ①細砂。¢3mm礫、白色粒子・ 口唇部薄手。 外煤付着黒変

弥生ー39 ロー 輝石・石英雲母少黛。 外横撫後幅13cm、10本工具波状

第279図 底ー 謬 75YR4/4 文3段施文。

PL- 高一
③酸化焔やや硬質 内 横撫後多方向箆磨。

II区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 LV-21 FA下 ①細砂。白色粒子 ・輝石・石英・ 薄手。口縁部内傾。

弥生ー40 ロー 赤褐色粒子少最。 外横撫後幅11cm、8本波状文3

第279図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 段以上施文。

PL― 高一 ③酸化焔やや硬質 内横撫後一部横箆磨。

II区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 LV-21 FA下黒 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 折返口縁。 外煤付着黒変

弥生ー41 口一 少拭。 外 口唇部幅5mm、4本以上波状

第279図 底ー ②褐灰10YR5/l 文2段施文。口縁部縦刷毛目状調

PL - 裔一 ③酸化焔 整後横撫。

内 横刷毛目状調整後横箆磨。

11区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 LV-21 FA下黒 ①細砂。白色粒子多髯、師石・ 外 口縁部縦刷毛目状調整後横撫。 外煤付着黒変

弥生ー42 ロー 石英雲母少最。 頸部幅07cm、6本以上工具2連止

第279図 底ー ②黒褐10YR3/2 簾状文。

PL- 高一 ③酸化焔やや硬質 内 斜横刷毛目状調整後横箆磨。

II区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 LV-21 FA下黒 ①細砂。白色粒子・輝石石英・ 外 口縁部斜横刷毛目状調整後幅

弥生ー43 ロー 赤褐色粒子少温。 2.0cm、14本工具簾状文。肩部斜横

第279図 底一 ②明褐10YR3/3 刷毛目状調整後波状文。

PL- 高一 ③酸化焔 内横撫。
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出土土器観察表

番 号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

11区FA下黒 弥生甕 残存肩部破片 LV-21 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 外肩部幅15cm、6本以上工具簾

弥生ー44 口一 少益。 状文、下波状文、後縦箆磨。殆ど

第279図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 波状文消去。

PL― 古向 一 ③酸化焔 内 肩部細横刷毛目状調整、 一部

縦箆磨。

縄文

番号 器種 蓋 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LV-22 ①中砂。繊維多祉、石英・赤褐 緩い波状口縁。 前期有尾

縄文ー 1 鉢 口一 色粒 ・輝石少盪。 外幅9mm半載竹管平行沈線＋爪 繊維土器

第280図 底ー ②暗灰黄2.5Y5/2 形文。

PL― 高 一 ③酸化焔 内斜横撫後磨。

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LQ-18 ①中砂。繊維多羞、石英・輝石 ロ唇部薄く、鋭角。 前期有尾

縄文ー 2 鉢 ロー 白色粒子少最。微細雲母微最。 外 口縁下幅 9mm半載竹管平行沈 繊維士器

第280図 底一 ②灰黄褐10YR4/2 線＋爪形文。

PL― 高一 ③酸化焔 内斜磨。

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁破片 LV-21 FA下黒 ①粗砂。1>5mm結晶片岩、結晶 緩い波状口縁。 前期有尾

縄文ー 3 鉢 口ー 片岩・石英 ・繊維多、赤褐色粒 ・ 外幅8mm半載竹管平行沈線＋爪 練維土器

第280図 底一 輝石少量 形文 3条、横施文。

高 (5.0) ②にぶい橙5YR6/3 内撫。

③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 11住 ①中砂。結晶片岩・繊維多最、 波状口縁。 前期有尾

縄文ー 4 鉢 ロー 赤褐色粒•石英 ・ 白色粒子少葺。 外半載竹管平行沈線＋爪形文横 繊維土器

第280図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/4 3条。

PL- 古向 ＿ ③酸化焔 内横磨。

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LW-22 FA下黒 ①中砂。繊維多益、赤褐色粒． 外幅8mm半載竹管横・斜平行沈 前期有尾

縄文ー 5 鉢 ロー 白色粒 • 石英輝石少証。 線＋爪形文。 繊維土器

第280図 底 ー ②灰黄褐10YR5/2 内横撫。

PL― 高一 ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 LU-21 FA下黒 ①中砂。繊維多凪、石英・白色 平縁。 前期黒浜

縄文ー 6 鉢 ロー 粒子 ・輝石少菰。 外 RL縄文横 ・縦羽状構成。

第280図 底ー ②灰黄褐10YR5/2 内撫。

PL- 高一 ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LT-19 ①中砂。石英 ・繊維多黛。 外 LR縄文横施文。 前期黒浜

縄文ー 7 鉢 ロー ②にぶい赤褐5YR4/6 内横撫。 縄文ー 9類似

第280図 底一 ③酸化焔

PL- 高一

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LW-21 FA下黒 ①中砂。繊維多量、石英・赤褐 外頸部横沈線及び幅 5mm撫で線 前期黒浜

縄文ー 8 鉢 ロー 色粒・白色粒少量。 有。体部LR縄文横、 RL縄文横 繊維土器

第280図 底ー ②灰黄褐10YR5/2 施文羽状構成。

PL― 高一 ③酸化焔 内横撫。

ll区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LT-19 FA下黒 ①中砂。</>3mm石英、石英 ・繊 外 LR縄文横施文。 前期黒浜

縄文ー 9 鉢 ロー 維多量、結晶片岩・赤褐色粒少 内横撫。 縄文ー 7類似

第280図 底ー 量。

PL- 高一 ②にぶい褐7.5YR5/6

③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LU-20 ①中砂。q,5mm礫、練維多量、 外 0段多条L囮縄文横施文。 前期黒浜

縄文ー 10 鉢 ロー 赤褐色粒 • 石英・白色粒子少量。 内撫。 繊維土器

第280図 底ー ②橙7.5YR6/6

PL- 高一 ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存底部破片 LV-21 FA下黒 ①中砂。練維多量、石英・輝石・ 外体部LR縄文横・縦羽状構成。 前期黒浜

縄文― 11 鉢 口一 白色粒・赤褐色粒少量。 底部撫。 練維土器

第280図 底 6.0 ②にぶい橙75YR6/4 内撫後縦磨。

PL― 高 (5.8) ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LS-19 ①中砂。白色粒多最、赤褐色粒・ 口縁肥厚。 後期称名寺

縄文-12 鉢 ロー 蝉石少益。 外 口縁より 2cm下横徴隆線貼付。

第280図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 その下 LR縄文縦施文。

PL- .... 向 _ ③酸化焔 内横磨。

JI区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LV-27 FA下黒 ①中砂。赤褐色粒多量、石英 ・ 外幅25mm工具沈線区画内 LR縄 後期称名寺

縄文ー 13 鉢 口一 白色粒輝石少温。 文充填。

第280図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 内横撫。

PL -- 高 (54) ③酸化焔
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 品 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LT-20 FA下黒 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子・ 外幅3mm工具縦沈線区画内無節 後期称名寺

縄文一 14 鉢 ロー 微細雲母少最。 R充填。

第280図 底ー ②灰黄褐10YR5/2 内横磨。

PL- 窃一 ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 14住 ①粗砂。¢ 5mm礫、黄褐色粒． 口縁内彎。 後期称名寺

縄文ー 15 鉢 ロー LV-22 FA下黒 赤褐色粒多景。 外幅3mm工具横・斜沈線区画内

第280図 底一 ②にぶい褐75YR5/3 LR縄文充填。

PL - 古向 ＿ ③酸化焔 内横削後磨。

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 Lu-21 ①中砂。赤褐色粒多量、輝石 外幅25mm工具 「n」字状2重沈 後期称名寺

縄文ー 16 鉢 口一 石英少抵。 線区画内 LR縄文充填。

第280図 底ー 諷 75YR4/6 内横磨。

PL- 古向 ― ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LU-21 FA下黒 ①中砂。¢ 3mm礫、石英・白色 口縁内傾。 後期堀之内

縄文ー17 鉢 口一 粒赤褐色粒少醤。 外 口縁下幅 3mm工具横沈線、下

第280図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 幅 1cm斜隆線、頂部に幅4mm竹管

PL- 高一 ③酸化焔 刺突有。

内 口縁下幅1mm工具先端横沈線。

横撫。

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LS-21 FA下黒 ①中砂。赤掲色粒多量、石英 ・ 口唇部幅3mm工具コイル状沈線 後期堀之内

縄文ー18 鉢 ロー チャート ・白色粒・輝石少益。 有。

第280図 底ー ②橙7.5YR6/6 外 口縁下 「8」字状貼付文。

PL- 高一 ③酸化焔 内 接合痕明瞭。下横沈線有。

11区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LR-19 ①中砂。石英多贔、赤褐色粒 外 口縁下幅 4mm工具横・縦、「U」 後期堀之内

縄文ー 19 鉢 口一 LS~l9 FA下黒 白色粒少趾。 「n」字状沈線区画、その両脇に回

第280図 底ー ②灰黄褐10YR5/2 転刺突文。

PL -- 古向 一 ③酸化焔 内横又は斜磨。

]1区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LU-20 ①中砂。 輝石•石英赤掲色粒 ・ 外幅25mm工具斜沈線内 LR縄文 後期堀之内

縄文ー20 鉢 ロー 白色粒少饂。 充填。

第280図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 内磨。

PL- 高 (3.5) ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LS-19 FA下黒 ①中砂。石英 ・白色粒・赤褐色 外 LR縄文施文後輻 2mm工具斜 後期堀之内

縄文ー21 鉢 口一 粒 ・輝石少最。 状沈線数条施文。

第280図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 内指撫後磨。

PL- 古向 ― ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LX-22 ①中砂。 1,5mm礫、白色粒・赤 外幅 1cm横刻み付縦隆帯貼付。 後期堀之内

縄文ー22 鉢 口一 褐色粒 ・輝石・石英少益。 LR縄文縦施文。

第281図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3 内横・縦撫。

PL- 高一 ③酸化焔

JI区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LT-20 FA下黒 ①中砂。白色粒 ・石英多抵、輝 外十字状隆帯の交点部分。LR 後期堀之内

縄文ー23 鉢 ロー 石少最。 縄文区画内施文。

第281図 底一 ②浅黄2.5Y7/4 内横磨。

PL- 高一 ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LU-21 FA下黒 ①中砂。白色粒多量、石英赤 外幅2.5mm工具弧状沈線区画、 L 後期堀之内

縄文ー24 鉢 口一 褐色粒 ・輝石少鼠。 R縄文充填。

第281図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 内撫後磨。

PL- 古向 一 ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LR-17 FA下黒 ①中砂。白色粒多量、赤褐色粒・ 外 幅3mm工具縦・斜沈線区画、 後期堀之内

縄文ー25 鉢 ロー 輝石少最。 LR縄文充填。

第281図 底ー ②浅黄25Y7/3 内横又は斜磨。

PL- 高 (47) ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LR-17 ①細砂。 白色粒多最、輝石 • 石 外幅3mm工具横沈線と斜沈線施 後期堀之内

縄文ー26 鉢 口一 英赤褐色粒少絨。 文、 LR縄文充填。

第281図 底ー ②浅黄25Y8/3 内横磨。

PL- 高 (67) ③酸化焔

lI区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LU-21 FA下黒 ①中砂。白色粒多量、雄石 赤 外幅2.5mm工具縦沈線区画内 L 後期堀之内

縄文ー27 鉢 ロー 褐色粒少最。 R縄文充填。

第281図 底一 ②浅黄2.5Y8/4 内横又は斜磨。

PL — 高一 ③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 誠 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様。成・整形の特徴 備考

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LU-21 FA下黒 ①中砂。白色粒 ・輝石・赤褐色 外幅7mm半載竹管縦斜縦位平行 後期堀之内

縄文ー28 鉢 ロー 粒少醤。 沈線。

第281図 底ー ②にぶい黄橙JOYR6/4 内撫。

PL- 高一 ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LS-21 FA下黒 ①中砂。石英 ・輝石・赤褐色粒・ 外幅2mm工具直線と弧線幾何学 後期堀之内

縄文ー29 鉢 ロー 白色粒少益。 形沈線区画内細 LR縄文充填。

第281図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 内磨。

PL― 裔一 ③酸化焔

]1区FA下黒 縄文深 残存頸部破片 LU-21 FA下黒 ①細砂。石英・白色粒子 ・赤褐 外幅3mm工具横沈線区画。上沈 後期堀之内

縄文ー30 鉢 口一 色粒子輝石少益。微細雲母微 線は引直し部幅 6mm。

第281図 底ー 量。 内横撫。

PL― 古回 ― ②浅黄25Y7/3

③酸化焔

II区FA下焦 縄文深 残存体部破片 LR-17 FA下黒 ①中砂。白色粒 ・石英 ・輝石 ・ 外幅2mm工具縦・斜沈線区画内 後期堀之内

縄文ー31 鉢 口 一 赤褐色粒少最。 LR縄文充填。

第281図 底ー ②灰5Y5/l 内横削後磨。

PL- 高 (50) ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LU-21 FA下黒 ①中砂。白色粒 • 石英・赤褐色 外幅2.5mm工具横・斜沈線。 後期堀之内

縄文ー32 鉢 口ー 粒・輝石雲母少最。 内撫磨。

第281図 底一 ②浅黄25Y8/3

PL- 高 一 ③酸化焔

JI区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LS-19 FA下黒 ①細砂。輝石赤褐色粒・白色 外幅2mm工具「く」字状沈線区 後期堀之内

縄文ー33 鉢 口ー 粒少量。 画内 LR縄文充填。

第281図 底ー ②にぶい黄褐10YR7/3 内横磨。

PL -- 高一 ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LW-22 FA下黒 ①中砂。白色粒 ・赤褐色粒 ・輝 外幅25mm工具横 ・斜沈線幾何 後期堀之内

縄文ー34 鉢 ロ ー 石・石英少批。 学区画、 LR縄文充填。

第281図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 内横撫後磨。

PL- 吉向 ＿ ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LU-21 ①粗砂。¢ 5mm礫、植物練維・ 外幅2mm工具矢羽状沈線区画、 後期堀之内

縄文ー35 鉢 ロー 赤褐色粒・白色粒少饂。 LR縄文充填。

第281図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 内斜 ・横磨。

PL- 高一 ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存頸部破片 LT-20FA下黒 ①中砂。白色粒多拡、輝石•石 外幅2.5mm工具横・縦沈線区画。 後期堀之内

縄文ー36 鉢 ロー 英赤褐色粒少址。 内横撫。

第28]図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4

PL- 吉向 ＿ ③酸化焔

ll区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LT-20 ①中砂。赤褐色粒石英輝石・ 外幅5mm工具縦沈線区画 LR縄 後期堀之内

縄文ー37 鉢 口ー 白色粒子少罷。 文横充填。

第281図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 内横 ・斜磨。

PL- 高一 ③酸化焔i

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LW-22 ①中砂。白色粒 ・輝石・石英 ・ 外幅3mm工具横 ・斜弧状沈線区 後期堀之内

縄文ー38 鉢 ロー 赤褐色粒少最。 画。 LR縄文充填。

第281図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3 内横又は斜横磨。

PL - 点 ー ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LT-20 ①中砂。白色粒多益、輝石•石 外幅2.5mm工具縦沈線 8条施文。 後期堀之内

縄文ー39 鉢 口 ー 英 ・赤褐色粒少益。 LR縄文充填。

第281図 底一 ②浅黄2.5Y8/3 内指撫後磨。

PL― 古向 ＿ ③酸化焔

ll区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LS-18 ①中砂。輝石 ・赤褐色粒 ・石英・ 外幅2mm工具横沈線区画内 LR 後期堀之内

縄文ー40 鉢 口 ー 白色粒少最。 縄文。

第281図 底ー ②浅黄25Y7/3 内横磨。

PL- 高一 ③酸化焔

ll区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LS-18 ①中砂。輝石・石英 ・赤褐色粒 ・外中央に「8」字状隆帯、左に 後期堀之内

縄文 ー41 鉢 ロー 白色粒少祉。 幅4mm工具横沈線、左下に弧状沈

第282図 底 ー ②にぶい黄橙10YR7/2 線。

PL- 高一 ③酸化焔 内横磨。

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LK-18 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒 ． 外幅25mm工具の 4~5本沈線 後期堀之内

縄文ー42 鉢 ロ ー 赤褐色粒少伍：。 「く」字状区画内RL縄文充填。

第282図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3 内横又は斜磨。

PL- 百向 ＿ ③酸化焔
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JI区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LT-20 FA下黒 ①中砂。石英多量、白色粒・赤 外幅2mm工具斜行沈線3条、 L 後期堀之内

縄文ー43 鉢 ロー 褐色粒・雄石少羹。 R縄文充填。

第282図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/3 内磨。

PL― 高 (3.3) ③酸化焔

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LU-20 ①中砂。q,3mm石英、白色粒多 外 幅2mm工具横・弧状沈線区画、 後期堀之内

縄文ー44 鉢 ロー 品、輝石•石英・赤褐色粒少醤。 LR縄文充填。

第282図 底ー ②浅黄25Y7/3 内横・縦磨。

PL- 裔一 ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LS-21 FA下黒 ①中砂。白色粒多最、輝石 石 外幅15mm工具横・斜沈線逆三角 後期堀之内

縄文ー45 鉢 ロー 英・赤褐色粒子少擾。 形文様。上端細 LR縄文充填部分

第282図 底一 ②灰黄2.5Y7/2 有。

PL- 古向 ＿ ③酸化焔 内磨。

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LU-21 ①中砂。赤褐色粒多員、石英・ 外幅2mm工具縦沈線 5条施文。 後期堀之内

縄文ー46 鉢 ロー 輝石少泣。 内横磨。

第282図 底 ー ②橙5YR6/6

PL- 高一 ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LS-18 FA下黒 ①中砂。白色粒子 石英多益、 外幅3mm工具沈線区画内 LR縄 後期堀之内

縄文ー47 鉢 ロー 赤褐色粒・輝石少量。 文充填。

第282図 底ー ②灰黄25Y6/2 内横又は斜磨。

PL― 高 (47) ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LR-18 ①細砂。輝石・白色粒子・石英 ・外横細隆線及び微隆線貼付、頂 後期堀之内

縄文ー48 鉢 口ー 赤褐色粒少景。 上に LR縄文施文、間横磨。幅2

第282図 底ー ②橙2.5YR6/6、にぶい褐 mm工具横沈線区画内LR縄文充填。

PL― 高 (60) 75YR5/4 内横磨。

③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片 LT-20 FA下黒 ①中砂。石英・赤褐色粒 ・結晶 外幅2mm工具横・斜沈線区画、 後期堀之内

縄文ー49 鉢 口ー 片岩少羞。 LR縄文充填。

第282図 底一 ②灰黄25Y6/2 内横磨。

PL― 高一 ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 LS-18 FA下黒 ①中砂。結晶片岩・チャート・ 逆「の」字状渦巻突起。 後期堀之内

縄文ー50 鉢 口ー 石英・輝石少温。 外縦刻み付隆線貼付。磨。

第282図 底一 ②にぶい橙7.5YR6/4 内 突起下幅 2mm工具横 2条沈線、

PL- 高 (5.0) ③酸化焔 下</>4mm刺突文、下と口縁沿下幅

2mm沈線施文。横磨。

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LR-17 FA下黒 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 口唇部内傾。 後期堀之内

縄文ー51 鉢 口ー 少量。 外 口縁下斜刻み付横隆線貼付。

第282図 底一 ②にぶい橙75YR6/4 横磨。

PL― 高 (2.6) ③酸化焔 内横磨。

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LS-18 ①中砂。白色粒 ・石英・赤褐色 口唇部内傾。 後期堀之内

縄文ー52 鉢 ロー 粒・師石少罷。 外 口縁下刻み付横隆線貼付。無

第282図 底ー ②灰黄褐10YR6/2 文部を挟み、下に幅 2mm工具横沈

PL― 古向 ＿ ③酸化焔 線区画内 LR縄文充填。

内横磨。

II区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 LV-22 FA下黒 ①中砂。石英・白色粒・輝石少凪。 口唇部内傾。 後期堀之内

縄文ー53 鉢 口一 ②暗灰黄25Y5/2 外 口縁下刻み付横隆線貼付、途 内炭化物付着

第282図 底ー ③酸化焔 中「 8」字状貼付文。幅1.5mm工具 縄文ー55類似

PL- 高 (4.2) 横 2条沈線内 LR縄文充填。

内磨き。器面風化。

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 12住埋没土 ①中砂。結晶片岩多量、赤褐色 外 口縁下刻み付横隆線、その下 後期堀之内

縄文ー54 鉢 ロー LS-19 FA下黒 粒・石英少罷。 無文帯を挟み、幅 2mm工具幾何学

第282図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 形沈線区画内細 LR縄文充填。

PL― 忘一 ③酸化焔 内横磨。

II区FA下黒 縄文深 残存 口縁部破片 LW-20 FA下黒 ①中砂。石英・白色粒輝石少 外 口縁下横隆線剥離、幅1.5mmエ 後期堀之内

縄文ー55 鉢 ロー 蓋。 具横沈線下 LR縄文充填。 内炭化物付着

第282図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 内器面風化。 縄文ー53に類似

PL― 高一 ③酸化焔

II区FA下黒 縄文深 残存口縁部破片 LU-21 FA下黒 ①中砂。石英・輝石・赤褐色粒・ 外 口縁25cm下斜刻み付横隆線貼 後期堀之内

縄文ー56 鉢 口一 白色粒少量。 付、下 LR縄文横充填。下端に横

第282図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 沈線有。

PL― 高一 ③酸化焔硬質 内 口縁下幅5mm横沈線。指撫後

横磨。
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番号 器種 量 目

rr区FA下黒 縄文深 残存体部破片

縄文ー57 鉢 口 ー

第282図 底一

PL― 高 (43)

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片

縄文ー58 鉢 口ー

第282図 底ー

PL- 高 一

II区FA下黒 縄文深 残存体部破片

縄文ー59 鉢 口 ー

第282図 底 一

PL- 古向 ＿ 

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片

縄文ー60 鉢 口一

第282図 底ー

PL- 高 (5.0)

11区FA下黒 縄文深 残存体部破片

縄文ー61 鉢 ロー

第282図 底ー

PL― 高 一

II区FA下黒 縄文深 残存体～底部破片

縄文ー62 鉢 ロー

第282図 底 ー

PL― 高（22)

IT区FA下黒 縄文深 残存体～底部 1/3

縄文ー63 鉢 口 ー

第282図 底 73

PL― 高 (4.9)

II区FA下黒 縄文深 残存体～底部

縄文ー64 鉢 □ -
第282図 底 62

PL― 高 (25)

ll区礫層上 I縄文深 I残 存 破 片

草ー 1

第282図

PL71 

l11区出土土器

番号

l11区FP上

l住ー 1

第283図

PL-

皿区FP上

1住ー 2

第283図

PL― 

III区FP上

l住ー 3

第283図

PL― 
III区FP上

1住ー 4

第283図

PL-

皿区FP上

1住ー 5

第283図

PL― 

鉢

器種

須恵碗

須恵椀

須恵壺 頸

部

須恵羽 釜

須恵羽 釜

D -

底 一

高 (67)

量 目

残存1/4底部高台欠損

口 15.0

底 6.4

商 56

残存 1/4強

口 139

底 66

高 (5.6)

残存頸部一部欠損

口一

底ー

高 (71)

残存口縁～体上部

1/8 

口 17.0

底ー

高 (90)

残存体部破片

ロー

底 一

高 (10.6)

出土士器観察表

出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

LU-22 ①細砂。チャート・石英・輝石 ・ 薄手。 後期堀之内

赤褐色粒少鼠。 外幅15mm工具「ハ」字状沈線区 内炭化物付着

②明褐灰75YR7/2 画、外側LR縄文充填。

③酸化焔 内横・縦磨。光沢有。

5住埋没土 ①細砂。石英・白色粒子・赤褐 外幅2mm工具矢羽状、弧状沈線。 後期堀之内

色粒子・輝石少最。 内磨。

②黄灰2.5Y6/l

③酸化焔

LV-22 FA下黒 ①中砂。白色粒多益、石英 ・輝 外幅1.5mm工具弧状沈線、細LR 後期堀之内

石・赤褐色粒少景。 縄文充填。

②にぶい黄褐10YR5/4 内斜横磨。

③酸化焔

LR-17 ①中砂。チャ ート 石英・輝石 外幅2mm工具斜沈線区画内 LR 後期堀之内

少量。 縄文充填。

②灰褐75YR5/2 内横又は斜磨。

③酸化焔

LV-22 FA下黒 ①中砂。石英 ・赤褐色粒・白色 外幅15mm工具「へ」字状沈線、 後期堀之内

粒・輝石・雲母少量。 LR縄文充填。

②にぶい黄橙10YR7/4 内斜縦磨。

③酸化焔

12住埋没土 ①中砂。¢ 3mm石英、石英 ・赤 外体部幅25mm工具による縦沈線 後期堀之内

褐色粒・輝石少呈。 区画、 一つおきに細かい LR縄文

②にぶい赤褐25YR5/4 充填。底部上底。

③酸化焔 内磨。

12住埋没土 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 外体部縦磨。底部網代痕。 後期堀之内

LT-19 FA下黒 少益。 内体部縦磨。底部横磨。

②黄褐25Y5/4

③酸化焔

LT-21 ①中砂。白色粒多蓋、石英・赤 外体部横磨。底部やや上底。網 後期堀之内

褐色粒・雄石少量。 代痕有。

②にぶい褐75YR5/4 内撫後磨。

③酸化焔

LV-21 6面 I ①細砂。輝石 ・石英・ 徴細雲母 I薄手。口縁欠損。 草創期

出土位置

カマド

カマド埋没土

カマド

カマド

埋没土

カマド

カマド

少最。

②にぶい黄褐10YR4/3

③酸化焔硬質

①胎土②色調③焼成

①中砂。 </>5mmチャート礫、白

色粒子・輝石少蓋

②にぶい黄橙10YR7/3

③還元焔

①細砂。q,5mm礫、輝石・石英

白色粒子少量。

②にぶい黄褐10YR7/3

③還元焔

①粗砂。 </,5mm強礫多く、白色

粒子・石英・雄石少益。

②灰黄25Y6/2 

③還元焔

①中砂。石英多羹、輝石 ・赤褐

色粒子 ・白色粒子少最。

②にぶい黄褐10YR7/2

③還元焔

①粗砂。r/>5mm石英礫、石英多

量、赤褐色粒子 ・輝石少凪。

②にぶい黄橙10YR7/4

③酸化焔

外頸部微隆起線文 2条。上に複外赤色塗彩

数の条線が付くか？体部横削後縦 内 炭化物厚く

撫。 付着

内斜横磨。

文様、成整形の特徴 備考

左回転ロクロ。口縁部内斜 外体痘状風化内

外体部ロクロ痕明瞭底部糸 口唇痘状風化

切内体～底部箆磨 外内口縁一部黒

斑

口唇部外反、右回転ロクロ。底 外一部赤変

部糸切 内底部黒斑

外ロクロ痕弱い。 （重ね焼き痕跡）

高台との接合痕明瞭

内 ロクロ痕弱く、滑らか。

右回転ロクロ。

外接合痕残。

内 ロクロ後、縦方向指撫。

紐作り。鍔貼付後ロク ロ整形。 内外淡い赤変。

口唇部かなり平坦。

外 口縁部接合痕有。

体部下→上箆削。

内 頸部指撫、接合痕残。

紐作り 。ロ クロ。 内外淡く赤変。

外縦撫。指頭痕残。

内指頭圧痕多数。

37 



皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 巌 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

皿区FP上 須恵甍 残 存 破 片 カマド ①中砂。</,3mm礫、白色粒子・ 頸部接合部指撫。

1住ー 6 ロー 輝石•石英微最。 外横撫。屑部叩き目 。

第283図 底一 ②黄灰25Y6/l 内横撫。接合痕明瞭。

PL - 高 (59) ③還元焔

Ill区FP上 須恵甕 残存底部～体部1/4 カマド ①中砂。白色石英多屈。赤褐色 紐作り 。 外ベンガラ付着

1住ー 7 口一 粒子・透明石英少屈。 外体部縦撫。下部横撫。

第283図 底 (15.0) 麟灰75YR4/l 底部箆撫。

PL- 高 (8.0) ③還元焔 内体部斜め指撫。

底部指撫。

皿区FP上 須恵坪 残存 1/4強 埋没土 ①中砂。白色粒子、輝石石英・ 右回転ロクロ。口縁部わずかに

2住一 l 口 148 赤褐色粒子少量。 外反。口縁部中ほどのくびれは

第283図 底 70 ②黄灰25Y6/l 明瞭。底部糸切。

PL- 高 39 ③還元焔

m区FP上 須恵杯 残存体下～底部 埋没土 ①中砂。白色粒子 ・石英・輝石 薄手。 外・内黒斑

2住ー2 ロー 少最。 右回転ロクロ。底部糸切、中心

第283図 底 53 ②灰黄25Y7/2 がやや厚く、上底ぎみ。

PL- 高 (25) ③還元焔

I[区FP上 須恵坪 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。赤褐色粒 ・白色粒・輝 右回転ロクロ。口唇部外反。 外沿書「田」？

2住ー3 口 (152) 石・石英少量。

第283図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/3

PL -- 古向 ＿ ③還元焔

皿区FP上 灰釉塊 残存口縁～底部1/3、 埋没土 ①細砂。白色粒子、石英 輝石 口唇部外反。右回転ロクロ整形。

2住ー4 高台欠損 Aノヽ迫曰．o ロクロ痕明瞭。

第283図 口 172 認灰lOYRS/1

PL- 底ー ③還元焔

高 (39)

皿区FP上 須恵坑 残存 1/2弱 カマド ①中砂。ct,5mmチャート礫、結 口唇部僅かに外反、高台貼付後 内痘状剥離

2住ー 5 口 146 埋没土 品片岩・雲母多最、赤褐色粒子 底部糸切。右回転ロクロ。

第283図 底 7.l 15住埋没士 少益。

PL- 高 56 ②灰黄25Y6/2

③還元焔

皿区FP上 須恵椀 残存 1/3 埋没土 ①中砂。,:/J5mm結晶片岩礫、微 底部糸切後、高台貼付後右回転 外・内 ほぽ全

2住ー 6 口 148 細雲母・石英・赤褐色粒子・輝 ロクロ。 面黒斑

第283図 底 57 石少最。 口唇部肥原高台外向きに貼付、

PL73 高 55 ②灰黄褐10YR6/2 接合痕残。

③還元焔硬質

皿区FP上 須恵椀 残存 213、高台一部 埋没土 ①中砂。</,5mm結晶片岩角礫、 高台貼付後右回転ロクロ整形。 内底面以外は

2住ー 7 残存 15住カマド埋没士 微細雲母多量、赤褐色粒子少景。 底部糸切。口縁部ほぼ直立、ロ ほぽ全面黒斑

第283図 口 150 ②橙5YR6/6 唇部外反。

PL- 底 78 ③還元焔

高 52

皿区FP上 須恵坑 残存体下～高台 埋没土 ①中砂。</J5mm結晶片岩角礫、 高台貼付後右回転ロクロ整形。 外内黒斑

2住ー 8 ロー 微細雲母多量、石英・輝石少量。 接合痕残。底部糸切。高台外向

第284図 底 72 ②灰白75Y7/l き、角明確。

PL - 高 (23) ③還元焔

皿区FP上 須恵椀 残存体下～高台 埋没土 ①中砂。 </J1 cm結晶片岩礫、結 高台貼付後右回転ロクロ整形。 外 黒斑

2住ー 9 口一 晶片岩多蘇、微細雲母・石英・ 高台接合痕有。底部糸切。 内淡い黒斑

第284図 底 6.9 白色粒子 ・赤褐色粒子少最。

PL- 高 (22) ②にぶい黄橙10YR6/3

③還元焔

m区FP上 須恵皿 残存ほぽ完形 lピット ①粗砂。<f,5mm結晶片岩礫多屋、 糸切後商台貼付後右回転ロクロ。 外・内淡＜黙

2住ー 10 口(131) 雲母・輝石 石英少誠。 外一部指頭痕有。 変

第284図 底 7.0 ②黄灰25Y6/l 内 ロクロ痕明瞭

PL73 高 27 ③還元焔

皿区FP上 須恵椀 残存底部 埋没上 ①中砂。 ¢5mm結晶片岩礫、石 ロクロ。高台貼付後指撫。 内 墨書「田」？

2住ー11 ロ― 英・輝石・微細雲母少最。 外底部糸切。

第284図 底 6.4 ②灰黄2.5Y6/2

PL73 高 (2.0) ③還元焔

38 



出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FP上 須恵大甕 残存破片 埋没士 ①粗砂。q,1 cm結晶片岩角礫、 比較的薄手、特に上半の方が薄

2住ー 12 口ー 結晶片岩・石英多屎。 い。左側に粘土貼付補修部分有。

第284図 底ー ②灰N5/ 外叩き後横指撫。部分的に指

PL- 高 （235) ③還元焔やや軟質 頭圧痕残。

内青海波文 （押さえ目）後横

撫。

Ill区FP上 土師台付 残存ほぼ完形。体部 床直上 ①細砂。輝石 ・石英 白色粒子 紐づくり。「コ」の字口縁。口縁 外黒変 （煮こ

2住ー 13 甕 一部欠損 少益。 部横撫。 ぼれ）

第284図 口 9.7 ②にぶい褐75YR5/4 外体部右→左、上→下箆削。

PL73 底 7.0 ③酸化焔 下部指撫。台部横撫。

高 142 内 体部箆撫。上部指頭圧痕多

数。底部指撫。

皿区FP上 土師台付 残存口縁～体部1/3 床直上 ①細砂。白色粒子 輝石 • 石英 紐づくり 。「コ」の字口縁。口縁 内外 一部黒変

2住ー 14 甕 口(116) 少贔。 横撫。

第284図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/4 外頸部指頭圧痕 ．接合痕有。

PL73 高 (116) ③酸化焔 体部右→左、上→下箆削。

内 頸部指頭圧痕残。体部右→

左斜め横箆撫

皿区FP上 土師甕 残存口縁～底部1/4 床直 ①細砂。 輝石•石英 ・ 白色粒子 ・ 巻き上げ。口縁部横撫、薄手。 外黒斑、黒変

2住ー 15 口 (186) 微細雲母少漏。 外体部右→左、上→下箆削。 内一部黒変

第284図 底 (36) ②にぶい褐75YR5/3 底部箆削。

PL- 高 24.0 ③酸化焔 内 頸部横箆撫。体部横撫。指

頭圧痕多数。

m区FP上 須恵坪 残存 1/2強 埋没土 ①中砂。¢3mm結晶片岩礫、結 口唇部外反。右回転ロクロ整形。 外口緑～底部

3住一 l 口(129) 床直上 晶片岩 ・微細雲母多最、石英 ・ 底部糸切。底部周辺摩滅 1/3黒変

第284図 底 4.6 チャート少益。 外 ロクロ痕明瞭。 内 口縁一部黒

PL - 高 35 ②灰75Y6/l 体下部指頭痕有。 変

③還元焔

II1区FP上 須恵坪 残存体下～底部 埋没土 ①中砂。</>5mm結晶片礫、結晶 底部糸切。右回転ロクロ整形。

3住ー2 口ー 片岩 ・微細雲母多凪、石英 ・赤 外 ロクロ痕明瞭。

第284図 底 6.2 褐色粒子少最。 内 ロクロ痕弱い。

PL― 店 (22) ②橙5YR6/8

③還元焔

III区FP上 須恵坪 残存口縁のみ 3/4、 埋没土 ①粗砂。</>1 cm礫、白色粒子 ・ 口唇部外反、口縁部接合痕有。 外内口縁部黒

3住ー3 他ほぽ完形 南壁際床直 輝石 ・石英少益。 右回転ロクロ。底部糸切。体下 斑

第284図 □ (139) ②灰白75Y7/l ～底部周辺 指撫、箆撫痕有。

PL73 底 7.3 ③還元焔

高 38

m区FP上 須恵椀 残存口縁～体部1/2 埋没士 ①細砂。q,3mm小礫、輝石石 右回転ロクロ。 外面一部黒斑

3住ー 4 内黒 口(13.0) 英少最。 外接合痕・指頭圧痕残。

第284図 底ー ②にぶい黄25Y6/3 内 ほぽ横箆磨

PL73 高 (5.0) ③酸化焔

皿区FP上 須恵椀 残存口縁1/3弱 埋没土 ①中砂。結晶片岩・微細雲母多 口唇部外反、口縁部接合痕有。 外 1/2黒変

3住ー 5 口(158) 羹、チャート・石英 ・白色粒少 右回転ロクロ。 内 口唇部一部

第284図 底ー 最。植物繊維含。 外内ロクロ痕明瞭。 黒変

PL- 高 (42) ②灰白7.5Y7/l

③還元焔

m区FP上 須恵 椀 残存口縁約1/6 埋没士 ①中砂。結晶片岩・微細雲母多 口唇部外反、口縁部内彎。右回 外体下半スス

3住ー 6 口 (158) 祉、赤褐色粒 ・石英少鉱。 転ロクロ。 付箔、黒変

第284図 底ー ②灰白5Y7/l 外指頭痕 ・縦撫明瞭

PL― 裔 (41) ③還元焔 内弱いロクロ痕

m区FP上 須恵椀 残存口縁～体部1/2 床直上 ①中砂。長さ 1cm結晶片岩、結 口唇部外反。右回転ロクロ整形。 外内一部赤

3住ー 7 弱 晶片岩 ・微細雲母 ・赤褐色粒子 外 ・内 ロクロ痕明瞭 変

第285図 口 (154) 多拭。石英少抵。

PL73 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3

高 (41) ③還元焔

皿区FP上 灰釉塊 残存体下～高台 南壁際床直上 ①中砂。</,5mm石英角礫、白色 高台貼付後ロクロ。底部糸切。

3住ー 8 ロ― 粒子 ・石英 ・輝石少凪。 外 ロクロ痕明瞭。

第285図 底 71 ②灰白N8/ 内 全面釉薬被覆、ロクロ

PL― 古向 ③還元焔 かなり硬質 痕不明。
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III 検出された遺構と遺物

番号 器種 蓋 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

llJ区FP上 須恵碗 残存底部 ①中砂。</>5mm赤褐色粒、赤褐 底部糸切。高台貼付後右回転ロ

3住ー 9 内黒 口ー 色粒輝石・石英・白色粒子少最。 クロ。

第285図 底 (70) ②にぶい橙10YR7/4 外 ロクロ痕明瞭。底部接合部

PL- 高 (34) ③酸化焔 箆によるロクロ痕明瞭。

内箆磨

皿区FP上 須恵椀 残存 2/3 埋没土下位 ①中砂。</,5mm礫、結晶片岩・ 底部糸切。高台貼付、接合痕明

3住ー 10 口 (148) 微細雲母多最。石英・白色粒子 瞭。右回転ロクロ整形。口唇部

第285図 底 67 少温。 僅かに外反。

PL73 嵩 56 ②灰白5Y7/l 外体部ロクロ痕明瞭。指頭圧

③還元焔 痕残。底部中心やや上底。

皿区FP上 士師甕 残存口縁～体部1/5 埋没士 ①細砂。石英・輝石少量 紐作り 。口縁部横撫。 外面一部スス

3住ー 11 口 (200) カマド西床直 ②にぶい赤褐5YR5/4 外頸部接合痕・指頭圧痕残。 付着

第285図 底ー ③酸化焔 体部右→左箆削

PL- 高(103) 内 頸部指頭圧痕残。一部斜め

撫。体部先割れ箆撫。

m区FP上 土師甕 残存口縁～体部 1/4 カマド西床直 ①細砂。石英・輝石・赤褐色粒 紐作り 。口縁部横撫。 口縁～頸部部分

3住ー 12 口 (19.0) 子少量 外頸部接合痕・指頭圧痕残。 的にスス付着

第285図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 体部右→左箆削。

PL - 高 (76) ③酸化焔 内 接合痕残。体部指撫。一部

先が割れた箆撫。

m区FP上 土師甕 残存口縁～体部 埋没土 ①中砂。rt,3mm礫、石英・輝石 紐作り 。口縁部横撫。

3住ー 13 口(19.0) 西壁際床直上 少量。 外頸部接合痕・指頭圧痕残。

第285図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 体部右→左箆削

PL- 高 (123) ③酸化焔 内 頸部斜め撫。体部先割れ箆

撫。

lII区FP上 土師小形 残存 口縁～体部破片 埋没土 ①細砂。石英 ・揮石少量 紐作り 。口縁部横撫。 内面及び外面

3住ー 14 甕 口(12.4) 南壁際床直上 ②にぶい赤褐5YR5/4 外頸部接合痕指頭圧痕残。 体部スス付着

第285図 底ー ③酸化焔 体部右→左箆削。

PL- 高 (87) 内 頚部先割れ箆撫。一部斜め

撫。体部撫。指頭圧痕残。

m区FP上 土師甕 残存口縁～体部1/4 埋没土 ①細砂。ct,3mmチャート礫、石 紐作り 。口縁部横撫。

3住ー 15 口(19.0) 床直上 英・輝石赤褐色粒子少最。 外頸部接合痕・指頭圧痕残。

第285図 底一 ②にぶい橙75YR6/4 体部右→左箆削。

PL- 高 (10.0) ③酸化焔 内接合痕残。体部先の割れた

箆状工具による横撫。

皿区FP上 士師甕 残存口縁～体部1/4 カマド西床直 ①中砂。赤褐色粒子多量。輝石・ 紐作り 。口縁部横撫。

3住ー 16 口 (21.0) 石英少量。 外頸部接合痕指頭圧痕残。

第285図 底ー ②にぶい橙5YR4/6 体部上半右→左箆削。下半上→

PL- 高(175) ③酸化焔 下箆削。

内 体部上半右→左箆撫。下半

右→左横撫

皿区FP上 土師甕 残存底部～体部 カマド西床直 ①細砂。石英・雌石・赤褐色粒 薄手。紐作り。 外面底部黒変

3住ー 17 ロー 子少量 外右→左、上→下箆削。

第285図 底 (34) ②外にぶい橙75YR6/4 内 底部先割れ箆撫。体部横撫。

PL- 高 (52) 内にぶい赤褐SYRS/4

③酸化焔

Ill区FP上 士師甕 残存底部～体部 3/4 埋没士 ①細砂。赤褐色粒子多最、輝石・ 体部薄手。紐作り 。 外面一部スス

3住ー 18 口一 カマド西床直 石英少弧 外体部上→下、 一部下→上箆 付着黒変

第285図 底 3.4 ②にぶい黄褐10YR3/5 削。底部箆撫。

PL- 高（72) ③酸化焔 内箆撫→指撫。

m区FP上 須恵大甕 残存頸部破片 カマド西床直 ①中砂。赤褐色粒極多量、結晶 輪積み後左回転ロクロ。指頭圧

3住ー 19 ロー 片岩・石英少葺。 痕残。

第285図 底ー ②灰N6/

PL - 喬 (12.0) ③還元焔

m区FP上 羽口 残存破片 カマド西床直 ①粗砂。¢15cm礫、白色粒・雄 外指撫。一部指頭圧痕残す。 外黒変、赤変

3住ー20 長 (SO)cm 石角閃石石英・赤褐色粒少 内 棒状工具によるq,2cmの孔 内赤変

第285図 幅 (60)cm 量。 有。

PL73 厚 (30)cm ②にぶい黄橙10YR7/3

③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 抵 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

皿区FP上 須恵坪 残存 1/4強 南壁際床直 ①中砂。</>5mm礫、白色粒子・ 口唇部外反。右回転ロクロ整形。 外 全面黒斑

4住ー 1 口 (121) 石英 ・赤褐色粒子少益。 底部糸切。ロクロ痕明瞭。 内口縁黒斑

第285図 底 (66) ②灰白75Y8/l 

PL― 裔 32 ③還元焔

m区FP上 須恵椀 残存体下～底部1/3 埋没土 ①中砂。の5mm礫、石英・白色 右回転ロクロ。底部糸切。 外高台接合部

4住ー 2 口一 粒子 ・輝石少最。 内 ロクロ痕明瞭 風化

第285図 底 (68) ②灰白75Y7/l 外病台貼付、接合痕明瞭

PL― 高 (23) ③還元焔

皿区FP上 須恵坑 残存底部 埋没土 ①中砂。¢3mm角礫、角閃石・ 右回転ロクロ。底部糸切。高台 内黒変

4住ー 3 口ー 輝石・白色粒 • 石英・赤褐色粒 貼付、接合痕有。

第286図 底 7.4 少絨。

PL― 高 (2.2) ②にぶい黄橙10YR7/3

③還元焔

皿区FP上 土師甕 残存口縁 1/3 埋没土 ①細砂。¢3mm以上礫、雄石・ 紐作り 。口縁横撫。 外面黒変

4住ー 4 口 (212) 赤褐色粒千少量。 外頸部指頭痕．接合痕残。体

第286図 底一 ②にぶい黄褐10YR6/4 部右→左箆削。

PL- 高 (5.5) ③酸化焔 内 頸部横箆撫。体部横、斜め

箆撫。

皿区FP上 土師甕 残存 口縁～体部破片 床直 ①細砂。石英・輝石少量 紐作り 。口縁部横撫。 外面口縁一部

4住ー 5 口 (20.0) 謬 7.5YR4/4 外 頸部接合痕明瞭 ・指頭圧痕 黒変

第286図 底一 ③酸化焔 残。体部右→左箆削。

PL― 高 (95) 内 頸部横撫、箆の当たり有。

体部斜め横箆撫。

皿区FP上 須恵杯 残存 1/3 カマド ①中砂。rt,5mm結晶片岩礫、結 輪積み。口縁部内彎、口唇部外 外底部1/2黒

5住一 l 口(129) 晶片岩・微細雲母多最、石英・ 反。右回転ロクロ。ロクロ痕明 斑

第286図 底 6.5 白色粒子 ・赤褐色粒子少最。 瞭。底部糸切。

PL- 尚 40 ②灰白N7/ 内縄文先端圧痕有。

③還元焔 外接合痕明瞭。

皿区FP上 須恵杯 残存体下部～底部 南壁際埋没士 ①中砂。¢5mm礫、白色粒多温、 紐作り 。左回転ロクロ。

5住ー 2 内黒 口一 石英・輝石 赤褐色粒少量。 外体下部指頭圧痕残。撫。底

第286図 底 (29) ②外灰黄25Y6/2 内黒N2/ 部糸切。

PL― 裔 （37) ③還元焔 内箆磨。

m区FP上 須恵椀 残存口縁部1/3弱 埋没土 ①中砂。<I>3mm角礫、石英・白 口縁部内轡、口縁からのヒピ割

5住ー 3 口(129) 色粒子 ・黒色粒子多最。 れ有。口唇部外反。高台貼付後

第286図 底ー ②灰10Y6/l 右回転ロクロ整形。

PL- 高 (42) ③還元焔硬質 外ロクロ痕明瞭、内は弱い。

皿区FP上 須恵椀 残存 1/3弱、高台欠 カマド埋没土 ①中砂。</,5mm礫、結晶片岩多 口縁部やや内彎。 口唇部外反。 外・内口縁一

5住ー 4 損 埋没土 罷、石英・白色粒子・赤褐色粒 高台貼付後右回転ロク 部黒斑

第286図 口(13.9) 子少址。 ロ整形。底部糸切。

PL- 底 (66) ②灰75Y6/l 外 ロクロ痕明瞭。

高 4.6 ③還元焔 内 口唇下横沈線状の凹み。

I[区FP上 須恵塊 残存完形 カマド ①中砂。</>3mm礫、白色粒子多 輪積み痕残。口縁部内傾。 外口縁～底部

5住ー 5 口 137 呈、石英輝石赤褐色粒子少量。 高台貼付後右回転ロクロ整形。 一部黒斑

第286図 底 7.2 ②灰白5Y8/l 底部糸切、中心にわずかに痕跡。 内底部除き黒斑

PL73 高 5.6 ③還元焔 （直焼き痕跡）

口縁一部黒変。

m区FP上 須恵塊 残存 口縁部1/4欠損 東壁張出し ①粗砂。1>1 cm角礫、白色粒子・ 口縁部内轡、口唇部外反。高台 重ね焼きの際の

5住ー 6 口 143 黒色粒子石英多量。 貼付後右回転ロクロ整形。底部 融着痕有。

第286図 底 68 ②灰白N7/ 糸切。

PL73 高 58 ③還元焔 外 ロクロ痕明瞭。

内 ロクロ痕不明瞭。

l11区FP上 須恵椀 残存 ほぽ完形、口縁 南壁際 ①中砂。¢5mm角礫、輝石 • 石 口縁やや直線的立ち上がり、ロ

5住ー 7 一部欠損 埋没士 英白色粒子少磁。 唇部外反。高台貼付後右回転ロ

第286図 口 140 ②灰N6/ クロ。底部糸切。高台内面側接

PL73 底 77 ③還元焔 合後ヒピ割れ明瞭。

高 55

皿区FP上 須恵皿 残存約1/4 カマド ①中砂。<I>3mm角礫、結晶片岩・ 口縁部ほぼ直線的に開く 。口唇 内底部わずか

5住ー 8 口 (13.8) カマド埋没士 微細雲母・石英 白色粒子 ・輝 部外反。底部糸切。高台貼付後 に赤変 （重ね焼

第286図 底 (64) 石少最。 右回転ロクロ整形。外・内とも弱 きの痕跡有。）

PL― 高 5.1 ②灰白5Y7/l いロクロ痕。高台使用よる弱い摩

③還元焔 滅。外口縁接合痕。（輪積みか？ ）
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

ll1区FP上 須恵皿 残存約1/3 埋没土下位 ①中砂。</>l cm礫、黒色粒子多 口縁部ほぽ直線的に開く。口唇 外淡い自然釉

5住ー 9 口 (133) 屈、白色粒子・石英少最。 部外反。つまみ貼付後右回転ロ

第286図 底 (9.2) ②灰N5/ クロ。つまみ接合痕明瞭。上部

PL― 高 24 ③還元焔硬質 糸切。口縁部重ね焼きの際の融

舒痕有。つまみ部分3カ所の凹

み有。（重ねた際に棒状の物を

骰いた痕跡か？）

皿区FP上 須恵椀 残存約1/3 カマド ①中砂。¢5mm結晶片岩・赤褐 口縁直線的に開く、口唇部肥厚。 外体下～底部

5住ー 10 □ (150) 色粒、徴細雲母多泣、輝石 • 石 高台貼付後右回転ロクロ整形。 痘状風化

第286図 底 (7.4) 英少量。 内面のロクロ痕は弱い。

PL- 高 4.8 ②浅黄25Y7/3 外高台より 2段目まで明瞭。

③還元焔軟質 底部糸切。

皿区FP上 士師台付 残存口縁～体部1/2 南壁際床直 ①細砂。白色粒子 ・輝石・石英 紐作り 。口繰部横撫。 外面黒変。口縁

5住一 11 甕 口（132) 少贔。 外頸部指頭圧痕 ．箆当たり痕 一部煮こぽれ痕

第287図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 残。体部右→左、下→上箆削。 有。

PL― 高(125) ③酸化焔 内 頸部先割れ箆撫。指頭痕残。

体部横箆撫

Ill区FP上 土師甕 残存口縁～体上部 埋没士 ①細砂。石英輝石 ・白色粒子 紐作り 。口縁部横撫。 内外一部黒変

5住ー 12 1/6 微細雲母少凪。 外頸部接合痕・指頭圧痕有。

第287図 口(18.0) ②にぶい赤褐5YR5/4 体部右→左箆削。

PL - 底ー ③酸化焔 内 頸部接合痕有。体部横箆

高 (74) 撫。

ll1区FP上 土師甕 残存口縁～頸部1/2 カマド ①細砂。輝石 ・石英白色粒子 紐作 り。弱い 「コ」の字口縁。 内一部黒変

5住ー 13 口 (90) 赤褐色粒子少最。 口縁横撫。

第287図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 外頸部指頭圧痕多数。体部

PL- 高 (8.7) ③酸化焔 左→右箆削。

内 頸部指頭圧痕・指撫で。体

部先割れ箆による横撫。

指頭痕跡がかすかに残る。

Ill区FP上 土師台付 残存口～台部 2/3 床直 ①細砂。白色粒子 ・輝石・石英・ 紐作り 。弱い「コ」の字口縁。 内・外黒変

5住ー 14 衷年 口 12.4 微細雲母少罷。 口縁部横撫。 外黒変、煮こぽ

第287図 底 95 ②にぶい褐75YR5/3 外頸部接合痕 ・1::'.ピ有り 。体 れの焦げ付き。

PL73 高 173 ③酸化焔 部右→左、上→下箆削。台部と

の接合部指撫で。台部横撫。接

合痕有り 。頸部指撫。

内 体部指撫。指頭圧痕多数。

底部横指撫。

l11区FP上 須恵甕 残存頸部約1/4 カマド ①中砂。黒色粒子 石英 ・白色 紐作り 。右回転ロクロ。 外頸部一部に

5住ー 15 ロ― 粒子少屈。 外肩部指頭圧痕多数。 淡い自然釉

第287図 底ー ②灰N4/ 内 口縁部一部指頭痕、撫痕残。

PL― 高 （75) ③還元焔硬質 肩部指頭痕多数。体部接合痕有。

横撫

皿区FP上 土師甕 残存口縁～体部1/6 埋没土 ①細砂。</!3mmチャート礫、輝 紐作り 。コの字口縁。口縁部横 外体部スス付

5住ー 16 口(19.4) 石 石英 ・極小雲母少址。 撫。 着

第287図 底 ー ②橙5YR6/6 外頸部指頭痕残。体部上→下、

PL― 高（152) ③酸化焔 右→左箆削

内横撫。指頭痕多数。

皿区FP上 須恵斐 残存頸部 カマド ①枡砂。</J5mm角礫、石英多屈、 紐作り。ロクロ。

5住ー 17 ロー 埋没土下位 赤褐色粒子 輝石少益。 外 口縁部成形時粘土のシワ多

第287図 底ー ②黄灰25Y6/l 数。頸部指撫。

PL― 高 (155) ③還元焔 内 口縁部接合痕、指撫で痕有。

頸部指頭圧痕多数。

皿区FP上 羽口 残存約1/3 カマド ①細砂。</,5mm軽石、植物繊維 指撫。孔のまわりに粘土を 2重

5住ー 18 長(12.5) 多最、赤褐色粒子少最。 に貼ったものを 2枚合わせて作

第287図 径 (83) ②にぶい橙75YR7/4 成されたものと考えられる。

PL73 孔 21 ③酸化焔

III区FP上 羽口 残存破片 カマド ①細砂。植物繊維多祉、石英 ・ 指撫。孔のまわりに粘土を2厘

5住ー 19 長(142) 輝石・白色粒子少鉦。 に貼ったものを 2枚合わせて作

第288図 径 85 ②にぶい黄橙10YR6/4 成されている。

PL73 孔 18 ③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 孤 目 出土位骰 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

l11区FP上 須恵大甕 残存体部破片 カマド ①中砂。1>5mm石英礫、白色微 紐作り 。

5住ー20 ロー 細粒子多筵、黒色粒子少麓。 外刻みの細かい叩き 。

第288図 底ー ②灰75Y5/l 内 青海波文（刻みの粗い当て）

PL― 高(12.0) ③還元焔硬質 その後部分的に撫。

皿区FP上 須恵坪 残存 1/6 埋没土 ①細砂。黒色粒子多益、石英 口縁部斜めほぽ直立、口唇部や ほぽ全面自然釉

6住一 l 口 (119) 白色粒子少最。 や内傾。右回転ロクロ整形。底 外底部は特に

第288図 底(8.0) ②灰N71 部調整不明。 厚い。

PL― 高 49 ③還元焔 外ロクロ痕明瞭。

l11区FP上 須恵杯 残存口縁～底部 埋没土 ①中砂。1>3mm礫、白色粒子・ 口縁～イ本部薄手。口唇部外反。 外全面黒斑

6住ー2 口(122) 床直上 石英・輝石・赤褐色粒子少益。 右回転ロクロ。底部糸切。 内口縁黒斑

第288図 底 64 ②にぶい橙75YR7/4 外内 ロクロ痕は弱い。 底面一部黒

PL― 高 38 ③還元焔 外体部縦撫痕有。底部わずか 斑

に上底ぎみ。

m区FP上 須恵坪 残存ほぽ完形 埋没土 ①粗砂。白色粒多罷、赤褐色粒 口縁ほぽ斜め直立、口唇部内傾。 外底部一部黒

6住ー 3 口(153) 床直 石英少批。 左回転ロクロ。底部糸切。 変

第288図 底 71 ②にぶい黄橙10YR7/4 外 体部指頭痕多数。底部箆撫。 内底部一部黒

PL73 高 57 ③還元焔 内 体部指撫、指頭圧痕有。底 変

部磨滅、滑らか。

皿区FP上 須恵杯 残存 ほぼ完形、口縁 埋設士下位 ①中砂。q,3mm石英、白色粒子 口縁内傾。右回転ロクロ整形。 内体下～底部

6住ー 4 一部欠損 多量。 底部糸切。 淡い黒変

第289図 口 122 ②灰N6/ 外 口縁一部と底部自然釉

PL73 底 59 ③遠元焔 内 口唇部及び底部磨滅、滑ら

高 4.3 か。接合痕明瞭。

m区FP上 須恵坪 残存 はぼ完形、口縁 カマド埋没土 ①中砂。石英 ・赤褐色粒・白色 口唇部やや肥厚、外反。右回転 外・内底部中

6住ー5 一部欠損 埋没土 粒子少最。 ロクロ。底部糸切。 心黒斑

第289図 口］I9 ②灰白lOYRS/2 体部ロクロ痕明瞭。底部磨滅、

PL73 底 6.2 ③還元焔 光沢を持ち非常に滑らか。厚手。

高 36

l11区FP上 須恵杯 残存 ほぽ完形、口唇 埋没土 ①中砂。¢ 5mm礫、赤褐色粒多 口唇部外反、口縁ほぼ斜め直立。外底～口縁

6住ー 6 部一部欠損 羞、石英 ・輝石少最。植物繊維 右回転ロクロ。底部糸切。 1/3強黒変

第289図 口 12.4 含む。 外弱いロクロ痕 内 口縁除き黒

PL73 底 76 ②灰白25Y8/l 内底部磨滅、滑 らか。 変

高 3.8 ③還元焔

m区FP上 須恵甕 残存口縁部1/4弱 埋没土 ①粗砂。q;1 cm礫、石英白色 折り返し口縁。紐作り後右回転 内赤変

6住ー 7 口(152) 粒子・黒色粒子少最。微細雲母 ロクロ。接合痕明瞭。ややゆが

第289図 底ー 微益。 む。

PL― 商（43) ②灰N6/

③還元焔

I11区FP上 土師甕 残存口縁部1/4 カマド埋没士 ①細砂。輝石多益、赤褐色粒子 非常に薄手。紐作り。口縁部横

6住ー 8 口 (206) 埋没土 少最。 撫。

第289図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 外 頸部接合痕・指頭圧痕残。

PL- 高 (63) ③酸化焔 体部右→左箆削。

内体部横箆撫

皿区FP上 土師甕 残存口縁～体部 埋没土 ①細砂。の3mmチャート礫、石 紐作り 。口縁横撫。

6住ー 9 口 (210) 英輝石・赤褐色粒子少益。 外 頚部指頭圧痕多数 ・接合痕

第289図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/4 残。体部右→左箆削

PL― 高 (80) ③酸化焔 内 頸部横撫。一部斜め指撫。

体部横及び斜め横指撫。

m区FP上 土師甕 残存 口縁～｛本部 埋没土 ①細砂。チャ ート 石英輝石 紐作り。非常に薄手。口縁部横撫。 外面円形にス

6住ー 10 口 (176) 少量。 外 頸部接合痕・指頭圧痕明瞭。 ス付着黒変

第289図 底一 ②にぶい赤褐5YR4/4 体部下→上、右→左箆削。

PL- 高 (260) ③酸化焔 内頸部～体部撫。指頭圧痕・

接合痕残。一部箆の当たり残。

m区FP上 上師甕 残存口縁～体部 1/4 カマド埋没上 ①細砂。輝石多鼠、石英少最。 薄手。紐作り。口縁部横撫で。 外面一部黒斑

6住ー 11 口 (22.2) 埋没土 ②にぶい黄褐10YR5/4 外頸部指頭圧痕多数残。体部

第289図 底一 ③酸化焔 右→左、下→上箆削

PL― 高 (145) 内 頸部接合痕有。体部箆横撫。

皿区FP上 土師杯 残存口縁～体部1/2 埋没土 ①細砂。¢ 3mm白色軽石、石英・ 非常に薄手。型作り？口縁にヒ

7住ー 1 口 (120) 輝石少最。 ピ割れ有。口縁横撫で。

第289図 底ー ②赤褐5YR4/6 外体部指頭痕多。底部箆削。

PL― 高 (3.0) ③酸化焔 内横又は斜め横撫。
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

皿区FP上 土師均 残存口縁1/4 埋没土 ①細砂。白色粒子 ・輝石・ 石英 ・ 口縁部内傾

7住ー 2 口 132 赤褐色粒子少祉。 外 口縁部横撫。体部指撫、指

第289図 底ー ②明赤褐5YR5/6 頭圧痕残。底部箆削。平坦。

PL― 高 (26) ③酸化焔 内横撫。

llI区FP上 土師坪 残存口縁～体部1/2 埋没土 ①細砂。石英・輝石少拭。 非常に薄手。紐作り 。口縁部横

7住ー 3 口 (120) ②にぶい褐75YR5/4 撫。

第289図 底ー ③酸化焔 外体部指頭圧痕多数残。底部

PL- 商 (30) 右→左箆削。

内 体部横撫。指頭圧痕残。

皿区FP上 須恵坪 残存 はぽ完形。口縁 埋没士 ①中砂。白色粒子・石英・輝石 口縁やや内彎、口唇部外反。右 内外全面黒色

7住ー 4 一部欠損 少最。 回転ロクロ。内ロクロ痕明瞭。

第290図 口 (121) ②黒2.5Y2/l 底部中心やや上底。

PL73 底 7.3 ③還元焔 内 底部磨滅、光沢を持ち滑ら

高 3.4 か。

皿区FP上 灰釉椀 残存 1/8 埋没土 ①細砂。白色粒子 ・石英 黒色 薄手。 口縁部内彎、口唇部外反。 口縁部釉漬け

7住ー 5 口 (160) 粒子少量。 三日月高台。高台貼付後右回転 掛け

第290図 底 (81) ②にぶい黄25Y6/3 ロクロ。底部糸切り後箆削調整。

PL- 高 48 ③還元焔 非常に硬質

皿区FP上 須恵杯 残存約2/3 底部中 カマド ①中砂。1>1 cm礫、結晶片岩・ 口唇部外反。右回転ロクロ整形。 カマド出土破片

7住ー 6 心欠損 カマド埋没土 微細雲母・チャート角礫 ・輝石 底部糸切。 赤変

第290図 口(164) 埋没土 多最、石英 ・赤褐色粒少最。 内 口唇部横撫。口縁部横箆磨。

PL73 底 (80) ②明黄褐10YR6/6 体～底部斜め縦箆磨。

高 5.4 ③酸化焔

皿区FP上 須恵椀 残存ほぽ完形 カマド北床直 ①中砂。</>3mm礫、白色粒子 ・ 口縁薄手、ほぽ直立。商台貼付 外面被熱剥落

7住ー 7 口 (109) 埋没土 石英・黒色粒子少醤。 後右回転ロクロ。

第290図 底 72 ②灰10Y5/l

PL73 高 4.6 ③還元焔

111区FP上 須恵蓋 残存 1/3弱、口縁欠 埋没土 ①中砂。白色粒子・赤褐色粒子・ つまみ貼付。右回転ロクロ整形。 「+」墨書

7住ー8 ロー 石英少温。 肩部箆削後横撫。

第290図 底一 ②灰N4/ 断面茶褐色 内 ロクロ痕明瞭。

PL73 高 (1.8) ③還元焔

皿区FP上 須恵椀 残存 1/2強 カマド北床直 ①中砂。</J1 cm礫、白色粒多最、 口縁部内轡、口唇部外反。底部 外底部1/2黒

7住ー 9 口(160) 埋没土 輝石・石英・赤褐色粒千少量。 糸切後高台貼付。右回転ロクロ。 斑。

第290図 底 (88) ②灰白2.5Y8/2 外・内 ロクロ痕明瞭。 「真」墨書

PL73 高 6.2 ③還元焔 高台は高く、先端は外反。

Ill区FP上 須恵長頸 残存頸部1/4 埋没土 ①細砂。黒色粒子 白色粒子 ・ 非常に薄手。右回転ロクロ整形。 外厚く緑色自

7住ー 10 壺？ 口一 石英少最。 外 自然釉が厚く、ロクロ痕不 然釉

第290図 底ー ②黄灰2.5Y6/l 明瞭。 内淡い自然釉

PL- 高 (80) ③還元焔

皿区FP上 士師小型 残存口縁～体部 カマド ①細砂。q,3mm石英、輝石、赤 紐作り 。口縁部横撫。 内外面薄い黒

7住一 11 甕 口(135) カマド埋没土 褐色粒子少量。 外頸部撫以前の弱い指頭痕 変

第290図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 残。イ本部右→左、下→上箆削。

PL- 喬 （65) ③酸化焔 内頸～体部横撫。

I11区FP上 須恵杯 残存 1/3弱 埋没土 ①中砂。</>5mm礫、雄石・石英・ 口縁部内彎、口唇部外反。右回 外・内黒色

8住ー 1 口(108) 白色粒子少量。 転ロクロ。底部糸切。薄手、や

第290図 底 4.6 ②灰白2.5Y8/2 や上底。

PL - 裔 4.2 ③還元焔 外 ロクロ痕明瞭。

内滑らか。

皿区FP上 須恵椀 残存 ほぽ完形 カマド ①中砂。</,1 cm礫、輝石・石英・ 口縁部はほぽ直線的に開く 。高 かなり焼きゆが

8住ー 2 口 12.5 カマド埋没士 白色粒子少羹。 台貼付。左回転ロクロ整形。底 みがある。

第290図 底 6.9 ②灰黄2.5Y6/2 部糸切。底部は凹み、ヒビが入 内 口縁一部淡

PL― 高 5.2 ③還元焔やや軟質 る。 い黒変

III区FP上 須恵坑 残存底部有、体～口 埋没士 ①中砂。¢5mm礫、白色粒子・ 口縁部僅かに内彎、口唇部外反。 外黒色

8住ー 3 縁約1/8 床下 輝石 • 石英少品 底部糸切。高台貼付後右回転ロ 内口縁～底部

第290図 口 (147) ②灰白2.5Y7/l クロ。ロクロ痕は弱い。高台は 1/2黒色

PL- 底 91 ③還元焔 高く、角は丸い。

商 66

I[区FP上 須恵坪 残存 3/4強 カマド ①中砂。</>5mm礫 、 輝石 • 石英・ 口縁部内彎、口唇部肥厚外反。 口縁部ゆがむ。

8住ー 4 口 (111) 白色粒子少最。 右回転ロクロ。底部糸切り 。や 外淡く黒変

第290図 底 7.6 ②灰75Y6/l や上底ぎみ、厚い。

PL73 高 3.9 ③還元焔 外ロクロ痕明瞭、内弱い。
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出土土器観察表

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

m区FP上 須恵椀 残存体下～底部 埋没土 ①中砂。q;3mm礫、赤褐色粒 ． 体部やや丸味を持つ。高台貼付 内面スス付着

8住ー 5 内黒 ロー 輝石 ・石英・白色粒子少弧。 後右回転ロクロ。 外底部墨杏

第291図 底 （63) ②にぶい黄橙10YR6/4 外体部撫痕多数。高台との接 「九ー」

PL73 高 (30) ③酸化焔 合部分のみロクロ痕明瞭。底部

糸切。

内 一方向箆磨後、黒色処理。

m区FP上 灰釉椀 残存口縁 1/6、底部 埋没土 ①細砂。白色粒子 ・石英・黒色 口縁部内彎、口唇部外反。高台 釉漬け掛け

8住ー 6 □ (136) 粒子少紐。 貼付後右回転ロクロ整形。高台

第291図 底 6.6 ②灰白25Y7/l 接合部にヒピ割れ有。

PL― 高 4.3 ③還元焔硬質

]l]区FP上 灰釉椀 残存 1/3 床下土坑 ①細砂。赤褐色粒子 ・白色粒子 ロクロ。高台貼付、接合痕残。

8住ー 7 口(160) 少量。 底部撫、切り離し技法不明。釉

第291図 底 84 ②灰白5Y7/l は漬け掛けか、釉調は透明感の

PL― 高 52 ③還元焔 ある緑灰色。

I11区FP上 灰釉椀 残存底部と口縁～体 ①細砂。<I>3mm石英少蘊。 ロクロ。高台貼付、接合痕残。 釉は漬け掛けか。

8住ー 8 部1/4 ②灰白5Y7/2 底部糸切後高台貼付時撫。 釉調は透明感の

第291図 口 (160) ③還元焔 ある灰色。

PL― 底 8.0

高 4.8

皿区FP上 灰釉壺 残存口縁 1/4弱 埋没土 (8・9住） ①細砂。石英・黒色粒子・白色 口唇部外反。頸部やや直線的に

8住ー 9 口(121) 粒子少最。 開く 。右回転ロクロ整形。外ロ

第291回 底一 ②灰白25Y8/l クロ痕は弱く 、内明瞭。

PL― 高 (48) ③還元焔 外厚く釉が掛かる。

内 薄く釉が掛かる。

皿区FP上 須恵甕 残存口縁部1/4弱 床下土坑3 ①中砂。</,3mm結晶片岩礫、石 やや薄手。折り返し口縁、右回 口唇部部分的

8住～ 10 ロー 英 ・白色粒子多量。 転ロクロ。 に欠損。

第291図 底ー ②灰N4/ 外 ・内 ロクロ痕明瞭。→一部 外淡い自然釉

PL― 古回 ＿ ③還元焔硬質 撫痕有。

m区FP上 土師羽釜 残存底部～体部1/2 カマド ①中砂。石英・赤褐色粒子・輝 紐作り 。

8住ー 11 ロー 埋没土 石少量。 外体部下→上箆削後一部撫。

第291図 底 (8.0) ②にぶい黄橙10YR6/4 底部撫。

PL― 高 (90) ③酸化焔 内 体部横指撫。底部指撫。

III区FP上 灰釉壺？ 残存底部約1/3 埋没士下位 ①細砂。石英 ・白色粒子植物 厚手。直景感有。右回転ロクロ。 外・内釉灰

8住ー 12 ロ― 繊維少量。 外・内ロクロ痕明瞭。 白色淡い

第291図 底 （156) ②灰白2.5Y7/l 外高台貼付。接合痕明瞭。底

PL73 高 (43) ③還元焔 部箆削。高台部分に棒をはさん

だ痕有。

内 体部一部接合痕有。欠口に

剥離痕明瞭。

皿区FP上 須恵羽釜 残存口縁1/4 カマド ①細砂。石英 ・耀石少最。 紐作り 。鍔貼付後横撫。 内面 口縁赤変

8住ー 13 口 (21.0) ②灰白5Y7/2 外鍔下に指頭圧痕残。

第291図 底ー ③還元焔 内体部横指撫。

PL― 高 (49)

m区FP上 須恵羽釜 残存口縁部1/4 カマド ①中砂。</>3mm礫、石英多嚢、 紐作り 。鍔貼付後横撫。 内面 口縁部一

8住ー 14 口 (18.6) 輝石少量。 外口縁部鍔接合痕残。体部 部黒変

第291図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/2 指頭圧痕残。

PL― 商 (71) ③還元焔 内 体部横・斜横撫。接合痕残。

皿区FP上 須恵羽釜 残存口縁～体部 1/6 埋没土 ①中砂。石英多鑓、輝石少甚 紐作り 。鍔貼付後ロクロ整形。 内面体上部黒

8住ー 15 口 07.0) ②灰黄25Y6/2 外鍔接合痕残。体部下→上箆 変

第291図 底ー ③酸化焔 削。

PL - 高(12.2) 内 体部上部指頭圧痕多数残。

下部横撫。

皿区FP上 須恵羽釜 残存口縁～体部1/3 埋没土 ①中砂。白色粒子 赤褐色粒子 紐作り 。鍔貼付後横撫。 外面ほぽ全面

8住ー 16 口 (19.4) 多量。 外体部上部指撫。指頭圧痕多 スス付培黒変。

第291図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/4 数。下部下→上箆削後一部撫。

PL- 高 (22.0) ③酸化焔 内 体部上部横指撫。下部横指

撫後縦指撫。

皿区FP上 土師羽釜 残存口縁～体部 1/6 カマド ①中砂。</,3mm礫 ・石英多量、 紐作り 。鍔貼付後横撫。

8住ー 17 口(19.0) 輝石少黛。 外 口縁部指頭圧痕多数残。体

第292図 底ー ②橙75YR6/6 部下→上箆削

PL― 高（195) ③酸化焔 内 口縁部指頭圧痕残。体部上

部斜横指撫で。下部横撫。
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 屈 目 出土位樅 ①胎士②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

皿区FP上 土師羽釜 残存 1/4 カマド ①中砂。1>3mm石英、赤褐色粒 紐作り 。鍔貼付後横撫。 内外面体上部

8住ー 18 口 (170) 埋没土 子 白色粒子多益。 外体部上部指撫。指頭圧痕多 黒変

第292図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 数。下部下→上箆削後一部撫。

PL― 高 (245) ③酸化焔 内 体部上部横指撫。下部横指

撫後縦指撫。

皿区FP上 須恵羽釜 残存口縁～底部1/2 カマド ①中砂。石英・輝石・赤褐色粒 紐作り 。鍔貼付後撫。 外面底部赤変

8住ー 19 口 (200) 子少益。 外 ロクロ後斜縦指撫。

第292図 底 (70) ②にぶい黄橙10YR6/4 内 ロクロ、 一部接合痕残。

PL73 高 235 ③酸化焔

皿区FP上 須恵甕 残存頸部1/4強 埋没土 ①中砂。白色粒子・石英・黒色 厚手。左回転ロクロ。

8住ー20 □ 一 床直上 粒子少汰。 外頸部横ハケ目状調整。肩部

第292図 底 ー ②黄灰25Y6/l 叩き目

PL- 高一 ③還元焔 内 口縁～頸部ロクロ痕→横撫

痕。外内両側からの粘土による

頸部補強明瞭。

m区FP上 須恵大形 残存体部破片 埋没土下位 ①中砂。石英・白色粒子・黒色 外叩き後撫 内一部淡い黒

8住ー21 甕 口一 粒子少品 内押え後撫 変

第292図 底ー ②灰10Y6/l

PL - 高一 ③還元焔

I[区FP上 須恵坪 残存底部1/4 埋没土 ①中砂。¢ 3mm礫、輝石石英・ やや薄手。底部中心僅かに上底。

9住ー 1 ロー 白色粒子少最。 右回転ロクロ。ロクロ痕明瞭。

第293図 底 (4.8) ②灰5Y6/l 底部糸切。

PL- 高 (15) ③還元焔 外体部下部指頭痕有。

皿区FP上 灰釉椀？ 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。石英・輝石少最。 口唇部外反。淡緑釉。外面は釉

9住ー 2 ロー ②灰白75Y7/l 垂れ有。

第293図 底ー ③還元焔 右回転ロクロ。

PL― 高 (3.0)

I11区FP上 須恵甕 残存 口縁部破片 埋没士 ①中砂。¢3mm礫、白色粒子 ・ 折り返し口緑、口唇部薄い。

9住ー3 ロー 黒色粒子 ・石英少泣。 折り返し部分粘土貼付。右回転

第293図 底ー ②灰75Y4/l ロクロ。

PL- 高（l．9) ③還元焔

m区FP上 須恵杯 残存 3/4 カマド埋没土 ①中砂。¢lcm礫、白色粒子・ 口縁ほぼ直立。口唇部肥厚。右 内～外口縁一

10住一 l 口 (126) 埋没土 石英 ・輝石少械 回転ロクロ。 部黒斑

第293図 底(8.0) ②灰白5Y8/l 外体下部指頭痕有。底部箆削

PL73 高 36 ③還元焔 調整

内 底部やや上底、ロクロ痕明

瞭。

m区FP上 須恵椀 残存口縁1/4強 埋没士 ①粗砂。</>5mm結晶片岩礫、結 口縁部内彎、口唇部やや肥厚。 内面口唇部磨

10住ー 2 口 (15.4) 晶片岩 石英極多量、雲母・赤 右回転ロクロ。 滅（使用痕？ ）

第293回 底ー 褐色粒子少最。 外 ロクロ痕明瞭

PL- 高 (45) ②灰75Y5/l 内やや弱い。

③還元焔

皿区FP上 土師甕 存口縁～体部1/4 埋没土 ①細砂。白色粒子・輝石・石英 紐作り 。口縁部横撫。 外面薄くスス

10住ー 3 口 (180) 赤褐色粒子少裁 外頸部指頭圧痕多数。体部 付着、黒変

第293図 底ー ②灰褐75YR4/2 右→左箆削。

PL- 高 (10.2) ③酸化焔 内 体部横撫。指頭圧痕有。

III区FP上 須恵大甕 残存口縁約1/6 埋没士 ①細砂。石英粒子極多鑓、白色 口唇部外反、折り返し口縁。ロ

10住ー 4 口 (22.8) 粒子多最、黒色粒子少最。 唇部を除き外面灰白色自然釉。

第293図 底ー ②灰10Y4/l ロクロ。

PL- 高 (29) ③還元焔硬質

m区FP上 灰釉椀 残存 1/3強 カマド ①細砂。石英粒子多益、輝石 ・ 口縁部有段、やや内彎して立ち 釉調は淡緑色

11住ー 1 口 04.0) 埋没土 黒色粒子少量。 上がる。口唇部外反。右回転ロ 内面は厚く垂れ

第293図 底 (64) ②灰白75Y7/l クロ。三 日月高台貼付。底部箆 る。外面薄い。

PL― 高 41 ③還元焔 削調整後ロクロ。

外体下部箆削後ロクロ整形。

皿区FP上 須恵坪 残存約1/3 カマド ①中砂。</J5mm角礫、輝石•石 輪積み。口縁部僅かに内轡、ロ 外・内一部黒

11住ー 2 口(135) 英 ・白色粒子少謎。 唇部肥厚、外反。右回転ロクロ。 変

第293図 底 (58) ②灰白25Y8/2 外ロクロ痕明瞭。

PL- 高 47 ③還元焔軟質 外体部接合痕有。下端指頭痕

有。底部糸切。中心やや薄い。

46 



出土土器観察表

番号 器種 贔 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

m区FP上 須恵坪 残存約1/4 埋没土上層 ①中砂。</,3mm礫、白色粒子 ・ 口縁やや直線的に開く 。口唇部

11住ー 3 口(144) 親石 • 石英 黒色粒子少量。 肥厚、外反。右回転ロクロ整形。

第293図 底 (4.8) ②灰白75Y7 /l 底部糸切。中心部薄く凹む。

PL― 高 4.3 ③還元焔

m区FP上 須恵塊 残存 3/4強 カマド ①中砂。¢ 5mm角礫、白色粒 ． 閲台貼付後右回転ロクロ整形。

11住ー 4 口 134 埋没土 輝石・石英黒褐色粒少最。 底部糸切。ゆがみが大きく、特

第293図 底 8.0 ②にぶい黄橙10YR7/2 に口縁及び底部高台。

PL- 商 58 ③遠元焔 外 ロクロ痕明瞭

内 ロクロ痕不明瞭

皿区FP上 須恵杯 残存 ほぽ完形。口禄 カマド ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 口縁部ほぽ直線的に開く 。口唇 外口縁一部黒

11住ー5 一部欠損 少品。 部やや肥厚、外反。右回転ロク 変

第293図 口 130 ②灰黄2.5Y7/2 ロ。 内黒変

PL73 底 5.7 ③還元焔軟質 外体部接合痕有。体部下部指

高 4.4 頭痕有。底部糸切。

l11区FP上 須恵椀 残存 1/2強、高台1/2 埋没士 ①中砂。 ¢5mm礫、 微細雲母多 口縁部やや内轡、口唇部やや肥 内口縁一部～

11住ー 6 欠損 絋、蝉石 ・石英 ・白色粒子・赤 厚、外反。右回転ロクロ整形。 底部黒斑（重ね

第293図 口 (137) 褐色粒子少益。 ロクロ痕明瞭。 焼きの痕跡）

PL73 底 6.0 ②灰白75Y7/l 外体部指撫痕有。底部糸切。 外底部黒斑

高 57 ③還元焔 高台貼付後ロクロ。接合痕明瞭。

l11区FP上 須恵坪 残存体下～底部 1/2 埋没土 ①中砂。ct,3mm礫、微細雲母・ 口縁部内均立ち上がり 。右回転 外底部黒斑、

11住ー 7 （墨書） ロ― 赤褐色粒・輝石少最。 ロクロ。内ロクロ痕明瞭、底部 周辺磨滅

第294図 底 (53) ②灰黄25Y7/2 糸切。内面墨害は文字か否か不 内底部一部黒

PL73 高 (33) ③還元焔 明。 斑

皿区FP上 須恵坪 残存底部 床直 ①細砂。微細雲母多量、輝石 ・ 底部糸切。焼成後中央に裏→表 外底部一部黒

11住ー8 ロー 石英・白色粒子 ・チャート少醤。 にの 6mmの孔有。右回転ロクロ。 斑

第294図 底 53 ②灰白5Y8/l 体部内彎立ち上がり 。体下部に

PL73 高(17) ③還元焔 指頭痕有り 。

皿区FP上 須恵椀 残存底部破片、高台 埋没土 ①細砂。微細雲母多筵、輝石 ・ 右回転ロクロ。ロクロ痕は弱い。 墨書土器文字

11住ー 9 （墨書） 欠損 石英 ・白色粒子少益。 外体下部指頭痕有。 不明

第294図 口一 ②灰白25Y7 /l 

PL- 底ー ③還元焔軟質

高 一

皿区FP上 須恵羽釜 残存口縁～体部 1/2 床直 ①中砂。</,5 mm礫、白色粒多批。紐作り 。鍔貼付後右回転ロクロ 外面一部黒斑

11住ー10 口 185 カマド 輝石 ・石英少最。 整形。 外面体部淡＜

第294図 底 一 ②にぶい黄橙10YR7/2 外 口縁部接合痕有。鍔接合痕 赤変

PL73 高（245) ③酸化焔 明瞭。体部下→上、下部上→下

箆削。 一部指頭圧痕。

内 頸部指頭圧痕 ．接合痕有。

体部縦方向指撫。

l11区FP上 須恵羽釜 残存口縁～体上部 カマド埋没士 ①中砂。赤褐色粒石英 ・輝石 ・ 紐作り 。鍔貼付後右回転ロクロ

11住ー 11 1/4 白色粒少最 整形。

第294図 口（170) ②にぶい黄橙10YR6/3 外鍔接合痕明瞭。鍔下に一部

PL- 底 ー ③酸化焔 指頭圧痕有。体部下→上箆削。

高 (82) 内体部縦指憮有。

皿区FP上 須恵羽釜 残存口縁～体上部 埋没土 ①中砂。白色粒多益。石英 ・輝 紐作 り。鍔貼付後ロクロ整形。 口縁黒斑、 一

11住ー 12 1/2 石少昼 口縁部 ・鍔接合痕有。 部スス付着

第294図 口 (17.0) ②灰黄褐10YR5/2 外体部下→上箆削。

PL -- 底 ー ③還元焔 内 体部ロクロ後縦指撫。

高（79)

皿区FP上 土製品 残存完形 埋没土 ①細砂。輝石 ・赤褐色粒子 白 土錘としては比較的大形。

11住ー 13 土錘 長 58 色粒子微最。 体部指撫。箆の当たり有り。 上

第294図 径 35 ②にぶい橙75YR6/4 下両端箆削

PL73 孔 13 ③酸化焔

重さ 520g 

I11区FP上 羽口 残 存 破 片 カマド ①細砂。</J5mm軽石、植物繊維 指撫。孔のまわ りに粘土を 2重 外 一部黒変

11住ー 14 長 (13.0) 多菌、赤褐色粒子少最。 に貼った ものを 2枚合わせて作

第294図 径 (83) ②にぶい橙75YR6/4 成されていたものと考えられる。

PL73 孔 (18) ③酸化焔
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FP上 須恵椀 残存口縁～体部1/4 カマド ①細砂。微細雲母・輝石・石英・ 口縁部やや直線的に開いて立ち 内使用による

12住ー 1 口(14.0) 赤褐色粒子少址。 上がる。口唇部肥厚、外反。右 磨滅。非常に滑

第294図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 回転ロクロ。 らか。

PL― 高 (3.0) ③酸化焔 外内ロクロ痕明瞭。

I11区FP上 須恵杯 残存 1/4 埋没土 ①中砂。q,5mm礫、白色粒子・ 口唇部外反。右回転ロクロ整形。 外体部の一部

12住ー 2 口(126) 雄石・雲母・石英少最。 底部糸切。 を除き、黒斑

第294図 底 (62) ②にぶい黄橙10YR6/4 外体部の段は明瞭。 内全面黒斑

PL- 高 4.3 ③還元焔

I11区FP上 須恵杯 残存 1/2 カマド ①中砂。黒褐色粒子・石英 ・輝 口縁部直線的に開いて立ち上が

12住ー3 口(117) カマド埋没土 石少羞 る。口唇部やや肥厚、外反。右

第294図 底 (54) ②灰黄2.5Y7/2 回転ロクロ。外口唇下横位

PL73 高 4.2 ③遠元焔やや軟質 沈線状に一条巡る。

外内 ロクロ痕明瞭。底部糸

切。底部限く、口縁部薄い。

I[区FP上 須恵坪 残存 1/3 埋没士 ①中砂。q,3mm礫、石英・輝石・ 口唇部やや外反。口縁部やや内 外 ・内口縁・

12住ー 4 口 (120) 白色粒子微細雲母少最。 彎。右回転ロクロ。底部糸切。 底部黒斑

第294図 底 (50) ②にぶい黄25Y6/4 器面はがラつく調整。 歪み大きい。

PL- 高 4.1 ③酸化焔 外 ロクロ痕は明瞭で段状。

内 ロクロ痕弱い。

m区FP上 須恵坑 残存 1/2強 カマド ①中砂。rt,5mm礫、黒色粒子・ 口唇部外反。体部やや内轡して 外 ・内口縁淡

12住ー 5 口 (37) 11住カマド埋没士 輝石 石英 ・白色粒子少最。 立ち上がる。右回転ロクロ整形。 い黒変

第295図 底 6.0 ②灰白5Y7/2 外・内 ロクロ痕明瞭。 内底部やや粗

PL- 高 5.0 ③還元焔 底部糸切。高台貼付後箆による れる

ロクロ整形。

I11区FP上 須恵碗 残存 1/2 カマド ①中砂。<f,5mm礫、長さ 2cm木 口縁部ほぽ直線的に開く 。口唇 外体～底部黒

12住ー 6 口 (142) 片痕跡含む。赤褐色粒千輝石 部外反。右回転ロクロ。 斑

第295図 底 (62) 石英 ・白色粒子少量。 外体部ロクロ痕明瞭。高台貼 内口縁～底部

PL- 高 5.3 ②にぶい橙75YR6/4 付。高台は低い。底部糸切。 黒変

③酸化焔 内 口縁下のロクロ痕明瞭。

m区FP上 須恵杯 残存完形 床直上 ①中砂。</J5 mm礫、輝石石英・ 口唇部肥厚、外反。右回転ロク 外ほぽ全面黒

12住ー 7 口 12.4 白色粒子少最。 ロ。 斑、一部スス付

第295図 底 5.0 ②にぶい黄橙2.5Y6/3 外 口縁部箆傷有。体部ロクロ 着、黒変。

PL73 高 4.3 ③還元焔 やや軟質 痕弱い。底部糸切。 内 ほぼ全面黒

内 口縁～｛本部ロクロ痕弱い。 斑、一部スス付

底部箆、ロクロ痕明瞭。 着、黒変。

Ill区FP上 須恵椀 残存 2/3 カマド ①細砂。微細雲母 ・石英 ・輝石・ 底部厚く、口縁部薄い。口唇部 外底部赤変

12住-8 口(142) 埋没士 赤褐色粒子少星。 外反。口縁部ほぽ直線的に開く 。

第295図 底 6.6 ②にぶい黄橙10YR6/3 右回転ロクロ。商台貼付。

PL― 高 5.4 ③還元焔 やや軟質 外ロクロ痕明瞭。

内 ロクロ痕弱い。

皿区FP上 須恵坑 残存 ほぽ完形、口縁 カマド ①中砂。¢3mm礫、チャート ・ 口唇部薄手、体部非常に厚手。 器面風化

12住ー 9 部一部欠損 埋没土 輝石石英白色粒子少抵。 底部糸切。高台貼付後右回転ロ

第295図 口 157 ②にぶい黄橙10YR6/3 クロ。

PL73 底 7.3 ③還元焔軟質 外 口縁部接合痕明瞭。

高 6.0 内 底部中心出謄状に突出。

m区FP上 須恵坪 残存ほぽ完形 カマド ①中砂。¢5mm礫、耀石•石英· 口唇部肥庫外反、口縁部内轡し 外 一部黒変、

12住ー 10 口 126 白色粒子・赤褐色粒子少量 て立ち上がる。右回転ロクロ。 赤変

第295図 底 5.0 ②浅黄2.5Y7/3 ロクロ痕明瞭。 内一部黒変、

PL73 高 4.5 ③還元焔 外底部糸切。 赤変、底部使用

内底部中心は凹む。 による磨滅

m区FP上 須恵椀 残存底部2/3 埋没土 ①細砂。 輝石・石英・白色粒子 高台貼付後右回転ロクロ。底部 外体～底部黒

12住ー 11 墨害 口ー 少量。 糸切。 斑

第295図 底 (60) ②灰黄25Y7 /2 外体部及び内底部ロクロ痕明 外 ・内墨書文

PL- 高 (2.4) ③還元焔 瞭。 字は不明。

皿区FP上 須恵羽 釜 残存口縁～体部1/3 カマド ①中砂。 白色粒子・輝石・石英・ 紐作り 。鍔貼付後ロクロ。

12住ー12 口 172 赤褐色粒少鈷。 外 口縁部接合痕有。鍔部指頭

第295図 底ー ②にぶい黄2.5Y6/3 圧痕多数有。体部下→上箆削後

PL― 高 (215) ③還元焔 一部箆撫。指頭圧痕残。

内 口縁部接合痕・指頭圧痕有。

横指撫。
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出土土器観察表

番号 器種 量 目 出土位置 1胎土 2色調 3焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FP上 須恵羽釜 残存口縁～体部1/3 カマド ①中砂。</,5mm礫、白色粒子・ 巻き上げ。鍔貼付後ロクロ。 外一部黒変

12住ー13 口 (17.6) 石英・輝石少量。 外 口縁部接合痕残。鍔先端指 内一部黒変

第295図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3 頭圧痕残。体部下→上箆削。

PL― 高 (185) ③還元焔 内 口縁部箆痕有。体部横箆撫

後、一部指撫。指頭圧痕多。

m区FP上 須恵羽釜 残存口縁～体上部 カマド ①中砂。¢5mm礫、白色粒子・ 紐作り 。鍔貼付後ロクロ整形。

12住ー 14 1/3 埋没士 輝石 ・石英 赤褐色粒少量。 外 口縁部接合痕有。鍔部接合

第295図 口(170) ②浅黄25Y7/3 痕 ・指頭圧痕多数。体部下→上

PL― 底ー ③還元焔 箆削。

高(JOO) 内 口縁部接合痕指頭圧痕有。

体部横箆撫。

m区FP上 灰釉椀 残存口縁～体部1/8 床下土坑埋没土 ①細砂。白色粒子・石英・黒色 非常に薄手。口唇部外反。体部

13住ー 1 口(164) 粒子少量。 内彎して立ち上がる。右回転ロ

第296図 底ー ②灰白N8/ クロ。高台貼付。

PL― 高 (55) ③還元焔 釉は灰白色、内面口縁は厚く垂

れる。底部掛からない。（重ね焼

きの痕跡）

皿区FP上 須恵小形 残存 ほぽ完形 貯蔵穴 ①中砂。¢3mm礫、輝石多盪、 口唇部外反。体部やや内彎して

13住ー 2 杯 口 (92) 埋没士 石英・白色粒子少量。 立ち上がる。底部やや上底。中

第296図 底 5.6 ②灰黄25Y6/2 心はやや厚い。左回転ロクロ。

PL73 高 3.3 ③還元焔軟質 底部糸切。

皿区FP上 須恵坑内 残存口縁～底部3/4 埋没士下位 ①中砂。</>5mm礫、赤褐色粒多 ロクロ。高台貼付後指撫。

13住ー 3 黒 口 13.0 羞、輝石・石英少蓋。 外高台接合痕有。底部糸切痕

第296図 底 7.0 ②外にぶい黄褐10YR5/3 有。

PL73 高 5.9 ③還元焔 内箆磨。

I11区FP上 灰釉椀 残存底部1/2弱 埋没土上層 ①細砂。</>5mm石英、白色粒子 高台貼付後右回転ロクロ整形。 灰釉淡録色

13住ー 4 口ー 多量、黒色粒子少量。 底部糸切。 漬け掛け

第296図 底 (62) ②灰白5Y7/l 外ややロクロ痕明瞭。 内底部円形に

PL― 高 (28) ③還元焔 釉の掛からない

部分有。（重ね焼

きの痕跡）

皿区FP上 須恵椀 残存 口縁破片 埋没土 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 口唇部肥厚、外反。薄手。右回 外 ・内墨書

13住ー 5 墨牲 ロー 少董。 転ロクロ。 文字不明

第296図 底ー ②灰白5Y7/2

PL― 裔一 ③還元焔

Ill区FP上 須恵椀？ 残存体部破片 埋没土 ①細砂。輝石 ・石英 白色粒子 右回転ロクロ。 内 墨 書 文 字

13住ー 6 暴書 口一 少量。 体部ロクロ痕明瞭。内轡して立 不明

第296図 底ー ②暗灰黄2.5Y5/2 ち上がる。

PL― 古向 ― ③還元焔

皿区FP上 須恵坑？ 残存体部破片 埋没土 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 ロクロ。 内 墨 害 文 字

13住ー 7 墨害 口一 少最。 体部ロクロ痕明瞭。内彎して立 不明

第296図 底ー ②にぶい黄25Y6/3 ち上がる。

PL― 高一 ③還元焔

m区FP上 須恵椀？ 残存体部破片 埋没土 ①細砂。輝石 石英 ・白色粒 右回転ロクロ。 外墨書文字

13住ー8 墨書 ロー 子少温。 体部ロクロ痕明瞭。内彎して 不明

第296図 底一 ②灰白7.5Y7/l 立ち上がる。

PL- 古向 ― ③還元焔

皿区FP上 須恵椀？ 残存体部破片 埋没士 ①細砂。 輝石•石英 ・ 白色粒子 左回転ロクロ。 内 墨 書 文 字

13住ー 9 艇書 口一 少量。 体部内彎して立ち上がる。 不明

第296図 底一 ②灰白5Y7/l

PL - 古向 ー ③還元焔

m区FP上 灰釉甕 残存体部破片 埋没土下位 ①細砂。q,3mm石英、石英粒少 左回転ロクロ。

13住ー 10 口一 蘊。 外箆削後ロクロ、ロクロ痕明

第296図 底ー ②灰白5Y7/l 瞭。

PL- 高(132) ③還元焔 内 ロクロ痕明瞭。

釉灰白色、ハケ着け。

m区FP上 須恵甕？ 残存脚1/2 埋没土 ①細砂。石英水晶・赤褐色粒 口唇部外反。右回転ロクロ整形。

13住一11 口 (13.0) 子・輝石少最。 外 ロクロ痕明瞭。

第296図 底ー ②橙75YR7/6 内 ロクロ痕弱い。

PL- 高 (52) ③酸化焔やや硬質
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

m区FP上 須恵坑 残存底部 埋没士 ①粗砂。</>5mm礫、白色粒子・ 右回転ロクロ。 外・内全面ヒ

14住ー 1 口ー 石英 ・小水晶・輝石少批。 体部 轡曲した立ち上がり。底 ビ割れ有。

第296図 底（72) ②灰黄2.5Y6/2 部に比べ薄手。 外底部黒斑

PL- 高 38 ③還元焔 底部 ・高台厚手。

外体部ロクロ痕明瞭

内 底部ロクロ痕明瞭

m区FP上 須恵椀 残存底部と上部1/2 床直上 ①粗砂。¢1 cm礫 • 3~5mm礫 口唇部肥厚、外反。体部やや内 外・内底部一・

15住ー 1 口 (16.0) 多覇、白色粒子・微細雲母・輝 野して立ち上がる。右回転ロク 部黒変

第296図 底 8.5 石・石英少涎。 ロ。

PL- 高 6.2 ②灰75Y6/l 外体部ロクロ痕明瞭。底部糸

③還元焔やや軟質 切。高台貼付後箆によるロクロ。

内 口縁及び底部磨滅。底部風

化、崩れ有。

III区FP上 灰釉椀 残存 口縁部破片 埋没土 ①中砂。¢3mm石英、石英•黒 薄手。口唇部外反。体部丸味を 釉調灰白色、薄

60土ー 1 口(162) 色粒子少最。 持った立ち上がり 。 く掛かる。

第296図 底ー ②灰白5Y8/2 右回転ロクロ。

PL- 高 (36) ③還元焔

m区FP上 須恵甕 残存体下部1/6 埋没土 ①中砂。</,5mm石英角礫、石英 外体部箆削後左回転ロクロ。

60土ー 2 ロ― 多簸、黒色粒子・白色粒子少最。 内 ロクロ痕明瞭。

第296図 底 (125) ②灰5Y5/l

PL - 古向 — ③還元焔硬質

II1区FP上 土師羽 残存 口縁～体上部 埋没土 ①粗砂。 </J5mm石英・結晶片岩、 口唇部は平坦で角張る。鍔貼付 外・内一部被

60土ー 3 釜 1/6 石英多益、赤褐色粒・輝石少最。 後右回転横撫。 熱黒変

第296図 口 (18.0) ②橙7.5YR6/6 外接合痕明瞭。

PL- 底ー ③酸化焔 内右→左横撫。接合痕有。

商 (55)

II[区FP上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①中砂。石英・黒色粒子 白色 薄手。右回転ロクロ。 外 ・内 タール

60土-4 口一 粒子少量。 外箆削後ロクロ。 状付着物有。

第296図 底ー ②灰10Y4/l 内 ロクロ痕明瞭。 黒変。

PL- 古回 ＿ ③還元焔硬質

皿区FP上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①粗砂。</,1 cm石英礫、石英多 上部やや薄い。

60土ー 5 ロー 益、特に下半に多い。赤褐色粒・ 外多方向撫後、右回転ロクロ。

第297図 底ー チャート少最。 その後一部箆撫。

PL- 高一 ②灰N4/ 内 青海波文→横撫→一部縦箆

③還元焔硬質 撫。

m区FP上 須恵坪 残存底部1/8 埋没土 ①中砂。c/>5mm礫、石英・輝石・ 体部薄手。内封。右回転ロクロ

116土ー 1 口一 白色粒子少益。 整形。

第297図 底 （7．2) ②青灰10BG5/l 外体部ロクロ痕は弱い。底部

PL- 高 (1.8) ③還元焔 糸切。

内 体部ロクロ痕は弱い。底部

ロクロ痕明瞭。

皿区FP上 須恵椀 残存体下～底部 1/6 埋没土 ①中砂。石英・黒褐色粒少鼠。 薄手。右回転ロクロ。高台貼付

116土ー 2 ロー ②灰白25Y8/l 後ロクロ。

第297図 底 (7.2) ③還元焔 かなり硬質 外体部ロクロ後指撫。 底部

PL- 高 25 糸切。

内 体部ロクロ痕明瞭。 底部

中心やや肥厚、盛上がる。

皿区FP上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①細砂。石英粒子・黒色粒子少 外叩き目後一部撫。

157土一 l ロー 羹。 内 横又は斜め横撫。接合痕明

第297図 底ー ②灰7.5Y6/l 瞭、ヒピ割れ有。

PL - 古向 ― ③還元焔

皿区FP上 須恵椀 残存体部破片1/4強 埋没土 ①中砂。(/!3mm礫、輝石・石英・ 薄手。右回転ロクロ。

165士ー 1 ロー 白色粒子・黒褐色粒子・微細雲 外 弱いロクロ痕。指頭圧痕有。

第297図 底ー 母少最。 内 弱いロクロ痕。

PL- 嵩 (38) ②灰5Y6/l

③還元焔

m区FP上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①中砂。</>3mm安山岩角礫、白 外叩き目。

165士ー 2 ロー 色粒子多最、石英少羹。 内押さえ目 。指頭圧痕残す。

第297図 底ー ②灰10Y5/l

PL- 高一 ③還元焔
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

l11区FP上 須恵甕 残存体部破片 埋没士 ①細砂。石英 ・白色粒子・黒色 外叩き目、一部撫。 内スス付着、

178土ー 1 口一 粒子少餓。 内 青海波文（押さえ目）、一部 黒変

第297図 底ー ②灰N6/ 撫。

PL 高一 ③還元焔

m区FP上 灰釉椀 残存口～底部 1/3 埋没土 ①細砂。黒色粒子 ・石英微量。 口唇部僅かに肥厚。口線部内轡 釉漬け掛け。

179土一 l 口(120) ②灰白5Y7/l した立ち上がり。 灰白色。口縁部

第297図 底 (64) ③還元焔 高台 三日月形高台貼付後右回 厚く、体部薄い。

PL -- 尚 (31) 転ロクロ。

外底部箆削後ロクロ整形。

内底部璽ね焼きの痕跡有り。

（高台の貼り着き痕）

m区FP上 須恵甕 残存頸部破片 埋没土 ①中砂。¢ 5mm礫、黒褐色粒多 頸部内側粘土貼付補強。右回転

206土ー 1 ロー 盤、石英少景。 ロクロ。

第297図 底一 ②灰75Y5/l 内 口縁と頸部の境に幅 7mmの

PL― 古向 ー ③還元焔 浅い沈線有。接合痕明瞭。

皿区FP上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①細砂。石英・輝石 ・黒褐色粒 外叩き目後一部撫。

206土ー 2 口ー 子少量。 内押さえ目後撫。

第297図 底ー ②灰N6/

PL- 高一 ③還元焔

l11区FP上 須恵椀 残存底部 埋没土 ①中砂。石英 ・白色粒子多罷、 右回転ロクロ。尚台貼付、接地 体部一部黒変

231土.-1 ロー 輝石少最。 面平坦。底部糸切。

第297図 底 (6.2) ②灰白2.5Y7/l 内 器面の調整はがうつく。

PL- 高 (20) ③還元焔

m区FP上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①細砂。石英 ・白色粒子少巌、 外叩き目後撫、叩き目はほと

299土ー 1 口ー 黒褐色粒子微最。 んど確認できない。

第297図 底一 ②灰N5/ 内押さえ目後撫。かな

PL- 古回 ー ③遠元焔 り残りは弱い。

m区FP上 須恵坑 残存体下～底部 2/3 埋没土 ①中砂。石英白色粒子輝石 右回転ロクロ。濶台貼付後ロクロ。

404土ー 1 口ー 少量。 外体部ロクロ痕は弱い。高台

第297図 底 (70) ②黄灰2.5Y6/l ゆがむ。底部糸切。

PL- 高(16) ③還元焔 内 体部ロクロ痕は弱い。底部

ロクロ痕明瞭。

皿区FP下 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①中砂。q,3mm礫、白色粒子・ 外叩き目後幅 6mm横位撫で、 外・内被熱。

1号畦 ー1 ロー 石英・黒褐色粒子少最。 3段施文。 淡い黒変。

第298区 底ー ②灰75Y5/l

PL- 高一 ③還元焔

m区FP下 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①中砂。¢ 5mm礫、白色粒子・ 外肩部横撫後幅 2mm浅い沈

1号畦ー 2 ロー 石英・黒褐色粒子少械。 線2条巡る。肩部下叩き目

第298図 底一 ②灰75Y5/l 

PL- 高一 ③還元焔

m区FP下 須恵高坪 残存坪部～脚上部 ①粗砂。 </>5mm石英礫、石英多 比較的大形。非常に1厚手。重醤

2号畦ー 1 ロ ー 量、安山岩礫少量。 感がある。右回転ロクロ。

第298図 底一 ②灰N4/ 外坪部体部上半ロクロ整形。

PL― 高 (54) ③還元焔 指頭痕多数。体部下半右→左箆

削。脚部ロクロ。 3単位三角形

透し有。

内 杯部ロクロ。脚部ロクロ。

皿区FP下 土師 残存ほぽ完形 ①中砂。¢ 3mm礫、石英・輝石・ やや厚手。重最感がある。 内黒

3号畦 ー1 内黒杯 口 134 白色粒・赤褐色粒少批。 外 口縁部横撫。体部箆削後横 外口縁部黒斑

第298図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/4 箆磨き。底部箆削。

PL73 高 51 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部横撫

後箆磨。

皿区FP下 土師杯 残存口～体部破片 ①細砂。¢ 5mm石英、石英・白 外 口縁部横撫。体部との境目 外・内体部一

3号畦ー 2 口(12.2) 色粒子赤褐色粒子微細雲母 の段明瞭。体部～底部右→左、 部淡い黒変

第298図 底ー 少量。 下→上箆削。

PL --- 高 (35) ②にぶい褐75YR6/3 内横撫。口唇部角張り。口唇

③酸化焔 上部浅い沈線巡る。

皿区FP下 土師杯 残存 1/4強 ①細砂。</>3mm赤チャート、微 外口縁部横撫。 2段明瞭。 外・内淡い黒

3号畦ー 3 口(14.4) 細石英・微細雲母少盈。 体～底部箆削。 斑

第298図 底ー ②暗灰黄2.5Y4/2 内右→左横撫。

PL- 高 3.6 ③酸化焔
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FP下 須恵高坪 残存ほぽ完形。脚端 埋没土 ①中砂。1>3mm礫、白色粒子・ 口唇部外反。左回転ロクロ。 自然釉は流れて

3号畦ー 4 部一部欠損。 黒色粒子少益。 外杯体部の段は明瞭。体部下 脚端部で止まる。

第298図 口 10.8 ②褐灰10YR4/l 半に叩き目クシ掻き沈線も明瞭。 口縁と脚部に剥

PL73 底（90) ③還元焔非常に硬質。 脚部端部の段は明瞭、直線的。 れ部分有。

嵩 118 内 杯底部ロクロ痕明瞭。脚部

ロクロ痕明瞭。

皿区FP下 土師 残存口縁～体部1/4 盛土中 ①中砂。石英多益、赤褐色粒． 口縁部外反。脚部非常に厚手。 坪部・脚部内

3号畦ー 5 内黒高坪 欠損 輝石・白色粒子少益。 外 口縁部横撫。体部横箆磨。 黒

第298図 口 17.0 ②外橙75YR6/6 脚部接合部縦指撫で。下部横箆

PL73 底 10.4 内黒7.5YR17/1 磨。

高 14.0 ③酸化焔 内 口縁～底部横箆磨。脚部上

部箆削。下部横撫。

皿区FP下 須恵嵩坪 残存 2/3弱 ①中砂。¢3mm礫、石英・黒褐 口縁部歪む。左回転ロクロ整形。

3号畦ー 6 口(123) 色粒 ・白色粒子少量。 脚部細長三角形透彫り 3単位。

第299図 底 10.0 ②灰N4/

PL73 高 130 ③還元焔

皿区FP下 土師高杯 残存ほぽ完形 埋没土 ①中砂。石英多量、輝石・白色 外 口縁部横撫。幅2mm浅沈線 外・内黒斑

3号畦ー 7 口 168 粒子・茶褐色粒子少最。 2条施文。指頭圧痕残。体部左

第299図 底 12.0 ②浅黄25Y7/4 →右横箆削。底部下→上縦箆削。

PL73 高 14.4 ③酸化焔 脚部縦箆削後指撫、指頭圧痕多

数。端部横撫。

内 杯部横撫。脚部左→右箆削。

III区FP下 須恵聡 残存 口縁及び底部欠 ①中砂。¢ 5mm礫、白色粒子・ 外口縁部幅O.&m、8本7段以

3号畦ー 8 損。 石英 ・赤褐色粒子少最。 上施文。頸～肩部横指撫。指頭

第299図 ロー ②灰N4/ 痕残。体部境に幅5mm浅沈線一

PL- 底ー ③遠元焔 条。体部叩き目巡る。

病 (87) 内 口縁部横撫。頸部指撫。指

頭痕残。肩～体部横撫。

m区FP下 須恵聡 残存口縁 213欠損。 ①中砂。</,3mm礫、石英 ・白色 左回転ロクロ。

3号畦ー 9 口 97 粒子・黒褐色粒子少量。 外 口縁部最大で幅14cm8本波

第299図 底ー ②灰5Y5/ 状文引直し含め 7段施文。肩部

PL73 裔 15.0 ③酸化焔やや軟質 ロクロ、幅5mm浅沈線施文。体

部最大幅部叩き目、その上下幅

5mm前後の沈線施文。体部下半

～底部ロクロ整形後箆削。指頭

圧痕・指撫痕残。

内ロクロ。

l11区FP下 須恵甕 残存 口縁部欠損。 埋没土 ①中砂。¢5mm礫、石英・白色 底部庫手、丸底。口縁部薄手、 外ほぽ全面自

3号畦ー 10 口一 粒子多最、チャート少呈。 外反。左回転ロクロ整形。 然釉かかる。特

第299図 底ー ②灰N4/ 外 口縁部幅 1cm、8本波状文 に肩部 自然釉

PL73 高 (21.0) ③還元焔やや硬質 施文。肩部幅12cm、12本波状文 厚く、灰白色を

施文。体部中央指頭痕残す。下 呈する。

半叩き後ロクロ整形、叩き目残。 内口縁部薄

底部斜縦箆撫。 く自然釉かかる。

内 屑部接合痕残。体部下半～

底部押え目（青海波文）多数。

I11区FP下 土師甕 残存口縁 3/4欠損 ①中砂。</>3mm礫、輝石•石英・ 非常に原手、重最感有り 。 内体部～底部

3号畦ー11 ロー 白色粒子 ・赤褐色粒子少呈。 外 口縁部横撫。頚部指頭圧痕 ベンガラ付着

第299図 底 5.0 ②にぶい黄橙10YR7/4 残。体部下→上箆削。底部箆削。 （ベンガラ容器

PL73 高 109 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部上半箆撫 ？） 

後指撫。指頭圧痕残。下半～底 外口縁～体部

部箆撫。 一部黒斑

皿区FA上 須恵甕 残存口縁1/8 周溝 ①細砂。石英・白色粒子・黒褐 3層構造、中心はにぶい赤褐色。

5号平地一 口(132) 色粒子少量。 左回転ロクロ。口唇部薄く、や

1 底一 ②灰N4/ や丸味を持ち内傾。外頸部と

第300図 高 (48) ③還元焔硬質 の境は弱い。

PL- 内 頸部との境は有段。

皿区FA上 土師坪 残存口縁～底部1/8 埋没土 ①細砂。微細雲母多最、石英 ・ 口縁部外反 外口縁赤変

巨大周溝ー 1 ロー 白色粒子・雄石少羞。 外 口縁部横撫。底部箆削。

第300図 底ー ②明赤褐5YR5/8 内横撫。

PL- 高 (48) ③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 温 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA上 弥生壺 残存口縁部破片 埋没土 ①中砂。1>3mm白色粒、赤褐色 折り返し口縁。 内スス付着、

巨大周溝ー 2 口(187) 粒・輝石・石英・白色粒子少最。 外 口縁部横撫後横箆磨き。頸 黒変

第300図 底ー ②明赤褐5YR5/8 部縦箆磨。

PL- 高 (55) ③酸化焔 内横箆磨。

m区FA上 土師高均 残存脚下部1/4 埋没土 ①中砂。</,5mm礫、輝石石英・ 外脚部上部撫後縦箆磨。下部 外・内黒斑

巨大周溝ー 3 ロー 白色粒子少最。 横撫後一部箆磨。

第300図 底 (16.0) 諷 75YR4/4 内 脚部上部指撫、指頭圧痕有。

PL~ 高 (37) ③酸化焔 下部横撫で。

皿区FA上 弥生甕 残存体下～底部1/2 ①細砂。石英 ・輝石・白色粒子・ 外体部縦刷毛目状調整後縦箆

巨大周溝ー 4 口一 赤褐色粒子少量。 磨。底部無調整。やや上底、薄

第300図 底 (72) ②橙75YR6/6 手。

PL― 高(1.8) ③酸化焔 内体～底部箆磨。

皿区FA上 弥生甕？ 残存体下～底部 ①中砂。</,3mm礫、石英・白色 外体部箆撫、指頭圧痕有。底 外体部スス付

巨大周溝ー 5 ロー 粒子・輝石・赤褐色粒少量。 部箆撫。周辺厚く、上底。 着黒変

第3()()図 底 7.0 ②にぶい黄橙10YR7/4 内体～底部箆撫。

PL― 高 (28) ③酸化焔

l11区FA上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①細砂。石英多絨、赤褐色粒子 外 叩き目。自然釉が掛かるの

453土ー 1 ロー 白色粒子少械。 で器面の状態は不明瞭。

第300図 底ー ②灰N4/ 内青海波文（押さえ目）後斜

PL- 古回 ― ③還元焔非常に硬質 め横撫。

l11区FA上 土師壺？ 残存体下～底部破片 埋没土 ①中砂。石英 ・白色粒子多菰、 外体部箆削後箆撫。底部撫。

476土ー 1 ロー 蝉石少益。 周辺が厚く、中心は薄い。

第300図 底(8.0) ②にぶい橙75YR6/4 内体～底部箆撫後箆磨き。器

PL- 高（3.0) ③酸化焔 面粘土バリ多数。

皿区FA上 土師甕 残存約1/3底～体部 埋没土 ①粗砂。 </>5mm石英角礫、石英 外体部斜め縦箆削。底部葉脈 内炭化物付着

486土一 l ロ ー 結晶片岩多量、白色粒子・赤褐 痕有。 黒変

第300図 底 6.0 色粒子少証。 内体～底部指撫。

PL― 高（72) 麟灰10YR5/l

③酸化焔

皿区FA上 弥生甕 残存口縁破片 埋没土 ①細砂。白色粒子・石英少最。 外横撫後、幅8mm 7本波状

508土ー 1 口ー ②灰黄2.5Y6/2 文。

第300図 底一 ③酸化焔 内 口唇部幅2mm浅い沈線一条。

PL - 高 （37) 口縁部横撫後横箆磨き。

皿区FA上 弥生甕 残存口縁破片 埋没土 ①細砂。輝石・石英・白色粒子・ 薄手。

509士ー 1 口一 赤褐色粒子少益。 外 口縁部幅15cm、横刷毛目状

第300図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 調整。頸部指撫、指頭圧痕残。

PL― 商 (4.7) ③酸化焔 内 口縁部幅1.6cm、横刷毛目状

調整。頸部箆磨。

皿区FA上 弥生甕 残存体下～底部1/6 埋没士 ①細砂。石英多羅、微細雲母 ・ 外体部箆撫後箆磨。底部周辺 外・内赤色

509土ー 2 口ー 赤褐色粒・輝石少温。 ザラ付く 。中心撫後箆磨。

第300図 底 (80) ②赤褐5YR4/8 内体～底部箆磨。

PL― 高 (25) ③酸化焔

m区FA上 土師甕 残存口～頸部1/4弱 ①中砂。¢ 3mm角礫、白色粒子・ 外 口縁部粗い刷毛目状調整後 外口縁部赤斑

517土ー 1 口 (20.2) 赤褐色粒子 ・石英少最。 横撫。頸部指撫後横撫。指頭圧

第300図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 痕残。

PL― 高 (70) ③酸化焔 内 口縁部横撫。肩部横指撫。

皿区FA上 土師甕 残存口縁 1/4弱 ①中砂。赤褐色粒 • 石英輝石・ 外 口縁部横撫。頸部刷毛目状

518土一 l 口 (218) 白色粒子少筵。 調整後横撫。

第300図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 内 口緑部横撫、指頭圧痕残。

PL- 高 6.4 ③酸化焔 頸部横撫後横箆磨。

m区FA上 士師杯 残存口縁～体部 1/4 埋没土 ①中砂。</>3mm礫、赤褐色粒多 底部丸底。 外口縁～体部

5号垣ー 1 口 13.4 呈、輝石 ・石英・白色粒少贔。 外 口縁部横撫。体部指撫、指 スス付着、 一部

第300図 底ー ②橙5YR6/8 頭圧痕残。 淡い黒変

PL― 裔（32) ③酸化焔 内 横撫後斜め横箆磨。

皿区FA上 土師坪 残存口縁～底部1/6 埋没土 ①中砂。赤褐色粒 ・輝石・ 石英 ・ 口唇部細沈線。右回転横撫。

6号垣ー 1 口(126) 白色粒子少塁。 外 口唇下弱沈線有。口縁部と

第300図 底ー ②橙5YR6/6 ピ有。底部境沈線有。底部左→

PL -- 高（36) ③酸化焔 右箆削。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 罷 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

ll1区FA上 土師小形 残存口縁1/8強 埋没士 ①細砂。輝石多凪、赤褐色粒子・ 外 口縁部横撫。体部境細横沈 内黒斑

9号垣一 l 甕 口 (50) 輝石 ・白色粒子 ・石英少益。 線。体部箆削後縦箆撫。

第300図 底ー ②にぶい赤褐25YR5/4 内横撫。接合痕残。

PL - 高 (5.7) ③酸化焔

旧区FA上 土師坪 残存 4/5 埋没土 ①中砂。1>3mm赤褐色粒、赤褐 口縁部内傾、底部丸底。

1落ー 1 口 116 色粒子多址、輝石 石英 ・白色 外口縁部先割箆横撫。体～

第300図 底ー 粒子少品。 底部左→右箆削。

PL73 高 5.2 ②橙25YR6/6 内 口唇部横撫。口縁～体部横

③酸化焔 撫後斜横箆磨。底部横撫、 一部

箆磨。

I11区FA上 土師 残存底部 2/3 埋没土 ①中砂。</,3mmチャート礫、チ 底部周辺部は粘土貼付厚い。

1落ー 2 甕？ ロー ヤート 石英 ・輝石赤褐色粒 外体部指撫。底部落葉広葉樹

第300図 底 8.6 子・白色粒子少最。 木葉痕有。

PL73 高 (24) ②にぶい黄橙10YR7/4 内底部箆撫。

③酸化焔

m区FA上 土師坪 残存 1/6 埋没土 ①中砂。¢3mm赤褐色粒、赤褐 口縁部内傾、口唇部薄手。 外・内一部淡

1落ー 3 口 132 色粒子 ・輝石 石英・白色粒子 外 口縁部横撫。体部横指撫。 い黒変

第300図 底ー 少最。 底部右→左箆削。

PL -- 高 4.8 ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部横撫。体部横撫後細

③酸化焔 箆磨き 。底部撫。

m区FA上 土師杯 残存体部～底部1/2 埋没土 ①中砂。</,3mm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部横撫。体部指撫、指

2落ー 1 口ー 色粒子 ・輝石・石英 ・白色粒子 頭痕残。底部左→右箆削。

第301図 底ー 少品。 内体部横撫後箆磨。

PL - 高 (42) ②橙5YR6/6

③酸化焔

皿区FA上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①中砂。q,3 mm石英角礫、石英 やや薄手。 2落ー 1と同一

2落ー 2 ロー 多最、赤褐色粒子少屎。 外叩き目 個体？

第301図 底ー ②灰N5/ 内青海波文 （押さえ目）

PL- 古向 ＿ ③還元焔

皿区FA上 土師甕 残存底部 埋没土 ①中砂。q,3mm礫、雄石・石英・ 外体部撫。底部無調整、中心

2落ー 3 ロー 白色粒子少量。 やや上底。

第301図 底 8.0 ②にぶい褐7.5YR5/3 内底部箆撫。

PL― 高 (20) ③酸化焔

m区FA上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①中砂。石英角礫多屈、黒色粒 やや薄手。 表裏器面剥落

2落ー 4 口一 子少益。 外叩き目

第301図 底 ー ②灰N5/ 内青海波文 （押さえ目）

PL- 高一 ③還元焔

皿区FA上 土師 残存約1/4 埋没土 ①中砂。rt,5mm礫、白色粒子・ 口縁部内轡、口唇部薄。 内淡い黒変

3落ー 1 手捏ね 口 (4.5) 輝石 ・赤褐色粒 • 石英少批。 外口縁部横憮。体～底部左→

第301図 杯 底一 ②褐7.5YR4/6 右箆削。

PL- 高 37 ③酸化焔 内指撫、指頭圧痕残。

lII区FA上 土師坪 残存口～底上半1/4 埋没士 ①中砂。赤褐色粒多鼠、石英 ・ 外 口縁部横撫。口縁下指撫、 外全面黒斑

3落ー 2 口 11.2 輝石 ・白色粒子少益。 指頭庄痕有。底部右→左箆削。

第301図 底ー 麟 75YR4/3 内横撫後斜め箆磨。

PL -- 高 (31) ③酸化焔

I11区FA上 土師高 残存脚部破片 埋没土 ①中砂。</!3mm礫、赤褐色粒 外頸部横箆削。体部斜め縦刷 内黒斑

3落ー 3 均 ロー 輝石石英白色粒子チャー 毛目状調整後斜め縦指撫。指頭

第301図 底ー 卜角礫少最。 痕有。

PL- 高 (85) ②にぶい赤褐5YR5/4 内指撫、指頭痕残。

③酸化焔

l11区FA上 士師甕 残存体下～底部 1/3 埋没土 ①細砂。結晶片岩多抵、石英 ・ 外体部左上→右下箆削。下端 外内体部淡

3落ー 4 ロー 白色粒子 輝石 ・赤褐色粒子少 左→右箆削。底部撫。 い黒変

第301図 底 (65) 址。 内撫。

PL- 高 (46) ②にぶい褐灰7.5YR5/3

③酸化焔

m区FA上 須恵甕 残存 口縁部破片 FA上 ①中砂。¢3mm石英礫、石英・ 断面中心暗赤紫色。

ME-22-1 ロー 白色粒子少益。 外幅3mm2条 1組沈線上下幅

第301図 底ー ②灰10Y4/ lOcmlO本の波状文。地文ロクロ

PL- 高一 ③還元焔非常に硬質 による横刷毛目状調整。

内 横撫。一部その上にロクロ

痕。
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA上 土師杯 残存 1/4 FA上 ①中砂。赤褐色粒 ・微細雲母多 口縁部外反。 外内口縁薄

MH-22-1 口(134) 孤、輝石・白色粒子少批。 外 口縁部先割箆横撫。 く黒変。

第301図 底(lOO) ②明赤褐5YR5/6 底部箆削。

PL- 高 36 ③酸化焔 内 先割箆横憮。

m区FA上 士師甕 残存 口縁部約1/3 FA上 ①中砂。rt,5mm礫、輝石・石英・ 口縁部やや内轡。 外 ・内口縁一

MJ-22-1 口 16.8 白色粒子・赤褐色粒少益。 外口縁部左→右横撫。指頭 部黒変

第301図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3 圧痕残。頸部指頭圧痕多数。

PL- 高 (41) ③酸化焔 内 口縁部右→左横撫、 一部縦

撫、 一部指頭圧痕残。

皿区FA上 土師坪 残存口～底部 1/4強 FA上 ①中砂。</>5mmチャート円礫、 口縁ほぼ直線的に開く 。 外 ・内口縁～

MK-22-1 口 137 赤褐色粒多最、石英・白色粒子・ 外 口縁部横刷毛目状撫。底部 底部一部黒変

第301図 底ー 輝石少祉。 箆削。

PL- 高 5.5 ②橙5YR6/6 内 口縁部横撫。底部撫、指頭

③酸化焔 痕残。

m区FA上 土師杯 残存口縁～底部 1/4 FA上 ①中砂。赤褐色粒多械、石英 ・ 外口縁部先割箆横撫。一部

MK-22-2 口 136 白色粒子 ・輝石少罷。 斜め縦撫。底部左→右箆削。

第301図 底一 ②橙5YR6/8 内 口縁～底部箆撫。

PL- 高 (45) ③酸化焔

皿区FA上 土師杯 残存口縁～体部破片 FA上 ①中砂。赤褐色粒多鼠、石英・ 口縁部僅か内傾。底部丸底。 外口縁～底部

ML-22-1 口(155) 雄石 ・白色粒子少盈。 外 口縁部横撫。底部左→右箆 スス付着黒変

第301図 底ー ②にぶい赤掲5YR5/4 削。

PL- 高 51 ③酸化焔 内 口縁部横撫。底部横撫。指

頭圧痕残。

m区FA上 土師杯 残存 1/3 FA上 ①細砂。石英・輝石 ・白色粒子 外口縁部先割箆横撫。条線 外・内黒色処

M0-21-1 口 (14.4) 少址。 明瞭。底部左→右箆削。 理

第301図 底一 ②灰黄褐10YR4/2 内 口縁部先割箆横撫。条線明

PL― 高 38 ③酸化焔 瞭。底部先割箆横撫。

lII区FA上 土師坪 残存口縁～底部1/4 FA上 ①細砂。微細雲母極多益、赤褐 口縁部やや外反し開く 。 外 ・内口縁～

MP-21-1 口 (125) 色粒輝石石英白色粒子少址。 外 口縁部横撫。接合痕有。底 底部一部黒変

第301図 底ー ②赤褐5YR4/6 部右→左箆削。

PL- 高 (40) ③酸化焔 内 口縁～底部横撫。

皿区FA上 土師坪 残存口縁～底部1/4 FA上 ①中砂。</>3mm礫、赤褐色粒 ． 内傾口縁。

MP-21-2 弱 輝石石英白色粒子少益。 外 口縁部横撫。底部境一部指

第301図 口(122) ②橙5YR6/6 頭圧痕残。底部左→右箆削。

PL- 底ー ③酸化焔 内 口縁部先割箆横撫。体～底

高 (50) 部横撫後斜横箆磨。

皿区FA中 土師甍 残存体下部～底部 FA中 ①細砂。石英・輝石・白色粒少址。 外体部 一部刷毛目状調整。 外火だすき、

MB-20-1 口一 ②にぶい黄橙10YR7/4 指撫後箆撫。底部上底。周辺部 赤変

第301図 底 70 ③酸化焔 厚、ザラつく。中心部撫。

PL- 高 (42) 内 箆撫。箆当たり痕多数。

lII区FA下 土師杯 残存口縁～底部1/4 カマド埋没土 ①中砂。赤褐色粒多址。輝石 ・ 紐作り 。口縁部横撫。 内風化痘状

16住ー1 口 （130) 石英・白色粒子少量。 外体部接合痕有。底部箆削。

第302図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/3 内体～底部箆磨。

PL- 尚 (46) ③酸化焔

m区FA下 土師坪 残存口縁～底部1/4 南壁際床直 ①中砂。赤褐色粒多最。石英 ・ 口縁部横撫。

16住ー2 口(170) 輝石・白色粒子少益。 外頸部～体上部指頭圧痕多

第302図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/4 数。底部箆削。

PL- 高 (67) ③酸化焔 内箆磨。

皿区FA下 土師坪 残存完形 南壁際床直 ①中砂。赤褐色粒多抵、雄石・ 口縁部横撫。 外一部黒斑

16住ー 3 口 110 石英 ・白色粒子少鼠。 外箆削後一部箆撫。一部指頭

第302図 底 一 ②明赤褐2.5Y5/6 痕残。

PL73 高 5.3 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

皿区FA下 土師坪 残存ほぽ完形 南壁際床直 ①中砂。赤褐色粒 ・石英 ・輝石 巻き上げ。口縁部横撫。 外黒変

16住ー 4 口 116 少拭。 外体上部指頭痕多数。指撫。 内淡い黒変

第302図 底ー ②にぷい赤褐2.5YR5/4 底部箆削後一部箆撫。

PL73 高 55 ③酸化焔

皿区FA下 土師高杯 残存杯部1/3 埋没土 ①中砂。</>3mm石英、白色粒 外横撫後箆磨。 外スス付羞黒

16仕ー 5 口 (196) 雄石多址。 脚部との接合部指撫。 変

第302図 底 ー ②にぶい褐7.5YR5/4 内横撫後箆磨。

PL― 高 (47) ③酸化焔
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 拭 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

m区FA下 土師甕 残存口縁～体部1/4 埋没土 ①細砂。石英・輝石 ・赤褐色粒 紐作り 。口縁部横撫。

16住ー 6 口 (12.6) 子少紐。 外体部下→上箆削。

第302図 底ー ②灰褐7.5YR4/2 内 口縁～頸部指頭圧痕多数。

PL- 高 (8.7) ③酸化焔 体部横撫。

皿区FA下 土師小形 残存口縁～体部1/4 南壁際床直 ①細砂。石英 ・輝石 白色粒子 外刷毛目後箆撫。一部やや幅 器面風化

16住ー 7 台付甕 口 (lLO) 少藷。 狭光沢有。

第302図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 内 口縁～体上部横撫後箆磨。

PL- ~ (57) ③酸化焔 （横→斜縦）体下部斜縦箆撫。

Ill区FA下 土師甕 残存口縁～体部1/3 西壁際床直 ①粗砂。白色粒極多量。輝石・ 紐作り 。口縁部横撫。 外面一部黒変

16住ー 8 口 19.0 石英少景。 外頸部指頭圧痕残。体部下→

第302図 底一 ②にぶい褐75YR6/3 上箆削。

PL- 高 (8.0) ③酸化焔 内 頸部一部指頭圧痕、体部と

の接合痕有。体部横撫。

皿区FA下 土師甕 残存体部 1/2 カマド ①細砂。輝石・石英 白色粒子 紐作り 。口縁部横撫。 外体下半赤変

16住ー 9 口ー 少拭。 外体部上半縦箆撫。下半斜横

第302図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/6 撫。指頭圧痕残。

PL- 高 （20.0) ③酸化焔 内 体部箆撫後箆磨。指頭圧痕

残。

皿区FA下 土師甕 残存体下～底部 周堤帯 ①中砂。雲母・白色粒 ・石英 ・ 紐作り 。 外体部スス付

16住ー10 ロー 赤褐色粒少最。 外体部箆削後箆撫後箆磨。 着黒変

第302図 底 6.8 ②にぶい黄橙10YR6/4 底部撫。 底部やや上底

PL- 高 (50) ③酸化焔 内体～底部箆磨。

皿区FA下 土師均 残存口縁～底部1/4 周堤帯 ①中砂。赤褐色粒多最、石英 ・ 口唇部外反。底部丸底。 内風化顕著

17住ー1 弱 埋没士 白色粒子・輝石少益。 外 口縁部横撫。体部指撫。底

第302図 口 12.0 ②明赤褐25YR5/8 部左→右箆削。

PL- 底ー ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部箆磨。

高 (4.25)

Ill区FA下 土師壺？ 残存口縁1/2 埋没土 ①中砂。白色粒・赤褐色粒多量、 紐作り 。口縁部斜横撫。

17住ー 2 手捏ね 口 (7.0) 輝石•石英少量。 外指頭圧痕残。縦箆撫。

第302図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 内 指頭圧痕残。斜横箆撫。

PL- 高 (32) ③酸化焔

ll1区FA下 土師甕 残存底部 周堤帯 ①中砂。白色粒子輝石多最、 底部やや上底

17住ー3 ロー 石英少最。 外体部指撫、箆撫。底部指撫。

第302図 底 7.0 ②にぶい赤褐5YR5/3 内先割れ箆撫。

PL- 裔（28) ③酸化焔

皿区FA下 土師均 残存口縁～底部1/6 埋没土 ①中砂。赤褐色粒多量。石英 ・ 口縁部横撫。

17住ー 4 口(12.0) 揮石・白色粒子少最。 外口縁部接合痕。体～底部箆

第302図 底ー ②橙5YR6/6 削。指頭痕残。

PL- 高 (5.6) ③酸化焔 内 体部斜横箆磨。底部箆撫。

l11区FA下 土師小形 残存口縁～体部 床直 ①細砂。白色粒子多益、石英 ・ 輪積み。口縁部横撫。 外面弱い風化

17住ー 5 甕 口 11.5 輝石 ・赤褐色粒子少量。 外体部箆削後撫。指頭痕残。 体部一部黒斑

第302図 底ー ②橙5YR6/6 内 体上部指頭圧痕多数。体部

PL- 高 (9.0) ③酸化焔 斜め横箆撫。

J[区FA下 土師坪 残存口縁～体部1/6 周堤帯 ①中砂。赤褐色粒多量、石英 口縁部横撫。

17住ー 6 口 (14.0) 輝石・白色粒子少量。 外体下半横箆削後横箆撫。

第302図 底一 ②明赤褐5YR5/6 内横撫後箆磨。

PL- 高 (39) ③酸化焔

皿区FA下 須恵甕 残存肩部破片 埋没土 ①中砂。赤褐色粒子・石英多最。 外灰白色自然釉が厚くかかり、 灰白色自然釉

17住ー 7 口一 黒色粒子 ・輝石少益。 調整は不明であるが、叩きと考

第302回 底ー ②灰5Y4/l えられる。

PL- 古向 ＿ ③還元焔 内 頸部横撫。体部深い青海波

文 （押え目 ）

皿区FA下 土師杯 残存口～底部1/4弱 ①中砂。赤褐色粒子・白色粒子・ 口縁部横撫。 外黒斑有。

18住ー1 口 12.2 埋没土 石英・輝石少量。 外体～底部左→右箆削り 。

第303図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 内横撫後箆磨。

PL― 高 (42) ③酸化焔

m区FA下 土師甕 残存口～頸部1/4弱 周堤帯 ①細砂。白色粒子・石英 ・輝石 ・ 紐作り 。口縁横撫。

18住ー2 口(150) 赤褐色粒子少量。 外縦方向刷毛目状箆削。

第303図 底一 ②にぶい褐5YR5/4 内 頸部接合痕 ・指頭圧痕有。

PL- 高 （36) ③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 温・ 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下 土師高杯 残存杯部1/6 周堤帯 ①中砂。</,3mm礫、白色粒子多 外 先割箆横憮。指頭圧痕多数。 外黒斑

18住ー 3 口 (16.0) 鑓、輝石・石英少量。 内横箆撫で。指撫多数。

第303図 底ー ②にぷい黄橙10YR6/3

PL― 高 (48) ③酸化焔

皿区FA下 須恵聡 残存ほぼ完形 西壁際埋土中位 ①中砂。白色粒子・輝石・石英 ロクロ。

18住ー 4 口 12.0 少昼。 外口縁部一部欠損。歪む。波

第303図 底丸底 ②灰N5/ 状文。体部叩き目。</,12cm孔有。

PL73 高 111 ③還元焔硬質 底部右→左箆削。

内体～底部指頭圧痕多数。

m区FA下 土師高坪 残存杯～脚部上 1/3 西壁際埋士中位 ①¢ 5mm角礫、石英・耀石・白 口縁部横撫。 内面・外面一

18住ー 5 口 (184) 色粒少益。 外 口縁部接合痕有。体部一部 部黒斑。

第303図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/4 箆磨、弱指頭痕。下部接合痕、 中心¢1.3cm穿孔、

PL- 高 (63) ③酸化焔 横箆撫。 内面風化、器面

内横撫後箆磨。 粗れる。

m区FA下 土師甕 残存 3/4 ①中砂。赤褐色粒石英 ・白色 外 口縁部横撫。頚～体部上半 外・内黒変有。

1集ー 1 口 164 粒子・輝石少量。 下→上縦箆削。体部中央左→右 外体部灰白色

第303図 底 (70) ②にぶい褐7.5YR5/4 横箆削。下半下→上斜め縦箆削。 粘土付着。

PL73 高 16.4 ③酸化焔 下端左→右箆削。底部一部撫。

内 口縁部横撫。体～底部斜箆

撫。

m区FA下 土師甕 残存口縁～体部 2/3 ①中砂。石英・輝石・赤褐色粒・ 口縁部外反。体部丸胴形。 外体部黒変、

1集ー 2 弱 白色粒子少蓋。 外 口縁部横撫後縦箆磨。頸部 剥落有。

第303図 口 21.0 ②橙5YR6/8 下縦箆磨。体部横撫後斜横箆磨。 内体部黒変、

PL― 底ー ③酸化焔 内 口縁部横撫。指頭圧痕残。 剥落有。

高（15.2) 体部横箆撫後縦箆磨。

III区FA下 土師甕 残存ほぽ完形 ①中砂。輝石 ・石英白色粒子 ・ 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫。 外頸部一部炭

1梨ー 3 口(185) 赤褐色粒少最。 体部箆削後横箆撫後横箆磨。下 化物付着黒変

第304図 底 72 ②にぶい黄橙10YR7/4 部は縦箆削後箆撫後横箆磨。底 体部炭化物

PL73 高 32.6 ③酸化焔 部箆撫。 付着黒変

内 口縁部横撫。体～底部幅広 底部灰褐色

箆撫。 変色

lII区FA下 土師甕 残存 213 ①中砂。</,3mm礫、白色粒子・ 外 口縁部横撫、指頭圧痕有。 外・内黒変有。

2巣ー 1 口 168 揮石石英・赤褐色粒少最。 中央部先割箆横撫有。体部箆撫

第304図 底 6.5 ②にぶい黄橙10YR7/4 後一部箆磨。底部やや上底。周

PL73 尚 26.8 ③酸化焔 辺部撫。

内 口縁部横撫。体部上半横箆

撫。指頭圧痕有。体部下半～底

部刷毛目状調整。

皿区FA下 土師坪 残存口縁～底部 ①中砂。¢3mm赤褐色粒、赤褐 厚手。口縁部内彎。

3梨ー 1 口(12.0) 色粒多蘊、輝石・石英・白色粒 外 口縁部横撫、指頭圧痕．接

第304図 底ー 子少温。 合痕残。体部横箆削。

PL- 高 (5.4) ②明赤褐5YR5/6 内横撫後斜め箆磨。

③酸化焔

m区FA下 土師杯 残存ほぼ完形 ①中砂。</>3mm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部外反、横撫。口縁下 内器面風化

3梨ー 2 口 13.8 色粒多量、輝石 石英・白色粒 横指撫、指頭圧痕残。体～底部

第304図 底ー 子少最。 箆削。

PL73 高 51 ②明赤褐25YR5/8 内 横撫後斜め縦箆磨。

③酸化焔

皿区FA下 土師坪 残存ほぽ完形 ①中砂。赤褐色粒多旦、輝石・ 口縁部内彎。 外底部黒斑

3集ー 3 口 102 石英 ・白色粒子少盪。 外 口縁部横撫。口縁部下指撫、

第304図 底一 ②明赤褐5YR5/6 指頭圧痕多数。体部～底部箆

PL73 高 54 ③酸化焔 削後箆磨。

内横撫後斜め箆磨。

m区FA下 土師杯 残存口縁～体部1/4 ①中砂。赤褐色粒多葺、白色粒・ 口縁部内傾。

4梨 -1 口 12.0 輝石・石英少量。 外 口縁部横撫。体部左→右箆

第305図 底ー ②明赤褐5YR5/8 削。

PL― 高 41 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後細

斜横箆磨。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 誠 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

I11区FA下 須恵甕 残存口縁 ①中砂。</J3mm石英礫、石英多 左回転ロクロ。折返□縁。口縁 内 口縁一部黒

4集ー 2 口 110 益、白色粒子・輝石 黒褐色粒 稜明瞭。波状文幅12cm、9本、 変

第305図 底ー 子少鼠。 浅く不明瞭。波状文上下浅沈線。

PL — 高 (54) ②灰N6!

③還元焔

I11区FA下 須恵甕 残存体部破片 ①中砂。石英白色粒子輝石 薄手。 4遺巣ー 3 4 

4梨ー 3 ロー 少益。 外 叩き後幅4mm箆浅沈線2条施 と同一個体？

第305図 底ー ②灰5Y6/l 文。

PL- 高一 ③還元焔 内青海波文 （押え目）4遺梨

-4より凹凸は浅い。

皿区FA下 須恵甕 残存体部破片 ①中砂。石英白色粒千輝石 薄手。 内 一部スス付

4集ー 4 口一 少最。 外叩き後幅 3mm箆浅沈線一定 行、黒変

第305図 底ー ②灰5Y5/l 間隔施文。 4遺集ー 3 • 5 

PL- 商一 ③還元焔 内 青海波文（押え目）内面の と同一個体？

凹凸が深い。

皿区FA下 須恵甕 残存体部破片 ①中砂。石英多品、輝石 ・白色 やや薄手。

4集ー 5 ロ― 粒子少祉。 外叩き目

第305図 底ー ②灰5Y6/l 内 青海波文 （押え目 ）内面の

PL- 高一 ③還元焔 凹凸が深い。

皿区FA下 須恵甕 残存体部破片 ①中砂。石英 白色粒子・輝石 やや薄手。 4遺集ー 4 • 5 

4梨ー 6 ロー ／ノ」ヽ ー皐亘o 外叩き後幅 3mm箆浅沈線 2条 と同一個体？

第305図 底ー ②灰白25Y6/l 施文。

PL- 古向 ＿ ③還元焔 内青海波文 （押え目）4逍渠

-4より凹凸は浅い。

皿区FA下 土師小形 残存口縁～底部 1/4 埋没土 ①中砂。</,3mm礫、輝石・石英 外 口縁部横撫。底部右→左箆

5落ー 1 杯 口(11.4) 水晶 ・白色粒子 ・赤褐色粒子少 削後箆撫。

第305図 底ー 最。 内横撫。

PL- 高 35 ②にぶい赤褐5YR4/4

③酸化焔

ll!区FA下 土師杯 残存 1/5 埋没土 ①中砂。</J3mm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部横撫。接合痕有。体

5落ー 2 口 02.0) 色粒多益、白色粒・輝石 ・石英 ～底部左→右箆削。一部指頭痕

第305図 底一 少最。 有。

PL - 高 47 ②橙2.5YR6/6 内 口縁部横撫。体部横撫後細

③酸化焔 箆磨。底部撫。

Ill区FA下 土師坪 残存口縁～底部 1/8 埋没土 ①中砂。</J3mm礫、赤褐色粒 ． 内斜口縁、口唇部外反。 外底部黒斑

5落ー 3 口 04.4) 白色粒子 ・石英 ・雄石少益。 外 口縁部横撫。底部右→左箆

第305図 底ー （丸底） ②明赤褐5YR5/6 削後箆撫 ・箆磨。

PL- 裔 （50) ③酸化焔 内横撫後斜横箆磨。

m区FA下 土師甕 残存口縁部1/8弱 埋没土 ①細砂。石英多拭、白色粒子・ 口唇部外反、口縁部ほぽ直線的

8落ー 1 口(140) 輝石少最。 に開く 。

第305図 底ー ②明赤掲5YR5/6 外 口縁部横撫。口唇部下浅沈

PL- 高 (50) ③酸化焔 線。体部箆削。

内横撫。

皿区FA下 土師杯 残存 1/2 FA下 ①中砂。<I>3mm礫、石英・輝石・ 外 口縁部横撫。体部ヒピ割多

MI-22-1 手捏ね 口(10.4) 白色粒千少益。 数。底部無調整、やや上底。

第305図 底 6.1 ②にぶい褐75YR5/4 内 口縁部横撫。体～底部幅広

PL73 高 41 ③酸化焔 （幅3cm以上）箆撫。一部指頭

痕 ・指撫痕残。

皿区FA下 土師坪 残存口縁～底部1/2 FA下 ①中砂。¢ 5mm赤褐色粒、赤褐 口縁部外に開く。

MJ-24-1 残 色粒多巌、輝石 石英 ・白色粒 外 口縁～頸部横撫。一部指頭

第305図 口 (128) 子少鼠。 圧痕．接合痕残。底部左→右箆

PL73 底ー ②赤褐5YR4/8 削。

尚 (50) ③酸化焔 内 口縁部横撫。底部横撫後斜

横箆磨。

皿区FA下 土師坪 残存口縁～底部 1/4 FA下 ①中砂。q,5mm礫、赤褐色粒多 外 口縁部横撫。底部上半斜縦

M0-24-1 口 (138) 巌、耀石 ・石英 ・白色粒子少量。 箆撫。下半箆削。

第305図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部横撫。底部横撫後斜

PL- 裔 55 ③酸化焔 縦箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

m区FA下 土師杯 残存口縁～底部1/4 FA下 ①中砂。¢5mm礫、赤褐色粒多 口唇部薄く、口縁外に開く 。丸底。外・内 一部ス

M0-24-2 口 04.7) 益、白色粒子・石英・輝石少最。 外 口縁部横撫。頸部接合痕有。 ス付着、黒変

第305図 底ー ②明赤褐5YR5/6 底部箆削。

PL― 高 （75) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部横撫

後箆磨。

皿区FA下黒 須恵蓋 残存 4/5 埋没士下位 ①微細砂。石英 白色粒子・輝 右回転ロクロ後外面箆削。薄手。

19住ー 1 口一 石少最。

第306図 底 (122) ②灰5Y6/l

PL- 高 (3.4) ③還元焔やや軟質

皿区FA下黒 士師坪 残存 3/4 カマド ①中砂。赤褐色粒子多最。白色 口縁部横撫。 外底部黒斑

19住ー 2 口(12.4) カマド埋没土 粒子・輝石・石英少温。 外左→右箆削。 内 口縁痘状風

第306図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内横撫後箆磨。 化

PL― 高 5.0 ③酸化焔

皿区FA下黒 土師切 残存ほぼ完形 南壁際 ①中砂。赤褐色粒子多泣。石英・ 口縁部横撫。 内面口縁部痘

19住ー 3 口 135 輝石 ・白色粒子少誠。 外指頭圧痕多数。右→左箆削。 痕状風化

第306図 底 4.6 ②赤10R5/6 内横撫後右→左箆磨。

PL74 喬 4.7 ③酸化焔

皿区FA下黒 土師坪 残存 1/2弱 埋没士 ①中砂。赤褐色粒多最。白色粒 口縁横撫。 外面底部黒変

19住ー 4 口 (ll.4) 子・輝石少益。 外右→左、上→下箆削。

第306図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 内横撫後箆磨。

PL- 高 60 ③酸化焔

I11区FA下黒 士師杯 残存 3/4 カマド ①粗砂。¢5mm礫、赤褐色粒多益、 口縁横撫。 内外面風化

19住ー 5 口 13.4 カマド埋没士 輝石石英白色粒子少量。 外接合痕有。底部箆削後箆撫。

第306図 底ー ②橙75Y6/6 一部指頭圧痕残。

PL― 高 51 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

I11区FA下黒 土師坪 残存 1/2 貯蔵穴 ①粗砂。赤褐色粒多量。白色粒 紐作り 。口縁横撫。

19住ー 6 口 (13.8) 子・石英少址。 外頸部に一部指頭圧痕残。

第306図 底ー ②明赤褐5YR5/6 体～底部右→左箆削後一部箆撫。

PL- 高 52 ③酸化焔 内横撫後体部箆磨。

l11区FA下黒 土師甕 残存口縁 2/3 No24 ①中砂。白色粒子多量、赤褐色 紐作り 。口縁部横撫。 外煤付着黒変

19住ー 7 口 14.3 埋没土上位 粒子・輝石・石英少祗。 外頸部指頭圧痕残。体部箆削 内黒斑

第306図 底一 ②にぶい褐75YR5/3 後撫。

PL- 高 (7.7) ③酸化焔 内 頸部指頭圧痕残。体部横箆

撫。

l11区FA下黒 土師甕 残存口縁部1/2 カマド ①中砂。石英 ・輝石白色粒子 ・ 紐作り 。口縁横撫。 外面 口縁に外

19住ー 8 口(182) 赤褐色粒子少最。 外一部先割箆状工具により縦 径</,13mm、内径

第306図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/3 撫。体部指撫。 ¢2mmの孔有。

PL- 高 (8.5) ③酸化焔 内横指撫。指頭圧痕有。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 床直 ①粗砂。赤褐色粒多最、白色粒 紐作り 。口縁 ・体部接合痕有。 内面黒斑

19住ー 9 口 130 子 ・輝石・石英少益。 外 口縁横撫後縦箆磨。体部横 内外面 口縁痘

第306図 底ー ②赤褐25YR4/6 箆撫。 状剥落有。

PL74 高 11.0 ③酸化焔 内 口縁縦箆磨。体部指頭圧痕

多数。

m区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部1/4 カマド ①中砂。輝石多量、赤褐色粒子・ 紐作り 。口縁部横撫。 内外面体部黒

19住ー10 口 (188) 白色粒子少鼠。 外頸～体部箆磨。 変

第306図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 内 頸部横撫。体部横箆磨。

PL - 高(15.0) ③酸化焔

I[区FA下黒 土師甕 残存体～底部1/6 カマド ①細砂。rt,5mmチャート礫、白 紐作り 。 外黒斑・赤斑

19住ー 11 口一 色粒子多批、石英輝石少祗。 外体部箆削後箆撫後箆磨。 有。

第306図 底 (68) ②にぶい黄橙10YR6/3 底部箆削。 底部やや上底

PL- 高 168 ③酸化焔 内体部横撫後箆磨。

皿区FA下黒 土師甕 残存 口縁～体部残存 床直上 ①中砂多最。白色粒子・赤褐色 紐作り 。口繰部横撫。 内外面黒斑

19住ー 12 口 174 粒子 ・石英少泣。 外頸部指頭圧痕残。体部下→

第306図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 上箆削。

PL - 高 (21.0) ③酸化焔 内 頸部指頭圧痕残。｛本部横箆

撫後箆磨。

皿区FA下黒 土師甕 残存底部＋体部1/3 カマド ①細砂。白色粒子多最。赤褐色 紐作り 。 外面被熱やや

19住ー 13 ロー 粒子・石英 ・雄石少誠。 外体部箆削後箆磨。底部箆削 粗れる。

第306図 底 76 ②にぶい赤褐5YR5/3 後撫。

PL― 高 (9.0) ③酸化焔 内 体部斜横先割箆撫。底部箆

撫。
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皿 検出された遺構と遺物

番 号 器種 蘊 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 土師甕 残存体部、底部 カマド ①中砂。</>5mm礫、白色粒子多 紐作 り。 外面 黒斑有り。

19住ー 14 ロ ー 埋没土下位 最、赤褐色粒子・石英・輝石少量。 外体部箆削後箆撫後一部箆 内面風化難著

第307図 底 6.8 ②にぶい黄橙10YR6/3 磨。底部箆削。

PL― 高 22.6 ③酸化焔 内箆撫。

III区FA下黒 土師坪 残存口縁～体部1/2 埋没土 ①粗砂。</>5mm礫、赤褐色粒子 口縁部横撫。

20住ー 1 口(136) 多最。 外指頭圧痕多数。

第307図 底一 ②橙5YR6/8 底部箆削後箆撫。

PL― 高 (56) ③酸化焔 内横撫後箆磨。

lII区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部 1/2 埋没土 ①中砂。赤褐色粒多椛、輝石 ・ 口縁部横撫。 内 外 口 縁 部

20住ー 2 弱 石英・白色粒子少量。 外 口縁～体上半部接合痕多数。 赤色顔料着色？

第307図 口(156) ②にぶい赤褐25YR5/4 底部箆削。 内 ・外底部黒

PL― 底ー ③酸化焔 内 口縁部横箆磨。体部先割箆 斑

高 (76) 横箆撫後箆磨。底部撫。弱指頭

痕有。

III区FA下黒 須恵杯 残存口縁～底部1/2 埋没土 ①中砂。<I>3mm礫、白色粒子多 左回転ロクロ。 薄手

20住ー 3 口 13.0 量、輝石・石英少益。 外体下半右→左箆削。

第307図 底ー ②灰5Y6/2 内ロクロ。

PL― 高 55 ③遠元焔

皿区FA下黒 土師杯 残存ほぽ完形 カマド ①中砂。赤褐色粒子多温、白色 口縁部横撫。 内外面煤付府

20住ー 4 口 12.4 粒子・石英 ・輝石少晨。 外左→右箆削。 黒変

第307図 底ー ②橙5YR6/6 内横撫後箆磨。

PL74 高 6.2 ③酸化焔

皿区FA下黒 士師均 残存 ほぽ完形 カマド ①中砂。赤褐色粒多最、石英・ 口縁部横撫。 外口縁黒変

20住ー 5 口 166 輝石・白色粒子少最。 外体上部指頭圧痕多数。底部 底部赤変

第307図 底一 ②明赤褐5YR5/6 箆削。 内口縁黒変

PL74 高 6.9 ③酸化焔 内指撫後箆磨。

m区FA下黒 土師均 残存口縁～底部 1/2 カマド ①粗砂。赤褐色粒多籠、輝石 ・ 口縁部横撫。 外一部黒変

20住ー 6 口 (120) 石英 ・白色粒子少量。 外 口縁部粘土接合時ヒビ割れ

第307図 底ー ②明赤褐5YR5/6 有。底部箆削後箆撫。

PL - 高 52 ③酸化焔 内横撫痕明瞭。

皿区FA下黒 土師坪 残存完形 カマド ①中砂。赤褐色粒子多試。耀石・ 口縁部横撫。 内面風化

20住ー 7 口 12.0 石英 ・白色粒子少益。 外 一部接合痕有。底部左→右

第307図 底ー ②橙5YR6/6 箆削。一部右→左有。

PL74 高 5.0 ③酸化焔 内横撫。

m区FA下黒 土師坪 残存完形 カマド ①中砂。赤褐色粒子多祉、輝石・ 口縁部横撫。 外口縁一部黒

20住ー 8 口 10.6 石英 ・白色粒子少量。 外底部指頭圧痕一部残。右→ 斑

第308図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/4 左、上→下箆削。 内痘状風化顕

PL74 高 6.0 ③酸化焔 内箆磨。 著

皿区FA下黒 土師杯 残存ほぽ完形 埋没土 ①中砂。赤褐色粒多最、白色粒 口縁部横撫。 底部以外黒変

20住ー 9 口 14.0 子 ・輝石 ・石英少羹。 外体上部に指頭圧痕多数。

第308図 底ー ②にぶい赤褐25YR4/6 体下部～底部箆削。

PL74 高50 ③酸化焔 内体～底部箆磨。

m区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部1/3 カマド ①中砂。白色粒子多最、輝石 ・ 紐作り 。口縁部横撫。 内一部黒変

20住ー 10 口 (148) 石英少最。 外頸部接合痕有。体部との接

第308図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3 合部横刷毛目状撫。体部箆削後

PL - 高（14.5) ③酸化焔 箆撫、後箆磨。

内 頸部接合痕有、縦指撫。体

部横箆撫。指頭圧痕有。

I11区FA下黒 土師甕 残存底部欠損 カマド ①細砂。白色粒子多温。赤褐色 紐作り 。口縁部横撫。 外面口縁一部

20住一 11 口 12.8 カマド埋没土 粒子 ・石英 ・輝石少最。 外頸部接合痕 ・指頭圧痕有。 風化

第308図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/3 体部箆削後箆撫、 一部縦箆磨。

PL- 高 (132) ③酸化焔 内 頸部指頭圧痕有。体部横箆

撫。

I[区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部1/4 カマド ①中砂。白色粒子多量、輝石 ・ 紐作り 。口縁部横撫。 内外一部淡い

20住ー 12 口(15.0) 石英 ・赤褐色粒子少最。 外頸部指頭圧痕有。体部右→ 黒変

第308図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 左箆削後箆撫。後一部箆磨。

PL- 高(18.4) ③酸化焔 内 頸部指頭圧痕多数。体部境

接合痕有。体部斜横箆撫。
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出土土器観察表

番号 器種 凪 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 土師甕 残存底部破片 カマド ①中砂。白色粒子多旦、ct,2mm 紐作り。 底部やや上底

20住ー 13 ロー カマド左袖 石英、輝石赤褐色粒子少罷。 外体部箆削後上→下箆撫、一

第308図 底 7.5 ②にぶい橙75YR7 /4 部箆磨。底部との境に指頭圧痕

PL- 裔 (10.0) ③酸化焔 有。底部箆削。

内箆撫。

m区FA下黒 土師 残存完形 埋没士 ①中砂。赤褐色粒子 ・輝石•石 古墳時代坪破片素材、打欠きに

20住ー 14 土製円板 長 33 英・白色粒子少最。 より成形、研磨整形。裏 ・側面

第308図 幅 3.8 ②橙5YR6/6 には研磨面切合有。

PL74 厚 06 ③酸化焔

皿区FA下黒 士師坪 残存ほぼ完形 カマド埋没土 ①中砂。赤褐色粒多量、石英・ 口縁部外反、横撫。

21住ー 1 □ 13.5 輝石 白色粒子少益。 外底部との境指撫、指頭圧痕

第308図 底ー ②橙25YR6/6 有。底部箆削。

PL74 高 49 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

III区FA下黒 土師杯 残存口縁～底部 1/2 カマド ①中砂。q,5mm礫、赤褐色粒多 口縁部外反、横撫。 外・内 口辺黒

21住ー2 口(14.4) 量、輝石・石英・白色粒子少益。 外体上部指撫。指頭圧痕多数。 変

第308図 底 一 ②にぶい赤褐5YR5/4 底部箆削。

PL - 裔 6.5 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

皿区FA下黒 土師坪 残存完形 カマド埋没土 ①中砂。赤褐色粒多祉、石英 ・ 口縁部外反、口唇部やや内斜 外 ・内里斑黒

21住ー 3 口 145 輝石・白色粒子少筵。 外 口縁部横撫。口縁境接合痕 変

第309図 底丸底 ②赤褐5YR4/6 有。底部境横指撫。指頭圧痕有。 外一部煮こぽ

PL74 尚 82 ③酸化焔 底部右→左箆削。 れ有。

内 口縁部先割箆横撫後箆磨。

体～底部上半先割箆横撫後箆磨。

下半横撫後やや幅広箆磨。

I11区FA下黒 土師小 型 残存口縁～体部 埋没土上位 ①中砂。白色粒子多量。輝石 ・ 輪積み。口縁部横撫。 内 一部黒変

21住ー 4 甕 口(11.9) 石英少量。 外体部箆削後箆撫。 外黒変

第309図 底 一 ②にぶい黄橙10YR6/6 内体部横箆撫、指頭圧痕残。

PL― 高 (90) ③酸化焔

l11区FA下黒 土師甕 残存 口縁～体部 2/3 埋没土下位 ①中砂。赤褐色粒子多屈。輝石・ 紐作り 。口縁部横撫。 外体部赤変・

21住ー5 口 (150) 石英・白色粒子少最。 外体部箆削後箆撫、後箆磨。 黒変。 一部被熟

第309図 底 ー ②橙5YR6/6 指頭圧痕有。 による剥れ有。

PL- 高 (16.6) ③酸化焔 内体部横箆撫。

l11区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部1/2 カマド ①中砂。 白色粒子・赤褐色粒子・ 紐作り 。口唇部横撫。

21住ー 6 口 (193) 輝石・石英少量。 外頸～体部斜縦方向刷毛目状

第309図 底 ー ②にぶい橙5YR6/4 調整後横撫。後一部箆磨。体部

PL― 高 (10.4) ③酸化焔 との境横撫接合。

内 体部斜横撫。指頭圧痕多数。

l11区FA下黒 土師甕 残存口縁～体上半 カマド ①粗砂。</>1 cm円礫、白色粒子・ 紐作り 。 内・外 一部里

21住ー7 1/2 輝石多量。石英少最。 外 口縁部横撫。接合痕有。 変

第309図 口 (24.4) ②にぶい橙75YR7 /4 頸部指頭圧痕有。体部上→下斜 内体下半風化

PL -- 底一 ③酸化焔 縦、右→左横箆撫。 顕著

高 (185) 内 口縁部横箆撫。体部斜横箆

撫。

皿区FA下黒 土師甕 残存体部1/2 埋没土下位 ①中砂。¢5mm礫、白色粒・輝 紐作り。

21住ー 8 ロー 石多呈、石英少最。 外頸部横撫。体部箆削後縦箆

第309図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/4 撫。指頭圧痕多数。 一部箆磨。

PL- 高（222) ③酸化焔 内 頸部横撫。指頭圧痕残。体

部斜横箆撫後、斜縦指撫。

l11区FA下黒 土師甕 残存 体部 1/3 カマド ①中砂。ct,5mm礫、白色粒子多 紐作り。 外 一部黒斑

21住— 9 ロ― 埋没土 最。輝石石英少蓋。 外箆削後箆撫。一部箆磨。 内一部黒変

第309図 底ー ②にぶい橙5YR6/3 内 横箆撫。指頭圧痕多数。接

PL― 古向 ＿ ③酸化焔 合痕明瞭。

m区FA下黒 土師甕 残存体下～底部 埋没土中位 ①細砂。白色粒子多蓋。輝石・ 紐作り 。 外 里変・黒斑

21住ー 10 口 ー 石英少拡。 外体部箆削後箆撫。指頭圧痕

第309図 底 52 ②オリ ープ褐25Y3/3 残。底部箆削。

PL― 高 (55) ③酸化焔 内 体～底部箆撫後指撫。指頭

圧痕残。

皿区FA下黒 土師甑 残存体下～底部 埋没土 ①中砂。q,3mm礫、石英・輝石・ 紐作り 。 外赤変

21住一 11 ロー 白色粒子少証。 外体部左→右、下→上箆削。

第309図 底 5.0 ②にぶい橙25YR6/3 底部平坦。

PL- 高 45 ③酸化焔 内 刷毛目状調整後箆撫。

孔径 3Qx2.5 
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 逼・ H 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 士師甕 残存体部1/4 カマド ①中砂。¢5mm礫、白色粒子・ 紐作り 。 内器面粗れる。

21住ー 12 ロー カマド中央埋没土 輝石多拡、石英少批。 外体部上→下、右→左箆削後

第310図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 箆撫。一部指撫。指頭圧痕多数。

Pし一 高 (15.0) ③酸化焔 内 肩部指撫。指頭痕残す。体

部横箆撫。

111区FA下黒 土師甕 残存口縁～底部1/2 埋没土下位 ①中砂。</,1 cm礫、石英 ・白色 口縁部外反。 外 ・内一部黒

21住ー 13 口 20.0 粒子 ・輝石少最。 外 口縁部縦刷毛目後横撫。 斑、黒変

第310図 底 7.0 ②明黄褐10YR7/6 体部箆削後箆撫、一部箆磨。底 外赤変 （火だ

PL74 高 28.9 ③酸化焔 部やや上底。 すき ）

内 口縁部下半横刷毛目後横撫。

体～底部箆撫。

皿区FA下黒 土師甕 残存完形 埋没土中位 ①中砂。白色粒子輝石 ・石英 ・ 輪積み。口縁部右→左横撫で。 内外面黒変有

21住ー 14 口 165 赤褐色粒子少最。 体部箆削後箆撫。後箆磨。上半 り。

第310図 底 72 ②明赤褐25YR5/6 部先割箆撫。指頭圧痕多数。底

PL74 高 283 ③酸化焔 部撫。

皿区FA下黒 士師甕 残存ほぼ完形 カマド ①中砂。石英・輝石・白色粒子 ・ 巻き上げ。口縁部横撫。体部左 内 ・外黒変

21住ー 15 口 l5.8 赤褐色粒子少益。 →右、下→上箆削り後上→下箆

第310図 底 70 ②明赤褐5YR5/6 撫、後箆磨。指頭圧痕多数。頸

PL74 高 310 ③酸化焔 部指頭圧痕多数。接合痕有。体

部横箆撫。

I11区FA下黒 土師坪 残存口縁～体部破片 埋没土 ①中砂。赤褐色粒子多凪、白色 口唇部外反。口縁部横撫。

22住ー 1 口(130) 粒子 ・石英・輝石少益。 外体部箆磨。

第311図 底一 ②赤褐5YR4/6 内 体部箆撫後箆磨。

PL- 高 (35) ③酸化焔

m区FA下黒 土師高坪 残存杯部1/6 埋没土 ①中砂。cf,5mm礫、赤褐色粒子 紐作り 。口縁部横撫。 外 一部黒変、

22住ー 2 口 (188) 多泣。輝石石英白色粒子少絨。外刷毛目後横撫、後箆磨。 赤変

第311図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内 横刷毛後横撫、後箆磨。

PL― 高 (5.8) ③酸化焔

m区FA下黒 土師壺 残存頸部～体部1/3 埋没土 ①細砂。赤褐色粒 白色粒子 ・ 紐作り 。頸部横撫。 内外 一部淡い

22住ー 3 ロー 輝石石英少量。 外体部横箆磨。 黒変

第311図 底ー ②にぶい橙75YR7/4 内 体部斜縦指撫。指頭圧痕残。

PL- 高 47 ③酸化焔

皿区FA下黒 士師切 残存 1/2 南壁際 ①中砂。赤褐色粒・輝石 ・石英・ 口縁部横撫。 外口辺黒変

23住ー 1 口(104) 白色粒子少量。 外体上半指頭圧痕多数。底部 底部黒斑

第311図 底ー ②赤褐5YR4/6 左→右箆削。 内全体にター

PL- 高 55 ③酸化焔 内横撫後箆磨。 ル状付着物

皿区FA下黒 土師杯 残存ほぽ完形 床直 ①中砂。赤褐色粒 ・石英輝石 内斜口縁。口縁部横撫。 外 ・内 底部黒

23住ー 2 口 113 白色粒子少最。 外底部との境指撫。指頭圧痕 斑

第311図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 多数。底部箆削。

PL74 高 58 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

皿区FA下黒 土師杯 残存はぼ完形 カマド北脇 ①中砂。赤褐色粒多益、耀石・ 口唇部外斜口縁 外底部黒斑

23住ー 3 口 126 床直 石英・白色粒子少批。 外底部との境接合痕、指頭圧

第311図 底 ー ②明赤褐5YR5/6 痕有。底部箆削。

PL74 高 4.8 ③酸化焔 内 横撫後箆磨。底部「十」字磨。

皿区FA下黒 土師杯 残存 1/4 埋没土 ①中砂。赤褐色粒多薫、輝石 口縁部横撫。

23住ー 4 口 (13.6) 石英 白色粒子少最。 外 口縁部接合痕有。底部境段

第311図 底ー ②橙5YR6/8 差有。底部左→右箆削。

PL74 高 40 ③酸化焔 内 口縁～底部横撫。

I11区FA下黒 土師坪 残存口縁～体上部 埋没土 ①中砂。</>5mm礫、輝石石英・ 内斜口縁。口縁下横沈線一条。 外黒変

23住ー 5 1/4 白色粒子少最。 外 口縁部横撫。下に横箆撫一 内 口縁部黒変

第311図 口(140) ②褐7.5YR4/4 条。体部箆削。

PL― 底一 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

高 (3.1)

m区FA下黒 士師坪 残存ほぼ完形 床直 ①中砂。赤褐色粒多最、師石・ 内斜口縁。口縁部横撫。 外底部黒斑

23住ー 6 口 112 石英 ・白色粒子少最。 外底部境一部指頭圧痕有。底

第311図 底ー ②橙25Y6/6 部箆削。

PL- 高 50 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

皿区FA下黒 土師杯 残存 1/2強 床直上 ①中砂。赤褐色粒多量、石英 口縁部横撫。 外底部一部淡

23住ー 7 口 106 輝石 白色粒子少量。 外 口縁下～体部横指撫で。 い黒変

第311図 底一 ②明赤褐5YR5/6 底部左→右箆削。

PL― 高 53 ③酸化焔 内横撫後細箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 巌 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

皿区FA下黒 土師柑 残存 口縁部欠損 埋没士下位 ①中砂。¢ 5mmチャート角礫、 外箆削後箆撫。指頭圧痕残。 外 一部黒変

23住ー 8 口 (75)頸部 白色粒子 ・輝石・石英少塁。 内 箆撫後指撫。接合痕残。

第311図 底 ー ②黄褐10YR5/6

PL- 高（7.6) ③酸化焔

m区FA下黒 土師 残存底部～体部1/3 周堤帯 ①中砂。</>3mm礫、輝石・石英・ 体部中程と底部中心薄い。 外体下～底部

23住―9 手捏ね ロー 白色粒子・赤褐色粒子少量。 外体部指撫。指頭圧痕残。 一部黒斑

第311図 底 5.0 ②にぶい褐75Y5/4 底部指撫。

PL -- 尚（49) ③酸化焔 内 体～底部指撫。指頭圧痕残。

m区FA下黒 土師杯 残存 1/2 カマド北脇 ①中砂。cf,5mm礫、赤褐色粒． 口縁部横撫。

23住ー 10 口 11.2 床直 輝石 ・石英 ・白色粒子少批。 外底部境接合痕有。底部左→

第312図 底一 ②明赤褐5YR5/6 右箆削。

PL― 高 5.2 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

皿区FA下黒 土師杯 残存 213 周堤帯 ①中砂。¢ 5mm礫、赤褐色粒． 内斜口縁。口縁部横撫。 外口縁1/3強

23住一 11 口 12.8 輝石 ・石英 白色粒子少益。 外底部境指頭庄痕有。 黒斑

第312図 底ー ②赤褐25YR4/6 底部箆削。

PL- 高 52 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

m区FA下黒 士師甕 残存ほぼ完形 カマド ①細砂。</,5mm礫、 白色粒子多 口縁部外反 外・内黒変

23住ー 12 口 126 是、赤褐色粒・輝石・石英少量。 外 口縁部先割箆横撫。頸～体

第312図 底 6.4 ②にぶい橙75YR6/4 上半指頭圧痕有。体部箆削後箆

PL74 高 13.7 ③酸化焔 撫。底部丸底一部箆磨。

内 口縁部接合痕有。体部斜横

箆撫。底部指撫。

皿区FA下黒 士師甕 残存完形 カマド ①中砂。ct,5mm礫、白色粒子多 口縁部外反。 外 ・内赤変 ・

23住ー 13 口 136 量、輝石 ・石英・赤褐色粒子少 外 口縁部横撫。体部下→上箆 黒変

第312図 底 15.0 量。 削。底部箆削

PL74 高 60 ②にぶい褐75YR5/4 内 口縁部横箆撫。体部上半横

③酸化焔 箆推。下半縦指撫。

m区FA下黒 須恵聡 残存頸部～体部1/4 埋没土下位 ①細砂。石英 ・白色粒子少械。 右回転ロクロ。 左端に推定</,1 

23住ー 14 口ー ②灰5Y4/l断面 3層、中心は極 外頸部・波状文上下横沈線。 cm孔有。

第312図 底 ー 暗赤褐色5YR2/3 波状文7条、左側で切合有。 外灰白色の自

PL― 高 (36) ③還元焔かな り硬質 内肩部指頭痕有。 然釉がかかる。

lII区FA下黒 土師甕 残存完形 カマド北脇 ①中砂。<I>3mm礫、輝石 • 石英・ 口縁部横撫、接合痕有。 底部上底

23住ー］5 口 126 床直 白色粒子少量。 外 頸部指頭圧痕有。体部箆磨。 外黒斑・黒変

第312図 底 65 ②にぶい黄褐10YR5/4 底部箆削後箆撫。 内里変

PL74 高 18.0 ③酸化焔 内体部斜横箆撫、下から1/3

指頭圧痕有。底部指撫後箆磨。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 掘り方埋没土 ①粗砂。白色粒多量、輝石 •石 口縁部外反。横撫。 外黒斑

23住ー 16 口 (174) カマド 英少最。 外頸部接合痕有。体部下→上

第312図 底ー ②浅黄25Y7/3 箆削。

PL- 尚（267) ③酸化焔 内 頸部接合痕有。体部箆撫。

上部に指頭圧痕有。

皿区FA下黒 土師甕 残存 口縁と体部 1/4 カマド ①粗砂。白色粒多提、輝石 • 石 口縁部外反、横撫。 外内体上部黒変

23住ー 17 口 18.4 カマド北脇 英少罷。 外頸部指頭圧痕有。体部下→

第312図 底 ー 床直 ②にぶい黄橙10YR7/4 上、左→右箆削。

PL- 高 (26.3) ③酸化焔 内 体部上部先割箆横撫。指頭

圧痕多数。下部接合痕有。

m区FA下黒 土師甕 残存底部1/2 カマド ①中砂。白色粒子多最、輝石・ 紐作り。 外体部赤変

23住ー 18 ロ ー 石英・赤褐色粒子少函。 外体部上→下、左→右箆削。 底部黒変

第312図 底 (47) ②明赤褐5YR5/6 底部箆削。

PL- 高 55 ③酸化焔 内体～底部箆撫。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 3/4 カマド北脇 ①中砂。1>5mm礫、石英・輝石・ 口縁部外反、横撫。 外内黒斑

23住ー 19 口(168) 床直 白色粒子少最。 外体部下→上箆削。後一部指 黒変

第313図 底 一 ②にぶい黄橙10YR7/3 撫、一部箆磨。

PL -- 高 (28.0) ③酸化焔 内 頸部～体上部先割箆横撫。

体部横～斜横箆撫。

皿区FA下黒 土師高杯 残存坪部～脚部 床直 ①中砂。rt,5mm礫、白色粒子多 外杯部横指撫。脚部縦箆磨。 外杯部黒斑

24住一l 口 ー 益、揮石 ・石英少址。 内 江部横撫後箆磨。脚部指撫、

第313図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/4 指頭圧痕多数。接合痕明瞭。

PL― 高 (96) ③酸化焔
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 罷 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁部1/2 埋没土 ①中砂。¢5mm角礫、輝石•石 外 口縁部横撫。口縁下指撫、

24住ー 2 口 (120) 英 ・白色粒子・赤褐色粒子少益。 指頭圧痕残。頸部上→下刷毛目

第313図 底一 ②褐75YR4/4 状調整。

PL- 高（27) ③酸化焔 内 口縁部左→右横刷毛目状調

整。頸部指撫、指頭圧痕。

皿区FA下黒 弥生壺 残存口辺1/2弱 掘り方 ①粗砂。¢5mmチャート礫、石 口縁部横撫。

24住ー 3 ロー 英・輝石・白色粒子少温。 外頸部先割箆横撫。指頭圧痕

第313図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 跡残。接合痕有。

PL- 商 (52) ③酸化焔 内頸部斜横撫。

皿区FA下黒 土師高坪 残存口縁～脚部 床直 ①粗砂。</>1 cm角礫、白色粒子・ 外 口縁部横撫。坪部縦箆磨。 内杯部痘状風

25住一 l 口 18.4 赤褐色粒子 ・輝石 ・石英少益。 頸部やや幅広磨。脚部縦箆磨。 化

第313図 底一 ②にぶい橙5YR6/4 下半指頭圧痕。

PL- 高 138 ③酸化焔 内 坪部斜横撫。箆磨。脚部縦

指撫。接合痕明瞭。

皿区FA下黒 土師高坪 残存杯部 床直 ①中砂。白色粒子多批、輝石 ・ 外 口縁部横撫。体部指撫後箆 外内一部黒変

26住ー 1 口 196 石英 ・赤褐色粒少溢。 磨。脚部との接合部箆撫。 （火災のため）

第313図 底一 ②明赤褐5YR5/6 内横撫後箆磨。

PL― 高 (60) ③酸化焔

III区FA下黒 土師高杯 残存杯部1/4 埋没土下位 ①粗砂。¢1 cm礫、赤褐色粒多 外 口縁部横撫。体部指撫後横 外・内一部黒

26住ー 2 口(196) 羹、白色粒子 石英・輝石少最。 撫、箆磨。指頭圧痕多数。有段 変（火災による

第313図 底ー ②明赤褐5YR5/6 下箆撫。 ものか）

PL -- 高（72) ③酸化焔 内 口縁部横撫、後箆磨。下半

表面剥落。

皿区FA下黒 土師高坪 残存坪部～脚部 床直 ①中砂。ct,3mm礫、石英・耀石・ 外坪部横撫後縦箆磨。脚接合 外黒変

26住ー 3 口一 白色粒子少絨。 部横箆撫。脚部縦箆磨。 内坪部黒変（火

第313図 底 ー ②橙25YR6/8 内 杯部縦箆磨。脚部斜横箆撫、 災のため）

PL- 高(128) ③酸化焔 指頭圧痕残。

111区FA下黒 土師 高杯 残存完形 床直 ①中砂。白色粒子多最、輝石・ 外 口縁部横撫。杯部指撫。指 内坪部痘状風

26住ー 4 口 19.3 石英赤褐色粒子少最。 頭圧痕無数。脚部縦箆撫。下端 化、 一部黒変

第313図 底 142 ②明赤褐2.5YR5/6 横撫。 外一部黒斑

PL74 高 16.3 ③酸化焔 内 杯部横撫後一部箆磨。脚部

縦指撫。接合痕多数。指頭圧痕

多数。

Ill区FA下黒 土師埒 残存完形、口縁 1/3 貯蔵穴 2 ①細砂。赤褐色粒多最、白色粒 口縁部横撫。口縁薄手。

26住ー 5 欠損 子輝石・石英少最。 外頸部横指撫、指頭痕有。体

第313図 口 80 ②橙25YR5/8 部上部横～斜横指撫。下部横箆

PL74 底 40 ③酸化焔 削後横箆撫。一部横箆磨。底部

高 93 左回転箆削。

内 体部境接合痕有。体部上部

指頭圧痕。下部指撫、指頭圧痕

有。底部箆撫。

皿区FA下黒 土師柑 残存頸部～底部 埋没土 ①粗砂。長さ lcm角礫、白色粒 底部厚手。

26住ー 6 ロー 多最、輝石 ・石英少量。 外体部上半斜横指撫、指頭痕

第313図 底 3.0 ②黒褐10YR3/l 有。下半斜横箆削。底部無整形。

PL -- 高 (57) ③酸化焔 内斜横指撫、指頭痕有。

Ill区FA下黒 士師小形 残存完形 貯蔵穴 2 ①細砂。白色粒子 ・輝石•石英 口縁横撫。 外正と裏に黒

26住ー 7 甕 口 10.2 少量。 外体部上半縦箆撫。下半箆肖lj 斑有。

第314図 底 4.5 麟 7.5YR4/3 後斜横箆撫。底部箆撫。

PL74 高 7.8 ③酸化焔 内 体～底部斜横指撫。指頭圧

痕多数。底部中央極薄手。

皿区FA下黒 土師甕 残存体下～底部 床直 ①中砂。<I>5mm礫、輝石・石英・ 底部上底。

26住ー 8 ロー 白色粒子 ・赤褐色粒少量。 外体部箆削後左→右箆撫。

第314図 底 6.8 ②にぶい黄橙10YR6/3 底部箆撫。

PL- 高 (5.0) ③酸化焔 内 体部斜横箆撫。底部指撫。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁～底部 213 南西隅床直 ①中砂。輝石 ・石英・白色粒子 口縁部横撫、厚手。 外煤付着黒変。

26住ー 9 口 16.4 少量。 外体部上半箆削後箆撫。下半 黒斑、丸く黒変

第314図 底 67 ②にぶい褐75YR5/4 左→右箆削。 無い部分有。

PL74 高 24.9 ③酸化焔 内 口縁部箆当たり、指頭圧痕 内黒変。体下

残。体部上半箆撫、指頭圧痕残。 半～底部おこげ

下部箆撫、接合痕多数。 付着
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 士師杯 残存口縁 埋没土 ①中砂。輝石・石英 ・白色粒子・ 薄手。口縁ほぽ直立。 外口縁淡く黒

27住ー 1 口 (12.6) 赤褐色粒子少退 外 口縁部横撫。底部右→左箆 変

第314図 底ー ②にぶい橙7.5YR6/4 削。

PL― 高（4.2) ③酸化焔硬質 内右→左横撫。

l11区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部1/5 埋没土 ①中砂。赤褐色粒多羞、石英・ 口縁部外反

27住ー 2 口(142) 輝石 ・白色粒子少温。 外 口縁部横撫。底部との境指

第314図 底一 ②明赤褐25YR5/8 撫。指頭痕残。底部箆削。

PL - 高 (5.4) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体上部先割箆

横箆撫。底部箆磨。

皿区FA下黒 須恵裔杯 残存坪部1/6 埋没土 ①中砂。q,3mm礫、石英・白色 口縁部外反。薄手。肩部 3条の 内やや赤味を

27住ー 3 口(14.0) 粒子多益、輝石・赤褐色粒子少 沈線と 2条稜部明瞭。 帯びる。

第314図 底ー 量。 外底部上半波状文、弱く不明

PL― 高 (50) ②灰5Y5/l 瞭。下半右→左箆削。

③還元焔やや軟質 内横撫。

m区FA下黒 土師甕？ 残存体下～底部1/2 埋没土 ①中砂。</>5mm礫、白色粒子・ 体下～底部粘土貼付。 外 一部淡い黒

27住ー 4 ロー 輝石多益、石英・赤褐色粒子少 外体下部撫後箆磨。底部箆撫 変

第314図 底 (80) 磁。 後箆磨。周辺厚 く、中心薄く 上 内 一部淡い黒

PL― 高 3.4 ②にぶい赤褐5YR5/4 底ぎみ。 変

③酸化焔 内指撫。

III区FA下黒 土師台付 残存脚部 北壁上 ①中砂。赤褐色粒多黛、輝石・ 外体部横撫。＜びれ部指撫、

27住ー 5 甕？ 口ー 石英・白色粒子少最。 指頭圧痕有。脚部横撫。

第314図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内体部横撫後箆磨。脚部上半

PL― 高一 ③酸化焔 指撫、下半横撫。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 カマド ①中砂。</>3mm礫・石英礫、白 口縁部外反。 外口唇部黒斑

28住一 l 口(160) 色粒子・石英・輝石・赤褐色粒 外 口縁部横撫。体部下→上指 内全面黒斑

第314図 底ー 少益。 撫。

PL- 高 (48) ②にぶい褐7.5YR5/4 内 口縁部横撫。体部斜横撫。

③酸化焔

Ill区FA下黒 土師甕 残存 口縁～体上半 カマド ①中砂。</>3 mm礫、赤褐色粒． 口縁部外反。 外頸部以外ス

28住ー 2 1/4弱 カマド埋没土 白色粒・石英・輝石少祉。 外 口縁部横撫。頸部刷毛目状 ス付着黒変。

第314図 口 (184) ②にぶい赤褐5YR5/4 調整後横撫。指頭圧痕残。体部

PL - 底ー ③酸化焔 斜縦箆撫。一部箆磨。

高 (97) 内 口縁部横撫。一部横箆磨。

体部粗斜横刷毛目状調整後箆磨。

一部指頭圧痕残。

皿区FA下黒 士師甕 残存体下～底部1/4 貯蔵穴 ①中砂。</J5mm礫、赤褐色粒． 外体部箆削後箆磨。下部細縦 外体下部薄く

28住ー 3 弱 輝石・石英 ・白色粒子少蓋。 刷毛目状調整後箆磨。 煤付着、黒変

第314図 口ー ②にぶい黄橙10YR6/3 底部無調整。

PL― 底 (72) ③酸化焔 内体部斜横箆撫。底部細刷毛

高 (6.5) 目状調整後一部箆撫。

m区FA下黒 土師手捏 残存体～底部1/2弱 東壁際床直 ①中砂。</>3mm角礫、白色粒子・ 底部上底。 外内黒斑

28住ー 4 ロ― 赤褐色粒多械、雄石・石英少最。 外体部指撫後箆撫、一部箆磨。

第315図 底 53 ②暗褐7.5YR3/3 指頭圧痕残。下端横箆磨。底部

PL- 高 5.0 ③酸化焔 周辺箆撫。中心無調整。

内 頸部～体上半横撫後箆磨。

底部指憮。

I11区FA下黒 土師小形 残存完形 貯蔵穴 ①中砂。 白色粒子 ・ 輝石 • 石英 外口縁部横撫。体部指撫、指 外薄く煤付着、

28住ー 5 鉢 口 106 少量。 頭圧痕多数。底部無調整。ザラ 淡い黒変。

第315図 底 4.6 ②橙5YR6/8 つく 。中心僅か上底。 内黒斑、口縁

PL74 高 6.5 ③酸化焔 内 口縁部～底部横刷毛目状調 部一部淡い黒変

整後箆磨。

皿区FA下黒 土師甕 残存体部1/2弱 貯蔵穴 ①中砂。</>1 cm礫、白色粒多孤、 外体部縦又は斜縦刷毛目状調 外体部対峙す

28住ー 6 ロー 石英 ・輝石・赤褐色粒少量。 整後一部箆削及び箆撫。指頭痕 る位置に黒斑

第315図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 残。

PL― 高 09.0) ③酸化焔 内体部右→左横箆撫。接合痕

径 14.4 残。

l11区FA下黒 土師高杯 残存杯部1/2 埋没土 ①中砂。<I>5mm角礫、白色粒． 外口縁部横撫。体部下→上縦 外口縁一部黒

30住ー 1 口 (18.0) 輝石多員、石英 ・赤褐色粒子少 箆撫後箆磨。一部指頭痕跡残。 斑

第315図 底ー 羞。 内 横撫後箆磨。下半表面剥落、

PL- 高 (5.8) ②にぶい赤褐5YR5/4 調整不明。

③酸化焔
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 誠 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

m区FA下黒 土師高杯 残存坪部 北東隅床直 ①中砂。</>5mm礫、輝石・石英・ 口縁部横撫。 内杯底部痘状

30住ー 2 口 (187) 白色粒子少最。 外体部縦箆撫後箆磨。下部上 剥落、黒斑

第315図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 →下箆撫。

PL- 高 (6.5) ③酸化焔 内横撫後箆磨。

m区FA下黒 士師高杯 残存坪部 2/3 埋没土下位 ①中砂。</J5mm礫、輝石・石英・ 外坪部体上部縦先割箆撫。境 外煤付着、黒

30住ー 3 ロー 白色粒子少益。 目横箆撫、刷毛目状調整。下部 変

第315図 底ー ②にぶい赤褐5YR4/4 箆撫で。指頭圧痕有。 内黒変

PL- 高 (86) ③酸化焔 内 坪体部横撫後先割箆撫。後

箆磨。底部箆攘。

III区FA下黒 土師高坪 残存杯部 埋没土 ①中砂。q,5mm角礫、白色粒子 外 口縁部横撫。体部下→上縦 外・内黒斑有

30住ー 4 口 166 多誠、輝石 ・石英・赤褐色粒少 箆撫。下部下→上箆撫。 り。

第315図 底ー 量。 内 口縁～体部横撫後暗文箆磨。

PL- 高 83 ② 75YR4/3 底部箆磨。

③酸化焔

皿区FA下黒 土師高杯 残存 ほぽ完形、口縁 床直 ①中砂。白色粒子・輝石 赤褐 口縁部横撫。

30住ー 5 部一部欠損 色粒子少量。 外坪体部指撫後一部箆磨。指

第315図 口 (185) ②にぶい褐7.5YR5/4 頭圧痕多数。体下脚部境接合部

PL74 底 (112) ③酪化焔 指撫。脚部指撫後縦箆磨。

高 (161) 内 坪体部横撫後、一部箆磨。

底部箆撫。脚部境接合痕有。脚

部指撫、箆横撫。

I11区FA下黒 土師高杯 残存脚部 床直 ①中砂。</J5mm礫、赤褐色粒 ． 外脚部上部指撫後箆磨。指頭

30住ー 6 ロ― 白色粒子 ・雄石 ・石英少械。 圧痕残。境目横箆撫。下部横撫

第315図 底 104 ②赤褐5YR4/6 後箆磨。

PL― 商 (82) ③酸化焔 内脚部上部指撫、接合痕残。

下部横箆撫。

皿区FA下黒 土師高坪 残存脚部 北壁際床直上 ①中砂。q,3mm角礫、白色粒子 外 脚部上部縦箆撫。下部横撫。

30住ー 7 ロ― 多最、輝石 ・石英 ・赤褐色粒子 内 脚部上部縦指撫。下部横撫。

第315図 底 13.8 少饂。

PL- 高 (8.9) ②にぶい黄橙10YR6/4

③酸化焔

I11区FA下黒 土師高坪 残存脚部 北壁際床直上 ①中砂。維石 石英 ・白色粒子 外脚部上部縦箆撫後縦箆磨。

30住ー 8 ロー 少醤。 下部横撫後縦箆磨。

第316図 底ー ②灰褐75YR4/2 内 脚部上部縦指撫、指頭痕残。

PL -— 高 (9.6) ③酸化焔 下部横撫。接合痕・指頭圧痕残。

ll1区FA下黒 土師高杯 残存脚部 西壁際床直上 ①中砂。1>3mm礫、輝石・石英・ 外脚部上箆撫後箆磨。下横撫

30住ー 9 ロー 白色粒子少益。 後箆磨。

第316図 底 13.4 ②赤褐5YR4/6 内脚部上指撫。下横撫。

PL- 高 (93) ③酸化焔

l11区FA下黒 土師小形 残存ほぼ完形 南西隅 ①中砂。</>3mm角礫、石英輝 外 口縁部横撫。頸部指撫後箆 外 口縁～体部

30住ー 10 甕 口 (9.4) 石 ・白色粒子少罷。 撫。体部右下→左上箆削。底部 縦5条黒変

第316図 底 4.3 ②明赤掲5YR5/6 撫。 底部黒斑

PL74 高 6.8 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部指撫

後箆撫。

Il[区FA下黒 土師小形 残存完形 北東隅床直上 ①中砂。白色粒子・輝石・石英・ 外 口縁部横撫、接合痕有。体 外全面黒変

30住一 11 甕 口 97 赤褐色粒子少量。 部指撫後箆撫。指頭圧痕残。底 内 口縁部黒変

第316図 底 4.6 ②灰黄褐10YR4/3 部撫。中央上底。

PL74 高 7.4 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横指撫、

指頭痕残。底部箆撫。

m区FA下黒 士師小形 残存 ほぼ完形 南壁際床直上 ①中砂。</>3mm角礫、白色粒子・ 口唇部肥厚、内傾。 外一部黒斑

30住ー 12 甕 口 9.0 輝石石英少最。 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫、 内一部黒斑

第316図 底 3.0 麟 75YR4/3 指頭痕残。体部上半指撫後箆撫。

PL74 高 8.9 ③酸化焔 下半箆削後箆撫。底部撫。厚手。

内 口縁部横撫。 一部後指撫。

体部横指撫、指頭圧痕多数。底

部箆撫。

I[区FA下黒 土師 残存頸部～底部 西壁際床直上 ①中砂。</J5mm角礫、輝石石 外体部指撫。底部撫、中央や 外口縁～底部

30住ー 13 手捏ね ロー 英 ・白色粒子少筵。 や上底。 1/2黒斑

第316図 小形甕 底 40 ②灰褐75YR5/2 内 口辺部斜横撫。体～底部指

PL- 喬 49 ③酸化焔 撫、指頭圧痕多数。
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出土土器観察表

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

J11区FA下黒 土師小形 残存 1/2 埋没土 ①中砂。(j,5mm礫、白色粒子・ 外 口縁部横撫。頸部横撫、指 外ほぽ全面黒

30住ー14 甕 口(105) 輝石・石英少贔。 頭圧痕残。体部横箆削後箆磨。 斑

第316図 底 3.5 ② 75YR4/3 内 口縁部横撫後横箆磨。体部 内部分的に黒

PL― 高 7.2 ③酸化焔 指撫後横箆磨。底部箆撫後箆磨。 変

m区FA下黒 土師小形 残存完形 床直 ①中砂。白色粒子・輝石・石英 ・ 口縁部横撫 外全面煤付着、

30住ー15 甕 口 120 赤褐色粒子少呈。 外体部上半上→下縦箆撫。下 黒変

第316図 底 38 ②にぶい赤褐5YR5/4 半左→右横箆撫。底部中央僅か 口縁部煮こぼれ

PL74 商 90 ③酸化焔 上底。 内口縁～体部

内 体部横箆撫後一部横箆磨。 上半黒変

底部箆磨。

l11区FA下黒 土師小形 残存 ほぼ完形、口縁 南壁隅床直上 ①中砂。¢ 3mm礫、白色粒子・ 底部厚手。やや上底。 外口縁煤付着

30住ー16 甕 部一部欠損 輝石・石英 赤褐色粒子少量。 外 口縁部横撫。頸部横指撫後 （煮こぽれ？）

第316図 口 8.3 ②明赤褐5YR5/6 縦箆撫。体部箆削後箆撫。指頭 体～底部黒変

PL74 底 3.8 ③酸化焔 痕残。底部撫。

高 7.6 内 口縁部先割箆横撫。体～底

部指撫。指頭圧痕残。

l11区FA下黒 土師小形 残存 ほほ完形、口縁 床直 ①中砂。¢ 5mm角礫、罪石•石 外 口縁部横撫。頸部～体部上 外面煤付着、

30住ー17 甕 一部欠損 英白色粒子少星。 半斜縦箆撫。体部下半斜横箆撫。 黒変

第316図 口 112 ②にぶい赤褐5YR4/4 底部深い上底。

PL74 底 42 ③酸化焔 内 口縁部横焦後箆磨。体～底

高 80 部箆撫後箆磨、指頭圧痕残。

l11区FA下黒 土師甑 残存口縁～底部 1/3 西壁際床直上 ①中砂。¢ 5mm角礫、白色粒子・ 折返口縁。底部厚手。 外ほぼ全面黒

30住ー 18 口 (14.2) 輝石・石英少量。 外 口縁部横撫。指頭圧痕多数。 変。一部炭化物

第316図 底 4.0 ②にぶい赤褐25YR4/4 体部縦箆削後先割箆撫。底部上 付着。

PL74 高 117 ③酸化焔 底、撫。

孔q,1cm 内 口縁部横撫。接合痕残。体

～底部斜縦指撫。指頭圧痕残。

l11区FA下黒 土師小形 残存ほぼ完形、口縁一 床直 ①中砂。</,3mm角礫、輝石・白 外 口縁部先割箆横撫後、箆磨。 外口縁一部除

30住ー19 衷ゃ 部欠損 色粒子 ・石英少益。 頸部指横憮、指頭圧痕多数。体 き黒変

第317図 口 11.8 ②黒褐25Y3/l 部指横撫後箆撫、一部箆磨。底 内黒斑

PL74 底 5.2 ③酸化焔 部上底。

高 8.3 内 口縁部横撫後箆磨。体～底

部指撫後箆撫、上部指頭圧痕多

数。

皿区FA下黒 土師甕 残存 1/2 南壁際床直上 ①中砂。</,5mm礫、輝石・石英・ 外 口辺部横撫後縦箆磨。体部 底部厚手、上

30住ー20 ロ ー 白色粒子少屈。 箆憮後箆磨。指頭痕残。下部指 底。

第317図 底 (84) ②にぶい橙75YR6/4 撫、指頭圧痕多数。底部箆撫。 外体部ベンガ

PL74 高 (255) ③酸化焔 内 口辺部表面風化、整形不明。 ラ着色？

体部上部横指撫後横箆窟。下部

箆撫後横箆磨。底部箆撫。

Ill区FA下黒 土師甕 残存ほぽ完形 西壁際床直上 ①中砂。</>1 cm赤褐色粒、輝石・ 外 口縁部横撫、指頭圧痕残。 底部上底

30住ー21 口 178 石英・白色粒子 ・赤褐色粒子少 体部箆削後箆撫。底部撫。 外煤付培、煮

第317図 底 50 益。 内 口縁部横撫、一部指頭痕有。 こぼれ

PL74 高 30.0 ②にぶい橙75YR6/4 体部斜横指撫後箆磨、指頭痕残。 内一部黒変

③酸化焔 底部横撫後箆磨。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 東壁際埋没土下 ①中砂。白色粒子輝石石英・ 口縁部厚手、体部薄手。 外・内口縁部

31住一l 口 (180) 位 赤褐色粒少最。 口縁部外に直線的に開く。 一部黒斑

第317図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/3 外 口縁部横刷毛目状調整後箆

PL― 商 76 ③酸化焔 磨。体部縦箆削後箆撫後箆磨。

内 口縁部横刷毛目状調整横箆

磨。体部横撫。指頭圧痕残。

皿区FA下黒 土師甕 残存体下～底部 東壁際埋没土下 ①中砂。¢ 3mm礫、石英・輝石・ 底部上底。周辺部は厚い。 外煤付着のた

31住ー 2 ロ― 位 白色粒子少益。 外体部左→右、上→下箆削後 め調整は不明瞭

第317区 底 62 ②にぶい黄橙10YR7/4 一部横箆磨。指頭圧痕残。 底部 な部分有。全面

PL 商 (87) ③酸化焔 箆撫後箆磨。 黒変。

内体部上部横・斜横撫。下部

撫後幅1.7cm、10本刷毛目状調整

後一部箆撫。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 益 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 士師杯 残存口縁～底部1/6 床直 ①中砂。¢3mm赤褐色粒、赤褐 口縁部 ほぼ直立

32住ー 1 口 (130) 色粒多最、白色粒子・輝石・石 外口縁部左→右横撫。底部箆

第318図 底ー 英少益。 削。

PL― 高 (36) ②橙5YR6/6 内 口縁～底部右→左横撫。

③酸化焔硬質

Ill区FA下黒 土師高杯 残存口縁～体部1/4 東壁際床直上 ①中砂。q,3mmチャート礫、石 外 口縁部左→右横撫。体部下 内体部～底部

32住ー 2 □ (176) 英・輝石 白色粒子少鼠。 →上箆撫。底部指撫。 器面やや風化。

第318図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 内横撫後斜縦箆磨。

PL- 高 (55) ③酸化焔

皿区FA下黒 土師高杯 残存脚部 埋没土 ①中砂。</J1 cm安山岩礫、白色 外指撫、一部箆撫。下部横撫。

32住ー 3 口ー 粒子・輝石•石英少温。 内 接合痕明瞭。指撫、指頭痕

第318図 底一 ②にぶい褐75YR5/4 残。

PL- 高 (8.5) ③酸化焔

m区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部1/4 埋没土 ①中砂。¢ 3mm赤褐色粒、赤褐 口縁部内傾、底部丸底。

32住ー 4 弱 色粒多量、輝石石英・白色粒 外 口縁部先割箆横撫。底部境

第318図 口 (62) 子少最。 指撫、指頭圧痕残。底部箆削。

PL- 底一 ②明赤褐25YR5/6 内 口縁～底部横撫後斜横箆磨。

高 (50) ③酸化焔

皿区FA下黒 土師坪 残存 ほぽ完形 埋没士？ ①中砂。赤褐色粒多最、白色粒・ 外 口縁部横撫。体部指撫。底 外底部黒斑

33住ー 1 口 135 蝉石・石英少益。 部右→左箆削。

第318図 底ー ②明赤褐2.5YR5/6 内 口縁部横撫。体部横憮後箆

PL― 高 50 ③酸化焔 磨。底部撫。

m区FA下黒 士師高杯 残存口縁～体部1/5 埋没土 ①中砂。輝石・石英・白色粒子 外 口縁部横撫。体部～底部箆 内 一部赤色塗

33住ー 2 口 (18.4) 少最。 撫。 彩残。

第318図 底ー ②にぶい橙5YR6/4 内横撫後箆磨。

PL- 高 (55) ③酸化焔

皿区FA下黒 土師柑？ 残存体～底部約1/4 埋没土 ①中砂。¢ 5mm角礫、白色粒多 外体部箆撫。底部周辺殆ど無 外・内体部黒

33住-3 ロー 益、輝石 ・石英・赤褐色粒少呈。 調整、 一部撫。 斑

第318図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 内体～底部指撫。

PL- 高 (68) ③酸化焔

皿区FA下黒 土師 残存 ほぽ完形 埋没士 ①細砂。輝石 •石英・白色粒子 口縁部薄手。丸底。 外・内黒斑

34住一 l 手捏ねミニ 口 22 少漏。 外指撫。接合痕残。

第318図 チュア土器 底ー ②にぶい黄褐10YR5/4 内指撫。

PL- 高 3.4 ③酸化焔

m区FA下黒 士師 残存 口縁部欠損 埋没土 ①中砂。r/,5mm角礫、白色粒子 外指撫、指頭圧痕残。 外体部黒斑、

34住ー 2 手捏ねミニ ロー 輝石・石英少最。 内指撫、指頭圧痕残。 一部黒変。

第318図 チュア土器 底 17 ②にぶい橙75YR6/4

PL― 甕 高 (40) ③酸化焔

皿区FA下黒 土師 残存口縁部1/2欠損 埋没土 ①中砂。白色粒子・輝石・石英・ 口縁部横撫。 外 口縁～イ本部

34住-3 ミニチュア 口 (76) 赤褐色粒子少益。 外 口辺部縦箆撫。頸部指頭圧 黒斑

第318図 柑 底 31 ②明赤褐5YR5/6 痕残。体部指撫。底部周辺箆撫。 内 口縁部黒斑

PL74 高 81 ③酸化焔 中心上底。

内 口辺部指横撫。箆当たり、

指頭痕残。体～底部指撫。

m区FA下黒 土師柑 残存口縁部 2/3欠損 埋没土 ①中砂。</>5mm礫、白色粒子多 外 口縁部横撫。頸～体部指撫、 外体部黒斑

34住-4 口 (70) 量、赤褐色粒子輝石・石英少 指頭圧痕多数。体下部～底部先

第318図 底ー 量。 割箆撫、箆削。底部丸底。

PL― 高 10.0 ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部横撫。体部斜横撫。

③酸化焔 指頭圧痕多数。底部箆撫。

皿区FA下黒 土師堪 残存 口縁部一部欠損 貯蔵穴 ①中砂。q,3mm角礫、白色粒子・ 外 口縁部横撫。口辺部斜縦箆 外口縁～底部

34住ー 5 ロー 輝石・石英少簸。 撫。体部上部横推。下部横撫後 黒変・黒斑

第318図 底ー ②明赤褐25YR5/6 横箆磨。 内黒斑

PL74 高 (126) ③酸化焔 内 口縁部上部横撫。下部横箆

撫。体～底部横指撫、指頭圧痕残。

皿区FA下黒 土師埒 残存口縁部1/2欠損 埋没土下位 ①中砂。</>3mm礫、白色粒子・ 外 口縁部横撫後一部横刷毛目 外黒斑

34住-6 口 (ll.6) 輝石多量、石英 ・赤褐色粒子少 状調整、後縦刷毛目状調整。頸

第318図 底 4.0 最。 ～体上部縦刷毛目状調整。体

PL74 高 12.1 ②橙5YR6/6 下部横刷毛目状調整。底部中心

③酸化焔 上底、周辺箆撫。

内 口縁部横刷毛目状調整。体

～底部縦指撫。
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出土土器観察表

番号 器種 蓋 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

m区FA下黒 土師小形 残存口録～底部 1/2 埋没土 ①中砂。の 3mm角礫、輝石・白 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外 1/2黒斑

34住ー 7 甕 口 (98) 色粒子・石英少量。 頭圧痕残。底部無調整、ザラつく 。

第318図 底 (60) ②にぶい褐7.5YR5/4 内 口縁部横撫。一部指頭圧痕

PL- 高 6.2 ③酸化焔 残。体部先割箆横、斜縦撫。（刷

毛目状調整）後指撫。一部指頭

圧痕残。

皿区FA下黒 士師壺 残存 ほぼ完形、口縁 貯蔵穴 ①中砂。</>3mm礫、石英・頼石・ 口唇部横撫。 外ほぼ全面ス

34住ー 8 わずか欠損 白色粒子・赤褐色粒子少量。 外 口辺部横撫後斜縦箆撫。 ス付着、黒変。

第319図 口 12.4 ②橙5YR6/6 体部上部縦箆撫後一部箆磨。下

PL74 底 5.4 ③酸化焔 部横箆削後横箆撫。底部撫。

高 165 内 口辺部横撫後斜横箆推。体

部上部指撫、指頭痕有。下部指

撫、 一部指頭圧痕有、接合痕有。

皿区FA下黒 土師高杯 残存 ほぽ完形、口縁 貯蔵穴 ①中砂。</>5mm礫、白色粒子・ 外 口縁部横撫後箆磨。頸部縦 外黒斑・黒変

34住ー 9 一部欠損 輝石多景、石英・赤褐色粒少最。 箆撫。脚部上部縦箆撫。下部横 内黒変

第319図 口 19.0 ②にぶい橙5YR6/4 撫後箆磨。

PL74 底 145 ③酸化焔 内 口縁部横撫後斜縦箆磨。脚

高 16.8 部上部縦指撫。下部横撫。

m区FA下黒 土師小形 残存 口縁部一部欠損 貯蔵穴 ①中砂。1>5mm角礫、雄石・白 外 口唇部横撫。口辺～底部箆 外～内口縁赤

34住ー10 甕 口(14.0) 色粒子・石英含む。 削後箆撫。体部境接合の縦箆撫。 色塗彩

第319図 底ー ②赤褐2.5YR4/6 内 口唇部横撫。口辺部斜横箆

PL74 高 16.5 ③酸化焔 撫。体上部横指撫。体下～底部

接合痕有。箆横撫。

皿区FA下黒 土師高坪 残存脚部 埋没土下位 ①中砂。白色粒子多量、輝石 ・ 外脚部上部指撫後先割箆斜縦

34住ー11 ロー 石英・赤褐色粒子少益。 撫。指頭圧痕残。下部横撫。

第319図 底(12.3) ②明赤褐5YR5/6 内 脚部上部斜縦指撫、指頭圧

PL― 高 7.9 ③酸化焔 痕残。下部横撫。

m区FA下黒 土師裔坪 残存 ほぽ完形、口縁・ 貯蔵穴 ①中砂。白色粒子多量、輝石 外杯口縁部横撫、下に指頭圧 坪と脚接合部に

34住ー12 脚一部欠損 石英少最。 痕残。坪部下半箆削後箆撫。一・ 出ベソ状突起有。

第320図 口 214 ②灰褐75YR4/2 部刷毛目状調整。脚との接合部 外黒斑・黒変

PL74 底(16.2) ③酸化焔 縦箆撫。脚部上半縦箆磨。下半 内黒斑・黒変

高 184 横撫後箆磨。

内 坪部横撫後箆磨。脚部上横

箆削後一部縦撫。下横撫。

皿区FA下黒 土師高杯 残存坪部1/2 北西隅床直上 ①中砂。1>3mm礫、石英・輝石 外 口縁～体部上半横撫。とピ 外欠損後煤付

35住ー 1 口(170) 白色粒子・赤褐色粒子少量。 割れ有。体部下半～底部刷毛目 着黒変

第320図 底 一 ②にぶい黄褐10YR5/3 状調整後一部撫。

PL― 高 (57) ③酸化焔 内 口縁～体部横撫後一部斜縦

箆磨。底部箆撫。

皿区FA下黒 士師高杯 残存杯部 北西隅床直上 ①中砂。<I>3mm礫、赤褐色粒． 外 口縁～体部横撫、指撫痕多

35住ー 2 口 (19.4) 白色粒子・輝石・石英少量。 数。底部段下箆削。脚との接合

第320図 底ー ②明赤褐5YR5/6 部箆撫。

PL- 裔 (6.7) ③酸化焔 内 口縁～体部横撫後縦箆磨。

底部箆撫後箆磨。

l11区FA下黒 土師高坪 残存坪部 1/3強 貯蔵穴 ①中砂。</J3mm礫、白色粒子・ 外 口縁部横撫。体部横撫後上

35住ー 3 口 (194) 輝石 ・石英・赤褐色粒少械。 →下箆撫。

第320図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 内 口縁部横撫。体～底部箆横

PL - - 高 6.4 ③酸化焔 撫後箆磨。

皿区FA下黒 土師高坪 残存坪部下～脚部 炉 ①中砂。<I>3mm礫、赤褐色粒・ 外杯部左→右箆削。指頭圧痕 外杯部一部黒

35住ー 4 1/2 輝石・石英・白色粒子少晨。 残。頸部箆撫。脚部斜縦箆撫後 斑

第320図 口一 ②にぶい黄褐10YR5/4 縦箆磨。端部横撫後縦箆磨。

PL― 底（125) ③酸化焔 内 杯部箆撫。脚部指撫後横箆

高(106) 撫。端部横撫。

皿区FA下黒 土師高坪 残存脚部 1/2 埋没土 ①中砂。赤褐色粒 白色粒子 外脚部上段下→上届1j毛目状調 外赤斑

35住ー 5 口 (16.8) 石英輝石少量。 整後縦箆磨。下段横撫、一部縦

第320図 底一 ②橙5YR6/6 箆磨。

PL― 高 (32) ③酸化焔 内脚部横撫。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 批 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 土師高杯 残存口縁～底部1/2 床直 ①中砂。</J3mm角礫、赤褐色粒 口縁部かなり歪む。 外脚部一部黒

35住ー 6 口 165 石英・白色粒子・輝石少最。 外 口縁部横撫。指頭圧痕多数。 斑

第321図 底 13.4 ②にぶい赤褐5YR4/4 体部先割箆刷毛目状撫。脚接合 内坪部底部風

PL74 高 165 ③酸化焔 部縦箆撫。脚部上部縦指撫。指頭 化顕著

痕残。下部横撫。一部指頭痕残。

内 口縁部横撫。指頭圧痕残。

体～底部先割箆刷毛目状調整後

箆磨。脚部上部指撫。接合痕残。

下部先割箆刷毛目状調整後横撫。

皿区FA下黒 土師坪 残存 1/3 埋没土 ①中砂。</,3mm石英、茶褐色粒 口縁部「く」字状開く 。 外体部黒斑

35住ー 7 口 (13.0) 石英・白色粒・輝石少最。 外 口縁～頸部横撫。イ本部左→

第321図 底 37 ②にぶい橙5YR6/4 右箆削。底部箆撫。

PL74 高 58 ③酸化焔 内 口縁～頸部横撫。体～底部

指撫。

m区FA下黒 土師甕 残存 口縁部1/3欠損 床直 ①中砂。¢ 3mm角礫、輝石石 外 口縁部横撫。頸部指撫後横

35住ー 8 口 11.0 英・白色粒子・赤褐色粒子少最。 撫、指頭圧痕残。体部縦指撫。

第321図 底 40 ②橙5YR6/6 底部中心上底、 ドーナツ状。

PL74 高 72 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部～底部指

撫、指頭圧痕残。接合痕明瞭。

l11区FA下黒 土師均 残存口縁～底部1/2 埋没士 ①中砂。q,3mm角礫、輝石•石 外 口縁部横撫。頸部刷毛目状 外体部～底部

35住ー 9 口 (10.0) ピット 2 英・白色粒子・赤褐色粒子少最。 調整後横撫。体部上半刷毛目状 黒斑

第321図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/3 調整後一部撫。下半刷毛目状調

PL- 裔(146) ③酸化焔 整後箆撫。

内 口縁部横撫。頸部指撫、指

頭圧痕残。体部～底部箆撫。

m区FA下黒 土師壺 残存 口縁部欠損 ピット 3 ①中砂。 cf,3mm礫、輝石石英・ 外肩部刷毛目状調整後箆削。 外体部黒斑

35住ー 10 ロー 白色粒子・赤褐色粒子少量。 r/> 2mm棒状工具の箆磨。体部箆

第321図 底 36 ②にぶい褐7.5YR5/6 削後一部箆撫。底部調整無。

PL - 高 (92) ③酸化焔 内 肩部指撫。指頭圧痕多数。

体部～底部横箆撫。

皿区FA下黒 土師堪 残存 ほぽ完形 東壁際床直上 ①粗砂。c/>5mm礫、白色粒・輝 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫。 外口縁～底部

35住― 11 ロ 8.7 石•石英・赤褐色粒少温。 体部指撫後一部横箆撫。指頭圧 一部黒斑。

第321図 底 3.6 ②にぶい赤褐5YR4/4 痕残。底部ドーナツ状の上底。 体部風化。

PL74 高 8.2 ③酸化焔 内 口縁部横撫。下半箆撫痕残。

体部上半横指撫。指頭圧痕残。

下半指撫、接合痕残。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁1/2 埋没土 ①中砂。輝石 ・白色粒子・石英 外 口縁部横撫後縦箆撫。接合 内外黒斑

35住ー 12 口 164 少最。 痕有。

第321図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/3 内 口縁部横撫。指頭圧痕残。

PL- 商 (40) ③酸化焔

m区FA下黒 土師甕 残存口縁部 1/4弱 貯蔵穴 ①細砂。¢ 3mm角礫、輝石•石 外 口縁部刷毛目状調整後横撫。 内頸～体部淡

35住ー 13 口(16.0) 英・白色粒子・赤褐色粒子少最。 頸部刷毛目状調整残。 い黒変

第321図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/4 体部刷毛目状調整後箆撫。

PL- 高 (82) ③酸化焔 内 口縁部刷毛目状調整後横撫。

頸～体部斜横刷毛目状調整。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁部 1/2 貯蔵穴 ①中砂。輝石・白色粒子多証、 外 口縁部先割箆横撫。指頭痕・ 外煤付着黒変

35住ー 14 口 (18.2) 石英 ・赤褐色粒少最。 指撫痕有。

第321図 底ー ②明赤褐25YR4/6 内 口縁部先割箆横撫。体部指

PL- 尚 (47) ③酸化焔 撫。指頭圧痕有。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 埋没土 ①中砂。</,3mm礫、白色粒子・ 口縁部外反、胴丸。 外 1/2強黒変

35住ー 15 口(146) 床 直 上 炉 赤褐色粒子 ・輝石 • 石英少益、 外 口縁部横撫。頸部指撫、指 内体の一部除

第321図 底ー 雲母微鍼。 頭圧痕多数。体部上端のみ横撫。 き、ほぽ全面黒

PL- 高(180) ②にぶい褐7.5YR5/3 箆削後斜縦箆撫、一部横箆磨。 亦冬 0 

③酸化焔 内 口縁部横撫。 イ本部左下→右

上強い箆撫後一部箆磨。

皿区FA下黒 士師甕 残存口縁～体部、 一 貯蔵穴 ①粗砂。¢5mm礫、赤褐色粒． 外 口縁部横撫。頸～体部箆削 外ほぽ全面黒

35住ー 16 部欠損 白色粒多最、輝石・石英少温。 後斜縦箆撫、一部箆磨。指頭圧 変

第321図 口 (14.0) ②にぶい黄褐10YR4/3 痕多数。底部調整無。 内底部・体部

PL- 底 66 ③酸化焔 内 口縁部横撫。頸～体部上半 上半の一部を除

高 21.2 指撫。指頭圧痕多数。体部下半 き黒変

箆撫後一部箆磨。底部指撫。
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出土土器観察表

番号 器種 凪 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

皿区FA下黒 弥生壺 残存底部1/2 埋没土 ①中砂。白色粒子・赤褐色粒子・ 外体部箆削後箆磨。底部箆磨。

37住一 l 口一 輝石・石英少益。 内風化剥落、調整不明。

第321図 底 (44) ②にぶい黄橙10YR6/4

PL― 高 (2.1) ③酸化焔

m区FA下黒 弥生甕 残存底部破片 埋没土 ①中砂。長さ 3mm角礫植物繊 外体部化粧粘土貼付。下→上

37住ー 2 ロー 維、石英 ・白色粒子やや多く、 刷毛目状調整後縦箆磨。剥がれ

第321図 底 （35) 耀石・赤褐色粒少益。 面に刷毛目状調整有。底部箆削。

PL― 裔 (41) ②にぶい橙7.5YR6/4

③酸化焔

皿区FA下黒 弥生台付 残存脚部欠損 床直 ①中砂。¢ 5mm礫、輝石・石英・ 外 口唇下5単位ポタン状貼付。 外内黒変

37住ー 3 甕 □ (112) 白色粒子 ・雲母少汰含む。 頸部～体上部8条波状文及び3

第322図 底ー ②橙7.5YR6/6 蓮止簾状文。体下部縦箆磨。

PL- 高 (85) ③酸化焔 内横箆磨。

m区FA下黒 弥 生壺？ 残存体部破片 埋没土下位 ①中砂。赤褐色粒多量、植物練 薄手。 歪み大

37住ー 4 ロー 維 ・輝石・石英・白色粒子少屈。 外体部横刷毛目状調整。 外まだらに黒

第322図 底ー ②橙75YR7/6 内体部横箆撫。 斑。全体に淡い

PL― 高(115) ③酸化焔 黒変。

皿区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部小破片 埋没土 ①細砂。輝石 ・石英・赤褐色粒 外 口唇部横撫。口縁部波状文

37住ー 5 ロー 子 白色粒子少量。 7条 1単位。

第322図 底ー ②灰黄褐10YR6/2 内横撫。

PL― 古向 ― ③酸化焔

皿区FA下黒 弥生甕 残存 口縁小破片 埋没士 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 外 口唇部波状文。口縁部横撫。 外一部煤付箔

37住ー 6 口一 少旦。 頸部簾状文。 黒変

第322図 底ー ②暗灰黄25Y5/2 内 口縁部横箆磨。 内 口縁部黒変

PL- 高一 ③酸化焔

m区FA下黒 弥生甕 残存体部小破片 埋没土 ①中砂。<I>3mm石英、輝石•石 外幅1.6cm、11本波状文。 外淡く煤付着

37住ー 7 口ー 英水品 ・白色粒子赤褐色粒 内横箆磨。 黒変

第322図 底一 子少量。

PL- 古向 一 ②にぶい黄橙10YR5/3

③酸化焔硬質

m区FA下黒 弥生甕 残存体部小破片 埋没土 ①中砂。石英多益、石英 ・白色 外幅12cm、8本波状文。

37住ー 8 口一 粒子 ・赤褐色粒子 ・輝石少派。 内横撫後横箆磨。

第322図 底ー ②黒褐10YR3/2

PL― 高一 ③酸化焔硬質

m区FA下黒 土師杯 残存 ほぽ完形 カマド南床直上 ①細砂。輝石 ・石英 白色粒子 外 口縁部横撫。口縁境指頭圧

38住ー 1 口 13.0 少拭。 痕残。体部～底部箆削後箆撫、

第322図 底一 ②明赤褐25YR5/6 後箆磨。

PL74 高 5.0 ③酸化焔 内 横撫後縦箆磨。底部境指頭

圧痕残。

皿区FA下黒 土師杯 残存完形 カマド南床直上 ①細砂。輝石・石英 白色粒子 口唇部2カ所人為的凹み有。ロ 外底部淡い黒

38住ー 2 口 142 少屈。 縁部横撫。 変

第322図 底ー ②赤褐色2.5YR4/8 外体～底部箆削後箆磨。指頭 内マンガン付

PL74 高 5.6 ③酸化焔 圧痕残。 着

内 横～斜横撫後箆磨。指頭圧

痕残。

皿区FA下黒 土師杯 残存ほぽ完形 カマド ①細砂。 輝石 • 石英 ・ 白色粒子 内斜口縁 内帯状に煤付

38住ー 3 口 131 /ノJヽ亘風—0 外口縁部横撫。体～底部箆削 着。黒変。

第322図 底ー ②赤褐2.5YR4/6 後箆撫。

PL74 高 59 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部斜横

撫。指頭圧痕多数。

皿区FA下黒 土師坪 残存ほぽ完形、体部 カマド ①細砂。輝石 ・石英 ・白色粒子 口縁部外反 外 ・内一部黒

38住ー 4 一部欠損 カマド埋没土 少誠。 外 口縁部横撫。頸部一部指頭 斑

第322図 口 146 ②明赤褐25YR5/6 圧痕残。体～底部左→右箆削。

PL74 底ー ③酸化焔 内 口縁部横憮。体～底部指撫

高 58 後箆撫。

皿区FA下黒 土師坪 残存 3/4 カマド ①中砂。<I>3mm石英、石英輝 口縁部外反。 外・内全体の

38住ー 5 口 155 石・白色粒子少拭。 外 口縁部横撫。体～底部箆削 3/4黒斑

第322図 底ー ②橙5YR6/6 後右→左箆撫。

PL74 蕎 71 ③酸化焔 内体～底部斜横撫、横2条先

割箆撫、後縦箆磨。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 土師坪 残存完形 カマド西 ①中砂。長さ 5mm角礫、輝石・ 口縁部横撫。 外・内黒変

38住ー 6 口 13.6 埋没土上位 石英・白色粒子少鑓。 外体上部指撫、指頭圧痕残。

第323図 底一 ②にぶい褐7.5YR5/4 体～底部箆削後箆磨。

PL74 高 68 ③酸化焔 内横撫後箆磨。

m区FA下黒 士師甑 残存底部 カマド西 ①中砂。¢ 3mm角礫、白色粒多 外体部縦箆磨。底部撫。 q, 7mmの孔有。

38住ー 7 ロー 埋没土下位 呈、輝石•石英少最。赤褐色粒 内体～底部箆撫後箆磨。内→

第323図 底 5.5 子微最。 外穿孔。

PL74 喬（5.0) ②にぶい褐7.5YR5/4

③酸化焔

皿区FA下黒 弥生甕 残存底部 埋没土上位 ①中砂。¢5mm礫、白色粒子多 外体部箆撫後箆磨。底部周囲 外面体～底部

38住ー 8 口一 53住埋没土 拭、輝石・石英少醤。 やや厚く、中心やや上底。 1/3黒斑

第323図 底 (180) MI-24 ②にぶい黄橙10YR7/4 内 体～底部先割箆刷毛目状調

PL- 高 (63) ③酸化焔 整。

III区FA下黒 土師 残存頸部～底部 埋没士上位 ①中砂。</>3mm安山岩礫、白色 非常に厚手。 外頸～底部

38住ー 9 手捏ね ロー 粒子 ・輝石 ・石英少量。 外頸部～体部指撫。指頭庄痕 縦長に黒斑

第323図 柑 底 4.6 ②にぶい黄橙10YR6/3 残。底部撫、非常に平坦。

PL- 高 (67) ③酸化焔 内 頸部横箆撫。接合痕明瞭。

体～底部指撫。

皿区FA下黒 士師 残存口縁部欠損 埋没土 ①中砂。q,3mm角礫、輝石・白 外体部指撫後一部箆磨。接合 外 内 全 面 黒

39住ー 1 ミニチュア 口ー 色粒子多益、石英少泣。 痕残。底部箆撫。 変

第323図 土器 底 3.3 ②灰黄褐10YR4/2 内体～底部指撫。接合痕残。

PL- 高 (17) ③酸化焔

m区FA下黒 土師商坪 残存杯下部約2/3 埋没土 ①中砂。¢ 3mm角礫多く、難石・ 外杯部箆撫。 外杯上部黒変

39住ー 2 口 14.l 石英・白色粒子・赤褐色粒子少 内 坪部横撫後箆磨。

第323図 底ー 最。

PL- 商 (43) ②赤褐25YR4/6

③酸化焔

皿区FA下黒 士師高杯 残存脚部 埋没土 ①細砂。白色徴粒子・雄石微粒 外刷毛目状調整後指撫。爪痕

39住ー 3 口一 子雲母微粒子少羹。 多数。

第323図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内 指撫。指頭圧痕多数。接合

PL- 高 (96) ③酸化焔 痕明瞭。

皿区FA下黒 土師蓋 残存完形 床直 ①中砂。白色粒子・輝石・石英・ 外天井撫。体部上部縦撫、下 外下半黒変

39住ー 4 口一 赤褐色粒子少董。 端横撫。 内全面黒変

第323図 底（138) ②にぶい黄橙10YR6/4 内箆磨。

PL75 高 6.1 ③酸化焔

ll[区FA下黒 土師高杯 残存杯下部～脚上部 床直 ①中砂。</>5mm角礫、輝石・石 有段杯。

39住ー 5 ロー 英・白色粒子少最。 外杯部上部横撫後箆磨。下部

第323図 底ー 謬 75YR4/4 横撫、指撫。脚部撫後縦箆磨。

PL- 高 (10.0) ③酸化焔 境目接合痕有。

内坪部横斜横細刷毛目状調

整後箆磨。脚部撫後縦箆磨。

J11区FA下黒 土師高坪 残存杯下部～脚部 埋没土上位 ①中砂。q,5mm角礫、白色粒子・ 杯部有段

39住ー 6 ロー 雄石•石英 ・赤褐色粒子少最。 外坪部横撫後箆磨。脚部指撫

第323図 底一 ②にぶい褐75YR5/3 後縦箆磨。

PL- 裔（11.3) ③酸化焔 内 坪部風化顕著。調整不明。

脚部指撫。接合痕明瞭。

lII区FA下黒 土師小形 残存体～底部、口縁 埋没土上位 ①中砂。¢ 3mm礫、雄石•石英・ 外頸部横撫。指頭圧痕有。体 外 まだらに赤

39住ー 7 甕？ 欠損 白色粒子少量。赤褐色粒子微蓋。 部上部斜横箆撫。下部右→左、 斑 （火だすき ）

第323図 ロー ②にぶい赤褐5YR5/4 上→下箆削。底部やや上底。周

PL- 底 4.6 ③酸化焔 辺部撫。

高 (64) 内 口繰部横撫。体部上部横指

撫。下部縦指撫。

Ill区FA下黒 土師小形 残存 口縁一部欠損 埋没土 ①中砂。</,3mm礫、石英・白色 外 口唇部横撫。口縁部縦箆撫。

39住ー 8 柑 口 (91) 粒子・輝石少益。 一部指頭圧痕残。体部上部箆撫。

第324図 底 2.5 ②にぶい褐75YR5/3 下部箆削。底部箆削。

PL75 高 9.6 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部～底部斜

横指撫。体上部接合痕有。
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

l11区FA下黒 土師柑 残存口縁部1/2欠損 埋没土下位 ①中砂。</>3mm礫•石英、石英粒・ 体部厚手。

39住ー 9 口 (98) 白色粒・輝石・赤褐色粒子少最。 外 口縁部横撫。頸部指撫、接

第324図 底 32 ②橙7.5YR6/6 合痕有。体部上部横指撫。下部

PL- 高 8.2 ③酸化焔 右→左箆削。底部上底。中心に

接合痕有。

内 口縁部横撫。下部箆横撫。

体部指撫。

l11区FA下黒 土師対 残存体～底部1/2、 床直上 ①粗砂。(/,5mm礫、白色粒子多 外体部指撫後刷毛目状調整。

39住ー10 口縁部欠損 簸、輝石石英赤褐色粒子少 底部箆削。

第324図 ロー 最。 内 口縁部横撫。体～底部指撫、

PL― 底 (2.4) ②にぶい黄褐10YR5/3 指頭圧痕多数。

高 (6.8) ③酸化焔

皿区FA下黒 土師甕？ 残存底部 埋没土下位 ①細砂。輝石・白色粒子 赤褐 外体部極細縦刷毛目状調整。

39住―11 口ー 色粒子・石英少最。 底部やや上底。撫。

第324図 底 112 ②橙75YR6/6 内 指撫。指頭圧痕多数。

PL― 高 (23) ③酸化焔

m区FA下黒 土師甕 残存口縁部1/3強 埋没士 ①粗砂。</,5mm角礫、石英角礫 口縁部外反

39住ー12 口(196) 多最、赤褐色粒少蓋。 外 口縁部縦刷毛目状調整後横

第324図 底ー ②にぶい橙7.5YR6/4 撫。頸部一部接合痕残。

PL - 高（55) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部接合部指

頭圧痕多数。

皿区FA下黒 土師杢 残存完形 床直上 ①中砂。</>5mm角礫、輝石•石 「く」の字口縁、胴丸、底部平 外煤付着黒変、

39住ー13 口 13.1 英・白色粒子少泣。 底。口縁部横撫。 煮こぽれ明瞭

第324図 底 4.4 ②にぶい赤褐5YR5/4 外体部上部箆削後先割箆撫。

PL75 高 196 ③酸化焔 下部箆削後箆撫。底部撫。

内 体部上部接合痕・指頭圧痕

多数。下部斜横撫。接合痕残。

m区FA下黒 士師甕 残存完形 床直上 ①細砂。白色粒子多蓋、輝石 ・ 口縁部外反 外黒変、煮こ

39住ー14 口 19.0 石英少塁、赤褐色粒微羹。 外 口縁部刷毛目状調整後横撫。 ぽれ痕有。

第324図 底 60 ②橙7.5YR6/6 頸部刷毛目箆当たり有。体部上 内体下部黒変

PL75 高 30.4 ③酸化焔 部右上→左下箆削。下部縦方向

刷毛目状調整。底部僅か上底ぎ

み。調整無。

内 口縁部横刷毛目状調整後横

撫。体屑上部横箆撫。体屑下～

底部斜横箆撫。底部境一部刷毛

目状調整。

m区FA下黒 士師壺 残存 ほぽ完形、口縁 床直上 ①細砂。</J5mmチャート礫、結 口縁部外反。 変色部分無し。

39住ー15 一部欠損 晶片岩多撰、赤褐色粒子少揖。 外 口縁部横撫。一部刷毛目状

第325図 口 19.0 ②赤褐5YR4/6 調整の痕跡残。体部との接合部

PL75 底 8.5 ③酸化焔 箆撫、接合痕残。肩部横撫。体

商 19.5 部右下→左上箆削後一部箆撫。

指頭圧痕多数。底部一定方向箆

削。

内 口縁部横撫。体部との接合

部指頭圧痕多数。体部～底部斜

横箆撫。一部指撫、指頭圧痕残。

皿区FA下黒 土師甕？ 残存 1/2 埋没土下位 ①中砂。rt,3mm礫、赤褐色粒 ． 外 口縁部横撫。体部指撫後箆 外体部黒変

40住ー 1 口一 白色粒子多量、石英輝石少量。 磨。一部箆撫後箆磨。底部箆削 内体部上半黒

第325図 底一 ②にぶい褐75YR5/4 後箆磨。 変

PL- 高（90) ③酸化焔 内 口縁部横撫後箆磨。体部～

底部横・斜横箆撫後縦箆磨。箆

当たり痕多数。

皿区FA下黒 土師坪 残存 ほぽ完形、口唇 東壁際床直 ①細砂。長さ25cm植物繊維有。 口縁部内傾、底部丸底。 外・内黒変（火

40住ー 2 部一部欠損 白色粒子多醤、石英輝石・赤 外 口縁部横撫。体部指撫後箆 にかけて吹きこ

第325図 口 147 褐色粒少量。 撫。一部刷毛目状調整残。 ぽれている）

PL75 底ー ②橙5YR6/6 底部箆撫。一部箆削。

裔 7.0 ③酸化焔 内 口縁部横撫。指頭圧痕弱。

底部撫。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 批 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

m区FA下黒 土師甕 残存口縁約1/3、他 束壁際床直 ①粗砂。</>l cm結晶片岩、結晶 外 口縁部横撫。頸部縦刷毛目 外内風化顕

40住ー 3 約2/3 片岩・チャート礫・石英多泣、 状調整。体部箆削後一部箆磨。 著。特に外面。

第325図 口 151 赤褐色粒・白色粒子少紐。 底部調整不明。

PL75 底 9.5 ②明褐灰7.5YR7/2 内 口縁部横撫。体部～底部兜

翡 28 ③酸化焔 撫。指頭圧痕残。

II1区FA下黒 土師坪 残存約1/2 埋没土 ①中砂。¢3mm礫、白色粒子 口縁部内傾。体部やや直線的立 外底部 黒斑

41住ー 1 口 (118) 石英・輝石・赤褐色粒子少絨。 ち上がる。底部丸底。

第325図 底ー ②明黄褐10YR6/6 外 口縁部横撫。体部上半指撫。

PL- 高 4.2 ③酸化焔 指頭圧痕残。下半刷毛目状調整

後箆磨。底部刷毛目状調整後箆

削。

内 口縁部横撫。体部～底部箆

撫後箆磨。

l11区FA下黒 士師坪 残存 2/3 埋没上 ①中砂。rj,2~3mm赤褐色粒多 口唇部内傾。

41住ー 2 口 (136) 批、輝石・石英・白色粒子少最。 外 口縁部横撫。ヒビ割多数。

第325図 底ー ②明赤褐5YR5/8 体部指撫。一部箆撫。指頭圧痕

PL- 高 5.6 ③酸化焔 残。底部箆削後一部箆撫。

内 口縁部横撫。体部横撫後斜

縦箆磨。底部横撫。指頭圧痕残。

II1区FA下黒 土師杯 残存約1/2 埋没土 ①中砂。</>3mm石英、白色粒子・ 口縁部短く、僅か外反。 内 口縁一部除

41住ー 3 口(136) 石英・輝石・赤褐色粒少最。 外 口縁部横撫。体部箆撫後一 き黒変

第325図 底ー ②橙75YR6/6 部箆磨。指頭痕残。底部箆削。

PL _ 高 （75) ③酸化焔 一部箆磨。

III区FA下黒 土師坪 残存約1/2 埋没土 ①中砂。</>3mm角礫、赤褐色粒 口縁部内傾

41住ー 4 口 116 多最、白色粒 ・輝石石英少量。 外 口縁部横撫。体部指撫後箆

第325図 底一 ②暗赤褐25YR3/6 磨。底部箆削後箆磨。

PL- 高 6.1 ③酸化焔 内 口縁部横撫後一部箆磨。体

部～底部撫後箆磨。

m区FA下黒 土師高坪 残存坪部1/3 埋没士下位 ①中砂。<f,3mm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部横撫。体部箆撫・指 内体部器面

42住ー 1 口 (18.0) 色粒子・石英・輝石 白色粒子 撫。指頭圧痕残。 風化

第326図 底ー 少量。 内 口縁部横撫。イ本部箆撫後箆 外内口縁部

PL- 蘭 (4.5) ②明赤褐25YR6/5 磨。 黒斑

③酸化焔

皿区FA下黒 土師高杯 残存杯部1/4 床直上 ①細砂。輝石石英白色粒子 外 口縁部左→右横撫。体部上

42住ー 2 口(19.0) 少最。 半指撫後箆磨。指頭圧痕残。一

第326図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 部箆削後箆磨。下半縦箆撫後縦

PL- 高 (6.0) ③酸化焔 箆磨。指頭圧痕残。

内 口縁部横撫。体部～底部撫

後箆磨。

皿区FA下黒 士師高杯 残存坪部 床直 ①中砂。q,5mm角礫、白色粒多 外 口縁部横撫。体部上半指撫 内底部・ロ縁

42住ー 3 口 (186) 鉱、石英・輝石 ・赤褐色粒少量。 後箆磨。指頭圧痕残。下半左→ 一部黒斑

第326図 底ー ②橙5YR6/6 右箆削後箆磨。

PL- 高 (68) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部横撫

後箆磨。

皿区FA下黒 土師高坪 残存脚部 北壁際床直 ①中砂。</,3mm赤褐色粒、輝石・ 外脚部上部上→下箆削後箆磨。 外黒斑・黒変

42住ー 4 口ー 白色粒多量、石英・赤褐色粒少 下部横撫後箆磨。 脚下部赤変

第326図 底 15.0 泣。 内 脚部上部指撫。接合痕明瞭。 有。

PL- 高 9.7 ②にぶい褐75YR5/4 下部横撫。 内黒変

③酸化焔

皿区FA下黒 土師甑 残存口縁～底部1/4 西壁際床直上 ①中砂。q,3mm角礫、輝石•石 内面幅広段有する口縁。 外口縁～底部

42住ー 5 強 英・白色粒子少最。 外 口縁部左→右横撫。体部斜 対峙位置黒斑。

第326図 口 (12.4) ②にぶい褐7.5YR5/3 縦指撫。指頭圧痕残。底部撫。 内口縁～体部

PL75 底 (5.4) ③酸化焔 内 口唇部横撫。体部斜横箆撫。 黒斑

高 (10.3) 底部箆撫。指頭圧痕残。

皿区FA下黒 土師小形 残存 ほぽ完形、口縁 床直 ①中砂。</,3mm角礫、白色粒子・ 口縁部歪む。底部極厚手。 外口縁～体部

42住ー 6 甕 部1/2欠損 輝石 • 石英少最。 外 口縁部横撫。頸部上→下箆 淡い黒変。底部

第326図 口 13.0 ②にぶい赤褐5YR4/4 撫。体部指撫後箆撫。指頭圧痕 濃い黒変。

PL75 底 60 ③酸化焔 残。 内口縁～体上

高 118 内 口縁部横撫。体～底部指撫。 部淡い黒変。底

部黒斑
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出土土器観察表

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

Ill区FA下黒 土師小形 残存 ほぼ完形 床直 ①中砂。¢ 3mm角礫、輝石多量、 外 口縁部横撫。頸～体部指撫。 外口縁から吹

42住ー 7 甕 口 10.4 石英・白色粒子 ・赤褐色粒子少 指頭圧痕多数。体部下端一部横 きこぽれ有。炭

第326図 底 4.6 hに o 箆削。底部中心上底。 化物付着黒変

PL75 高 10.0 ②灰褐7.5YR4/2 内 口縁部横指後横箆磨。体～ 内黒変

③酸化焔 底部横箆撫。一部箆磨。上部指

頭圧痕有。

I11区FA下黒 土師埒 残存ほぼ完形 貯蔵穴 ①中砂。¢5mm安山岩礫、白色 外 口縁部横撫。頸部指撫。 外黒斑、淡い

42住ー 8 口］2.2 粒 輝石・石英・赤褐色粒子少 体部との接合部箆撫。体部右→ 黒変

第326図 底 43 最。 左箆削。底部箆削。 内淡い黒変

PL75 高 128 ②にぶい赤褐5YR4/3 内 口縁部上半横撫。下半斜横

③酸化焔 箆撫。体～底部斜横指撫。指頭

庄痕．接合痕残。

m区FA下黒 土師甕 残存口縁～頸部 床直 ①中砂。</>3mm角礫、白色粒 外 口唇部口唇下先割箆横位刷 口唇部と 一部口

42住―9 口 (15.4) 赤褐色粒 輝石 ・石英少最。 毛目状調整。口縁部横撫。接合 縁淡い黒変。

第327図 底ー ②橙5YR6/6 痕有。頸部先割箆横刷毛目状調

PL― 尚 (69) ③酸化焔 整。肩部横撫。

内 口縁部横位刷毛目状調整、

指頭圧痕跡残。肩部横撫、指頭

圧痕接合痕有。

l11区FA下黒 士師甕 残存体下～底部 床直 ①中砂。ct,1 cm礫、輝石・石英・ 外体部指撫後一部箆磨。下端 外体部一部黒

42住ー 10 ロー 白色粒子 赤褐色粒少星。 縦刷毛目状調整後箆撫。底部箆 斑。

第327図 底 74 ②にぶい褐75YR5/4 削。中心やや上底。

PL- 高 (5.6) ③酸化焔 内斜横箆撫。

l11区FA下黙 土師壺 残存体部約1/3 床直 ①粗砂。¢ 1 cm礫、白色粒多址、 紐作り。 外 ・内黒斑

42住一 11 口一 揮石・石英・赤褐色粒少屈。 外体部指撫後箆撫。一部箆磨。

第327図 底一 ②にぶい褐75YR5/3 接合痕・指頭圧痕残。

PL― 高 (210) ③酸化焔 内 体部横箆撫。接合痕残。

皿区FA下黒 土師甕？ 残存底部～体部 1/2 床直 ①中砂。¢ 5mm赤褐色粒、 "'3 外体部箆撫、 一部指撫。指頭 外体部一部黒

42住ー 12 ロー mm石英、輝石石英 ・白色粒 圧痕・接合痕明瞭残。部分的箆 斑

第327図 底 67 赤褐色粒少鼠。 磨有。底部箆撫。 内体部全面黒

PL- 高 13.2 ②橙75YR6/6 内 最大幅2.1cm細刷毛目状調整。変

③酸化焔 接合痕明瞭。

皿区FA下黒 弥生裔杯 残存杯部～脚部 床直 ①細砂。石英 ・白色粒子 ・輝石 外杯部箆撫後、箆磨後赤色造 外赤色塗彩

43住ー 1 口ー 赤褐色粒子少址。 彩。脚部縦箆磨後赤色塗彩。

第327図 底一 ②にぶい褐75YR5/3 内坪部箆磨。脚部箆撫。

PL- 古向 ー ③酸化焔

m区FA下黒 弥生甕 残存口縁～体部 4号ピット内 ①細砂。白色粒子多址、輝石 ・ 外 口唇部横撫。頸部刷毛H状 外黒斑

43住ー 2 口 86 石英少址。 調整後簾状文。接合痕残。体部

第327図 底ー 麟灰10YR4/7 箆削後箆撫。

PL- 高 (50) ③酸化焔 内 口縁～体部箆磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存底部破片 埋没土上位 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 外体部縦箆磨。底部箆撫。 外赤色塗彩

43住ー 3 ロー 少最。 内体～底部箆磨。 （ベンガラ付着）

第327図 底 (10.4) ②にぶい赤褐2.5YR4/3

PL― 裔 (43) ③酸化焔

m区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。石英 ・白色粒子・輝石・ 外幅 1cm折返口縁。折返部 2 外内赤色塗

43住ー 4 口一 赤褐色粒少旦。 条以上 LR縄文押圧。幅17cm、 彩

第327図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 7本以上届1j毛目状調整。

PL― 古「句― ③酸化焔 内 横刷毛目状調整後横箆磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 埋没土 ①中砂。石英 ・白色粒子・輝石・ 外頸部幅 1cm、7本簾状文の

43住ー 5 口一 赤褐色粒子少址。 上下波状文。

第327図 底一 ②暗灰黄2.5Y4/2 内横箆磨。

PL- 古回 ー ③酸化焔

l11区FA下黒 弥生壺 残存口縁部破片 埋没土 ①細砂。雄石・石英 ・白色粒子 外折り返し口縁。折り返し部 やや器面が粗れ

43住ー 6 口ー 少溢。 分幅 1cm 7本の波状文。頸部縦 る。

第327図 底ー ②灰黄2.5Y6/2 刷毛目状調整後撫。

PL― 高一 ③酸化焔 内 横又は斜横刷毛目状調整後

箆磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。石英・白色粒子 ・輝石・ 外 口縁部波状文。頚部刷毛目

43住―7 口一 赤褐色粒千少醤。 状調整後横撫。後箆磨。頸部下

第327図 底ー 諷灰10YR4/l 幅1km以上 7本以上波状文。

PL― 古向 ― ③酸化焔 内 口縁部刷毛目状調整後横撫

後箆磨。頸部横撫。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 泣 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 弥生甕？ 残存底部 3/4 埋没土 ①細砂。石英 ・白色粒子・赤褐 外体部縦箆磨。底部砂地、ザ

43住ー 8 ロー 色粒子・輝石少証。 ラつく 。

第327図 底 (9.0) ②にぶい褐75YR5/4 内 指撫。指頭痕多数。

PL- 高 (1.9) ③酸化焔

皿区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 埋没土 ①中砂。</>5mm礫、石英・白色 外頸部幅1.4cm、10本やや乱れ

43住ー 9 ロー 粒子・輝石少最。 た簾状文の上下にやや乱れた波

第327図 底ー ②黒褐25Y3/l 状文。

PL- 古向 ＿ ③酸化焔 内横撫後横箆磨。

III区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 埋没士 ①細砂。石英・白色粒子 輝石 外頚部横位幅15cm、8本簾状文

43住ー 10 口一 少量。 上下に波状文。

第327図 底一 ②黒褐25Y3/2 内斜横箆磨。

PL― 古回 ― ③酸化焔

皿区FA下黒 弥生 残存体部破片 埋没土 ①細砂。石英・輝石白色粒子 ・ 外幅2cm、8本の櫛描文。

43住ー 11 甕？ ロー 赤褐色粒子雲母少最。 内刷毛目状調整。

第327図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4

PL- 高一 ③酸化焔

I11区FA下黒 土師杯 残存口縁～体部1/2 埋没土上位 ①中砂。rt,5mm礫、輝石•石英・ 内斜口縁。 外口縁一部・

44住一 l 口 (13.4) 白色粒子少益。 外 口縁部刷毛目状工具による 底部煤付着黒変。

第328図 底一 ②にぶい赤褐5YR4/4 右→左横撫。境目指撫。接合痕 内底部を除き

PL75 高 (49) ③酸化焔硬質 残。底部左→右箆削。 黒変。

内 口縁部横撫。体～底部横撫

後右下→左上箆磨。

II[区FA下黒 土師坪 残存 2/3 南壁際埋没土下 ①中砂。赤褐色粒多最、石英 ・ 内斜口縁、口唇部内側の段明瞭。 外口縁部淡い

44住ー 2 口(136) 位 輝石少量、白色粒子微拡。 外 口縁部横撫。体～底部箆削。 黒斑

第328図 底一 ②橙5YR6/6 一部刷毛目状調整を残。 内口縁～体上

PL- 高 53 ③酸化焔 内 横撫後箆磨。底部中心渦巻 半濃い黒斑

き状撫。

皿区FA下黒 土師杯 残存口縁～体部1/3 南壁際埋没土下 ①中砂。rt,3mm礫、白色粒子 ・ 口唇部外反、内斜口縁。 外一部黒斑

44住ー 3 口 (14.4) 位 輝石石英・赤褐色粒少量。 外 口縁部横撫。体～底部右→ 内底部中心に

第328図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/3 左刷毛目状調整。 黒斑 （重ね焼き

PL75 高 (55) ③酸化焔 内横刷毛目状調整後横撫、後 の痕跡）

箆磨。

皿区FA下黒 土師鉢 残存口縁～体部1/2 カマド埋没士 ①中砂。q,3mm礫、赤褐色粒． 口縁ほぽ直立、口唇部わずかに 外煤付着黒変

44住ー 4 口(152) 輝石・石英・白色粒子少温。 内斜。 内口縁～体上

第328図 底一 ②灰黄褐IOYR4/2 外 口縁部横撫。体部指撫後斜 部黒変

PL75 高 (87) ③酸化焔 縦箆磨。指頭痕残。

内 口縁部横撫。体部横撫後箆

磨。

皿区FA下黒 土師壺 残存口縁～頸部 3/4 カマド西袖 ①細砂。微細な白色粒子・雲母・ 外 口縁部縦刷毛目状調整後横

44住ー 5 口 126 石英・輝石少益。 撫。頸～体上部箆削後箆撫。

第328図 底一 ②橙25YR6/8 内 口縁部横撫。一部横刷毛目

PL — 高 7.0 ③酸化焔 状調整残。頸～体上部指撫。指

頭圧痕．接合痕残。

皿区FA下黒 須恵杯 残存 3/4 埋没土 ①中砂。石英多量、黒褐色粒子 右回転ロクロ。口唇部角張る浅

45住ー 1 口 11.0 少最。 い沈線有。口縁部やや内傾、直

第328図 底ー ②灰10Y4/l 線的立上り 。ロクロ。鍔貼付後

PL75 尚 58 ③還元焔やや軟質 上下箆撫付。底部上半ロクロ。

下半箆削。

皿区FA下黒 土師甍 残存 口縁～イ本部1/4 埋没土 ①中砂。 efi5mm安山岩礫、白色 外 口縁部横撫。頸部刷毛目状 外口縁部炭化

45住ー 2 欠損 床直 粒多量、輝石 ・石英・赤褐色粒 調整後横撫。指頭圧痕残。体部 物付着黒変、体

第328図 口 14.0 少掘。 斜縦刷毛目状調整後指撫。指頭 部中程淡い黒変、

PL75 底 4.5 ②暗赤褐5YR3/4 圧痕残。下半刷毛目状調整後右 底部煤付着黒変

高 113 ③酸化焔 →左箆削。 内口縁～体部

内 口縁部横撫。指頭圧痕残。 上半淡い黒変、

頸部指撫。指頭圧痕残。体部横 体部中程赤変、

又は斜横指撫。底部指撫。 底部黒変

皿区FA下黒 土師甑 残存口縁～底部 213 床直 ①中砂。rt,3 mm安山岩礫、白色 外 口縁部横撫。体部斜縦刷毛 外体部下半黒

45住ー 3 口 138 粒子・石英・輝石・赤褐色粒子 目状調整後指撫。底部r/,l.4cm孔 斑、口縁下煤付

第328図 底 5.8 少温。 有。底部撫。 着黒変

PL75 高 118 ②にぶい黄褐10YR5/3 内 口縁～体部上半横刷毛目状

③酸化焔 調整。体部下半～底部縦指撫。
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出土土器観察表

番号 器種 鼠 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

I11区FA下黒 土師甕 残存 口縁部欠損 床直 ①中砂。</>3mm礫、輝石・石英・ 外頸～体部風化、殆ど調整不 外頸部及び体

45住ー 4 ロー 白色粒子 ・赤褐色粒少孤。 明。一部右→左箆削。下端箆撫。 部上半黒変、風

第328図 底 45 ②明赤褐5YR5/6 底部風化、調整不明。 化顕著

PL― 高(180) ③酸化焔 内 頸部調整不明。体部斜縦刷

毛目状調整後同方向指撫。接合

痕明瞭。底部斜縦刷毛目状調整

後横指撫。

皿区FA下黒 土師甕 残存 3/4 床直 ①粗砂。rt,1 cm礫、安山岩角礫 外 口縁部横撫。頸部縦刷毛目 外口縁～体部

45住ー 5 口 14.0 多数、 白色粒 • 石英輝石赤 状調整後横撫。体部上半縦刷毛 黒斑

第328図 底 64 褐色粒少量。 目状調整後一部箆撫。指頭痕残。

PL75 高 20.7 ②にぶい赤褐5YR4/3 中央縦刷毛目状調整後箆撫。一

③酸化焔 部箆削及び箆磨。下端縦刷毛目

状調整後一部箆撫及び箆削。底

部中央僅か上底。周辺部箆撫。

内 口縁部横撫。体部上半横刷

毛目状調整。下半横刷毛目状調

整後縦箆撫。底部箆撫。

皿区FA下黒 土師高杯 残存脚部 2/3 埋没士 ①細砂。石英輝石白色粒子 外横撫後縦箆磨。 外・内黒斑

46住ー 1 口ー 赤褐色粒子少贔。 内上半箆撫。下半横撫。

第329図 底(142) ②にぶい褐7.5YR5/3

PL― 高 (9.0) ③酸化焔

皿区FA下黒 弥生甕 残存 口縁～体部約 床直上 ①中砂。</,3mm安山岩礫、輝石・ 外 口唇部横撫。口縁部縦刷毛 外炭化物付着

46住ー 2 1/2 石英 ・白色粒子・赤褐色粒子少 目状調整後横撫。後縦箆磨。頸 一部黒変

第329図 口 162 量。 部縦刷毛目状調整後幅12cm、7 内黒斑部分に

PL75 底一 ②にぶい黄褐10YR5/4 本波状文、簾状文施文。体部斜 炭化物付着一部

高 18.2 ③酸化焔 縦刷毛目状調整後横縦箆磨。 黒変

内 口縁～頸部斜横刷毛目状調

整後横箆磨。体部横・斜横箆磨。

皿区FA下黒 弥生鉢 残存底部破片 埋没土 ①細砂。輝石 白 色 粒 子 赤 褐 外体部細斜縦箆磨。底部調整 外体部赤色塗

46住ー 3 口一 色粒子 ・石英少拡。 無。 彩。底部黒斑

第329図 底 42 ②にぶい黄橙10YR6/4 内斜横箆磨。 内赤色塗彩

PL- 商 27 ③酸化焔

皿区FA下黒 弥生甕 残存口縁～体部1/2 床直上 ①中砂。r/>5mm角礫、輝石石 外口縁～頸部幅llcm、最大 8 外炭化物付着

46住ー 4 口(162) 英・白色粒子少鼠。 本波状文、 8段以上施文。かな 黒変 （煮こぽれ）

第329図 底一 ②にぶい黄褐10YR7/4 り乱れる。一部指頭痕残。体部 黒斑

PL- 高(117) ③酸化焔 横箆磨。 内濃い黒変、

内 口縁部横撫。指頭圧痕跡残。 淡い黒変有。

頸～体部横箆磨。一部横刷毛目

状調整残。

皿区FA下黒 弥生鉢 残存約1/3 埋没土上位 ①中砂。¢5mm安山岩礫、赤褐 外 口縁部横箆磨。体部縦箆磨。 外 ・内口縁～

46住ー 5 口(132) 色粒子 ・輝石多羹、石英 ・白色 底部無調整？表面の砂でザラつ 体部赤色塗彩

第329図 底 (35) 粒子少最。 く。

PL― 高 75 ②赤10R5/6 内 口縁～体部斜横箆磨。底部

③酸化焔 風化、ザラつく 。

m区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 埋没士 ①中砂。</>3mm安山岩礫、白色 外 口唇部横撫。口縁部幅0.9cm、

46住ー 6 口ー 粒子 ・輝石 ・石英少誠。 6本波状文5段施文。頸部 1連

第329図 底ー ②灰黄褐10YR5/2 止め簾状文施文。

PL- 忘 (4.2) ③酸化焔やや硬質 内 口唇部横撫。口縁部横撫。

後横箆磨。

m区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。白色粒子・籍石 ・石英 ・ 外口縁部幅1.2cm、6本粗波状

46住ー 7 ロー 赤褐色粒子少弧。 文施文。頸部横刷毛目状調整後

第329図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 箆撫。

PL― 高一 ③酸化焔やや硬質 内 口縁部横撫。頸部横刷毛目

状調整後一部横箆磨。

III区FA下黒 弥生小形 残存頸部破片 埋没士 ①中砂。ct,3mm安山岩礫、白色 外頸部幅12cm、10本以上 2連 内頸部赤色塗

46住ー 8 台付甕 口ー 粒子 ・輝石 ・石英・赤褐色粒子 止簾状文施文。体部刷毛目状調 彩

第329図 底ー 少最。 整後波状文、後縦箆磨。

PL- 高一 ②灰黄褐10YR4/2 内横箆磨。

③酸化焔比較的硬質
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

皿区FA下黒 弥生壺 残存 口縁～頸部破片 埋没土 ①細砂。石英・輝石・白色粒子 薄手。紐作り 。 外煤付稽黒変

46住ー 9 口ー 少黛。 外 口縁下部横撫。頸～肩部幅

第329図 底ー ②黒褐25Y3/l 1.&m、12本、簾状文2段施文。

PL- 高一 ③酸化焔 体部縦箆撫。

内横撫。

皿区FA下黒 弥生壺 残存頸部破片 埋没土 ①中砂。の3mm安山岩礫、白色 外頸部幅9mm、6本波状文、 外一部黒斑、

46住ー 10 ロー 粒・輝石 •石英・赤褐色粒少最。 3段以上施文。イ本部刷毛目状調 一部黒変・赤変

第329図 底一 麟 75YR4/3 整後斜縦箆磨。

PL- 古四 ＿ ③酸化焔 比較的硬質 内横箆磨。

m区FA下黒 弥生壺 残存肩部小破片 埋没土 ①細砂。 輝石•石英・白色粒子・ 外屑部幅0.9cm、5本以上波状 外肩部淡い黒

46住一 11 口ー 赤褐色粒子少醤。 文2段以上施文。体部刷毛目状 変

第329図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/4 調整後箆撫。

PL- 古向 ― ③酸化焔比較的硬質 内横箆磨。

m区FA下黒 弥生壺 残存頸部破片 埋没土 ①中砂。q,3mm礫、輝石•石英・ 外頸部横撫。体部上部幅1.4cm、外体部下端ス

46住ー12 ロー 白色粒子 ・赤褐色粒少誠。 8本波状文。下部斜縦刷毛目状 ス付着黒変

第329図 底ー ②灰黄褐10YR4/2 調整後縦箆磨。

PL- 尚ー ③酸化焔 比較的硬質 内横箆磨。

皿区FA下黒 弥生壺 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。 輝石•石英・白色粒子・ 外 口縁部斜縦箆撫。頸部幅1.6 外黒変

46住ー 13 ロー 赤褐色粒子少最。 cm、10本簾状文2段以上施文。

第329図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 内斜横撫。

PL― 古回 ー ③酸化焔

皿区FA下黒 弥生壺 残存体部破片 床直上 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 外体部上半最大で幅 1cm、6 外・内黒斑

46住ー 14 口一 少醤。 本波状文4段以上施文。下半細

第330図 底 ー ②にぶい褐7.5YR5/4 横刷毛目状調整後撫。

PL― 高一 ③酸化焔 内 体部上半左→右箆削。下半

粗刷毛目状調整後箆磨。

皿区FA下黒 弥生壺 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。輝石石英・白色粒子 ・ 外頸部幅2.0cm、11本2連止め 外炭化物付着、

46住ー 15 口ー 赤褐色粒子少量。 簾状文2段施文。体部刷毛目状 黒変。一部赤変。

第330図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/3 調整。 46住ー8と同一

PL― 古向 ー ③酸化焔 内 頸部刷毛目状調整後撫。体 個体？

部横先割箆撫。一部指頭圧痕残。

皿区FA下黒 弥 生蓋？ 残存 2/3 逍構内位置 ①中砂。石英輝石・赤褐色粒． 外坪部縦箆撫。脚部横撫後縦 外赤色塗彩

47住ー 1 口 7.6 床直 白色粒子少益。 箆磨。 外 内 器 面 や

第330図 底 (204) ②にぶい赤褐5YR5/4 内 坪部指撫後一部箆撫。脚部 や風化

PL75 高 9.0 ③酸化焔 横憮後縦箆磨。

孔径 45mm 

皿区FA下黒 弥生甕 残存底部～体部 3/4 38住 •53住埋没土 ①中砂。ct,3mmチャート礫、輝 外体部縦・横箆磨。底部箆撫。外体下端～底

47住ー 2 口ー 床直 石・石英・赤褐色粒・白色粒子 内 体～底部横撫後横箆磨。 部黒変

第330図 底 9.4 少景。 体中程黒変

PL― 高 (204) ②にぶい黄橙10YR6/4

③酸化焔

m区FA下黒 弥生高杯 残存杯部底～脚部 埋没土下位 ①中砂。白色粒子・石英・赤褐 外縦箆磨。 外赤色塗彩

48住ー 1 口 ー 色粒子・輝石少最。 内 坪部斜横箆磨。脚部指撫。 内坪部赤色塗

第330図 底ー ②橙75YR6/6 指頭痕残。 彩

PL― 高 (75) ③酸化焔

皿区FA下黒 弥生小形 残存甕部分 39住 ①細砂。 白色粒子・赤褐色粒子・ 外 口縁部波状文。</,5mmボタ 外・内黒斑

48住ー 2 台付甕 口 65 輝石・石英少糀。 ン状貼付文4単位。頸部幅 8mm、

第330図 底一 ②明褐7.5YR5/6 8本簾状文。屑部波状文。¢5 

PL― 高 (60) ③酸化焔 ~8mmボタン状貼付文4単位。

体部縦刷毛目状調整後縦箆磨。

内 口縁～頸部横箆磨。体部縦

箆磨。

Ill区FA下黒 弥生小鉢 残存 ほぽ完形。口縁 埋没土 ①細砂。</,3mm角礫含む。石英・ 外 口縁部横撫。体部刷毛目状 内～外面口唇部

48住ー 3 部一部欠損。 白色粒子 ・雄石少最。 調整後指撫、後一部箆磨。底部 赤色塗彩。

第330図 口 122 ②橙7.5YR6/6 周辺部やや高く、中心若干凹む。 内底部剥落

PL75 底 72 ③酸化焔 粗粒砂地無調整。

裔 6.4 内 口縁～底部横箆磨。

皿区FA下黒 弥生高坪 残存脚破片 埋没土 ①中砂。</>3mm結晶片岩礫、輝 外縦箆磨。 内下半淡い黒

48住ー 4 口 136 石・石英・白色粒子含む。 内 刷毛目状調整後箆及び指撫、 斑

第330図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/3 一部箆磨。下端部左→右箆削。

PL― 高 (62) ③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 益 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 弥生高杯 残存脚部破片 埋没土下位 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 ・ 外斜め縦箆撫後箆磨。 外赤色塗彩

48住ー 5 D - 赤褐色粒子少量。 内横撫。 内一部赤色塗

第330図 底 (98) ②にぶい赤褐5YR4/4 彩付着

PL- 高（27) ③酸化焔

皿区FA下黒 弥生甕 残存口縁部約1/3 埋没土 ①細砂。鉗石石英白色粒子・ 口縁部内傾。

48住ー 6 口(136) MJ-22 チャート少最。 外口縁部横撫後幅0.6cm、4本

第331図 底一 ②にぶい褐75YR5/4 波状文施文。頸部縦箆撫。一部

PL - - 高 (42) ③酸化焔 接合痕残。

内横撫後横箆磨。

Ill区FA下黒 弥生甍 残存口縁～｛本部 2/3 埋没土下位 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子・ 外口縁部幅lScmll本波状文、 内 口縁～イ本部

48住ー 7 口 150 赤褐色粒少屈。 4段。つなぎ目有。ボタン状貼付 一部黒斑

第331図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 文6単位。頸部簾状文。 2連止。

PL75 高 196 ③酸化焔 肩部波状文。 2段。途中つなぎ

目有。体部刷毛目状調整後縦箆

磨。ボタン状貼付文 5単位？

内 口縁部横刷毛目状調整後横

箆磨。指頭圧痕残。体部刷毛目

状調整後箆磨。一部刷毛目及び

指頭圧痕残。

皿区FA下黒 弥生甕 残存口縁～体部 埋没土下位 ①中砂。¢ 3mm礫、難石・石英・ 外 口縁部最大幅1.6cm、10本波 外・内黒斑

48住ー 8 口 12.0 白色粒子少址。 状文 2段、 一部引直施文。下縦

第331図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/3 刷毛目状調整後横撫。頸部2連

PL- 尚(125) ③酸化焔 止簾状文、 1段施文。肩部波状

文 2段、一部引直施文。体部斜

縦刷毛目状調整後箆磨。

内 口縁部横撫後横箆削、後横

箆磨。体部斜横箆削後主に斜横

箆磨。

m区FA下黒 弥生甕 残存約3/4、口縁～ 39住 ①中砂。白色粒子・輝石・石英・ 外 口縁部横撫。指頭圧痕残。 外体部被熱剥

48住ー 9 体一部欠損 39住埋没土 赤褐色粒子少量。 頸部斜縦刷毛目状調整後最大幅 落有

第331図 口 134 MJ-22 ②にぶい橙75YR7/4 18cm、11本横位波状文。 5単位

PL75 底 58 MK-23 ③酸化焔 施文。引直有。体部縦箆磨。下

高 198 端箆撫。底部箆撫。

内 口縁部横撫後箆磨。体部箆

撫後箆磨。底部箆撫。

皿区FA下黒 弥生甕 残存 2/3 39住 ①中砂。(j)3mm礫、赤褐色粒． 外 口唇部横撫。口縁部上部波

48住ー 10 口 210 39住埋没士 白色粒子・輝石・石英少量。 状文 2段施文。下部斜縦刷毛目

第331図 底ー ②橙7.5YR6/6 状調整後縦箆磨。頸部幅23cm、

PL -- 高 （263) ③酸化焔 18本2連止簾状文施文。肩部同

波状文 2段施文。一部引直有。

体部刷毛目状調整後縦箆磨。

内 口縁部上部横撫。口縁下部

～体部上半斜横刷毛目状調整後

斜横箆磨。体部下半横撫後横箆磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存頸部下～体部 埋没土上位 ①細砂。¢5mm礫、白色粒子・ 外肩部幅13cm、8本波状文、 外内体部下

48住ー 11 口ー 石英・輝石少昼。 3段施文。体部斜横刷毛目状調 半淡い黒変

第331図 底ー ②明赤褐25YR5/6 整後縦箆磨。

PL― 高（10.2) ③酸化焔 内 斜横刷毛目状調整後針横箆

撫、後斜横箆磨。接合痕明瞭。

皿区FA下黒 弥生壺 残存体部1/2 埋没土下位 ①細砂。輝石 •石英・赤褐色粒 外肩部幅19cm、10本波状文施 外衷面里斑

48住ー 12 ロー 子・白色粒子少量。 文。体部斜縦刷毛目状調整後斜

第332図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 縦箆磨。

PL- 尚 (191) ③酸化焔 内 やや幅広単位斜横刷毛目状

調整。

皿区FA下黒 弥生甕 残存約1/3 39住 ①細砂。rt,5mmチャート礫、白 口縁部内傾 外口縁の一部

48住ー 13 口 200 39住 lピット 色粒子・輝石石英少量。 外 口唇部横撫後波状文。口縁 ・体部黒斑

第332図 底ー 39 28住埋没土 ②にぶい黄橙10YR7/4 ～頸部縦刷毛目状調整。一部指 48住ー26に焼成

PL -- 高（272) ③酸化焔 撫、指頭圧痕残。体部上半幅21 調整類似する

cm8本横波状文、 4段施文。最 が別個体。

大幅部分横箆削。下半斜縦刷毛

目状調整後箆削。 下端後縦箆磨。

内横撫後横箆磨。
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m 検出された遺構と遺物

番 号 器種 景 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 弥生壺 残存体部1/3 39住 ①細砂。¢3mm赤褐色粒、赤褐 外 頸部2連止簾状文施文。屑 外体部上部下

48住ー 14 口ー 39住埋没士 色粒子 輝石・石英・白色粒子 部幅2.0cm、10本波状文2段施文。 端一部炭化物付

第332図 底 52 MJ-21 少最。 体部上部横箆撫後縦箆磨。中央 着黒変

PL- 高 (18.6) MK-23 ②にぶい黄橙10YR6/4 横箆磨。下部縦刷毛目状調整後 内 頸～体部上

ML-23 ③酸化焔 縦箆磨。底部ほぼ無調整、 一部撫。 部炭化物付着黒

床直 内 頸部～肩部粗横刷毛目状調 変。体部中央一

整。体部上部細横刷毛目状調整 部黒変。

後横箆磨。中央～下部粗刷毛目

状調整。底部指撫。

m区FA下黒 弥生甕 残存頸～体部1/2 39住 ①細砂。</,5mmチャート礫、白 外頸部縦刷毛目状調整、一部 48住ー25に焼成

48住ー 15 ロー 色粒子 ・輝石・石英少益。 指撫。体部上半幅26cm8本横波 ・調整類似する

第332図 底 ー ②にぶい黄橙10YR7/4 状文、 4段施文。一部引直し。最 が別個体。

PL- 高 14.4 ③酸化焔 大幅部分斜刷毛目状調整後横箆

撫。下半右→左箆削後一部箆磨。

内 頸部横撫後箆磨。体部横箆

削後斜横指撫後斜横箆磨。

m区FA下黒 弥生 台 付 残存口縁部破片 39住埋没土 ①細砂。輝石・石英・白色粒子・ 外 口縁部横撫後幅16cm、8本

仕住ー 16 甕 口一 MJ-22 チャート少最。 波状文施文。の約 1cm縦沈線有

第333図 底一 ②にぶい褐75YR5/3 ボタン状貼付文。頸部 1連止簾

PL- 尚 (55) ③酸化焔 状文施文。体部刷毛目状調整後

波状文施文。¢約 1cm縦沈線有

ボタン状貼付文。

内 横刷毛目状調整後横箆磨。

m区FA下黒 弥生甕 残存口縁部破片 埋没土 ①細砂。雲母輝石・石英赤 折返口縁 外淡い黒斑

48住ー 17 ロー 褐色粒子・白色粒子少景。 外横撫後、最大幅1.5cm、9本

第333図 底一 ②灰黄2.5Y7/2 波状文施文。

PL- 高 （46) ③酸化焔 内横～斜め横箆磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存口縁部破片 39住埋没土 ①細砂。輝石・石英・赤褐色粒 折返口縁 外・内黒斑

48住ー 18 口一 子・白色粒子少益。 外 口唇部横撫後横箆磨き。

第333図 底ー ②黄灰25Y4/7 口縁部横刷毛目状調整後横撫、

PL- 高 (30) ③酸化焔 後幅6mm、3本波状文施文。

内横撫後横箆磨。

l11区FA下黒 弥生甕 残存口縁部破片 39住床下 ①細砂。石英・白色粒子 ・輝石・ 外口縁部幅O.&m、6本、波状

48住ー 19 ロー 赤褐色粒子少罹。 文施文後横撫。頸部幅21cm、8

第333図 底ー ②灰黄25Y6/2 本波状文施文。

PL- 高 (37) ③酸化焔やや硬質 内横～斜め横箆磨。

Ill区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 39住 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 非常に薄手。

48住ー20 ロー 少最。 外 口縁部幅0.9cm、6本波状文

第333図 底一 ②橙5YR6/6 施文。頸部縦刷毛目状調整後横

PL- 高 (43) ③談化焔 撫。

内 斜横箆撫後横箆磨。

II1区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。石英・輝石・白色粒子 外横撫後幅15cm、10本波状文 外一部炭化物

48住ー21 口一 少塁。 3段以上施文。 付着黒変

第333図 底ー ②灰黄25Y6/2 内 斜横刷毛目状調整後斜横箆

PL- 高 (47) ③酸化焔 磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存頸部～体部 39住 ①細砂。輝石 石英・白色粒子 外肩部幅12cm、8本波状文、 内淡い黒変

48住ー22 ロー 少最。 2段施文。イ本部刷毛目状調整後

第333図 底ー ②橙5YR6/6 横撫、後縦箆磨。

PL- 尚 50 ③酸化焔 内 横刷毛目状調整後指撫、一

部横箆磨。

I11区FA下黒 弥生甕 残存頸部～体部 39住埋没土 ①細砂。</>3mm石英、輝石•石 外頸部幅15cm、8本、 2連止

48住-23 ロー 英・白色粒子・赤褐色粒子少益。 簾状文施文。屑部波状文 2段施

第333図 底一 ②明赤褐5YR5/6 文。

PL― 高 (34) ③酸化焔やや硬質 内 横刷毛目状調整後横箆磨。

m区FA下黒 弥生甕 残 存 破 片 39住 ①細砂。石英・白色粒子・輝石 外肩部幅11cm、8本、波状文

48住ー24 口一 少量。 3段施文。体部横刷毛目状調整

第333図 底 ー ②にぶい黄褐10YR5/3 後箆磨。

PL- 嵩 (45) ③酸化焔やや硬質 内横撫後横箆磨。

III区FA下黒 弥生甕 残存体部破片 39住床下 ①中砂。1>3皿礫、輝石・石英・ 外頸部幅16cm• 8本、波状文 外頸部一部炭

48住ー25 ロー 白色粒子・赤褐色粒少最。 施文。体部斜縦刷毛目状調整後 化物付着、黒変

第333図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3 縦箆磨。

PL― 高 (43) ③酸化焔やや硬質 内横～斜横箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 量 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 土師 残存底部のみ 床直上 ①中砂。植物練維・石英・輝石 外体部横箆磨。底部箆削。 外体部赤色塗

49住ー 1 鉢？ 口ー 少最。 内体～底部指撫後箆磨。 彩

第333図 底 62 ②赤褐25YR4/6 内胴～底部赤

PL― 高 (3.4) ③酸化焔 色塗彩

I11区FA下黒 弥生 残存口縁部破片 埋没土 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 外 口唇部波状文施文。口縁部

49住ー2 甕？ 口一 少最。 横撫後幅13cm、8本、波状文3

第333図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/4 段以上施文。

PL- 扁 (45) ③酸化焔 内横撫後横箆磨。

m区FA下黒 土師高坪 残存脚部 床直 ①中砂。</,3mm安山岩礫、輝石・ 外斜縦刷毛目状調整後縦箆磨。 外赤色塗彩痕

50住ー 1 ロー 石英 ・白色粒子少羹。 内 杯部指撫後細箆磨。 跡有

第333図 底一 ②にぷい赤褐5YR5/4 脚部粗刷毛目状調整後横指撫。 内坪部赤色塗

PL- 高 （49) ③酸化焔 彩

皿区FA下黒 弥生小形 残存頸～底部 埋没土 ①細砂。</>3mm石英角礫、輝石・ 外頸部幅11cm、5本以上簾状 外体部被熱、

50住ー 2 甕 口一 床直 石英 ・白色粒子少最。 文施文。肩部刷毛目状調整後波 器面粗れる。上

第333図 底 48 ②黒褐25Y3/l 状文。体部細縦箆磨。底部箆磨。 下黒変

PL― 高 (85) ③酸化焔 僅か中央上底ぎみ。 内体部淡い黒

内 光沢を持つ横箆撫。一部横 変

箆磨。

皿区FA下黒 弥生小形 残存 口縁部一部欠損、 床直 ①中砂。¢3mm白色軽石、輝石・ 輪積み。 外・内黒変

51住ー 1 甕 ほぽ完形 石英・白色粒子少量。 外 口縁部内傾。波状文施文。

第334図 口 10.6 ②にぶい褐75YR5/4 頸部指撫、指頭圧痕多数。頸下

PL75 底 5.4 ③酸化焔 ～肩部幅14cm、8本・ 2連止簾

高 112 状文、下波状文施文。体部横刷

毛目状調整後横撫、後縦箆磨。

内 口縁～頸部横撫、指頭圧痕

残。体部指撫後横箆磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存底部 床直 ①中砂。</>3mm安山岩礫、植物 外体部やや光沢を持つ斜縦箆 外体部下端一

51住ー 2 口一 繊維白色粒子・輝石石英・ 撫。底部無調整 部赤色塗彩残存

第334図 底 6.6 赤褐色粒子少最。 内 斜横箆撫後多方向箆磨。

PL― 高 (4.4) ②にぶい黄褐10YR4/3

③酸化焔

皿区FA下黒 弥生甕 残存 3/4 床直 ①中砂。¢3mm白色粒子、輝石・ 外 口唇部横撫。細刷毛目状。

51住ー 3 口 20.8 18住 石英・赤褐色粒子少量。 口縁部斜縦箆撫。細刷毛目状。

第334図 底 (90) 18住埋没土 ②にぶい黄褐lOYRS/4 頸部幅2.6cm、13本右→左方向簾

PL75 高 34 3号落ち込み ③酸化焔 状文、 2連止。肩部3段波状文、

一部引直。体部上部箆撫後鋸歯

状文。下部箆撫後箆磨き。下端

縦箆撫。

内 口唇部横撫、刷毛目状。ロ

縁～体部横箆磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。輝石・石英 ・白色粒子・ 非常に薄手。 外 ・内黒斑

51住ー 4 ロー 赤褐色粒少拭。 外横撫後幅12cm、7本波状文

第335図 底一 ②暗灰黄2.5Y5/2 3段以上施文。

PL- 商 (42) ③酸化焔 内横または斜横撫。

皿区FA下黒 弥生壺 残存口縁部破片 埋没土 ①細砂。輝石 ・石英 ・白色粒子・ 外 口唇部横撫。口縁部刷毛目 内黒変

51住ー 5 口一 赤褐色粒少鼠。 状調整後幅09cm、6本波状文2

第335図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/3 段施文。

PL- 高 (45) ③酸化焔 内横撫後横箆磨。

I11区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。輝石 白色粒子 ・赤褐 外 口唇部横撫。口縁部幅1.&m、外一部淡い黒

51住ー 6 口一 色粒子石英少泣。 8本波状文、 4段施文。一部刷 斑

第335図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 毛目状調整残。

PL - 高 (66) ③酸化焔 内 口縁部横撫後横箆磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存口縁部破片 床直 ①中砂。白色粒子石英輝石・ 外 口縁部縦刷毛目状調整後幅 外煤付着黒変

51住ー 7 ロー 赤褐色粒少誠。 14cm、8本、 4段。頸部簾状文 内淡い黒変

第335図 底ー ②灰黄褐10YR4/2 施文。

PL― 高 (72) ③酸化焔 内横箆磨。

I11区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 床直 ①中砂。q,3mm安山岩礫、白色 外 口唇部横撫。口唇部下幅15 内一部赤色塗

51住ー 8 口一 粒子 ・輝石 石英少証。 cm、10本波状文。口縁部斜縦指 彩

第335図 底ー ②褐灰10YR4/l 撫。頸部簾状文。

PL- 高 (66) ③酸化焔 内 口唇部横撫。口縁部斜横箆

撫後横箆磨。
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l[ 検出された遺構と遺物

番号 器種 磁 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

I[区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。(/>5mm礫、輝石・石英・ 外 口縁部波状文施文。頸部幅

51住ー 9 ロ― 白色粒子赤褐色粒少饂。 1.0cm、6本、簾状文。屑部波状

第335図 底 ー ②灰5Y4/l 文2段施文。体部撫。

PL- 高 (36) ③酸化焔 内 口縁部斜横刷毛目状調整後

横撫、後横箆磨。

皿区FA下黒 弥生壺 残存体部破片 埋没土下位 ①細砂。</,3mm石英、輝石•石 外 斜縦細刷毛目状調整後縦箆

51住ー 10 ロ― 英・白色粒子 ・赤褐色粒子少最。 磨。上端 4点以上剌突する¢ 1 

第335図 底一 ②にぷい黄橙10YR6/4 cmボタン状貼付文。

PL- 古四 ＿ ③酸化焔 内細横刷毛目状調整。指頭圧

痕残。

皿区FA下黒 弥生台 付 残存甕部のみ 床直上 ①細砂。石英・輝石・白色粒子 口唇部薄手、外反。 外内黒斑

53住ー 1 甕 口 5.8 少械。 外 口縁部横撫。肩部幅5mm、

第335図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 4本2連止簾状文、下に同波状

PL- 高 (49) ③酸化焔 文施文。体部最大幅部分横箆磨。

それ以外縦箆磨。

内 口縁～底部横箆磨。

ll1区FA下黒 弥生鉢？ 残存体下端～底部 床直 ①中砂。赤褐色粒子・石英・輝 外 体部細縦刷毛目状調整後縦 外底部里斑

53住ー 2 口一 石・白色粒子少鐙。 箆磨。底部箆削。

第335図 底 (6.0) ②にぶい黄橙10YR7/3 内体～底部右回箆削。

PL- 高 （35) ③酸化焔

m区FA下黒 弥生鉢 残存完形 床直 ①中砂。cf,3mm礫、輝石石英・ 外 口縁部先割箆横撫。体部縦 外 ・内一部黒

53住ー 3 口 16.8 白色粒少最。 箆磨。下端細斜横箆磨。底部無 斑有。

第335図 底 72 ②にぶい黄橙10YR6/4 調整。

PL75 高 9.4 ③酸化焔 内 口縁～底部横・斜横箆磨。

111区FA下黒 弥生壺 残存体部破片 床直 ①細砂。cf,5mm礫、輝石多最、 外横箆磨。 外赤色塗彩

53住ー 4 ロ― 石英白色粒赤褐色粒少益。 内横撫？風化顕著。接合痕明

第335図 底ー ②赤10R4/6 にぶい黄25Y6/3 瞭。

PL- 高 (110) ③酸化焔

I11区FA下黒 弥生甕 残存ほぼ完形 東壁際埋没土下 ①中砂。ct,3mm礫、耀石 • 石英・ 外 口唇部先割箆横撫。頸～体 外口縁部煤付

53住ー 5 口 138 位 白色粒子少量。 部縦箆磨。底部箆撫。 着黒変（煮こぽ

第336図 底 72 ②にぶい黄橙10YR7/4 内 口縁～底部横箆磨。 れ）体部黒変、

PL75 高 21.0 ③酸化焔 一部黒斑有。

m区FA下黒 弥生甕 残存底部欠損 ①中砂。rt,3mm礫、輝石・石英・ 外 口縁部細横刷毛目状調整。 外・内体部中

53住ー 6 口 12.6 白色粒子・赤褐色粒子少益。 頸部縦刷毛目状調整後横箆磨。 央淡い黒変

第336図 底ー ②灰褐7.5YR4/2 体部縦箆磨。 外口縁～体部

PL- 高 (20.3) ③酸化焔 内 口縁～体部横箆磨。 上半炭化物付箔

淡い黒変

皿区FA下黒 弥生甕 残存完形 床直 ①中砂。</,3mm角礫、輝石•石 外 口縁部横撫。頸～体部上半 外黒斑・黒変

53住ー 7 口 14.8 英・白色粒子少醤。 細縦刷毛目状調整後縦箆磨。体 内一部黒斑．

第336図 底 7.4 ②にぶい橙75YR7/4 部下半斜横刷毛目状調整後縦箆 黒変

PL75 高 26.5 ③酸化焔 磨。底部箆撫。

内 口縁～体部横箆磨。底部指

撫後箆磨。指頭圧痕残。

皿区FA下黒 弥生甕 残存完形 床直 ①細砂。 雲母・輝石 • 石英 ・ 白 外 口縁部細斜縦刷毛H状調整 外・内煤付着

53住ー 8 口 19.5 色粒子少蓋。 後横撫後幅15cm、8本波状文3 黒変、被熱変色

第337図 底 83 ②にぶい黄橙10YR6/4 段施文。引直、 6本しか付かな

PL75 高 283 ③酸化焔 い部分有。頸部幅15cm、8本一

連止横位沈線状簾状文。肩部斜

縦刷毛目状調整後横撫、後波状

文3段～ 4段施文。体部上半横

箆磨。下半縦箆磨。底部木葉痕

有。

内 口縁～底部斜横箆磨。

皿区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 埋没土 ①中砂。白色粒・石英 ・輝石・ 外頸部横撫後幅15cm、12本簾 外炭化物付着

53住ー 9 口一 赤褐色粒子少最。 状文、上下波状文有。 黒変

第337図 底ー ②灰黄褐10YR5/2 内 横刷毛目状調整、接合痕有。

PL― 高 (3.0) ③酸化焔

Ill区FA下黒 弥生壺？ 残存頸～肩部破片 埋没土 ①中砂。¢ 3mm礫、白色粒子・ 外頸部横撫後簾状文。屑部 外煤付着、黒

53住ー 10 ロー 石英・輝石少最。 斜縦細刷毛目状調整後幅2.2cm、 変

第337図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/4 12本波状文施文。

PL― 高一 ③酸化焔 内 横刷毛目状調整後横箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 醤 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

l11区FA下黒 弥生甕？ 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。雄石・石英粒子多量、 薄手。 外黒斑

53住ー 11 ロー 白色粒子・赤褐色粒子微量。 外刷毛目状調整後幅09cm、4

第337図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/3 本太い波状文 3段施文。

PL― 高一 ③酸化焔 内横箆磨。接合痕残。

17弧区FA下黒 土師杯 残存 3/4強 底面 ①中砂。1>3mm礫、輝石 ・白色 口縁部内傾。底部丸底。 外底部黒斑

l炉ー 1 口 118 粒子石英 ・赤褐色粒少最。 外口縁部横撫。体～底部右→ 内体～底部器

第337図 底ー ②明赤褐5YR5/6 左箆削後一部箆撫。 面風化剥落

PL- 高 48 ③酸化焔 内横撫後斜箆磨。

皿区FA下黒 土師坪 残存ほぽ完形 底面 ①中砂。ct,3mm礫、赤褐色粒 口縁部内傾。 外・内一部黒

1炉ー 2 口 122 白色粒子輝石石英少量。 外 口縁部横撫。体～底部左→ 変

第337図 底一 ②赤褐5YR4/6 右箆削。

PL75 高 53 ③酸化焔 内 口唇部横撫。口縁～底部横

撫後斜縦箆磨。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁～頸部1/2 底面 ①中砂。cf,3mm礫、白色粒子多 外 口縁部横撫。頸～体部縦箆 外体部被熱

l炉ー 3 口 (140) 誠、赤褐色粒子 石英・輝石少 磨。 内体部赤変

第337図 底ー 箭。 内 口縁部横箆磨。体部斜横指

PL- 高 (73) ②にぶい橙5YR6/4 撫。

③酸化焔

m区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部1/5 底面 ①細砂。赤褐色粒•石英 ・ 輝石 ・ 口縁部内傾。底部丸底。 内外一部淡い

1炉ー4 口 (110) 白色粒子少蓋。 外口縁部横撫。体～底部左 黒変

第337図 底 ー ②明赤掲5YR5/6 →右箆削。

PL -- 高 (52) ③酸化焔 内 口縁部先割箆横撫後細斜箆

磨。体～底部横撫後箆磨。指頭

圧痕残。

m区FA下黒 土師甍 残存口縁約2/3 底面 ①中砂。q,3mm礫、白色粒多罷、 外 口縁部横撫。頸～体部刷毛 外赤変、黒変

1炉ー 5 口 10.4 輝石・石英 ・赤褐色粒子少蓋。 目状調整後一部横撫。 内黒変

第337図 底 ー ②橙75YR6/6 内 口縁部横撫。肩部指頭圧痕

PL~ 高 (101) ③酸化焔 残。体部風化、調整不明。

皿区FA下黒 土師鉢 残存 1/2 埋没土 ①中砂。,:/J3mm礫、赤褐色粒 薄手。底が深い。

1炉ー 6 口 (110) 輝石・石英 白色粒子少量。 外 口縁～体部横撫。一部指頭

第337図 底ー ②橙5YR6/6 痕残。体～底部右→左箆削。

PL75 高 67 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部横撫

後細斜箆磨。

m区FA下黒 土師甕 残存 1/3弱 底面 ①中砂。1>5mm安山岩粒、白色 外 口縁～頸部横撫。肩部刷毛 外淡い黒変

l炉ー7 口 16.2 粒子多量、輝石石英・赤褐色 目状調整後指撫、 一部箆磨。指

第337図 底ー 粒子少疑。 頭圧痕残。

PL- 高 （106) ②明褐7.5YR5/8 内 口縁部横撫。眉部刷毛目状

③酸化焔 調整。指頭圧痕残。

皿区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部 3/4 底面 ①中砂。<I>3mm安山岩礫、白色 口唇部及び底部厚手。 外体～底部一

1炉ー8 口(120) 粒子・赤褐色粒 輝石・石英少 外 口縁部横撫。頸～体部先割 部黒変

第337図 底ー 量。 箆刷毛目状調整後一部箆撫。底 内体部帯状に

PL75 高 (69) ②にぶい黄橙10YR6/3 部左→右箆削。 黒変

③酸化焔 内 口縁部横撫。 体～底部風化

剥落不明。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部 1/2 埋没土 ①中砂。</,5mm礫、白色粒子 ・ 外 口唇部横撫。口縁部最大幅 外黒斑

1炉ー9 口(166) 輝石 石英 ・赤褐色粒子少呈。 1 7cm、6本粗斜縦刷毛目状調整 内体部黒変

第337図 底ー ②明赤褐25YR5/6 後横撫。頸～肩部縦又は斜縦刷

PL― 尚（120) ③酸化焔 毛目状調整。指頭圧痕残。

内 口縁部横刷毛目状調整後横

撫。頸～肩部斜横箆撫。指頭圧

痕残。

皿区FA下黒 土師甕 残存底部約1/2 底面 ①中砂。(j,5mm白色粒、白色粒 外体部箆削後箆撫？底部箆撫。 外器面風化

1炉ー10 ロー 子多益、輝石 ・石英赤褐色粒 内体～底部不明。 内器面剥落

第337図 底 7.8 子少最。

PL~ 尚（32) ②明褐灰7.5YR7/2

③酸化焔

m区FA下黒 土師甕 残存口縁～体部1/3 埋没土 ①中砂。q,3mm礫、石英 ・赤褐 外 口縁部横撫。頸部刷毛目状 外体部一部黒

1炉ー 11 口 (188) 色粒・輝石・白色粒子少最。 調整後横撫。体部刷毛目状調整。 斑

第338図 底ー ②橙7.5YR7/6 指頭圧痕有。 内体部黒変

PL- 高(170) ③酸化焔 内 口縁部刷毛目状調整後横撫。

体部指撫。指頭圧痕多数。
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IIl 検出された遺構と遺物

番号 器種 菰 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、 成 ・整形の特徴 備考

m区FA下黒 土師 甕 残存底部～体部1/2 底面 ①中砂。白色粒子多量、石英・ 外体部幅l&m、6本粗刷毛目

l炉ー12 ロ ー 輝石赤褐色粒子少量。 状調整後一部指撫、指頭圧痕残。

第338図 底 58 ②橙5YR6/6 底部やや上底、周辺部撫。

PL― 高 (156) ③酸化焔 内 体部斜横箆撫。一部指頭痕

残。底部粗刷毛目状調整。

皿区FA下黒 土師甕 残存体部1/3 底面 ①中砂。¢3mm礫、白色粒子 ・ 外体部上部刷毛目状調整。中 外体部上半黒

l炉ー 13 ロー 石英・輝石・赤褐色粒少量。 央右→左箆削。下部上→下箆削。 斑。体部下半赤

第338図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 内 肩部粗横刷毛目状調整。体 亦冬 0 

PL- 高 (197) ③酸化焔 部横箆撫。下部箆削。底部粗斜 内淡い黒変

刷毛目状調整。

ll1区FA下黒 土師甕 残存底部～体部 底面 ①中砂。(/,3mm礫、白色粒子・ 外体部縦箆撫。下端横箆撫。 外体部黒変、

l炉ー 14 口一 赤褐色粒子・輝石・石英少量。 底部中心上底。一部撫。 被熱。

第338図 底 8.0 ②にぶい黄褐10YR5/4 内体部右→左箆削。下端～底 内淡い黒変

PL --- 高 8.7 ③酸化焔 部箆撫。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁部1/4弱 埋没土 ①中砂。¢5mm礫、白色粒子・ 外 口縁部横撫。接合痕・指頭

564土ー 1 口 (16.4) 石英・赤褐色粒子・輝石少量。 圧痕残。体部斜縦箆肖IJ。

第338図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 内 口縁部横撫後横刷毛目状調

PL- 裔 (47) ③酸化焔 整。体部斜横刷毛目状調整後指

撫。指頭圧痕残。

皿区FA下黒 土師坪 残存口縁 3/4 埋没士 ①中砂。¢3mm赤褐色粒、赤褐 口縁部内傾。 外・内口縁部

564土ー 2 口 (11.4) 色粒多量、輝石・石英・白色粒 外 口縁部横撫。体部右→左箆 黒変

第338図 底ー 子少益。 削。 内 口縁部痘状

PL- 裔 (4.0) ②にぶい赤褐5YR5/4 内 口縁～体部横撫後斜箆磨。 風化

③酸化焔

皿区FA下黒 土師杯 残存口縁～体部1/4 埋没土 ①中砂。q,3mm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部横撫。体部左→右箆 外・内一部黒

564土ー 3 口 (116) 色粒多量、輝石 石英・白色粒 削。 変、 痘状風化

第338図 底ー 子少饂。 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

PL- 裔（36) ②明赤褐5YR5/6 箆磨。

③酸化焔

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁部1/6強 埋没土 ①中砂。¢ 3mm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部横撫。体部斜縦箆削。外風化一部剥

564土ー 4 口 (18.0) 色粒・白色粒・輝石•石英少最。 内 口縁部横撫。体部横刷毛目 落。

第338図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 状調整後横撫。指頭圧痕有。

PL- 高 (5.0) ③酸化焔

m区FA下黒 土師坪 残存 口縁一部欠損 埋没土 ①中砂。</>3mm赤褐色粒、赤褐 口縁部内傾。 外一部黒斑

564土ー 5 口(130) 色粒多量、石英輝石・白色粒 外 口縁部横撫。接合痕有。体

第338図 底 ー 子少趾。 ～底部左→右横箆削。

PL75 高 5.4 ②にぶい黄褐10YR4/3 内 口縁～底部横撫後斜箆磨。

③酸化焔

皿区FA下黒 土師坪 残存口縁～体部1/4 埋没土 ①中砂。</,3mm赤褐色粒、赤褐 外口縁～頸部横撫。体部左→ 外・内黒変

564土ー 6 口(120) 色粒多量、輝石 石英・白色粒 右箆削。 内痘状風化

第338図 底 ー 子少量。 内 口縁部横撫。体部斜箆磨。

PL - 高 (43) ②灰黄褐10YR4/2 底部横箆磨。

③酸化焔

I11区FA下黒 土師壺？ 残存底部破片 埋没土 ①中砂。 赤褐色粒•石英多黛、 外体部縦指撫。底部撫。薄手、 内風化剥離

564土ー 7 口ー 輝石・白色粒子少益。 上底。

第338図 底 (8.0) ②にぶい黄橙10YR6/4 内調整不明。

PL- 高 (35) ③酸化焔

皿区FA下黒 土師杯 残 存 破 片 埋没土 ①中砂。r/>3mm赤褐色粒、赤褐 外口縁～頸部横撫。体～底部 外・内痘状風

564士ー 8 口 (128) 色粒多最、輝石・石英・白色粒 右→左箆削。 化

第338図 底ー 子少量。 内 口縁部横撫。体～底部横撫

PL- 高 (4.0) ②赤褐5YR4/8 後横斜横箆磨。

③酸化焔

皿区FA下黒 土師坪 残存 口縁～体部片 埋没土 ①中砂。ct,3mm赤褐色粒、赤褐 外口縁部右→左横撫。体～底 外黒変

564土ー 9 口 (152) 色粒多最、輝石・石英・白色粒 部右→左横箆削。 内体部上半痘

第338図 底一 子少景。②褐灰75YR4/l 内 口縁部横撫。体～底部斜． 状風化

PL- 裔 (55) ③酸化焔 横箆磨。底部中央撫。

皿区FA下黒 土師甕 残存底部 埋没土 ①中砂。</,5mm礫、雲母・輝石・ 外 体部斜刷毛目状調整後指撫。 外煤付着黒変

564土ー 10 口一 石英・白色粒子 ・赤褐色粒少益。 指頭圧痕残。底部箆削。中央や

第338図 底 6.0 ②内にぶい黄橙10YR7/3 外黒 や上底。

PL- 高 (28) 褐10YR3/2 内 箆撫。箆当たり多数。

③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 温 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 士師杯 残存 1/4 埋没土 ①中砂。¢ 3mm礫、赤褐色粒多 外 口縁～頸部横撫。肩部指撫、

564土ー 11 口(132) 盈、耀石・石英 ・白色粒子少黛。 指頭圧痕．接合痕残。体～底部

第338図 底ー ②赤褐5YR4/6 左→右箆撫。

PL- 尚 (52) ③酸化焔 内横撫後斜箆磨。

m区FA下黒 弥生甕 残存 口縁～体部上半 ML-22 ①中砂。¢ 5mmチーャト礫、微 外 口唇部横位波状文。 ¢0.9cm 外内黒変の

565土ー 1 1/4 底面 細雲母・輝石赤褐色粒・石英・ ポタン状貼付文有。口縁部粗縦 破片と赤変の破

第339図 口 (180) 白色粒子少趾。 刷毛目状調整。頸部幅17cm、10 片接合。

PL― 底ー ②にぶい黄褐10YR4/2 本＝連止簾状文施文。肩部幅2.0 565土坑ー 4に類

高(133) 橙7.5YR6/6 cm、12本波状文2段施文。体部 似、同一個体？

③酸化焔やや硬質 縦又は斜刷毛目状調整後縦箆磨。

</> 1 cmボタン状貼付文有。

内 横箆磨。口唇部に指頭庄痕

残。

lII区FA下黒 弥生甕 残存口縁～体部 1/4 埋没土 ①中砂。rt,5mmチーャト礫、微 外 口唇部横位波状文。が0.9cm 外・内体部一

565土ー 2 口 (178) 細雲母輝石 ・赤褐色粒•石英・ ポタン状貼付文有。口縁部粗縦 部黒変。

第339図 底ー 白色粒子少量。 又は斜縦刷毛目状調整。頸部幅 565土坑ー 2に類

PL- 高 07.5) ②にぶい黄橙10YR6/4 1 7cm、10本二連止簾状文施文。 似。同一個体？

③酸化焔 肩部幅20cm、12本波状文2段施

文。体部縦又は斜刷毛目状調整

後縦箆磨。¢ 1 cmポタン状貼付

文有。

内 横箆磨。口唇部に指頭圧痕

残。

皿区FA下黒 土師甕 残存体部 1/2 底面 ①中砂。の 3mm角礫、輝石多量、 外頸部幅1.4cm、10本横位波状 外・内粘土貼

565土ー 3 ロー 石英 ・白色粒子赤褐色粒子少 文施文。体部上半横位又は斜位 付補修有。

第339図 底一 蘊。 粗刷毛目状調整。一部細縦位刷 外体部中央黒

PL- 高（20.0) ②にぶい橙75YR7/4 毛目状調整。下半縦位刷毛目状 斑。

③酸化焔 調整。

内 頸～体部斜横位刷毛目状調

整、指頭圧痕多数。

皿区FA下黒 弥生甕 残存口縁 底面 ①中砂。 </>3mm礫、輝石多誠、 折返口縁。

565土ー 4 口 221 石英・白色粒子 ・赤褐色粒子少 外折返部分波状文施文。頸部

第340図 底一 最。 縦刷毛目状調整後幅2.3cm、12本

PL- 高 117 ②浅黄2.5Y7/3 波状文3段施文。上半刷毛目状

③酸化焔軟質 調整後横撫。

内 口縁部横撫。頸部粗横刷毛

目状調整。

m区FA下黒 弥生甕 残存頸部～体部破片 埋没土 ①中砂。 </>3mm礫、輝石多最、 外 口縁部縦刷毛目状調整後最

565土ー 5 ロー 石英・白色粒子・赤褐色粒チ少 大幅1.7cm、10本波状文3段施文。

第340図 底ー 最。 頸部同二連止波状文2段施文。

PL- 高(134) ②橙7.5YR6/6 上に割付横刷毛目状沈線有。肩

③酸化焔 軟質 部斜縦刷毛目状調整後横位波状

文2段施文。

内 口縁部横刷毛目状調整後幅

広横箆磨。頸～肩部幅広横箆磨。

m区FA下黒 弥生甕 残存破片 底面 ①中砂。</,3mm石英、輝石•石 外体部縦箆磨。 外・内淡い黒

565土― 6 口ー 英・白色粒子・赤褐色粒子少拭。 内 体部横または斜横箆磨。 変

第340図 底ー ②明黄褐10YR6/6

PL- 高 10.5 ③酸化焔

皿区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部 1/6 埋没土 諷砂。輝石 ・白色粒子・石英 外 口縁部横撫。底部左→右箆

566土ー 1 口 (13.0) 少鼠。 削。

第340図 底ー ②赤褐5YR4/6 内 口縁部横撫後斜縦箆磨。

PL- 高 (3.4) ③酸化焔

m区FA下黒 土師高杯 残存脚部破片 埋没土 ①中砂。</J5mm安山岩角礫、白 外指撫後縦箆磨。 外 一部黒斑

566土ー 2 ロー 色粒・輝石・石英・赤褐色粒千 内指撫。 内一部淡い黒

第340図 底ー 少量。 斑

PL- 高（57) ②にぶい赤褐5YR4/4

③酸化焔

皿区FA下黒 土師甕 残存体下～底部1/6 埋没土 ①中砂。輝石 ・石英・白色粒子 ・ 薄手。

569土ー 1 ロ― 赤褐色粒子少盪。 外体部縦刷毛目状調整後縦箆

第340図 底 (7.0) ②にぶい橙75YR6/4 磨。底部撫。中心箆磨。

PL― 高（22) ③酸化焔 内体～底部箆磨。
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Ill 検出された遺構と遺物

番号 器種 贔 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

m区FA下黒 弥生甕 残存体部破片 埋没土 ①細砂。石英 ・輝石 ・赤褐色粒 外体部上端幅13mm、6本波状

607土ー1 ロー 子少屈。 文。下部横撫後縦箆磨。

第340図 底ー ②にぶい橙75YR6/4 内横撫後斜横箆磨。

PL- 鳥一 ③酸化焔

m区FA下黒 土師甕 残存体～底部 3/4 埋没土 ①中砂。¢5mm赤褐色粒、輝石・ 外 口縁部横撫。イ本部刷毛目状 外体部黒斑、

5集ー 1 ロー 石英 ・白色粒子・赤褐色粒少最。 調整、 一部箆磨。下端細かい縦 黒変有。

第340図 底 6.5 ②橙75YR6/6 刷毛目状調整。底部やや上底。

PL75 高 217 ③酸化焔 中心箆削。

内 口縁部横箆撫後横撫。体部

上半横刷毛目状調整。下半～底

部横刷毛目状調整後横箆磨。

皿区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部1/2 ①中砂。の3mm礫、赤褐色粒多 口唇部薄手、内傾。

6渠ー 1 口 128 址、輝石•石英・白色粒子少址。 外 口縁部横撫。体部指撫、指

第341図 底ー ②明赤褐5YR5/6 頭庄痕残。底部箆削。

PL75 高 52 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後箆

磨。底部横撫、一部箆磨。

ll1区FA下黒 土師坪 残存完形 ①中砂。q,3mm角礫、維石石 口縁部内傾。底部丸底、深い。 内全面煤付着、

6集ー 2 口 10.5 英 ・白色粒子 ・赤褐色粒子少最。 外 口縁部横撫。体部指撫、指 黒変

第341区 底一 ②褐75YR4/6 頭圧痕残。体部下半～底部箆削。 外口縁部煤

PL75 高 5.8 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後箆 付着、黒変

磨。底部撫。

m区FA下黒 土師高坪 残存脚部 ①中砂。</>3mmチャート礫、赤 分厚く重い。 外脚部一部ス

6集ー 3 ロー 褐色粒多晟、輝石石英白色 外体部斜横制毛目状調整後横 ス付着、 黒変

第341図 底 (106) 粒子少益。 撫。脚部先割箆横撫。

PL- 高 (6.0) ②明赤褐5YR5/6 内 体部横撫後箆磨。脚部指撫、

③酸化焔 一部接合痕有。周辺部横撫。

II1区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部1/4 ①中砂。</>3mm礫、赤褐色粒 ． 口唇部薄く、内傾。 外 内 底 部 黒

6集ー 4 口 (140) 輝石 石英 ・白色粒子少斌。 外 口縁部横撫。体部指撫、指 斑

第341図 底ー ②赤褐5YR4/6 頭圧痕残。底部箆削後箆撫。

PL- 裔 （51) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後細

斜横箆磨。底部左→右指撫。

m区FA下黒 土師甕 残存 口縁～体部片 ①細砂。赤褐色粒石英 ・維石 ・ 頸～肩部外側粘土貼付。

6集ー 5 1/4弱 白色粒子少是。 外 口縁～頸部横撫。肩部刷毛

第341図 口 (110) ②橙7.5YR6/6 目状調整後右→左箆削。

PL- 底 ー ③酸化焔 内 口縁部先割箆横撫。頸部一

高 (6.0) 部右→左箆削。屑部横撫、指頭

圧痕多数。後一部右→左箆削。

m区FA下黒 士師杯 残存 2/3 ①中砂。</>3mm礫、赤褐色粒多 口縁部内傾。 外淡い黒変

6集ー 6 口 (126) 批、輝石 ・石英 ・白色粒子少械。 外 口縁部横撫。体部横指撫、 内 口縁部一部

第341図 底ー ②にぶい赤褐5YR4/3 指頭圧痕残。底部左→右箆削。 煤付着、黒変

PL75 高 53 ③酸化焔 内 口縁～体部横撫後細斜横箆

磨。底部撫、一部細箆磨。

m区FA下黒 土師甕 残存口縁 ①細砂。微細雲母多量、赤褐色 外 口縁部横撫。頸部先割箆に 内 口縁部一部

6集ー 7 口 15.0 粒子・石英・チャート少最。 よる横撫。体部箆削。 淡い黒変。

第341図 底ー ②赤褐5YR4/6 内 口縁部横撫。頸部横箆撫。

PL- 高 (62) ③酸化焔 体部指撫、指頭圧痕多数。

II1区FA下罵 士師甕 残存口縁約1/3 ①中砂。石英 ・白色粒子多巖、 口唇部肥厚外反。

6梨ー 8 口 (174) 輝石 ・赤褐色粒子少饂。 外 口縁部横撫、 一部斜撫。指

第341図 底ー ②橙5YR6/6 頭圧痕残。体部縦刷毛目状調整

PL- 高 (62) ③酸化焔 後横撫。

内 口縁部横撫後一部斜縦撫。

皿区FA下黒 土師甕？ 残存体下～底部 2/3 埋没土 ①中砂。白色粒子多品、石英・ 底部丸底。厚手。 外 ・内全面赤

6集ー 9 口一 赤褐色粒輝石多益。 外体部箆撫。底部風化のため 変

第341図 底 8.6 ②にぶい橙5YR7/4 不明。

PL- 高 (40) ③酸化焔 内体～底部風化、指撫？

III区FA下黒 土師高杯 残存坪部 1/4 FA下黒 ①中砂。¢ 5mm礫、白色粒子・ 外 口縁部横撫。体部指揮後縦

LY-19-1 D (182) 揮石 • 石英・赤褐色粒子少最。 箆磨。指頭圧痕多数。底部箆撫。

第341図 底一 ②にぶい橙5YR6/4 接合痕残。

PL- 高（67) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部箆撫

後箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 益 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成整形の特徴 備考

皿区FA下黒 土師小形 残存口縁部欠損 FA下黒 ①中砂。¢5mm角礫、輝石 • 石 口縁部外反。 外一部黒斑。

MF-21-1 甕 口(115) 英白色粒赤褐色粒少羞。 外 口縁部横撫。体部箆撫後一 体部を中心に黒

第341図 底 3.8 ②褐7.5YR4/3 部箆磨。下端左→右箆削。 変有。

PL75 高 8.0 ③酸化焔 底部撫。やや上底ぎみ。 内口縁～体部

内 口縁部横撫。体部横箆撫。 黒変

底部斜縦箆撫。一部指頭圧痕残。

m区FA下黒 土師高坪 残存坪部破片 FA下黒 ①中砂。<I>3mm礫、白色粒・輝 外体部指撫、指頭圧痕．接合 外煤付着、黒

MF-22-1 口一 石・石英・赤褐色粒少泣。 痕有。 変 （上部濃く、

第341図 底一 ②にぶい赤褐5YR4/4 内横箆撫、接合痕残。 下部淡い）

PL- 高 (30) ③酸化焔

皿区FA下黒 士師甕 残存体部～底部 FA下黒 ①中砂。白色粒輝石石英少 外体部下→上縦箆削。指頭圧 外体～底部ス

MF-22-2 ロー 諷亘。 痕多数。底部箆削。 ス付滸、黒変

第341図 底 7.0 ②にぶい褐75YR5/4 内横箆撫。

PL― 高(142) ③酸化焔

m区FA下黒 土師高坪 残存脚部1/3 FA下黒 ①中砂。¢3mm石英、輝石•石 外縦箆撫後弧状沈線、一部箆

MH-22-1 口ー 英・白色粒子 ・赤褐色粒子少益。 磨。

第342図 底ー ②褐7.5YR4/4 内箆撫、指撫。

PL75 高 (77) ③酸化焔

m区FA下黒 土師土製 残存完形 FA下黒 ①中砂。結晶片岩雲母多溢、 土師器甕破片素材、周辺部打ち 裏 2/3剥落

MH-22-2 円盤 長 6.4cm 赤褐色粒 ・ 輝石 • 石英 ・ 白色粒 欠き成形後研磨整形。

第342図 幅 6.1cm 子少最。 外箆撫。平坦で滑らか。一部

PL75 厚 0.9cm ②橙5YR6/6 指頭圧痕残。

③酸化焔 内撫。ややザラつく 。

旧区FA下黒 弥生裔坪 残存口縁1/3 FA下黒 ①中砂。<I>3mm礫、白色粒 ・輝 比較的厚手。 外口縁～内赤

MJ-22-1 口 (132) 石・石英赤褐色粒少量。 外 口縁部横撫。体部指撫。底 色塗彩

第342図 底ー ②にぶい橙5YR6/4 部箆削。

PL - 高 (41) ③酸化焔 内横撫後、体～底部箆磨。

皿区FA下黒 土師甕 残存口縁部1/2弱 FA下黒 ①中砂。</>3mm礫、赤褐色粒・ 非常に厚手。

MJ-22-2 口 (140) 白色粒・輝石 ・石英少益。 外 口縁部横撫。頸部横撫、一

第342図 底ー ②赤褐5YR4/6 部刷毛目状調整残。

PL- 高 (45) ③酸化焔 内 口縁部横撫。頸部横箆撫。

皿区FA下黒 士師均 残存口縁～体部約 FA下黒 ①中砂。赤褐色粒多紐、石英 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外内 一部黒

MK-23-1 1/4 雄石 ・白色粒子少屎。 頭圧痕残。底部右→左箆削。 変

第342図 口 14.9 ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

PL- 底一 ③酸化焔 箆磨。

高 (5.0)

皿区FA下黒 弥生甕 残存口縁部1/4 FA下黒 ①中砂。¢3mm礫、輝石・石英 折り返し口縁。横波状文施文。

ML-23-1 口 (210) 白色粒子・赤褐色粒 ・チャート 外 口唇部上端刷毛目有。口縁

第342図 底ー 礫少益。 部幅1.4cm、8本横波状文4段施

PL― 高(11.4) ②橙7.5YR6/6 文。頸部簾状文施文。

③酸化焔 内 斜横刷毛目状調整後横箆撫。

後一部箆磨。

皿区FA下黒 士師坪 残存 口縁部一部欠損。FA下黒 ①中砂。q,2mm赤褐色粒、赤褐 口縁部内彎。 外・内口縁～

MP-19-1 ほぽ完形 色粒多最、石英・白色粒子・輝 外 口縁部横撫。指頭圧痕残。 体部黒変

第342図 口 11.8 石少撮。 体～底部箆削後一部箆撫。

PL75 底一 ②にぶい赤褐2.5YR4/4 内 横撫後同心円状箆磨。

高 58 ③酸化焔

縄文

III区FA下黒 縄文深鉢 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。赤褐色粒・輝石・石英・ 外押圧痕を有する低い微隆線 後期堀之内

596土ー 1 ロー 白色粒子少最。 横位 2条施文、その上下箆磨。

第343図 底一 麟 10YR4/3 内横位箆磨。

PL― 古向 一 ③酸化焔

m区FA下黒 縄文深鉢 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。 輝石 • 石英赤褐色粒 緩い波状口縁。 後期堀之内

597土一 l ロー 子 ・白色粒子少械。 外 口縁下隆帯上半に</>7 mm孔

第343図 底ー ②にぶい黄2.5Y6/3 2個並ぶ、横に箆状工具幅 3mm

PL― 高一 ③酸化焔 沈線施文。

内箆磨。

l11区FA下黒 縄文深鉢 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。</>3mm石英、繊維多鵞、 外幅0.9cm半載竹管平行沈線＋ 前期有尾

620土ー 1 口ー 石英 ・白色粒・輝石少贔。 爪形文。 繊維土器

第343図 底一 ②赤褐5YR4/6 内横位撫。

PL- 古向 ― ③酸化焔
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 飛 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。繊維白色粒子・石英・ 外無節R縄文で「Q」字状文 前期黒浜

620土ー 2 ロ― 輝石・赤褐色粒子少址。 様有。 繊維士器

第343図 底一 ②橙7.5YR6/6 内箆撫。

PL- 古回 ― ③酸化焔

II1区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。練維多最、石英・赤褐 外 LR・RL縄文横位施文、羽 前期黒浜

621土ー 1 ロ― 色粒・白色粒子少薫。 状構成。 練維土器

第343図 底ー ②にぶい黄褐10YR4/3 内縦箆磨。 外炭化物付着

PL- 高一 ③酸化焔 黒変

皿区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①中砂。繊維・赤褐色粒多溢、 外 LR縄文横位施文。 前期黒浜

622土ー 1 口一 微細雲母・石英・白色粒子少景。 内撫。 繊維土器

第343図 底一 ②にぶい黄褐10YR4/3

PL- 高一 ③酸化焔

I11区FA下黒 縄文深鉢 残存口縁部1/3 623土坑埋没土 ①中砂。繊維・石英結晶片岩 波状口縁、口唇部角張る。 前期有尾

622土ー 2 ロ― 埋没土 微細雲母多凪。 外幅1.2cm半載竹管平行沈線＋ 繊維士器

第343図 底一 ②褐7.5YR4/3 爪形文で菱形文構成。体部LR 外黒斑

PL75 高一 ③酸化焔 縄文横位施文。 口縁部一部

内横位撫。 黒変

I11区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①中砂。繊維 ・石英結晶片岩・ 外半載竹管横位平行沈線＋爪 前期有尾

623土ー 1 ロー 微細雲母多量、輝石 赤褐色粒 形文、下に LR・RL縄文横位施 繊維土器

第343図 底一 少最。 文羽状構成。

PL- 高一 ②にぶい黄褐10YR5/4

③酸化焔

皿区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①中砂。<I>l cm石英、繊維・赤 外 LR・RL縄文横位施文、羽 前期黒浜

623士ー 2 ロー 褐色粒多蓋、石英・白色粒少最。 状構成。 繊維土器

第343図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/3 内横位撫。

PL- 高一 ③酸化焔

皿区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。繊維 海綿骨針多量、 外化粧粘土下に LR縄文、 RL 前期黒浜

624土ー 1 ロ― 赤褐色粒•石英少最。 縄文による羽状構成。 繊維土器

第343図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 内箆磨。

PL- 古回 ＿ ③酸化焔

III区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。繊維多最、石英・白色 外 RL LR縄文横位施文、羽 前期黒浜

625土ー 1 ロー 粒子 ・輝石少量。 状構成。 繊維土器

第343図 底ー 諷 10YR4/4 内縦箆磨。 内黒変

PL- 古回 ー ③酸化焔

m区FA下黒 縄文深鉢 残存口縁～体部破片 埋没士 ①細砂。絨維多旦、q,5mm黒褐 外 RL・LR縄文横位施文、羽 前期黒浜

625土ー 2 ロ― 色粒、白色粒・石英・赤褐色粒 状構成 3段。 繊維士器

第343図 底 ー 少量。 内 口縁下横箆磨。体部縦箆磨。 外黒変

PL- 高一 ②にぶい黄褐10YR5/4

③酸化焔

I11区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没士 ①細砂。繊維・白色粒子・輝石 外 RL・LR縄文横位施文、羽 前期黒浜

625土-3 ロ― 石英・赤褐色粒少量。 状構成。 繊維土器

第343図 底一 諷 10YR4/4 内縦箆磨。 内下半黒斑

PL- 古回 一 ③酸化焔

II[区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没士 ①細砂。繊維・白色粒・輝石・ 外 LR・RL縄文横位施文、羽 前期黒浜

625土ー 4 口一 石英少蓋。 状構成。 繊維士器

第343図 底ー ②褐灰5YR4/l 内縦箆磨。 外黒変

PL- 古向 ― ③酸化焔 内一部黒変

皿区FA下黒 縄文深鉢 残存口縁1/3強～体 埋没土 ①中砂。 繊維•海綿骨針•石英 波状口縁、間に小突起。 前期有尾

625士ー 5 部破片 多量、赤褐色粒・白色粒少最。 外幅O.&m半載竹管平行沈線＋ 繊維土器

第344図 口 (350) ②暗赤褐2.5YR3/4 爪形文3単位 1組で菱形文構成。

PL75 底ー ③酸化焔 頸部横位3単位施文。体部RL

高 縄文横位施文。

内横位箆磨。

l[区FA下黒 縄文深鉢 残存 口縁部破片 埋没土 ⑮ 25土ー 5と同様。 625土ー 5同様。

625土一 6 口一 諷 75YR4/4

第344図 底～ ③酸化焔

PL75 高一

皿区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。赤褐色粒子・石英・雄 外縦箆磨。 後期堀之内？

630土一 l ロ― 石・微細雲母少凪。 内縦箆磨。

第344図 底ー ②にぶい黄褐10YR6/4

PL- 高一 ③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

皿区FA下黒 縄文深鉢 残存 口縁部破片 MG-24 FA下黒 ①中砂。白色粒子・輝石・石英・ 波状口縁。 中期加曽利E

縄文ー 1 口一 赤褐色粒少誠。 外 口縁下08cm横位沈線、突出

第344図 底ー ②橙75YR6/6 部下弧状沈線。頸部無文帯下幅

PL― 古向 ― ③酸化焔 2mm横位沈線。横位磨。

内横位磨。

m区FA下黒 縄文深鉢 残存 口縁部突起 MJ-22 FA下黒 ①細砂。石英・輝石 ・白色粒子 ・ 外 口唇部上面左側 </>O.&m、深 後期堀之内

縄文ー 2 ロー 赤褐色粒子少蘊。 さ1cmの凹み有。下に弧状沈線

第344図 底ー ②灰5Y4/l 及び両脇短沈線。横位隆線貼付、

PL- 古向 ー ③酸化焔やや硬質 下に幅25mm工具横位沈線、隆線

上LR縄文充填。磨。

内 rt, 12cm凹み有。横位磨。

皿区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 FA下黒 ①細砂。繊維・石英・輝石・白 外幅13cm半載竹管平行沈線＋ 前期有尾

FA下黒表採 ロ― 色粒子少ほ。 爪形文を平行 2単位、横位 1単 繊維土器

-1 底一 ②にぶい褐7.5YR5/6 位。

第344図 古回 ー ③酸化焔 内撫。

PL― 
w区出土土器

番号 器種 屎 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FP上 土師羽釜 残存口縁～体部1/3 床直 ①中砂。¢5mm礫、輝石白色 口唇部は角張る。鍔短く土釜近似。外一部スス付

1住ー 1 口 (22.8) 粒子・石英少量。 外 口縁部横撫。鍔貼付接合痕 着、黒変

第345図 底ー ②暗赤褐5YR3/4 有。体部粗縦刷毛目状調整。下

PL- 高 （24.0) ③酸化焔硬質 部一部指撫、指頭痕有。

内口縁部横撫、接合痕指頭

圧痕有。体部斜箆撫、一部指頭

痕有。接合痕明瞭。

w区FP上 須恵椀 残存高台欠損 貯蔵穴 ①中砂。</>3mm石英、赤褐色粒 右回転ロクロ。外面ロクロ痕． 内 リング状黒

2住-l 口 8.0 多祗、石英・雄石・白色粒子・ 接合痕明瞭。口唇部外反。底部 変、重焼き痕跡

第345図 底 9.4 雲母少量。 糸切り 。忘台欠損。 有

PL76 高 46 ②オリープ黄5Y6/3 外底部2/3黒斑

③還元焔

w区FP上 須恵坪 残存 ほぽ完形 貯蔵穴 ①中砂。</,l cm赤褐色粒、赤褐 右回転ロクロ。口唇部やや肥厚。 外黒斑

2住ー 2 口 137 色粒多量。石英白色粒子輝 底部中心やや上底ぎみ。糸切り 。 内 口縁部黒斑

第345図 底 7.0 石少最。 外面 ロクロ痕明瞭。

PL76 高 4.2 ②黄褐2.5Y5/3

③還元焔

N区FP上 土師甕 残存口縁部 埋没土 ①細砂。微細雲母多最、輝石 「＜」字に近い 「コ」字口縁。 外一部スス付

2住ー 3 口 (180) 石英・白色粒子少批。 外口縁部横撫、線状痕有。頸 着黒変

第345図 底ー ②明赤褐5YR5/6 部接合痕有。体部右→左箆削。

PL- 高 (60) ③酸化焔 一部箆撫。

内 口縁部横撫、爪痕多数。体

部右一左横箆撫。

w区FP上 土師甕 残存底部破片 埋没土 ①中砂。</>3mm角礫、白色粒子・ 外体部箆削。下端に箆刻み。 外スス付着黒

10土一 l ロー 赤褐色粒子・輝石・石英少饂。 底部無調整。 変

第345図 底 (6.0) ②灰黄褐10YR4/2 内箆撫後指撫。

PL― 商 （22) ③酸化焔

w区FP上 土師甕 残存口縁部1/6 埋没土 ①細砂。微細雲母多最、白色粒 外 口縁部横撫。頸部指頭圧痕

32土一 l 口(17.8) 子 ・ 輝石•石英・赤褐色粒少量。 多数。肩部右→左箆削。

第345図 底ー ②明褐75YR5/6 内 口縁部横撫。頸部横箆撫。

PL― 高 (7.8) ③酸化焔 肩部指撫後、箆撫。

w区FP上 土師甕 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。微細雲母多羹。輝石・ 「コ」の字口縁。 外一部淡い黒

33土ー 1 口(170) 石英 白色粒子少量。 外口縁部横撫、指頭痕有。 変

第345図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/3 内 口縁部横撫。

PL― 高 (25) ③酸化焔

w区FP上 須恵椀 残存完形 底面 ①細砂。 輝石•石英白色粒子 ・ 口唇部やや外反。左回転ロクロ。 外底部「九」

41土ー 1 口 12.8 赤褐色粒子少最。 外面ロクロ痕比較的明瞭。底部 墨書

第345図 底 6.6 ②にぶい橙75YR6/4 糸切り、高台貼付、接合痕有。

PL76 高 5.4 ③酸化焔軟質

w区FP上 須恵椀 残存口縁～体部破片 埋没土 ①細砂。結晶片岩 ・石英・黒褐 右回転ロクロ。口唇部は薄くや

60土一 l 口(12.4) 色粒子少羹。 や尖る。

第345図 底一 ②黄灰25Y5/l 外ロクロ痕弱い。

PL- 高 (34) ③還元焔 内 ロクロ痕更に弱い。
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II[ 検出された遺構と遺物

番号 器種 品： 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

w区FP下 土師坪 残存口縁～底部1/4 ①中砂。赤褐色粒多量、白色粒 外 口縁部横撫。体部横撫、 一 内黒色処理

1焼ー 1 口 138 輝石石英少最。 部指頭痕有。底部右→左箆削後

第346図 底一 ②外にぶい褐75YR5/4 内黒 箆撫。

PL― 高 （50) ③酪化焔 内 横撫後斜細い箆磨。

w区FP下 土師杯 残存口縁～底部1/4 ①中砂。</>5mm角礫、微細雲母 厚み不均ー。歪む。 外・内 一部黒

1焼ー 2 口 12.0 多品、石英 ・赤褐色粒 ・輝石 ・ 外 口縁部横撫。底部境の段弱 変

第346図 底ー 白色粒子少砒。 い。底部箆削。 外風化

PL- 高 45 ②明褐75YR5/8 内 口縁部横撫。底部箆横撫後

③酸化焔 横撫。

w区FP下 土帥杯 残存口縁～底部 1/2 ①中砂。赤褐色粒多菌、微細雲 薄手、やや大形。底と口縁境段

l焼ー 3 口 150 母・輝石 ・石英 ・白色粒子少址。 所によりやや不明瞭。

第346図 底ー ②橙5YR6/6 外 口縁部横撫。底部箆削。

PL- 高 5.7 ③醗化焔 内 口縁部横撫、底部境に指頭

圧痕残。底部撫、指頭圧痕有。

IV区FP下 土師甕 残存底部破片 ①中砂。白色粒多筵、石英 一輝 外体部左上→右下箆削。底部 内炭化物付府

1焼ー 4 口ー 石 ・赤褐色粒少絨。 箆削。 黒変

第346図 底 (66) ②にぶい赤褐5YR5/3 内 箆撫。箆当たり有。

PL- 高 (55) ③酸化焔

w区FP下 灰釉聡 残存頸部～体部破片 p1t6 ①細砂。微細石英 チャート角 右回転ロクロ。 外緑黄灰色自

4掘一 l 口ー 礫 ・赤褐色粒子少最。 外屑部幅 2mm工具横沈線2条、 然釉厚くかかる

第346図 底 ー ②灰オリープ5Y5/2 間に幅6mm、6本工具波状文施

PL- 高一 ③還元焔 文。

内 横位指撫、肩部指頭圧痕残。

N区FP下 土師甑 残存底部破片 p1t6 ①中砂。</>3mm礫、白色粒子多 外体部箆削後箆撫。底部孔内 外一部黒斑

4堀ー 2 口一 最、赤褐色粒・石英 ・罪石少鼠。 →外に開孔。

第346図 底 (56) ②にぶい黄褐IOYR5/3 内指撫。

PL- 高 (4.4) ③酸化焔

q, 2cm孔有

w区FP下 土師高坪 残存杯部1/4 9溝横高まり ①細砂。赤褐色粒 ．微細雲母多 口縁部外変。

9溝ー 1 口(193) 瓦己。 外 口縁部横撫。体～底部箆削

第346図 底ー ②明褐75YR5/6 後箆撫。脚との接合部突起状。

PL — 商 (54) ③酸化焔 脚部縦箆撫。

内 口縁部横撫。体～底部箆撫

後放射状細い箆磨。

w区FP下 土師高杯 残存坪部～脚部 埋没土 ①細砂。輝石・石英・白色粒少益。 外杯部箆撫。脚上部指撫後縦 坪内及び脚外・

9溝ー 2 ロ ー ②にぶい黄褐10YR5/4 箆磨。指頭痕有。下部横撫。 内黒斑

第346図 底 129 ③酸化焔 内 坪部箆撫。脚上部指撫、し

PL- 高 (82) ぽり明瞭。下部横撫。

w区FP下 土師甕 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。微細柔母多最、赤褐色 外 口縁部横刷毛目状調整後横

9溝ー 3 口(130) 粒子 ・白色粒子 ・石英少絋。 撫。頸部横刷毛目状調整。同部

第346図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/4 右→左横箆削。

PL- 高 (6.6) ③酸化焔 内 口棟部横撫。肩部指撫、接

合痕明瞭。

w区FP下 土師均 残存口縁～体部1/4 ①細砂。 赤褐色粒 ・ 白色粒子• 外 口縁部横撫。指頭圧痕有。 内黒処理

10溝ー1 □ 14.6 輝石石英少簸。 体部先割箆横撫。底部との境に

第346図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/4 内黒 段有。底箆削。

PL- 裔 (53) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

箆磨。底部箆撫後箆磨。

N区FP下 土師甕 残存底部破片 ①中砂。 <I>3mm石英、石英 ・白 外体部右→左箆削。底部箆削。 内 スス付着黒

10溝ー2 口一 色粒子 ・赤褐色粒子 ・輝石少最。 内箆撫。 変

第346図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/3

PL- 高 17 ③酸化焔

N区FP下 土師杯 残存 口縁～体部1/6 埋没土 ①細砂。白色粒 ・赤褐色粒 ・輝 外 口縁部横撫。体部指撫、指

5畦ー1 口(140) 石 ・石英少品。 頭圧痕有。底部箆削後箆撫。

第346図 底ー ②赤褐5YR4/8 内 口縁部横撫。イ本部横撫後斜

PL― 高 (42) ③酸化焔 箆磨。

w区FP下 土師甕 残存口縁 l/4弱 盛土埋没土 ①細砂。輝石 ・石英 ・白色粒子 口縁部外反。 外 一部赤斑

5畦ー 2 口 (18.0) 少足。 外 口縁部横撫、一部接合痕有。

第346図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/4 頸部指頭痕有。

PL- 高 58 ③酸化焔 内 口縁部横撫、 一部箆撫。頸

部斜横指撫。
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

w区FP下 土師小 残存頸部～底部 ①粗砂。<f,lcm礫、白色粒・輝石・ 外 頸部縦箆撫。体部上半指撫、

1馬歯ー 1 形甕 口一 石英・赤褐色粒少祉。 指頭痕有。下半箆撫。底部上底、

第346図 底 3.2 ②にぶい黄褐10YR5/3 指撫。

PL76 高 (72) ③酸化焔 内 口縁部斜撫。体部指撫、指

頭圧痕無数。底部放射状指撫。

IV区FP下 土師坪 残存 ほぽ完形 ①粗砂。長さ 1cm角礫、 白色粒・ 厚手。 外口縁～体部

1高ま りー1 口 10.6 石英・輝石少磁。 外 口縁部横撫。体部横撫後箆 赤変

第346図 底一 ②にぶい黄褐lOYRS/3 撫。底部箆削後箆撫。

PL76 高 6.4 ③酸化焔 内 口縁～体部横撫。底部回転

箆撫。

w区FP下 須恵坪 残存 1/2 FP下 ①中砂。 黒褐色粒•石英 白色 口唇部薄く丸味を持つ。受け部 外・内口縁ス

MT-2-1 口 (120) 粒子少址。 先端薄く、やや尖る。右回転ロ ス付府里変

第346図 底ー ②灰10Y5/l クロ。底部箆削。箆「U」字状

PL― 商 55 ③還元焔 沈線有。

w区FP下 須恵蓋 残存 口縁部破片 FP下 ①細砂。石英黒褐色粒 ．微細 非常に薄手。口唇部特に薄く尖

MW-3-1 口 05.0) オパール少最。 る。左回転ロクロ。

第346図 底ー ②黄灰2.5Y4/l

PL- 高 (55) ③還元焔やや硬質

w区FP下 土師杯 残存口縁～底部1/2 FP下 ①細砂。1>5mm白色粒、赤褐色 口縁は直線的に開く 。 外頸部スス付

MW-3-2 口 136 粒・白色粒・石英輝石少益。 外 口縁部横撫。底部との境の 着黒変

第346図 底ー ②明赤褐25YR5/6 段は極めて明瞭。底部左→右箆 内頸～底部ス

PL- 高 (49) ③酸化焔 削。 ス付灼黒変

内 口縁部横撫。底部箆撫後横

撫。

w区FP下 土師杯 残存 1/3 FP下 ①細砂。赤褐色粒 ・白色粒子 ・ 外 口縁部横撫。底部左→右箆

MW-3-3 口 (142) 埋没土 輝石•石英少砒。 削。

第346図 底ー ②橙25YR6/6 内横撫。

PL― 高 (50) ③酸化焔

w区FP下 須恵蓋 残存破片 FP下 ①中砂。長さ 5mm石英角礫、石 右回転ロクロ。つまみ接合痕明 内 一部スス付

MW-3-4 口一 英・白色粒子・黒褐色粒子少拭。 瞭。窯印「 X」有。 着黒変

第346図 底ー ②灰7.5Y5/l

PL― 高一 ③還元焔

w区FP下 土師高 残存脚部 FP下 ①細砂。赤褐 色 粒 石 英 白 色 外脚上部縦箆撫。裾部横撫。

MW-3-5 杯 口ー 粒子・輝石少最。 内 杯底部箆磨。脚上部右→左

第346図 底 115 ②にぶい赤褐2.5YR4/4 箆削。裾部横撫。

PL― 高 (90) ③酸化焔

w区FP下 土師甍 残存口縁～底部 3/4 FP下 ①中砂。¢5mm角礫、耀石 • 石 体部接合の凹凸有。 外・内黒変

NB-10-1 口 15.5 英 ・白色粒子赤褐色粒少址。 外 口縁部横撫。体部箆撫。

第346図 底 56 ②にぶい褐75YR5/3 底部砂底、 一部箆撫。

PL76 高 22.7 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部横箆

撫。

w区FP下 須恵蓋 残存上部破片 ①中砂。</,3mm石英黒褐色粒、 右回転ロクロ後箆削。

1平地ー 1 口一 石英 ・白色粒 ・黒褐色粒少試。 上面に箆刻み有。

第347図 底ー ②灰75Y6/l

PL― 高一 ③還元焔

w区FA上 土師坪 残存 1/2 ①細砂。微細雲母多品、石英 ・ 外 口縁部横撫。底部境段明瞭。

1平地ー 2 口 (13.0) 白色粒子赤褐色粒少最。 底部右→左箆削。

第347図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部擦れ顕著。横撫。底

PL -- 高 41 ③酸化焔 部横撫。指頭圧痕無。

N区FA上 土師杯 残存口縁～底部1/2 1焼土 ①細砂。微細雲母 ・赤褐色粒多 外 口縁部横撫。頸部沈線状の

1平地ー 3 口 12.8 械、白色粒子 ・輝石・石英少祉。 段有。底部箆削。

第347図 底ー ②明赤褐25YR5/6 内横撫。口縁下に指頭痕有。

PL76 高 4.4 ③酸化焔

N区FA上 士師坪 残存 1/4 1号焼土 ①細砂。微細雲母輝石石英 外 口縁部横撫。体部底部との

1平地ー 4 口 16.0 白色粒子少砥。 境に段有。底部箆削。

第347図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部横撫。底部指撫。

PL- 高 55 ③酸化焔

w区FA上 須恵甕 残存体部破片 1号焼士 ①細砂。石英多最、黒褐色粒子 外叩後一部撫。

1平地ー 5 口ー 少量。 内押目 （行海波文）後一部撫。

第347図 底一 ②灰75Y4/

PL― 古回 ― ③還元焔硬質
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Ill 検出された遺構と遺物

番号 器種 蓋 目 出士位置 ①胎上②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA上 土師甕 残存 底部破片 周溝 ①細砂。白色粒子多量、石英・ 外体部横箆削後縦箆磨。底部

2平地-1 ロー 輝石・赤褐色粒少紐。 箆削。

第347図 底 （76) ②暗灰黄25Y4/2 内指撫後箆磨。

PL- 高 (34) ③酸化焔

w区FA上 須恵聡 残存体部破片 埋没土 ①中砂。</J5mm角礫、石英多屈、 外頸部横撫。肩部叩目。 外黄灰色自然

3平地一 l ロー 黒褐色粒子少拭。 内頸部指撫。屑部押目 （青海 釉

第347図 底ー ②灰7.5Y4/l 波文）後一部撫。

PL- 高一 ③還元焔

N区FA上 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①中砂。rt,1 cm石英角礫、石英 外叩後一部撫。

3平地ー 2 ロ― 多羹、赤チャート 黒褐色粒子 内押 （青海波文）後撫。

第347図 底ー 少最。

PL- 高 一 ②灰N5/

③遠元焔硬質

N区FA上 土師坪 残存口縁～体部1/4 埋没土 ①細砂。白色粒子・赤褐色粒子・ 外口縁部横撫。体部指撫、指 外体部黒斑

3サイロー 1 口(126) 輝石 ・石英少羹。 頭圧痕有。底部箆削後箆撫。

第347図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内横撫後斜箆磨。

PL- 高 (52) ③酸化焔

w区FA上 土師坪 残存口緑～体部1/6 埋没土 ①細砂。赤褐色粒・輝石・石英・ 外 口縁部横撫、接合痕有。

1垣ー 1 口 14.0 白色粒子少量。 体部指撫、指頭圧痕有。底部左

第347図 底ー ②橙5YR6/6 →右箆削。

PL- 高 (35) ③酸化焔 内横撫後斜箆磨。

N区FA上 土師甕 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。白色粒子多最、赤褐色 口唇部丸く外反。 内風化剥落

2垣ー 1 口一 粒・石英・輝石少量。 外口縁部横撫。

第347図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/3 内 口縁部横撫。頸部横箆磨。

PL- 高 (50) ③酸化焔

w区FA上 士師甕 残存ほぽ完形 FA上 ①細砂。</,3mm石英、石英・頼 外 口縁部横撫。体部斜縦箆撫 外体部中央黒

MU-1-1 口(163) 石 ・白色粒子・赤褐色粒子少量。 後箆磨。一部箆削。底部箆撫。 斑

第347図 底 (75) ②にぶい黄橙10YR7/3 内 口縁部横箆撫。体部上半指 体部下半炭

PL76 高 31 ③酸化焔 撫、指頭圧痕多数。下半横箆撫。 化物付着黒変

接合痕明瞭。底部縦箆撫。

w区FA上 士師坪 残存 口縁部1/4欠損 FA上 ①細砂。赤褐色粒・輝石・石英 ・ 口唇部薄く、底部厚い。

MU-1-2 口 14.0 白色粒子少址。 外 口縁部横撫。体部指撫、指

第347図 底ー ②明赤褐5YR5/6 頭圧痕多数。底部箆削。

PL76 高 51 ③酸化焔 内 横撫後幅広斜箆磨。

w区FA上 土師坪 残存 1/2 FA上 ①細砂。赤褐色粒多凪、微細雲 薄手。特に底部は薄い。

MU-1-3 口(13.0) 母・白色粒子・輝石・石英少蓋。 外 口唇部沈線有。口縁部横撫。

第347図 底ー ②明赤褐5YR5/6 底部との段明瞭。底部箆削後一

PL― 高 54 ③酸化焔 部箆撫。

内横撫。

N区FA下 士師杯 残存口縁～体部破片 p1t3 ①細砂。微細雲母多量、赤褐色 外 口縁部横撫。体部箆削。

7掘一 l 口 132 粒輝石 ・石英・白色粒少量。 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

第348図 底ー ②橙5YR6/6 渦巻状箆磨。

PL― 高 (39) ③酸化焔

w区FA下 土師坪 残存破片 p1tll ①中砂。赤褐色粒多量、石英・ 外口縁部横撫。体～底部左→

8掘ー 1 口(130) 白色粒子 ・輝石少鉱。 右箆削。

第348図 底一 ②赤褐5YR4/8 内 口縁部横撫。体～底部撫。

PL― 高 (5.0) ③酸化焔

w区FA下 弥生 残存底部破片 pit 1 ①中砂。</>5mm角礫、白色粒． 外体部縦箆撫後縦箆磨。底部 外体部黒斑

9掘ー 1 鉢？ 口一 耀石・石英少茄。 箆削後箆磨。

第348図 底 62 ②にぶい黄褐10YR5/3 内横箆磨。

PL― 裔 (45) ③酸化焔

w区FA下 土師杯 残存 2/3 埋没土 ①細砂。赤褐色粒・微細雲母多 外 口縁部横撫。底部との境の

85土ー 1 口(131) 量、石英・白色粒子少羹。 段明瞭。底部左→右箆削。

第348図 底ー ②橙2.5YR6/6 内横撫。

PL― 高 (5.0) ③酸化焔

w区FA下 須恵甕 残存体部破片 埋没土 ①細砂。石英多稔、赤チャート 外叩目、 一部箆摂。 外淡い自然釉

85土ー2 ロー 礫少温。 内押 （青海波文）

第348図 底一 ②灰5Y5/l

PL― 裔一 ③還元焔硬質
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出上上器観察表

番号 器種 址 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下 土師甕 残存頸部～底部 1/2 埋没土 ①中砂。白色粒多昼、石英 ・輝 外頸部縦箆撫後横撫。肩部縦箆 器面風化

85土ー 3 ロー 石赤褐色粒少罷。 撫後縦箆磨。体部縦箆削後縦箆 外体部対峙位

第348図 底 8.5 ②にぶい黄橙10YR7/4 撫。底部中心上底。周辺撫。内 置黒斑

PL76 尚 420 ③酸化焔 頸部指撫、指頭圧痕多数。肩

部接合痕有。体～底部箆撫、風

化単位不明瞭。

w区FA下 土師甕 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。石英白色粒子赤褐 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫後

89土ー 1 ロ ー 色粒子・輝石少最。 横撫。

第348図 底ー ②にぶい橙7.5YR6/4

PL― 高 (60) ③酸化焔

w区FA下 土師甕 残存底部破片 埋没土 ①細砂。石英・白色粒子・赤掲 外 体部縦刷毛目状調整後粘土

96土ー 1 ロ ー 色粒子・輝石少量。 貼付、後撫後箆磨。底部砂底、

第348図 底 90 ②にぶい黄褐10YR5/4 一部撫。

PL~ 高 2.2 ③酸化焔 内横箆撫。

w区FA下 土師甕 残存口縁～体部上半 埋没土 ①細砂。微細雲母多羹、 外 口縁部横撫。頸部横刷毛目 外・内黒斑

98土ー1 1/3 輝石・石英 ・白色粒子・赤褐色 状箆撫、段有。体部箆削、指頭

第348図 口 14.0 粒子少量。 圧痕有。

PL76 底→→ 一 ②橙25YR6/6 内 口縁部横撫。屑部接合痕明

高 196 ③酸化焔 瞭、指頭圧痕有。体部上半幅広

横箆撫。下半箆撫。

w区FA下 須恵甕 残存口縁部破片 埋没土 ①細砂。石英多蓋、白色粒子 ・ 口唇部薄く尖る。ロク ロ。 外内灰緑色

98土ー 2 ロ― 赤チャ ート少呈。 口縁部幅 3mm細隆線2条貼付。 自然釉

第348図 底 ー ②灰5Y4/l 頸部幅 2cm、10本波状文施文。

PL- 高 (53) ③還元焔非常に硬質

w区FA下 土師甕 残存完形 埋没土 ①細砂。赤褐色粒 ・白色粒・輝 口唇部角張る。 外体部対峙位

98土ー 3 口 178 石・石英少益。 外 口縁部横撫。体部縦箆撫、 置に黒斑

第349図 底 67 ②にぶい黄橙10YR7/4 指頭圧痕残。底部兜削後箆撫。

PL76 高 32.6 ③酸化焔 内 口縁部横撫。頸部指撫、指

頭庄痕残。体部箆撫。接合痕有。

底部箆撫。

w区FA下 須恵坪 残存完形 北 ①細砂。石英 ・白色粒子・黒褐 左回転ロクロ。口唇部段有。ロ

2集ー 1 口 100 色粒少量。 縁と体部接合痕明瞭。

第349図 底ー ②灰N5/ 外底部左→右箆削。

PL76 商 4.3 ③還元焔

w区FA下 土師坪 残存 口縁一部欠損 中央 ①中砂。の 1cm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部横撫、接合痕残。

2集ー 2 口 116 色粒・白色粒・畑石 ・石英少最。 体部指撫、指頭圧痕残。底部箆

第349図 底一 ②赤褐5YR4/8 削後箆撫。

PL76 高 52 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

渦巻状箆磨。底部箆撫後指撫。

w区FA下 士師 残存底部 埋没土 ①細砂。石英 ・白色粒子・輝石 外体部指撫。接合痕有。底部 外 ・内黒斑

2遠集 ー3 ミニチュア ロー 少罷。 無調整。

第349図 甕 底 30 ②黒褐IOYR3/2 内指撫。

PL76 尚 (24) ③酸化焔

w区FA下 土師坪 残存完形 南東 ①中砂。赤褐色粒 ・白色粒子・ ロ唇部角張る。

2集ー4 口 12.4 石英・輝石少景。 外 口縁部横撫。体部底部との

第349図 底一 ②明赤褐5YR5/6 段明瞭。底部箆削後箆撫。

PL76 高 5.1 ③酸化焔 内 口縁～体部横撫。指頭圧痕

有。底部箆撫後指撫。

w区FA下 土師坪 残存完形 中央 ①中砂。cf,1 cmチャート礫、赤 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外底部黒斑

2集ー 5 口 142 褐色粒多量、石英・白色粒・輝 頭圧痕多数。底部箆削後箆撫。

第349図 底ー 石少量。 内 口縁部横撫。体部横箆撫後

PL76 高 5.6 ②明赤褐25YR5/6 横撫、後斜渦巻状箆磨。底部指

③酸化焔 撫、指頭圧痕有。

w区FA下 土師坑 残存 口縁一部欠損 中央 ①中砂。</,3mm礫、赤褐色粒多 口唇部角張る。 外底部黒斑

2梨ー 6 口 125 鼠、石英・輝石・白色粒子少星。 外 口縁部横撫。体部底部との

第349図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/4 段明瞭。底部箆削後箆撫。

PL76 高 54 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部箆撫

後横撫。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 醤 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下 土師坪 残存口縁1/4欠損 埋没土 ①中砂。赤褐色粒多最、輝石 口唇部角張る。 外底部黒斑

2染ー 7 口 126 石英 白色粒子少最。 外 口縁部横撫。体部段は明瞭。

第349図 底一 ②明赤褐5YR5/6 指撫、指頭圧痕多数。底部箆削

PL76 高 53 ③酸化焔 後箆撫。

内 口縁～底部横撫。

w区FA下 土師坪 残存口縁1/3欠損 南東 ①中砂。ct,1 cm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部横撫。体部指撫後横

2集ー 8 口 130 色粒・白色粒子・輝石石英少旦。 撫、指頭圧痕残。底部箆削。

第350図 底ー ②明赤褐5YR5/8 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

PL76 高 52 ③酸化焔やや硬質 渦巻状箆磨。底部指撫。一部指

頭痕有。

w区FA下 土師杯 残存完形 中央 ①中砂。1>1 cm礫、白色粒赤 外 口縁部横撫。体部指撫、指

2梨ー 9 口 123 褐色粒 • 石英・輝石少批。 頭圧痕．接合痕明瞭。底部箆削

第350図 底ー ②赤褐25Y4/3 後箆撫。

PL76 高 56 ③酸化焔やや軟質 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

渦巻状箆磨。底部箆撫後横撫。

指頭圧痕有。

w区FA下 土師杯 残存ほぼ完形 中央 ①中砂。</J3mm石英、赤褐色粒 外 口縁部横撫。 1本部指撫後横

2焦ー 10 口 13.4 多屈、白色粒子・石英・輝石少 撫。底部箆削後箆撫。

第350図 底 ー 温。 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

PL76 高 5.4 ②明赤褐5YR5/8 渦巻状箆磨。底部指塩、指頭圧

③酸化焔やや硬質 痕有。

w区FA下 土師坪 残存完形 中央 ①中砂。赤褐色粒 •石英・輝石 ・ 外 口縁部横撫。体部指撫後横 外底部黒斑

2梨ー 11 口 12.4 白色粒子少量。 撫。指頭圧痕残。底部箆削。

第350図 底一 ②赤褐25YR4/6 内 口縁部横撫。口唇下浅沈線

PL76 高 53 ③酸化焔 巡る。体部横撫後細い斜渦巻状

箆磨。底部指撫。

w区FA下 土師杯 残存完形 中央西 ①中砂。 赤褐色粒•石英・輝石 ・ 輪積み。 外底部黒斑

2梨ー 12 口 111 白色粒少温。 外口縁部横憮。体部指撫、接

第350図 底ー ②明赤褐5YR5/8 合痕 ・指頭圧痕明瞭。底部箆削

PL76 高 51 ③酸化焔 後箆撫。

内 口縁部横撫。体部指撫後横

撫、指頭圧痕残。底部箆撫後指

撫。

w区FA下 土師坪 残存 口縁一部欠損 北 ①中砂。</,5mm赤褐色粒、赤褐 外口縁部横撫。接合痕有。体

2~ ー 13 口 115 色粒多批、白色粒子 ・石英・輝 部横撫、指頭圧痕有。底部箆削

第350図 底ー 石少最。 後箆撫。

PL76 高 49 ②橙5YR6/8 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

③酸化焔 渦巻状箆磨。底部箆撫後撫、指

頭圧痕有。

w区FA下 土師坪 残存 ほぽ完形 南東 ①中砂。 赤褐色粒多址、石英 ・ 外 口縁部横撫。体～底部箆削。

2集ー 14 口 12.4 白色粒子 ・輝石少菰。 内 口縁～体部横撫後斜渦巻状

第351図 底ー 謬 75YR4/4 箆磨。底部指撫、指頭圧痕残。

PL76 高 52 ③酸化焔

N区FA下 土師坪 残存ほぽ完形 南東 ①中砂。赤褐色粒 • 石英輝石 ・ 輪積み。 外底部黒斑

2集ー 15 口 108 白色粒子少呈。 外 口縁部横撫。体部指撫。指

第351図 底一 ②にぶい赤褐2.5YR4/4 頭圧痕．接合痕残。底部箆削後

PL76 高 52 ③酸化焔 やや軟質 箆撫。

内 口縁部～体部横撫後斜渦巻

状箆磨。底部横撫、指頭圧痕残。

w区FA下 土師杯 残存ほぽ完形 中央 ①中砂。赤褐色粒多星、白色粒・ 外 口縁部横撫。体部指焦、指

2集ー 16 口 13.8 石英 ・輝石少益。 頭圧痕多数。底部箆削。

第351図 底ー ②明赤褐5YR5/8 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

PL76 裔 54 ③酸化焔 渦巻状箆磨。底部箆撫後指撫、

指頭圧痕多数。

N区FA下 士師杯 残存完形 中央 ①中砂。</J1 cm礫、白色粒 ・赤 外 口縁部横撫。体部指撫、指

2梨ー 17 口 12.8 褐色粒・石英・輝石少裁。 頭圧痕 ．接合痕残。底部箆削後

第351図 底ー ②明赤褐5YR5/8 箆撫。

PL76 高 5.0 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

渦巻状箆磨。底部指撫、指頭圧

痕残。
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出土土器観察表

番号 器種 屈 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

lV区FA下 土師坪 残存 口縁一部欠損 北束 ①中砂。赤褐色粒多量、白色粒・ 外 口縁部横撫、接合痕残。

2梨ー 18 口 128 石英 ・輝石少益。 体部指撫、指頭圧痕残。底部箆

第351図 底ー ②明赤褐5YR5/8 削後箆撫。

PL76 高 5.0 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

渦巻状箆磨。底部指撫、指頭圧

痕残。

IV区FA下 土師均 残存ほぽ完形 南東 ①中砂。赤褐色粒多韮、石英・ 外口縁部横撫。体部指撫、指

2集ー 19 口 112 白色粒子・輝石少屈。 頭圧痕残。底部箆削。

第351図 底ー ②にぶい赤褐5YR4/3 内 口縁～体部横撫後斜渦巻状

PL76 高 4.6 ③酸化焔 箆磨。底部箆撫後指撫、指頭圧

痕残。

IV区FA下 土師杯 残存 ほぼ完形 西 ①細砂。白色粒子 赤褐色粒 ． 外 口縁部横撫。体部指撫、指

2集ー20 口 125 輝石・石英少量。 頭圧痕残。底部箆削後箆撫。

第352図 底一 ②明赤褐5YR5/8 内 口縁部横撫。体～底部横箆

PL76 高 5.2 ③酸化焔 撫後横撫、後細斜渦巻状箆磨。

w区FA下 土師杯 残存完形 中央西 ①中砂。赤褐色粒多量、白色粒 外 口縁部横撫。体部箆削後箆

2集ー21 口 118 子 ・石英・輝石少昴。 撫。底部箆削。

第352図 底 ー ②橙2.5YR6/8 内 口縁～体部横撫後斜渦巻状

PL76 高 55 ③酸化焔 箆磨。底部横撫。

w区FA下 土師杯 残存完形 中央 ①中砂。¢ 3mm結晶片岩、赤掲 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外底部黒斑

2梨ー22 口 13.6 色粒多蕊、輝石・石英 白色粒 頭圧痕残。底部箆削後箆撫。

第352図 底ー 子少最。 内 口縁部横撫。体部指撫後横

PL76 高 55 ②橙5YR6/6 撫、後斜渦巻状箆磨。底部箆撫

③酸化焔 後指撫。

w区FA下 土師坪 残存完形 中央 ①中砂。</J3mm礫、赤褐色粒 外 口縁部横撫、接合痕有。 外底部一部淡

2集ー23 口 12.9 白色粒・石英・蝉石少量。 体～底部箆削後箆磨。 い黒変

第352図 底ー ②明赤褐5YR5/8 内 口縁～底部横撫後細い斜渦

PL76 高 51 ③酸化焔やや硬質 巻状箆磨。

w区FA下 土師坪 残存 口縁一部欠損 中央 ①中砂。赤褐色粒多景、白色粒・ 外 口縁部横撫。体部指撫、指

2集ー24 口 12.2 石英・輝石少址。 頭圧痕残。底部箆削後箆撫。

第352図 底ー ②明赤褐5YR5/8 内 口縁～体部横撫後斜渦巻状

PL76 高 50 ③酸化焔やや硬質 箆磨。底部箆撫後指撫、指頭圧

痕残。

w区FA下 土師高杯 残存 ほぼ完形、坪部 中央 ①中砂。¢ 3mm赤褐色粒、赤褐 坪は薄手、脚は厚手。口唇部角

2梨ー25 一部欠損。 色粒・白色粒子・石英・輝石少 張る。

第352図 口 16.3 最。 外 口縁部横撫。体部上半指撫、

PL76 底 104 ②赤褐25YR4/8 指頭庄痕多数。下半～底部箆削

高 102 ③酸化焔 後箆撫。脚部横撫。

内 口縁～底部横撫後斜渦巻状

箆磨。脚上半指揮後箆撫。裾部

横撫。

w区FA下 土師柑 残存ほほ完形 中央 ①中砂。 赤褐色粒・白色粒•石 外 口縁部横撫後縦箆磨。頸部 外底部黒斑

2集ー26 口 96 英・輝石少凪。 横箆磨。肩部横箆撫後斜渦巻状

第352図 底ー ②赤褐25YR4/8 箆磨。体部箆削後箆撫。底部箆

PL76 高 167 ③酸化焔 削。

内 口縁部横撫後斜渦巻状箆磨。

肩部指摂、指頭圧痕多数。体～

底部箆撫。

w区FA下 土師甕 残存体部～底部 中央 ①中砂。1>3mm礫、赤褐色粒． 薄手、底部極薄い。 外体下～底部

2槃ー27 ロ― 白色粒子・石英・輝石少盈。 外 肩部横撫。体部上半横箆撫。 里斑

第353図 底 67 ②明赤褐5YR5/6 下半右→左箆削。底部箆削。内

PL- 高(10.6) ③酸化焔 体部横箆撫。底部放射状指撫、

指頭圧痕多数。

w区FA下 土師甕 残存 ほぽ完形、口縁 南東 ①中砂。石英 白色粒・赤褐色 薄手、底部のみ厚手。 外体部一部黒

2梨ー28 1/3のみ欠損。 粒・輝石少星。 外 口縁部横撫。接合痕 ・指頭 斑、赤斑

第353図 口 120 ②にぶい黄橙10YR6/3 圧痕有。体部縦箆削後縦箆撫。 底部一部黒

PL76 底 171 ③酸化焔 接合痕明瞭。底部撫。 斑

裔 68 内 口縁部横撫。体～底部横箆

撫。接合痕明瞭。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下 土師壺 残存完形 中央 ①細砂。赤褐色粒・白色粒子 ・ 外 口縁部縦刷毛目状調整横撫。 外体部下半黒

2集ー29 口 151 石英・輝石少最。 頸部中央横箆撫による浅沈線。 斑

第353図 底 63 ②にぶい褐75YR5/4 下端刷毛目状調整後横撫。体部

PL76 高 210 ③酸化焔 上半指撫後横箆撫。下半横箆削

後箆撫。底部箆削。

内 口縁部横箆撫後横撫。頸部

指撫、指頭圧痕．接合痕残。体

～底部箆撫。

w区FA下 須恵聡 残存 ほぽ完形。口縁 中央 ①中砂。白色粒多拭、石英・輝 体～底部厚く重い。左回転ロク

2集ー30 部一部欠損。 石・黒褐色粒少最。 ロ。

第353図 口(133) ②灰5Y5/l 外 口縁2cm下に幅5mm隆線貼

PL76 底一 ③還元焔 付、上下に幅1.2cm、10本波状文

高］69 2単位施文。体部中央幅 2mmエ
具横3条沈線、間に波状文施文。

底部平行叩目。

内 口縁～体部上半ロクロ。ロ

縁下浅い沈線巡る。体部下半～

底部青海波文（押目）

N区FA下 土師坪 残存口縁～体部1/4 埋没土 ①細砂。赤褐色粒 ・雄石 ・石英・ 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外一部黒斑

2落一 l 弱 白色粒子少晟。 頭圧痕有。接合痕明瞭。一部横

第353図 口 (140) ②赤褐2.5YR4/6 箆磨。底部左→右箆削。

PL― 底ー ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

高 (42) 箆磨。

N区FA下 土師坪 残存完形 FA下 ①細砂。石英 ・輝石・白色粒子 外 口縁部横撫。体～底部左→

MT-1 -1 口 133 少量。 右箆削。

第353図 底 ー ②赤褐25YR4/6 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

PL76 高 5.0 ③酸化焔 渦巻状箆磨。底部横撫。

w区FA下 土師甕 残存 2/3 FA下 ①細砂。赤褐色粒石英 ・輝石 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫後 外→内打撃によ

MW-6 -1 口 (200) 白色粒子少最。 横撫。体部箆削後箆磨。一部指 る穿孔有。

第353図 底 (7.0) ②にぶい橙75YR6/4 頭圧痕有。底部砂底。無調整。 外体部黒変

PL76 高 363 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部横箆 内底部焦げ付

撫、指頭圧痕有。 き黒変

w区FA下 土師甕 残存口縁～肩部 1/3 ①細砂。<f,5mm角礫、白色粒子 外 口縁部横撫後一部先割箆撫、 外一部黒斑・

MX-5 -I 強 石英・輝石 ・赤褐色粒子少乱。 指頭痕．接合痕有。頸部縦刷毛 赤斑

第353図 口 230 ②にぶい橙75YR7/4 目状調整後横撫。肩部横箆撫後

PL― 底 ー ③酸化焔 一部刷毛目状調整。

高 104 内 口縁部横撫、指頭圧痕有。

頸部指押え、指頭圧痕多数、接

合痕明瞭。肩部横箆撫、一部刷

毛目状調整後横撫。

w区FA下 土師坪 残存完形 FA下 ①細砂。赤褐色粒 ・微細雲母多 口縁 ・体部段明瞭。底部分厚い

NC-11-1 口 125 最。 つくり。

第353図 底ー 諷 75YR4/4 外 口縁部横撫。体～底部箆削。

PL76 高 4.2 ③酸化焔 内横撫。

N区FA下 土師杯 残存完形 ①細砂。白色粒赤褐色粒 •石 口縁部肥厚・内傾。 内 FA付着

ND-10-1 口 115 英・輝石少最。 外 口縁部横撫、線状痕明瞭。

第353図 底ー ②明赤褐25YR5/6 体部指撫、指頭圧痕有。底部箆

PL76 高 52 ③酸化焔 削後箆撫。

内 横撫後幅広斜箆磨。

w区FA下 士師杯 残存完形 FA下 ①細砂。赤褐色粒 ・白色粒・揮 外 口縁部横撫。体～底部左→ 内口縁～体部

ND-10-2 口 140 石・石英少最。 右箆削。底部平坦。 風化痘痕状剥落

第353図 底一 ②橙5YR6/6 内 横撫後斜渦巻状箆磨。

PL76 高 4.7 ③酸化焔

w区FA下 土師高杯 残存脚部 FA下 ①細砂。微細雲母 ・赤褐色粒多 外脚上部縦箆撫、一部指頭圧

ND-10-3 口ー 最、白色粒子少量。 痕有。裾部横撫。

第353図 底 114 ②橙5YR6/6 内 坪底部撫。脚上部左→右横

PL- 高 (8.7) ③酸化焔 箆削。裾部横撫。

w区FA下黒 土師坪 残存ほぽ完形 床直 ①中砂。赤褐色粒多最。白色粒 口唇部外反。 外一部黒変

4住ー 1 口 13.4 子・石英 ・輝石少量。 外 口縁部横撫。体部接合痕明

第354図 底ー ②橙5YR6/6 瞭。底部左→右箆削。

PL77 高 52 ③酸化焔 内 横撫後斜渦巻状箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 量・ 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 土師坪 残存ほぼ完形 床直 ①中砂。赤褐色粒多量。石英 ・ 口縁部内傾。

4住ー 2 口 113 輝石・白色粒子少温。 外 口縁部横撫。体部横、指頭

第354図 底ー ②明赤褐2.5YR5/6 圧痕多数。底部左→右箆削。

PL77 高 55 ③酸化焔 内 口縁～体部横撫後斜渦巻状

箆磨。底部撫。

w区FA下黒 須恵蓋 残存 ほぼ完形 床直 ①中砂。¢ 3mm石英、白色粒子 薄手。口唇部外反。右回転ロク 外・内底部黒

4住ー 3 口 127 赤褐色粒子・石英輝石少量。 ロ後底部箆削。 変

第354図 底一 ②にぶい赤掲5YR5/4

PL77 高 52 ③酸化焔

w区FA下黒 須恵高杯 残存坪部］／2欠損 南壁際 ①中砂。白色粒多箭、赤褐色粒・ 右回転ロクロ。口縁部薄くやや 外坪部薄く煤

4住ー 4 口 118 石英・輝石少醤。 直立。体部との段差明瞭。底部 付着黒変

第354図 底 86 ②明赤褐5YR5/6 箆削。脚部ロクロ整形。

PL77 高 111 ③酸化焔やや硬質

w区FA下黒 士師甕 残存口縁～底部 2/3 東壁際床直 ①中砂。q,3mm石英角礫、赤褐 外 口縁部横撫。体部下→上箆 被熱器面風化

4住ー 5 口 13.3 色粒 石英・輝石・白色粒子少 削、最大幅部分左→右箆削。底 外一部黒斑

第354図 底 6.0 量。 部箆削。中心上底、 ドーナツ状。

PL77 尚 171 ②にぶい褐75YR5/4 内 口縁部横撫？肩部指撫、指

③酸化焔 頭圧痕多数。体～底部横箆撫。

w区FA下黒 須恵小形 残存口縁～体部1/2 埋没土 ①細砂。石英・白色粒子 ・黒褐 薄手、口唇部内側に幅15mm沈線

4住ー 6 甕 口 (83) 2号落ち込み 色粒子少鼠。 有り。右回転ロクロ。外面肩部

第354図 底ー ②明灰黄25Y5/2 叩き目、その上下に沈線施文。

PL― 高 (69) ③還元焔 体部下端に横箆撫。

w区FA下黒 士師杯 残存完形 床直上 ①細砂。赤褐色粒子多蓋、輝石・ 外 口縁部横撫。体～底部箆削。 外体～底部一

5住ー1 口 12.5 石英・白色粒子少昼。 内横撫。指頭圧痕多数。 部黒斑

第354図 底一 ②明赤褐5YR5/6

PL77 尚 60 ③酸化焔

w区FA下黒 土師杯 残存 ほぼ完形 床直上 ①細砂。輝石・白色粒・赤褐色 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外 1/3赤斑

5住ー 2 口 12.8 粒 ・石英少蓋。 頭圧痕多数。底部箆削。

第354図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内 口縁～体部横撫後斜渦巻状

PL77 高 55 ③酸化焔 箆磨。底部箆撫。

w区FA下黒 土師坪 残存完形 床直 ①細砂。白色粒子 ・輝石・石英・ 外口縁部横撫。体部指撫、指 外底部黒斑

5住ー 3 口 134 赤褐色粒子少量。 頭圧痕多数。底部箆削。

第354図 底一 ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部横撫。体部指撫後横

PL77 高 53 ③酸化焔 撫、後斜渦巻状箆磨。底部指撫、

指頭圧痕有。

w区FA下黒 土師杯 残存完形 床直 ①細砂。赤褐色粒子・白色粒子・ 外 口縁部横撫後斜横箆磨。体 外・内口縁～

5住ー 4 □ 13.4 輝石・石英少址。 ～底部横刷毛目状調整後箆削。 体部黒変

第354図 底一 ②橙75YR6/8 内 口縁部横撫。体部細斜渦巻

PL77 高 5.7 ③酸化焔 状箆磨。底部箆撫。

w区FA下黒 土師杯 残存完形 カマド埋没土 ①細砂。輝石・石英・白色粒子・ 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外油脂状光沢

5住ー 5 口 120 赤褐色粒子少羹。 頭圧痕多数。底部箆削。 炭化物付着

第355図 底ー ②黒褐75YR3/2 内横撫後斜渦巻状箆磨。

PL77 高 5.6 ③酸化焔

w区FA下黒 土師杯 残存 ほぼ完形、口縁 床直上 ①細砂。輝石石英・白色粒・ 非常に厚手、重い。 外底部黒斑

5住ー 6 一部欠損 赤褐色粒少量。 外口縁部横撫。体部指撫、指

第355図 口 12.4 ②明赤褐5YR5/6 頭圧痕多数。底部箆削後箆撫。

PL77 底ー ③酸化焔 内 口縁～体部横撫後斜渦巻状

高 55 箆磨。底部指撫、指頭圧痕有。

w区FA下黒 土師坪 残存 ほぽ完形、口縁 東壁際 ①細砂。石英 ・輝石・赤褐色粒・ 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外・内口縁～

5住ー 7 一部欠損 埋没土上位 白色粒子少量。 頭圧痕多数。底部左→右箆削後 体部黒変

第355図 口 140 ②明赤褐5YR5/6 一部箆撫。

PL77 底ー ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部斜渦巻状

高 58 箆磨、指頭圧痕残。底部撫、指

頭圧痕残。

w区FA下黒 土師坪 残存 口縁一部欠損 床直 ①中砂。cf,5mm石英角礫、白色 外口縁部横撫。体部指撫、指 外底部黒斑

5住ー 8 口 123 粒子 ・赤褐色粒子・輝石・石英 頭圧痕有。底部箆削。

第355図 底ー 少塁。 内横撫後斜渦巻状箆磨。底部

PL77 高 51 ②橙5YR6/6 指頭圧痕有。

③酸化焔
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 磁 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

N区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部 2/3 貯蔵穴 ①細砂。赤褐色粒 ・白色粒子 ・ 薄手。

5住ー 9 口 137 輝石・石英少試。 外 口縁部横撫。体部指撫、指

第355図 底ー ②明赤褐5YR5/6 頭圧痕多数。底部箆削後箆撫。

PL- 高 56 ③酸化焔 内 口縁部横撫。イ本部横撫後斜

渦巻状細箆磨。底部横撫。

w区FA下黒 士師杯 残存完形 床直 ①中砂。赤掲色粒 ・白色粒 石 外 口縁部横撫。体～底部箆削 外・内口縁一

5住ー 10 口 131 英・輝石少量。 後箆撫。 部黒変

第355図 底ー ②明赤褐5YR5/8 内 口縁部横撫。体部斜渦巻状

PL77 高 5.2 ③酸化焔 箆磨。底部撫、一部箆撫。

IV区FA下黒 須恵杯 残存口～体部一部欠 埋没士 ①細砂。石英多罷。赤褐色粒子・ 左回転ロクロ後底部左→右箆

5住ー 11 口 102 4住周堤 黒褐色粒子少罷。 削。

第355図 底ー ②灰N6!

PL- 高 5.4 ③還元焔やや硬質

IV区FA下黒 土師杯 残存 口縁部欠損 埋没土 ①中砂。¢ 3mm礫、赤褐色粒． 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外底部黒斑

5住ー 12 口 130 白色粒・輝石・石英少量。 頭圧痕多数。底部箆削後箆撫。

第356図 底一 ②橙5YR6/6 内 口縁部横撫。体部横箆撫後

PL- 高 49 ③酸化焔 横撫、後斜渦巻状箆磨。底部指

撫、指頭圧痕有。

w区FA下黒 土師坪 残存ほぽ完形 埋没土 ①細砂。白色粒 ・赤褐色粒・輝 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外底部黒斑

5住ー 13 口 12.4 石・石英少最。 頭圧痕有。底部箆削後箆撫。

第356図 底一 ②明赤褐5YR5/6 内 横撫後斜渦巻状箆磨。

PL77 尚 56 ③酸化焔

lV区FA下黒 土師高坪 残存ほぽ完形 床直上 ①細砂。赤褐色粒・白色粒子・ 外 口縁部横撫。体部指撫、指

5住ー 14 口 128 石英・輝石少益。 頭圧痕有。底部箆削。脚部縦箆磨。

第356図 底一 ②橙5YR6/6 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

PL77 高 (92) ③酸化焔 渦巻状箆磨。底部箆撫。脚部横

撫、接合部指頭圧痕有。

IV区FA下黒 土師甕 残存口縁～肩部1/2 床直 ①細砂。白色粒 •石英多量、輝 外 口縁部縦刷毛目状調整後線 外・内 口縁被

5住ー 15 弱 石・赤褐色粒少量。 状痕明瞭な横撫。肩部縦位粗刷 熱赤変。体部黒

第356図 口 164 ②にぶい橙5YR6/4 毛目状調整。体部指撫、指頭痕有。 変

PL- 底ー ③酸化焔 内 口縁部斜横位粗刷毛目状調

商 9.5 整後線状痕明瞭な横撫。肩部指

撫、指頭圧痕多数。体部撫？器

面風化不明瞭。

w区FA下黒 士師甕 残存 口縁～イ本部破片 床直 ①白色粒 ・石英・赤褐色粒・輝 厚手。

5住ー 16 口(16.0) 石少昆。 外 口縁部横撫。接合痕有。頸

第356図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/3 部届lj毛目状調整後横撫。肩部箆

PL- 高（77) ③酸化焔 撫。

内 口縁部横撫。肩部先割箆撫。

右→左。

w区FA下黒 土師甕 残存 2/3 貯蔵穴 ①細砂。白色粒・輝石 ・石英・ 外 口縁部横撫。体部縦箆撫。 外口縁～体部

5住ー 17 口 14.8 赤褐色粒少量。 指頭圧痕有。一部横箆削。底部 上半赤変。体部

第356図 底 5.0 ②橙5YR6/6 箆撫、刻み状の傷有。 下半黒変

PL77 高 18.0 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部斜箆 内口縁～体部

撫。 上半黒変

w区FA下黒 土師甕 残存 口縁部1/3欠損 カマド ①中砂。白色粒多量、石英・輝 外 口縁部横撫後縦刷毛且状調 外底部被熱赤

5住ー 18 口 15.0 石・赤褐色粒少量。 整。肩部縦箆撫後縦刷毛目状調 変。体部下半煤

第356図 底 8.5 ②灰褐75YR5/2 整。体部縦箆撫、下半指頭圧痕 付着黒変上半淡

PL77 高 27.4 ③酸化焔 多。底部箆削。 い黒変

内 口縁部粗横刷毛目状調整後 内体部上半淡

横撫。頸部指撫、指頭圧痕、接 い黒変

合痕有。体部刷毛目状調整後箆

撫。

w区FA下黒 弥生尚杯 残存脚部破片 埋没土 ①細砂。輝石•石英 ・白色粒子 外縦箆磨。 外一部炭化物

6住ー 1 ロ — 少最。 内 横又は斜刷毛目状調整。剥 付着黒変

第356図 底(8.0) ②暗灰黄2.5Y4/2 落部分多。

PL- 高 (80) ③酸化焔

IV区FA下黒 土師甕 残存底部破片 埋没土 ①細砂。白色粒子 ・石英・雄石 外 体部箆撫後一部箆磨底部先 外一部黒斑

6住ー2 ロー 少量。 割箆撫。 内黒斑

第356図 底 8.2 ②にぶい黄褐10YR5/4 内 指撫、指頭圧痕有。

PL- 高 (23) ③酸化焔
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出士土器観察表

番号 器種 益 目 出土位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成 ・整形の特徴 備考

w区FA下黒 土師杯 残存ほぼ完形 台石上 ①中砂。<I>5mm礫、白色粒多益、 外 口縁部横撫。体部箆撫。底 外 ・内赤色塗

7住ー 1 ロ 赤褐色粒・輝石・石英少最。 部周縁部箆削、中心箆撫。 彩

第356図 底 86 ②にぶい赤褐5YR4/4 内 口縁部横撫。体～底部箆撫。

PL77 高 ③酸化焔

N区FA下黒 土師坪 残存 口縁一部欠損 南西隅 ①中砂。白色粒 ・赤褐色粒 ・郎 厚手、重羹感有。

7住ー2 口 129 石 ・石英少呈。 外 口縁部横撫。体部指撫後箆

第356図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/4 撫。底部指撫後周辺部箆撫。指

PL77 高 5.9 ③酸化焔 頭圧痕無数。

内 口縁部横撫。体部横箆撫。

底部指撫、指頭圧痕有。

w区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部 1/2 埋没土 ①中砂。¢ 3mm礫、赤褐色粒多 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外体～底部一

7住ー 3 口 12.8 呈、白色粒子輝石石英少量。 頭圧痕多数。底部箆削後箆撫。 部黒斑

第357図 底一 ②橙5YR6/6 内 口縁部横撫。体～底部横撫

PL― 高 52 ③酸化焔 後斜渦巻状箆磨。

w区FA下黒 土師坪 残存 2/3 南西隅 ①細砂。輝石石英白色粒子 底部分厚く、重最感有。 外口縁～体部

7住ー 4 口 12.7 少抵。 外 口縁部横撫。肩部指撫、指 煤付着黒変

第357図 底 50 ②褐灰5YR4/l 頭圧痕有。体～底部箆削。 内口縁～体部

PL― 高 8.6 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫。底 黒変

部箆撫。

w区FA下黒 土師杯 残存 口縁～体部一部 貯蔵穴北 ①中砂。 ¢5mm礫、 赤褐色粒 外 口縁部横撫。体部指撫後箆 外底部黒斑

7住ー 5 欠損 白色粒 ・輝石 ・石英少罷。 撫。底部箆削。

第357図 口 115 ②橙7.5YR6/6 内 口緑部横撫。体～底部横撫

PL77 底ー ③酸化焔 後放射状縦箆磨、指頭圧痕有。

高 78

w区FA下黒 土師杯 残存 ほぼ完形、口縁 床直上 ①中砂。白色粒 ・赤褐色粒 ・輝 外 口縁部横撫。体部上半指撫 外口縁～体部

7 住— 6 一部欠損 石 ・石英少蓋。 後箆撫。体部下半～底部箆削。 炭化物付着黒変

第357図 口 130 ②黒褐10YR3/2 内 口縁部横撫。体部上半横撫、 内口縁～体部

PL77 底 ー ③酸化焔 後一部箆磨。体部下半～底部箆 淡い黒変

高 75 撫後箆磨。

w区FA下黒 土師小形 残存 2/3、口唇部欠 貯 蔵 穴 南 ①中砂。赤褐色粒・白色粒•石 底部中心原手。

7住ー 7 甕 損 英 ・輝石少匿。 外 口縁部横撫後縦箆磨。体部

第357図 口 一 ②橙5YR6/8 指撫後斜横箆磨。底部風化不明。

PL77 底一 ③酸化焔 内 口縁部横撫後縦箆磨。体部

高 (87) 上半指撫、指頭圧痕多数。体部

下半～底部指撫、指頭圧痕多数。

w区FA下黒 土師坪 残存 ほぼ完形 台石上 ①細砂。白色粒 ・石英 ・輝石 ・ 外 口縁部横刷毛目状調整。体 外 黒斑

7住ー 8 口 11.4 赤褐色粒少温。 部斜刷毛目状調整後箆撫。底部 内口縁～体部

第357図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/3 箆撫。 一部黒斑

PL77 高 65 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部箆撫

後横撫。

w区FA下黒 土師坪 残存 口縁一部欠損 南西隅 ①細砂。白色粒子多最。赤褐色 外 口縁部横撫。頸部縦刷毛目 外炭化物付着、

7住ー 9 口 13.0 粒子 ・石英・輝石少最。 状調整。体～底部箆削。 黒変

第357図 底 21 ②にぶい赤褐5YR5/4 内 口縁部横撫。体～底部箆撫 内口縁～体部

PL77 高 7.0 ③酸化焔 後放射状箆磨。 黒変、1/2黒斑

w区FA下黒 土師杯 残存 2/3 貯蔵穴北 ①細砂。白色粒 ・赤褐色粒 ・輝 外 口縁部横撫。体部指撫後箆 外・内口縁～

7住ー 10 口 128 石 ・石英少量。 撫。底部箆削。 体部一部黒変

第357図 底 ー ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部横撫。体～底部横指

PL― 高 6.6 ③酸化焔 撫後放射状箆磨。指頭圧痕多数。

w区FA下黒 土師台付 残存完形 貯蔵穴 ①中砂。赤褐色粒・白色粒子 外 口縁部横撫。体部横箆撫。

7住一 11 鉢 口 143 輝石・石英少益。 底部縦箆撫。脚部縦箆撫。脚裾

第357図 底 131 ②橙5YR6/8 部横撫。

PL77 高 17.6 ③酸化焔やや硬質 内 口縁部横撫後箆撫。体～底

部箆撫。脚部上半指撫、接合痕

明瞭。下半横箆撫後横撫。

w区FA下黒 士師 台付 残存ほぼ完形。 脚一部 貯蔵穴 ①中砂。1>5mm礫、赤褐色粒・ 厚手、重益感。 外体部一部黒

7住ー12 鉢 欠損 白色粒 ・ 輝石 • 石英少量。 外 口縁部横撫。体部縦刷毛目 斑、黒変

第357図 口 151 ②にぶい赤褐5YR5/4 状調整後横箆撫。接合痕明瞭。

PL77 底（12.5) ③酸化焔 底部横箆撫後一部箆磨。脚上部

高 17.7 縦箆撫後縦箆磨。裾部横撫。

内 口縁部横撫。体部横箆撫後

横撫。底部横箆撫後一部箆磨。

脚上部指撫、接合痕明瞭。裾部

横箆撫後横撫。
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 蓋 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 土師高坪 残存 口縁一部欠損 貯蔵穴 ①細砂。白色粒・石英 ・輝石 ・ 外口縁～体部横撫。底部指撫。 外体部及び裾

7住ー13 口 18.0 微細雲母少温。 脚上部縦刷毛目状調整後縦箆磨。 一部黒斑

第357図 底 13.2 ②明赤褐2.5YR5/6 脚裾部横撫後箆磨。

PL77 高 150 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部箆撫後横

撫後放射状縦箆磨。底部との接

合部横刷毛目状調整後放射状縦

箆磨。底部横撫後放射状箆縦箆

磨。脚上部横箆削。脚裾部横撫。

w区FA下黒 士師高杯 残存 ほぽ完形、脚裾 貯蔵穴 ①細砂。赤褐色粒・白色粒子 ・ 外 口縁部横撫。体部指撫後縦 外裾一部黒変

7住ー14 一部欠損 輝石 ・石英少量。 箆磨。底部箆削後縦箆磨。脚部

第358図 口 145 ②明赤褐5YR5/6 縦箆磨、裾部横撫。

PL77 底 ll8 ③酸化焔やや硬質 内 口縁部横撫後折返縦箆磨。

高 12.4 体部折返縦箆磨。底部横箆磨。

w区FA下黒 土師高杯 残存完形 貯蔵穴 ①細砂。白色粒子多量、石英・ 口唇部及び裾部角張る。 外口縁・裾一

7住ー 15 口 19.8 輝石 ・赤褐色粒子少祉。 外 口縁部横撫。体部斜縦刷毛 部黒斑

第358図 底 152 ②明赤褐25YR5/6 目状調整後横撫。底部指撫後刷

PL77 高 158 ③酸化焔 毛目状調整。指頭圧痕有。脚上

部指撫後縦箆磨。脚裾部横撫後

放射状縦箆磨。

内 口縁部横撫後縦箆磨。体部

横箆撫後横撫、後縦箆磨。底部

横箆磨。脚上部指撫、接合痕有。

脚裾部横撫、接合痕有。

w区FA下黒 土師 高 杯 残存 口縁一部欠損 貯蔵穴 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 外 口縁～体部斜縦箆磨。角張

7住ー16 口 173 赤褐色粒子少嚢。 る。底部箆撫後接合部横箆磨。

第358図 底 128 ②橙5YR6/8 指頭圧痕多数。脚上部縦箆撫後

PL77 高 137 ③酸化焔 縦箆磨。脚裾部横撫後渦巻状箆

磨。

内 口縁～体部横撫後斜縦箆磨。

底部指撫、接合痕明瞭。脚上部

箆撫。脚裾部横撫。

w区FA下黒 土師喬杯 残存 ほぼ完形、脚裾 貯蔵穴 ①中砂。q,5mm赤褐色粒、輝石・ 坪と脚の段は明瞭。 外 ・内脚一部

7住ー 17 一部欠損 石英 白色粒子少最。 外 口縁部横撫後段上横箆撫。 黒斑

第358図 口 22.6 ②橙5YR6/6 体部横撫、一部横箆撫。底部箆

PL77 底 23.0 ③酸化焔やや硬質 撫。脚上部縦箆撫後横撫。脚下

裔 174 部横位刷毛目状調整後放射状箆

磨。脚裾部横撫後段下に縦箆撫。

内 口縁～体部横撫。底部箆撫

後横撫。脚上部横箆削後横箆撫。

脚下部横撫後箆撫。脚裾部横撫。

w区FA下黒 土師高坪 残存完形 貯蔵穴 ①細砂。輝石 ・石英 ・白色粒子・ 外 口縁部横撫。体部指撫後縦

7住ー 18 口 160 赤褐色粒子少蘊。 箆磨。接合痕明瞭。底部箆削後縦

第359図 底 11.8 ②橙5YR6/6 箆磨。脚部横撫後放射状縦箆磨。

PL77 高 13.0 ③酸化焔 内 口縁部横撫後放射状箆磨。

体～底部箆撫後放射状箆磨。脚

部横撫。接合痕明瞭。

N区FA下黒 士師高杯 残存完形 貯蔵穴 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 ・ 原手、重量感有。 外脚裾一部タ

7住ー19 口 194 赤褐色粒少量。 外 口縁～底部横撫後縦箆磨。 ール状付着物

第359図 底 17.0 ②明赤褐25YR5/8 脚上部箆撫後縦箆磨。下部横撫

PL77 裔 166 ③酸化焔やや硬質 後縦箆磨。

内 口縁～底部横撫後放射状縦

箆磨。脚上部横箆削後箆撫。下

部横箆撫後横撫。脚裾部横撫。

w区FA下黒 土師甕 残存口縁部欠損 南西隅 ①中砂。白色粒 ・赤褐色粒 ・輝 外 口縁部右→左横撫。肩部縦 外体部対峙す

7住ー20 口一 石・石英少誠。 刷毛目状調整後斜横箆撫。底部 る部分に黒斑

第359図 底 55 ②赤褐25YR4/6 周辺部箆撫、中心やや上底。

PL- 高(132) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部斜横

箆撫。
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出土土器観察表

番号 器種 蓋 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 土師小形 残存完形 ピット 3 ①中砂。</>5mm角礫、白色粒． 分厚く重い。 外 一部煤付着

7住ー21 ヱ士 口 71 石英・輝石・赤褐色粒少量。 外 口縁部横撫後一部縦箆撫。 黒変

第359図 底 4.3 ②明赤褐25YR5/6 体～底部箆撫。底部上底。内

PL77 高 8.9 ③酸化焔 口縁部横撫後一部横箆磨。1本～

底部指撫後一部箆撫。指頭圧痕、

接合痕明瞭。

w区FA下黒 土師 高杯 残存ほぽ完形、脚一 南西隅 ①細砂。赤褐色粒・白色粒子・ 口唇部内傾、尖る。 外 ・内杯と裾

7住ー22 部欠損 輝石・石英少批。 外 口縁部横撫。体部指撫、接 一部黒斑

第359図 口 19.9 ②明赤褐2.5YR5/6 合部に指頭圧痕有。底部箆撫。

PL77 底 213 ③酸化焔 接合痕明瞭。脚上部縦刷毛目状

裔 16.6 調整後縦箆磨。下部箆撫。脚裾

部横撫後細縦箆磨。

内 口縁～底部横撫、接合痕有。

脚上部指撫後箆削、後箆撫。脚

下～裾部横撫。

w区FA下黒 土師甕 残存 口縁部欠損 貯蔵穴 ①中砂。</>1cm礫、白色粒•石 外体部箆撫。底部箆削。 器面風化

7住ー23 ロー 英 ・赤褐色粒・輝石少量。 内 頸部指頭圧痕有。体～底部 外黒斑

第359図 底 60 ②明赤褐5YR5/8 箆撫。

PL― 高 (191) ③酸化焔

w区FA下黒 土製円板 残存完形 埋没土 ①細砂。 輝石•石英・白色粒子 ・ 打ち欠き成形後研磨整形。

7住ー24 長 33 微細雲母・赤褐色粒子少量。 外刷毛目状調整後箆削後箆

第359図 幅 31 ②にぶい橙75YR6/4 撫。

PL77 厚さ 0.7 ③酸化焔 内刷毛目状調整後箆撫。やや

重量 115 光沢有。

w区FA下黒 土師甕 残存口縁 2/3欠 南西隅 ①中砂。</>3mm礫、白色粒・赤 外 口縁部横撫。頸部指撫、指 外体部対峙位

7住ー25 口 15.6 褐色粒・輝石・石英少量。 頭圧痕残。体部粗刷毛目状調整 置黒斑。底部煤

第360図 底 68 ②にぶい黄橙10YR7/4 後箆撫。指頭圧痕残。底部箆削 付着黒変

PL77 高 283 ③酸化焔 後箆撫。 内体部上半横

内 口縁部横撫。肩部指撫、指 帯状黒変

頭圧痕多数。体～底部箆撫、指 非常に歪む

頭圧痕．接合痕残。

w区FA下黒 土師甕 残存頸～底部 3/4 貯蔵穴北 ①中砂。¢5mm礫、石英・白色 外体部上半箆撫。下半箆削後 外体部黒斑

7住ー26 ロー 粒多量、輝石・赤褐色粒少量。 縦箆磨。底部箆撫。 被熱風化、黒変

第360図 底 7.1 ②にぶい黄褐10YR5/4 内 体～底部箆撫、上半風化不 内体部帯状黒

PL- 高 (31.8) ③酸化焔 明。 変

w区FA下黒 土師均 残存完形 東壁際床直上 ①中砂。赤褐色粒多量、輝石・ 口縁部内傾。

8住ー 1 口 12.0 石英 ・白色粒子少蓋。 外 口縁部横撫。体部指撫、指

第360図 底一 ②にぶい赤褐5YR4/4 頭圧痕多数。底部左→右箆削。

PL77 高 53 ③酸化焔硬質 内横箆撫後横撫、後斜箆磨。

lV区FA下黒 土師甕 残存口縁部破片 埋没士 ①中砂。白色粒多蓋、赤褐色粒・ 外 口縁部横撫。頸部縦刷毛目 被熱赤変、器面

8住ー 2 口 (20.3) 石英・輝石少且。 状調整後横撫。 荒れ

第360図 底ー ②橙25YR6/8 内 口縁部横撫。頸部指撫。

PL― 高 （55) ③酸化焔

w区FA下黒 土師甕 残存口縁部 3/4 埋没土 ①中砂。¢5mm礫、石英・白色 外 口縁部斜刷毛目状調整後横 外頸部隆帯

9住ー 1 口 192 粒子・赤褐色粒少最。 撫。頸部斜刷毛目状調整後指頭 （ベンガラ練り

第360図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 圧痕隆帯貼付。屑部斜刷毛目状 込み）

PL77 高 7.9 ③酸化焔 調整。

内 口縁部横刷毛目状調整後横

撫。肩部横指撫、指頭痕有。後

一部箆撫。

w区FA下黒 土師小形 残存 口縁一部欠損 ピット l ①細砂。輝石・石英白色粒． 外口縁部横撫。頸～体部指 外内黒斑

9住ー 2 甕 口 (8.4) 赤褐色粒子少最。 撫。底部上底、 ドーナツ状。周

第360図 底 5.0 ②にぶい褐7.5YR5/4 辺部撫。

PL77 高 7.3 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部指撫。

N区FA下黒 土師小形 残存口縁1/3欠損 床直 ①中砂。</,5mm角礫、白色粒多量、 外 口縁部横撫。頸～体部上半 外・内黒変

9住ー 3 甕 口 87 石英・輝石・赤褐色粒子少最。 指撫、指頭圧痕明瞭。体部下半

第360図 底 26 ②褐7.5YR4/6 箆削後箆撫。底部一部撫。

PL77 高 91 ③酸化焔 内口縁部

箆撫後横撫。体～底部渦巻状指

撫。
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 最 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 土師杯 残存口縁～底部 1/2 床直上 ①中砂。白色粒赤褐色粒・輝 外 口縁部横撫。体部横指揮、 外口縁部被熟

10住ー 1 口 132 石石英少最。 指頭圧痕有。底部箆削。 剥離

第360図 底一 ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部横撫。体部横箆磨。 外・内口縁部

PL- 高 5.5 ③酸化焔 底部箆撫後横撫。 1/3黒変

w区FA下黒 土師坪 残存口縁～底部1/3 カマド ①細砂。白色粒子赤褐色粒子・ 口縁部やや外反。 外体～底部黒

10住ー 2 口 12.6 輝石・石英少益。 外 口縁部横撫。体部上半横指 変

第360図 底 7.4 ②灰黄褐10YR5/2 撫、指頭痕残。下半箆撫。下端 内口縁～体部

PL- 高 4.5 ③酸化焔 右→左箆削。 黒変

内 、箆当たり有。

w区FA下黒 土師甑 残存ほぽ完形 貯蔵穴 ①q, 3mm角礫、白色粒子多嚢、 外 口縁部横箆磨。体～底部縦 外 1/2煤付着

10住ー 3 口 82 輝石石英赤褐色粒少屈。 箆磨。一部指頭圧痕残。 黒変

第360図 底一 ②にぶい橙75YR6/4 内横箆撫後横又は斜箆磨。指 内 1/2煤付着

PL77 高 12.0 ③酸化焔 頭圧痕残。一部刷毛目状調整。 黒変

孔径 16 

N区FA下黒 土師甕 残存 口縁～体部下 貯蔵穴東床直 ①細砂。白色粒多批、赤褐色粒 外 口縁部粗縦刷毛目状調整後 外体部下半被

10住ー 4 口 160 石英 ・輝石少最。 横撫。頸部粗縦刷毛目状調整後 熱赤変、黒変

第360図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/3 横撫、指頭圧痕残。体部斜縦位 内体部下半淡

PL- 高 （202) ③酸化焔 同刷毛目状調整。 い黒変

内 口縁部横刷毛目状調整後横

撫。頸部指撫、指頭圧痕多数。

接合痕有。体部斜横位箆撫。

w区FA下黒 士師小形 残存完形 貯蔵穴東床直 ①細砂。雲母・白色粒子・石英・ 外 口縁部横撫。体部指撫、 一 外口縁～体部

10住ー 5 甕 口 64 輝石 赤褐色粒子少屈。 部指頭圧痕残。底部箆撫。 上半黒斑。体部

第361図 底一 ②にぶい褐10YR4/3 内 口縁部横撫。体～底部指撫、 黒変・赤変

PL77 裔 100 ③酸化焔 指頭圧痕多数。

w区FA下黒 土師甕 残存 3/4、底部欠損 床直上 ①細砂。石英 ・白色粒 輝石少 口唇部僅か外反。 外体部下半白

10住ー 6 口 16.2 試。 外 口縁部横撫。肩部指撫後横 色粘土付着、淡

第361図 底ー ②にぶい黄橙IOYR6/4 撫。指頭圧痕有。イ本部上半斜縦 い黒変

PL- 高 (306) ③酸化焔 箆撫。下半横箆撫。 内体部黒変、

内 口縁部横撫。肩部指撫、指 肩部濃く下は淡

頭圧痕．接合痕有。体部斜横箆 し‘

撫。下から1/3に接合痕。

w区FA下黒 土師甕 残存底部一部欠損 カマド ①中砂。白色粒子多益、石英 外 口縁部横撫。頸部指頭痕有。 外体部上半帯

10住ー 7 口 172 輝石・赤褐色粒少絋。 肩部縦箆撫後縦刷毛目状調整。 状黒変。底部黒

第361図 底 6.8 ②にぶい黄橙10YR7/3 体部縦箆撫。下から1/3に接合 変

PL77 高 29.4 ③酸化焔 痕、指頭圧痕有。底部箆削後箆

撫。

内 口繰部横撫。頸部指撫、接

合痕明瞭。体～底部箆撫。

w区FA下黒 土師甕 残存 213、底部欠損 床直上 ①中砂。白色粒多董、石英輝 外 口縁部横撫。頸部横箆撫。 外体部煤付消、

10住ー 8 口 14.0 石 ・赤褐色粒子少最。 体部箆撫。 黒変

第361図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 内 口縁部横撫。頸部横箆撫後

PL — 高 (213) ③酸化焔 横撫。体部横箆撫、接合痕有。

w区FA下黒 土師杯 残存完形 床直 ①細砂。白色粒多巌、石英 ・赤 外口縁部横撫。体～底部右→ 外口縁～｛本部

11住一 l 口 12.3 褐色粒子・輝石少益。 左箆削。一部箆磨。 リング状黒変

第361図 底ー ②赤褐5YR4/6 内 口縁部横撫。体～底部横箆

PL77 高 53 ③酸化焔 撫。一部箆磨。

w区FA下黒 土師小形 残存 ほぽ完形 埋没土下位 ①中砂。石英・白色粒多益、輝 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫。 外口縁～体部

11住ー 2 甕 口 12.5 石・赤褐色粒少量。 体部上半横箆撫？下半斜箆撫。 煤付着黒変。体

第361図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 底部箆撫。 部被熱風化。体

PL77 高 9.7 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部斜指 ～底部黒斑・赤

撫、指頭圧痕有。 斑有

w区FA下黒 士師坪 残存完形 床直上 ①中砂。輝石 石英・白色粒少 口縁部内傾。比較的薄手。 外淡く黒変

11住ー 3 口 122 鉦。 外 口縁部横撫。体部指撫、指 内口縁～体部

第361図 底一 ②橙5YR6/6 頭圧痕多数。底部左→右横箆削 1/4黒変

PL77 高 50 ③酸化焔やや硬質 後一部箆撫。

内 横撫後渦巻状箆磨。

IV区FA下黒 土師杯 残存ほぼ完形、底部 床直 ①細砂。白色粒子・石英 ・耀石 ・ 外 口縁部横撫後横箆磨。体部 外 ・内淡く黒

11住ー 4 一部欠損 赤褐色粒子少塁。 指撫後横又は斜縦箆磨。底部箆 変

第361図 口 14.8 ②にぶい橙7.5YR6/4 削後横箆磨。

PL77 底一 ③酸化焔 内 口縁部横撫後縦箆磨。体～

高 (56) 底部横箆撫後縦箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 土師甑 残存口縁～底部 314 貯蔵穴 ①中砂。赤褐色粒多羹、白色粒 外 口縁部横撫。体部指撫後一 外 ・内黒斑

11住ー5 口 150 子 ・輝石 ・石英少菰。 部箆撫。指頭圧痕有。底部箆撫。

第361図 底 6.0 ②にぶい赤褐5YR4/3 </J 18X2.0cm孔有。

PL77 高 9.8 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部箆撫後縦

箆磨。

w区FA下黒 土師杯 残存完形 埋没土下位 ①中砂。 白色粒子 ・ 輝石•石英 口縁部内傾、歪む。 外 ・内黒斑

12住ー 1 口 123 赤褐色粒子少最。 外 口縁部横撫後一部横箆磨。

第362図 底一 ②にぶい褐7.SYRS/4 体～底部箆削後一部横箆磨。

PL77 高 59 ③酸化焔 内 横撫後放射状箆磨。

w区FA下黒 土師坪 残存約2/3 床直 ①中砂。赤褐色粒多祉。白色粒 浅く、底部は分厚いつくり。 外・内 口縁部

12住ー 2 口 134 子・輝石石英少益。 外 口縁部横撫。体部指撫、指 一部黒変

第362図 底ー ②橙5YR6/8 頭圧痕多数。底部箆削。

PL- 高 48 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部横指

撫後縦箆磨。

w区FA下黒 土師高杯 残存杯部 西壁際 ①細砂。 輝石 ・ 白色粒 • 石英少 外 口縁～体部横撫後縦箆磨。 外口縁～底部

12住ー 3 口 20.2 埋没土下位 砒。 底部箆削後箆磨。 淡い黒変

第362図 底一 ②明赤褐2.5Y5/6 内 口縁～底部箆磨。体部箆撫

PL― 高 (71) ③酸化焔 後横撫。

w区FA下黒 土師均 残存 口縁部欠損 床直上 ①細砂。微細雲母多羹、輝石 ・ 外体部上半縦刷毛目状調整後 外底部黒斑

12住ー 4 口一 石英 ・白色粒子少蘊。 箆磨。下半右→左箆削、 一部指

第362図 底 4.0 ②赤褐2.5YR4/6 頭圧痕有。底部箆削後箆撫。

PL- 高 (93) ③酸化焔 内 体部上半指撫、指頭圧痕多

数。体部下半～底部箆撫後横撫。

w区FA下黒 土師小形 残存ほぽ完形 貯蔵穴 ①</> 3mm角礫、白色粒多最、輝 外 口縁部横撫。体部上半縦箆 外 ・内煤付

12住ー 5 甕 口 145 石 ・石英 ・赤褐色粒少最。 撫。下半指撫、指頭圧痕多数。 着黒変

第362区 底 71 ②にぶい赤褐5YR5/4 底部撫。やや上底。

PL77 高 115 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部縦指

撫。接合痕明瞭。

w区FA下黒 土師甕 残存口縁部欠損 床直上 ①中砂。白色粒多最、石英・輝 外体部上半箆撫、一部指頭圧 外体部黒斑。

12住ー 6 口一 石 ・赤褐色粒子少泣。 痕残。下半右→左箆削後一部箆 体部下端～底部

第362図 底 6.6 ②にぶい赤褐5YR4/3 撫。底部箆削。 黒変

PL- 高(193) ③酸化焔 内 頸部指撫、指頭圧痕多数。

体部横箆撫、接合痕有。底部指

撫、指頭圧痕多数。

w区FA下黒 土師小形 残存 口縁部一部欠損 埋没土下位 ①中砂。</>3mm礫、白色粒石 外 口縁部横撫。体部上半指撫、 外口縁～体部

12住ー 7 甕 口 110 英・輝石少最。 指頭圧痕多数。下半箆撫。底部 上半煤付着黒変

第362同 底 31 ②にぶい赤褐5YR4/4 箆削後箆撫。 内口縁～体部

PL77 高 9.4 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部縦指 上半一部黒変

撫、指頭圧痕有。

w区FA下黒 士師甕 残存 口縁～イ本部下 床直上 ①粗砂。<f,l cm白色礫、白色粒 外口縁部横撫。頸部指撫後 外体部下半

12住ー 8 2/3 多址、石英・赤褐色粒輝石少 横撫、指頭圧痕残。体部上半縦 被熱赤変。体部

第362図 口 175 最。 箆撫。下半横位箆撫。接合痕明 1/2煤付着黒変

PL― 底ー ②明赤褐25Y5/6 瞭、接合部指頭圧痕残。 内体部下半煤

高 (258) ③酸化焔 内 口縁部横撫。頸部指撫、指 付着黒変

頭圧痕多数。体部横位箆撫、指

頭圧痕残。接合痕有。

w区FA下黒 弥生壺 残存口縁部破片 埋没土 ①細砂。石英 ・赤褐色粒子・輝 外口唇～口縁下幅 1cm、8本

13住ー 1 口(15.0) 石 ・白色粒子少拭。 波状文。頸部幅2cm細かい刷毛

第362図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4 目状調整。

PL- 高 (35) ③酸化焔 内横位刷毛目状調整。

w区FA下黒 土師高杯 残存脚部破片 埋没土 ①細砂。白色粒子 ・輝石 ・石英 外縦刷毛目状調整。 外 一部黒変

14住ー 1 口ー 少誠。 内 斜横刷毛目状調整。

第362図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/4

PL- 高 (45) ③酸化焔

w区FA下黒 土師甕 残存口縁1/6 埋没士 ①中砂。白色粒 ．耀石 ・石英 ・ 外口縁部横撫。頸部縦刷毛 外煤付着黒変

15住ー l 口 (180) 赤褐色粒少益。 目状調整後横撫、指頭圧痕有。

第362図 底ー ②明褐7.5YR5/6 内 口縁部横撫。頸部指撫。

PL- 高 (48) ③酸化焔
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m 検出された遺構と遺物

番号 器種 益 目 出士位置 ①胎士②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

N区FA下黒 土師均 残存口縁1/4 埋没土 ①細砂。白色粒・石英 ・輝石・ 薄手。口唇部尖る。

15住ー 2 口 (11.6) 赤褐色粒少益。 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫、

第362図 底一 ②明褐75YR5/6 指頭圧痕有。

PL― 高 (49) ③酸化焔 内 口縁部横箆撫後横撫。下に

接合痕有。

w区FA下黒 土師甕 残存口縁底部欠損 埋没土床直 ①粗砂。</,1 cm白色粒、白色粒 外頸部横撫。体部上半斜縦位 外体部上半淡

16住一 l ロー 多羹、石英・輝石 赤褐色粒少 箆撫、指頭圧痕有。下半箆削後 い黒変

第362図 底ー 抵。 一部箆撫。接合痕・指頭圧痕明

PL- iV1i (213) 謬灰75YR4/l 瞭。

③酸化焔 内 頸部指撫、接合痕明瞭。体

部斜横位箆撫。

w区FA下黒 士師甕 残存 口縁部欠損 埋没土下位 ①中砂。白色粒多量、赤褐色粒 外 口縁部横撫。体部上半縦箆 外体部上半煤

16住ー 2 ロー 石英 ・輝石少贔。 撫。下半右→左横箆削。底部中 付着黒変

第363図 底 6.4 ②灰黄褐10YR4/2 心上底、周辺部箆撫。

PL- 高（253) ③酸化焔 内 口縁部横撫。屑部指撫、指

頭圧痕残。体～底部箆撫。

w区FA下黒 土師均 残存 ほぼ完形 埋没土下位 ①中砂。q,5mm角礫、赤褐色粒 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外底部黒変

17住一 l 口 12.2 輝石 ・石英・白色粒子少量。 頭圧痕多数。底部左→右箆削後 内口縁～体部

第363図 底ー 諷 75YR4/3 箆撫。 黒変

PL77 高 51 ③酸化焔 内横撫後斜渦巻状箆磨。

w区FA下黒 土師鉢 残存 口縁一部欠損 埋没土下位 ①細砂。微細雲母多最、輝石 ・ 薄手。 外体～底部煤

17住ー 2 口 141 石英 ・白色粒子少羹。 外 口縁部横撫。体部上半指撫、 付着黒変

第363図 底 39 ②明褐75YR5/6 指頭圧痕多数。下半左→右箆削 内体部上半炭

PL77 高 80 ③酸化焔 後箆磨。底部中心やや上底。箆 化物付着黒変

磨。

内 口縁部横撫。体～底部横箆

撫。

w区FA下黒 土師甕 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。赤褐色粒 ・輝石・石英・ 折返口縁。 内 一部黒変

18住ー 1 口一 白色粒子少塁。 外 口縁部横撫。口縁部下半縦

第363図 底ー ②灰褐75YR4/2 箆撫。

PL- 高一 ③酸化焔 内横箆撫後横撫。

w区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 ・ 折返口縁。 内赤色塗彩

18住ー 2 口一 赤褐色粒子少量。 外口唇部下幅1.2cm、6本波状

第363図 底ー ②にぶい橙7.5YR6/4 文施文。口縁部横刷毛目状調整

PL- 古向 一 ③酸化焔 後横撫。

内横撫。

IV区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。¢1cm赤褐色粒、石英・ 外頸部幅1.5cm、11本簾状文の

18住ー 3 口ー 白色粒子・雄石・赤褐色粒子少 上下に波状文施文。

第363図 底一 呈。 内頸部横箆磨。

PL- 商一 ②にぶい黄褐10YR5/4

③酸化焔

w区FA下黒 士師均 残存 3/4 埋没士上位 ①中砂。¢5mm礫、赤褐色粒多 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外底部黒斑

20住一 l 口 14.0 量、輝石・石英 ・白色粒少旦。 頭圧痕多数。底部右→左箆削。 （重焼き痕跡有）

第363図 底ー ②明赤褐SYRS/8 内 口縁部横撫。体部横撫後細 内 一部淡い黒

PL- 高 5.2 ③酸化焔 斜渦巻状箆磨。底部回転指撫。 斑

w区FA下黒 土師坪 残存 ほぽ完形、口縁 埋没土上位 ①中砂。</,5mm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部横撫。体部上半指撫、 外体～底部淡

20住ー 2 一部欠損 色粒多羹、輝石・石英・白色粒 指頭圧痕多数。体部下半～底部 い黒変

第363図 口 13.4 少量。 右→左箆削。

PL77 底ー ②橙5YR6/6 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

高 52 ③酸化焔 渦巻状箆磨。底部指撫。

w区FA下黒 土師坪 残存完形 埋没土上位 ①中砂。赤褐色粒・耀石 ・石英・ 口唇部薄く尖る。口縁部内傾。 外底部黒斑

20住ー 3 口 12.3 白色粒子少量。 外 口縁部横撫。体部指撫、指 （重焼き痕跡）

第363図 底ー ②明赤褐5YR5/8 頭圧痕多数。底部左→右箆削。

PL77 高 4.7 ③酸化焔硬質 内 横撫後斜渦巻状箆磨。

w区FA下黒 土師杯 残存 ほぼ完形、口縁 埋没土上位 ①細砂。</,3mm赤褐色粒、赤褐 口唇部薄く尖る。 口縁部内傾。

20住ー 4 一部欠損 色粒 ・白色粒子・輝石・石英少最。外 口縁部横撫。体部指撫、指

第363図 口 112 ②にぶい赤褐5YR5/4 頭圧痕多数。底部左→右箆削後

PL77 底一 ③酸化焔 一部撫。

高 5.3 内 横撫後体部渦巻状細斜箆磨。
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

N区FA下黒 土師坪 残存完形 埋没土上位 ①細砂。白色粒赤褐色粒・輝 口唇部薄く尖る。口縁部内傾。

20住ー 5 口 10.8 石・石英少最。 外 口縁部横撫。体部指撫、ヒ

第363図 底ー ②明赤褐5YR5/6 ビ割．接合痕有。指頭圧痕多数。

PL77 高 5.2 ③酸化焔硬質 底部箆削後右→左箆撫。

内 横撫。口唇部及び体部に接

合痕有。

w区FA下黒 土師高坪 残存坪部1/4 埋没土下位 ①細砂。白色粒子・輝石 ・石英 外 口縁部横撫。体部縦指撫、

20住ー 6 口 (18.0) 赤褐色粒少屈。 指頭圧痕多数。底部縦指撫。

第363図 底ー ②明褐75YR5/6 内 口縁部横撫、口唇下細沈線

PL― 高 (4.7) ③酸化焔 有。体部指撫後箆撫、後放射状

箆磨。底部箆撫後箆磨。

w区FA下黒 土師壺 残存 口縁部欠損 東壁際 ①中砂。赤褐色粒多薫、白色粒 外頸部横撫。肩部縦刷毛目状 外体部黒斑

20住ー 7 口一 埋没土中位 子・輝石石英 調整。体部中央横撫後一部箆磨。

第363図 底 47 少量。 接合痕有。下半指撫、指頭圧痕

PL- 高(11.8) ②にぶい黄橙10YR6/4 多数。一部箆磨。底部指撫。

③酸化焔 内 頸部横撫。肩部指頭圧痕多

数。体～底部箆撫後指撫。

w区FA下黒 士師甕 残存口縁部 逆位東壁際床直 ①中砂。¢3mm礫、石英輝石・ 外 口縁部段明瞭、横撫。 内一部黒斑

20住ー 8 口 19.2 赤褐色粒 ・白色粒少量。 内 口縁部幅広沈線状段明瞭。 外・内被熱淡

第363図 底ー ②明赤褐2.5YR5/6 横撫。肩部一部指頭圧痕有。 い黒変

PL — 高 （6.9) ③酸化焔

w区FA下黒 土師杯 残存完形 床直 ①細砂。白色粒・赤褐色粒子 外 口縁部横撫。体部指憮、指

21住ー 1 口 132 輝石 ・石英少温。 頭圧痕多数。底部箆削後箆撫。

第363図 底一 ②橙5YR6/6 内 口縁部横撫。体～底部箆撫

PL78 裔 50 ③酸化焔 後横撫、後放射状縦箆磨。

w区FA下黒 土師均 残存 2/3 ピット 2 ①中砂。の5mm角礫、白色粒子 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外一部黒変

21住ー 2 口 12.0 多量、赤褐色粒子・輝石・石英 頭圧痕多数。体部下半～底部箆

第363図 底一 少鼠。 削後箆撫。

PL78 高 6.8 ②赤褐5YR4/6 内 口縁部横撫。体部箆横撫。

③酸化焔 底部指撫。

w区FA下黒 土師杯 残存完形 埋没士下位 ①中砂。赤褐色粒輝石石英 ・ 外 口縁部横撫。体部横撫後斜 内風化額著、

22住ー 1 口 114 白色粒少量。 箆磨。底部左→右箆削。 器面剥落

第363図 底ー ②赤褐5YR4/6 内 横撫後斜渦巻状箆磨。

PL78 嵩 51 ③酸化焔

w区FA下黒 土師甕 残存口縁～頸部1/3 埋没土下位 ①中砂。</>5mm礫、白色粒多量、 外 口縁部横撫。屑部線状痕の 外 一部黒斑

22住ー 2 口(17.4) 赤褐色粒 ・雄石・石英少絋。 入る横箆撫。体部横箆撫。 内全体黒斑

第363図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/4 内 口縁部横撫。肩部横箆撫、

PL- 高 (10.2) ③酸化焔 指頭圧痕多数。

lV区FA下黒 土師坪 残存 3/4 西壁際埋没土下 ①細砂。白色粒・赤褐色粒・耀 外 口縁部横撫。体部上半指撫、 外黒斑

22住ー 3 口 11.8 位 石石英少呈。 指頭圧痕多数。下半横箆削後一 内黒変

第364図 底 3.4 麟 10YR4/4 部箆撫。底部撫。

PL78 高 6.2 ③酸化焔 内横撫後縦箆磨。

w区FA下黒 土師杯 残存口縁～底部1/2 埋没土 ①細砂。白色粒子 ・石英・輝石・ 外 口縁部横撫。体部指撫、指 外底部黒斑

23住ー 1 口 (ll.4) 赤褐色粒子少量。 頭圧痕有。底部左→右箆削後一

第364図 底ー ②赤褐5YR4/6 部箆撫。

PL― 高 (49) ③酸化焔 内 横撫後体部斜渦巻状箆磨。

w区FA下黒 土師杯 残存口縁部1/4 埋没土 ①細砂。輝石・石英・白色粒子・ 口唇部尖る、口唇下細沈線巡る。

23住ー 2 口(128) 赤褐色粒少蓋。 口縁部内傾。

第364図 底一 ②橙5YR6/6 外 口縁部横撫。体部指撫、指

PL- 高 (42) ③酸化焔 頭圧痕残。底部箆削後左→右箆

撫。

内 口縁部横撫。体部横撫後斜

細箆磨。底部箆撫。

w区FA下黒 土師台付 残存甕部 炉 ①中砂。</>5mm礫、白色粒•石 短口縁。 外黒斑

23住ー 3 甕 口(14.8) 英 ・輝石・赤褐 外 口縁部横撫。体部上部粗刷

第364図 底ー 色粒少量。 毛目状調整後横撫、 一部指撫。

PL― 高 （12.0) ②にぶい赤褐5YR4/3 下部横撫後箆撫。

③酸化焔 内 口縁部横撫。体部上半横箆

撫後横撫。体部下半～底部箆撫

後縦箆磨。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 品 目 出土位骰 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 士師小形 残存ほぼ完形 床直上 ①中砂。¢5mm礫、白色粒・輝 外 口縁部横撫。頸部縦刷毛目 外頸～1本部ス

23住ー 4 甕 口 161 石・石英・赤褐 状調整後横撫。体部上半縦刷毛 ス付府、黒変

第364図 底ー 色粒少益。 目状調整後指撫、指頭圧痕有。 内頸～体部上

PL78 高 105 ②赤褐5YR4/6 下半箆削後箆撫、指頭圧痕有。 半黒変

③酸化焔 底部箆削。やや上底。

内 口縁部横刷毛目状調整後横

撫。体～底部指撫、後一部箆撫。

w区FA下黒 土師甑 残存口紺～底部1/2 埋没土 ①細砂。輝石石英白色粒子・ 外 口縁部横撫。体部下→上箆 外一部黒斑

23住ー 5 口 14.4 赤褐色粒子少址。 撫。底部箆撫。 内全体黒変

第364図 底 37 ②にぶい褐75YR5/3 内 口縁部横撫。体部横箆撫後

PL78 高 137 ③酸化焔 横撫。接合痕有。体部下端縦指

撫。

w区FA下黒 土師甕 残存口縁～底部 2/3 床直上 ①細砂。白色粒・赤褐色粒頼 外 口縁部横撫。体部箆撫、上 外体部上半煤

23住ー 6 口(13.0) 石・石英少絨。 部縦下部横位。下端指撫、指頭 付粁黒変

第364図 底 60 ②橙5YR6/6 圧痕残。底部中心僅か上底、平坦。内体部上半荒

PL78 高 212 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横箆撫。 れ、下半淡い黒

一部指頭圧痕有。底部剥落不明。 変

w区FA下黒 土師甕 残存 口縁～体部上半 床直上 ①中砂。白色粒・石英 赤褐色 外 口縁部横撫。頸部箆撫後横 外体部黒変

23住ー 7 3/4 粒・輝石少乱。 撫。体部箆葎、 一部指頭圧痕有。

第364図 口 173 ②橙25YR6/6 内 口縁部横撫。肩部指撫、指

PL- 底一 ③酸化焔 頭圧痕多数。体部横箆撫。

高 127 

w区FA下黒 弥生高坪 残存脚部 埋没土下位 ①細砂。輝石 •石英 ・ 白色粒子 外脚上部縦箆削後縦箆磨。 外一部煤付舒

24住ー 1 ロ― 少屈。 裾部右→左横箆削。 黒変

第364図 底 8.5 ②にぶい黄褐10YR5/3 内 杯部横箆磨。脚部先割箆撫

PL- 高 (92) ③酸化焔 後右→左横箆削。

w区FA下黒 弥生甕 残存口縁部1/2 埋没土 ①中砂。<I>5mm赤褐色粒、赤褐 外 口縁部横撫。頸部幅2.0cm、 内体部黒変

24住ー 2 口(15.8) 色粒輝石•石英白色粒子少 11本2連止簾状文施文。

第364図 底ー 坦E o 肩部同工具波状文施文。体部箆

PL- 高 (80) ②明赤褐5YR5/6 削後箆撫。

③酸化焔 内横箆磨。

w区FA下黒 弥生甕 残存 口縁部破片 埋没士 ①細砂。石英・白色粒子 ・耀石 外 口縁部横撫。斜細刷毛目状 口縁部赤変

24住ー 3 ロ― 赤褐色粒子少品。 調整後幅1.&m、8本波状文3単

第364図 底 ー ②にぶい褐75YR5/4 位施文。頸部簾状文一連止。

PL- 高 (87) ③酸化焔 ．還元焔

w区FA下黒 弥生甕 残存 口縁～体部上半 床直上 ①細砂。輝石・石英・白色粒子 外 口縁部横撫後縦箆磨。頸部 外・内口縁部

24住ー 4 口 208 少益。 幅16cm、8本工具2連止簾状文 被熟赤変、黒変

第364図 底ー ②にぶい赤褐5YR5/4 2単位施文。肩部同工具波状文 内体部下端淡

PL- 高(193) ③酸化焔 2単位施文。体部斜位粗刷毛目 い黒変

状調整後縦箆磨。

内 口縁部横位粗刷毛目状調整

後横箆磨。体部横位粗刷毛目状

調整後横箆磨。

w区FA下黒 弥生甕 残存体～底部 埋没土下位 ①細砂。 白色粒子・輝石•石英・ 外体部縦箆撫後縦箆磨。一部 外・内黒斑

24住ー 5 口一 赤褐色粒子少品。 刷毛目状撫。底部非常に平坦。

第364図 底 73 ②にぶい黄褐10YR5/4 内 体部横刷毛目状調整後箆磨。

PL- 高 82 ③酸化焔 一部箆撫。底部指撫後箆磨。

w区FA下黒 弥生壺 残存底部 床直上 ①細砂。白色粒 ・輝石 ・石英少 分厚く、大きい。 外内黒斑

24住ー 6 ロー 最。 外体部縦刷毛目状調整。底部 内赤色塗彩痕

第365図 底 159 ②にぶい褐7.5YR5/4 砂底、微細な砂多菌。 跡有。

PL― 高 (40) ③酸化焔 内 体部指撫後横刷毛目状調整。

底部指撫、指頭庄痕多。

w区FA下黒 土師坪 残存底部欠損 埋没土下位 ①細砂。赤褐色粒多品、白色粒 外 口縁部横撫後斜箆磨。体～ 内体～底部痘

25住ー 1 口 14.4 子 ・石英・輝石少屈。 底部箆削。 状風化

第365図 底ー ②明赤褐5YR5/6 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

PL78 高 58 ③酸化焔 渦巻状箆磨。底部箆撫後横撫。

w区FA下黒 士師甕 残存 3/4 埋没土下位 ①中砂。白色粒 ・石英 ・輝石少 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫後 外煤付着黒変

25住ー 2 口 (141) 筵 箆磨。体部箆撫後箆磨。底部箆 内黒斑

第365図 底ー 謬 75YR4/3 磨、厚手。

PL78 高 112 ③酸化焔 内 口縁部横箆撫後横撫。体～

底部箆撫後箆磨。

106 



出土土器観察表

番号 器種 屈 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 土師甕 残存 1/2残 埋没土下位 ①中砂。白色粒 輝石 ・石英 外 口縁部横撫。体部上半縦箆 外被熱赤変

25住ー 3 口 148 赤褐色粒少最。 撫、指頭圧痕有。下半横箆撫。 内体部黒変

第365図 底 63 ②黒褐10YR3/2 底部平坦、無調整、<I>5cm孔有。

PL78 高 150 ③酸化焔 焼成後欠け。

内 口縁部横撫。体部上半指撫、

指頭圧痕有。下半箆撫。

w区FA―F黒 土師大鉢 残存底部欠損 埋没土下位 ①細砂。輝石・石英 白色粒 ． 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫。 外煮こぽれ痕

25住ー 4 （土鍋） 口 28.0 赤褐色粒少最。 体部指撫、指頭圧痕無数。底部 有

第365図 底ー ②赤褐5YR4/6 欠損、打欠き痕跡有。 内黒斑

PL78 高 (155) ③酸化焔 内 口縁部横箆撫後横撫。頸部

横箆撫、指頭圧痕多数。体部箆

撫。

IV区FA下黒 土師埒 残存完形 柱穴 2 ①細砂。輝石石英 ・白色粒子 外 口縁部横撫。頸部指撫後一 外一部黒斑

26住ー 1 口 6.3 少醤。 部箆撫。体部箆撫、指頭痕有。

第365図 底 36 ②にぶい褐75YR6/3 底部上底、周辺部箆撫。

PL78 高 57 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部指撫。

w区FA下黒 土師高坪 残存杯部1/2 床直上 ①細砂。白色粒子・石英 ・輝石 ・ 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫、 外 ・内一部黒

26住ー 2 口 (20.1) 赤褐色粒少益。 </,llcm孔5単位有。鍔外側に15 斑

第365図 底ー ②明赤褐YR5/6 ~2cm張り出す。横撫。底部指

PL78 高 (48) ③酸化焔 撫、指頭圧痕有。

内 口縁～体部横撫後細斜箆磨。

底部箆撫後箆磨。

w区FA下黒 士師小形 残存口縁～底部1/2 床直上 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫。 外黒斑有

26住ー 3 甕 口 93 少最。 体部指撫、指頭圧痕多数。

第366図 底 43 ②にぶい黄褐10YR4/3 底部撫。

PL― 高 82 ③酸化焔 内 口縁部横箆撫後横撫。体～

底部指撫、接合痕・指頭圧痕有。

w区FA下黒 土師小形 残存 口縁～頸部一部 柱穴 2 ①中砂。rt,3mm礫、白色粒子・ 体部ソロバン玉状。

26住ー 4 甕 欠損 輝石 石英 ・赤褐色粒子少益。 外 口縁部横撫、指頭圧痕有。

第366図 口 109 ②明赤褐5YR5/6 体部上半指撫、指頭圧痕有。下

PL78 底 60 ③酸化焔 半指頭圧痕多数。底部特に調整

高 90 血。

内 口縁部横撫。体～底部指撫、

指頭圧痕無数。

N区FA下黒 土師甕 残存ほぽ完形 埋没土上位 ①細砂。白色粒子多塁、赤褐色 外 口縁部横撫。頸～体部上半 外黒斑

27住ー 1 口 8.0 粒子石英輝石少最。 横箆撫後箆磨。体部下半～底部

第366図 底ー ②明褐75YR5/6 箆削後一部箆磨。

PL78 高 73 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体～底部箆撫

後縦箆磨。

w区FA下黒 土師坪 残存完形 床直 ①細砂。 白色粒・赤褐色粒•石 口縁部外反。 外底部黒斑

27住ー 2 口 100 英・輝石少醤。 外 口縁部横撫。体部指撫、指 内口縁～底部

第366図 底一 ②にぶい赤褐5YR5/4 頭圧痕多数。底部箆削後箆磨。 黒斑

PL78 高 51 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部指撫後放

射状縦箆磨。底部横箆磨。

w区FA下黒 土師坪 残存完形 埋没土下位 ①細砂。白色粒子多罷、赤褐色 外 口縁部横撫後縦箆磨。体～ 外口縁部一部

27住ー 3 口 129 粒 ・石英 ・輝石 ・チャート少鼠。 底部箆削後箆磨。 黒斑

第366図 底 40 ②明赤褐5YR5/8 内 口縁部横撫後放射状縦箆磨。 外 ・内 1/3淡い

PL78 商 55 ③酸化焔 体～底部撫後放射状縦箆磨。 黒斑

w区FA下黒 土師甑 残存底部 埋没土下位 ①細砂。白色粒子・赤褐色粒子・ 外体部縦箆削後箆撫。刷毛目 外一部黒変

27住ー 4 ロー 輝石•石英少鼠。 状工具「 X」印有。底部箆撫。

第366図 底 58 ②にぶい赤褐5YR5/4 <I> l cm孔6個有。

PL― 高 (60) ③酸化焔 内箆削後箆撫。

w区FA下黒 土師甕 残存完形 床直 ①細砂。白色粒子・輝石・石英・ 底部厚手、重い。 外体～底部黒

27住―5 口 106 赤褐色粒少益。 外 口縁部横撫。頸部指頭圧痕 斑

第366図 底 4.4 ②橙5YR6/6 有。体部箆撫後箆磨。底部上底、

PL78 高 71 ③酸化焔 箆撫。

内 口縁部横撫後横箆磨。体～

底部指撫後箆磨。指頭圧痕残。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 羞 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 土師甕 残存完形 床直 ①細砂。白色粒子石英・輝石・ 外 口縁部横撫。体部箆削後箆 外口縁一部黒

27住ー 6 口 llO 赤褐色粒少贔。 磨。底部箆削。 斑、体部下半～

第366図 底 4.2 ②明褐75YR5/6 内 口縁部横撫後放射状箆磨。 底部黒変

PL78 高 9.5 ③酸化焔 肩部指撫、指頭圧痕接合痕有。 内体～底部黒

体～底部放射状箆磨。 変

w区FA下黒 土師甕 残存完形 炉 ①細砂。白色粒子・石英・輝石・ 外 口縁部横撫。頚部縦箆撫後 外・内体部黒

27住ー 7 口 115 赤褐色粒少ほ。 横撫。一部指頭圧痕残。体部指 斑

第366図 底 36 ②明赤褐5YR5/8 撫、指頭圧痕多数。下端左→右

PL78 高 8.6 ③酸化焔 横箆削。底部僅か上底、周辺部

箆撫。

内 口縁部横撫。体部上半横箆

撫、指頭圧痕残。体部下半～底

部箆削。

w区FA下黒 土師甕 残存完形 床直 ①細砂。石英・赤褐色粒・輝石 薄手、丸底。 外口縁～体部

27住ー 8 口 12.0 少最。 外 口縁部横撫。頚部指頭圧痕 煤付着黒変

第366図 底ー ②褐灰7.5YR4/l（口～体） 残。体部上半先割箆縦箆撫。下 体～底部黒

PL78 高 16.4 にぶい橙75YR6/4（底） 半～底部粗刷毛目状調整。 斑

③酸化焔 内 口縁部横箆撫後横撫。接合 内炭化物付着

痕明瞭。体部上半縦指撫、指頭 黒変

圧痕多数。下半～底部箆撫。

w区FA下黒 土師甕 残存完形 床直 ①細砂。雄石・石英・白色粒子 厚手、非常に重い。 外体～底部黒

27住ー 9 口 10.2 少益。 外 口縁部横撫後縦箆磨。頸部 斑

第366図 底 44 ②にぶい赤褐5YR5/4 箆撫、一部指頭圧痕残。体部箆 内口繰～底部

PL78 高 82 ③酸化焔 撫後箆磨。底部中心上底、箆撫。 黒斑

周辺部無調整。

内 口縁部横撫後横箆磨。体～

底部指撫後箆磨。指頭圧痕残。

w区FA下黒 士師高杯 残存完形 床直 ①細砂。赤褐色粒・白色粒子 外 口縁部横撫。体部指撫後横 外口縁～体部

27住ー10 口 184 石英・耀石少黛。 撫、指頭圧痕残。底部箆撫後箆 一部黒斑

第367図 底 122 ②にぶい橙5YR6/4 磨。脚上部縦箆撫、一部指頭圧

PL78 裔 159 ③酸化焔 痕残。裾部横撫。

内 口縁部横撫。体～底部箆撫

後横撫。接合痕明瞭。脚上部横

箆削。裾部横撫。

w区FA下黒 土師高杯 残存完形 床直 ①細砂。赤褐色粒・白色粒子・ 外 口縁部横撫。体部横箆撫、 外対峙位置黒

27住ー 11 口 179 石英・輝石少最。 指頭圧痕残。底部指撫後箆撫。 斑

第367図 底 114 ②にぶい褐75YR5/3 脚上部縦指撫、一部箆撫。指頭

PL78 高 163 ③酸化焔 圧痕残。裾部横撫。

内 口縁部横撫。体～底部先割

箆撫。脚上部横箆削。裾部横撫。

N区FA下黒 土師高坪 残存 ほぽ完形、口縁・ 埋没土下位 ①細砂。赤褐色粒・白色粒子・ 外 口縁部横撫。体部指撫後箆 内脚部黒斑

27住ー12 脚一部欠損 石英・輝石少量。 磨。脚上部縦指撫後一部箆撫。

第367図 口 18.1 ②灰黄褐10YR5/2 指頭圧痕残。裾部横撫。

PL78 底 114 ③酸化焔 内 口縁～体部横撫。底部先割

高 15.9 箆撫後横撫。脚上部横箆削。裾

部横撫。

N区FA下黒 土師高坪 残存完形 床直 ①細砂。赤褐色粒・白色粒 石 比較的厚手、口唇部・裾端丸味

27住ー13 口 172 英・輝石少塁。 を帯びる。

第367図 底13.0 ②にぶい赤褐5YR5/3 外 口縁部横撫。体部横撫後縦

PL78 高 153 ③酸化焔 箆磨。底部指撫後箆撫。脚上部

縦箆撫後縦箆磨。裾部横撫後放

射状縦箆磨。

内 口縁～体部横撫後放射状縦

箆磨。接合痕有。底部箆撫後箆

磨。脚上部指撫、接合痕有。裾

部横撫後放射状箆磨。

N区FA下黒 土師裔 残存完形 床直 ①細砂。 白色粒多最、輝石•石 外 口縁部横撫。体部縦箆撫後 外口縁裾一

27住ー14 坪 口 17.0 英 ・赤褐色粒子少最。 箆磨。指頭圧痕残。底部先割箆 部黒斑、赤変

第367図 底 14.2 ②橙5YR6/8 縦箆撫後箆磨。脚上部指撫、指

PL78 高 138 ③酸化焔 頭圧痕多数。裾部横撫後縦箆磨。

内 口縁部横撫。体～底部刷毛

目状調整後放射状箆磨。脚上部

箆撫。裾部横撫。
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出土土器観察表

番号 器種 量 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

IV区FA下黒 士師台付 残存 口縁・台部一部 床直 ①中砂。</>5mm礫、白色粒子多 外 口縁部横撫。頸部箆横撫後 内 脚黒斑

27住ー15 甕 欠損 温、赤褐色粒・石英・輝石少最。 縦箆磨。体部指撫後横箆磨。底

第367図 口 14.9 ②明褐75YR5/6 部縦箆撫、光沢有。脚部縦箆撫。

PL78 底 14.2 ③酸化焔 脚裾部横撫。

高 175 内 口縁部横撫後縦箆磨。体～

底部横箆撫後縦箆磨。脚上部箆

撫。裾部横撫。

w区FA下黒 土師甕 残存体部下一部欠損 貯蔵穴 ①中砂。q,1 cm石英礫、 石英多 外 口縁部横撫。段有。頸部指 外口縁～体部

27住ー16 口 201 蓋、白色粒赤褐色粒少蓋。 撫後縦刷毛目状調整。体部刷毛 黒斑

第368図 底 7.0 ②にぶい黄橙10YR6/3 目状調整後箆撫。体部下端右→ 外体部煤付着、

PL78 裔 36.8 ③酸化焔 左箆削。底部箆撫。 黒変

内 口縁部横撫。頸部横撫後横

刷毛目状調整。体部上半横箆撫。

下半～底部刷毛目状調整。

w区FA下黒 土師杯 残存口縁～体部破片 埋没土 ①細砂。輝石 ・石英白色粒子 ・ 外 口縁部横撫。体部上半横撫 外煤付着黒

28住ー 1 1/4弱 赤褐色粒子・微細雲母少最。 後斜箆磨。下半右→左箆削。 変

第368図 口(140) ②にぶい赤褐2.5YR5/4 内 口縁部横撫。体部隙間の無

PL― 底ー ③酸化焔 い斜箆磨。

高 (3.9)

w区FA下黒 弥生高坪 残存脚部 埋没士 ①細砂。白色粒子 ・羅石・石英・ 外縦刷毛目状調整。 杯内面赤色塗彩

28住ー 2 口一 赤褐色粒子少羞。 内 杯部箆磨。脚部横箆磨。

第368図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/4

PL -- 高 (59) ③酸化焔

w区FA下黒 土師高坪 残存脚部 貯蔵穴 ①中砂。</,3mm礫、 白色粒多羞、 外縦位刷毛目状調整後縦箆磨。 外 1/2煤付着

29住ー 1 口一 輝石 ・石英少拭。 裾部横箆磨。 黒変

第368図 底 142 ②にぶい褐75YR5/4 内 上部指撫、指頭圧痕有。裾

PL― 高 （12.4) ③酸化焔 部横撫。

w区FA下黒 士師高杯 残存脚部 西壁際床直 ①細砂。白色粒・石英・輝石 ・ 脚裾が長く開く 。 外・内 一部煤

29住→ 2 ロー 赤褐色粒子少紐。 外杯部箆撫後箆磨。脚上部縦 付滸黒変

第368図 底 16.0 ②暗赤褐5YR3/3 箆撫後粗縦箆磨。指頭圧痕有。

PL- 高 (106) ③酸化焔 裾部横撫。

内 杯部箆撫後粗放射状箆磨。

脚上部横箆撫。接合痕有。脚裾

部横撫。

w区FA下黒 士師柑 残存 口縁一部欠損 西壁際床直 ①細砂。輝石 ・石英・白色粒子 外 口縁部横撫。頸部縦箆撫後 外体～底部黒

29住ー 3 口 108 少量。 縦箆磨。体部箆撫、上部縦、下 斑

第368図 底 48 ②にぶい橙75YR6/4 部横。下端右→左箆削後箆撫。

PL78 高 125 ③酸化焔 内 口縁部横撫後縦箆磨。体部

上半指撫、指頭圧痕有。下半箆

撫後指撫。

w区FA下黒 土師柑 残存 口縁部一部欠損 貯蔵穴 ①中砂。長さ 5mm角礫、白色粒・ 外 口縁部横撫。頸部縦指撫後 外・内里斑

29住ー 4 口(143) 輝石・石英 赤褐色粒少量。 縦箆磨。肩部縦箆撫後一部箆磨。

第368図 底ー 麟 75YR4/3 指頭痕有。体部箆撫後箆磨。底

PL78 高 40 ③酸化焔 部箆削後箆磨。

内 口縁部横撫。頸部箆撫後斜

箆磨。肩部～体部上半指撫、指

頭圧痕多数。底部箆撫。

w区FA下黒 弥生壺 残存 口縁部破片 カマド埋没土 ①細砂。石英・白色粒子・輝石 極大形。

30住ー 1 口 (22.0) 少漏。 外口縁部幅1.5cm、10本波状文

第368図 底ー ②にぶい黄橙10YR7/4 施文。頸部縦刷毛目状調整後横

PL― 高 （99) ③酸化焔 撫、後縦箆磨。

内 横刷毛目状調整後幅広の横

箆磨。

w区FA下黒 土師高杯 残存坪部1/2 カマド ①細砂。赤褐色粒石英・輝石・ 非常に平坦。

31住一 l 口一 白色粒子少最。 外横撫後細斜箆磨。

第368図 底 140 ②赤褐5YR4/6 内横撫。

PL- 商 （20) ③酸化焔

w区FA下黒 土師杯 残存完形 カマド ①細砂。白色粒子・揮石・石英 外 口縁部横撫後横箆磨。体～ 外体～底部煤

31住ー 2 口 117 赤褐色粒子少饂。 底部箆撫後箆磨。 付着黒変

第368図 底ー ②明赤褐25YR5/6 内 口縁部横撫。体～底部横撫

PL78 高 6.8 ③酸化焔 後横箆磨、後縦箆磨。
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皿 検出された遺構と遺物

番号 器種 益 目 出士位置 1胎土 2色調 3焼成 文様、成・整形の特徴 備考

N区FA下黒 土師甕 残存口縁部欠損 カマド ①細砂。白色粒輝石 ・石英少 外 口縁部横撫。 1本部上半被熱 外体部被熟剥

31住ー 3 D - 卑,",0 剥落。体部下半～底部右→左箆 落

第368図 底 4.3 ②にぶい赤褐5YR5/4 削後箆撫。 内体部上半黒

PL78 高 (9.7) ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後縦 変

箆磨。底部指撫、指頭圧痕有。

w区FA下黒 弥生杯 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。石英多掻、白色粒子・ 外横又は斜箆磨。 外 内 赤 色 塗

100土一l 口 (110) 輝石赤褐色粒子少最。 内横箆磨。 彩

第369図 底ー ②赤褐25YR4/6

PL― 高 (30) ③酸化焔

w区FA下黒 弥生壺 残存 5/6 底面 ①細砂。石英 ・輝石・ 赤褐色粒 ・ 折返口縁。 体部打撃によ

111土一 l 口 268 白色粒少最。 外 口唇部波状文。口縁部縦刷 る円形欠け有。

第369図 底 146 ②にぶい黄橙10YR7/4 毛目状調整後縦箆磨。頸部幅14 外体部下半一

PL78 高 59.4 ③酸化焔 cm、12本工具簾状文、途中に幅 ヵ所黒斑

2mm工具縦線5条施文。肩部波 内 口縁部黒斑

状文横位2単位施文、途中止有。

体部刷毛目状調整後縦位箆磨、

中央に横位部分有。底部箆撫。

内 口縁部刷毛目状調整後箆磨。

頸部指撫、指頭圧痕有。体～底

部横刷毛目状調整後体部上半に

縦箆撫部分有。

w区FA下黒 弥生壺 残存口縁～底部 1/2 24号住居埋没土 ①中砂。</J3mm礫、赤褐色粒． 折返口縁。 体部打撃によ

lll土ー 2 口 24.8 底面 輝石石英白色粒子少量。 外 口唇部波状文。口縁部刷毛 る円形欠け有。

第370図 底 12.2 ②にぶい黄橙10YR7/4 目状調整後箆磨。頸部幅1.6cm、 外体部黒斑

PL78 高 55 ③酸化焔 10本工具簾状文 2段施文。肩部

同工具波状文3段施文。体部上

半縦刷毛目状調整後縦箆磨。下

半横箆磨後縦箆磨。下端縦刷毛

目状調整後縦箆磨。

内 口縁部横箆磨。頸部指撫、

指頭圧痕多数。体～底部刷毛目

状調整、接合痕有。

w区FA下黒 土師杯 残存口縁～体部1/4 埋没土 ①細砂。白色粒子・赤褐色粒子・ 外 口縁部横撫。接合痕有。頸 外一部黒斑

211土ー 1 弱 輝石・石英少最。 ～体部指撫。底部左→右箆削。

第370図 口(140) ②明赤褐25YR5/6 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

PL― 底 ー ③酸化焔 箆磨。底部箆撫。

高 (5.0)

w区FA下黒 弥生甕 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。石英 ・白色粒子・輝石・ 外横撫後幅16cm、8本波状文 外患斑

300土ーl ロー 赤褐色粒子少紐。 施文。

第370図 底一 ②にぶい黄2.5Y6/3 内 横刷毛目状調整後横箆磨。

PL― 古向 一 ③酸化焔

N区FA下黒 土師坪 残存 ほぽ完形 中央 ①細砂。白色粒・ 赤褐色粒 •石 薄手、大形、口縁部内傾。

1菓ー 1 口 13.8 英・師石少量。 外 口縁部横撫。体部指撫、指

第370図 底 ー ②明赤褐25YR5/6 頭圧痕有。底部左→右箆削後一

PL78 高 7.8 ③酸化焔 部箆撫。

内 横撫後斜渦巻状箆磨。

w区FA下黒 須恵蓋 残存 2/3 中央 ①細砂。 白色粒子・石英 ・黒褐 左回転ロクロ、口唇部平坦、緩 外灰白色自然

1集ー2 口 120 東 色粒子・赤褐色粒子少址。 凹有。口縁 体部境明瞭。 釉、厚い部分は

第370図 底一 ②灰N6/ 外上部右→左箆削。 灰緑色自然釉

PL78 高 4.4 ③還元焔硬質 内上部指撫。

w区FA下黒 土師坪 残存ほぼ完形 北東 ①細砂。赤褐色粒 ・石英 ・輝石・ 口縁部内傾。 外一部黒斑

1集ー 3 口 122 白色粒子少温。 外 口縁部横撫、接合痕明瞭。

第370図 底ー ②橙5YR6/6 体～底部箆削後箆撫。

PL78 高 5.0 ③酸化焔 内横撫後斜渦巻状箆磨。

N区FA下黒 土師甕 残存 口縁～体部上半 中央 ①細砂。赤褐色粒、 白色粒輝 体部丸く張り出す。 外被熱赤変

1染ー 4 1/2 石・石英少屈。 外 口繰部横撫。頸部縦刷毛目

第370図 口 (14.2) ②橙75YR6/6 状調整後横撫。体部指撫、指頭

PL― 底ー ③酸化焔 圧痕有。

高(173) 内 口縁部横撫。頸部粗横刷毛

目状調整後横撫。体部横指撫、

一部横箆撫。指頭圧痕有。 下部

に粗横刷毛目状調整残。

110 



出上土器観察表

番号 器種 弧 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 土師杯 残存完形 中央 ①細砂。赤褐色粒・輝石・石英・ 外口縁部横揮、接合痕有。体 外 1/2黒変、

l集ー 5 口 123 白色粒子少益。 部指撫、剥落有。底部左→右箆 体部剥落

第370図 底ー ②橙5YR6/6 削。

PL78 品 54 ③酸化焔 内 口縁部横撫。体部横撫後斜

渦巻状箆磨。底部撫。

w区FA下黒 須恵蓋 残存完形 中央 ①中砂。石英 白色粒子多羹、 左回転ロクロ。

3果ー1 口 132 黒褐色粒子少荒。 外底部箆削。口縁と体部の段

第371図 底 ー ②灰5Y5/l は明瞭。

PL78 高 52 ③還元焔硬質

IV区FA下黒 土師甕 残存底部 中央 ①細砂。白色粒子・石英多益、 外 体部刷毛目状調整後縦箆磨。

3!i':ー 2 ロ ー 赤褐色粒・輝石少屈。 底部砂底、微細な砂多籠。

第371図 底 134 ②にぶい褐75YR6/3 内指撫、指頭庄痕多数。

PL― 高 (50) ③酸化焔

w区FA下黒 土師甕 残存口縁～底部 3/4 中央 ①細砂。白色粒 ・石英・赤褐色 外 口縁部横撫。頸部指頭圧痕 外体部下半淡

3集ー3 口 18.3 粒輝石少温c 有。体部箆撫。中央横箆削後箆 い煤付着、黒変。

第371図 底 70 ②にぶい黄橙10YR7/4 撫。底部箆削後箆撫。 体部上半黒斑

PL78 高 346 ③酸化焔 内 口縁部横撫。頸部接合痕明

瞭。体～底部箆撫。

w区FA下黒 士師柑 残存 1/2 南 ①細砂。赤褐色粒多最、白色粒 外 口縁部横撫。頸部指撫、指 内体部里斑

3躾ー 4 口 91 子・石英・微細雲母少屈。 頭圧痕有。肩部箆撫。体部右→

第371図 底ー ②明赤褐25YR5/6 左横箆撫。

PL― 高 143 ③酸化焔 内 口縁部横撫。頸部指撫、指

頭圧痕有。体部箆撫、接合痕明

瞭、指頭圧痕有。

w区FA下黒 土師均 残存口縁 1/2弱 埋没土 ①細砂。rj,3mm白色粒、石英 外 口縁部横撫後細斜箆磨。 外内痘状剥

4楳ー 1 口 140 輝石 ・赤掲色粒少屈。 内 口縁部横撫後細縦箆磨。 落有。

第371図 底 ー ②橙5YR6/6

PL― 高 (62) ③酸化焔

w区FA下黒 土師甑 残存体部～底部 埋没土 ①中砂。 rt,3mm石英、石英・輝 外体部下→上縦箆削。体部下 外一部黒変

4集ー 2 ロー 石 白色粒子・赤褐色粒子少屈。 端右→左横箆削。

第371図 底 52 ②にぶい黄褐10YR7/3 内 体部横箆撫、接合痕明瞭。

PL― 高(13.3) ③酸化焔 体部下端右→左横箆削。

w区FA下黒 土師坪 残存 口録一部欠損 中央 ①細砂。赤褐色粒 白色粒・輝 薄手。口縁部内傾。 外 ドーナツ状

5梨一l 口 118 石 ・石英少益。 外 口縁部横撫。イ本部指撫、指 煤付着黒変

第371図 底一 ②橙5YR6/6 頭圧痕多数。底部箆削後箆撫。

PL― 高 5.5 ③酸化焔 内 横撫後斜渦巻状箆磨。

w区FA下黒 土師坪 残存 ほぼ完形、口縁 中央 ①細砂。石英 ・輝石赤褐色粒． 口唇部薄く、口縁部内傾。

5集ー 2 部一部欠損 白色粒子少羅。 外 口縁部横撫。体部指撫、指

第371図 口 130 ②明赤褐5YR5/6 頭圧痕多数。底部箆削後箆撫。

PL78 底ー ③酸化焔 内 横撫後斜渦巻状箆磨。

高 53

w区FA下黒 士師杯 残存完形 中央 ①細砂。(/,5mm赤褐色粒、白色 口唇部薄く、口縁部内傾。

5梨ー 3 口 126 粒子・輝石・石英少孤。 外 口縁部横撫。体部指撫、指

第371図 底ー ②明赤褐25YR5/6 頭圧痕有。底部箆削後箆撫。

PL78 高 5.4 ③酸化焔 内 横撫後斜渦巻状箆磨。

w区FA下黒 土師杯 残存口縁 1/4欠損 中央 ①細砂。白色粒子輝石石英・ 外口縁部横撫。体～底部箆削 外・内体～底

5集ー 4 口 12.0 赤褐色粒少量。 後箆撫。ほぼ全面撫。 部里変

第371図 底一 ②赤褐5YR4/6 内 横撫後斜渦巻状箆磨。

PL― 高 50 ③酸化焔

N区FA下黒 土師小形 残存完形 中央 ①細砂。微細雲母多晟、赤褐色 外 口縁部横撫、線状痕明瞭。

5集ー 5 甕 口 6.5 粒・白色粒子 ・石英少祉。 肩部平坦面有。体部上半指憮、

第371図 底一 ②明赤褐5YR5/6 指頭圧痕有。下半箆削後一部箆

PL78 高 94 ③酸化焔 撫。

内 口縁部横撫。体～底部指撫、

指頭圧痕有。
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ll1 検出された遺構と遺物

番号 器種 量 目 出士位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

N区FA下黒 土師甑 残存口縁～底部 2/3 中央 ①中砂。</>5mm礫、白色粒子 ・ 外 口縁部横撫。頸部指撫後横

5集ー 6 口 212 石英・輝石 赤褐色粒少蔽。 撫、指頭圧痕残。体部上端指

第371図 底 7.0 ②浅黄25Y7/3 撫後縦位箆撫。中～下半指撫後

PL78 高 28.2 ③酸化焔 横位箆撫。

内 口縁部横撫。頸部指撫、指

頭圧痕残。体部上半斜刷毛目状

調整後横位箆撫。下半横位斜

位刷毛目状調整。

N区FA下黒 土師甕 残存 口縁～体下部 北西 ①中砂。¢5mm礫、白色粒多益、 外 口縁部横撫。頸部縦刷毛目

5巣ー 7 1/3 石英 ・赤褐色粒輝石少景。 状調整後横撫。体部斜箆撫。

第372図 口 172 ②にぶい黄橙10YR6/4 内 口縁部横撫。頸部指頭圧痕

PL- 底ー ③酸化焔 有。体部横箆撫。

高 (24.0)

w区FA下黒 士師甕 残存頸部～底部1/2 埋没土 ①中砂。赤褐色粒・輝石・石英・ 外 口縁～頸部縦刷毛目状調整

5梨ー 8 ロ ー 白色粒少最。 後横撫。体部上半縦刷毛目状調

第372図 底 84 ②にぶい黄橙7.5YR7/3 整後箆撫。下半縦箆撫で。底部

PL- 闇（27.6) ③酸化焔 箆削後箆撫。

内 口縁部横撫。頸部指撫後箆

撫。指頭圧痕多数。体～底部横

箆撫。接合痕明瞭。

N区FA下黒 土師甕 残存 口縁～体部下 埋没士 ①中砂。¢1 cmチャート角礫、 外 口縁部縦刷毛目状調整後口

5集ー 9 1/2 石英・白色粒・赤褐色粒少罷。 唇部横撫。頸部縦刷毛目状調整

第372図 口 21.4 ②にぶい黄橙10YR7/3 後横撫。体部斜位刷毛目状調整

PL- 底ー ③酸化焔 後一部箆撫。

高 (282) 内 口縁部横位刷毛目状調整。

頸部指撫、指頭圧痕残。体部横

位箆撫。

N区FA下黒 土師甕 残存 3/4 南 ①中砂。q,3mm石英、石英・白 外 口縁部横撫。体部刷毛目状

5躾ー 10 口 160 色粒輝石 ・赤褐色粒少益。 調整後箆磨。中央横箆削後箆磨。

第372図 底 (69) ②にぶい黄橙10YR7/4 底部箆撫。

PL- 高 344 ③酸化焔 内 口縁部横撫、接合痕有。屑

部指撫、指頭圧痕多数。体～底

部箆撫。

縄文

N区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。繊維多益、石英・輝石・ 外横撫。 前期黒浜

101土ー 1 ロー 白色粒子少最。 内箆磨。 繊維土器

第373図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/3

PL- 高一 ③酷化焔

N区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。繊維多羹、白色粒・輝 外 LR縄文横位施文。 前期黒浜

128土ー 1 口ー 石・石英少最。 内箆磨。 繊維土器

第373図 底ー ②にぶい黄褐10YR5/3

PL― 古向 ー ③酸化焔

w区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没士 ①細砂。 繊維多呈、白色粒 • 石 外幅 1cm半載竹管平行沈線＋ 前期有尾

145土坑ー 1 口ー 英・輝石少最。 爪形文横位 3単位施文。 栽維士器

第373図 底ー ②橙75YR6/6 内横位箆磨。

PL- 高一 ③酸化焔

N区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。繊維多蘊、輝石・石英・ 外 LR縄文横位施文。 前期黒浜

150土ー 1 ロー 白色粒子 赤褐色粒子少量。 内縦箆磨。 練維土器

第373図 底ー ②灰黄褐10YR5/2

PL- 古向 ― ③酸化焔

w区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。繊維多絋、白色粒子・ 外 LR、RL縄文横位施文、 前期黒浜

154土ー 1 ロー 石英・輝石少益。 羽状構成。 繊維土器

第373図 底ー ②黒褐10YR3/2 内箆撫。 外・内淡い黒

PL― 高 一 ③酸化焔 変

w区FA下黒 縄文深鉢 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。練維・白色粒子・輝石・ 外 LR縄文横位施文。 前期黒浜

157土ー 1 ロー 赤褐色粒子・石英少最。 内横位箆撫。 繊維土器

第373図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/4

PL― 高 一 ③酸化焔
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出土土器観察表

番号 器種 最 目 出土位置 ①胎土②色調③焼成 文様、成・整形の特徴 備考

w区FA下黒 縄文深鉢 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。 繊維多鼠、輝石•石英・ 緩い波状口縁。 前期有尾

174土ー 1 口ー 白色粒子・赤褐色粒少羹。 外 0段多条 LR縄文横位施文 繊維土器

第373図 底ー ②にぶい黄橙10YR6/4 後幅0.9cm半載竹管横位沈線2単

PL― 高 （35) ③酸化焔 位施文。

内横箆磨。

w区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没士 ①中砂。繊維多量、</J3mm角礫、 外 LR・RL縄文施文、一部 前期黒浜

218土ー 1 ロー 石英・輝石・白色粒・赤褐色粒 羽状構成。 繊維土器

第373図 底ー 少址。 内箆磨。

PL― 高一 ②にぶい褐75YR5/4

③酸化焔

w区FA下黒 縄文深鉢 残存頸部破片 埋没土 ①細砂。白色粒子・石英・輝石・ 外 RL・LR縄文横位施文、 前期黒浜

221土一 l 口ー 赤褐色粒子少量。 その後頸部横箆撫。 繊維土器

第373図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 内撫。 内 炭化物付着

PL― 古向 ― ③酸化焔 黒変

w区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没士 ①細砂。繊維多量、輝石・石英・ 外 0段多条LR縄文横位施文。 前期黒浜

235土-1 ロー 白色粒子少最。 内撫。 繊維士器

第373図 底一 ②にぶい黄橙10YR6/3

PL― 古向 ＿ ③酸化焔

w区FA下黒 縄文深 残存体部破片 埋没土 ①細砂。</>3mm礫、白色粒子・ 外幅6mm工具沈線有り 。その 後期称名寺

240土ー 1 鉢 口ー 輝石・石英少羹。 他部分箆磨。 外一部ベンガ

第373図 底一 ②にぶい黄橙10YR7/3 内箆磨、接合痕有。 ラ付着

PL - 古回 ― ③酸化焔

w区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。繊維多羹、白色粒子 ・ 外 RL縄文横位施文。 前期黒浜

246土ー 1 口一 石英少蓋。 内風化不明。 繊維土器

第373図 底ー ②にぶい褐7.5YR5/4

PL― 嵩一 ③酸化焔

w区FA下黒 縄文深鉢 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。 練維多量、輝石•石英・ 波状口縁、口唇上浅沈線有。 前期有尾

329土ー 1 ロー 白色粒子・赤褐色粒子少黛。 外幅 lcm半載竹管平行沈線3 繊維土器

第373図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/3 単位、最下段爪形文伴う 。 外炭化物付着

PL― 高 (5.6) ③酸化焔 内横撫。 黒変

w区FA下黒 縄文深鉢 残存口縁部破片 埋没土 ①細砂。繊維多量、q,5mmチャ 緩い波状口縁。波状頂部薄く尖 前期有尾

329土ー 2 ロー ート礫、白色粒子・石英・輝石 る。 繊維土器

第373図 底ー 少量。 外 LR縄文横位施文後幅 1cm 外炭化物付着

PL- 高一 ②黒褐10YR3/2 平行沈線 1条、その下に平行沈 黒変

③酸化焔 線＋爪形文 2単位、斜位平行沈

線＋爪形文 2単位、平行沈線 1

単位施文。

内箆撫。

w区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①細砂。白色粒子・石英・赤褐 外 LR・RL縄文羽状 前期黒浜

329土ー 3 ロー 色粒子少益。 構成。 繊維土器

第373図 底ー ②明褐7.5YR5/6 内横位撫。 内厚く炭化物

PL― 古向 ＿ ③酸化焔 付着

w区FA下黒 縄文深鉢 残存体部破片 埋没土 ①中砂。繊維多最、cf>5mm礫、 外 R L ・LR縄文横位施文、 前期黒浜

421士坑ー 1 口一 緑泥片岩 石英 ・白色粒子少黛。 羽状構成。 繊維土器

第373図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 内箆磨。

PL― 高一 ③酸化焔

w区FA下黒 縄文深鉢 残存 口縁部破片 埋没土 ①細砂。繊維・輝石・石英 ・白 外 口縁下に幅06cm半載竹管平 前期黒浜

482土一 l ロー 色粒子少最。 行沈線2単位施文。下に同工具 繊維土器

第373図 底ー ②にぶい褐75YR5/4 のコンパス文2単位、下の平行 外一部黒斑

PL- 高一 ③酸化焔 沈線区画。

内横箆磨。

w区FA下黒 縄文深鉢 残存 口縁部破片 埋没土下位 ①細砂。繊維多量、石英 ・白色 小突起貼付される緩い波状口縁。 前期黒浜

532土-1 ロー 粒子・輝石少羹。 口唇部僅か外反。 繊維土器

第373図 底一 ②にぶい黄褐10YR5/4 外 粗RL・LR縄文横位施文、 外・内 一部黒

PL― 古向 ＿ ③酸化焔 羽状構成。 斑

内横箆磨。

w区FA下黒 縄文深鉢 残存体部下～底部破 埋没土下位 ①細砂。繊維多凪、石英・白色 底部中心は厚く、やや上底ぎみ。 前期黒浜

532土ー 2 片 粒子・輝石少蘊。 外体部0段多条RL縄文横位 繊維土器

第373図 口一 ②にぶい褐75YR5/3 施文。下端箆撫。底部箆撫、光

PL― 底 (70) ③酸化焔 沢有。

高 (5.3) 内体部縦箆撫。
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m 検出された遺構と遺物

第5表 出土石器観察表
図版写真番号整理番号 器種 出土位恨 長さ 幅 厚さ園五• 石買 偏考

374 PL79 I区2溝S-1 打斧 2溝S-1 9.3 5 7 l.4 96 細粒煉石安山岩 分銅形、両刃。上端一部被熱赤変。両側縁砧打、表裏両而上下使用痕有。

374 PL79 I区215土S-1 敲磨石 埋没土 18 8.9 5.9 1528 閃録岩 上下両端敲打痕、表裏右側面磨面有。部分的全面貼打痕残。

374 PL79 I区215土S-2 敲磨石 埋没土 13 9 7 7 1145 細粒輝石安山岩 上下両端弱敲打痕、左右裏下面弱府面有。表面磨面の可能性はあるが不明。

375 PL79 I区LG-18Sー］ 打斧 FA下黙 l 11 91 2.2 269 黒色頁岩 分銅形。両刃。上下両端使用痕明瞭。裏面中央沿柄痕を帯状に残珍しい例。

375 PL79 I区LG-18S-2 磨敲石 FA下閣 2 9.5 ， 4 7 594 花尚岩 表面やや凹む。表裏両面及び周縁部磨面、上端部一部貼打痕有。

375 PL79 I区LH-17S-] 削器
，， 

FA下焦 l JO 5.6 2.2 138 頁岩 両側緑穀打痕、上下両端磨痕有。中央部磨痕着柄痕。

376 PL79 I区LH-17S-2 磨 敲石 FA下焦 9.6 7.6 5.7 614 柑粒安山岩 表裏両面中央がやや凹む磨面、上端～右側縁貼打痕有。

376 PL79 I区LJ-16S-I 石核 FA下黒 2 21 I 58 果曜石 小形。打面自然面。剥片素材。

376 PL79 I区LJ-17S-I NII器 FA下焦 6 10.5 1 6 86 黒色頁岩 下部刃投内彎。刃部厚くやや急角度、上部右縁薄く鋭。左側縁帯状に自然面残。

376 PL79 I区LM-18S-l 石鏃 FA下黒 21 145 0.4 l 里色頁岩 二等辺三角形、底辺やや内彎。瑞部やや丸い。左脚先端一部欠損。衷面第一次剥離面残。

377 PL79 I区LN-17S-l 磨敲石 FA下黒 l 7.2 6 7 5.9 396 租粒繹石安山岩 ほぽ球形礫利用。上部へつがうがかなり濃く付着。路と磨各所に認められる。

377 PL79 I区LN-17S-2 石核 FA下黒 16 10.5 8.6 1505 硬質泥岩 円礫横分割打面、横長剥片剥離。後90゚ 匝転剥離面打面、横長剥片剥離。下自然面残。

378 PL79 1区6面S-1 尖頭器 6面S-1 4.8 3 I 0.8 13] 黒色安山岩 欠損品、両面化工、上下欠。

378 PL79 I区6面S-2 横長剥片 6面S-6 3.4 5.2 0.6 11.5 黒色頁岩 打面細長く自然面残。ハードハンマー直接打撃。

378 PL79 I区6面S-3 横長剥片 6面S-7 3.3 4.3 0.5 6 黙色頁岩 薄手、使用痕なし。打面剥離面。

378 PL79 I区6面S-4 剥片 6面S-8 4.4 4 2 0.8 10.6 黒色頁岩 打面剥離面。左側縁新傷痕。

378 PL79 I区6面S-5 横長剥片 6面s-9 31 5.4 0.6 71 黒色安山岩 剥離時上半部欠損。

379 PL80 ll区2住S-1 凹石 埋没土 27 18.3 8.2 5070 輝石安山岩 表面の3cm以上凹有。上下両端敲打痕有。裏面ほぼ全面弱敲打痕。

379 PLSO IT区29土S-1 磨敲石 29土坑S-1 14 13.3 6.4 1568 角閃石安山岩 表裏両面研磨、緑辺一部敲打痕有。

380 PL80 Il区5住S-1 台（凹・磨石） 5住S-52 24 22.6 6 4939 閃緑石 表裏両面磨面、裏面凹有。周緑部一部敲打痕有。

380 PL80 Il区5住S-2 凹敲磨石 5住S-45 10 7.5 4.5 505 樟石安山岩 表裏浅凹有。表裏両面版打後磨面。周録部敲打痕。

380 PL80 Il区5住S-3 敲磨石 5住S-55 14 5.8 45 518 坑石安山岩 ほぼ全面敲打痕、表裏両面その上に磨痕覆う 。周縁部良 く敲打。

381 PL80 ll区］2住S-1 石鏃 12住石鏃め2 2. l l.5 0.3 0.6 黒曜石 比較的薄手。断面凸レンズ状。二等辺三角形、底辺深く袂、脚部比較的長。

381 PL80 Il区74土S-1 打斧 埋没土 4.8 4 4 15 42 頁岩 頭部破片。節理面より欠損。左右隅縁粘き潰されている。

381 PL80 Il区76土S-1 剥片 埋没土 3. 1 1.4 0.5 21 黒耀石 上端頃整剥離有。右側緑比較的鋭。

381 PL80 IT区LQ-19S-l 敲石 FA下黒 4 5.8 5 6 2 82 安山岩 偏平小礫緑辺部使用。

381 PL80 IT区LR-17S-l 敲石 FA下集 4 7.3 6.3 3 227 安山岩 周縁部散打痕有。

381 PL80 Il区LR-17S-2 癌石 FA下黒 19 JO 5.6 3.7 354 砂岩 裏面中央一部弱敲打痕有。

381 PL80 IT区LR-17S-3 磨石 FA下焦 33 10 7.2 4 7 413 角閃石安山岩 表裏両面磨痕有。

382 PL80 Il区LR-18S-l 削器 FA下黙 8.3 4 17 41 里色頁岩 横長剥片端部調整。先端と左側新欠損。

382 PL80 Il区LR-18S-2 打斧 FA下黒 l 9.3 4.3 I 7 81 玄武岩 左側縁上半欠損後再生。両ll!I縁敲打痕、刃部一部使用痕有。

382 PUlO Il区LR-18S-3 磨凹石 FA下巣 18 9.4 8. 4 3.9 421 輝石安山岩 表面左11!1¢2cm凹、表面だけに磨痕有。

382 PL80 Il区LR-18S-4 敲磨石 FA下黒 20 12 6.5 3.5 381 玩岩 裏面平坦磨面、縁辺部舷打痕有。

382 PL80 TI区LR-18S-5 敲石 FA下黒 24 8 4 7.5 4.5 314 多孔質安山岩 器面風化。周緑部敲打痕明瞭。磨痕不明。

383 PL80 Il区LR-19S-l 磨敲石 FA下黒 7.9 ， 3.6 391 角閃石安山岩 衣線状痕幅広明瞭、裏面弱。上端と左右両縁敲打痕有。

383 PL80 Il区LR-19S-2 磨石 FA下黒 13 10.9 5.7 1204 輝石安山岩 表面磨面、裏面平坦であるが、磨而か否か不明。

383 PL80 Il区LS-17S-l 打斧 FA下黒 14 7.3 5.6 l.8 90 黒色頁岩 下半部欠損後再生。

384 PL80 Il区LS-17S-2 敲石 FA下黒 l 16 ， 6.6 969 多孔質安山岩 ほぼ全面敲打痕、刃ならし傷有。

384 PL80 Il区LS-18S-l 凹石 FA下黙 122 86 7.7 41 275 軒石 表面凹有。器面粗いため、調整不明。

384 PLSO Il区LS-18S-2 磨石 FA下焦 43 9.7 7.5 6 581 安山岩 裏面中央敲打痕、線状痕明瞭。

384 PL80 Il区LS-18S-3 磁磨石 FA下黒 137 12 9.5 5.2 728 繹緑岩 裏面滑らか、磨面の可能性有。右下端部敲打痕有。

385 PL80 Il区LS-18S-4 敲磨石 FA下黙 133 13 83 3.2 578 根粒安山岩 表裏両面磨面、緑辺部敲打痕有。

385 PL80 Il区LS-18S-5 磨敲石 FA下黒 28 11 10 4.9 879 安山岩 表裏両面磨面、緑辺部自点打痕有。

385 PL80 Il区LS-19S-l UF FA下焦 2 6 4.8 0.5 13 黒色頁岩 打面自然面。横長渕片素材、下縁を刃部として使用。

385 PL80 ]1区LS-19S-2 磨敲石 FA下黒 64 9.5 6 2 41 425 閃緑岩 表裏両面磨面、端部散打痕有。

386 PL80 Il区LS-19S-3 敲磨石 FA下黒 2 14 3.9 3.9 455 録泥片岩 上三卜両端及び表裏両面珀打痕、左右両面磨面滑らか。

386 PL80 Il区LS-19S-4 磨敲石 FA下黒 43 11 11 4.6 821 安山岩 左側縁欠敲打か否か不明。表面磨面。上端からの剥羅打繋によるもの。

386 PL80 Il区LS-20S-l 敲石 FA下黒 14 6.4 4 2.3 74 閃緑岩 右飼縁両極技法による上下同時両方向からの剥離布。

386 PL80 Il区LS-20S-2 打斧 FA下黒 9 15 5.4 2.6 381 灰色安山岩 使）l1痕蹂著。よく磨滅。

387 PL80 Il区LT-18S-1 蔽磨石 FA下黒 39 67 5.6 2.8 147 鎧石安山岩 小形偏平円礫素材、周縁部散打痕、表裏両面磨面。

387 PL80 Il区LT-18S-2 敲磨石 FA下黒 30 7.9 7.2 3.8 406 輝石安山岩 下端一部敲打痕、裏面磨面有c

387 PL80 Il区LT-18S-3 凹磨鼓石 FA下黒 33 8.2 7.9 5.8 458 多孔質籍石安山岩 下半部欠損。上端部左側縁敲打痕有。表中央2.5cmx 2.0cm凹有。表裏両面磨面。

387 PLSO Il区LT-19S-l 打斧 FA下焦 22 7.5 5.2 0.9 54 黒色頁岩 薄手、分銅形。裏面平坦、右IJlil録船打。刃部使用による潰有。

387 PL80 lI区LT-19S-2 剥片 FA下黒 87 2.9 l.5 0.8 3 黒曜石 縦長剥片。球果含む。右側縁下部に徴細剥離痕有、使用痕の可能性有。

388 PL80 Il区LT-19S-3 打斧 FA下黒 10 4.8 l,4 67.8 黒色頁岩 撥形。刃縁右IJIII使用による変形。刃部使用痕明瞭。両IJIII縁砧打、比較的薄手。

388 PL80 Il区LT-19S-4 打斧 FA下煤 19 7.7 8.4 1.3 113 黒色頁岩 上半部表からの）］により欠損。部分的新傷痕有。刃部磨滅、使用痕明瞭。

388 PL80 Il区LT-19S-5 打斧 FA下黒 90 l l 6.5 2.2 173灰色安山岩 刃部欠損。分銅形。両刃、頭部部分にも使用痕有。

388 PLSO Il区LT-19S-6 磨石 FA下焦 12 10 3.2 5.4 291 変玄武岩 一部被熟赤変。表裏磨面。上端右側一部蔽打痕。下半裏面中央から打撃欠損。

388 PL80 Il区LT-19S-7 削器 FA下黒 21 11 9.4 4 7 554 砂岩 石ハンマーの直接打撃、極粗加工で先端部作出、チッビングトゥーれ状。裏面磨面。

388 PL80 Il区LT-19S-8 凹石 FA下黙 3 11 11.4 6.6 1071 輝石安山岩 表面に凹、稜部敲打痕有。

389 PL80 Il区LT-19S-9 石llll FA下黙 16 9.2 6.6 6.2 537 多孔質鎧石安山岩 小破片。表面よく使い込まれた磨面。裏面弱磨面。裏面及びIJIII面凹み有。

389 PLSO IT区LT-19S-10敲石 FA下黒 13 8.8 9.3 6.5 640 輝石安山岩 表面左半打撃による欠損。突出部3カ所敲打痕打。

389 PL80 Il区LT-20S-J RF FA下黙 28 5.4 6.8 l6 62 硬質頁岩 横長剥片下縁1こ調整加工を施す。表面に自然面大きく残。

389 PL80 Il区LT-20S-2 敲磨石 FA下黒 18 11 7.9 3.8 402 雄石安山岩 上下両端及び左右側縁一部に敲打痕有。表裏面磨面有。表面の方が強く明瞭。

390 PL80 Il区LT-20S-3 敲磨石 FA下黒 21 16 4 9 4 7 514玲岩 上下両端貼打痕、裏面磨面で非岱1こポらか。

390 PL80 Il区LT-20S-4 散石 FA下焦 30 13 6.8 5.2 598玲岩 上下両端敲打痕有。

390 PL&J Il区LT-20S-5 敲磨石 FA下熱 55 9.9 7.9 43 469 細粒輝石安山岩 やや被熱。ほぼ全面スス付着黒変。

390 PL80 TI区LT-20S-6 磨敲石 FA下黙 45 13 8 I 64 799 細粒輝石安山岩 上下両端一部弱敲打痕、裏面平坦部磨面有。

391 PLSO Il区LT-21S-l 磨石 FA下黒 19 17 l2.4 12.8 4002 安山岩 線状痕明瞭、裏面中央弱砧打痕有。

391 PL80 Il区LT-21S-2 磨敲石 FA下黒 55 6.8 5.4 3.8 166 安山岩 周縁部敲打痕、裏面磨面有。

391 PLllO Il区LT-21S-3 磨齢石 FA下焦 54 6.5 7.8 44 389 輝石安山岩 表裏両面及び左側面磨面、上対し射打痕有。

391 PL80 Il区LT-21S-4 磨敲石 FA下黒 46 8 8. l 4.8 532 角閃石安山岩 表裏とも磨滅。整った円形。表裏共に中心敲打、浅凹有。周縁部一部弱敲打痕有。

391 PL80 Il区LT-21S-5 舷石 FA下燻 14 9.9 7.5 5.7 557 多孔質安山岩 ほぼ全面敲打痕、裏面中央浅凹有。

392 PUlO Il区LT-21S-6 散磨石 FA下黙 29 II 8.4 5.5 637 角閃石安山岩 表裏両面磨滅痕、上下両端～右1l!1縁穀打痕有。

392 PL80 Il区LT-21S-7 磨敲石 FA下黒 16 14 4.5 43 861 粗粒安山岩 下端敲打痕、表裏両面1!!面布。全面ヒピ割れが入る。

392 PL80 Il区LU-20S-l 磨石 FA下閣 59 7.3 3.5 3.1 126 安山岩 自然礫平坦部を利用、4面に磨面残。

392 PL80 Il区LU-20S-2 打斧 FA下黒 65 61 4.7 2 62 黒色頁岩 刃部破片。使用痕明瞭、滑らかで光沢を持つ。刃縁左牛使用による剥離欠損。

392 PL80 Il区LU-20S-3 UF FA下島 3 68 7.5 1.8 97 黙色頁岩 横長剥片紫材、表面自然面残。左側繰及び下緑微細剥離痕有。

393 PL80 Il区LU-20S-4 磨石 FA下黒 5 14 11.5 10.9 2453 輝石安山岩 円礫素材、ほぽ全面磨面、部分的敲打痕残。

393 PL80 Il区LU-21S-l 磨敲石 FA下黒 15 10 9.2 42 483 安山岩 周縁部敲打痕、表裏両面磨面。上端～左11!1縁上半ベンガラ付着。

394 PL80 Il区LU-21S-2 磨散石 FA下焦 67 11 5.5 38 3ll 安山岩 上下両端敲打痰、表裏両面磨面、滑らか。

394 PL80 Il区LU-21S-3 敲磨石 FA下黒 18 7 4.2 3.2 116 雌石安山岩 表面中央及び右側面中央一部磨面。多くの部分ペンガラ付消。

394 PL&l Il区LU-21S-4 磨版石 FA下黒 22 14 8.3 4.9 796 絹石安山岩 上下両端弱敲打痕、表裏両面磨面。磨面及び敲打痕薄くベンガラ付沼。

394 PL80 Il区LU-21S-5 磨敲石 FA下黒 23 8 7 4.4 3.2 199 輝石安山岩 上ド両端敲打痕、表裏両面磨面、よく磨滅。

394 PLSO Il区LU-21S-6 打斧 FA下焦 66 13 7 4 2.9 238 頁岩 撥形。左側樟よく敲打。刃部使用痕明印、磨滅光沢持つ。右側殺自然面残。

395 PL80 Il区LU-21S-7 多孔石 FA下黒 14 30 236 9 7450粗粒安山岩 周縁部敲打痕、表裏とも多数凹有。表面磨面。

396 PLSO Il区LU-21S-8 磨敲石 FA下焦 8 13 7.8 5.2 797粗粒安山岩 下半部横からの打繋により欠損。上部敲打痕、表裏両面磨面。

396 PL80 Il区LU-21S-9 石皿 FA下黒 7 16 19 5.1 1778 粗粒輝石安山岩 側縁からの打撃により欠損。裏面凹みの方が深い。

397 PL80 Il区LU-22S-l 磨敲石 FA下黒 3 7.8 6.5 5.8 377 安山岩 周緑部敲打痕、右側裏面底面磨面。

397 PL80 Il区LU-22S-2 磨蔽石 FA下黒 5 16 8.3 41 935 輝録岩 裏面11111磨面極めて明瞭、滑らかに凹。右11!1下端弱蔽打痕有。

397 PL80 Il区LU-22S-3 II!石 FA下黒 6 13 11 6.3 1187 輝石安山岩 上端と下縁部砧打痕有。表裏磨面、裏面の方がボらかで使い込まれている。

398 PL80 Il区LV-20S-l 削器 FA下黒 5 5.4 3.3 l 17 黒色安山岩 右側縁調整加工を施し、下端刃部として使用。

398 PL80 IT区LV-20S-2 打斧 FA下黒 4 11 6.8 1.6 255 黒色安山岩 両側縁敲打後非常によく磨滅。上下両端部使用痕穎著。

398 PL80 IT区LV-20S-3 石錘 FA下黒 14 7. 4 6.1 2.2 80 焦色頁岩 剥片下端刃部作出、刃部鈍くやや丸味を帯ぴる。

398 PL81 Il区LV-21S-1 片刃礫器 FA下黒 7 7 9 7 3.1 327 砂岩 比較的急角度の剥隧と細かい講整剥難数回施されている。他自然面。

398 PL81 IT区LV-21S-2 磨敲石 FA下黒¥10 6.4 5 4.3 302 安山岩 端部やや粗れており、敲打の可能性有。右側面滑らかな部分有、磨面の可能性有。

399 PL81 IT区LV-21S-3 磨石 FA下黒 4 9. 4 6.9 3.9 408 砂岩 表面と右側面庖面有。

399 PL8I IT区LV-21S-4 磨石 FA下焦 26 9.7 7.5 3.8 477 角閃石安山岩 表裏磨而。表面の方が頻著。

399 PL81 Il区LV-21S-5 敲石 FA下黒 14 11 6.3 4.8 459輝石安山岩 表面右下及び上下両端敲打痕有。

399 PL81 Il区LV-21S-6 石核 FA下焦 34 7.3 8.2 4 7 489 頁岩 片刃礫器状。裏面から急角度の剥離が入る。

400 PL81 Il区LV-21S-7 磨石 FA下黙 6 12 13.4 5.5 1099 花尚岩 表裏両面とも平坦面非常に滑らか。端部一部敲打痕有。
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400 PLSl Il包LV-21S-8 磨石 FA卜馬 5 12.6 10.2 5.3 904 輝石安山岩 裏面中央磨滅部分有。縁辺に若干当たり痕あるが、人為的なものか不明。

400 PLSI Il区LV-21S-9 敲石 FA下黒 9 l l.4 6.7 6.6 827 角閃石安山岩 右測面磨面の可能性有。縁辺中心敲打痕有。

401 PL81 Il区LV-21S-10凹敲仁 FA下黒 32 l l.3 9.4 5.9 796 輝石安山岩 表面及び上下両端敲打による叡打痕、哀面かなり深凹と浅凹有。

401 PLSI Il区LV-22S-l 磨敲石 FA下黒 l 10.4 8 6 6.5 894 輝石安山岩 表面一部及び裏面磨痕有。下端左右蔽打痕布。

401 PL81 Il区LV-22S-2 距凹石 FA下黒 8 11 6 4 7 451 多孔質角閃石安山岩上下両端敲打痕、表裏の凹も敲打によるもの。

401 PL81 Il区LW-21S-1 削器 FA.卜黙 36 7.3 3 9 1.3 34 果色頁岩 打面剥陪調整而。縦長剥片両佃1縁調整加工を施し、刃部としている。

402 PL81 IT区LW-21S-2砥石 FA下黒 3 2 l.4 22.5 6.1 5248 輝石安山岩 表裏両面磨面、表面はよく使い込まれており、線状痕明瞭。

402 PL81 ll区LW-22S-l 石鏃 FA下閣 51 l.3 1 7 0.3 0.5 黒曜石 二等辺三角形の底辺及ひ＇頭端欠損 。非常に薄手。黒く不透明な石材。

402 PL81 Il区LW-22S-2 磨貼石 FA下黒 3 11.9 6.5 3.6 417 鎧石安山岩 上下両端砧打痕、表裏両面磨面だが、裏面の方がやや強い磨面。

402 PL81 ll区LW-22S-3磨散仁 FA下焦 46 13.1 7.5 3.3 524 輝石安山岩 周縁部敲打痕、表裏両面磨面。表面には凹、裏面穀打痕有。

403 PL81 Il区LW-22S-4 砥石 FA下患 7 17 13.8 5.8 1549 藉石安山岩 表面線状痕多数、極めて明瞭。周繰部粘打痕。裏面研磨痕不明。表而スス付治、黒変。

403 PL81 Il区LX-22S-l 磨石 FA下黒 6.7 57 3 232 頁岩 は1ま全面磨面、やや光沢を持つ。

404 PL79 ll区8巣S-1 礫破片 8集LU-21ぬ7 5.4 5.2 18 51 安山岩 1/2欠損、剥がれ。

404 PL79 IT区8梨S-2 小礫 8躾LU-21No2 5. 1 2.6 19 45 安山岩 使用痕不明。

404 PL79 Il区8集S-3 円礫 8集LU-21Na9 4.8 4 3.7 93 籍石安山岩 器面滑らか。磨石の可能性有。

404 PL79 Il区8染S-4 小礫 8ffiLU-21Na6 3. 2 2.6 2 22 樟石安山岩 使用痕不明。

404 PL79 Il区8染S-5 礫 8梨LU-21沌 l 6.5 5 3.2 112 安山岩 右側縁―ド半、敲きの可能性有。

404 PL79]区8梨S-6 礫 8集LU-21ぬ4 8. 8 6 4 285 安山岩 表面滑らか、磨石の可能性布。裏面右側凹布。

404 PL79 TI区8染S-7 磨石 8焦LU-21隔 5.6 6.6 4.7 228 花尚岩 下半欠損。

405 PL79 Il区8槃S-8 磨 凹b 8梨LU-21ぬ5 11 8.3 6.7 701 角閃石安山岩 表面弱岩面。表裏珀打による浅凹。

405 PL79 Il区8集S-9 台石 8集LU-21No3 14.2 22.4 11 4894 輝石安山岩 裏面右下凹有。

406 PL81 ill区l住S-1 台石（磨石） l住S-1 36.4 29.9 9 13600 雄石安山岩 表裏とも弱磨滅。

407 PL81 ill区2仕S-1 敲石 埋没土 12.4 4.5 4 307 粗粒安山岩 上下両端敲痕有。

407 PL8I 皿区2住S-2 磨敲石 埋没土 17.6 7.2 5.6 1089 花尚岩 上下両端敲打痕、裏下半一部薄く鉄錯付沿。右側被熱赤変。表裏磨面。鉄器敲打後研磨。

407 PL81 Ill区3住S-1 船庖石 3住S-2 12.8 5.3 43 436 多孔質安山岩 周縁部取打痕、一部鉄鍔付著。裏面屯面、滑らか。

407 PLSI ill区3住S-2 磨 敲石 3住S-1 8.5 7. 7 3.8 394 籍石安山岩 表裏両面磨面、周縁部敲打痕。

408 PL81 ill区4住S-1 磨敲石 4住S-1 9. 1 5.3 32 260 安山岩 表裏とも磨面、周縁部敲オ「痕。

408 PL81 Ill区5住S-1 磨敲石 5住S-1 16.1 6. l 4.5 812 変質安山岩 上下両端及ひ伺l面敲打痕、表裏両而及び左右側面磨面有。特に左側面平坦。

408 PL81 Ill区5住S-2 磨貼石 5住S-41 16.5 7.4 39 836 砂岩 上下両端特によく蔽打されている。表裏両面磨面。

409 PL81 Ill区5住S-3 台石（磨石） 5住S-42 18.4 14.8 5.6 1913 多孔質安山岩 表而敲打痕明瞭。やや凹。

409 PL81 llI区7仕5-1 磨石 7住S-13 18.4 5.8 37 668 細粒輝石安山宕 両1111一部と裏面線状痕有。上下両端一部敲打痕有。

409 PL81 Ill区8tts-l 砥石 埋没土 5. 1 2.2 1.7 38 油紋岩 小形仕上砥石。表裏両側面とも明瞭磨面、上下弱磨面。

409 PL81 皿区8住S-2 磨敲石 8住S-2 10.5 9.3 4.8 698 繹石安山岩 一部スス付着黒変。

410 PL8l m区8住S-3 台石 8住S-1 36.4 26.7 9.4 lllOO 多礼質安山岩 表裏ともほぽ平坦で僅か凹。鉄錯付好。

410 PL81 Ill区12住S-1 敲石 埋没土 13.l 7.5 6.9 1041 安山岩 上端部敲打痕、他面磨面、特に裏面中央光沢有、沿らか。下半部裏から打撃欠損。

411 PL81 Ill区13住S-1 磨石 13仕s-2 8~ 4 5.9 3.3 244 はんれい岩 被熱。表面及び裏面一部磨面、表而の方が滑らか。

411 PL81 ill区14住S-1 砥石 埋没土 7 4 3.4 1.8 55 流紋岩 表裏両面及び上下面磨面。上下面は形を整えただけの磨面、殆ど使用されていない。

411 PL81 Ill区15住S-1 台石 15住S-4 31.3 34.3 9.5 16100 輝石安山岩 裏面側に一部磨痕有。

412 PL81 Ill区15住S-2 敲磨石 15住5-1 118 6.3 3.8 501 細粒輝石安山岩 ほぼ全面磨面。裏面中央と周縁部舷打痕有。

412 PL81 皿区60土S-1 磨 敲石 埋没＋． l0.5 7 5 56 563 粗粒輝石安山岩 上端部及び側緑一部敲打痕、被熱変色。表裏両側面弱磨面。極一部鉄鈷付著。

412 PL81 ill区178土S-1 敲磨石 178土坑S-2 17.3 9.3 7.4 1964 雄石安山岩 下端欠損後平坦になるように調整加工している。上端敲打痕、表裏両側面磨面。

412 PL81 Ill区FP上S-1 敲磨石 FP上 114 6.9 3.3 396 花尚岩 上下両端非常に良く敲打、平坦面となっている。一部鉄鋳付杵。表裏両面弱磨面。

413 PL81 皿区1畦S-1 敲石 1畦l'hl 133 9. 2 69 933 粗粒輝石安山岩 上下両端及び左右側縁突出部敲打痕打。上端打撃による欠損。

413 PL81 ill区4畦S-1 磨敲石 4叶叫 126 9.6 3.7 744 鍔石安山岩 上下両端及び左右側縁一部散打痕、表裏両面磨面有。

413 PL81 ill区4畦S-2 敲磨石 4畦池l 12.7 8.1 47 629 砂岩 上下両端及び右側緑敵打痕、表裏両面磨面、部分的に鉄分付渚。

414 PL81 Ill区4平地S-1 磨 鮎石 4平地S-1 14 4 7. l 41 67] 花尚岩 一部鉄舘付祐、表裏及び両側面磨面。上下両端敲打痕有。右側下半敲打1こよる剥離。

414 PL81 Ill区5平地S-1 敲 磨石 5平地S-1 8.3 7.6 53 450 輝石安山岩 表面敲打痕顕著、若干磨面有。

414 PLlll ill区巨周S-1 敲石 巨大周溝S-4 18 6, 7 3.6 742 頁岩 上下両端弱敲打痕、裏滑らか、光沢持つ店面。それ以外の部分もやや滑らか、手拒れか。

415 PL81 ill区16住S-1 砥石 埋没土 76 6.3 2 124 砂岩 表裏下磨面。下面惹形研磨。薄く鉄分付も。上而剥離面。左右測縁敲打痕有。

415 PL81 Ill区16住S-2 台石（磨わ） 16住S-4 18.6 17.8 7.2 4029 頁岩 全体に光沢を持つ。表面よりも裏面の方が滑らかで線状痕明瞭。

415 PL81 Ill区16住S-3 磨敲石 16仕S-5 19.6 75 5.6 981 耀石安山岩 上下両端及び表面中央敲打痕有。平坦面磨面で滑らか。凹一部鉄分付着。

416 PL81 Ill区16住S-4 磨敲石 16住S-3 15.3 5.9 4.8 714 チャート 表面全面スス付滸。下端部敲打痕、裏面非常に滑らかで光沢を持つ。磨血の可能性有。

416 PL8l Ill区16住S-5 磨石 16住S-2 16 7 6.6 4.5 791 石灸斑岩 表裏両面滑らか、表面上部は特に滑らかで光沢を持つ。

416 PL81 皿区17住S-1 店鼓石 17付S-1 15.6 5.9 3.7 578 輝緑岩 表裏両祖1磨面、上下両端敲打痕。鉄鍔付着。（鉄器用）

416 PLSl Ill区17住S-2 磨砧石 17仕S-12 8.4 5.4 4.2 385 花尚岩 下半部欠損。緑辺部数打痕。表裏両面磨面。右側一部鉄分付抒。

417 PL81 ill区17住S-3 磨石 17住S-8 15 6 3.6 693 輝緑岩 表裏とも部分的に鉄鍔付若、弱磨面で光沢を持つ。

417 PL81 Ill区17住S-1 磨 敲石 17住S-13 14 5.7 36 611 耀縁岩 右11!1縁一部敲打痕、表裏及び左側面磨面有。

417 PL81 ill区17住S-5 磨石 17住S-9 17.5 6.9 3.9 805 砂岩 上下両端及び両面敲打痕、表裏両面及び側面磨面。表面の一部鉄分付名。

417 PL8l III区17住S-6 磨取石 17{tS-5 16.5 6.8 41 785 粗粒安山岩 下端敲打痕、表裏両詢岩面。表裏両面薄く鉄錆付済。

417 P認 1 Ill区17住S-7 磨石 17住S-2 16.3 5 4.3 621 安山岩 4面とも磨面，特に裏面滑らかで凹。

417 PL81 Ill区17住S-8 磨敲石 17住S-14 8.8 3.8 3.2 229 花尚岩 下端部敲打痕、表裏1l!1面磨面。

418 PL81 Ill区17住S-9 凹石 埋没土 12.7 9.2 7 1266 輝石安山岩 表面に敲打による ¢4汝m凹有。裏面磨面、側而及び裏而の一部敲打痕有。

418 PL81 ill区17住S-10 磨 敲石 17住S-6 148 6.8 3.9 572 輝紐岩 表裏とも磨面、表右半特に滑らか。表面士部と下端一部節打痕有。

418 PL81 lll区17住S-ll 窮敲石 17住S-7 16 7 2 3.7 634 輝石安山岩 上下両端敲打痕、表裏両面磨面。薄く鉄拓付滸。

418 PL81 Ill区17住S-12 磨敲石 17仕S-4 16.2 7.4 4.6 878 粗粒安山岩 上下両端蔽打痕、表裏両面磨面。凹に薄く鉄鉗付沿。

419 PL81 ill区18住S-1 磨敲石 18住S-22 151 6. 1 3.7 571 多孔質安山岩 周縁部敲打痕、特に上下両端明瞭。表裏磨面。

419 PL82 皿区18住S-2 磨石 周堤 7.2 2.9 2.6 83 安山岩 表面右側非常に滑らかな磨面、裏面弱磨面。

419 PL82 皿区18住S-3 磨敲石 18住S-7 15 7. 1 42 664 粗粒安山岩 右側縁打撃によ る剥離有。表面稜部磨滅明瞭、右側及び裏面弱く不明瞭。

419 PL82 Ill区18住S-4 磨石 18住S-19 14.2 6.9 38 688 石英閃緑岩 ほぼ全IHI磨面、非常に滑らか。

419 PL82 旧区18住S-5 敲磨石 18仕S-23 16.5 6.4 65 627 頁岩 左111l面一部蔽打痕、表裏両側面非常に渚らか。

419 PL82 ill区18住S-6 磨敲石 18住S-20 15 6.5 4.6 685 紛岩 下端一部敲打痕、表裏両面磨面。裏面側は特に滑らか。

420 PL82 III区18住S-7 磨石 18住S-18 15.4 6.8 49 774 粗粒安山岩 表裏磨而、裏面の方が滑らか。

420 PL82 Ill区18住S-8 磨敲石 18住S-16 15.9 7.3 5.3 775 閃緑岩 上下両端敲打狼、左側縁のもの風化による剥落。表面右半及び裏面磨面。

420 PL82 皿区18住S-9 磨石 18住S-10 15.8 6.6 5.3 841 花尚岩 部分的に剥がれ有。下端及び左側の一部打撃により欠損。ほぼ全面閉面。

421 PL82 Ill区］8住S-IO 磨敲石 18仕S-12 16.7 6.1 5 774 花尚岩 上下両端弱敲打、他の平坦面すぺて磨面。特に表面滑らか。

421 PL82 ill区18住S-11 磨敲石 18住S-14 17 7 2 4.2 813 粗粒安山岩 表裏両側面よく研磨、表面やや凹む。右側が左測よりも磨滅、滑らか。上下両端敲打痕有。

421 PL82 llI区18住S-12 磨敲石 18住S-15 16.2 7.9 3.9 756 砂礫岩 上下両端部敲打痕、表裏両面磨面。

422 PL82 旧区18住S-13 敲磨石 18住S-21 141 7 3.7 664 安山岩 周縁部敲打痕、表裏磨面。

422 PL82 lII区18仕S-14 庖敲石 18住S-11 161 7.4 5 863 輝石安山岩 金属用砥石。線状痕明瞭。上下両端一部に版打痕有。

422 PL82 皿区18住S-15 礫 18住s-13 19.8 7. 2 688 頁岩 器而非常に光沢を持つが、自然面？

423 PL82 lII区18住S-16 磨石 18住S-9 14.2 5.4 632 花尚岩 鉄銹付著。ほぼ全面磨面。（鉄器用砥石）

423 PL82 Ill区］8住S-17 磨石 18住S-24 16 5、6 4.3 625 頁岩 ほぼ全面非常に滑らか。特に平坦而光沢を持つ。上半部欠損部分有。

423 PL82 IIl区18住S-18 砥石 18住S-6 26.4 14.6 11.3 5834 灰色安山岩 線状痕明瞭、一部齢打痕有。金属用砥石。

424 PL82 ill区18住S-19 磨敗 石 18住S-3 14.9 12.2 11.3 2305 輝石安山岩 周縁部版打痕、裏面一部磨面有。

424 PL82 ill区2釈S-1 耐石 2染S-3 16.2 6.7 3.9 589 真岩 上下両端敢打による剥離狼有。下端の方がよく使い込まれている。

424 PL82 ill区3災S-1 磨石 3集S-2 16.9 7.7 5.9 1079 変玄武岩 ほぼ全面非常に滑らかで光沢を持つ。

425 PL82 Ill区19住S-1 版石 19住S-7 20.3 7.5 7 1209 頁岩 被熱、上端剥がれ有。表面中央と下嬬敲打による剥離痕有。

425 PL82 III区19住S-2 台石（磨・敗石） 19住S-8 18.8 19.4 5.4 3117 角閃石安山岩 縁辺部敲打痕有。表裏両面研磨痕、特に表面滑らか。

425 PL82 Ill区19住S-3 敲石 19仕S-9 16.8 5.7 52 779 礫岩 上下両端敲打痕有。

426 PL82]]]区19住S-4 砥石 19住S-6 126 8. 2 7.8 lll8 流紋岩 被熱。灰紫色に変色。ほぱ全面研磨面。上端船打痕有。

426 PL82 皿区20仕S-1 磨石 固堤 81 6.8 47 383 角閃石安山岩 楕円形。周縁部舷打痕有。表衷両面的痕有。

426 PL82 Ill区20住S-2 敲石 20仕S-3 14 8. 8 4.5 756 花尚岩 右側緑哉打による剥離痕並ぶ。

427 PL82 III包20住S-3 敲石 埋没土 104 6.7 5.8 433 多孔質安山岩 頭端打撃により欠損。表・褒及び両端敲打痕有。

427 PL82 ill区21住S-1 敲石 埋没土 7.8 4.8 3.5 175 石英閃緑岩 縁辺部敲打痕有。表裏両面磨滅。表面左OOI強く磨滅、光沢部分有。明瞭な鉄分付着無。

427 PL82 lll区21住S-2 磨敲石 21住S-2 155 5.3 5 668 花蒟岩 敲打痕部分淡＜焦錯付杵。縁辺部を除き、ほぼ全面研磨痕有。

427 PL82 III区21住S-3 敲磨石 埋没七 141 7. 7 5.7 877 変質粗粒安山岩 上下両端及ぴ側緑敲打痕有。表面下部研窮痕有。薄く鉄銹付者。敲打による剥難有。

428 PL82 ill区21住S-4 磨石 21仕S-4 1 4 2 5.7 5.3 574 花尚岩 一棉淡く鉄分付芍。姻部弱敲打痕有。

428 PL82 ill区21仕S-5 敲石 21住S-9 12.7 11 11.5 2239 柑粒安山岩 下面除きほぼ全面敲打痕有。

428 PL82 頂区23住S-1 敲石 23{tS-16 14.7 6.3 5.3 638 砂岩 上下両端表面中央敲打痕有。

429 PL82 m区23住S-2 磨石 23仕S-15 15.2 7.5 4 7 826 石英閃緑岩 上下両端及ぴ側面一部敲打痕、ほぼ全面研磨痕有。

429 PL82 III区23仕S-3 朋石 23住S-11 16.2 7. 2 5.1 919 閃緑岩 上下両端主に敲打痕有。

429 PL82 皿区23住S-4 磨斧 埋没上 5.5 2.8 0.75 20 蛇紋岩 小形、薄手、精巧なつくり。全面光沢を持つ。刃部刃漬れ、使用痕明瞭。側籍角明確。

430 PL82 皿区23住S-5 磨蔽石 23住S-17 17.8 7.9 5 903 砂岩 表裏両面研磨面有。上下両端敲打痕有。
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430 PL82 III区24住S-1 砥石 24住S-3 17 12 8.6 2143輝石安山岩 表面に刃ならし傷線状痕明瞭、粘打痕有。

431 PL82 ill区25住S-1 台石 25住S-1 33 22.9 9 11400 花尚岩 表裏両面及び右測面磨面、中央部非常に滑らか。

431 PL82 皿区26住S-1 砥石 26住S-8 14 3.2 2l 268 粘板岩 4面とも磨面、左側面特によく使い込まれ滑らか。表面刃な らし傷有。

431 PL82 皿区26住S-2 敲磨石 26住S-1 14 7.9 4 761 螺石安山岩 表裏両面磨面、一部弱敲打痕、上下両端貼打痕明瞭。i炎い鉄錆付着。

432 PL82 ill区26住S-3 磨敲石 26住S-7 12 5 34 488 花尚岩 上下両端貼打痕、薄くスス付着。表裏両面及び両側面磨面、部分的に鉄鋳付着。

432 PL82 III区26住S-4 磨敲石 26住S-2 16 5.9 38 644 粗粒鎧石安山岩 下端敲打による欠損。右11!1下部に齢打痕有。表裏両憫面磨面、特に裏面上部光沢部分有。

432 PL82 ill区26住S-5 敲磨石 26住S-3 12 8. 1 5.2 7切斑蠣岩 上下両端敲打痕、表裏両面磨面。一部薄 く鉄錆付着。

432 PL82 Ill区26住S-6 磨敲石 貯蔵穴S-12 IO 7.9 6.7 797粗粒安山岩 下端極滑 らか、光沢持つ磨面。上灌敲打痕有。中程～上部滑らか、光沢は無く、手ズレ痕 ’

433 PL82 皿区切住S-1 磨石 埋没土 9.3 6.2 31 275花尚岩 一部黒鋳付着。縁辺部敲打痕、表裏両面研磨痕有。

433 PL82 皿区27住s-2 磨敲石 埋没土 15 6.9 3.4 375 多孔質安山岩 右側緑剥離は打撃によるもの。裏面研磨面。

433 PL82 III区切住S-3 磨石 27住S-7 15 13.7 41 1408花尚岩 表裏両面非常に滑らかで平坦。

433 PL82 ill区30住S-1 台石（応石） 碑 S-9 21 18 8.5 4195根粒安山岩 ほぼ全面敲打、裏面磨滅有。

434 PL82 ill区30住S-2 敲凹石 30住S-1 8.7 6.6 4.9 345 角閃石安山岩 裏面中央¢l&rnの凹有。全面風化顕著。

434 PL82 皿区30住S-3 磨敲石 30住S-6 ， 7.3 6.4 606 砂岩 縁辺郎敲打痕、その他研磨痕有。特に下面光沢を持つ。

434 PL82 Ill区30住s-4 台石 30住S-11 31 22.9 7.4 9020粗粒安山岩 表裏両面とも良く磨滅。方向不明。

435 PL82 ill区31住S-1 棒状礫 埋没土 16 6.8 3.9 6切流紋岩’ 表裏両面ともやや滑らか。上下両端若干敲打されている可能性有。

435 PL82 頂区32住S-1 敲磨石 32住s~1 17 6.8 4.5 781 流紋岩 右側面弱研磨痕、上端敲打痕。一部鉄銹付着。

435 PL82 皿区33住S-1 磨敲石 33住S-1 17 7.5 4.5 782 花尚岩 上下両端駁打痕。表裏両面研磨痕。一部鉄錯付芍。

435 PL82 皿区33住S-2 敲石 33住S-4 11 8.6 6.1 942 角閃石安山岩 表面中央敲打痕有。やや窪む。

436 PL82 皿区33住S-3 磨石 33住S-3 l l 1 0.3 6.4 987 凝灰岩 表面左側被熟による剥離。下面非常に滑らかな磨面有。一部鉄分付着。（ベンガラ加工用9)
436 PL82 皿区34住S-1 敲石 34住S-2 12 8.2 4.8 695 角閃石安山岩 表面右側滑らかな部分有。磨而の可能性有。縁辺部及び裏面中央敲打痕有。

436 PL82 III区34住S-2 敲磨石 34住S-8 10 8. l 4.5 577 角閃石安山岩 周縁部敲打痕、表裏磨面有。

437 PLS2 ill区34住S-3 凹磨敲石 34住S-11 9.3 8.1 67 572 角閃石安山岩 4面凹有。周縁部敲打痕有。上端一部スス付着、黒変。右側の平坦面磨面の可能性有。

437 PL82 ill区34住S-4 砥石 34住S-12 25 175 127 9020粗粒角閃石安山岩 表裏両面及び右側下面研磨面有。鉄器研磨用と考えられる。

438 PL82 III区35住S-1 砥石 35住S-1 13 42 l 80.5 黒色片岩 上部¢6mm孔を有する。薄手。側面一部剥離痕を残。上端を除きほぼ全面磨面。

438PL82 m区35住S-2 磨石？ 35住S-5 16 5.6 41 704 砂礫岩 器面滑らかでやや光沢を持つが磨面か否かは不明。一部ベンガラ付着。

438 PL82 III区35住S-3 蔽凹石 35住S-4 12 9.9 6.6 693 多孔質安山岩 剥離後裏面中央敲打による浅凹有。表面に左側からの打撃による剥離面有。

4浣 PL82 Ill区37住S~l 磨敲石 37住S-2 11 7.6 3 354 繹石安山岩 表裏両面ともよく研磨されている。部分的に緑辺部上下両端とも敲打穎著。淡く鉄分付着。

439 PL82 皿区38住S-1 砥石 38住S-29 8.5 7.2 3.5 421 安山岩 周緑部敲打痕、特に下緑左半明瞭。表裏とも磨面、やや不定方向に線状痕訟められる。

439 PL82 皿区38住S-2 磨石 38住S-20 14 5.8 3.7 556 細粒安山岩 表裏両面磨面、側面も滑らか。

439 PL82 皿区38住S-3 磨石 38住S-5 16 7.5 5.2 849 閃紐岩 裏面一部鉄錆付着。裏面はぼ全面、表面左右側面磨面。

439 PL82 ill区38住S-4 磨石 38住S-9 9 4 6. l 42 414 輝石安山岩 表裏磨面有。特に裏面平坦。表裏及び周縁部敲打痕有。裏面の凹に薄く鉄第付着。

440 PL83 皿区38住s-5 磨敲石（砥石） 38住S-14 14 8.8 8.2 1695 細粒砂岩 下端部舷打痕、薄く果銹付着。平坦部磨面、薄く赤鉗付着。

440 PL83 皿区39住S-1 石鉄 39住S-21 3.9 1.45 0.35 2硬質頁岩 先端部比較的鋭利だが、茎部欠損。裏面に主要剥離面残。

440 PL83 皿区39住S-2 砥石射石 39住S-1 10 9.5 48 667粗粒角閃石安山岩 表裏向面及び左右下端敲打痕、表裏中央敲打による浅凹有。

440 PL83 ill区39住S-3 磨石 39住S-25 11 6 4.3 546 細粒輝石安山岩 表裏両11!1面弱磨面、薄く鉄分付着。上下両端弱敲打、薄くスス付着。

440 PL83 皿区39住S-4 磨敲石 39住S-6 7 6 6.6 5.8 443 角閃石安山岩 縁辺部ほぼ全面敲打痕、表裏両面一部弱磨面有。

441 PL83 ill区39住S-5 敲石 39住S-2 10 5. l 3.5 387 安山岩 上下両端敲打痕有。特に上端平坦。

441 PL83 皿区39住S-6 敲磨石 39住S-19 9.6 5.9 49 446 輝石安山岩 上下両端及び表面の一部敲打痕、表裏両面磨面。スス付着黒変。

441 PL83 皿区39住S-7 台石（敲石） 39住S-20 22 17.2 7 2833 輝石安山岩 表裏両面多数の敲打痕有。部分的鉄鏑付箸。

441 PL83 Ill区39住S-8 砥石 39住S-18 24 10.9 8.3 2509 流紋岩 大形。4面とも磨面、非常に良く使い込まれている。上下両端貼打痕。

442 PL83 皿区40住S-1 磨敲石 4}住S-2 15 6 5 687 繹緑岩 下端右半敲打面、中央磨面、非常に滑らか。全面光沢を持つが磨面ではない。

442 PL83 III区42住S-1 磨敲石 42住S-1 11 3.7 2.2 141 細粒砂岩 上下両端及び右側縁敲打痕有。表裏両面磨面、極めて滑らか。

442 PL83 ill区42住S-2 敲石 42住S-3 14 5.6 5 709粗粒安山岩 上下両端敲打痕有。

442 PL83 皿区42住S-3 敲石 42住S-4 14 7.3 3.8 663粗粒安山岩 上下両端及び右側縁敲打痕有。

443 PL83 皿区42住S-4 敲磨石 42住S-5 17 5.3 5 731 細粒砂岩 左飼面中央磨面、上下両端敲打痕有。

443 PL83 皿区43住S-1 磨敲石 43住S-3 II 5.7 38 404 花扁岩 表裏両面磨面、特に裏面滑らか。周縁部敲打痕、上下両端明瞭。

443 PL83 JJl区44住S-1 石鋭 埋没土 2.8 15 0 4 1.3黒色頁岩 二等辺三角形、底辺内11!1袂れ。ほぽ完形、先端僅か欠損。

443 PL83 ill区44住S-2 小形磨製石斧 44住S-2 3.3 0.85 0.6 2蛇紋岩 先端厚く鋭さはない。数多くの研磨面明瞭残。裏面新傷痕有。

443 PL邸 m区44住S-3 磨石 44住S-12 13 5.2 4.2 579 細粒砂岩 平坦面4面非常に滑らかでやや光沢を持つ。特に裏面中央に鉄銹付着。（鉄器用仕上砥石）

444 PL83 ill区44住S-4 磨敲石 44住S-4 16 7 3.5 559 粗粒安山岩 上下両端敲打痕、鉄鍔付着。表裏両面弱磨面。

444 PLll3 皿区44住S-5 磨敲石 44住S-3 14 4.4 5.1 436 安山岩 上下両端齢打痕部分に鉄錆付著。表裏側面弱磨面。

444 PL83 皿区46住S-1 石鏃 46住S-12 l.8 l 9 2 0.5 黒瞳石 二等辺三角形、底辺内彎。先端右側縁新傷痕、極薄手。

444 PL83 ill区46住S-2 石鏃 46住S-11 2.2 11 0.4 0.8 珪質頁岩 二等辺三角形、底辺僅か内彎。先端部ややねじれ。1互手。

444 PL83 Ill区46住S-3 石鏃 46住S-13 3 1.8 0 4 15 黒曜石 やや大形、一部先端欠、裏面中央に自然面残。二等辺三角形、底辺袂れ。

444 PL83 皿区46住S-4 石鏃 46住S-10 2.9 I 0.3 09 黒色頁岩 基部欠損、有茎9
445 PL83 皿区46住S-5 磨敲石 46住S-8 9 7 7.4 4.4 390石英斑岩 下端敲打痕、ベンガラ付着。表面左測磨面明瞭。

445 PL83 皿区妬住s-6 磨敲石 46住S~15 13 8.1 5.1 830輝石安山岩 上下端部粘打痕有。上部欠損打撃によるもの。表面非常に滑らか、薄く鉄分付着。

445 Plふ3 m区46住S-7 磨敲石 46住S-1 10 8.5 5.1 639粗粒輝石安山岩 敲打痕細長い当たりの連続、裏面磨面有。

446 PL83 皿区47住S-1 磨石（台石） 47住S-6 24 22.5 8.4 7200輝石安山岩 表面一部ペンガラ付着。表裏両面磨面、同程度凹む。右1111縁剥がれ。

446 PL83 皿区47住S-2 磨敲石 47住S-4 10 7.6 2.9 381 変玄武岩 表面非常に明瞭幡広線状痕、裏面左右側緑のみ。上下両端強い船打痕。

446 PL氾皿区47住S-3 敲石 47住S-7 20 77 5.6 1155 閃緑岩 ほぼ全面磨面、周緑部敲打痕有。ほぼ全面薄くスス付着。

447 PL83 皿区5()住S-1 磨貼石 50住S-1 8.9 7 6 37 382細粒輝石安山岩 表裏両面磨面、浅凹有。周縁部敲打痕、下端部打撃により欠損。

447 PL83 皿区50住S-2 耐磨石 50住S-2 7 71 4.8 382細粒砂岩 下半部表面側からの打撃により欠損、上端敲打痕、表裏両面及び両側面磨面。

447 PL邸皿区51住S-1 磨敲石 51住S-2 8.2 5.8 43 237 石英閃録岩 平坦面磨面、突出部弱敲打痕有。右側緑打撃によるヒピ割有。

447 PL83 Ill区53住S-1 磨蔽石 53住S-14 6.8 6.5 5.7 365 鰈石安山岩 全面敲打痕の上に磨面覆う。

448 PL83 皿区53住S-2 敲石 53住S-12 13 71 3.8 497 安山岩 上下両端駁打痕、ベンガラ付若。上端剥隆打撃によるもの。裏面剥離自然の剥がれ。

448 PL83 皿区53住S-3 敲石 53住S-13 16 5.8 43 631 輝石安山岩 上下両端及び表面スス付着。表面及び右側面一部弱磨面。

448 PL83 Ill区564土S-1 磨蔽石 564土S-6 18 7.6 4.3 943 花尚岩 表面薄くスス付洛。表裏両面磨面、一部鉄鍔付着。上下両端敲打痕有。

448 PL氾皿区564士S-2 敲磨石 564土S-14 7 5.8 3 178 輝石安山岩 上下両端及び左右側縁一部敲打痕、表裏両面磨面有。裏面磨面の方が明瞭。

448 PL83 ill区564土S-3 砧磨石 564土S-9 7.2 5.7 4 l95 耀石安山岩 表面及び右側面一部磨面、下端部敲打痕有。

448 PL83 皿区564土S-4 庖酎石 564土S-3 16 7.4 4.2 738 砂岩 上下両端敲打痕有。表裏両面磨ilu、一部鉄禁付着。

449 PL氾皿区566土S-1 砥石 566土S-1 6 5 9 2.4 119 細粒砂岩 下半部左側緑からの打撃により欠損。4面磨面、鉄笙付着。

449 PL83 皿区574土S-1 磨貼石 574土S-l 15 11.4 6.9 1601 花尚岩 上端舷打痕のみ、下端敲打後研窮。表裏両而磨面、一部敲打痕残。表面の一部鉄鍔付着。

449 PL邸皿区576士S-1 敲磨石 576士S-1 13 6.8 3.2 507 花尚岩 上下両端弱貼打痕、薄く鉄錯付舒。表裏両側面磨面。

449 PL83 Ill区6集S-1 石鏃 6遺集S-2 1 9 1.2 0.4 0.6 黒耀石 右脚欠。底辺大きく内側に袂れ、脚部やや長め。

449 PL83 ill区6集S-2 石鏃 6遺集S-3 2.1 l.9 0.3 13 黒色頁岩 二等辺三角形、底辺やや内側に袂れ。両脚部端欠損。

450 PL83 皿区6焦S-3 磨骰石 6遺集S-15 12 10.4 7.3 1訂5細粒輝石安山岩 周辺部敲打痕、表裏両面弱磨面。

450 PL83 Ill区6集S-4 磨石 6遺集S-39 7.9 7.3 2.3 218 細粒鎧石安山岩 表裏磨面、線状痕比較的明瞭。

450 PL83 ill区6笑S-5 敲磨石 6遺集S-16 12 7.3 3.9 456 花尚岩 左側縁欠損。上下両端及ぴ右憫緑敲打痕、下端打撃による欠損。表裏両面磨面。

450 PL83 Ill区6染S-6 酌磨石 6遺簗S-30 15 6 5.6 761 輝石安山岩 上下両端敲打痕、一部それ以外の部分にも有。平坦面磨面で滑らか。一部鉄銹付着。

451 PL83 皿区6集S-7 敲磨石 6遺集S-18 14 8.8 6.3 1076 粗粒樗石安山岩 下端部打撃による欠損。上端穀打痕有。表裏両面磨面、側面敲打後弱磨痕有。

451 PL83 皿区6集S-8 台石（磨石） 6遺集S-32 22 23 7.8 6900 花尚岩 表裏両面とも磨面、点々と粘打痕有。表面鉄錆付着、裏面深い明瞭線状痕有。

452 PL83 皿区MF-20S-! 磨製石斧 FA下患 6.8 5.2 3.5 231 斑蠣岩 弥生蛤刃形石斧。上端敲打痕、表裏両側面磨面、光沢有。下部表面中央から打撃、欠損。

452 PL83 III区MI-21S-l 砥石 FA上 5.3 1.7 9.5 14 頁岩 上部欠損。小形仕上砥石。表裏両側面磨面で光沢を持つ。

452 PL83 llI区MK-23S-l 石鏃 FA下黒 2 l.4 0.3 0.6 黒曜石 二等辺三角形、底辺内側に深く袂れ。局部磨製。

452 PL83 皿区MK-23S-2磨敲石 FA下黒 11 8 l 5.7 811 繹録岩 表裏右側面弱磨面、表裏傷痕、上端下端一部敲打痕有。

452 PL83 皿区MK-0S-l 射磨石 FA下黒 7.8 6.3 4.2 318 繹石安山岩 表裏及び下端磨面、ベンガラ付著赤変。上下両端敲打痕、表裏両面部分的敲打痕有。

452 PL83 皿区MM-OS-1 石鏃 FA下黒 2.2 l.3 0.4 0.9 黒色安山岩 左脚端欠損。二等辺三角形で底辺やや内側に袂。

453 PL83 N区2住S-1 砥石 2住S-7 9.7 6 6 5.3 439 多孔質安山岩 細凹鉄分付着。上端刃均傷と耐打痕有。下半欠損。その他4面磨面、側面明瞭刃均傷有。

453 PL83 IV区2住S-2 敲磨石 2住S-8 11 6.9 5.2 629粗粒安山岩 一部鉄分付常。

454 PL船 W区98土S-1 敲磨石 98士S-10 10 5.7 4.6 560 閃緑岩 表面一部鉄錆付着。上下両端敲打痕、表裏両面磨面。

454 PL83 N区2集S-1 敲磨石 2遺集泊70 5.6 51 5 217 細粒輝石安山岩 ほぼ全面敲打痕上を磨痕が覆う。裏面浅凹有。下半部欠損。

454 PL岱 W区2集S-2 敲磨石 2遺集No73 11 10.9 7 1039 輝石安山岩 ほぼ全面敲打痕、裏面磨面。

455 PL83 N区4住S-1 敲石 埋没土 12 41 3.1 257 砂岩 細長い小形棒状礫の上下両端敲打痕有。

455 PL83 N区4住S-2 敲磨石 4住s-3 14 5.7 5.4 612玲岩 上下両端舷打痕、表面左側と裏面磨面有。裏面のもの強く明瞭。

455 PL83 N区4住S-3 凹石 4住S-5 20 13.8 9.5 3029 耀石安山岩 裏面自然の凹を利用した磨面。裏面には弱敲打痕有。

456 PL83 N区4住S-4 磨敲石 4住S-2 11 93 6.5 1016 花尚岩 ほぼ全面敲打痕と磨面、表裏磨面が強く、周縁部敲打痕が強い。

456 PL83 N区5住S-1 石鏃 埋没土 l.8 l.7 0.3 l 黒曝石 二等辺三角形、底辺袂れるが、底辺欠損。断面ほぽ凸レンズ状。先端僅か欠損。

456 PL83 IV区5住S-2 磨石？ 5住S-6 14 5.4 3.9 461 頁岩 表面磨れており、光沢を持つ。部分的に鉄分付着。

456 PL83 N区5住S-3 磨敲石 埋没土 14 6 5 33 522 変玄武岩 一部鉄錆付着（鉄器用）

457 PL83 N区5住S-4 磨散石 埋没士 15 6.2 49 723粗粒安山岩 一部鉄分付渚。上下両端敲打痕有。ほぼ全面磨痕有。

457 PL83 IV区5住S-5 敲石 埋没土 15 10.2 7 1269 角閃石安山岩 被熱による剥がれ有。両側縁上端敲打痕有。左側縁のものは斜に溝状に並ぶ。
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458 PL83 N区5住S-6 敲磨石 5住S-4 12 12.4 4.5 939 粗粒安山岩 表裏中央と緑辺部粘打痕有。表裏とも弱磨滅痕有。

458 PL83 N区5住S-7 台石（磨敲石） 5住S-1 17 16.5 5.7 2235 輝石安山岩 表面一部敲打痕、裏面磨面、一部敲打痕有。周緑部敲打痕、一部欠損。

459 PL83 N区5住S-8 台（磨）石 5住S-11 36 27 8.3 16800 安山岩 表裏とも磨面、表面の方が滑らかで光沢を持つ。表面鉄分付着。

460 PL84 N区7住S-1 砥石 7住S-1 23 13.1 11.6 3779 流紋岩 表面上端部敲打痕，下面の欠損面を除き研磨痕残。裏面上半剥離面にも磨面有。

461 PL84 N区7住S-2 磨石 周堤 22 8.1 4.65 1426 変斑蠣岩 表面左側面の磨面極滑らか、光沢有。裏面ほぼ自然面。鉄笛付落。

461 PL84 N区8住S-1 石鏃 埋没土 1.7 12 0.25 0.4 黒曜石 頭部両脚端欠損。比較的薄手、小形。二等辺三角形底辺の袂り込み深い。

妬lPL84 N区8住S-2 穀磨石 8住s-9 15 5.7 5.2 741 細粒安山岩 上下両端嵌打痕、他ほぽ全面磨面。

461 PL84 N区8住S-3 磨敲石 8住S-10 14 6 3.7 582 安山岩 表面一部鉄分付着。（鉄器用砥石）表裏両面及び右側面一部磨痕有。下端弱齢打痕有。

462 PL84 N区8住S-4 磨敲石 8住S-5 15 5 9 3.8 596 砂岩 表面一部薄（鉄分付着。上下両端穀打痕、他平坦面研磨痕有。

462 PL84 N巨8住S-5 磨石 8住S-11 15 4.7 4.6 610 細粒安山岩 4面非常に滑らか。特に表面。

462 PL84 N区ID住S-1 敲石 埋没土 19 7.4 3.7 692 砂岩 左側緑下半及び右側緑下端敲打痕有o剥離敲打によるもの。

463 PL84 N区10住S-2 砥石 貯蔵穴ー8 13 6.4 4.1 519 細粒流紋岩 下面及び裏面左側縁刃ならしに使用されている。上端欠損。仕上げ砥石。全面鉄錆付着。

463 PL84 N区11住S-1 台石（磨石） 11住S-1 26 25.1 8.4 9300 花尚岩 緑辺部及び両面風化、剥落部分多い。被熱。スス付着、黒変。

464 PL84 N区12住S-1 砥石 12住S-29 9.7 3 0.9 31.6 粘板岩 薄手。やや小形浪1片素材。上部</>4mm孔。両側穿孔。表裏剥がれ有。上下両端も研磨。

464 PL84 N区12住S-2 打斧 12住S-27 11 4.6 1.2 118 頁岩 両側緑敲打後磨滅。磨面可能性有。刃部表面中心裏面磨滅。良く使用されている。

464 PL84 IV区12住S-3 敲凹石 埋没土 13 10.7 6.6 1032 多孔質安山岩 一部を除きほぼ全面敲打。表と裏凹有。

464・ PL84 N区12住S-4 磨敲石 埋没土 9. 4 6.5 4.5 434 輝石安山岩 表側裏面スゾ状沈線明瞭に残。上下両端敲打痕残。

465 PL84 N区12住S-5 磨石（台石） 12住S-25 36 町2 91 13300 輝石安山岩 表裏磨面、表面の方が明瞭。

466 PL84 N区12住S-6 台石（穀石） 埋没土 29 15 65 3638 細粒輝石安山岩 表面のほぼ全面敲打痕、一部磨面有。裏面表面側の打撃により欠損、新傷痕有。

466 PL84 N区13住S-1 石錐 埋没土 3.2 16 0.6 l.9 黒曜石 縦長剥片基部に先端を作り出している。右測縁一部欠損。左側縁細かい剥離有。

466 PL84 N区15住S-1 敲磨石 埋没土 8.8 5 3 3.3 322 角閃石安山岩 周縁部弱蔽打痕、表裏両面弱磨痕有。

467 PL84 N区17住s-l 磨石 埋没土 11 3.7 2.5 174.9 輝録岩 棒状礫素材。風化顛著。表面一部及び右側面に研磨痕残。 （石捧再利用？）

467 PL84 N区17住S-2 磨蔽石 埋没土 2.6 6. 1 4.9 559 輝石安山岩 上下両端敲打痕、左右両面磨痕有。特に裏面明瞭。（鉄器用砥石）

妬7・PL84 N区17住S-3 磨・駁石 埋没土 12 6.8 3.6 511 花尚岩 両測縁及び上下両端貼打痕、他面ほぽ全面研磨痕明瞭。

467 PL84 N区17住S-4 穀石 埋没土 10 9.3 5.3 775 閃緑岩 表面中央及び左厠緑敲打痕有。

468 PLS4 N区18住S-1 敲石 埋没土 14 7.1 5.2 801 礫岩 上下両端敲打痕有。

468 PL84 N区21住S-1 磨敲石 21住S-1 14 4.5 3.8 367 輝緑岩 上下両端敲打痕、それ以外の平坦面磨面。

4岱 PL84 N区22住S-1 敲磨石 22住S-5 8.8 8.2 3.8 406 輝石安山岩 周緑部粘打痕、一部鉄鍔付着。表裏両面磨面。

468 PL84 N区23住S-1 敲磨石 貯蔵穴 8.8 5.4 3.9 241 耀石安山岩 上下両端敲打痕、下端剥離貼打によるもの。表面及び裏面一部磨痕有。

469 PL84 N区23住S-2 台石（凹磨石） 23住S-3 26 22.2 9 7100 粗粒鎧石安山岩 はI?全面敲打痕及び浅凹有。

469 PL84 N区24住S-1 磨石 24住S-21 II 8.7 6.2 1002 粗粒繹石安山岩 表面非常に滑らか。下側被熱による剥がれ、上面右側からの打撃による割れ。

470 PL84 N区24住S-2 台石 24住s-18 24 17.2 8.5 5352 鎧石安山岩 表裏平坦面磨面有o表面の方が強い磨面で明瞭。

470 PL84 N区24住S-3 砥石 24住S-20 17 10.6 6 [676 砂岩 表裏左右側面研磨面、非常によく使い込まれている。下端被熱による欠損。

471 PL84 N区26住S-1 石鏃 埋没土 18 1.4 0 4 0.9 チャート 完形。二等辺三角形、底辺深く扶れる。断面ほぽ凸レンズ状。

47l・PL84 N区26住S-2 磨・敲石 26住S-25 14 7.6 5.1 837 輝石安山岩 上下両端部敲打痕、表裏両面磨面。

471 PL84 N区26住S-3 砥石 26住S-15 22 21 7 11.7 6300 輝石安山岩 表面線状痕深く明瞭、左下 2カ所敲打による凹有。裏面粘打痕分散して有。

472 PL84 N区切住s-l 凹 敲磨石 27住S-29 10 10 4.2 613 輝石安山岩 周縁部敲打痕、表裏両面明瞭な磨面でそれぞれ凹有。

472 PL84 N区28住S-1 石銀 埋没土 2.6 17 0.4 12 黒色安山岩 完形品。二等辺三角形、底辺殆ど袂れない。断面ほぽ凸レンズ状、裏面の方が平坦。

472 PL84 N区29住S-1 凹 磨蔽石 堀り方 12 8.4 41 621 細粒輝石安山岩 表裏両面連紐した凹有、ともに磨面。左右側緑上部下端敲打痕有。

473 PL84 N区111士S-1 凹敲石 111土S-32 21 13.1 10.2 3547 輝石安山岩 ほぼ全面敲打痕有。表裏凹有。

473 PL84 N区］集S-1 凹石 1遺集比210 21 20.5 9.7 5383 石灰岩 表面¢5cm凹有。表面被熟赤変。一部スス付着、黒変。

473 PL84 N区3集S-1 磨石 3遺集1'1,18 13 16.9 71 2426 樟石安山岩 表面極研磨痕、線状痕明瞭、光沢有。表面鉄鋳付着。裏面一部敲打痕磨痕有、弱不明瞭。

474 PL84 N区3巣S-2 磨敲石 3遺集No31 17 7.3 3.7 702 砂岩 左側縁一部除き、全周縁敲打痕有。表裏磨面、鉄鉗付培。

474 PL84 N区3集S-3 凹貼石 3遺梨Nu27 14 14.2 6.5 1345 多孔質安山岩 表裏両面凹有。裏面の方が幅広く浅。下端貼打痕有。

475 PL84 N区5集S-1 穀磨石 5遺集S-92 9.8 49 2.9 232 玲岩 上下両端敲打痕、表裏両面とも磨面。

475 PL84 N区5集S-2 磨敲 凹石 5遺集S-85 11 9. 4 6.5 777 多孔質安山岩 表裏弱磨面、敲打による凹有。1111面粘打痕有。

475 PL84 N区MS-2S-I 石核 FA下媒 2.3 11 0.8 49 果曜石 剥片素材、打面自然面。左右両側面自然面残。

476 PL84 N区MX-6S-1 凹敲石 FA下黒 24 20.4 12.4 8300 鎧石安山岩 ほぼ全面敲打痕有、屁縁部敲打痕明瞭。表裏両面深凹有。

477 PL84 N区MX-8S-l 石鏃 FA下黒 2.3 1.6 0.8 0.9 黒色頁岩 底辺逆「V」字状袂れ。左脚端欠損。先端部薄い。裏面主要剥離面残、平坦、断面表側突出。

477 PL84 N区NC-llS-1 台石（磨石） FA下黒 30 20l 8.1 8700 花尚岩 表面鏡面状光沢有、裏面磨痕有。右側縁風化崩れ、左側縁欠損。

477 PL84 N区表採S-1 RF FA下黒 3 2.1 I 4.9 黒曜石 左右側縁一部加工痕有。表面自然面残。

478 PL85 Il区LX-22玉― l勾玉 FA下黒 l.2 1.5 0.35 04 蛇紋岩 小形。全体光沢を持つ。非常に精巧な作り 。¢l.5mm孔。

478 PL85 Il区LX-22玉-2勾玉 FA下黒 l.3 0.6 0.3 0.6 蛇紋岩 頭綿欠損。全体的に光沢を持つ。¢1.5mm孔脇¢ 1mm未貫通孔。

478 PL85 Il区LS-17玉ー1 ガラス玉 FA下黒 0.7 0.65 0.4 0.4 ガラス 色調サファイアプルー。 ¢2.5mmX J.5皿孔。上下両面研磨、極平坦。側面研磨傷磨傷有。

478 PL85 皿区23住玉 ー1 管玉 埋没土 2.7 0.8 0.7 31 滑石質蛇紋岩 大形、断面楕円形。¢2.5cm孔。両側穿孔、ズレ有。穿孔後研磨。側面横線線採足有。

478 PL85 ill区38住玉 ー］ 土製勾玉 38住ぬ8 3.8 1.3 1.3 83 にぶい赤褐 5YR4/4細砂。輝石石英白色粒子少量。横撫整形後箆削箆撫。

478 PL85 III区40住玉ー1 士製勾玉 40住N10 2.6 1.55 1.3 42 赤褐 5YR4/6細砂。雌石石英白色粒子徴量。</,3四孔。指撫。下端欠損、二又分かれ。

478 PL85 皿区40住王ー2 勾王 埋没土 2.8 l.8 0.4 41 蛇紋岩 非常に平坦。円板状素材内側に袂りを入れたもの。 ¢2mm孔。両側穿孔。

478 PL85 皿区44住玉ー］ 勾玉 埋没土 2.3 0.6 0.6 3 蛇紋岩 ¢2mm弱孔。両側穿孔。一部剥離面残。研磨線状痕面明瞭、完成品。

478 PL85 皿区44住王ー2 管玉 埋没土 12 0.45 0.35 0.3 蛇紋岩 小形。断面やや楕円形。(f,2mm孔。両面研磨後両側穿孔、ズレ有。側面光沢有。掠れ傷有。

478 PL85 旧区2平地玉ー1 管玉 2平地出ーl 2.6 0、45 0.45 07 蛇紋岩 器面風化。¢1.5皿孔。両側穿孔。11!1面研磨痕不明瞭。上下両端研磨痕明瞭。

479 PL85 III区564士玉ー 1 石製模造品剣形 564士出ー13 1.5 2 0.25 15 滑石質準片岩 下半欠損。,J,1.5皿孔2つ有。片側穿孔。表裏研磨時荒い線状痕残。小形鏡形可能性有。

479 PL85 Ill区6巣王ー 1 紡錘車 6遺集比ー l 4.4 45 2.4 l9] 白色凝灰岩 ¢5mm孔。両側穿孔。鉄器による成形後一部研磨、整形。周緑部及び下端部欠損。

479 PL85 皿区MF-20玉ー1石製模造品剣形 MF-20池一l 31 2.3 0.45 4.6 蛇紋岩 上半欠損。剥片素材、表衷両面剥離面残。両側緑研磨、比較的荒い線状痕残。

479 PL85 III区MG-22玉ー 1勾玉 MG-22Nuー1 3.5 2.3 0.5 5.2 蛇紋岩 剥片素材。極偏平。¢1.5mm孔。両11!1穿孔。内憫扶り 。剥離面残。荒い研磨痕残。

479 PL85 Ill区MG-22玉ー2臼玉 MG-22池ー2 0.7 0.65 0.5 0.4 滑石 厚手。断面長方形。¢2mm孔。両側穿孔後研磨。下一部剥離残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

479 PL85 ill区MG-22玉ー3臼玉 FA下黒 0.6 0.6 0.35 02 滑石 やや厚手。¢2nu,孔。両側穿孔後研磨。ズレ有。下面極平坦。側面荒研磨、線状痕明瞭。

479 PL85 ill区MJ-22玉ー］臼王 FA下黒 0.6 0.6 0.35 02 蛇紋岩 ¢2mm孔。両IJIII穿孔後研磨。下面極平坦。IJIII面荒研磨、線状痕明瞭。一部剥離面残。

479 PL85 ill区MN-22玉ー1臼玉 FA上 0.7 0.7 0.45 0.4 滑石 淳手。¢2.5mm孔。両側穿孔後研麿。下面平坦。上面1/2欠損。側面荒研磨、線状痕明瞭。

479 PL85 ill区MN-23玉ー1臼玉 FA上 0.9 0.85 0.6 0.8 滑石 厚手、大形。,j,3mm孔。片側穿孔後両面研磨。上一部剥離面残。IJlil面荒研磨、線状痕明瞭。

479 PL85 lII区M0-21玉ー 1臼玉 FP下 0.8 0 7 0.5 0.5 滑石 厚手。断面長方形。¢2.5rnm孔謹吋11!1穿孔後研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。下方斜削有。

479 PL85 III区M0-22玉ー 1臼玉 FA上 0.8 0.75 0.5 04 滑石 厚手、断面長方形。¢2mm孔。表斜刃傷。裏平坦、一部剥離残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

479 PL85 皿区M0-23玉ー1管玉 FA上 12 0.6 0.55 07 滑石質蛇紋岩 小形。断面やや楕円。¢3~2.5mm孔。両側穿孔、穿孔前研磨。側面荒研磨、全体光沢有。

479 PL85 皿区表採玉ー］ 臼玉 表採 0 6 0.6 0.3 02 蛇紋岩 やや薄手、小形。,j,2mm孔。上穿孔後研磨、下前研磨。上平坦、下丸味有。側面線状痕明瞭。

480 PL85 N区4住玉ー1 臼玉 埋没土 0.6 0.65 0.3 02 滑石 </>2皿孔。片側穿孔、裏→表。表穿孔時欠有。側面研磨痕明瞭、表裏線状痕弱。

480 PL85 N区4住玉ー2 勾玉 4住Nu20 3. 4 l.4 1.2 5.7 白色凝灰岩 頭一部欠。</,3mm孔。両側穿孔。下端剥離残。削成形一部研磨。断面円形。

480 PL85 N区4住玉ー3 管玉 4住1'1119 1 7 0.65 0.65 14 蛇紋岩 全体光沢有。僅か研磨痕残。¢2mm孔、両測穿孔。孔やや内側寄。断面若干楕円形。

480 PL85 N区5住王一l ガラス玉 5住Nul2 0.6 0.58 0.2 0.1 ガラス 淡青緑色。比較的偏平、小形。器面磨傷有。

480 PL85 N区5住玉ー2 臼玉 5住No4 .゚5 0、48 0.25 〇~l 滑石 ソロバン玉状。¢2mm弱孔。片側穿孔後研磨。11!1面研磨痕明瞭。表裏線状痕弱。やや光沢。

480 PL85 N区5住玉ー3 臼玉 5住thl3 0.6 0.55 0.25 0.1 蛇紋岩 ¢2皿孔。雨側穿孔、表深く、裏浅く貫通。側面研磨荒く 、線状痕明瞭、表裏弱く、光沢有。

姻 PL85 N区5住王ー4 管王 埋没土 2 05 0. 23 09 蛇紋岩 上面穿孔後研磨。 ¢2.5..,孔。両側穿孔。下部で若千ズレ有。全面光沢を持つ。

480 PL85 N区5住玉ー5 管玉 埋没士 l.5 0.5 0.5 0.6 蛇紋岩 上下両端穿孔後研磨。¢2.5mm孔。両11!1穿孔、かなりズレている。全面光沢を持つ。

480 Pl.85 N区5住玉ー6 管玉 埋没土 1.8 055 0.58 0.9 滑石 上下両端面ともやや斜め。 ¢25mm孔。両側穿孔。全面光沢を持つ。

480 PL85 N区5住玉ー7 勾玉 埋没土 2 0.7 06 19 蛇紋岩 緑色半透明。頭部細、尾限。¢lllUl11し。片側穿孔｀下端穿孔痕。光沢有。腹尾部加工痕残。

480 PL85 N区7住玉ーl 紡錘車 埋没土 IS 4.2 l.8 ?:2.7 滑石 1/2欠。鉄器成形後研磨。 ¢7""孔。両側穿孔？穿孔後軸出入縦傷有。全面滑らか光沢有。

480 PL85 N区7住玉ー2 石製模造品剣形 埋没士 3. 2 l.6 0.4 4 滑石 剥片紫材。一部剥離残。裏面荒研磨痕残。¢2mm孔。片側穿孔。裏右側割付傷有。

480 PL85 N区7住王ー3 管王 7住床直 2.l 0.5 0.5 11 蛇紋岩 上下両面とも穿孔後研磨。¢2mm孔。両側穿孔、ズレ有。やや光沢を持つ。

480 PL85 N区8住玉ー1 臼玉 8住床直 0.6 0.55 0 4 02 滑石 厚手。,J,2mm孔。両側穿孔、裏深（表浅い。側面研磨明瞭、表1/2剥落、裏研磨弱。光沢弱。

480 PL85 N区8住玉ー2 臼玉 8住床直 0.5 0.43 0.2 01 蛇紋岩 ¢1.5mm孔。片側穿孔。穿孔後上下面とも研磨。線状痕弱く、全体に光沢を持つ。

480 PL85 N区8住王ー3 管玉 堀り方 1 5 0 65 0.6 0.9 蛇紋岩 断面やや楕円形。上下両面穿孔後研磨。¢2mm孔。両側穿孔、ズレ有。全面光沢有。

480 PL85 N区8住玉ー4 管玉 8住床直 2.3 0.55 0.55 12 蛇紋岩 断面やや楕円形。¢2.5mm孔。両側穿孔、中央部よりやや下でズレ有。全面光沢有。

480 PL85 N区8住王ー5 管王 8住周堤 2.6 0.55 0.2 13 蛇紋岩 断面やや楕円形。下方太い。,j,2mm孔。両測穿孔、中央ズレ有。ほぼ全面光沢有。

481 PL85 N区10住玉ー1 石製模造品剣形？埋没土 08 1.35 0.4 0.6 蛇紋岩 上下両端欠。頭部</>lmm孔2つ。表から片側穿孔。やや歪む。極平坦研磨、線状痕明瞭。

481 PL85 N区12住玉ー1 臼玉 埋没土 0.6 0.6 0.3 02 滑石 ¢2四孔。両側穿孔後上下研磨、表深、裏浅。側面研磨明瞭、表裏線状痕弱、全体光沢有。

481 PL85 N区12住玉ー2 管王 埋没土 2 7 0.43 0.43 0.7 蛇紋岩 細身。<!>2mm孔。両測穿孔、上端近くでズレ有。ほぼ全面光沢を持つ。

481 PLSS N区12住玉ー3 紡錘車 埋没土 2 3.5 0.7 68 蛇紋岩 下半部欠損。 ¢7mm孔。両側穿孔。裏面に剥離面を大きく残。

481 PL85 1V区21住玉一 l 臼玉 埋没土 0.5 0.55 0.35 02 蛇紋岩 両側穿孔後上下両面研磨。上下両面平坦。側面やや丸味を持つ。紐ズレ有。

481 PL85 N区26住玉ー1 臼玉 埋没土 0.5 0.5 0.18 0.1 蛇紋岩 薄手、小形。 ¢2mm孔。片側穿孔後上下研磨。側面研磨明瞭、表裏線状痕弱。全体光沢有。

481 PL85 N区26住玉ー2 ガラス玉 埋没土 0.4 038 0. 15 0.03 ガラス 淡青緑色。1/2欠損。</>15mm孔。全体磨傷有。

481 PL86 N区1高まり玉ー1 臼玉 埋没土 0.8 08 0.45 0.48 滑石 ¢3mm孔。穿孔後上下面研磨。側面研磨明瞭、荒線状痕。上下面やや滑らか、光沢有。

481 PL86 N区2集玉ーl 臼玉 2遺集ぬ11中 0.6 0.58 0.35 0.2 蛇紋岩 ¢2mm孔。片側穿孔後上下研磨。測面荒研磨。両面一部剥離痕残。全体やや光沢有。

481 PL86 N区2集玉ー2 臼玉 2遺集Nal819の間 0.6 0.6 0 6 0.4 滑石 瞑手、木口斜。 ¢2mm孔。片側穿孔後上下研磨。側l面研磨明瞭、荒線状痕残。一部剥離残。

481 PL86 N区2集玉ー3 臼玉 2遺槃ぬ1819の間 0.7 0.63 0.43 0.4 滑石 やや厚手。,t,2mm孔。片側穿孔？ズレ鑑。穿孔後上下面研磨。右桐刃物傷。側面荒研磨痕。
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481 PL86 N区2集玉ー4 臼玉 2遺巣ぬ1819の間 0 6 0.6 0.48 0.4沿石 厚手。割込刃物傷有。</,2rnm孔。下面研磨、上面割面。側面荒研磨痕残。

481 PL86 JV区2巣玉ー5 臼玉 2,ll梨No.1819の間 0.7 0.65 0.45 0.3 滑石 やや耳手。¢2mm孔。片側穿孔？ズレ無。穿孔後上下「葡研磨。左間新1易痕。側面荒研磨。

481 PL86 N区2集玉ー6 臼玉 2遺焦Nu!819の間 0.7 0 6 0.4 0.3 滑石 ¢2mm孔。片測穿孔？ズレ艦。穿孔後研磨。左11l1割込1易。11l1面荒研磨、上下面弱線状痕。

481 PL86 lV区2集玉ー7 臼玉 2遺梨Nol819の間 0.7 0.65 0.55 0.5 滑石 lワ手。¢2mrn孔。両側穿孔、ズレ無。穿孔後上下面研砦。側面荒研磨痕、上下而滑らか。

481 PL86 N区2巣玉 ー8 臼玉 2遺集Nul819の間 0.7 0.63 0.53 0.4 滑石 肛手。4,2mm孔。両側穿孔、ズレ艇。穿孔後研磨。一部剥離面残。1111面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL86 N区2集玉ー9 臼玉 2遺築ぬ1819の1111 0 6 0.6 0.45 0.3 滑石 厚手。¢2m孔。両側穿孔、ズレ無。穿孔後研磨。一部剥離面残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL86 N区2巣玉ー 10 臼玉 2遺躾Nol819の間 .゚6 0.55 0.4 0.3 滑石 ¢2mm孔。片側穿孔、穿孔後研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 Pじ36 N区2集王ー 11 臼玉 2遺集Nol819の間 0.7 0.75 0.25 02 滑石 ¢2mm孔。片側穿孔、穿孔後研磨。一部剥離面残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL＆う N区2集玉ー 12 臼玉 2遺集tl11819の間 0 6 0.6 0.5 0.4 滑石 ¢2mm孔。片慨穿孔、穿孔後両面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL86 N区2集玉 ー13 臼玉 2遺集Nol819の間 0.7 0.65 0.43 0.2 滑石 瞑手。¢2mm孔。両11!1穿孔後両面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL86 N R2集玉ー 14 臼玉 2遺梨Na!S19の111l .゚7 0.65 0 4 0.3 滑石 ¢2mm孔。片側穿孔後両面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL洸 N区2集玉ー 15 臼玉 2遺巣沌1819の間 0.7 0.65 0.5 0.4 滑石 肛手。¢2n,n孔。片側穿孔、穿孔後研磨 。一部剥離面残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

岱IPL86 N区2集玉ー 16 臼玉 2遺染ぬ1819の間 0 6 0.6 0 4 03 滑石 序手。¢2mm孔。両11!1穿孔、穿孔後両面研磨。一部剥離面残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL86 1V区2集玉ー17 臼玉 2遺集泣1819の間 0.6 0.6 0.38 02 滑石 やや厚手。</>2四孔。片側穿孔後上下面研磨、一部剥離而残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL86 IV区2集玉 ー18 臼玉 2遺艇泊1819の間 0.7 0.65 0.48 0.4 滑石 ば手。¢2mm孔。片憫穿孔後上下両面研磨。側面荒研庖、線状痕明瞭。

481 PL86 IV区2集王ー 19 臼王 2遺集Nol819の間 0 7 0.6 0.55 05 滑石 厚手。 ソロバン玉状。¢2mm孔。両1J11穿孔後両面研磨、一部剥離面。1J11面線状痕明瞭。

481 PL86 IV区2渠玉ー20 臼玉 2遺築NnlS19の間 0.5 0.5 0.4 03 滑石 瞑手。断而台形。 ¢2mm孔。片側穿孔後両面研磨。一部剥離残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL86 IV区2集王ー21 臼玉 2遺集1111819の間 0.6 0.65 0.45 0.3 滑石 序手．断面台形。4,2mm孔。片側穿孔後両面研磨、一部剥離。下面刃傷．側面線状痕明瞭。

481 PL86 IV区2集玉ー22 臼王 2遺染Nol819の間 0.6 0.63 0.23 0.2滑石 ¢2mm孔。両側穿孔、穿孔後上下両面研磨、一部剥離面残。側面研磨痕明瞭。

481 PL86 IV区2集玉 ー23 臼玉 2遺集Nal819の間 0.7 0.65 0.2 0.] 滑石 薄手。¢2mm孔。両11!1穿孔、ズレ有。穿孔後両面研磨。側面荒研磨痕。

481 PL86 IV区2集玉ー24 臼玉 2遺集tlll819の間 0.7 0.65 0.53 04 滑石 1,;:手。¢2血孔。両側穿孔、僅かズレ。穿孔後両面研磨。側面線状痕明瞭。ひび割接合。

481 PL86 1V区2集玉 ー25 臼玉 2遺巣Nol819の間 0.7 0.7 0.25 01 滑石 上下両面節理面より剥離。¢2mm孔。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL86 N区2集玉ー26 臼王 2遺集Nol819の間 0.6 (04) 0.35 01 滑石 1/2欠損。¢2mm孔。両側穿孔後向面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

481 PL86 1V区2集玉ー27 臼玉 2遺梨N,1819の間 (0.43) 0.7 (0.35) 0.1 滑石 1/2欠損。瞑手。</,2rnm孔。穿孔後下面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。上端刃物傷布。

482 PL86 N区2染玉ー28 臼玉 2遺集Nnl819の間 (0.4) (0.7) 0.28 0.1 滑石 1/2欠損。¢2mm孔。片1lll穿孔後両面研磨。側面線状痕明瞭。断面ややソロパン辻状。

482 PL86 N区2染玉ー29 臼王 2遺集め20土器中 0.7 0.63 0.4 03 滑石 <1>2mm孔。両側穿孔後両面研磨。やや光沢有。下面刃物傷。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2臭玉ー30 臼玉 2遺梨快凸〕土器中 0.7 07 0.23 02 滑石 薄手。¢2mm孔。片側穿孔後両面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集王ー31 臼王 2遺染l'll21土器中 0.6 0.6 0.35 03 滑石牧蛇紋岩 断面ソロパン玉状。</,2rnm孔。ii'JIJlll穿孔後両面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2巣玉ー32 臼玉 2遺染No21土器中 0.6 0.65 0 4 03 滑石質蛇紋岩 断面ソロパン玉状。¢2mm孔。雨側穿孔後両面研磨。側面荒研庖、線状痕明瞭。紐ズレ有。

482 PL86 N区2集玉 ー33 臼玉 2遺築比24土器中 0.5 0.58 0.38 02 滑石質蛇紋岩 ¢2mm孔。両11ll穿孔、ズレ有。穿孔後両面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集玉ー34 臼玉 2遺集め24土器中 0.6 0.58 0.35 02 滑石質蛇紋岩 1,2mm孔。両測穿孔、ほぽズレ無。穿孔後両面研磨。側面線状痕明瞭。側面刃物傷有。

482 PL86 N区2染玉 ー35 臼玉 2遺集No38土器中 0.6 0.65 0.4 0.3 滑石 ¢2mm孔。両隕穿孔、僅かズレ。穿孔後両面li)f磨。上面一部欠。下面刃傷。1111面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2梨玉ー36 臼玉 2遺梨lhl8土器中 0.6 0 6 0.4 5 0.2 滑石 淳手。一部欠損。¢2mm孔。両側穿孔後両面研磨、僅かズレ。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集王ー37 臼玉 2遺集ぬお土器中 0.6 0.55 0.42 03 滑石 原手。断面ソロバン玉形。¢2mm孔。両側穿孔後両面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集玉ー38 臼玉 2遺集め祁上器中 0.7 0.68 0.35 02 滑石 断面ソロパンエ状。¢2nun孔。両側穿孔後両面研磨、一部剥離面残。側面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2躾玉ー39 臼玉 2遺梨出欲） 0.7 0.65 0. 2 0.1 滑石 薄手。断面ソロバン王状。 ,j,2mm孔。穿孔後両面研磨、一部剥離面残。側面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集玉 ー40 臼玉 2遺梨心31 0.6 0 6 0.4 0.3 滑石 断面ややソロパン玉状。¢2mm礼。穿孔後両面研窮、一部剥離面残。側面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2巣玉ー41 臼玉 2遺梨池32 0.7 0.65 0.5 0.3 滑石 瞑手。断面やや‘ノロバン王状。 ¢2mm孔。両11!1穿孔後両面研磨c表刃傷。側面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2梨玉ー42 臼王 2遺梨出祁 0.6 0.6 045 0.3 滑石質蛇校岩 序手。断面ソ ロバン王状。 ¢2mm孔。酉側穿孔後両面研磨。殆どズレ無。側面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集玉ー43 臼玉 2遺集め糾 0.6 0.7 0.25 0.1 滑石 上下両面とも剥離。¢2皿孔。穿孔後両面研磨。

482 PL86 N区2集玉ー44 臼玉 2遺躾出あ 0.7 0.65 0.3 02 滑石 ¢2mm孔。両側穿孔、殆どズレ艇。穿孔後両面研磨。やや光沢有。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 IV区2菜玉ー45 臼王 2遺躾Na76 0.6 .゚7 0.45 03 滑石 原手。断面ソロパン玉状。 ¢2rnm孔。両側穿孔後両面研磨。僅かズ レ。側面線状痕明瞭。

482 PL86 IV区2集玉ー46 臼玉 2遺梨N,77 (0.6) 0.65 0 4 02 滑石 原手。¢2四孔。両側穿孔、僅かズレ有。穿孔後両面研磨。一部欠損。11!1面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2巣玉ー47 臼玉 2遺染Nu78 0.6 0.5 0.35 02 滑石 認 mm孔。両側穿孔、ズレ有。穿孔後両面研磨、下面刃物傷有。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集玉ー48 臼玉 2遺集N,79 (06) 0.7 0.23 Ol 滑石 上下両面剥離。</,2mm礼。穿孔後両面研暦。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2焦玉ー49 臼玉 2遺巣ぬ的 0.6 0.55 0.47 0.3 滑石 回手。¢2mm孔。両測穿孔、ほぼズレ艇。穿孔後両面研磨。荒研磨、11!1面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2梨王 ー50 臼王 2遺梨1<181 0.6 0.65 0.45 0.3 滑石 原手。断面ややソロバン玉状。 ¢2皿孔。両側穿孔後両面研窮、下1/2剥れ。側面線状痕有。

482 PL86 N区2菜玉ー51 臼玉 2遺躾th82 0.6 0.6 0.45 03 滑石 厚手。¢2mm孔。両側穿孔後jiLj而研磨。一部刃物傷有。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2梨王ー52 臼王 2遺染泊邸 0.6 0.53 0.45 0.3 滑石 厚手。断面長方形。,/,2mm孔。片側穿孔後両面研磨。下剥れ。側面線状痕明瞭。一部刃傷。

482 PL86 N区2集玉 ー53 臼王 2遺巣碑 0 6 0.6 0.45 03 滑石 原手。断面長方形。,J,2mm孔。岡側穿孔後両面研磨。下刃物傷。側面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集玉 ー54 臼玉 2遺梨No85 0.6 0 6 0 45 03 滑石 原手。断面ややソロパン玉形。 ¢2mm孔。両側穿孔後両面研紆、ズレ有。側而線状痕明瞭。

482 PL86 N区2襲玉ー55 臼玉 2遺染沈86 0.7 0.65 0.3 02 滑石 薄手。¢2mm孔。片側穿孔後両面研磨。一部剥雌面残。側面一方向荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2染王ー56 臼王 2遺梨ぬ87 06 065 035 0.2 滑石 ¢2mm孔。片側穿孔？穿孔後両面研磨、剥れ有。側面荒い研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集玉 ー57 臼玉 2遺集No88 0.6 0.6 0.5 0.4 滑石 限手。断面長方形。¢2mm孔。両側穿孔、ややズレ。穿孔後両面研磨、上刃傷。側面線状痕。

482 PL86 N巨2焦玉 ー58 臼玉 2遺梨邸9 0.5 0.45 0.2 0 I 滑石 小形。薄手。¢2mm孔。片側穿孔後両面研磨。一部剥離面残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2梨王ー59 臼玉 2遺梨1'<190 0 7 0.6 0.45 0.4 滑石 原手。¢2mm孔。両1111穿孔、ほぽズレ饂。穿孔後両面研磨。表刃物傷。側面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2媒玉-60 臼玉 2遺集飩91 0.7 0.65 0.25 02 滑石 厚手？¢2mm孔。両側穿孔後研磨、両面剥れ有。側面荒研磨．線状痕明瞭。

482 PL86 N区2焦玉ー61 臼玉 2遺集No92 0.6 0.55 0.4 0.3 滑石 ば手。断面‘ノロパン王状。</,2mm。片測穿孔、裏面剥れ。穿孔後両面研磨。側面線状痕明瞭。

482 PL86 N区2集玉-62 臼玉 2遺梨Na93 0.6 0.6 0 3 0.2 滑石質蛇紋岩 薄手。断面ソロバン玉状。¢2mm孔。片側穿孔後固面研磨。側面荒研磨、線状痕明瞭。

482 PL86 N区2果玉ー63 臼玉 2遺巣No94 0.7 0.65 0.4 0.4 滑石 ¢2皿孔。岡側穿孔後両面研磨。上面新傷痕有。一部剥離面有。11!1面荒研磨、線状痕明瞭。

483 Pばる W区2集王ー64 臼玉 2遺集i'il95 0.6 0.5 0.35 02 滑石質蛇紋岩 ¢2mm孔。片恨1穿孔後両面研磨。下面凹む。側面線状痕明瞭、一部剥離面残。

483 PL86 N区2集玉 ー65 臼玉 2遺集Na96 0.6 0.55 0.25 0.1 蛇紋岩 薄手。¢2皿孔。片1111穿孔後両面研磨。上面極平坦、下面やや凹l旬。1111面荒研磨、稜線残。

483 PUl6 N区2巣玉ー66 臼玉 2遺集Nol22 0.6 0.65 0.4 0.3 滑石 刃手。断面ソロパン王状。両側穿孔後両面研磨、一部剥離。ややズレ。側面線状痕明瞭。

483 PL86 N区2槃王ー67 臼玉 2遺集Nul23 0.7 0.65 0 2 0 I 滑石 ¢2mm孔。穿孔後研磨、下面剥難。側面荒研磨、線状痕明瞭。

483 PL86 N区2集玉-68 臼玉 2遺集ぬ124 0.7 (0.5) (0.1) 01 滑石 の2mm孔。穿孔後研磨。両面剥離面、上面一部研磨而布。

483 PL86 N区2梨玉ー69 臼工 2遺集Nol25 0.6 0.55 0.5 0.4 滑石 瞑手。断面‘ノロパン王状。</,2mrn孔。両側穿孔後両面研磨、一部剥離面。光沢。側面線状痕。

483 PL＆う N区2集玉 ー70 臼玉 2遺集池126 0.6 0.5 0.5 0.2 滑石 原手。¢2mm孔。両1111穿孔後両面研磨。上面斜、下面平坦。1111面線状痕明瞭。一部剥離痕。

483 PL86 N区2巣玉ー71 臼玉 2遺集ぬ127 0.6 0.6 0.55 0.4 滑石 厚手。断面長方形。</,2mm孔。両側穿孔後研磨、一部剥離面。やや凹面。側面線状痕明瞭。

483 PL86 IV区2梨玉ー72 臼王 2遺簗ぬ128 0.6 0.6 0.35 0.2 滑石質蛇紋岩 断面ソロバン王状。 ¢2mm孔。I',個穿孔後両面研磨。上やや凹、ート平坦。側面線状痕明瞭。

483 PL86 N区2集玉ー73 臼玉 2遺集泌136 0.7 0.65 0.35 0.3 滑石 原手。¢2皿孔。内側穿孔後研磨、上ij11離、下一部剥離面残。側面荒研磨、線状痕明瞭。

483 PL86 N区2集玉ー74 臼玉 2遺集Nol37 0.7 065 0.45 03 滑石 厚手。断面ややソロバン王状。 ¢2mm孔。片測穿孔？存孔後研磨、両面斜。側面線状痕。

483 P邁 N区2集玉． -75 臼玉 埋没土 0.7 0.65 0.5 0.3 滑石 原手。断面長方形。¢2皿孔。両側穿孔後両面研磨。上下欠。一部研磨残。側面線状痕有。

483 PL86 N区2集玉ー76 臼玉 埋没土 0.6 0.55 0.35 0.3 滑石 やや原手。,J,2mm孔。両側穿孔後両面研磨、荒研磨残。上径やや小さい。側面線状痕明瞭。

483 PL86 N区2染王ー77 臼王 埋没土 0.6 0.6 0.25 0.2 滑石質蛇紋岩 薄手。断面ソロバン玉状。</,2rnm孔。片側穿孔後両面研磨。下一部剥離残。側面稜線明瞭。

483 PL86 N区2集玉ー78 臼玉 埋没土 0.6 0.65 0.35 03 滑石質蛇紋岩 やや薄手。断面 ソロパン玉状。稜明瞭。片側穿孔後両面研磨。側面荒研磨，線状痕明瞭。

483 PL86 W区2染玉ー79 臼玉 埋没土 0.6 0.6 0.4 0.2 滑石質蛇紋岩 厚手。断面ソロバン玉状。稜明瞭。 ¢2mm孔。両側穿孔後両面研磨。ズレ無。側面線状痕。

483 PL86 N区2集玉ー80 臼玉 埋没土 0 6 0.6 0.3 0.2 滑石質蛇紋岩 薄手。¢2皿孔。片1111穿孔後両面研庖。上やや斜、径下より小さい。側面線状痕明瞭。

483 PL86 N区2梨玉ー81 臼玉 埋没土 07 0.4 0.25 0.1 滑石 ¢2mm孔。片慨穿孔？表面一部磨面、右側欠損、裏面剥れ。11!1面線状痕明瞭。

知 PL86 N区2簗王ー82 石製模造品剣形 2遺染油97 5.2 3.2 0.5 14 I 滑石 f 2.5mm孔。両側穿孔。紐ズレ有。表面に鉄器刃物傷有。5面荒研忠痕有。

484 PL86 N区MR-1玉-1 臼玉 FA下 0.6 0.55 0. 2 0.1 滑石 偏平。¢2rnm孔。両11!1穿孔後上下両面研届。側面研磨痕、上下面線状痕弱。裏面剥離残。

484 P以妬 N区MT-2玉ー 1 臼玉 FA下 0.6 0.6 0.4 0.2 滑石 ¢2mm孔。両側穿孔後上下両面研磨。側面研磨荒線状痕明瞭。表面一部剥離痕残。

484 PL86 N区MV-7王ー1垂飾 FA下焦 3.2 1.55 0.4 3A 蛇紋岩 </>l 5mm孔 2つ有。ズレ価、両側穿孔。紐ズレ明瞭。裏面線状痕明瞭。上下両端よく研磨。

484 PL86 N区MW-5玉ー 1管玉 FA下 1.5 0.85 0.85 2 ジャスパー （碧玉） 太く短い。下やや太い。</>2mm孔。片llll穿孔。上下穿孔後研磨。右側一部剥離残。光沢有。

484 PL86 N区MY-6玉ー 1勾玉 FA下黒 2.8 1 7 0.4 33 蛇紋岩 完形。偏平。剥片素材。¢2mm孔。両側穿孔。研磨時荒線状痕多数。

484 PL86 N区MX-17玉―lガラス玉 FP下 ll 0.9 0.6 0.9 ガラス 濃紺。大形。¢2.5mm孔。全面磨傷有。右1111¢ 1mm小孔、気泡？

484 PLll6 N区MX-6玉―l耳栓 FA下巣 1.8 1 75 1 4.3 蛇紋岩 測面刀子状工具による削単位明瞭。¢7.5rnrn孔。両側穿孔、ズレ段有。表裏丸味持つ。

484 PUl6 N区NA-8玉ー1 管玉 FA下毘 2.3 0.5 0.5 l 蛇紋岩 上下両面とも穿孔後研磨。</,2.5mrn孔。岡慨穿孔、ズレ有。全体に光沢を持つ。

484 PL86 N区NA-8王ー2 石製模造品垂飾 FA下黒 2.3 1.4 0.7 1 7 滑石 ef,2mm孔。両側穿孔。ほぼ全面研磨、やや滑らかで光沢有。表衷一部自然面残。

484 PLll6 N区NA-8玉ー3 石製模造品剣形 'FA下黒 0.9 (1.8) 0.4 l 滑石 上端左右稜線明瞭、剣形の上部破片と考えられる。¢2mm孔。片側穿孔。一部剥離面残。

似 PL86 N区NB-14玉ー 1臼玉 FA下黒 0.6 0.75 0.3 0.4 蛇紋岩 やや不整形。片澗原い。</,15mm孔、片1111穿孔？ズレ皿。光沢有。

484 PL86 W区NE-II王ー ］垂飾 FA下黒 (28) (14) 0.5 24 頁岩 右側及び下半欠損。¢3rnm孔。両側穿孔。器面滑らかでやや光沢を持つ。
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出土石器観察表

第 6表 出土金属器観察表
整理番号 器種

1区4土kl 飾金具
Il区l住K-1 鉄器刀子

485 PL87 
485 PL87 
485 PL87 
485 PI..87 
485 PL87 
485 PL87 
485 PL87 

485 PL87 埋没土

486 PL87 m区2住k-4 鉄 埋没士

486 PL87 I rn区2住K5 刀千’

486 PL87 [皿区2住k•6 鉄鏃

486 PL87↑m区3住K-1 釘

486 PL87 I III区3住K-2 鉄器

486 PL87 I III 区5住K•l 刀子？

487 PL87 1皿区6住k・l 刀子？

487 PL87 ill区6住K-2 刀子
487 PL87 I ID 区6住k•3
487 PL87 I皿区6住K4 不明
487 PL87 I m区6住K-5 刀子 9

487 PL87 1皿区7住k・l 鎌
487 PL87 I ill区7住K-2 鉄器
487 PL87 I ill区7住K-3 紡錘車
488 PL87 I皿区8住kl 釘

2住ぬl

埋没土

3住Nil
埋没土

埋没土

埋没土
埋没士
埋没土

埋没土
埋没土

長さ幅厚さ 憐考
2.7 I 1.7 I 0.1 I ~ 2,.,孔有。厚l四以下極薄。銀製。飾金具破片。不明。
9.2 I 2.9 I 0.2 薄く平坦。刀身幅広、短い。切先丸味を持つ。茎部分折り返し有。茎欠損 9

身 7.5 区 (2.1)I 0.2 
茎 （1.5)

(4.25) I (055) 
4.6 I 2.7 

(5.2) I 0.85 
13.8 I 1.2 
15.1 I 0.9 
(2.6) I 0.4 

全長 4 (l4) 淳
つまみ長 0.8 帽 0.6 

全長 （6.2) 笠幅l.2xぶ； 耳

全長 05.3) 
鏃身 (ll8) W 08 
ねじれ部(76)
関 0.6 厚 0.4
茎 3.2 厚 0.4
全長 (9.2) I 1.4 
刀身 6.2 I 1.2 
茎 （3.0) 区1.0
全長 10.8 
鏃身 4.3 頸 s.o I厚 0.5 
関 0.8 厚 0.8
茎 2.6I /!l. 0.6 
全扶 7.6 I 0.7 
全長 12.8 
鏃身 48 I•目
関 0.9
茎 7.8
全長 8.6 
刀身 6.4 I区 1.9 
茎 2.3
全長 (5.l) 
全長 4.8 
全長 5.9 

6.3 
全長 (11.5) 
刀身 10.6 11品

区

いて潰れている感じ。
上端やや幅広。

るる＇
｛リが認められる。

つ折りにし中程のつまみを付け、両端を尖らせたもの。右半欠損。左橋一部欠損。

(36)|類 ：］髯：塁下芦掌胃はmm向確に残っている。右逆刺欠損。輝部に返りなく、

厚 0.8
翌 0.4

闘1笠輻広の割に薄手。断面方形又はやや長方形、非常に角張る。先端「丁」字状に曲がる。笠一部と先端欠損。

身の上半部にねじりが加えられている特徴的なもの。関部分余り明瞭な段差は付かない。上下両端欠損。

0.35 I茎欠損。柄木質部良く残る。区ややボらか。茎断面長方形。刃部比較的鋭い。銹膨れもあるが、状態良い。
0.4 

先端やや鋭さに欠けるが、身かなり鋭利。頸部比較的長く、逆刺有。台形閲。頚部及ーび茎断面方形。

端部角張り 。どこにも刃は付いていない。未成品？身の部分もやや彎曲。茎部分変形、ややねじれている。

厚

16-21-46-29-191717 

｀ソリの刃のように薄く両側に刃が付く 。別素材面涌？
全体に鋭い刃が付いている。

れた痕跡布。鉄滓？
と考えられるが、形態的に普通のものとは違い、鋸など他素材転用？

茎1.0

鬱
鳳

贋
全長 (10.7) 
1ー表板 5.1 
2ー裏板 5.1 
全長 (76) 
類 3.7
関 0.8
茎 3.9
全長 （71) 
鏃身 (46) 

頸 3.9
関 0.8
茎(05)
全長 (5.6) 
頸 （35)
関 0.5
茎 2.1

(4.8) 

全長 行刃了： 鏃身 2.0 
関1.1
茎 3.0

(3.0) 

●

開皿皿皿区区区に9lll住lllU住住KKKK・l3 3 4 鉄器

埋没土
釘 埋没土
針金 9 埋没土
紡錘車？ 埋没土
鏃 9 埋没士
紡錘車 埋没土
紡錘車 埋没士
釘 11住鉄Nol

lil区12住K-12|金蛇銅尾製帝金具 12住l'l:il

鏃 埋没土

489 PL88 [ III区255土K-1 鏃 255土•l

489 PL88 I ill区MJ公22K-l FA上

489 PL88 1皿区30住K-1 刀子 埋没土

489 PL88 I m区39住K-1 刀子 池l

489 PL沈 皿区53住K-1 鎌 9 埋没士

489 PL88 皿区6臭K-1 刀子 埋没土

489 PL88 w区 l住K•l 刀千 l住N:i9

489 PL88 N区l土kl 針金？ 埋没士
489 PL88 w区l土K-2 針金 埋没士
489 PL88 w区39土K-1 不明 埋没土
490 PL総 N 区41土K•I 釘 埋没土
490 PL88 w区41±.K-2 釘 埋没土
490 PL没｝ N 区41土K•3 釘 埋没土
490 PL88 w区41土k-4 釘 埋没土

490 PL氾 w区41土K-5 鉄器 埋没土

490 PL没｝ w区41土k-6 鉄器 41士坑め2

490 PL88 IV区41土k7 釘 埋没土

490 PL祁 w区42土K-l 鉄器釘？ 埋没土

490 PL郎 N区42土K.2 釘 埋没土

490 PL邸 w区MV-2K-l 鉄鏃

490 PL88 IV区5住K-1 鎌 埋没土
490 PL88 IV区］7住K・l 鎌 埋没土

損欠端両下上曲彎やや茎るれらえ考と鏃りあで瞭明関
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身幅広薄く緑辺鋭い。逆剌返し弱く、頸に殆ど張り付き。関は方形関、段差明瞭。茎細い。身先と茎欠損。

箭でかなりふくれあがっている。逆刺蕪―o£下両端欠損。

3 1 内側に幅4mm• 厚さ 1mmの細長い板を袂み、樹皮で目釘穴を通して縛っている。柄の紐も良く残っている 。

14 先端欠損。刃部鋭い。茎を木で挟み、それを鹿角に挟み込んでいる。

l.4 
04 1上部断面凸レンズ状、両刃。茎短い。茎部断面方形。鏃？やや彎曲。上部欠損。

全長 （7.8) 
刀身 (32J I区 ］2 
茎 (56)
全長 (13.5) 

閥
戸

全長 (3.1) 
全長 (64) 

全長 (5.6) 

04I柄部分破片。繊維状のもので丁寧に巻いている。下端部麗角Bi。断面方形、やや裏面平坦で表面盛り上が
る。
刀身欠損。茎部細長い。区部分背側と刀側でずれがある。刃緑やや反りを持つ。

原 0.4
0.4 I 0.4 
0.3 I 0.3 

三 日」字状i曲がる。笠部断ilii長方形一部欠損。本体断面ほぼ正方形。下半部木質部付着。

長方形。
く付消。頭部平たく、長方形。

笠部大きい。断面長方形又は正方形。木質蔀付箔。

：： ；濯 I ［，畠魯仁喜］［ミ呈三言三三三言三こ：：：：：：：：：：：：~；半部木質部付着。
表側やや反る。身やや短いが、頚部長い。断面長方形又は方形。身の部分に鋭い刃は付いていない。

厚 0.6
厚 0.2

霜I認I;S9芦繋犀品緊認？註琴雰し｀えられる。やや鉗ぶくれ。
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皿 検出された遺構と遺物

第7表 出土古銭・鏡観察表

図版写真 整理番号 器種 出土位置 長さ (cm) 幅(cm) 耳さ (cm) 重さ (g) 債 考

49! PL88 I区l堀銭一 l 古銭 ビット 1埋没土 2.45 2.5 0.1 3.5 淳化冗宝。北宋。淳化冗年(990年）

491 PL祁 I区I土銭ー 1 古銭 埋没土 2.4 2.3 0.2 3. 2 熙寧冗宝。I煕寧冗年(1068年）

491 PL88 I区2土銭ー 1 古銭 2土出l① 2.35 2.3 0.15 39 洪武通宝。明。洪武冗年(1368年）

491 PL沈 I区2土銭-2 古銭 2土N:il② 2.4 2.5 0.1 2.9 政和通宝。北宋。政和元年(1111年）

491 PL沈 1区2士銭ー3 古銭 2土池2(j) 2.3 2.3 0.15 3. 1 洪武通宝。明。洪武元年(1368年）

491 PL88 I区2土銭-4 古銭 2土ぬ広② 2~ 4 2.2 0.1 16 布付着。政和通宝？「政」の字欠損。北宋。政和冗年(lll1年）

491 PL88 1区4士銭ー］ 古銭 4土N:i4① 2.55 2.55 0.18 32 永築通宝。明。永築6年(1368年）

491 PL88 I区4土銭ー2 古銭 4土J'h4(互） 2.3 23 0.1 19 皇宋通宝。北宋。宝元2年(1039年）

491 PL88 I区4土銭ー3 古銭 4土出玖I) 2.35 2.35 0.18 3.6 洪武通宝。明。洪武冗年(1368年 ） 裏面~IJ個体付落。布付着。

491 PL88 I区4土銭ー4 古銭 4土泊5② (15) 2.5 0.1 17 布付着。不明。

491 PL邸 1区4土銭ー5 古銭 4士Nn6(j) 2.5 2.4 0.1 3.8 JC祐通宝。北宋。7C祐8年(1093年）

491 PL邸 1区4土銭ー6 古銭 4土t,,6(②i 2.4 24 0.15 27 祥符冗宝。北宋。大中祥符元年(1008年）

492 PL88 1区5土銭一 l 古銭 5士No4(D 2.5 2.5 0. 1 36 永築通宝。明。永築6年(1368年）

492 PL郎 1区5土銭ー2 古銭 5土ぬ≪② 235 2.35 O l5 2.9 洪武通宝。明。洪武元年(1368年）

492 PL88 1区5土銭ー3 古銭 5土ぬ8① 2.55 2 5 0.15 3.4 永築通宝。明。永築6年(1368年）

492 PL88 1区5士銭ー4 古銭 5土ぬg② 2.4 2.4 0.1 2.9 永築通宝。明。永築6年(1368年）

492 PL88 1区9土銭ー l 古銭 9土ful5 2.4 2.4 0.2 27 聖宋冗宝o北宋。建中靖国冗年(llOl年）

492・ PL88 1区9土銭ー2 古銭 9士Nil鯰 2.5 2.5 0. 1 3.4 永築通宝。明。永築6年(1368年）

492 PL88 1区9土銭ー3 古銭 9土Nul6(②i 2 4 2.4 015 34 太平通宝。北宋。太平興國2年(977年）

492 PL88 I区9土銭 ー4 古銭 9土ぬl@ 2 2 0.2 3 祥符通宝。北宋。大中祥符2年(1002年）

492 PL88 1区9土銭ー5 古銭 9土l'lll6c 2.3 2.3 0.15 2.5 至和冗宝。北宋。至和元年(1054年）

492 - 1区9土銭ー6 古銭 9土1'1117 0.2 0.4 不明。

492 - 1区9士銭ー7 古銭 9土No31 l.5 0.9 0. I 0 7 「通」のみ。不明。

492 PL88 1区3土ー鏡l 青銅鏡 3土比ll 直径 7.0 0.2 64.2 意匠中央に頭を上に向けた亀。左右に翼を広げて向かい合う鶴2匹、周りに2重線。その線

上に7個亀の左右下に各1つの計10個の三つ巴有。縁断面ほぼ方形。
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w まとめ

1 古銭について

全部で23点で、すべて I区第 1面FP上より出土

した。内訳は、 1号掘立柱建物跡から淳化元宝 l点、

1号土坑から熙寧元宝 1点、 2号土坑から洪武通宝

2点、政和通宝 2点の計4点、 4号土坑から永楽通

宝 1点、 皇宋通宝 1点、洪武通宝 l点、元祐通宝 l点、

祥符元宝 1点、不明 1点の計6点、 5号土坑から永

楽通宝 3点、洪武通宝 l点の計4点、 9号土坑から

聖宋元宝 l点、永楽通宝 1点、太平通宝 1点、祥符

通宝 l点、至和元宝 l点、不明破片 2点の計7点で

ある。9号土坑出土の破片は直接接合はしなかった

が、同一個体の可能性が考えられるので、 6点の可

能性が高い。

古銭が検出された土坑からは、いわゆる六文銭と

いうように 6枚一組が一般的なように思われるが、

可能性も含め 6枚のものが2基、あとは 4枚のもの

が2基、 1枚のものが2基であった。元来は 6枚あ

ったものが、その後紛失した可能性もあるが、最初

から 6枚なかった可能性も否定できない。

永楽通宝 (1368年）と洪武通宝 (1368年）は明銭

であるが、淳化元宝 (990年）・太平通宝 (977年）．

祥符通宝 (1008年）・皇宋通宝 (1039年）．至和元宝

(1054年）・熙寧元宝 (1068年）・元祐通宝・ (1093年）

聖宋元宝 (1101年）・政和通宝 (1111年）は北宋銭

である。9号土坑のように明銭と北宋銭の両方、 5

種類が出土したものもある。鋳造初年が一番古い太

平通宝と一番新しい永楽通宝が一緒に出土しており、

製作初年の違うものが新旧同時に流通していたこと

が分かる。また、殆どの墓坑から永楽通宝が出土し

ており、出土した銭の新旧で土坑の時期差は決める

ことは出来ない。

当時の国内では、国で公にお金の鋳造は行われて

おらず、北宋銭や明銭を輸入して使用していたこと

が知られているが、いわゆる国内私鋳銭 （国内模鋳

銭）が多く流通していた実態が伺える。その特徴と

しては、本銭を元に粘土型等で型取りして造るので、

土坑出土中世銭について

どうしても①銭名が不鮮明となる、 ②直径が僅か小

さくなる。③外縁や内郭の段をほとんど持たない平

坦に近い状態になる。④中国本銭に比べて薄い。⑤

径が小さく、薄くなれば、当然その分重量は軽くな

る。⑥化学分析から見た金属組成の違いである。本

来銅銭は銅・鉛・錫からなる合金の「青銅銭」であ

るが、大阪堺出土例では銅の比率が90数％前後もあ

る純粋な意味での「銅銭」であった。

このようにして今回科学分析は出来なかったので

条件⑥を除き、①～⑤の条件に照らして見ると複数

の条件に合致するものがある。

例えば、重さについて見てみると完形個体18枚全

体の平均は3.20g、それに対して永楽通宝 5枚の平

均重量は3.30g、洪武通宝4枚の平均重量は3.38g

である。5号土坑ー4の永楽通宝は2.9gと他の物に

比べかなり軽い。直径も僅かに小さい。また、 5号

土坑ー 2の洪武通宝は2.9gとかなり軽い。しかし、

直径や厚さは他のものと殆ど変わらない。前者は私

鋳銭の可能性が高く、後者は可能性を否定出来ない

ものの、判断は難しいものである。

そのようして私鋳銭の可能性が高いと判断したも

のに 4号土坑ー 2皇宋通宝 l点、 5号土坑ー 4永楽

通宝 1点、 9号土坑ー 4祥符通宝 1点、 9号土坑一

5至和元宝 1点、 9号土坑ー 1聖宋元宝 l点の計5

点、その可能性があるものに 2号土坑ー 4政和通宝

1点、 4号土坑ー 6元祐通宝 l点、 9号土坑ー 2永

楽通宝 l点の計3点がある。この 3点は比較的平坦

で薄く、裏面の段差はあるものの弱く不明瞭であっ

たり、一部無かったり、外縁はあるものの、内郭が

無かったりというものである。

科学分析も無しに簡単に結論は出せないが、本遺

跡で出土したものの中にも私鋳銭が混在していたと

言えよう 。仮に23点中の 5点が私鋳銭であった場合

22%、8点の場合には35％となる。当時の室町幕府

も32％の私鋳銭の混在を認めており、本遺跡の出土

例はかなりそれに近い数値となる。むしろそれが中

世の銭の流通の実態ではないかと考えられる。

今後科学分析を行うことにより明確な判断が出来
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VI まとめ

るものと想定される。多量に出土した遺跡での地道

な積み重ねが必要となろう 。

2 金属製品について

I区第 1面FP上

4号土坑から銀製の孔開き飾り金具（l）が 1点出土

したのみであった。非常に薄く精巧に作られている

が、木皮状に凹凸があり、不定形なもので何の破片

かは不明である。同土坑からは人骨と共に中世の明

銭や北宋銭が出土しており、本金具も同時期のもの

と思われる。

II区第 1面 FP上

1号住居跡から刀子 l点、釘 1点、不明 l点の計

3点、 17号土坑から 1点の合計4点が出土した。

刀子(1)は薄手の作りであり、中子は台の上に置い

て叩いて曲げて作成しているものと思われる。

釘は 1号住居跡出土のものは上下が欠損している。

17号土坑のものは途中で折れ曲がり、尚かつ下が欠

損している。両者とも何かに使用されていたものと

思われる。 1号住居跡出土の残り 1点（3）は厚さが一

定せず、形もやや不定形であり、製品では無く何か

の素材の可能性がある。

II1区第 1面 FP上

鉄鏃 ．釘・止め金具・刀子・鎌・鮫具・蛇尾・紡

錘車等が出土した。

鉄鏃は二等辺三角形で逆しが着くタイプものと先

がやや丸く逆しのあまり開かない銅鏃タイプのもの

がある。2号住居跡からは身の部分に捻りを加えた

珍しいタイプのものも出土した。 1号住居跡の 1は

釘の可能性があるが、上部がやや幅広となり、鏃に

なる可能性もある。

他に 2住居跡からは片方の先が欠損している二股

に分かれる止め金具と思われるもの(2)も出土した。

5 • 6号住居跡からは刀子が4点ほど出土したが、

小形のものは 3点で、 5号住居跡のもの(1)はやや厚

く中子部分に孔は開かないが、 6号住居跡のものは

いずれも薄手で中子部分に孔が開き、その内 1点は

固定のための金具がそのまま残っている。6号住居
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跡の 1点(5)は先端と中子部分が欠損しているが、薄

手で細長い形態のものである。中子部分に孔があっ

たか否かは不明である。

他に 7号住居跡からは鎌の破片(1)が出土した。先

端と基部が欠損しているものである。

特徴的なものとして 6号住居跡からは欽具(3)が出

土した。鮫具は現在のベルトのバックルに相当する

ものであり、 6号住居跡の鮫具も今あっても使える

ような形態をしている。ベルトの孔に通す金具部分

など当時どうやって製作したのかと考えさせられる

精密な作りとなっている。

それとは直接組み合わせにはならないと思うが、

ベルトの先に相当する蛇尾（12)が12号住居跡から出

土した。表側と裏側の止め板までセットで見つかっ

ている。裏の板の角は一部欠損していたが、まだ鍍

金が残っており、検出された時点でも輝いていた。

先に 1つ、基部に 3つ、計4つの突起と孔の組み合

わせで間の皮ベルトを止めていたものと考えられる。

裏板の裏側には一見小判の見えるような敲いて作っ

た際の痕跡が明瞭に残っている。

紡錘車は完形 l点と破片 3点が出土した。7号住

居跡から出土した完形品(3)の孔は菱形を呈し、しか

も中心からずれている。共通しているのはいずれも

僅かにどちらかに彎曲していることである。おそら

く盛り上がっている方が上で、凹んでいる方が下で

はないかと思われる。大きさは完形品で直径は約 6

cmで、それ以外の推定直径は大きい物で約 7cm、小

さいもので約 5cmで、全体の平均の直径は約 6cmで

ある。11号住居跡の鉄の棒（4）は太すぎて一緒に出土

している紡錘車の孔には通らないが、他の紡錘車の

軸の可能性も考えられる。他に 7号住居跡からは鉄

の棒に交互に刻みを付けたもの(2)も出土しているが、

上下が欠損しているため全体の形態は不明である。

第2面FP下

金属製品は特に何も出土しなかった。

第3面 FA上

MJ -22グリッドから鉄鏃が 1点出土している。

先端部と基部が欠損しているが、先端は逆しの付か



ない菱形のタイプになるものと思われる。

第4面

金属製品は特に何も出土 しなかった。

第5面FA下黒～黒褐色土

刀子 3点と刀子の基部又は鉄鏃の基部の可能性の

あるものが 1点検出されている。30号住居跡のもの

(1)は中子部分に孔を開けて両側に木質部の材で押さ

え、それを植物の樹皮状のもので縛っているもので

ある。それが木製の柄に入っていたものと思われる。

だだ単に中子部分を柄に差し込むのでは無く、木製

の材でサンドイッチしてから柄に差し込む方式を採

っていたものである。同様な作りのものに39号住居

跡出土の刀子(1)がある。こちらはまず中子部分の両

側を木製のもので押さえ、それを鹿角の柄に差し込

んだものであり、 30号住居跡のもののように孔を開

けて縛っていないが、両側を押さえる点は構造上良

く似ている。また、鹿角製の柄は極めて珍しく、本

遺跡でもこの 1点のみである。6号遺物集中出土の

もの(1)は、中子部分に樹皮状のもの （桜皮？ ）が巻

いてある。また、基部には木質部が残っており、そ

れがそのまま柄の中に入っていたものと思われる。

先端が欠損しているが、比較的細身な形態を呈する

ものである。53号住居跡出土のもの(1)は、基部は細

くな っているが、その先端は鋭利ではなく、刃部先

端も欠損しているので、全体の形は不明である。刀

子の基部の可能性があるが、鉄鏃の可能性も完全に

は否定できない。

N区第 1面 FP上

刀子と釘及び細長い棒状のもの等が検出されてい

る。刀子は細身のものと転用品 1点の計2点がある。

1号住居跡のもの(1)は比較的細身であり、中子部分

は細長く、基端と刃部先端が欠損している。中程も

一部欠損しており、直接は接合できなかった。41号

土坑出土のもの(6)は、背側に刻みが残っており、小

形の鋸の背側を刃部とした転用品の可能性が高い。

鉄素材を大事に使おうとする当時の人々の気持ちが

伝わってくるものである。このようなタイプのもの

は本遺跡ではこの 1点のみである。

土坑出土中世銭について

釘は 1点を除き、 6点が41号土坑から出土してい

る。形態は頭は横長の長方形を呈するもので、途中

の断面はほぽ正方形を呈する角釘である。その殆ど

に木質部が付着している。また、下端部が「J」字

状に曲がっているものも多く、実際に板などに打ち

付けられていたことが分かる資料である。本土坑か

らは「九」の墨書のある須恵器の椀も出土しており、

墓坑の可能性が極めて高い。

1号土坑出土のもの(1)は「U」字状にカーブの付

いたものと棒状の真っ直ぐなもの（2）で、断面はやや

隅丸方形に近い形態をとる。いずれも両端が欠損し

ており、何になるか不明である。

第2面 FP下

金属製品は特に何も出土しなかった。

第3面FA上

小形の鉄鏃が 1点MV-2グリッドから出土して

いる。皿区FA上から出土したものよりもやや小形

ではあるが、逆しが付かずに滑らかに中子部分に至

るもので関も刀子の区のように段にはならない。ほ

ぼ同じような形態を採るものである。

第5面FA下黒～黒褐色土

5 • 17号住居跡から 2点が出土した。5号住居跡

のもの(1)はやや大形であり、基部に折り返し部分が

あり、背側が厚く、刃部もはっきりと鋭くなってい

るので、左の先端部は欠損しており、多少歪んでい

るものの、鎌と思われる。17号住居跡のもの(1)も錆

膨れがあったり、両端が欠損しいたりと全体の形態

は不明であるが、背側が厚く平坦で、下側が薄く鋭

＜刃部となっているので、小形の鎌と考えた。

全般的に見ると輔の羽口など小鍛治に関連する遺

物も出土しており、やはり第 1面FPの上の方がバ

ラエティに富んでいた。鉄釘や刀子、紡錘車や鉄鏃

だけでなく、鮫具や蛇尾など比較的珍しいものも出

土した。蛇尾はその製作の一端を伺い知ることがで

きるような資料であり、鉄鏃も先端部に捻りを加え

たものや鋸の背側に刃を付けた転用品の刀子なども

あった。鋸の刀子への転用は物を大事にする当時の

人々の姿勢を伺い知ることができ、また紡錘車の中
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心に孔の開いていなくても、孔が多少歪んでいても

糸は紡げるのだという当時の人々のおおらかさにも

触れた気がした。これらの鉄製品については一方で

高い技術を持ちながら、また一方では細かいことに

は拘らないおおらかとを持ち合わせ、ただ単に珍し

いものが出土したというだけでなく、いろいろな意

味で注目に値するものが多かったのではなかろうか。

3 縄文時代草創期の遺物について

隆起線文系土器は数点が接合したものもあり、接

合後の状態で I区から17点、その内微隆線が貼付さ

れているもの 6点、米粒以下の微小粘土の貼付があ

るもの 1点、無文のもの10点がある。同じ<rr区か

らは 3点が接合し 1点になった横位2条の微隆線を

頸部に貼付するやや大形の破片 1点がある。さらに

隣接する吹屋三角遺跡西地区でも横位2条の微隆線

を貼付する破片 1点出土している。最も出土呈の多

いのは I区であり、中心となるのは I区と考えられ

る。 I区では横位または斜位に微隆線が貼付される

例が多い。横位貼付されるものに 1• 3、斜位に貼

付されるものに 4~6がある。 1• 3は横位に微隆

線貼付が貼付されるものであるが、 1は上が僅かに

剥がれているものの、口縁部にかなり近い部分であ

り、 3は頸部に近い破片と考えられる。 1の内面は

風化が顕著であり、復原は極めて困難であった。こ

れは頸部に多条の微隆線を施し、口縁部にやや太め

の波状隆線文が施されるタイプのものと考えられる。

土圧によってやや平坦になっているものと思われる。

微隆線は一番細く盛り上がりも少ない。4・5のよ

うに間隔が約 1cm程あるやや広めのものと 6のよう

に5mm前後の狭めなものがある。5 • 6は体部下半

の破片で、 4は頸部に近い部分の破片と考えられる。

5は左上から右下にかけてやや幅が狭くなっている

ので、それよりも更に下はもっと幅狭くなっている

ことが想定される。そうしたことからすると 6はよ

り下部の破片の可能性が考えられる。5・6は胎土

や焼き、外面の煤付着状況も類似しており 、同一個

体の可能性があるものである。4も左上から右下に
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かけて微隆線が貼付されているものであるが、 5・

6に比べやや隆線は太い。下端は一部隆線が剥がれ

ている。器面もやや荒れている。胎土も違うので、

5や6とは別個体の可能性が高いものである。2の

ように微隆線で区画された中に波状微隆線が貼付さ

れているものもある。微隆線は比較的太く高さもあ

り、明瞭である。横位楕円に区画した中に波状微隆

線を施す例はあまり類例が無く、貴重なものと考え

られる。頸部に近い部分と推定される。口縁下から

頸部にかけて部分的に横位微隆線ではなく、波状文

を施す例はこの時期比較的多く認められるものであ

り、その中のひとつのバリエーションと見ることは

できようか。それにしても興味深い例である。

II区で出土したものは頸部に多条の横位微隆線を

貼付するものであり、口縁部には波状隆線が貼付さ

れるものと考えられる。体部外面は縦箆削りが施さ

れており、撫でられているが、削りの痕跡を良く残

すものである。内面は良く研磨されている。発見さ

れた当初よりも薄くなってしまったが、外面無文部

には一部赤色塗彩が残る部分がある。それは分析し

たわけではないので、その成分は不明であるが、漆

にしては塗膜があまり明瞭ではない。しかし、胎土

が赤いわけではなく、何かが付着して赤くなってい

ることは間違いないようである。

吹屋三角遺跡西地区（山口2007「吹屋三角遺跡」

参照）でも横位 2条の微隆線を貼付する破片 l点出

土しているが、隆線は中郷田尻遺跡のものに比べる

と僅かに太く、 1~1.5cm前後の長さのものを貼付し

た単位も確認することができるものである。頸部か

ら体部破片と考えられる。

他に中郷田尻遺跡 I区からは米粒以下の微小粘土

の貼付があるもの 1点（9）が出土した。右端一つと左

端にもーカ所剥がれた痕跡があるものであり、たま

たま付いたものではなく意識的に貼付した可能性が

高いと考えられる。詳細は不明であるが、何らかの

文様構成の一部を成していたものと推定される。

無文土器は全部で10点程出土したが、口縁部破片

は7と8の2点がある。7は平縁であるが、 8はロ



唇部が外反し、緩い波状を呈するものである。特に

7は大形破片であり、口縁部から底部近くまであり 、

全体の形態が復原できるものである。この時期のも

のにしては全体に厚く、口唇部上端は平坦で、僅か

外反し体部から底部にかけて丸くなる。底部は尖底

もしくは尖底に近い丸底になるものと考えられる。

接合痕も認められるが、内面は良く研磨されている。

11は彎曲がなく、この時期には平底のものはないで

あろうということで、大形品の体部と考えたが、あ

まりに平坦であり尚かつ厚みもあ まり一定していな

いので、底部の可能性も完全には否定できない。反

対に10や17のようにかなり彎曲するものもあり、か

なり丸みを持つ形態のものもあった。13は反対に外

反するものであり、体部下半の器形変換点もしくは

頸部の可能性が考えられるものである。 I区ではす

べての土器が基盤礫層上の粘性土中からのものであ

り、かなり元の粘土に戻りかけているものが多く、

風化が顕著であり、器面の剥落も多く認められた。

以上、中郷田尻遺跡 I 区• II区、吹屋三角遺跡と

もいずれも隆線を貼付する土器が出土しており 、し

かもいずれも太い隆線を貼付するものはなく微細な

隆線を貼付するものであり 、時期的には型式が変化

する程の幅がなくほぼ同時期と考えられる。もしか

したらほんの数年位の間程の短期間かもしれない。

石器は中郷田尻遺跡 I区では槍先形尖頭器が 1点

と横長剥片が数点が出土 した。尖頭器（l）は先端と基

部が両方とも欠損しているものであり、黒色安山岩

製である。両側縁は交互剥離により比較的丁寧に調

整加工がなされているが、まだやや鋸歯状になって

いる。上部の欠損は必ずしも加工途中のものとは言

えないが、下半は加工途中で不純物のある部分から

欠損したものと考えられる。もしかしたら、先端の

欠けた尖頭器を再加工する途中で欠損したものかも

しれない。横長剥片は黒色安山岩と黒色頁岩の両方

があった。2には一部細長く自然面が残るが、それ

以外のものに自然面はない。打面も自然面のものは

なく、いずれも剥離面であり、調整がなされている

ことが分かる。おそらくこれらは尖頭器を製作する
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際の調整剥片ではないかと考えられる。ここでは原

石から直接尖頭器を製作していたわけではなく、他

の場所である程度加工してきたものに再度調整を施

したり、一部欠けた尖頭器を再加工した場所と思わ

れる。基盤礫が露出しており、磨・敲石類は見分け

るのが極めて困難であり、取り上げることが出来な

かった。反対に II区では地山が黄褐色砂質土であり、

礫が殆ど含まれていない層であったので、容易に取

り上げることが出来た。しかし、こちらでは磨 ・敲

石類だけであり、尖頭器や剥片石器類は 1点も見出

すことが出来なかった。

吹屋三角遺跡では、頁岩製の大形の槍先形尖頭器

と共に硬質頁岩製の石刃を素材とし、 打面より一番

遠い下端部に刃部を作成した典型的なエンド ・スク

レイパーが出土した。 1号河道からの出土であり、

流されて現位置は動いているものと思われるが、ほ

ぼこの時期のものと見て良いものと考えられる。非

常に丁寧な作りであり、両側縁には細かい剥離が施

され、やや鋸歯縁状になっている。尖頭器は下半部

が欠損しており 、全体の形態は不明であるが、両側

縁中央部に挟りが入るものであり、その部分から欠

損している。両側縁には交互剥離が施され、やや鋸

歯縁状になっている。図の上部は幅広であり、薄く

平坦ではあるが、鋭さに欠け、天地逆の可能性も考

えられる。 1号河道からの出土であり、器面が風化

してかなり擦れた感じになっている。これは前期の

遺物の下の河道底面から出土したものであり 、前期

の可能性も否定できない。

このように隆起線文土器と尖頭器・掻器（エンド・

スク レイパー）の組み合わせであり 、この組み合わ

せに違和感はなく 、出土状況からしても同時期のも

のと考えて間違いないものと思われる。周辺を含め

まだ縄文時代草創期の遺跡は埋もれている可能性は

高い。基盤礫層直上まで注意深く調査していく 必要

性はあろう 。類例を待ってまた考える機会を持ちた

いと思う 。

4 土器に認められる変色部分について

土器についてはこれまで編年研究が主流であり、
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それ以外のことについてはあまり問題とされること

はなかった。土師器であれば、器面の調整が箆削り

であるとか箆撫で ・箆磨きであるとかということが

問題にされ、土器に認められる変色部分は書き込む

ことが殆どなかった。それは土器の前後関係を決め

るのには必要ないからである。前にも書いた通り、

今後もそうしたことが主流であることは間違いない

であろう 。しかし、それだけでは本当の意味での土

器研究にはならないのではなかろうか。土器も石器

も道具は特定の目的を持って作られて使用され、廃

棄または遺棄されるという一生を辿る。

その道具はその目的にあった作り方をしているは

ずであり、それを示す痕跡が土器の場合、輪積み痕

や接合痕、焼成時の黒斑や赤斑などである。輪積み

痕は実測時にすべて書き込んでしまうと実測図が見

づらくなってしまうので、通常はすべて書かないこ

とが多いのではなかろうか。また、文様などについ

ても同様であり、それを付けた道具は何か、どうい

う順番で付けたのかなど図面を見ただけでは復原は

不可能なことが多いと思われる。

製作の際の痕跡の上に使用の際の新たな痕跡が付

加される。それが土器の場合には煤や焦げ付きなど

の炭化物が付着することによる黒変、火を受けるこ

とにより赤く変化する赤変部分である。焼成時の黒

斑・赤斑と類似するが、黒斑は炭に接していたため

に変色したものであり、甕などの場合体部中央の対

峙する位置に付くことが多い。これは覆い焼きをし

た際にその部分だけ天井と底面の炭に挟まれて空気

が入らなかったためと考えられる。色はかなり黒く

土器の内面にまで良く浸透している。黒変の場合は

やや色が薄く、表面だけで土器内部にまで浸透して

いないことが多い。赤斑は黒斑の周りに認められる

ことが多く、赤斑だけの場合もある。赤変の場合は

体部の一部だけというよりも帯状に変色しているこ

とが多い。また、器面がその部分だけ剥落していた

り、脆くなっていることもある。

次に具体的に変色部分が認められる土器について

見ていきたいと思う 。
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m区21号住 3の鉢は外面底部中心にかなり黒い部

分がありその周りがやや淡い変色部分が覆う 。前者

が焼成時の黒斑、後者が使用時の黒変と考えられる。

また、内面底部には黒斑は無く、その周りに黒斑よ

りもやや淡い黒変部分が巡るが、 一部黒変が無い部

分がある。注ぎ口部分と考えられる。一人用の鍋で

直接火にかけて使用した上で注いだものと推定され

る。比較的深めの坪や鉢などで時々見られる使用の

痕跡を残す例である。

21号住15は大形の甕であり、外面は口縁～底部に

かけて広く黒変を有するが、体部上半に煤の付着し

ない部分がある。その部分だけ煤が付着しないのは

落ちてしまったわけではなく、その部分がカマドに

粘土で固定されていたからと考えられる。対峙する

位置にも同様に煤の付着しない部分が認められる。

地面に置いて使用した場合には底部だけ灰や熾きの

中に入れて立てられるので、煤が付着しないことが

多いが、このように全面付着していることは下から

火が焚かれていることを示している。内面体部下半

部分にも黒変部分が認められる。こちらは内容物の

焦げ付きによる変色部分と考えられる。

23号住15の小形甕体部中央に丸く黒斑部分があり、

それを覆うように口縁～底部にかけて黒変部分が認

められるが、体部下半に帯状に煤が付着しない部分

がある。その部分がカマドに固定されていた部分と

考えられる。底部にまで煤が付着しているので、あ

まり良く支脚とは接していなかったのではないかと

考えられる。

23号住13の小形甕は口縁～体部上半赤変、体部中

央に目立った変色の無い部分がある。変色の無い部

分がカマドに固定されていた部分と考えられる。底

部を除く体部下端にも黒変部分あり、底部は支脚で

固定されており、中に浮くような状態ではなかった

ことを示しているものと思われる。

26号住9の甕は体部中央に明確に焼成時の黒斑が

認められる。口縁～体部上半に黒変が認められる。

体部中央の最大幅の部分には帯状に煤が付着してい

る。体部下端や底部には明確な煤の付着は認められ



ない。カマドに固定される場合にはこの部分にも煤

が付着するものと考えられる。

30号住4高杯は杯の内外面共に黒色部分が明瞭に

残る。黒く明確であり、黒変ではない。また、高坪

は火にかけることはないので、焼成時の黒斑と考え

られる。同様に坪類にも黒斑は多く認められる。

30号住21の甕はほぽ全面に煤が付着するが、底部

と口縁～肩部の噴きこぼれ部分のみ煤付着が認めら

れない部分がある。大形の甕に噴きこぼれがこれだ

け明瞭に残る例は珍しいと思われる。30号住居跡は

火災住居であり、この甕以外にも煤が付着している

ものが多く、使用時の煤以外に住居が焼け落ちた際

に付着したものが上を覆っている可能性がある。内

面体部下半から底部にかけて黒変が認められる。

39号住13の小形甕はほぽ全面に煤が付着するが、

噴きこぼれて流れた部分だけは煤が付着しない。か

なり大量に噴きこぽれたことが伺える。小形甕には

良く認められるものであり、容量が小さいのに中に

入れ過ぎたために起こる現象であるが、内容物が澱

粉質のものの場合にはより起こり易い。

39号住14の大形甕にも噴きこぼれ部分が認められ

るが、こちらの場合には噴きこぼれて流れた部分に

も煤が付着している。外面には口縁～体部下半に広

く大きく煤が付着している。底部は被熟し赤変して

いる。内面底部を除く体部下半に帯状に黒変部分が

認められる。

40号住 2の坪は外面に大きく黒変が認められるが、

やや色の濃い部分と薄い部分がある。中心が黒味が

強い。内面は口縁から体部上半に黒変が懃められる

が、内面の口縁で一部黒変部分が途切れる部分があ

る。この坪はそのまま火にかけて調理に使われた可

能性が高いものであり、口縁の黒変の途切れる部分

から流動体を注いだ可能性が考えられる。

VI区53号住 8の甕は外面口縁～体部上半及び底部

に煤付着、体部下半は被熱赤変、内面口縁～頸部及

び体部下半黒変、体部中央及び底部には黒変部分は

認められない。炉にかけた時に一般的に認められる

ような変色のあり方であり、底部は炭の中に置いた

古墳時代の集落について

時に煤が付着したものと考えられる。その上の赤変

部分は直接熾き火が当たっている部分であり、その

上は材木が燃える時の煙が当たる部分である。

III区FA下黒MP-19-1の坪は内外面共に口縁部

に煤が付着し、内面口縁部でも欠損部分以外でも黒

変が切れる部分がある。底部には黒変や赤変も認め

られない。おそらく直接火にかけたものではないの

であろう 。

VI区25号住4は底部が丸く欠損しており、大形の

甑の様相を呈する。ほぼ全面煤が付着かるが、噴き

こぽれの部分だけ煤が付着していない。明らかに火

に掛けており、噴きこぽれた後はそのまま廃棄され

ている。再度火に掛けてしまうと噴きこぼれ部分が

なくなってしまう 。形態的には大鉢であるが、機能

的には大鍋と考えて良いものと思われる。これだけ

噴きこぼれているところを見るとかなり粘りのある

澱粉質のものが入っていたと考えられる。具体的に

は芋もしくはお粥のようなものが想定される。ある

いはその両方の芋粥の可能性も考えられようか。

今回は I～皿区のものについて変色部分について

は見てきたが、 VI区のものについては、多くの個体

について十分な観察をすることができなかった。反

省すべき点である。しかし、それ以外の区の土器に

は極力変色部分について図化した。そのことにより

覆い焼きの痕跡や使用の痕跡など大まかな傾向は把

握することができたと思う 。この遺跡では使用痕の

中でも噴きこぽれが明瞭に残る個体が何点か認めら

れたのも特徴的である。それは古墳時代 5世紀代中

頃は炉とカマドの切り替え時期でもあり、単に炉か

らカマドヘ変化するだけでなく食生活が変化する時

期でもなかろうかと考えられるからである。炉で使

用されたものとカマドで使用されたものとはその使

用痕、つまり黒変のあり方に違いが認められた。具

体的にはカマドに粘土で固定されたためにその部分

だけ煤の付着が見られないことなどである。今後も

更なる観察の積み重ねが必要と考えられる。
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中郷田尻遺跡出土人骨

はじめに

中郷田尻遺跡は，群馬県渋川市に所在する。国道

353号線開通に伴う発掘調査が，（財）群馬県埋蔵文

化財調査事業団により，平成16(2004)年4月～同17

(2005)年3月まで行われた。本遺跡の I区l号～ 5

号土坑 • 9号土坑及びII区2号土坑の 7基の土坑か

ら，中世の土葬人骨が出土したので以下に報告する。

しかしながら，全般的に出土人骨の残存状態は悪い

ために．主に出土歯について報告する。

土葬人骨は水洗及び清掃後，観察・計測・写真撮

影を行った。

1. I区 1号土坑出土人骨

(1)人骨の出土状況

人骨は，長径約 lm・短径約81cm・ 深さ約24cmの

隅丸長方形土坑から出土している。 しかしながら，

土坑の南西部は86号土坑と重複しており．全容は不

明である。人骨の残存状態は悪く，遊離歯•四肢骨

片が検出されている。

(2)被葬者の埋葬状態

人骨の出土位置から，被葬者の埋葬状態は，頭位

を北にし，右側を下にした側臥（横臥）屈葬で埋葬さ

れたと推定される。

楢崎修一郎

(3)副葬品

副葬品は，銭貨の煕寧元宝(1068年） 1点が検出さ

れている。

(4)被葬者の個体数

遊離歯には，重複部位が認められないため，被葬

者の個体数は 1個体であると推定される。

(5)被葬者の性別

遊離歯の歯冠計測値は比較的大きく，一部検出さ

れた大腿骨も大きく頑丈であるため，被葬者の性別

は男性であると推定される。

(6)被葬者の死亡年齢

遊離歯の咬耗度を観察すると，象牙質が線状ある

いは点状に露出する程度のマルティンの 2度の状態

である。したがって，被葬者の死亡年齢は，約30歳

代であると推定される。

(7)被葬者の古病理

①歯石

歯石は，下顎左右第 1 切歯•第 2 切歯・犬歯•第

1 小臼歯•第 2 小臼歯の主に舌側面に軽度の付着が

認められた。

②鯖蝕（虫歯）

検出された遊離歯20本中， 10本に何らかの鯖蝕

i
 口□ —□i- -i-i- 1-、9 1 -

写真 1. 中郷田尻遺跡 I区 1号土坑出土歯
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（虫歯）が認められた。鯖蝕の部位及び程度は以下の

通りである。

上顎右側

• 第 2 切歯：歯冠部の近心面及び遠心面共に ， C3

の状態であり， どちらも，唇側面及び舌側面にまで

及んでいる。

・犬歯：歯冠部の近心面に， C3の状態である。

上顎左側

• 第 1 切歯：歯冠部の近遠心面及び舌側面に， C3

の状態である。

・犬歯：歯冠部の近心面から舌側面にかけて， C3 

の状態である。

下顎左側

・犬歯：歯冠部の遠心面に， C3の状態である。

• 第 1 小臼歯：歯冠部の近心面に C3 の状態である 。

この他 4本は，歯冠部が崩壊し残根状態になっ

たC4の状態である。しかしながら，歯根だけであ

るので歯種の同定は困難である。

111111111111111111111111111111111111rn11nr 
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写真2. 中郷田尻遺跡 I区 1号土坑出土上顎歯鯖蝕

（虫歯） ［左から，右犬歯 ・右第2切歯・ 左第 1切歯・ 左

犬歯］
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写真 3.中郷田尻遺跡 I区 1号土坑出土下顎歯鯖蝕

（虫歯）［左から，左犬歯・左第 1小臼歯］

中郷田尻遺跡出土人骨

2. I区2号土坑出土人骨

(1)人骨の出土状況

人骨は，長径約110cm・短径約80cm・深さ約27cm

の隅丸長方形土坑から出土している。人骨の残存状

態はあまり良くなく，遊離歯•四肢骨片が検出され

ている。

(2)被葬者の埋葬状態

人骨の出土位置から，被葬者の埋葬状態は，頭位

を北にし，右側を下にした側臥（横臥）屈葬で埋葬さ

れたと推定される。

(3)副葬品

副葬品は，銭貨4点が検出されている。これらは，

政和通宝(1111年） 2点 ・洪武通宝(1368年）2点であ

る。

(4)被葬者の個体数

人骨の残存状態が悪いため，確かではないが，人

骨の出土状況及び出土人骨に明らかな重複部位が認

められないため，被葬者の個体数は 1個体であると

推定される。

(5)被葬者の性別

上顎右第1切歯及び同第1大臼歯は大きさが小さい

ため，被葬者の性別は女性であると推定される。

(6)被葬者の死亡年齢

上顎右第 1切歯及び同第 1大臼歯の咬耗度を観察

すると，象牙質が線状及び面状に露出するマルティ

ンの 2度の状態である。 したがって，被葬者の死亡

年齢は約30歳代～40歳代であると推定される。

(7)被葬者の古病理

出土歯には，歯石の付着は認められなかった。麟

蝕（虫歯）は，上顎右第 1大臼歯の歯頸部近心面に C

1の状態で認められた。

5 6 7 8 9 10 

9 ' ・・ 9 ・・ ,9 
写真4. 中郷田尻遺跡 I区 2号土坑出土歯

［左から，上顎右第 1大臼歯 ・同第1切歯］
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3. I区3号土坑出土人骨

(1)人骨の出土状況

人骨は，長径約164cm・短径約120cm・深さ約24cm

の隅丸長方形土坑から出土している。人骨は 2個体

が検出されているが 2基の土坑墓の重複である可

能性もある。

(2)被葬者の埋葬状態

本土坑は， 2体合葬の可能性もあるが，重複土坑

である可能性もある。主に，歯の違いから，現場で

No. lとした個体を 3-1人骨とし，現場でNo.2とし

た個体を 3-2人骨として便宜的に分けて報告する。

なお， 3-1人骨の残存状態は比較的悪く， 3 -2 

人骨の方が残存状態が良い。この 3-2人骨は，人

骨の出土位置から，被葬者の頭位は北側で，右側を

下にした側臥（横臥）屈葬で埋葬されたと推定される。

(3)副葬品

副葬品は，鶴亀文のある小形青銅鏡が1点検出さ

れている。これは，恐らく 3-2人骨の女性（女児）

に共伴するものと推定される。

(4)被葬者の個体数

人骨には明瞭な重複部位は認められないが，遊離

歯に明らかな重複部位が認められたため，被葬者の

個体数は 2個体であると推定される。

(5)被葬者の性別

①3 -1人骨：出土永久歯の歯冠計測値が比較的小

さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。

②3 -2人骨：出土永久歯の歯冠計測値が比較的小

さいため，被葬者の性別は女性であると推定される。

(6)被葬者の死亡年齢

①3-1人骨：遊離歯の咬耗度を観察すると，象牙

質が点状に露出する程度のマルティンの 2度の状態

である。したがって，被葬者の死亡年齢は約30歳代

であると推定される。

②3 -2人骨：遊離歯の咬耗度を観察すると，その

ほとんどが，エナメル質のみに限定されるマルティ

ンの 1度の状態である。また， 1点のみであるが乳

犬歯が確認された。したがって，被葬者の死亡年齢

は，約10歳～11歳であると推定される。
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(7)被葬者の古病理

①3 -1人骨：歯の一部に，歯石の付着が認められ

た。鯖蝕（虫歯）は，認められなかった。

②3-2人骨：歯には，歯石の付着及び鯖蝕（虫歯）

は認められなかった。

4. I区4号土坑出土人骨

(1)人骨の出土状況

人骨は，長径約162cm・短径約122cm・深さ約45cm

の隅丸長方形土坑から出土している。しかしながら，

本土坑の南東部は129号土坑と重複しており ，全容

は不明である。

(2)被葬者の埋葬状態

人骨の出土位置から，被葬者の頭位は北側で，右

側を下にした側臥（横臥）屈葬で埋葬されたと推定さ

れる。

(3)副葬品

副葬品は，銭貨 5点が検出されている。これらは，

祥符元宝(1008年） 1点・皇宋通宝(1039年）1点・元

祐通宝(1093年） 1点・洪武通宝(1368年） 1点・永楽

通宝(1368年）1点である。

(4)被葬者の個体数

出土歯には重複部位が認められないため，被葬者

の個体数は 1個体であると推定される。

(5)被葬者の性別

出土遊離歯の歯冠計測値は比較的小さいため，被

葬者の性別は女性であると推定される。

(6)被葬者の死亡年齢

遊離歯の咬耗度を観察すると，上下切歯～小臼歯

は象牙質が線状あるいは点状に露出するマルティン

の2度の状態であり，上下大臼歯はある程度面をな

して露出するマルティンの 3度の状態である。した

がって，被葬者の死亡年齢は約40歳代であると推定

される。

(7)被葬者の古病理

出土遊離歯には，歯石の付着及び俗に虫歯と呼ば

れる鯖蝕が認められた。

①歯石：下顎左右犬歯の舌側面に歯石の付着が認め



中郷田尻遺跡出土人骨
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写真5. 中郷田尻遺跡 I区 3号土坑(3-1人骨）出土歯
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写真6. 中郷田尻遺跡 I区 3号土坑(3-2人骨）出土歯
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写頁7. 中郷田尻遺跡 I区 4号土坑出土歯
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写真8. 中郷田尻遺跡 I区 4万土坑出土歯麟蝕
（左から、下顎右M2近心面，同Ml遠心面・下顎左Ml頬側面）
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られた。

②鯖蝕（虫歯）：下顎右第 1大臼歯の遠心面及び同第

2大臼歯の近心面に，歯髄腔にまで達する鯖蝕症第

3度(C3)の状態の鯖蝕が認められた。また，下顎

左第 1大臼歯の頬側面及び舌側面に鯖蝕症第3度（C

3)の状態の鯖蝕が認められた。

5. I区5号土坑出土人骨

(1)人骨の出土状況

人骨は，長径約123cm・短径約103cm・深さ約25cm

の隅丸長方形土坑から出土している。

(2)被葬者の埋葬状態

人骨の出土位置から，被葬者の埋葬状態は，頭位

を北にし，右側を下にした側臥（横臥）屈葬で埋葬さ

れたと推定される。

(3)副葬品

副葬品は，銭貨4点が検出されている。洪武通宝

(1368年）1点 ・永楽通宝(1368年）3点である。

(4)被葬者の個体数

遊離歯には，重複部位が認められないため，被葬

者の個体数は 1個体であると推定される。

(5)被葬者の性別

遊離歯の歯冠計測値は比較的大きいため，被葬者

の性別は男性であると推定される。

(6)被葬者の死亡年齢

遊離歯の咬耗度を観察すると，下顎切歯～犬歯は

象牙質が点状に露出する程度のマルティンの 2度の

状態である。しかしながら，下顎右第 1大臼歯は象

牙質が点状に露出する程度のマルティンの 2度の状

態である点は同様であるが，切歯～犬歯の方が大臼

歯よりも咬耗の度合いが大きい。これは，切歯～犬

歯は異常磨耗による影響を受けている可能性が高い。

したがって，被葬者の死亡年齢は少し幅を持たせて

約30歳代～40歳代であると推定される。

(7)被葬者の古病理

出土歯の内，下顎右第 1小臼歯の舌側面に軽度の

歯石の付着が認められた。鯖蝕（虫歯）は，認められ

なかった。
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6. I区9号土坑出土人骨

(1)人骨の出土状況

人骨は，直径約50cmの円形土坑から出土している。

出土人骨の残存状態は，非常に悪く ，わずかに遊離

歯のみが検出されている。これは，本土坑の被葬者

が約5歳という子供であるため，骨が全体的に薄く ，

残存しなかったためと推定される。

(2)被葬者の埋葬状態

5歳児の平均身長は，約110cmであることを考える

と， 伸展葬は不可能であり，座葬か屈葬であると推

定される。

(3)副葬品

副葬品は，銭貨6点が検出されている。これらは，

太平通宝(977年）1点 ・祥符通宝(1002年）1点・至

和元宝(1054年）1点・聖宋元宝（1101年）1点 ・永楽

通宝(1368年）1点・不読 l点である。

(4)被葬者の個体数

出土歯は，乳歯及び永久歯の混合歯であるが，重

複部位は認められないため，被葬者の個体数は 1個

体であると推定される。

(5)被葬者の性別

出土歯の内永久歯の歯冠計測値は比較的大きい

ため，被葬者の性別は男性（男児）である可能性が高

い。

(6)被葬者の死亡年齢

出土歯の乳歯及び永久歯の歯根の形成状態から，

被葬者の死亡年齢は約5歳であると推定される。

(7)被葬者の古病理

出土歯には，歯石の付着及び鯖蝕（虫歯）は認めら

れなかった。しかしながら．これは古病理ではない

が，本被葬者の下顎左右第 1小臼歯及び同右第2小

臼歯には中心結節が認められた。なお，下顎左第 2

小臼歯は検出されていない。この中心結節は．円錐

状あるいは棒状で認められることが多いが，本被葬

者の場合．短い棒状である。この中心結節の日本人

における出現率は，報告者により若干異なるが．第

l小臼歯で0.49%~1.38%・第2小臼歯で1.05%~3.5

％である。
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写真9.中郷田尻遺跡 I区 5号土坑出土歯
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写真11.中郷田尻遺跡 II区 2号土坑出土歯

'・・・’’’・・ • • 写真12. 中郷田尻遺跡 II区 2万土坑出土右側頭骨（左：右側面観．右：下面観．鼓室骨裂孔に1王意）
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7. II区2号土坑出土人骨

(1)人骨の出土状況

人骨は，長径約111cm・短径約101cm・深さ約36cm

の楕円形土坑から出土している。しかしながら，本

土坑の北部は 3号土坑と重複しており，全容は不明

である。

(2)被葬者の埋葬状態

出土位置から，被葬者の頭位は北側で，右側を下

にした側臥（横臥）屈葬で埋葬されたと推定される。

(3)副葬品

副葬品は，銭貨6点が検出されている。これらは，

銭貨の太平通宝（977年） 1点・祥符通宝(1002年） 1 

点・至和元宝（1054年） 1点・聖宋元宝（1101年） 1点・

永楽通宝(1368年） 1点 ・不読 1点である。

(4)被葬者の個体数

遊離歯には，重複部位が認められないため，被葬

者の個体数は 1個体であると推定される。

(5)被葬者の性別

出土している頭蓋骨の骨壁は薄<,左右側頭骨の

乳様突起の発達は弱く，遊離歯の歯冠計測値は比較

的小さく，四肢骨も小さく華奢であるため，被葬者

の性別は女性であると推定される。

(6)被葬者の死亡年齢

頭蓋骨の縫合は，内板及び外板共にまだ癒合して

表 2. 中郷田尻遺跡出土人骨出土永久歯歯冠計測値及び比較表

言tillJ
中郷田 尻 遺跡

1 区
歯種

1号土坑 2号土坑 3号土坑-1 3号土坑~2 4号土坑項目
右 左 右 左 右 左 右 左 右 左

II 
MD  93 7.8 8.4 83 8.1 80 78 82 
BL 75 60 6.0 57 69 67 67 67 

12 
MD  77 麟肘l 70 67 7.3 67 
BL 66 麟紺！ 64 65 6.4 65 

上 c MD  76 (76 73 7. 1 7.4 
BL 83 8.3 8.4 77 75 

Pl 
MD  71 70 70 6.9 
BL 9.8 10.0 94 8.9 

P2 
MD  62 67 6.4 
BL 77 8.4 8.4 

顎 Ml
MD  10.0 10.0 91 
BL 11.4 115 10.4 

M2 
MD  85 
BL 10.8 

M3 
MD  
BL 

11 
MD  5.5 53 55 4.9 
BL 5.9 5.8 5.0 5.8 

12 
MD  6.1 5.9 6.1 6.0 6.0 
BL 6.4 63 53 53 62 

下 c MD  66 (65) 6.5 6.6 67 7.1 66 6.6 
BL 7.7 7.6 68 破損 8.0 72 6.9 

Pl MD  6.3 麟蝕 65 69 6.9 6.8 
BL 78 7.6 70 79 75 71 

P2 
MD  72 7.1 64 6.4 6.4 6.8 70 
BL 82 84 73 7.5 7.3 7.6 79 

邪 Ml
MD  91 11.0 11.0 10.9 10.9 麟§虫

BL 10.3 101 10.2 LLL 111 9.9 

M2 
MD  97 9.7 10.1 麟 蝕

BL 91 8.7 9.9 95 

M3 
MD  
BL 

註l.計測値の単位は、すぺて、 「mm」である。

いない状態である。また，遊離歯の咬耗度を観察す

ると，象牙質が線状あるいは点状に露出する程度の

マルティンの 2度の状態である。したがって，被葬

者の死亡年齢は約30歳代であると推定される。

(7)被葬者の古病理

①頭蓋骨

頭蓋骨の右側頭骨に鼓室骨裂孔が認められた。左

側頭骨は，鼓室部が破損しており確認できなかった。

②歯

遊離歯には，歯石の付着及び鯖蝕（虫歯）は認めら

れなかった。
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群馬県教育委員会文化課［元（財）群馬県埋蔵文化財

調査事業団］の松村和男氏に感謝いたします。また，

本出土人骨に関する考古学的情報を与えていただい

た，現群埋文の山口逸弘氏に感謝いたします。

表1.中郷田尻遺跡出土人骨まとめ
区名 遺構名 個体数 性別 死亡年齢 備考

1号士坑 1個体 男 性 約30改代 歯石鯖蝕

2号 土坑 1個体 女性 約30歳代～ 40歳代 麟蝕

3号土坑 2個体
女 性 約30栽代 歯石

IIユ 女性 （女 児） 約10寂～ 11歳

4号土坑 1個体 女 性 約40歳代 歯石紙蝕

5号 土坑 1個体 男 性 約30寂 代～ 40歳代 歯右

9号 土坑 1個体 男性 （男児） 約5歳 中心結節

II区 2号士坑 1個体 女 性 約30改代 鼓奎竹裂孔

中世時代人 江戸時代人 現代人
II区 ＊ ＊ ＊ ＊ 

5号土坑 9号土坑 2号土坑 Matsumura1995 Matsumura.1995 楕 田 1959

右 左 右 左 右 左 ； 辛 ず 年 ず 年

9.0 90 81 8.48 8.29 878 8.38 867 8.55 
71 71 73 7.29 700 752 7.06 735 7.28 
7.0 7.2 6.98 6.85 716 6.97 713 7.05 
62 6.3 655 6.26 674 6.33 662 6.51 
81 81 796 7.43 8.01 760 794 771 
82 8.0 850 7.94 866 8.03 852 813 
7.8 76 7.25 7.02 741 7.23 7 38 737 
92 9.2 9.46 9.03 967 9.33 959 943 

73 6.87 6.69 700 6.82 702 6.94 
92 939 8.88 955 9.29 941 923 

10.7 9.9 10.45 10.09 10.61 10 18 1068 10.47 
11 5 11.4 11.81 11.30 11.87 11.39 11 75 11.40 

9.6 9.65 9.42 988 9.48 991 974 
11 7 11 72 1119 12.00 11.52 1185 11 31 

894 8.86 
1079 1050 

4.8 50 5.2 5.42 5.22 545 532 548 5.47 
6.0 56 5.7 5.78 5.61 578 5.65 588 577 
5.9 6.6 5.8 6.04 5.78 6.09 5.97 620 611 

67 6.2 6.4 6.22 598 629 6.11 643 6.30 
69 71 7.0 69 6.9 6.9 6.88 6.55 7.06 669 7.07 668 
7.8 7.8 7.5 74 7.8 7.5 7.82 7.33 8.04 739 814 750 
7. I 68 6.9 7.07 6.96 732 7.05 7 31 719 
79 7.7 7.9 8 JO 772 834 7.89 806 777 
72 7.3 7.12 700 7 45 7.12 742 7.29 
84 8.2 8.49 806 868 8.30 853 826 
107 118 116 1106 11 72 1114 11 72 11.32 
11 5 110 11.00 10.49 1115 10.62 1089 1055 

11.06 10.65 1139 10.78 1130 10.89 
10.55 9.97 1075 10.21 1053 1020 

10% 10.65 
1028 10.02 

註2 歯種は、 Tl（第 1切歯）• I2（第 2切歯）．C（犬歯）．Pl（第 1小臼歯）•P2 （第 2 小臼歯） •Ml （第 1 大臼歯） ． M2 （第 2 大臼歯） •M3 （第 3 大臼歯） を意味する。

註3 計測項目は、 MD（歯冠近遠心径）．BL（歯冠唇頬舌径） を意味す る

註4 「鯖蝕」とは、麒蝕 （虫歯）により歯冠が崩壊しており 計測できなかったことを示す。

註5 「*」は、 MATSUMURA(J995)より引用。 なお、 MATSUMURA(1995)には、第 3大臼歯のデータは無い。

註6 「**」は、権田（1959)より引用
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中郷田尻遺跡出土獣骨

中郷田尻遺跡出土獣骨

はじめに

中郷田尻遺跡は，群馬県渋川市に所在する。国道

353号線開通に伴う発掘調査が， （財）群馬県埋蔵文

化財調査事業団により，平成16(2004)年4月～同17

(2005)年3月まで行われた。本遺跡のII区 ・皿区・

w区から獣骨が出土したので以下に報告する。

これらの多くは，榛名山の火山活動に伴う 6世紀

中葉の降下軽石であるFP(Hr-FP）［榛名ニッ岳伊香

保テフラ］及び6世紀初頭の降下火山灰であるFA(Hr-

FA）［榛名ニッ岳渋川テフラ］の堆積に伴い，当時の

地表面がそのまま保存された状態で検出されている。

しかしながら，全般的に出土獣骨の残存状態は悪

いために，報告に耐える獣骨は少ない。この理由は，

ほとんどの獣骨が焼かれた焼骨であり，細片化して

いるためである。これらは，調理された獣骨である

と推定される。そのため，ここでは，報告に耐える

獣骨のみを報告し，その他は表で代用する。

1. II区出土獣骨

II区からは， 5号住居のみから獣骨が出土した。

しかしながら，焼骨で細片化しているため，獣骨の

詳細は不明である。

2. III区出土獣骨

m 区からは， 1 号・ 2 号• 8号・ 15号・ 19号 ・30

号・ 34号・ 38号・ 39号・ 40号・ 42号・ 43号・ 44号 ・

51号 • 53号住居． 564号土坑， 1号炉から獣骨が出土

楢崎修一郎

した。 しかしながら，ほとんどの獣骨は，焼骨で細

片化しているため詳細は不明である。

ここでは， 1号住居出土馬骨のみ報告する。

(1) 1号住居出土馬骨

①馬骨の出土状況

馬骨は，縦約3.lm・横約3.6m・深さ約0.3mの規模

の住居内竃手前の床面より検出されている。

②馬骨の出土部位

出土した馬骨は，上下端部を欠く左上腕骨骨幹内

側面部 1点である。

③馬骨の個体数

今回，馬骨は左上腕骨しか出土していないため，

馬骨の個体数は 1個体である。

④馬骨の性別

馬（ウマ）の場合性別推定は，犬歯の有無及び寛

骨の形態により可能である。今回上下顎骨部及び

寛骨が出土していないため，本馬骨の性別は不明で

ある。

⑤馬骨の死亡年齢

馬（ウマ）の場合，死亡年齢は，上下顎骨の臼歯の

磨耗状態により推定が可能である。今回，臼歯が出

土していないため，本馬骨の死亡年齢は不明である。

しかしながら，少なくとも，幼体ではなく成体であ

ると推定される。
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写真 1. 中郷田尻遺跡皿区 1号住居出土馬骨［左上腕骨］ （左・後 図1.中郷田尻遺跡皿区 1号住居出土馬骨部位
面観，右・内側面観：比較資料は，引間松葉遺跡167号土坑出土馬骨） 図［左上腕骨］ （松井， 1999を改変）
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VI まとめ

3. IV区出土獣骨

w区からは， 4号・ 5号・ 7号， 8号 ・10号， 12

号・ 15号住居 5号遺物集中 (MY-8), FA下グリ

ッド上げ， FP下水田畦から獣骨が出土した。しか

しながら，ほとんどの獣骨は焼骨で細片化している

ため詳細は不明である。

ここでは， FP下水田畦から出土した 1号馬歯及

び2号馬歯のみ報告する。

(1) 1号馬歯［2004年5月18日出土］

①出土状況

馬の下顎骨の一部及び臼歯が出土している。

②出土部位

同定可能であったのは，下顎右第 1大臼歯(M1) 

のみである。

③個体数

恐らく， 1個体であると推定される。

④性別

馬（ウマ）の場合，性別は，犬歯の有無及び寛骨の

形態で推定できるが，今回これらの部位は出土し

ていないため，性別は不明である。MDは破損して

いるが， BLは約12mmである。

l'~ I 

⑤死亡年齢

歯冠高は，約75mmであるため，死亡年齢は約 3歳

の幼齢馬であると推定される。ちなみに，馬（ウマ）

の場合幼齢馬とは 1歳～ 5歳をさす。

(2) 2号馬歯［2004年6月3日出土］

①出土状況

馬の下顎骨の一部及び臼歯が出土している。

②出土部位

同定可能であったのは，下顎左第 1大臼歯(M1) 

のみである。

③個体数

恐らく， 1個体であると推定される。

④性別

馬（ウマ）の場合，性別は，犬歯の有無及び寛骨の

形態で推定できるが今回これらの部位は出土し

ていないため，性別は不明である。MDは約30mm• 

BLは約12mmである。

⑤死亡年齢

歯冠高は，約75mmであり，一部乳臼歯片も検出さ

れているため，死亡年齢は約 3歳の幼齢馬であると

推定される。ちなみに，馬（ウマ）の場合，幼齢馬と

は1歳～ 5歳をさす。

I ・'・ ・’’ ] ・ 9ー・・瓢・・ • • • ・ 9 9, 

写真 2. 中郷田尻遺跡 W区 1号馬歯・ 2号馬歯［下顎左右Ml］（左から， 1号馬歯頬側面観・

2号馬歯頬側面観・ 1号馬歯舌側面観・2号馬歯舌側面観）

図2. 中郷田尻遺跡 W区 1号馬歯出土部位図［下顎左右Ml］（樽野． 1986を改変）
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1号馬歯及び2号馬歯は， 1号馬歯が右下顎骨及

び同臼歯であり， 2号馬歯は左下顎骨及び同臼歯で

ある。これらは，比較的近接して出土している。ま

た，同定できた部位は偶然にも，左右の第 1大臼歯

であったがこの 2本は残存状態及び形態的にも非

常に似通っており， しかも死亡年齢がどちらも同じ

であるため，恐らく同一個体であると推定される。

まとめ

中郷田尻遺跡のII区・皿区． w区から，獣骨が多

数出土した。しかしながら，そのほとんどが骨片で

あるため，種同定及び部位同定が不可能なものが多

かった。

同定できたものの内 m区 1号住居出土馬骨は，

性別不明で成体左上腕骨であり， W区1号馬歯及び

2号馬歯はどちらも性別不明の約 3歳の幼齢馬であ

り，恐らく同一個体であると推定された。

この， 1号馬歯及び2号馬歯は， FP下水田畦で

検出された点で本報告者が知る限り，群馬県内で初

めての事例である。これまで，当事業団では国道17

号及び国道353号の改修に伴う発掘調査をかなりの面

積で実施しており， 6世紀中葉の榛名山の噴火に伴

うFP軽石に覆われた当時の地表面から無数の馬蹄

痕を検出している。この馬蹄痕は，在来馬との比較

研究した結果白井遺跡群の馬（ウマ）の体高は，約

125cm~135cmの中型馬で現生の木曽馬と同程度であ

ると推定されている（井上・坂口， 2004)。恐らく，

本遺跡出土馬歯もこれらと同様の中型馬であったと

推定される。

馬（ウマ）は，近畿地方において 4世紀末～ 5世紀

表 l，中郷田尻遺跡出土獣骨まとめ
区名 遺構名 時代 獣骨の出土位憤 残存状態 同定 備考

II区 5号住居 1面(FP上） 炉周辺 骨片 不明 焼骨

1号住居 1面（10世紀中） 竃手前の床面 馬骨 馬（ウマ）

2号住居 1面(10世紀後） 不明 馬歯破片 馬（ウマ）

8号住居 1面(FP上） 竃手前炭化物集中部南 馬歯破片 馬（ウマ）

15号住居 1面(FP上） 燃焼部の大型礫下 骨片 不明 焼骨

19号住居 4面(FA下） 不明 骨片 不明 焼骨

30号住居 4面(FA下） 覆土 骨片 不明 焼骨

ll[区
34号住居 4面(FA下） 不明 骨片 不明 焼骨

38号住居 4面（FA下） 竃支脚手前 骨片 不明 焼骨

39号住居 4面(FA下） 南西部 馬歯破片？ 馬（ウマ）？

40号住居 4面（FA下） 不明 骨片 不明

42号住居 4面(FA下） 炉内中央 骨片 不明 焼骨

43号住居 4面(FA下） 不明 骨片 不明 焼骨

44号住居 4面(FA下） 北東部 竹片 不明 焼竹

51号住居 4面(FA下） 不明 骨片 不明 焼骨

＊備考に 「焼骨」とある獣骨は、被熟を受けていることを示す。

区名

m区

IV区

中郷田尻遺跡出土獣骨

初めにかけて移入されたと考えられている （松井 ・

富岡 2003)。群馬県においては， 5世紀後半から

すでに馬の埋葬が確認されている（坂井， 2004)。

本遺跡における馬歯の出土は，恐らく，水田にお

ける農耕祭祀や祈雨祭祀に関連するものと推定され

る（松井， 1999• 2005 ;松井 ・富岡 2003）。この農

耕祭祀は，文献では 7世紀の『日本書記』にも記載

が認められるが，本遺跡のように 6世紀中葉にさか

のぼることは大変興味深い。
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調査事業団］の松村和男氏に感謝いたします。また，
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遺構名 時代 獣骨の出土位償 残存状態 同定 備考

53号住居 4面(FA下） 不明 骨片 不明 焼骨

564号土坑 4面(FA下） 不明 骨片 不明 焼骨

1号炉跡 4面(FA下） 不明 骨片 不明

4号住居 第 5面(FA下黒） 不明 骨片 不明 焼骨

5号住居 第5面(FA下黒） 不明 骨片 不明 焼骨

7号住居 第5面(FA下黒） 不明 骨片 不明 焼骨

8号住居 第5面(FA下黒） 不明 骨片 不明 焼骨

10号住居 第5面(FA下黒） 不明 骨片 不明 焼骨

12号住居 第5面（FA下黒） 不明 骨片 不明 焼骨

15号住居 第5面(FA下黒） 不明 骨片 不明 焼骨

5号遺物染中(MY-8) 第5面(FA下黒） 不明 骨片 不明

MT-Iグリッド FA下 表採 骨片 不明

MX-5グリッド FA下 表採 骨片 不明

1号馬歯 2面(FP下） 水田畦 馬歯 馬（ウマ）

2号馬歯 2面(FP下） 水田畦 馬歯 馬（ウマ）
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付篇

付篇 吹屋三角遺跡m区出土木製品

吹屋三角遺跡は、国道353号建設に伴い調査された

遺跡で中郷田尻遺跡 I区に東接する。古墳時代の水

田跡や縄文時代後期の水場遺構などが検出され、既

に報告書が2007年3月に事業団報告書第409集として

刊行されている。

付篇表 吹屋三角遺跡皿区出土木製品計測表

計測値は現存値

図番号 計測値 種 別
備 考

図版番号 単位(cm) 樹 種

付篇 1図 l 長 228 曲物 FP上

付篇図版 1 幅 58 底板か 推定径（312)

厚 11 針葉樹

付篇 1図2 長 551 部材 FP上7号溝

付篇図版 l 幅 121 杭状に出土

厚 87 広葉樹

付篇 l図3 長 538 部材 FP上7号溝

付篤図版 l 幅 113 杭状に出土

厚 79 広葉樹

付篇 1図4 長 19 2 組合せ木製品 FA下黒色士

付篇図版 1 幅 64 サクラ属 古墳時代

厚 6.5 クヌギ

付篇 1図5 長 184 漆塗り木製品 板状で片面のみ漆

付篇図版 1 幅 5.4 広葉樹 塗布

厚 1.0 FA下黒色土

付篇 1図6 長 73 漆塗り木製品 板状で片面のみ漆

付篇図版 l 幅 37 広葉樹 塗布

厚 10 FA下黒色土

付篇 1図7 長 391 竪杵 FA下水田跡

付篇図版 l 幅 10.4 広葉樹 古墳時代

厚 53 

付篇 1図8 長 512 部材 FA下黒色土

付篇図版 l 幅 79 広葉樹 古墳時代

厚 56 

付篇 2図9 長・ 550 部材 FA下黒色土

付篇図版 1 幅 119 広葉樹 古墳時代

厚 73 

付篇 2図10 長 467 部材 FA下黒色土

付篇図版 l 幅 8. 0 針葉樹 古墳時代

厚 30 

付篇 2図11 長 390 加工木 1号河道

付腐図版 l 幅 97 広葉樹 あるいは縄文時代

厚 71 か

付篇 2図12 長 304 棒状木製品 FA下水田跡

付篇図版 1 幅 39 広葉樹 古墳時代

厚 31 

付篇 2図13 長 30.4 部材 FA下黒色土

付篇図版 1 幅 11.4 広葉樹 古墳時代

厚 5.4 

付篇 2図14 長 95.6 板材 FA下水田跡

付篇図版2 幅 6.9 広葉樹 古墳時代

厚 25 

付篇 2図15 長 862 部材 FA下黒色土

付篇図版2 幅 136 広葉樹 古墳時代

厚 48 

138 

ここに報告する木製品は、吹屋三角遺跡皿区出土

のもので、主に FA下黒色土出土の資料である。資

料整理の手違いから、吹屋三角遺跡報告書に資料化・

掲載が果たせず、本報告書に掲載することとなった。

尚、出土木製品は、財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団に保管している。 （山口逸弘）

図番号 計測値 種 別
備 考

図版番号 単位(cm) 樹 種

付篇 2図16 長 65.0 部材 FA下黒色土

付篇図版2 幅 132 広葉樹 古墳時代

厚 21 

付篇 2図17 長 168 板材 FA下黒色土

付篇図版2 幅 55 針葉樹 古墳時代

厚 14 

付篇 2図18 長 251 板材 FA下黒色土

付篇図版2 幅 114 針葉樹 古墳時代

厚 21 

付篇 3図19 長' 50.8 板材 FA下黒色土

付篇図版2 幅 163 広葉樹 古墳時代

届 26 

付篇 3図20 長 294 板材 FA下黒色土

付篇図版2 幅 206 広葉樹 古墳時代

厚 22 

付篇 3図21 長 361 板材 FA下黒色土

付篇図版2 幅 91 広葉樹 古墳時代

厚 12 

付篇 3図22 長 250 板材 FA下黒色土

付篇図版2 幅 9.9 広葉樹 古墳時代

厚 25 

付篇 3図23 長 231 板材 FA下黒色土

付篇図版2 幅 100 広葉樹 古墳時代

厚 l.9 

付篇 3図24 長 511 加工木 1号河道

付篇図版2 幅 6.0 広葉樹 縄文時代

厚 19 

付篇 3図25 長 666 加工木 1号河道

付篇図版2 幅 91 広葉樹 縄文時代

厚 19 

付篇 3図26 長 19.0 加工木 FA下黒色土

付篇図版2 幅 39 あるいは鍬か 古墳時代

厚 23 広葉樹

付篇 3図27 長 10.0 加工木 1号河道

付篇図版2 幅 32 広葉樹 縄文時代

厚 1.4 

付篇 3図28 長 288 加工木 1号河道

付篤図版2 幅 51 広葉樹 縄文時代

厚 47 

付篇 3図29 長 118.4 櫂状木製品 1号河道

付篇図版2 幅 102 広葉樹 縄文時代

厚 23 
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写真図版
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1面FP上 調査区全景 西から

1面FP上 2号住居遺物出土状況全景 西から I区

I区 1面FP上 3号住居全景 西から

I区 1面FP上 5号住居全景 西から I区

1面FP上 1号住居全景

•,<· 
---」も

西から

PL.1 

1面FP上 2号住居カマド遺物出土状況全景 西から

I区 1面FP上 4号住居全景 西から

1面FP上 1 • 2号掘立柱建物跡全景 北から
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I区 1面FP上 1号土坑人骨出土状況 南から

込；；→む

1面FP上 3号土坑人骨出土状況 南西から

I区 1面FP上 5号土坑人骨出土状況 北東から

／ 

I区 1面FP上 7号土坑セクション 南東から

I区 1面FP上 2号土坑人骨出土状況 南西から

I区 1面FP上 4号土坑人骨出土状況南西から

I区 l面FP上
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I区 l面FP上

6号土坑セクション 東から

8号土坑セクション 南から



I区 FA下 •FP下水田対比 北東から I区 FA下 •FP下水田対比北東から

I区 2面FP下水田 北西から I区 2面FP下水田B-B'セクション 南東から

I区 2面FP下水田 西から I区 2面FP下水田北から

I区 4面FA下水田No.21区画足跡検出状況 南西から I区 4面FA下水田No.39区画足跡検出状況 西から
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I区 5面FA下黒 全景 北西から
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I区 5面FA下黒 215号土坑全景西から
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I区 6面縄文草創期 遺物出土状況 南から

.:....: 

I区 6面縄文草創期 尖頭器出土状況 南から

u: 

I区 5面FA下黒 214号土坑全景

I区 5面FA下黒 217号土坑全景 西から

I区 6面縄文草創期 L]-18グリ ッドセクション 4土器出
土状況北から

I区 6面縄文草創期 4土器出土状況 南から



PL.5 

I区 6面縄文草創期 1土器出土状況 南から I区 6面縄文草創期 7土器出土状況南から

I区 6面縄文草創期 17土器出土状況 南から I区 6面縄文草創期 11土器出土状況南から

I区 3土器出土状況南から I区 6面縄文草創期 8土器出土状況 南から
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I区 6面縄文草創期 14土器出土状況 南から I区 6面縄文草創期 南から
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II区 l面FP上調査区全景西から II区 1面FP上 1号住居遺物出土状況全景 西から

一

II区 l面FP上 1号住居カマド全景西から II区 1面FP上 2号住居全景西から

Zダコ

II区 1面FP上 3号住居堀り方全景西から II区 1面FP上 1号掘立柱建物跡全景 西から

1面FP上 2・3号土坑セクション 南西から II区 1面FP上 2号土坑全景南西から
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II区 2面FP下 白
甲 南から

区
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... —• 
3面FA上畠検出状況 北から

北西から II区 4面FA下水田全景 北西から
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II区 4面FA下 道路状遺構全景 南から
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II区

II区
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5面FA下黒 遺物出土状況

5面FA下黒

北西から

LS-18グリッド付近 南西から

II区

II区

II区

4面FA下道路状遺構景全景

5面FA下黒

5面FA下黒

3号遺物集中 南西から

LS-18グリッド付近

南から

南から

JI区 5面FA下黒 LU-20グリッド 南から

ヽ

II区 5面FA下黒 LU-20グリッド 北から



PL.9 

II区 5面FA下黒 4号住居全景 南西から II区 5面FA下黒 4号住居柱穴全景 南から

ヽふ

II区 5面FA下黒 5号住居遺物出土状況 南から Il区 5面FA下黒 5号住居炉跡骨片出土状況 北西から
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II区 5面FA下黒 5号住居遺物出土状況 南東から II区 5面FA下黒 5号住居柱穴2・4掘り方全景北東から

II区 5面FA下黒 6号住居全景南から II区 5面FA下黒 7・8号住居全景 南西から



PL.10 

II区 5面FA下黒 9号住居全景西から II区 5面FA下黒 10号住居（手前6号住居）全景 西から

]I区 5面FA下黒 11• 14号住居全景南から II区 5面FA下黒 12号住居全景 北から

rr区 5面FA下黒 12号住居全景南から II区 5面FA下黒 13号住居全景南から

II区 5面FA下黒 15号住居全景 北東から Il区 5面FA下黒 16号住居全景 北東から



II区 6面縄文草創期
西から

東側(LR-18グリ ッド杭北 lm)深堀

Il区 6面縄文草創期 遺物出土状況部分 東から

II区 6面縄文草創期 土器 1出土状況アップ 東から

II区 6面縄文草創期 LU-21グリ ッド8号遺物集中 南西から

PL.11 

'”. -9...-

Il区 6面縄文草創期 遺物出土状況東から

II区 6面縄文草創期 土器出土状況 東か ら
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II区 6面縄文草創期 礫出土状況南から

II区 6面縄文草創期
土状況 北から

LU-21グリ ッド8号遺物集中 礫出
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皿区 1面FP上 調査区全景東から
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皿区 1面FP上 2号住居遺物出土状況 西から
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III区 3号住居遺物出土状況 西から

m区 1面FPJ:. 1号住居遺物出土状況 西から

m区 1面FP上 1号住居骨出土状況 西から

1面FP上 2号住居刀子出土状況 西から

皿区 1面FP上 3号住居遺物出土状況 西から



皿区 1面FP上 3号住居全景 西から

皿区 1面FP上 5号住居遺物出土状況全景 西から

溢這―---
皿区 1面FP上 5号住居小形台付甕出土状況 西から

皿区 1面FP上 6号住居全景 西から
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m区 1面FP上 4号住居全景 西から

皿区 1面FP上 5号住居カマド遺物出土状況全景 西から

皿区 1面FP上 5号住居羽口出土状況 西から

皿区 1面FP上 7号住居全景 西から
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III区
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8号住居床下土坑検出状況

9号住居遺物出土状況

皿区 1面FP上 11号住居全景

西から

西から

西から

m区 1面FP上 8号住居カマド遺物出土状況全景 西から

m区 1面FP上 8号住居馬歯出土状況 西から

皿区 1面FP上 10号住居全景 西から
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III区 1面FP上 11号住居カマド遺物出土状況 西から
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皿区 1面FP上
ー、7r_,•—---9 99-— · 

12号住居遺物出土状況 西から

皿区 1面FP上 13号住居遺物出土状況全景 西から
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m区 1面FP上 14号住居全景北西から

皿区 1面FP上

皿区

12号住居カマド遺物出土状況

1面FP上

皿区

13号住居カマド全景

西から

西から

西から

皿区 1面FP上 15号住居カマド全景 西から m区 1面FP上 15号住居掘り方全景 西から



PL.16 

1、

皿区 1面FP上 掘立柱建物跡・土坑群全景 西から 皿区 1面FP上 掘立柱建物跡・ 土坑群全景 東から

町，

m区 1面FP上 掘立柱建物跡・土坑群全景 北から 1面FP上 掘立柱建物跡・ 土坑群西部分 北東から

皿区 1面FP上 掘立柱建物跡・土坑群中央部分北西から 皿区 1面FP上 1~4局掘立柱建物跡全景 東から

,,. 

• 了9
r,r、•色

III区 1面FP上 1~4号掘立柱建物跡中央部分 北から 皿区 1面FP上 7号掘立柱建物跡全景 南東から
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9、
』し： 賣ヽ

皿区 2面FP下 畠全景 東から 皿区 2面FP下 東側 1号畠全景 北から

皿区 2面FP下 西側 2号畠全景 北から 皿区 2面FP下 東側 1号畠調査状況 南から

""'・' 

皿区 2面FP下西側 2号畠部分 北から 皿区 2面FP下 東側 1号畠セクション 南から

--

m区 調査区全景 北西から m区 3面FA上 調査区全景
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III区 3面FA上調査区中央部分北東から

IIl区 3面FA上調査区中央部分北から

m区 3面FA上調査区東部分北西から

lI[区 3面FA上巨大周溝北から

一・・

ずn 

皿区 3面FA上調査区西部分北から

皿区 3面FA上 1号平地式建物跡、 8・9号掘立柱建物
跡南から

m区 3面FA上 4・3・2号平地式建物跡全景 北から

III区 3面F入上 4・3・2号平地式建物跡、 10号堀立柱
建物跡全景北から



叶シでや干で匹？

m区 3面FA上 1号平地式建物跡南から

皿区 3面FA上 2号平地式建物跡全景 南から

- • 
．ヽ•，，ぇ． 9ター・

•こ '

m区 3面FA上 4号平地式建物跡全景南から

麟 ：～鸞9□9:9,一
皿区 3面FA上 6号平地式建物跡全景 南から

PL.19 

皿区 3面FA上 3・2号平地式建物跡北から

lil区 3面FA上 3号平地式建物跡全景南から

皿区 3面FA上 5号平地式建物跡 南から

、9.9 • •、
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m区 3面FA上 7号平地式建物跡、 2・3号サイロ状遺
構南から
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皿区 3面FA上 8号平地式建物跡、4号サイロ状遺構南から 皿区 3面FA上 1号サイロ状遺構 東から

~. 
‘`-.. 

皿区 3面FA上 2号サイロ状遺構北から 皿区 3面FA上巨大周溝全景北から

皿区 3面FA上巨大周溝A-A' セクション 南から m区 3面FA上巨大周溝遺構内部炭化米出土状況南から

竺ふ，；こ
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皿区 3面FA上 8号掘立柱建物跡全景西から 皿区 3面FA上 10号掘立柱建物跡全景 北から



PL.21 
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III区 4面FA下 16号住居全景北から m区 4面FA下 16号住居カマド全景 東から

一こ＿＿＿＿•ず'、`、`

皿区 4面FA下 16号住居遺物出土状況 南から 皿区 4面FA下 16号住居貯蔵穴全景 東から

戸ー・ デー→ ••一 ――― 

皿区 4面FA下 17号住居全景（周堤帯含む） 南東から III区 4面FA下 17号住居全景（竪穴部分） 南東から

皿区 4面FA下 17号住居遺物出土状況全景 南東から 皿区 4面FA下 17号住居A-A'セクション 南から
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皿区 4面FA下 17号住居B-B' セクション 西から m区 4面FA下 17号住居遺物出土状況南から

皿区 4面FA下 17号住居南西コーナー遺物出土状況東から m区 4面FA下 17号住居南西コーナー遺物出土状況南から

m区 4面FA下 17号住居カマド全景南から III区 4面FA下 17号住居カマドC-C'セクション 西から

皿区 4面FA下 17号住居カマドB-B'セクション南から 皿区 4面FA下 17号住居貯蔵穴全景南から
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皿区 4面FA下 18号住居遺物出土状況全景 東から

皿区 4面FA下 18号住居全景北から
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皿区 4面FA下 18号住居柱穴 2セクション 南から

m区 4面FA下 18号住居北東部石器出土状況 北から

夕逗拿l~ --

皿区 4面FA下 18号住居遺物出土状況全景 南から

,・、

：：＼ぶ？

m区 4面FA下 18号住居全景南から

皿区 4面FA下 18号住居掘り方全景 南から

川区 4面FA下 18号住居石器出上状況南壁付近 南から
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皿区 4面FA下 19号垣南東から 皿区 4面FA下 18号垣、 12号掘立柱建物跡全景 南から
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皿区 4面FA下 12号掘立柱建物跡全景 北から 皿区 4面FA下 12号掘立柱建物跡全景 北から

S2 

皿区 4面FA下 1号遺物集中 西から m区 4面FA下 2号遺物集中 南から

皿区 4面FA下 3号遺物集中 南から 皿区 4面FA下 4号遺物集中南から



皿区 4~5面FA下～FA下黒 16~28号住居 北西から

ロ＼

皿区 5面FA下黒住居群中央～東西から

たーし し； 入

Iし｀Bこ

皿区 5面FA下黒住居群東側北西から

＇ 

m区 5面FA下黒住居群全景西から
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III区 5面FA下黒住居群全景東から

m区 5面FA下黒 19 • 17号住居全景 北西から

／ ： 

皿区 5面FA下黒住居群中央部分南から
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III区 5面FA下黒住居群全景東から
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m区 5面FA下黒 19号住居遺物出土状況全景 南東から

？^．“. 

• → • 94  

19号住居掘り方全景 北東から

. -'... 

皿区

皿区

5面FA下黒

5面FA下黒

、ンロ

20号住居遺物出土状況全景

・令•9 9 0 

r5

i
区皿
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＜ヽ＾
•い

南から

南から

皿区 5面FA下黒
東から

、ー ・ ・.,..'・.,. 、 9.,

ダ＼f•, ・’,? -・ •’, 
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i 

19号住居カマド遺物出土状況全景 南

皿区

皿区 5面FA下黒 19号住居貯蔵穴全景南から

5面FA下黒 20号住居カマド遺物出土状況全景南から

5面FA下黒 21号住居全景 皿区 5面FA下黒 21号住居カマド遺物出土状況 南から



皿区

皿区

皿区

皿区

5面FA下黒
こ`

• • 9 ,, 

£ 

22号住居全景（エ具痕有り ）南東から

；：＇．，；や

だ己 ‘̀“‘

5面FA下黒 23号住居カマド遺物出土状況全景西から

5面FA下黒

5面FA下黒

24号住居遺物出土状況全景 北西から
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26号住居遺物出土状況全景 東から
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m区 5面FA下黒 23号住居遺物出土状況全景 西から

皿区 5面FA下黒 23号住居遺物出土状況 西から

皿区 5面FA下黒 25号住居遺物出土状況全景 北西から

m区 5面FA下黒 26号住居遺物出土状況部分 東から
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皿区

m区

\~ 

5面FA下黒 26号住居貯蔵穴遺物出土状況全景東から

5面FA下黒

m区 5面FA下黒
東から

も

『

27号住居遺物出土状況全景

↓ ` ... 

北西から

28号住居遺物出土状況（手前26号住居）

皿区

皿区

皿区

5面FA下黒

5面FA下黒

5面FA下黒

26号住居遺物出土状況 南から

28号住居全景（右側26号住居）

28号住居貯蔵穴遺物出土状況

東から

東から

皿区 5面FA下黒 29号住居掘り方全景 南から m区

-.、

5面FA下黒 30号住居全景北西から
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皿区 5面FA下黒 30号住居遺物出土状況全景 北西から

t 999■9__.--""-'・ 

皿区 5面FA下黒 30号住居遺物出土状況部分 北か ら

皿区 5面FA下黒 30号住居炉跡全景 北から

m区 5面FA下黒 32号住居炭化物出土状況全景 東から
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30号住居遺物出土状況炭化物部分アッ皿区 5面FA下黒
プ北西から

皿区 5面FA下黒 30号住居南側入口部分遺物出土状況
北西から
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m区 5面FA下黒 31号住居遺物出土状況 東から

-，白，：9f,,,':,¥,.. 9 ，：’’i, 99』 [ 99..--f'芦鵬‘m―
m区 5面FA下黒
東から

32号住居遺物・ 炭化物出土状況ア ップ
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皿区 5面FA下黒 33号住居遺物出土状況全景 西から

m区 5面FA下黒 34号住居炭化物・焼土出土状況部分

東から

皿区 5面FA下黒 35号住居遺物出土状況全景 南東から

皿区 5面FA下黒 35号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から

m区 5面FA下黒 34号住居遺物出土状況全景（手前16号
住居） 南から

III区 5面FA下黒 34号住居貯蔵穴遺物出土状況北から

m区 5面FA下黒 35号住居S-1出土状況北から

皿区 5面FA下黒 35号住居炉遺物出土状況 北から
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皿区 5面FA下黒 37号住居遺物出土状況 南から

m区 5面FA下黒 38号住居遺物出土状況西から
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III区 5面FA下黒 39号住居全景南東から

m区 5面FA下黒 39号住居No.13土器出土状況東から

皿区 5面FA下黒 37号住居遺物出土状況全景 南から

皿区 5面FA下黒 38号住居カマド遺物出土状況 西から

m区 5面FA下黒

、 `; `̀ ;* ̀¥..s 

39号住居遺物出土状況全景 南東から

‘ 

皿区 5面FA下黒 40号住居全景 北から
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皿区 5面FA下黒 41号住居全景 南東から 5面FA下黒 42号住居遺物出土状況 東から

,• ,バ，n,9 レ̀4¢ゞ i烹繁｝→・令セ

m区 5面FA下黒 42号住居西壁寄り遺物出土状況東から 皿区 5面FA下黒 42号住居甑出土状況 東から
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ぷ志 mn9 ヽ ‘9_,• →· mlつ

m区 5面FA下黒 42号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から 5面FA下黒 42号住居炉跡全景東から

皿区 5面FA下黒 43号住居遺物出土状況 南西から m区 5面FA下黒 43号住居炉跡全景 南西から
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9、-m区 5面FA下黒
居） 北から

;,:.9 99 9町，‘•—ヽ‘

44号住居遺物出土状況全景（右23号住

皿区 5面FA下黒 44号住居貯蔵穴全景

土＿

m区 5面FA下黒

北から

45号住居カマド遺物出土状況 南から

m区 5面FA下黒 44号住居カマド遺物出土状況全景北から

皿区

皿区
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5面FA下黒

5面FA下黒

45号住居遺物出土状況全景 南から

.. ` .. 一
45号住居遺物出土状況部分 南から

皿区 5面FA下黒 46号住居遺物出土状況

-，ぶ

南東から m区 5面FA下黒 46号住居炉跡全景 北から
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皿区 47号住居遺物出土状況

m区

5面FA下黒

5面FA下黒 48号住居遺物出土状況

ん r 、;9りどと‘,;J 

→ , ",  -. ． ，， 9 

皿区 5面FA下黒

l" 

50号住居掘り方全景

西から

北から

,・3--....:. 

48号住居掘り方全景南から

m区

m区

5面FA下黒

5面FA下黒

皿区

47号住居西壁中央入口付近

48号住居遺物出土状況部分

5面FA下黒 49号住居全景

東から

北から

南西から

ヽ` 、
ヽ

｀ 

'
`
J
 

ヽ

j

m区 5面FA下黒 南から m区 5面FA下黒 51号住居全景 南から
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皿区 5面FA下黒 51号住居遺物出土状況全景 南から m区 5面FA下黒 51号住居No.l土器出土状況南から

• 
皿区 5面FA下黒 51号住居炉跡全景北から m区 5面FA下黒 51号住居柱穴 2全景南から

；土

m区 5面FA下黒 52号住居全景南から 皿区 5面FA下黒 53号住居遺物出土状況 南から

皿区 5面FA下黒 53号住居全景南から 皿区 5面FA下黒 53号住居遺物出土状況部分南から
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m区 5面FA下黒 1号炉跡遺物出土状況 西から 皿区 5面FA下黒 1号炉跡主要部分全景 東から

m区 5面FA下黒 564土坑遺物出土状況 西から III区 5面FA下黒 5号遺物集中遺物出土状況 南から

皿区 5面FA下黒 6号遺物集中 南から m区 5面FA下黒 565号土坑遺物出土状況 北西から

m区 5面FA下黒 565号土坑遺物出土状況・、 北から 皿区 5面FA下黒 566号土坑遺物出土状況 西から
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皿区 5-2面FA下黒土坑群北東から

＊ 

皿区 5-2面FA下黒 620号土坑全景南西から

m区 5-2面FA下黒 623号土坑全景 南から

m区 5-2面FA下黒 625号土坑遺物出土状況 南から
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皿区 5-2面FA下黒 618号土坑全景南西から

皿区 5-2面FA下黒
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南西から
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皿区 5-2面FA下黒 624号土坑全景 北から

m区 6面 試掘確認状況 南から
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w区 1面FP上 調査区全景 北から N区 1面FP上 調査区北村道部分 南西から

IV区 1面FP上 1号住居遺物出土状況 西から 1面FP上 1号住居遺物出土状況

知没・• ,....■9Tらご

w区 1面FP上 2号住居遺物出上状況西から IV区 1面FP上 2号住居カマド両脇遺物出土状況西から

w区 1面FP上 2号住居掘り方全景 1面FP上 3号住居全景 南東から
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IV区 l面FP上 1号掘立柱建物跡全景西から
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w区 1面FP上 4号土坑セクション

w区

.,;.:t・...lで ．JC,

2面FP下調査区全景 南東から

w区

•と

ヘヽr ,99、999-̀!

1面FP上 2号掘立柱建物跡全景

w区 1面FP上

w区

41号土坑墨書土器出土状況 西から

2面FP下 調査区全景南東から

w区 2面FP下 2号落ち込み 南西から w区 2面FP下 1号道 南西から
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2面FP下 2号畦（奥2号落ち込み） 南から

w区 2面FP下 5号畦盛土状況 北東から

—:盆
w区 2面FP下 9号溝FP堆積状況

IV区
b~=--. 9\\\ 

2面FP下村道部分水田検出状況

南から

北東から

w区 2面FP下 2号畦炭化物出土状況 北から

.. 

w区 2面FP下 5号畦盛土セクション 北から

w区 2面FP下 10号溝FP堆積状況 北東から

）、，．

.....J. 

w区 2面FP下 北東から



w区 2面FP下水田、 7号畦 北西から IV区 2面FP下 7号畦 南東から

w区 2面FP下 7号畦水口部分 北東から w区 2面FP下 13号畦脇足跡 南から

ー・ ・・＂で・

w区 2面FP下 1号高まり（祭祀跡？） 南から w区 2面FP下 9号畦北脇馬歯出土状況 北西から

w区 2面FP下 2号馬歯出土状況 東から w区 2面FP下 1号馬歯 ・馬頭骨出土状況 北西から
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w区 3面FA上調査区全景東から w区 3面FA上調査区全景北東から

w区 3面FA上調査区全景東から w区 3面FA上 1 • 3号平地式建物跡東から

w区 3面FA上 畠・垣・サイロ状遺構確認状況南から w区 3面FA上 1号平地式建物跡確認状況 南から

w区 3面FA上 1号平地式建物跡・畠完掘状況南東から w区 3面FA上 1号平地式建物跡全景南から
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IV区 2号平地式建物跡全景

w区

w区

w区
ョン

3面FA上

3面FA上

3面FA上

3面FA上

3号平地式建物跡全景

南東から

東から

1号垣内小柱穴列 南西から

1号平地式建物跡周溝内小ピッ トセクシ

w区 3面FA上
南東から

w区

w区

区w
ン

3面FA上

3面FA上

2号平地式建物跡内79• 80 • 81土坑全景

3面FA上 西半 白EEi
南から

2号落ち込み（下 4号住居）上畠 北か ら

1号平地式建物跡周辺小ピ ットセク ショ
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w区 3面FA上 3号平地式建物跡内柱穴セクション

・シ'i.くf

w区 3面FA上 1号サイロ状遺構

IV区

9~l 

,,... 
屯ア仁；z.,.、

・ー、心如

3面FA上

南西から

7号サイロ状遺構全景

南から

南から

N区 3面FA上

£ 

;,, I.. 

82号土坑全景

•. 

• ~· 

南から

言

w区

3面FA上

w区

3号平地式建物跡内柱痕確認状況東から

（ 
1 

3面FA上

3面FA上

2号サイロ状遺構全景 南から

7号サイロ状遺構セクション 南から

w区

’’ 
ー9 -ヽ-とー 、三

3面FA上 83 • 84号土坑全景 南から
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w区 2面FP下 4号掘立柱建物跡柱痕状況 東から N区 3面FA上 4号掘立柱建物跡全景 東から

w区 2面FP下 5号掘立柱建物跡柱痕状況 東から w区 3面FA上 5号掘立柱建物跡全景 東から

ぐ占＇

w区 3面FA上 5号掘立柱建物跡柱穴セクション南から w区 3面FA上 6号掘立柱建物跡全景 東から

・’ょ
』＇べ•,・= ベ 一つ・・

N区 2面FP下 6号掘立柱建物跡柱痕状況 西から w区 3面FA上 10号掘立柱建物跡全景 南東から
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， 

IV区 3・4面FA上・下 調査区全景 南東から w区 3・4面FA上・下
,J9- h'一9ヽ

調査区東半（中央に 2号落ち込

み） 西から
」•一↓ー

ミニコ；
i 

IV区 3・4面FA上 ・下 8号垣周辺 南西から w区 3・4面FA上 ・下 8号垣周辺アップ南西から

w区 4面FA下 7・8・9号掘立柱建物跡 w区 4面FA下 7・8号掘立柱建物跡柱痕確認状況東から

w区 4面FA下 7号掘立柱建物跡全景 南東から w区 4面FA下 7号掘立柱建物跡柱痕傾き 北西から
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w区 4面FA下
西から

マ―｀←さ←ー’
―`Jよ

8・9号掘立柱建物跡柱痕確認状況

N区 9号掘立柱建物跡全景

w区

4面FA下

4面FA下

南西から

南

7号掘立柱建物跡柱穴lセクション東から

w区 4面FA下 9号掘立柱建物跡柱穴8セクション 南から

IV区

w区

w区

1V区

4面FA下

4面FA下

4面FA下

8号掘立柱建物跡全景 南西から

苫
―—•---rs ， ·9`ぐ·_.-

7号掘立柱建物跡柱穴2セクション東から

8号掘立柱建物跡柱穴8セクション

9号掘立柱建物跡柱穴 7セクション

南から

南から
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w区 4面FA下 2号遺物集中南から w区 4面FA下 2号遺物集中全景南西から

w区 4面FA下 2号遺物集中全景 北東から w区 4面FA下 2号遺物集中部分南東から

w区 4面FA下 2号遺物集中部分北から w区 4面FA下 2号遺物集中部分西から

w区 4面FA下 2号遺物集中部分南から w区 4面FA下 2号遺物集中部分南東から
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w区 4面FA下 2号遺物集中部分 北東から w区 4面FA下 2号遺物集中部分 西から

w区 4面FA下 2号遺物集中土器取り上げ後下位面南から w区 4面FA下 2号遺物集中下位面剣形出土状況南から

N区 4面FA中 MW-6グリッド土器 l出土状況 西から N区 4面FA下 85号土坑遺物出土状況 南から

w区 4面FA下 98号土坑セクション 南西から w区 4面FA下 98号土坑遺物出土状況 南西から
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w区 4面FA下 ND-10グリ ッド遺物出土状況

w区 4面FA下 2号落ち込み（下4号住居）検出状況南

から

w区 4面FA下 4号サイロ状遺構検出状況 南から

w区 4面FA下 ND-10グリ ッド長方形畠跡検出状況 南
から

N区 4面FA下 ND-10グリ ッドセクション 西から

w区 4面FA中 2号落ち込み炭化材と植物 北から
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w区 4面FA下 5号サイロ状遺構検出状況 東から

w区 4面FA下 ND-10グリ ッド長方形畠跡セクション 南

から
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5面FA下黒 調査区全景

調査区中央部分 南西から IV区

5面FA下黒

5面FA下黒

調査区全景 北から

12 • 4 • 5号住居 西から

． 
N区 5面FA下黒 4号住居全景（周堤帯含む） 西から IV区 5面FA下黒 4号住居遺物出土状況 西から
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w区 5面FA下黒 4号住居A-A'セクション 南から w区 5面FA下黒 4号住居掘り方全景 西から
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w区 5面FA下黒 4号住居A-A'セクション 南から

w区 5面FA下黒 4号住居遺物出土状況 西から

w区 5面FA下黒 4号住居礫下植物繊維 西から

w区 5面FA下黒 4号住居カマド全景 西から

w区 5面FA下黒 4号住居焼土出土状況 南から

w区 5面FA下黒 4号住居南壁工具痕 北から

N区 5面FA下黒 4号住居焼土及び遺物出土状況 東から

w区 5面FA下黒 4号住居貯蔵穴 東から
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w区 5面FA下黒 5号住居遺物出土状況 西から w区 5面FA下黒 5号住居全景 西から

が
w区 5面FA下黒 5号住居カマド全景 西から w区 5面FA下黒 5号住居カマド遺物出土状況 西から

w区 5面FA下黒 5号住居カマド壁構築材 w区 5面FA下黒 5号住居遺物出土状況 南から
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w区 5面FA下黒 5号住居遺物出土状況 北西から w区 5面FA下黒 5号住居遺物出土状況 北から
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w区 5面FA下黒 5号住居貯蔵穴遺物出土状況 南から w区 5面FA下黒 5号住居B-B'セクション 北から

w区 5面FA下黒 5号住居炉跡 2セクション 東から w区 5面FA下黒 5号住居炉跡 3セクション 東から

N区 5面FA下黒 5号住居柱穴 1セクション 南から w区 5面FA下黒 5号住居柱穴 2セクション 南から

IV区 5面FA下黒 6号住居掘り方全景 南から w区 5面FA下黒 6号住居セクション 南西から
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w区 5面FA下黒 7号住居全景南から w区 5面FA下黒 7号住居遺物出土状況北から

．；ぷー —·し

w区 5面FA下黒 7号住居全景 北東から w区 5面FA下黒 7号住居遺物出土状況北から

→ m m ・ ‘ 

w区 5面FA下黒 7号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から w区 5面FA下黒 7号住居貯蔵穴全景 北から

、こ金一 ｀ ヽ • ―- } ` ・ _‘ ` 9 :., : 

w区 5面FA下黒 7号住居西壁焼土出土状況 東から w区 5面FA下黒 7号住居焼土・炭化物検出状況東から
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N区 5面FA下黒 8号住居遺物出土状況 南西から

w区 5面FA下黒 8号住居遺物出土状況 西から

w区 5面FA下黒 9号住居炭化材出土状況 西から

w区 9号住居貯蔵穴全景 東から

w区

w区

，` 

5面FA下黒 8号住居全景西から

5面FA下黒 8号住居柱穴 1セクション 東から

w区 5面FA下黒 9号住居全景 西から
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5面FA下黒 9号住居貯蔵穴セクション 東から



PL.57 
←ゞ・ • :.-. 

•99 •＿し；に，、．，．． 
`^  a.̀! 

｀ 
、'•

w区

w区

5面FA下黒 10号住居遺物出土状況 北西から

w区

’̀ 
5面FA下黒

.•.. ., ．ぶ:(_ヽ、賢＇•ぷ
10号住居カマド全景 西から

5面FA下黒 11号住居遺物出土状況

•
•

,
r 

南から

• , • ← 

、・・・ベ',ゞ；・ '' · ·.,•こ← ゞ斎 ．迄・

5面FA下黒 11号住居カマド全景 西北から

w区 5面FA下黒

N区

w区 5面FA下黒

10号住居遺物出土状況 西から

N区

10号住居貯蔵穴遺物出土状況

5面FA下黒 11号住居全景

東から

西から

w区 5面FA下黒 11号住居南西部壁炭化材出土状況東から
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， 
ぅ

w区 5面FA下黒 12号住居遺物出土状況 南東から IV区 5面FA下黒 12号住居全景 南東から

ぶ
w区 5面FA下黒 12号住居掘り方全景 北西から w区 5面FA下黒 12号住居貯蔵穴遺物出土状況 北から

w区 12号住居炉跡 lセクショ ン 南から w区 5面FA下黒 12号住居炉跡2セク ション 南から

こ：：
N区 5面FA下黒 12号住居炉跡3セクション 南から IV区 5面FA下黒 12号住居炉跡4セクション 南から
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5面FA下黒 13 • 14号住居全景西から w区 5面FA下黒 14号住居遺物出土状況
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、て•
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w区 5面FA下黒 15号住居全景東から w区 5面FA下黒 15号住居焼土セクション 南から

w区 5面FA下黒 16号住居全景東から w区 5面FA下黒 16号住居遺物出土状況東から

ヽ

w区 5面FA下黒 17号住居遺物出土状況南から w区 5面FA下黒 17号住居AA' セクション 南から
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w区

w区

w区

5面FA下黒 18号住居全景・セクション

5面FA下黒

5面FA下黒

20号住居カマド全景

忍I9,、

20号住居遺物出土状況

西から

南西から

＾ 南西から

w区

w区 5面FA下黒

5面FA下黒

20号住居全景 南西から

20号住居遺物出土状況 南西から

w区 5面FA下黒
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20号住居貯蔵穴全景 南東から

w区 5面FA下黒 21号住居遺物出土状況 南から w区 5面FA下黒 21号住居炉跡 西から
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w区 5面FA下黒 22号住居全景 南西から N区 5面FA下黒 22号住居掘り方全景 南東から

w区 5面FA下黒 22号住居柱穴 1セクション 北から w区 5面FA下黒 22号住居柱穴 3セクション 北から

w区 5面FA下黒 23号住居礫出土状況 南から w区 5面FA下黒 23号住居遺物出土状況 西から

w区 5面FA下黒 23号住居遺物出土状況 南から w区 5面FA下黒 23号住居全景 東から
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｀ w区 5面FA下黒 23号住居遺物出土状況部分 北から w区 5面FA下黒 23号住居遺物出土状況部分 南から

w区 5面FA下黒 23号住居遺物出土状況部分 東から w区 5面FA下黒 23号住居焼土部分 南から

w区 5面FA下黒 24号住居遺物出土状況 南西から w区 5面FA下黒 24号住居遺物出土状況 北東から

w区 5面FA下黒 24号住居遺物出土状況部分 南西から IV区 5面FA下黒 24号住居遺物出土状況部分 北東から
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w区 5面FA下黒 24号住居遺物出土状況部分

‘u/ 

N区 5面FA下黒 24号住居掘り方全景

北から

北東から

—•‘-• , • シ伍 ： 雪迄

ヽ • , • ` ‘• • 

、•ご ｀~｀ ← 9 . : :..  

、．、

9,' → 

24号住居柱穴 2全景 西から
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w区 5面FA下黒
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w区

5面FA下黒

5面FA下黒

24号住居炭化物出土状況

5面FA下黒

24号住居炉跡セクション

24号住居柱穴 5全景

南東から

南から
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南西から

w区

....:̂['ーももバ t$“'¥‘9、.4  ̀•V 

5面FA下黒 25号住居全娯西から w区 5面FA下黒 25号住居遺物出土状況 東から
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w区 5面FA下黒 26号住居遺物出土状況 南東から N区 5面FA下黒 26号住居遺物出土状況 南西から

w区 5面FA下黒 26号住居柱穴 2遺物出土状況 南から w区 5面FA下黒 26号住居遺物出土状況部分 南から

w区 5面FA下黒 26号住居土器 l出土状況 南から w区 5面FA下黒 26号住居遺物出土状況 南から
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w区 5面FA下黒 27号住居掘 り方全景 西から w区 5面FA下黒 27号住居炉跡セクション 北から
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w区 5面FA下黒 27号住居遺物出土状況西から

w区 5面FA下黒 27号住居貯蔵穴全景南から

w区 5面FA下黒 27号住居貯蔵穴遺物出土状況 西から

w区 5面FA下黒 27号住居貯蔵穴遺物出土状況 南から
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w区 5面FA下黒 27号住居遺物出土状況部分 西から

w区 5面FA下黒 27号住居貯蔵穴遺物出土状況 南から

IV区 5面FA下黒 27号住居貯蔵穴遺物出土状況 東から
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IV区 5面FA下黒 28号住居全景 ・セクション 南西から
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N区 5面FA下黒 29号住居全景西から

IV区 5面FA下黒 29号住居貯蔵穴遺物出土状況北東から

＾
 

*
i
¥
 

w区 5面FA下黒 30号住居掘り方全景 東から

IV区 5面FA下黒 32号住居全景東から

w区 5面FA下黒 29号住居掘り方全景 北東から

w区 5面FA下黒 30号住居全景東から

w区 5面FA下黒 31号住居カマド全景北から

N区 5面FA下黒 32号住居掘り方全景 東から
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w区 5面FA下黒 33号住居掘り方全景南から w区 5面FA下黒 11号掘立柱建物跡全景西から

IV区 5面FA下黒 1号遺物集中掘り方全景 南西から w区 5面FA下黒 1号遺物集中炉跡 1 西から

w区 5面FA下黒 1号遺物集中遺物出土状況 西から w区 5面FA下黒 l号遺物集中遺物出土状況 南から

w区 5面FA下黒 1号遺物集中遺物出土状況部分西から w区 5面FA下黒 3号遺物集中遺物出土状況 南から
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w区 5面FA下黒 3号遺物集中遺物出土状況南から w区 5面FA下黒 4号遺物集中全景 南西から

w区 5面FA下黒 4号遺物集中 BB'セクション南から w区 5面FA下黒 4号遺物集中掘り方全景 南から
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w区 5面FA下黒 5号遺物集中遺物出土状況南東から w区 5面FA下黒 109号土坑全景北から

w区 5面FA下黒 100号土坑全景西から w区 5面FA下黒 104~108号土坑全景南から
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w区

w区

w区

5面FA下黒

5面FA下黒

5面FA下黒

llO号土坑全景 南から

111号土坑遺物出土状況

329号土坑遺物出土状況

南から

南西から
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N区 5面FA下黒 532号土坑遺物出土状況西から

w区

IV区

w区

5面FA下黒

5面FA下黒

111号土坑セクション 東から
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115号土坑セクション 北か ら

:

;

'

 

.. 

,
.
i

'ヽ

‘.9
し

いいょ

ら

9
q
『
し

9

.".

t
.
‘
冗
＇

．ぶ
も
t
●
]

3

x

,

.

f

r

 
..
 
『
4

{

,

;

”

．
．
 
い
r
,

J
.
冴

＃

f

心

力

と

t

i

,

'

臣

，＇

，
＇
、

ふ
J
'
ヽ
衿

．5

い｛

東

皇
4,

J

見，9

：
]

南
1

立
口

.i
ーム．Lル
に

~~
況' A

9
9
]

汀

4訟兄、>、’
ぶ
犬：ロ

・
出

心

一
物

l

遺
一
坑土号

，
 

2
 

3
 

黒下A
 

F
 

面5
 

5面FA下黒 532号土坑遺物出土状況部分 西から
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w区 5面FA下黒 土坑群東部分（右手11号住居） 東から

w区 5面FA下黒 土坑群中央部分（奥23号住居）南西から

w区 5面FA下黒下位土坑群中央部分北西から

w区 5面FA下黒 6号住居脇深堀セクション 南から

w区 5面FA下黒 土坑群中央部分（右手4号住居）南から
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w区 5面FA下黒下位土坑群中央部分南西から

w区 5面FA下黒 下位土坑群中央よりやや西部分北西

から

w区 5面FA下黒 HU-2~MU-2深堀セクション 南から



PL.71 

3
 

8
 

，
 

10 12 

一15 

11 

16 

第 6面草創期出土土器(1~17はI区出土）
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-----― 一でマニしゞヽ

＼． ＇ ヽ`9～9,

八；`：r: 
2住15

I区出土土器

II区出士土器

5住 l

5住17

LW21-7 
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2住 6

2住10 2住11 ‘ 3住 7 3住10

3住20

6住 3 6住4

5住 7

6住6

3畦 1 3畦4

3畦10 3畦11

皿区FP下出土土器 m区FA上出土土器

18住4,........1集 1

皿区FA下出土土器
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20住 7

21住 1

30住17 30住18 .jV1土臣 vVIJ..'-'V v'-tlエ v 34住 5

34住 6 34住8 34住10

35住 6 38住 3 38住 4 38住 5

皿区FA下黒色土中出土土器



PL.75 

40住 2 42住5 42住 6 42住 7 42住8 44住3

45住 3

53住8
1炉1 1炉2

5集 l
1炉6 1炉8

6集6

MF21-1 MH22-1 

622土2

MH22-2 MP19-1 

皿区FA下黒色土中出士士器
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3
 

1高まり 1 - NBlO-1 

w区FP下出土土器

98土 1

IV区FA下土坑出上土器

7、

19 

15 

w区FA下2号集中出士土器

MT 1 -1 NCll-1 

NDlO-1 NDlO-2 

w区グリッド出土上器
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4住 1 5住 1 5住 3

4住3
4住4 4住 5 5住4 5住 5 5住 6

5住7 5住8

5住14

5住10 5住13 5住18 7住2

7住5 7住 6 7住7

7住8

7住14 7住15 7住16 7住17 7住18

7住21

7住19 7住20 9住 l

11住 1 11住5

． 11住2 12住7

17住 1 20住2 20住 3 20住4 20住5

N区FA下黒色土中出土土器
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21住 1 21住 2

22住 l 22住 3

25住 3

26住 l 26住 4 27住 l 27住 2 27住 5

27住 7 27住 9

27住10 27住11 27住12 27住13 27住14

29住 3 29住 4 31住 2 31住 3

27住15 27住 l
1集2 1集3 1集5 1集 l

5集2 5集3

111土1 ―----lll土2 5集6

w区FA下黒色土中出土土器
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8集S5 8集S6 

8集S3 
8集S4 

8集 S7 

6面S2 

6面S1 
6面S3 

6面S5 

I区6面 （縄文草創期）出土石器

8集 S8 
8集 S9 

II区8号遺物集中出土石器 (6面 縄文草創期）

2溝S1 
215土S1 

LJ16S 1 

215土S2 

LJ17S l 

LG18S 1 ．
 
LG18S 1 LH17S 1 

LM18S 1 LN17S 1 

I区出土石器
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LRl 7 S 1 LRl 7 S 2 

LR18S 5 LR19S 1 

LR18S 4 

LS20S 1 LT18S 2 LT18S 3 

>

·

LT19S5 

LT19S 9 
LT20S 5 

LT20S 1 

LT20S 6 LT21 S 1 LT21 S 3 
LT21 S 4 

LUZOS 3 

一 LU21 S 1 LU21 S 2 LU21 S 4 LU20S 4 

一＾ 
LU21 S 5 

LU21 S 7 ． 一凪宣道遍’ ~ LU22 S 1 

LU22S 3 LV20S 1 
LV20S 2 LV20S 3 

LU21S 8 LU21 S 9 LU22 S 2 

rr区FA上黒色土中出土石器
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LV21Sl LV21S2 
LV21 S3 LV21 S4 

LV21 S10 

ー
LW21 Sl 

LV21 S5 
LV21 S6 

•• 
LV22S 2、贔

LW22Sl LW21S2 LW22S2 

II区FA下黒色上中出土石器

LV21 S7 

3住S1 

LW22S3 

s
 

住

s

4
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国
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s
 

住2
 

15住S1 15住S2

7住S1 

器石
l
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賢l
p
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・

16住S1 

4住S1 

5住Sl 5住S2

1畦S1 4畦S1 4畦S2
m区FP下出土石器

5住S3

16住S3

16住S4
16住S5

17住S2

疇 Sl

17住S1 
17住s3 17住S4

塁
皿区FA下出土石器

18住S1 



PL.82 

18住S2

18住S3
18住S5

18住S6 18住s7 18住S8 18住Sll

18住S12 18住S13 18住S14 18住S15 18住S16 18住S17 18住S18 18住Sl9 2集Sl 3集S1 

皿区FA下出土石器

20住S1 

19住S1 19住S2 19住S3
19住S4 20住S2 20住S3

21住S2 21住S3

21住S4 21住S5 23イ主S1 231主S2 23住S3 
23住S4

23住S5
24住S1 

25住S1 
26住S1 

26住S2 26住S3 -- 26住S5
26住S4

34住S1 
30住S4-~ 31住S1 32住S1 33住S1 

． 
34住S3 35住Sl,._ S2 35住S2 37住S3 38住S1 

38住S1 38住S2
38住S3

m区FA下黒色土中出土石器
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38住S5 39住Sl 39住S2 39住S3 39住S4 39住S5 39住S6 39住S7 39住S8 40住Sl

• 43住Sl 44住Sl 44住 • • ． A 」
42住Sl `• ~ S2 46住S3 46住

44住S3 S4 
42住S2 42住S3 44住S4 44住S5 46住S2

46住S5

46住S6
47住Sl

53住S2

47住S3 50住S2 53住S1

53住S3 ー＇ 564土S3 564土S4 574土Sl 576土Sl 6集S2

564土s

•し • ~ ． I 

＾ 
MK23S 1 

6集S4 一9-・・ 一 ． 、2•— MI21 S 1 
6集S5 .... - 費遍~S86集S6 6集S7

--—- -
MKOSl MMOS2 

皿区FA下黒色土中出土石器

―- -

i 

2住Sl 2住S2 98土Sl 2集S2

＇ N区FP上出土石器 w区FA下出土石器 4住Sl 4住S2

5住Sl

5｛主S2 51主S3 5住S4 5住S5 5住S6 5住S7 5住S8

w区FA下黒色土中出士石器



PL.84 

7住 S1 

8住S1 

81主S2 81主S3 8{主S4 8住S5
10住 S2 

7住 S2 

11住 S1 
＇ 

131主Sl 151主Sl 171主Sl 171主S2

12｛主S1 12｛主S2 12｛主S3 

17住S3

12住 S4

17住S4 18住Sl

12住 S5 12住 S6 

24住 S2

27住S1 

24住 S1 

28住 S1 
29住 S1 lll土S1 

5集 S1 5集S2

24住S3

ー`｛ ・ペ，•在J::̀、ど．． 
{;.・ -r,..、`‘、• ← ・. ~.. 

ょ

MS2 S 1 

1集 S1 

21住Sl 22住Sl 23住Sl

26住 S2 

3集S1 

26住 S3 

3集 S2 

＾
 

MX8Sl 

MX6 S 1 NCllS 1 表採S1 

w区FA下黒色土中出土石器
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LX22玉1 LX22王2

II区出土玉類

LS17玉l

23住玉 l

40住王 2

564土玉 l

玉1

玉3 玉2

4住

゜MG22血 MG22玉3MJ22迫 MN22王

゜MN23田 M02匡 lM022珀表採工

Il[区出土玉類

〇ロ

玉3

4
 

玉
0
2
2
 

玉5

至7

玉6

5住

38住玉 l

49住玉 1 44住玉 1 1平地

玉1

MF20歪l

M023玉l

王3

7住

玉2 玉l

玉3

12住

玉1

21住

2
 

玉0
m
 26住

w区出土玉類
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王1 玉2 玉3 玉4 玉5 玉6 玉7 玉8 王9 玉10 至11 :E:12 

玉13 玉14 玉15 玉16 玉17 玉18 玉19 玉20 玉21 玉22 玉23 玉24

゜゚玉25 玉26 玉27 玉28 玉29 玉30 玉31 玉32 玉33 玉34 玉35 玉36

゜玉37 玉38 玉39 玉40 玉41 玉42 玉43 玉44 玉45 玉46 玉47 玉48

玉49 玉50 玉51 玉52 玉53 玉54 玉55 玉56 玉57 玉58 玉59 玉60

゜玉61 玉62

〇

麟

3
 

6
 

玉 ゜玉65 玉66

玉67 頂69 王70 玉71 王72 玉73

゜゚玉74 玉75 玉76 玉77 玉78 玉79

゜玉80 玉81

-―. - •----―-・一 w区2号遺物集中出土玉類

1高まり
玉l

MRl玉l

MU7玉1

MT2玉l

MW5玉2 NA8玉1 MX17玉l

MX6王1 NA8玉2．
 

NB14玉2

NAS玉3

MY6玉l

NEll玉2

w区出土玉類
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4土K1 
1住Kl 1住K31住K2

I区FP上出土鉄器 JI区FP上出土鉄器

I 
2住Kl

「ktt2

r 
＇ ＇ 

1 
2住K5 2住K6 3住Kl

｀ 
5住Kl

＇ ＇ ＇ ＇ l住Kl

l住K2
2住K3

7住Kl

8住K1 
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ー

ー

K
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3
 

k
 

住

5

9

 k
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f

i
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7住K3
7住K2 9住K2

6住K2

9住K4

12住Kl

国］
12住K1 • 2 

11住K2
11住K3

［］ 11住K4

12住K2

m区FP上出土鉄器
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13住 .. 255土 ~ 30住Kl
Kl Kl MJ22Kl 

III区FP上出土鉄器 皿区FA上

1土Kl

1住Kl - 1土K2

39住Kl

m区FA下黒色土中出土鉄器

1

2
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ー

謡

4

2

4

2

 

53住Kl

土

3
4
1
k
 

t

詞
土

1
4
1
k
 

MV2 
Kl 

IV区FA上

17住Kl

w区FA下黒色土中出土鉄器
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;.tか＇，ヽ，＊

1、し：ふ...ii
•9~ → 

41土 41土 41土
K4 K 5 K7 

w区FP上出土鉄器

3土鏡 l

I区FP上3号土坑出土青銅鏡（槃覆状態とソフテックス写真）

5土銭3 5土銭4 9土銭 1 9土銭2 9土銭3

I区FP上出土古銭

9土銭4
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FA下及び黒色土中 （11は 1号河道）
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 吹屋三角遺跡皿区出土木製品(1)
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FA下及び黒色土中
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1号河道(26は黒色土中）

吹屋三角遺跡m区出土木製品(2)
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調 査 面 積 5063 

調 査 原 因 道路建設

種 別 集落／田畠

主 な 時 代 縄文／弥生／古墳／平安／中近世

集落ー縄文時代ー士坑51＋包含層／弥生時代ー住居跡11＋土坑 l＋包含層／古墳時代ー住居跡67

遺 跡 概 要
＋平地式建物跡11＋掘立柱建物跡15＋土坑716＋溝l＋遺物集中19＋祭祀跡 l＋包含層ー須恵器＋

土師器＋石製品＋ガラス製品＋鉄器／平安時代ー住居跡26＋掘立柱建物跡13＋土坑798＋溝10/

生産跡ー古墳時代ー水田跡＋畠跡

特 記 事 項 古墳時代後葉火山灰直下の竪穴式住居跡 ・掘立柱建物跡・祭祀跡、火山灰上の平地式建物跡等。

縄文時代草創期の隆起線文土器及び石器が基盤の礫層上から出土した。水辺で生活した当時の人

々の営みを示す貴重な資料となった。古墳時代中葉から弥生時代後期の多数の住居跡が検出され

た。これらの住居跡は傾斜地には無く、台地の平坦面を中心に分布していた。ただし、 4世紀代

のものは欠落し、その時期には他の場所に生活の拠点が移動したことが伺える。火山灰下では水

田や畠だけでなく、本遺跡では竪穴住居跡や垣に囲まれた掘立柱建物跡・祭祀跡が検出された。

要 約 竪穴住居跡の床面には火砕流の吹き溜まりも認め られ、 柱も僅かに傾いていた。さらに掘立柱建

物跡の柱痕は榛名山と反対側に大きく傾いていた。火山災害の大きさを知ることが出来る貴重な

資料である。火山灰降下後では竪穴住居跡を埋め立てた後平地式建物や掘立柱建物を建て、畠を

営んだ痕跡が確認された。降下後復旧した当時の人々を退しさを看取することができた。軽石の

下では畠や水田、踏み分け道跡などの降下直前の地表面そのものが確認できた。軽石の上では平

安時代以降の竪穴住居跡や掘立柱建物跡、中世の墓坑なども確認された。
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財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書第412集

中郷田尻遺跡
第2分冊 III 章観察表 •VI 章·付篇

写真図版

国道353号（鯉沢バイパス）補助公共道路改築事業（国道・

円滑）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第7集

平成19年10月15日

平成19年10月19日
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